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ま え が き

デー タ処 理 技 術の 資格検 定はDPMAに おけ る事 業 の 中 での1つ の柱 を なす もの で,こ の 分野 に

進 も うとす る もの に勉 強 の 指針 を体 系的 に.与え よ うとす る もの で あ り,ま た 同時 に す で に この分

野 に 従事 して い る者 に引 きつづ き よ り高 度 な教 育 を与 え よ うとす る もの でもあ る 。 これは 自動 デ

ー タ処 理 シス テ ムの発 展性
,数 学 的手 法 の 実務 問題 処理 へ の応 用,お よび経 営 者 が電子 計算 機 や'

通 信装 置 を駆 使 す る こ とへ の国 家的 要 請 に基 づ い て 作 成 され るの である 。

.デ ー タ処 理 資格 検 定 は デ ー タ処 理 の専 門 的 な知識 の最 高水準 を想定 して計 画 され データ処 理 の

専 門 的 水準 を確立 す る こ とお・よび次 に示 す 目標 を達 成 す る よ う企 図 され てい る 。

←,〆

1.デ ー タ処 理要 員 が この 分野 の 巾 の広 い 教育 体 制 と実 務 知識 に よ り高い 水 準 に到達 す る こ と 。

2.デ ー タ処 理 に つ いて の能力 を も ってい る とい うこ とを各 自に認 識 させ る 方法 を開発 す る 。

5.デ ー タ処 理 分野 のた ゆ まな い発 展 の しっか り した基 礎 を きず く。

デ ー タ処 理 資格検 定の 審査 は次 に基 づ い て い る 。

1)定 め られ た コースの 学 問研 究 の 成果 が よい こ と。

2)3年 間の デー タ処 理の 実務 の 直接 経 験 が あ る こ と。

3)高 い 人 格 資 質

4)デ ー タ処 理検 定 試 験 に合 格 す る こ と

試 験 は デ ー タ処 理 と経営 情報 シス テ ムの 分 野 で 欠 くこ との で き ない考 え られ る広 範 囲の 専 門 知

識 を 全 て含 ん で い る。

1.自 動 デ ー タ処 理装 置

2、 プ ログ ラ ミング と ソフ トウェ ア シス テ ム

3.デ ー タ処理 シス テ ムの概念 と設計 お・よび 実 施

4.定 量 的 方 法

a会 計

b数 学

c統 計

デ ー タ処 理 資格検 定 の 詳細 はDPMA国 際 本部(イ リノ イ州,パ ーク リ ッジ,ブ ッセ ンハ イ ウ ェ

イ524)か 地 方 のDPMA支 部 に聞 しa合わせ られ た い 。



*デ ー タ処 理検 定 に関 す る資料 はDPMA国 際 本部 の許 可 の も とにプ リン トした もの で ある 。

デ ー タ処 理検 定 便 覧 一1968年 度 改 訂版 は デ ー タ処 理検 定 試験 の受 験 生 のた めに 書 かれ た原本

の第5版 で ある 。

原 本 は デ ー タ処理 管 理協 会 に協 議 して ロ ン グ ビー チ市 立大 学 で開 かれ た一 連の レ ビュ ー セ ミナ

をそ の 内容 と して い る 。

本 書 は試 験 の主 催機 関 で あるDPMAの 国際 本部 が編 集 した1968年 度版 の 概要 と学 習手 引 きを

改 訂 した もの で ある 。 この 中 では 多 くの質 問 と解 答 に つい て は勉 強 しや すい よ うに学 習手 引 きで

推 薦 して いる著 者 とそ の 本 のペ ー ジ数 を のせ て ある 。

デ ー タ処 理 資格検 定 は 急 速に 高 い水 準 の専 門 学 力 を必 要 とす る もの と して認 め られ つ つ ある 。

1962年6月 開始 以来1万 人 以上 の人 々が受 験 し,現 在 では7000人 以 上 の人 々が デ ーータ処 理業

務 の 指導 者 と して免許 を 得て い る 。

原 便 覧の 発 行 に際 し非 常 な御 支援 と御激 励 をた ま わ ったDPMAロ ン グ ビーチ支 部Q会 員 の皆 さ

ま,沢 山の 実 例 の掲載 許 可をい た だ いたIBM社 に,ま た,"デ ー タ処 理資 格検 定便 覧"を 検 討

し,改 訂 版 発行 のた め に貴 重 な御意見 をお・寄 せ 下 さ った読 者 お よび専 門協 会 に 心か ら感 謝 致 しま

す 。

トー マ ス 」,キ ャ シ ュ マ ンCDP
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自 動 デ ー タ 処 理 装 置

1.電 子 計 算 機 と 周 辺 装 置

A.EDPの 変遷

1.デ ータ処 理 の 発達 の重 要 点,ホ レ リスか らエ イケ ン,エ ツカー ト,モ ウク リィへ

2.EDP装 置 の必 要性

着 眼点:デ ー タ処 理 の歴 史 特 に 発達 段 階 にお け る画期 なで き事 のあ った年 代

B.電 子 計算 機 の構 成要 素 と機 能

1.1次 記憶 と2次 記 憶

2.演 算 と論 理

3.制 御

着 眼 点:電 子計 算機 理論 の理 解,そ の構 成 要 素,機 能 およ び内部 論 理

C.内 部 処 理

1.プ ログ ラム記 憶 方 式

2.デ ー タの表 し方 一2進 符 号

3.読 み 出 し

4.レ ジス タ,カ ウン タ,ア キ ュ ムレ ー タ

5.デ ー タの流 れ

着 眼 点:典 型的 な電 子計 算 機 の理解,い ろい ろな レジス タ,デ ータ処 理 技術,内 部文 字 の

表 現,サ イクル タ イム等

D.入 出 力 媒 体

t
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カ ー ド リーダ

カ ー ドパ ンチ

磁 気 テ ー プユ ニ ッ ト

直 接入 出力 ユ ニ ッ ト

紙 テ ー プ リーダ

紙 テ ー プ パ ンチ

磁気 イン ク文字 読取(MICR)

光 学式文 字読 取 機(OCR)
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9.プ リン タ

10.コ ン ソー ル

着眼 点:い ろい ろの入 出力 装置 相 対速 度 利点 と欠 点 信 頼性等

E.電 子計 算 機 の特 徴

4.ア ナ ログと デ ィジタ ル

2.直 列転 送 と並 列転 送

5.バ ッフ ァ結合 とア ンパ ッフ ァ結 合

4.可 変 語 長 と固定 語 長

5.ニ ュー メ リ ックと ア ル フ ァニ ュー メ リ ック

着 眼 点:電 子計 算機 のい ろ い ろ な形式,そ の特 長,特 長 を生 かすた めの 特別 なハ ー ドウェ

ア技 術,装 置 あ るい は 電子 計 算機 の 形式

F.デ ー タ 伝 送

1.集 収 装置

2.通 信 装置

3.表 示 装 置

着 眼点:デ ータ伝 送 の 基礎 を 一通 り理解 してい る こ と,使 用 され る方 式,ハ ー ドウェアの

私 相 対 速 度,信 頼性 等

G.磁 気 テ ープの特 徴

1.コ ーデ ィ ング

2.チ ェ ッキン グ

3.機 能

4.伝 送 速 度

着 眼 点:磁 気 テ ー プ全 般 につ い て の 知 識,信 頼 性,相 対 読 み 出 し時 間変 換 率,利 点 と欠 点,

コーデ ィング の 方 法等

H.特 殊 なハ ー ドウ エア

1.直 接 デ ー タ結合

2.通 信

5.発 生 点(Point-of-Origin)

4.入 出力

着 眼 点:特 殊 目的 のハ ー ドウ ェア の 必要 性,現 在あ る特 殊 装置 の実 例 とそ の利 点 お よび 要



求 され る理 由に っいて

皿.ユ ニ ッ ト レ コ ー ド装 置

A.パ ンチ カー ドシステ ム

1、 手作 業 に よ る分 類 法 か らパ ンチ カー ドシステ ムへ の変 遷

2.手 作 業 に よ る分類 法 と比 較 した 場合 の 利 点 と欠 点

着眼 点1機 械 化 された情 報処理 の 原理 と理論 および 動作 の完 全な 理 解

B.ユ ニ ッ トレ コー ド

1.カ ー ドの様 式

2.カ ー ドコー ド

5.コ ン トロール パ ンチ

4.カ ー ドフ ィール ド

5.処 理 の融 通性

着 眼 点:記 号 に よるデ ー タ表示 の概念 の 完全 な理 解

C.機 械 の機 能

1.記 録

2.分 類

3.計 算

4.報 告 書 作 成

5.要 約

着 眼 点:情 報 の 自動 処 理 に 使われ る 方法 と関 連 装置 に関す る実務 知 識

D.機 械 の素 子

1.カ ー ド供 給

2.カ ー ド読 み取 り

5.印 刷 装 置

4.制 御 パ ネル

着 眼 点:装 置 の 構成 素 子 お よび そ の基 本的 な設計 と機 能 に精通 して い る こ と

E.標 準 ユ ニ ツ トレ コーード装 置

1.せ ん孔 機 と検 孔機

2.翻 訳 機

(3)
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5.分 類 機

4.集 団複写 せ ん孔 機

5,照 合機

6,会 計 作表機

7.計 算機

着 眼 点:ユ ニ ッ トレ コー ド装 置 を 一通 り理解 し,ユ ニ ッ トレ コー ドの応 用 方法 が 開発 で き

る こと

皿.一 般 事 務 機 械

A.卓 上 計 算機

B.複 写装 置

C.フ ァイ リン グ装 置

D.簿 記 装 置

着 眼 点:動 作 の基 本 機構 の理 解 と一 般 の シ ステ ム に おけ る応用 がで きる こと

参 考

プ ロ グ ラ ミ ン グ と ソ フ ト ウ ェ ア シ ス テ ム

1.プ ロ グ ラ ミ ン グ の 原 理

A.基 本 命 令

1.デ ー タ移 送 命令

2.計 算 命 令

3.判 断 命令

4.入 出力 命令

5.準 備命 令

着 眼点:各 々の 命 令別 に代 表 的 に実 行 され る動作 の種 類

B.ア ドレ ス計算

1.計 算 方法



2.イ ン デ ッ ク ス レ ジ ス タ

5.間 接 ア ドレ ス

着 眼 点:ア ド レ ス 記 憶 の 方 法 と技 術

C.ル ー プ

1.初 期 値 設 定

2.カ ウ ン ト

3.判 定

着 眼 点:反 復 ル ー プ の 概 念

D.サ ブ ル ーチ ン

1.サ ブ ル ー チ ン結 合(Subroutinelinkage)

2.コ ー リ ン グ ・シ ー ケ ン ス(CollingSequence)

5.サ ブ ル ー チ ン ・ラ イ ブ ラ リ

4。 オ ー プ ン サ ブ ル ー チ ン と ク ロ ー ズ ドサ ブ ル ー チ ン

着 眼 点:サ ブ ル ー チ ン の 使 い 方

E.プ ロ グ ラム チ ェ ッ キ ン グ

1.メ モ リ ・ダ ン プ

2動 的 分 析 と追 跡 ル ー チ ン(Dynamicanalysisandtraining)

着 眼 点:デ バ ッ ギ ン グ プ ロ グ ラ ム技 法

F.基 本 的 な プ ロ グ ラ ム 技 術

1.フ ロ ー チ ャ ー ト

2.デ ー タ の 編 集 と エ ラー 検 出

3,再 出 発 点

4.ド キ ュ メン テ ィ シ ョ ー ン

5.ラ ン時 間 の 評 価

着 眼 点:上 記 項 目 の 意 味 の 理 解 お よ び 受 け い れ ら れ る 実 行 の 範 囲

G.補 助 記 憶 の 特 殊 技 術

1.磁 気 テ ー プ

2.磁 気 ドラ ム

3.磁 気 デ ィ ス ク

着 眼 点:上 記 装 置 を 使 っ て い る と き の 見 出 し と 制 御 の 技 術

(5)



(6)

H.分 類(Sorting)

1.選 択 に よ る 分 類

2.交 換 に よ る 分 類

ろ.投 入 に よ る分 類

4.基 数(デ ィ ジ ッ ト)分 類

5.直 線 マ ー ジ 分 類(StraightMergeSorting)

6.確 率 マ ー ジ分 類(ProbabilityMergeSorting)

着 眼 点:上 記 方 法 の 動 作 上 の定 義 お よび そ れ ら 各 々 の メ リ ッ トに つ い て の 知 識

皿.メ タ プ ロ グ ラ ミ ン グ シ ス テ ム

A.ア セン ブ ラ

B.コ ンパ イ ラ

C.ト ラ ンス レ ータ

D.イ ン タ プ レ タ

E.ジ ュネ レ ータ

F.モ ニ タ

着 眼 点:実 行す る演 算 動作 と使用 方 法の 点か らみた 上 記 ソフ トウェ アパ ツクー ジの範 囲

皿.問 題 向 き ラ ン ゲ ー ジ

A.次 の も の の 応 用,範 囲 お よ び 使 用 法 につ い て

1.ALGOL

2.FORTRAN

5.LISP、

4.SIMSCRIPT

着 眼 点:上 記 言 語 の 一 般 的 な 目 的 と特 徴 の 差 異

B.コ ボ ル

1・ デ ィ ビ ィ ジ ョ ン

a.Identificationdivision

b.Environmentdivision

c.Datadivision



(7)

d.Proceduredivision

2.Names

a.Datanames

b.Conditionnarnes

c.Proceduvenames

d.SDecialnames

5.演 算 子

a.算 術(Arithmetic)

b.言 緩 里(Logica1)

c.関 係(Relational)

4,表 現

a.算 術(Arithmetic)

b.条 件(Conditiona1)

5.ス テ ー ト メン ト

a.実 行 可 能(Imperatives)

b.条 件(Conditional)

着 眼 点1コ ボ ル に 関連 した 用 語 の 定 義 と 使用 法 お よび そ の 限 界 や 制 約

参 考

デ ー タ 処 理 管 理

1.デ ー タ 処 理 管 理

A.実 行 の可 能 性調 査

1.調 査 の範囲 と 目的

2.応 用 の 研究 と問題 の認 識

3.要 求 され る分 析 の深 さ

4.コ ンサ ル タン トの 使い方

5,結 果 の表 示
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着 眼 点:目 的,分 析技 術お よ び実行 可 能 性調 査 の 結果 の 測定 や表 現 に関 し,現 在行 な わ れ

てい る方 法

B.ハ ー ドウ ェア の 選 択

1、 次 の 事柄 に関 し要求 され る装置 の形 状 と大 きさの 決定

a.作 業 の 開始 時点

b.既 計 画の 容 量増 加 と新 規応 用

'

2.提 案 を満 た すた めの ハ ー ドウ ェア の仕様

5.競 合 装 置 の比較 検 討

4,ベ ンチマ ー ク法

着 眼点:価 格/実 行 比 の観 点 か らデ ー タ処 理 ハ ー ドウ ェア の比較 検 討 を する現 行 の 技術 に

つい ての 認識

C.シ ス テ ムと処理

1.シ ス テ ムデザ イ ン,プ ロ グ ラ ミン グ,オ ペ レ ー シ 。ンの役 目

2.作 業 分析(WorkSimplification)道 具 と技術

a.作 業 測 定

b.書 式 設計 と制 御

c.記 録 の管 理 と保存

d.社 内便 覧

着 眼 点:用 語 の言忍識 と作業 分 析 のた めの道 具 と技術 の 目標 の 理解

D.EDPSの 実施

1.ラ イ ン とス タ ッフの責 任

2,計 画 と調 整

5.訓 練

4.線 表 と進 渉の報 告

5.移 行

6.設 備 とフ ォロー ア ップ

7.設 置後 の評 価

着眼 点lEDPS実 施 に あた って の新 技術,用 語 法 種 々の段階 の 目的

E.設 備 管 理

1.一 般 的考 察
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a.ス ケ ジ ュ ー リ ング

b.ド キ ュメ ンテ イシ ョン

c.プ ロ グ ラム と処 理 方 法の維 持

d.ハ ー ドウェアの運 転 と保守

e.入 出力 制 御

f.会 計 検査

g.運 転 予 算 と 費用 管 理

h・ 内部 組 織 と
.責任

i.職 員 の選 出 と訓 練

j.成 果 測定

k.管 理 者 へ の成 果報 告

着 眼 点:設 備管 理 に関 す る巾 の広 い一 般 知識 。質 問 は概 要項 目の全 て にわ た るか内 容 は

一般 的 な も の

2.オ ン ラ イン,リ アル タ イ ム装置 に関 す る特別 な配 慮

5.サ ー ビス部 門設 備 に関 す る特 別 の配 慮

4.多 分 岐 ネ ッ トワ ー ク設備 に 関す る 特別 の配慮

着眼 点:オ ン ライン,リ ア ル タイム設 備 に おい て生 ず る特別 管 理 問題 に つい ての 知識 例

えば,ス ケ ジ ュ ー リング特 殊 復 旧技術 お よび各 部 門 間調 整 は他 の 環境 で普通 使 わ

れ てい る もの とは異 っ てい る。

5.機 種 の変 更

a.移 行 の計 画 と線 表 の作 成

b.経 費考 察

c.プ ログ ラ ムの変 換

d.フ ァ イル変 換 一問題 点 と安 全保護

e.移 行 中 の シ ス テ ム変 換

着 眼点:移 行 の 全 段階 にわ た る一 般知 識

llデ ー タ 処 理 シ ス テ ム 内 の 設 計

A.シ ス テ ム の ア 一 夕

1.リ フ ァ レ ン ス デ ー タ も し くは コ ン ス タ ン トデ ー タ
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2ト ランザ ク シ 。ン用 または一 時的 デ ータ

3.デ ー タの発生 源

B.フ ァ イル の設計 と構成

1.記 憶媒体 の選択

a.容 量 問題

b.タ イ ミング の問 題

c.ソ ーテ ィ ングの 問題,

2,ユ ニ ッ トレ コー ドフ ァ イル

a.カ ー ドの設 計

b.符 号 と コ ーデ ィン グ

3.磁 気 テ ープ フ ァイル

a.論 理 レ コー ドと物 理 的 レ コー ド

b.多 重 リール フ ァ イル

4.直 接 読 み 出 しとマ ス ス トーレ ツジ ファ イル

a.読 み 出 しの 方 法

b.タ イ ミン グの問 題

c.オ ン ラ インフ ァイル の応 答時 間 の問 題

着 眼 点:種 々の フ ァイル媒 体 の設計 と構成 の原 理 各 々 の利 点 と欠 点 お よび記 憶 媒体 の

選択,フ ァイル 設計 と構 成 に 関す る判定 基準

C.シ ステ ム入 力

1.編 集要 求 と入 力 制御

a.ユ ニ ッ トレ コ ー ドシステ ム

b.電 子計算 機 に基づ くシス テ ム

c.情 報 記憶 と検 索 シ ス テ ムの特 別 の配 慮

d.リ アル タイ ムシス テ ム に関す る特別 の配 慮

2.ソ ーテ ィ ング の問 題

5・ 入 力容 量 と ソース 問題

4.入 力 の タ イ ミングの 問題

a.パ ッチ処 理 シス テ ム

b.オ ンラ イン シス テ ム
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着 眼 点:シ ステ ム入 力 と編 集処 理 の設計 に普 通 使 われ る方 法 と判 定 基 準,編 集技術 と制

御 技術 に関す る相当 の知 識 。簡単 な問題 を 解 くと きに 必要 な タイ ミング と ソー

テ ィン グの 十 分 な知 識。

D.デ ー タ処理 シス テ ム に おけ る処 理

tユ ニ ッ トレ コ ー ドシ ス テムの パ ッチ処理

2.電 算機 シス テ ムのバ ッチ処理

3.オ ン ライン処 理 と リアル タイム処理

着 眼 点:処 理 シス テ ム設計 の問 題 と技術,内 部 発生 の 制御,お よび デー タの 妥当 性 の テス

トの 使 用 につ い ての 知識。 処 理 時間を 含 ん だ簡単 な問 題 の 処理

E.デ ー タ処 理 シス テムの 出 ガ

1.次 段 階 の処 理 のた めの 中 間 出力

2.報 告 と文 書

3.グ ラフ ィ ック ハ ー ドコ ピ ー

4.デ ィス プ レイ と音 声応 答 出力

5.コ ン トロール システ ムの 出力

着 眼 点:シ ス テム の 出力 を 設計 す る にあた って基 本 的 考察 事項 の理解,簡 単 な 容量/時 間

問題 が解 け る程 度 の現在 の ハ ー ドウ ェア の 知識

F.シ ス テ ム研 究

-
-

2

5

4

5

6

目標の設定

管理援助と権限

事実を掘 り出す技術

事実の記録

要求の分析

研究線表の作成

着 眼点:シ ステ ム研究 の 問 題 点 と技術,問 題 は一般 的 性格 の もの

G.シ ステ ム設計

1.ジ ェネ ラル システ ムフ ローチ ャー トの作 成

a.標 準 方 法 と記 号

b.様 式 と道 具

着眼 点:一 般 に 使用 され る フ ローチ ィ ー トの記号 を 知 ってい る こ と。簡 単 な シス テ ム フ
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ローチ ャ ー トを 読 み,か つ 書 ける こと

2.シ ス テ ム制御

a.装 置 技 術 と内部 制御

b.応 用技術 と外 部 制御

c.追 跡 検 査

5.デ ー・一夕制御

a.方 法

b.修 正 と調 整

着 眼 点=一 般 に 使用 され る制御 技術 と,シ ステ ム検 査 の方 法 の理 解 と評 価

4.シ ス テ ム設 計の 経 費問題

着 眼 点:費 用分 析 の一般 的 方 法,一 般 に考 え られ る要 因,価 格 要因 の相対 加 重 の理解 と応

用

5,ド キ ュメ ンテ ー シ ョン

a.実 そ「三明糸田

b.設 計 仕様 書 も し くは 技術 仕様 書

1.シ ステ ム フ ローチ ャ ー ト

2.手 動操 作

c.プ ロ グ ラム ドキ=メ ンテ ー シ ョン

1.仕 様書

2.フ ロ ーチ ャ ー トと論 理 ダ イヤグ ラム

ろ.プ ログ ラム リス テ ィ ング

4.テ ス トケー ス

d.操 作 手 引 と操 作 便覧

e.標 準 実 施 方 法 便覧

6.シ ステ ム ドキ ュ メ ンテ ー シ ョンの維 持

7.設 置 前 の点検 と評 価

a.仕 様 書 と対 照 して の最終 検 査

b.受 入 れ規 準 の 設定

c.認 可 保 証

着 眼 点:現 在 の受 け入 れ られてい る実 施 方 法,設 定 さ れた 規 準 文書 に書 か れて い る技
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術 の一 般的 知 識 。質 問 は次 の よ うな もの であ る。簡 単 な 図表 の 使い 方,シ ス テ

ム文 書 の 例や 記述 シ ステ ムの計 画 設 置 ,評 価 操 作 面 にわ た る問題 点 と技

術

H.シ ス テ ム設置

1.設 置 各 段階 の線 表 の作成

2.移 行 計画

3.テ ス トケ ース の公式 化

4.切 り替 え期 間 中 の特 別 管 理 と検査 問 題

5,中 間 処 理

6.仕 様 書 と対 照 しての 完成 検 査

着 眼 点1シ ス テム設置 に 関 し一般 使わ れて い る 技術 と方法。 特 に 中 間期 も しくは カ ッ トオ

ー バ期 に要 求 され る シス テ ムデザ インと制 御の 問題 点 は 重要 であ る

1.シ ス テ ム維 持

1.設 置 後 の 変更

2シ ス テ ム完 成 后の周期 的 な検 討

5.シ ス テ ム運 用 費の 徴集 と分析

着 眼点:変 換 も含 め た シ ス テ ム保 守対 策,完 成検 査,運 用 費 の決定

J.シ ステ ムア プ ロー チ

/シ ステ ムの領 域 の 設定

a.従 来の事 務 機能

b.機 能 線の 交 叉

2.次 の もの の調 査

a.実 行上 の重要 な改善

b.二 者 択一 の シス テ ム設 計

ろ・ 定量 的 方 法 の適用

a・ シ ステ ム設 計 のた め の定 量 的方 法

b.シ ス テム にお け る判 断 点

4.価 格 効果 の評 価

a.シ ステ ム シ ュ ミレ ー シ ョン

5・ 情 報 シス テ ムを 使 った管 理
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a.新 しい報 告 の方 法

b.計 画 モデ ル

c.制 御

着 眼 点:シ ス テ ムア プ ロー チの 原理 と定量 モデ ルの ビ ジネス シス テム設 計へ の 応用 の仕

方

K.リ ア ル タ イム シス テ ム

1.シ ス テ ムの 形 態

2.組 織 と要 員問 題

5、 プ ログ ラ ミン グの 問題

4.設 置 と保 守 の問 題

着 眼 点:リ ア ル タイ ム独特 の 問 題へ の配 慮。 プ ログ ラ ミング技術 は リアル タイム ビ ジネ ス

シ ステ ム に必要 な 水 準 まで。 一 般 的 な問 題 がわ か る程 度 のハ ー ドウ ェアの 知識

参 考

試 験 にお いては この章 に関 す る経験 が重 視 され る。 次 に掲 げた 著書 は 学 習訓練 や 参 考 に は役立 つ

つ と思 うが,デ ー タ処 理 シス テ ムや デ ー タ処 理管 理 の本 質 は 経験 矢[能訓 縞 論 理 にあ り・ これ

らが実 務 家 と して の成 功 す る カ ギを に ぎ ってい る。

定 量 的 方 法

1.会 計 学

A.基 本的な会計手法

1.基 本 概 念

a・ 会計方程式

b・ 会計期間

c.発 生主義の概念

d.減 価償却となし崩 し償却

2.種 々の様式

a.入 力(証 券伝票等)
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b.出 力(納 品伝 票,報 告 等)

c.処 理(賃 金 台 帳)

d.記 録(勘 定 図等)、

5.取 り扱 い

a・ 取 引 の コーデ ング

b.調 整

c.買 売契 約,見 積

着 眼 点:上 記項 目の基 本 的 な会計 学 上 の概念 の把握,お よ び基本 的問 題 が 解 け る こ と。

B.原 価 会 計

1.棚 卸 資産 会計

a.評 価勘 定

b.恒 久会 計対 期 間 会計

2.分 類 の 原 理

a.直 接 原 価 に対 す る 間接 原 価

b.関 接 費

c.直 接 原価計 算対 全 部 原価 会計

d.取 引 コ ーデ ング 法

3.原 価 計 算 と分 析

a.標 準 原価 と変 動

b.製 品 原価計 算 と総合 原価 計算

c.期 間 原 価計 算

d.固 定 原価 と変 動 原価:損 益 分岐 分 析

e.総 合 原価

着 眼点:原 価 計 算 の基 礎 と最 も一般 的 に 使われ て い る方 法,そ の方 法に よって生 す る 主

なデ ー タ処理 要 求 の把 握

C.会 計 処 理 の機 械 化

1.機 械 イヒ処理

a,借 方 と貸 方

b.期 末 調 整

2.総 勘定 元 帳 の 機 械化
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a.バ ラン スチ ェッ ク

b.勘 定 締 切

3.売 掛 金元 帳 の エ イ ジング

4.EDPに ょ る複 式 簿記

着 眼点:電 子計 算 機化 さ れた デ ー タ処 理 の もと での 主な 会計機 能の 成 果 の把 握

D.内 部 制 御

1.制 御

a.デ ー タ移送

b.デ ー タ変 換

c・ デ ー タの有 効 性

d.デ ー タの安 全性

e.操 作.

f.プ ロ グ ラ ム変 更

2.監 査trai1

ろ.責 任 の 分割

4.処 理 文 書

着眼 点:電 子 計算 機 化 さ れた デ ー タ処 理 に よる内 部 制脚 の 基本 原理 とそれの シス テム設計

に及 ぼす影 響 の把 握

E.EDPSの 監 査

∫ 電 子 計 算機 咽 辺 ・の監 査 に対 す る 電子計 算機 を ・通 して ・の 踏

2・ テ ス トデ ッキ と特 別 プ ログ ラムの 使用

3.監 査 の妥 当性

4.内 部 制御 の妥 当性

着眼 点:電 算 機 化 さ れた デ ー タ処 理 シス テ ムの監査 遂 行 の基本 原理 とそ れ の シ ステ ム設計

に及 ぼす影 響 の把 握

F・ 会計 情報 の経 営上 の使 い 方

1.財 政 計画

a・ 予 算

b.キ ャッ シ ュフ ローと デス カ ウン トキ ャッ シュ フ ロー

c・ 計 画 一 プ ログ ラ ミン グ ー予 算 シ ステ ム(PPBS)



d.交 互 選択 問 題

2.財 政管 理 「

a.実 行 に対 す る計 画:喰 い違 い の 原因 の詳 細

b.直 接 原価 計算 に対す る総 合 原価計 算

c.比 率 分 析,比 率 の 変 動

3.経 営 報告

a.定 期業 績報 告

b.例 外 報告

C.特 別分 析

着 眼点:経 営上 の基本 会計 情 報 と,そ の シス テ ム設 計 に およ ぼす影 響 の把 握

皿.数 学

A.数 学上 の 表示 法

1.指 数

2.添 字

3.関 数

4.求 和

5.階 乗

6.不 等式

着 眼 点:一 般 に と りあ つ かわ れ てい る 数学 の符号 と表 示法 の 把握

B.計 算 原 理

1、 数 の表現

a.2進 法,8進 法,GO進 法,16進 法

b.浮 動1・数 点

2.有 効数 字

5.丸 め 方

a.二 進 数字 の十 進法 に よ る丸 め方

b.丸 め られ た数学 の平 均 和

4、 反 復

5.索 表 の 代 りと しての計 算

(17)
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着 眼 点:全 整 数 と分 数 の表 現 の変 換

C.説 明 と集合 理 論

1.Statements

a.Atomic

b.合 成

c.真 理 値表

d.ト リー

2.集 合 の 計算

a.補 集 合

b.和 集 合

c.積 集 合

d.ベ ン図

3.ク リテ ィカルパ ス分 析

a.余 裕 時 間

b.自 由 余裕

c.独 立 余 裕

着 眼 点:上 記問 題 に応 用 で きる定義

D.数 列

/算 術 数 列(等 差 数 列)

2.幾 何数 列(等 比数 列)

3.重 みを っ け た移 動 平均

4.指 数平 滑

着 眼 点:数 列 の続 項 と和 を求 め る こと,簡 単 な計 算

E.計 算 また は計 数

1.順 列

2.結 合せ

3.結 合 法

4.分 割

着 眼点:上 記 問題 の簡単 な計 算 と一般 に使 わ れ てい る記号 法

F.関 係 式,関 数 グ ラフ
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1.線 形関 数

a.傾 斜

b.部 分,連 続

2.2次 関 数

5.指 数 関 数

4.対 数 関 数

5.回 帰直 線

着 眼 点:定 義 とグ ラフ表 示 の適 用

G.財 務 と 会計 の数学

1.複 利 問 題

a.未 来 の元 利 合計 の解 法

b.現 価 の 解法

C.利 率 の解 法

d.支 払 い数 の解 法

2.減 価 償 却計算

a.定 額 法

b.級 数 法

c.残 高 二 重減 少 法(Doubledecliningbalame)

5.損 益分 岐分 析

4.二 重分 類 簿記(複 式簿 記 とは別)

着 眼 点:公 式 と定義 および 簡単 な計 算

H.マ トリ ッ クス

1.列 べ ク トル と行ベ ク トル

2・ マ トリ ックスの演算

a加 算 と減算

b乗 算

5.用 語 の 定義

a恒 等 行列 も し くは 単位行 列

b'逆 行列

c転 置行 列

4.応 用 問題

(19)
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a.連 立1次 方程 式の 解法

b.問 題 を あげた 部分 要求(PartsrequirementslistingProblem)

C.マ ル コフチ ェ イ ン

着 眼 点:定 義 と演 算

1微 分計 算

1.変 化率,基 本 的 考 え方

2.導 関 数

a.幾 何学 的 説 明

b.多 項 式 の導 関数

3.最 大,最 小 問 題 、

着 眼点:多 項 式 の導 関数 の求 め方 とそ れを 使 って 最大,最 小 を求 め る問 題

J.線 形 計 画法

1.線 形 計 画 問題 の公 式 化の 識別

2.シ ンプ レ ックス法(単 体 法)

a.非 負仮 説

b.非 縮 退 仮 説

c.ス ラ ッ ク変 数

d.技 巧 変 数

e.基 本 許容 解

3.双 対 線形 計画 問題 の 概念

4.特 例

a.輸 送 問題

b.零 和 ゲ ー ム

着 眼点:用 語,定 義,線 形 計画 法 に関連 した 仮 説

K.オ ペ レ ー シ ョン ズ リサ ーチ

1.他 の マ ネ ージf－ サ ー ビス との関 係

2.OR問 題の 形 と内 容

5.ORへ の 電子 計算機 の応用

a.財 庫模 形

b.酉 己分 模Jt多



(21)

c.待 ち時間模形

d.取 替模形

e.競 争模形

着眼点:ORの 本質の理解,OR的 解法が可能か否かの問題判別 電算機によるOR問

題の解き方の技術,電 算機適用にあたっての変数の種類,種 々のモデルが得ら

れる情報の種類OR問 題の公式化と解法に必要な知識

皿.統 計 学

A.統 計 学入 門

t統 計 学 の効 果 的 な使 い 方

2統 計 学の間 違 った 使い 方

3.判 定 一パ ラメ ー タ

a.度 数分 布

b.平 均

c.偏 差 の 尺度

d.相 関 の 尺度

着 眼 点:分 布,平 均,尺 度 とそれ 等 の効 果 的 応用 方 法 初歩 的 な問 題 の解 き方の 把 握

B・ 有 限 標本 にお ける基 本 的確率 理 論

1.確 率

a.実 験

b.標 本

c.事 象 と集 合

d.排 反事 象 と独立 事象

e."無 作 為 ・

2.条 件 付 き確率

着眼 点:確 率 理 論 の 基本 原理 と初 歩的 問 題 の解 き方

C.確 率 変数,分 布,分 布の 特性 の 概要

1.確 率 変 数

a.確 率 変 数 とその 確率 関数

b.確 率 変 数 の期 待値
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c.平 均 と確率変 数関 数 の分 散

d.確 率 分布

e.度 数 分 布

2.正 規 分 布

a.2つ の確率 変数 の結 合 確率 関 数

b.連 続 確率 変数 の確 率 グ ラフ

c.範 囲 で表わ す確 率

d.累 積 確率 グ ラ フ

e.正 規 曲線 と正 規 確率分 布

着眼点:確 率 変 数 と正規 分 布 の基 本 原理 と初 歩 的問 題 の解 き方

D.サ ンプ リング理 論,統 計 的 推測

1.和 の分 布 の計 算

2.2つ の独立 な確率 変数 の 和 の分 布 の 分 散

5、 数 個 の変数 の和 の分散 と平 均 の分 散

着目星点:サ ンプ リ ング の基本 原理

E.二 項 確率 分布 と中 心極 限 定理

1.二 項 実験

2."n回"の 二 項 実験

5.二 項 確率 変数 の 期待 値

4.二 項 確率紙

5.二 項 分布 特性

6.二 項 中心 極限定 理

着 眼点:二 項 分布 と中心 極 限 定理 の基 礎

F.時 系列 分 析

1.傾 向の 決定

2.変 動 一周 期変 動 循 還 変動 ・ 不規 則 変動

3.平 滑 法

着 眼点:時 系 列 分 析 の 基礎 と一 般 に 使われ る主 な平滑 法

G.管 理 図

1.確 率 事象 と生起 事象
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2.工 程 管 理

3.採 択 抽 出

H.指 数

着 眼 点:一 般 に使 わ れて い る指 数 の 長所 と短 所

参 考

前 回 の 試 験 問 題 か ら

1.オ ー ト マ チ ッ ク デ ー タ プ ロ セ シ ン グ 装 置

◎ 磁気 テ ー プの レ コー ドブ ロ ックサ イズ は一 般 に次 の どれ に よ り決 ま るか。

A.テ ー プ の長 さ

B.プ ロ ツ ク当 りの レコ ー ド数

C.内 部 記 憶容 量 の大 き さ

D.内 部 で のデ ブ ロ ッキ ングの 難 易

E.パ ン チ カ ー ドの容 量

◎ 磁 気 テ ープ読 み取 りの際 の冗 長 エ ラーは主 として次の どれに よ って 訂 正 され るか 。

A.テ ー プの ゴ ミを除 去す る。

B.テ ー プ を巻 き戻 し,再 読 み 取 りを 行 う。

C.テ ー プを バ ックスペ ース し,再 読 み取 りを 行 う。

D.悪 い レ コー ドを内 部的 に と り除 く。

E.垂 直走 査(Orthoscanning)を 行 う。

◎ デ ィジ ッ ト当 りの コス トで最 も経 済的 な 基本 補 助記 憶素 子 は次の どれ か。 た だ し,関 連 装

置 料は 除外 す る。

A.磁 気 ドラム

B.さ ん孔 紙 テ ープ

C.磁 気 テ ープ

D.パ ンチ カー ド

E.磁 気 コア
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◎ 固定 語 長計 算 機 の特 徴 は次の どれ か。

A・ 事 務 処 理 には 不 向 き。

B・ 可 変語 長計 算 機 よ りデ ィジ ッ ト当 りの呼 出 し時間 が一 般 に早 い。

C.デ ー タを区別 す る ため の ワー ドマ ー クが必要 なた め記 憶素 子 を 多 く必要 とす る
。

D.上 に 述べたAとBの 両 方 。

◎ 内部 処 理 時 間 が入 出力 時間 よ り相当 に長い場 合 の バ ッ ファ リングは 。

A.総 処 理 時 間 を大 巾 に短縮 す る。

B.総 処 理時 間に悪 影 響 を及 ぼす 。

C・ 総 処 理 時間 には何 ら影響 を及 ぼ さ ない
。

D.総 処 理 時間 をわ ずか に短 縮す る。

◎ 行 列 の掛 け 算処 理 に最 も適 してい る機 械様 式 は 次 の どれ か。

A.関 接ア ドレス

B.イ ンデ ッ クス レ ジス タ

C.可 変 語 長

D.組 み こみ平 方 根

皿.プ ロ グ ラ ミ ン グ と ソ フ ト ウ ェ ア シ ス テ ム

◎ ア ッセ ンブ リプ ロ グ ラムは 普通 次 の どれ を作成 す るか 。

A・ お のお の の ソ ー ス言 語 命 令 に対 応 す る一 つ の機 械 語 命令

B.お の お のの ソー ス言 語 命令 に対応 す る二 つ以 上 の機 械 語命 令

C・ お の お のの ソー ス言語 命 令 に対 応す る不 確定 数 の機 械 語 命令

D・ プロ グ ラマ によ って機 械 語 に変 換 さ れ る不確 定 数 の機械 語

◎ プ ロ グ ラム言語 に8進 数 シ ス テム が用 い られ る のは なぜ か。

A・ 計 算 機 の うちあ る もの は8進 数 だけ で動 作 す る 。

B:計 算 機 の うちあ る ものは純 然 た る2進 数 で動作 しない
。

C.10進 数 よ り秀 れ てい る。

D.2進 数 の"速 記"と して便 利 であ る。

E.以 上 の どれ でもな い。

◎ コ ンパ イ ラ言 語 で は ない のは 次 の どれ か。

A.TABSOL
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B.商 業 用 トラ ン ス レ ー タ

C.フ ロ ー マ チ ッ ク

D.KWIC

E.FACT

◎ ク ロ ー ズ ドサ ブ ル ー チ ン に つい て 間 違 っ て い る の は 次 の どれ か。

A.関 連 す る主 ル ー チ ン 内 に記 憶 され て い る 。

B.リ ン ク トサ ブ ル ー チ ン と も い わ れ る。

C.ジtン プ操 作 に よ り入 っ て くる 。

D.コ ン トロ ー ル を 主 ル ー チ ン に も どす 準 備 を す る 。

◎ コ ボ ル の4つ の 主 デ ィ ビ ジ 。ン は

A.identification,environment,deta,file.

B.identification,environment,rccorN,procedure.

C.identification,environment,data,procedure.

D.identification,environment,statement,da七a.

◎ 曲形 的 な プ ロ グ ラ ミン グ シ ス テ ム で ク ロ ー ズ ドサ ブ ル ー チ ンが も っ と も計 算 しに くい 関 数

は 次 の どれ か 。

A.正 弦(サ イ ン)

B.対 数

C.絶 対 値

D.逆 正 接(ア ー ク タ ン ジ ェ ン ト)

皿.デ ー タ ブPセ シ ン グ シ ス テ ム と 管 理

◎ モン テ カル ロ法 は 次 の どれ か。

A.ル ー レ ッ トで最大 収益 を あ げ るため の プ ログ ラ ミン グ技 術

B.ラ ン ダム変 量 が根 本 とな ってい る時 の作 戦 の シュ ミレー シ 。ン技 術

C.均 一 母 集 団 か ら任 意 標本 を と りだす 技術

D.線 形 計 画 法 にお いて 未 知 の限 定 され た変 数 に量的 価値 を 与 えるた め の技 術

◎ 次 の真 理 値 表 は どの状 態 を表 わ して い るか。

AB結 果

000
010
100
111
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A.inclusiveOR.

B.AND

C.NOT

D.AND/OR

E.以 上 の どれ で もない 。

◎ ラン ダ ムア クセ ス システ ムを 最 大 限 に活用 す る には次 の どれ が よい か。

A.切 れ 目のない で きる だけ 長い 一連 のデ ー タを用意 す る 。

B.タ イム シ ェア リングに よ る シー ク時間 を短縮 す るた め にで きるだ け 多 くの異 った トラッ

ク がシ リンダ に関連 した デ ー タを 集め てお く。

C.ア ップディ トす る前 に全 て の トラン ザ イ シ 。ン をプ リ ソー トして お く。

D.そ れ ぞれ のつ な が りの始 め に最 も活 用 され る項 目をおい て お く。

◎ 一続 きの パ ンチ フ ィール ドは 一 般 に次 の どれ と同 じか 。

A.同 類 の ソ ースデ ータの報 告 か ら とった デ ー タ?

B.オ リ ジナ ル ドキ ュ メン トか らパ ンチ された デ ー タ?

C.出 力報 告 か ら規 定 された デ ー タ?

D.一 般 に 行 なわれ てい る方 法 で は規定 され ない 。

◎ 次 の表 は 同 じデ ッキの カ ー ドか らEAM装 置 に よって 作成 された もの で そ の流 れ の順 序 は

不 明であ る。

W－ 年 令 に よる分 布

X－ 結婚 以来 の 職業

Y－ 勤務年 数

Z－ 産 業内 での既 婚 者

コ ー ドカ ラムの数 は 年令 に対 し2,結 婚 に対 しt,職 業 に対 し5,産 業 に対 し4,確 保 す

る もの と して,ソ ーテ ィン グ タ イ ムを短 くして レポ ー トW,X,Y,Zを プ リ ン トさ せ る に

は ど うい う順序 に した ら よい か。

A.WXYZ

B.WYXZ

C.Y)WZ

D.WZYX

◎ ク ロス ワ ーデ ィ ング とは 次 の どれ か。
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A.機 械 動 作 の精 度 を上 げ る ため ラン ダ ムフ ィー ル ドの加算 また は減 算 で あ る。

B.水 平 拡 散の 要 因の 加算 また は減 算 。

C.一 連 の デ ー タが 小 さい 方 か ら か あ るい は大 きい 方 か ら順 に並 べ られて い る ことを確 か め

るシ ー ケ ンスチ ェ ッキ ン グの 方法 の一 つ。

D.デ ー タ フィ ール ドが 互い に機 械 チ ェ ッ ク しあ う制御 技術 。

IV.定 量 的 方 法

◎ 各 部 がデ ー タ処理 部 の サ ー ビスを うけて い る会 社 で,最 も公平 に各部 に費 用 を配 分す る に

は次 の どの 方法 が よい か。

A.各 部 で総 経 費を 均 等 に配 分 す る。

B.各 部 にデ ー タ処 理 作業 に よっ て得 た利 益 に応 じて配 分 す る。

C.各 部 に均一 な時 間単 位 で,使 用 した 時 間 と材 料 費 を割 り当て る。

D.各 部 に 使用 した 時間,材 料 と装 置料 と間接 費の 時 間率 を割 り当 て る。

◎ あ るデ ー タ処理 装 置 の創 設 費が236,755ド ル で ある。耐 用 年数8年 と して残 存 価格 が

1.5,000ド ル の とき,定 額 法 で 減価 償 却 した場 合毎 年の 償却 費はい く らに なる か。

A.$2ス969

B.$31,219

C.$29,675

D.$23,675

109216=

A.1.0592

B .1.6

C.2.O

D.4.O

E二5.0

◎ 次 の うち統 計 技術 の特 質 と合 致 しない もの は どれ か。

A.デ ー タの 集収 と分 類

B.デ ー タの分類 と要 約

C.デ ー タの修正(変 形)

D.デ ー タ の説明
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E.デ ー タの分 析

◎ 大 きな母 集団 か ら任 意 標本 を えら ぶ必要 条件 は。

A.母 集 団 を構 成 す る要 素 の少 な くと も50%を 含 ん でい る こ と。

B.比 率 は異 って も母 集団 と して の特 性 を もっ てい る こと。

C.母 集団 を 構 成す るす べ て の要素 は標 本 に抽 出 され るチvン ス が均 等 で な け れ ばな らない。

D.母 集 団 と同 じ特 性 を もっ てい る こと。

◎Theresidueof26modulo8⊥s

A.1/4

B.5

C.2

D.6
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自動 デ ー タ処理装 置 1

自 動 デ ー タ 処 理 装 置

(AutomaticDataProCessingEquipment)

c

1コ ン ピ ュ ー タ と そ の 周 辺 装 置

1・ ノ1800年 代 よ り現 在 に 至 るデ ータ処 理 の発 展 につ い て概 要 をの べ よ。

1822年 一 イギ リス人,チ ャール ズ ・P・ パベ ジは,搬D計 算が 出来 るttア ナ リテ カ

ル'、エン ジン(AnalytioalEngine)と い う計算機 を考 案 した。

カ ー ドに穴 が あい て い るか いな いか に よ ろて計 算機 を制御す る よ う に した 。

バベ ジの エ ン ジンは,成 功 しなか った が,そ の すば ら しい考え は,そ の後 現 われ る自動 順

序 制 御(au七 〇Ina七icsequencecontrcl)と い う概 念 のは し りとな った。

1890年 一 有 名な統 計学 者,ヘ ル マ ン ・ホ レ リス博 士(HermanH。lleri七h)

が パ ン チ カ ー ドを使 用 した最 初 の統 計用 計 算 機 を開発 した。

このパ ン チ カー ド処 理機 は,1890年 の国勢 調査 に使 用 された が,こ れ は事 務処 理 目的

で 大 々的 に使 用 された 最初で あ る と考 え られ てい る。

1944年 一 ・・ワー ド ・H・ エ イケ ン(HowardH.Alken)の 考 案 した概 念 に よっ

て テ ープ に連続 的 にさん 孔 され た情報 を 自動 的 に 順序 制御 出来 るMarkIが ハ ワ ー ド大 学

で 開 発 され た。 これ に よって,長 く連 続 した演 算 や論 理的 な処 理が は じめ て可 能 に な った。

1946年 一 ジ 。ン モ ー ク リイ博士(」 。hnMauchly)とP・ エ ッカ ー ト(P・

Eckert)が ペ ンシ ルバニ ア大 学 で,ENIAC(ElectronicNumerioalInte-

gra七 〇randCalOulator)を 開 発 した。

これ は,真 空管 を使 用 した最初 の計 算機 で あ り,最 初 の 電子 計算機 と考 え られ てい る。

1948年 一 世 界的 に著 名 な数学 者,ジ ・ン ・フォ ン ・ノ イマ ン(JohnVonNeu-

man)が 計 算機 の応 用 に興 味 を示 し,モ ーク リイ とエ ・カ ー トの協 力 を得 て,ス トア ー ド・

プ ログ ラム方 式 の概 念 を開 発 した 。

フ ォ ン ・ノ イマ ンは 多 くの人 か ら,ス トア ー ド ・プ ログ ラム方式 の"父"と して 尊 敬 され

て い る。

1951年 －UNエVAC1が1951年4月,合 衆 国統計 局 で,初 め て商 用計 算機 と し
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て 使 用 に供 さ れた。

1954年 一 は じめ て 電子 計 算機 の事 務 処理へ の適 用 が,ケ ン タ ・キ ー州ル イス ビル の

Gene「alElect「icAPPIianoeParkで 行 なわ れ た。

1958年 一 商 用 コ ン ビ;一 夕には じめて トラン ジス タを 使用 した。

1964年 一 商用 コン ピ ュー タには じめて 微小 電子 回路(microelectronics)

と集 積 回路 を使用 した。

2.tt第1世 代","第2世 代",tteg5世 代"の コ ン ピ ュー タ とは何 を意 味す る か?

過去20年 間,一 般的 にハ ー ドウェア の組み 立 て分野 で述 べ られ て い る ように,デkジ タル

コン ピ=一 夕 の発 展期は5つ に 区分 出来 る
。

第1世 代,第2世 代,第3世 代 の コン ビ=一 夕 シス テ ムの基 本 的特 徴を下 記 に要 約 す る。

第1世 代(1946～1957)一 策1世 代 の コ ン ピ ュータ システ ム の特 徴 は,計 算機

の 電子 素子 と して真 空管 を使用 して い る ことで ある。

第1世 代 の コン ピ ュー タに"ス トア ー ド ・プ ログ ラム"の 概念 が導 入 さ れ,入 出力 能 力 よ

り も計 算 処理 能力 に重 点が置 かれ た。

当 時 の入 力 は パ ン チ カー ドや さん孔 紙 テ ープ,1953年 主 要 な外部 記憶 装置 と して紹介

され た磁気 テ ープ か ら構成 さ れて いた。

又,記 憶 装置 は,tt静 電 管"(el.e.ctros・ta.tictube),tt水 銀 遅延 管(皿ercury-

acousticdelaytube)"磁 気 ドラム",磁 気 コア 記憶 装置"か ら構成 され て いた。

第2世 代(195'8～1964)一 策2世 代 の コ ン ピ ュータ シス テ ムは,ト ラ ンジ ス タ

が 商 用 コ ン ビ=一 夕 には じめ て使用 され た1958年 頃 よ り始 ま る。

トラ ン ジ ス タ 回 路 の使 用 に よ って,ス ピ ー ド,信 頼 性,価 格 の面 で非 常 に改 善 さ れ た。

記 憶 装置 は,ほ とん どの コン ピュ ータ シス テ ム に使用 され てい る磁気 コア装置 や 小型 システ

ム に使用 され て い る磁 気 ドラム記 憶装 置 と,そ して196,0:年 に紹 介 された 磁気 薄 膜 によ つ

て特 徴 づ け られ る 。

入 力装 置 と して は,磁 気文 字 読 取機,光 電式 文 字 読 取 機,高 速 磁 気 テ ー プ装置,デ ータ 伝

送 通信 装 置 の 使用 に よって能 力 範 囲 が拡大 され た。
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t

TUBE TRANSISTOR SILICONCHIP

第1期,第2期,第3期 電子 計 算 機 用素子

第3世 代

第5世 代 の コ ンピ ュ ータ シス テ ムは,1イ ン チ平 方 に約28、OOO個 の極 小 シ リコンチ ・プ

を使用 した集 積 回路 の使 用 に よって 特 徴 づけ られ る。

これ らの チ ップは,以 前 の コ ン ピ ュータ シス テ ムに おけ る真 空管 や トラン ジス タ と基本 的

に同 じ機能 をは たす。

集 積 回路 の 使用 に よ って,本 質的 に計算機 内部 で の処 理 速度 を高 め,所 要 電 力 の減 少 に なっ

た。 又,第3世 代 コン ピ ュー タは,コ ン ビ=一 夕の 設計 やシ ステ ムの 考 え方 が本 質 的 に変 化s

した こと に よっ て も特 徴 づけ られ る。

これ らの コン ピュー タ は,1つ の装 置 で科 学 コン ピュ ータ とビ ジネス コン ビ=一 夕の 両 方

の 機 能 をそ なえ ていて,モ ジ ュ ール 単位 の積 み重 ね方 式 に設 計 され,音 声応 答装 置 ,グ ラ フ

表示,プ ロ ッタ等 の広 範 囲 に わ た っ ての入 出力 機 能 を もって お り,ま た 今後 の通 信 にお け る

重要 性 と,通 信線 を介 しての デ ータ 伝送 の 必要 性 な どを 強調 して いる。

シス テ ム機 能 と しては,マ ル チ処理 の機 能(1つ の装 置 で 同時 に数種 の仕事 を処 理 す る)
,

リアル タ イ ム機 能す な わ ち入 力 デ ー タにす ぐに応 じる機能,あ るい は仕事 の 連続 的 な処 理 を

す る機 能,割 込み 機 能 や 同 時 にデ ータ を送 る可 能性 の ある 多数 の遠 隔タ ーミナ ル に応対 す る

機 能 等 を もって い る。
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5.電 子 デ ー タ処 理装 置 の性能 を 判断 す る につ い て どん な要 素 が あ るか?

電子 デ ー タ処理装 置 の 性 能 を 判定す る と きに検 討す べ き要 素 を次 に示 す 。

1,事 務 経 費 の削 減

こ,こZO年 間 の内 に 多数 の ビジネ ス組織 内にお け る文 書 処理 の 仕事 の異 常 な まで の増 加

に よ り,よ り早 くて有 効 な デ ー タ処理 が どう して も必要 に な って きた。

電子 デ ー'タ処理 シ ステ ム を設 置 した 多 くの 会 社 で,か な りの事 務処 理 の 節約 にな った が,

これ は,そ の シス テ ムか ら もた ら され る経 営 管 理 情報 と くらべ て,ほ とん ど第2義 的 な価

値 しか ない。

2,経 営 管 理 情報 ・・,

電子 デ ー タ処 理装 置 の設 置 に よ って,管 理 者 は他 の方 法 では非 常 に 高 価 な,又 は到底得

られ な い ような 情報 を受け る ことが 可能 に な る。

うま く設計 され た経 営 シス テ ム に よって もた らされ る 目に見え ない 多 くの 利益 を見落 し

ては な らない。 た とえ ば,顧 客サ ー ビスの 改善,設 備の よ り効果 的 な 利 用,在 庫 品の減 少,

そ の 会 社 の利 益 に影 響 を及 ぼす 決定 を下 すの に より新 しい情 報 の利 用等 で あ る。 これ らの

ファ4タ ー を特 定 傘 額 に換 算 して評 価 す るのは む つ か しいが,今 後EDP装 置 を評 価す る

上 で 見落 す べ きで は ない。

3.科 学 的管 理技 術

コン ピ ュー タの 設置 に よって,非 常 に多 くの新 しい 科学 的 管理 技 術が 使用 出来 る。

オペ レーションズ ・リサ ーチや リニ ア ・プ ロ グ ラミン グの技 術 は,ビ ジ ネス に影 響 を及 ぼ

す 多 くの複 雑 な要 素 や種 々 の影 響力 を測定 した り,分 析 した りす る の に実 際 に利用 されて

い る科 学 的方法 で ある。

4,サ ー ビスの改 善

ビジネ ス 界や産 業 界 に おけ る 競 争 は限 りな く拡 大 して お り,そ の結 果 ぼ う大 な文 書 処理

の仕事 に あた って は,最 も新 しい,効 率の よい技 術の 使 用 が 要求 され る。

EDP装 置 の設 置 に よ り,事 務 組織 の 能率 が増進 し,そ の結 果 顧 客 に対 す るサ ー ビス の

改善 を もた らす。

4.ど ん なデ ータ処 理 シ ス テ ム に も必要 な基本 的 要 素 には どん な もの が あ るか?

どん なデ ータ処 理 システ ム ー一 手 動,機 械的,電 子 的 一 で も,1.入 力 装置,2処 理装 置,

3.出 力 装置 が必要 で ある。
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5,コ ン ビ=一 夕 シス テ ム の 中央処 理 装 置 は どん な部 分 で構 成 されて い るか?

コ ン ピ ュー タシス テ ム の中 央処 理 装置 内 には

1.主 記 憶 部

2.演 算 ・論 理部

3.

が ある。

制 御 部
演 算

論理部
制御部

爪

'、

入 力 装 置 ∋ 記 憶 部 出 力 装 置
」

〉

中 央 処 理 装 置

6.主 記憶 装置 又 は内部 記憶 装 置 とは どん な ものか 。?

主 記憶 装置 又 は 内部 記憶 装 置 は,中 央処 理 シス テ ム に欠 くことの 出来 ない装 置 で ある。 内

部 記 憶装 置 は,直 接 中央 処 理 装置 に よって制 御 され,命 令 や処 理す べ きデ ータ の記 憶 に使 用

さ れる。

ス 一 般的 に使用 す る主 記憶 装 置の 基本 型 は どん な もの か?

磁 気 コア記憶 装 置 が主 記 憶 装置 に最 も一 般 的 に使用 され る。

そ の他 主 記憶 装置 に使 用 され る もの と して,磁 気薄 膜 ・磁 気 ロ ・ ド,ワ イヤ メモ リ(pla-

tedwirememory)が あ る。

磁 気 ドラムは,小 型 の コ ン ピ ュータ シス テ ム には 主要 記憶 装 置 と して使 用 さ れる こと も あ

る が,主 と して2次 記憶 装 置 と して使 用さ れ るe

8.磁 気 コ アは記 憶 素子 と して どの ように働 くか説 明せ よ。

磁気 コアは,2つ の 識 別 出来 る状態 に磁化 出来 る強 磁性 体 か ら構 成 され て お り,非 常 に 小

さい 環状 を して い る。

この コアの 中心 に ワ イヤ を通 し,こ の ワイ ヤ に電流 を通 す と,コ アは磁 化 され る。 そ の 電

流方 向 が変 わ れ ば,コ アの磁 極 す な わ ち磁化 状 態 が変 わる。

この よ うに して,コ ア はttON"又 はttOFFss,0又 は1の 状 態 表示 に使 用 出来 る。

一 度 コア が磁化 さ れ る と
,外 部 か らの 力 に よ って変え られ る ま でその状 態 を持 続 す る。

、



6 自動デ∴タ処理装置

``O" ``1"

＼

磁 気 コ ア

磁 気 コア に 記憶 され た 情報 は,取 りだ しが で きな け れ ばな らなし・。=.した が うて,,噛その デ ≒

タが 自 由に選 択 し て取 り出せ る よ うに コアを 配置 し なけ れ ばな ら ない 。

この 選択 を可能 にす るた め,そ の コア の 中心 には2本 の ワイ ヤ が通 して あ り,1本 の ワ イ

ヤ には そ の コア を磁化 す るの に 必要 な 電流 の1/2だ け 供給 され る。 残 りの半 分 の 電流 は他

の ワイヤ に送 られ る。 この ように配 置 す れば,電 流 の 流 れ る ワ イヤの 交 点 に あるコ アだ け が

影 響 を受 ける。

磁気コア記憶装置

(←
↑

↑

↑

㊦ミク



自動データ処理装置 7

実 際 には,コ ア の 中 をX・Y・ センス ・イン ヒど ットの4本 の ワイヤが 通 っ てい る。 これ らの

ワイヤ が コア を完 全に コ ン トロールす る。x.Yワ イヤ は コアか らの読み 取 りと書 き込 み の

両方 に使 用 さ れ る。

セン ス ワイヤ は,読 み 取 り操 作に だけ,イ ン ヒ ビ ッ トワ イヤは書 き込 み操 作だ け に使 用 さ

れ る。

コ ァ内 の"1"は 如 何 に して読 み取 られ るか を次 図 に示 す。

図Aに 示 す よ うに,コ ア は,"1"の 状 態 に ある こ とを表 わす ため,時 計 回 りの 方 向 に磁

化 して あ る。

このコ アが読 み 取 られ る時 は,X・Yワ イヤ に1/2イ ンパル ス電 流 が流れ る。 これ らの

イ ンパ ル ス に よって,コ ア に"プ リ ・プ"(flip)す な わ ち極性 転 換 が起 る。 そ の 結 果 セ

ン ス ワイ ヤにパ ル ス が生 起す る。 す な わ ち この コア の読み 取 りが行 な われた の で ある。 この

型 の読 み 取 りは,コ ァ の最初 の極 性 が変 化 す るの で,破 壊 的 である とい うことに注 意 し なけ

れ ば な らない。

そ れ故,こ れ らの読 み 出 さ れる コ アは,以 前 の極 性 に復 す る ように"再 生"が 行 なわ れ な

け れ ば な らな い。

次 図に,ttO"に な って い る コ アの読 み取 りを示す 。

図Oは,コ ア がttO"状 態 を表 わす ため に,反 時計 回 りに磁 化され てい る こ とを示 す。 矢

印 の 方 向 でx・Yワ イ ヤ に インパ ル ス を流 し た時,コ アの極 性 に変化 が起 らな い。 そ の ため,

セン ス ワ イヤ には インパ ル ス が生 起せ ず,そ の コア に はttO"が あっ た と考え られ る。

SENSE

読 み 取 りの終 った コ ア を再 生す るため,そ の 回 路 は,こ の コア の極性 を転 換 し よ うとす る。

同時 に,イ ン ヒ ビ ッ トワイヤ を通 して の イン ヒ ビッ トパ ル スは 最初 か らtto"で あ った コア

の書 き込 み を抑制 しこ れ らの コ ア内の極 性 には 変 化 がな い。
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コア へ の書 き込 み 時(コ アへ 情 報 を レコ ー ドす る 時)x・Yワ イヤ 内 の電流 方 向 は 反転 す

る。 書 き込 み 操 作の 時ttO"を 保 持 す る よ うにイ ン ヒビ ・ トワ イヤ を通 して イ ンパ ル ス が送

出 さ れ な けれ ば,コ ア の極性 が 反転 し,tt1"が 書 き込 まれ る。

WRITE

STORE

コ ア へ の 書 き 込 み

9.磁 気 薄膜 記憶素 子 の基 本 的概 念 につ い て 述 べ よ。

磁 気 薄 膜記 憶 は,内 部 記 憶装 置 の う ち最 も新 しい タ イプ の もの で あ る。 磁 気薄 膜 は,磁 気

コ,アと同 じ概 念 で動 作 し,ワ イヤ やコ ア の代 りに小 さ い磁 気ス ポ ・ トをガ ラス 又は 絶 縁 板の

上 に付 着 させ た もの で ある。

これ らのス ポ ・ トは,1イ ン チの 数百 万 分 の1の 厚 さ で あ り,1イ ンチ平 方 あた り10,000

ビ ッ ト程 度 ま で可能 で ある。

薄膜 フ イル ム は,磁 気 コア と比 較 に な らないほ ど,コ ンパ ク トで ある し,ア ク セ ス時 間 も

非 常 に短 い。

磁気 薄 膜 の 原理 は,磁 気 コア と異 な り,ttO"かtt1"の 読 み 出 しの 際,電 圧 が あ るか な

い か で な くて,セ ンス ワ イヤ内 の 電圧 パ ル ス の極 性 に よっ て決 ま る。

次 に 示す 図A内 の 左へ の 矢 印に よっ て示 さ れてい る よ うに,フ イル ム に00"が 記憶 され
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てい る。

電圧 が誘 起 した時,磁 気極 性 が90。 回 転す る。

この 回転 に より,セ ン ス ーデ ィジ ・ ト績 に信 号 が生 起 し,そ の信 号 の極 性 に よってtt1"

かttO"の どち らが 記憶 され て い たか が解 る。

STORE

OSTORED 1STORED

READ
グREADO

→

READ1

薄 膜 フ イ ル ム 記 憶

10.2次 記憶 装 置 とは何 か?

2次 記憶 装 置 とは,中 央処 理 装 置 の構 成部 分 では な く,そ れ に連 結 して制 御 され る設 備又

は 装置 の こ とで あ る。

2次 記憶装 置 の基 本 的 機能 は,主 記 憶装 置 を増 加す る こ とで ある。

2次 記憶装 置 内の デ ー タは,処 理 す る時 主 記憶 装置 に転送 され なけれ ばな らな い ことに注

意 す る こと。

11.2次 記 憶装 置 の基 本 型 は どん な もの か?

2次 記 憶装 置 の基 本 型 と して は つ ぎの ような ものが ある。

1.磁 気 ドラム

2.磁 気 デ ィス ク

3.磁 気 カ ー ド

4.磁 気 テ ー プ
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12.磁 気 デ ィス ク記 憶装 置 の機 能 につ い て説 明せ よ。

-磁気 デ
ィス クは,外 径 が約14イ ンチ か ら2フ ィー トま で の種 々の 金 属 円板 でで きて い る。

そ のデ ィス クは,両 面 に酸 化 第1鉄 を塗 布 した もの で,デ ィス クの 各 面の 同心 円 トラ ック上

に磁 気ス ポ ・ トの 形 で デ ー タ が レコ ー ドさ れ る。

1分 間 に約1,200回 転 で デ ィス ク が回転 してお り,,ア ク セス ア ームを 該 当す る トラ ック

の 方 へ移 動 させ る こ とに よ り,情 報 が デ ィス ク に記憶 され た り取 り出され た りす る 。

磁気塗 上面

)/
金属板

下面

磁 気 デ ィ ス ク

磁気 デ ィス ク の 記憶 容 量 は非 常 に大 き く,1フ ァイル 当 り約200万 か ら800万 キ ャ ラ

ク タで ある。
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磁 気 デ ィ ス ク 記 憶 装 置

15.磁 気 カ ー ドの機 能 に つ い て説 明せ よ。

磁 気 カ ー ドは,長 方 形 の プ ラスチ ック板 に磁性 材料 を塗 布 した もの で,2次 記憶装 置 の タ

イ プ で ある。

各 ・の か ・には,
、7本 の ・ラ ・ク ・鋤,デ ータは そ の⊥ に,磁 気 ス ポ ・ ・の 形 で レ コ一一

ドされ る。

各 々の カ ー ドは,21,700英 数字 キ ャ ラク タの記 憶 が 出来 る。

256枚 の カー ドは,特 殊 な取 外 し出来 る カ ー ト リ ッジの中 に収容 され てお り,ど の カ ー
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ドで もプ ロセ ッサ に より200ミ リセ コン ド以 内 で選 択 出来 る。

磁気 カ ー ドか らの デ ータ を読 ん だ り書 い た りす るた めに,カ ー ドは,カ ー トリ ・ジか ら回

転 ドラムへ移 され,そ こで読 み 書 きヘ ッ ドを通 して 転 送 され る。

入力又 は 出力 動 作が 完了 す れ ば,そ の カ ー ドは ドラムか ら解放 され,元 の場 所 に帰 され る。

i覧

.
∨
一

、
丈

・
'

≧

トー …-1

磁気 カ ー ド記 憶装 置

磁気 カ ー ド記1意装 置 の も う一 つの タ イプ と して,エBMデ ー タセル が あ る。

デ ータ セル は,100ト ラ ック を もつ磁 気 ス ト リップ10ケ よ り構成 され て い る。

これ等 の ス ト リ ップ は,サ ブセ ル と呼 ば れ る ユニ ・ トに入 ってい る。

デ ータ セル は20ケ の サ ブ セ ルか らな り,10ケ のデ ータ セル は,円 形 に取 付 け られ て,

デ ー タセ ルア レ イ を形 づ くってい る。

各 セル は,物 理 的 にユ ニ ・ トか ら取 り外 せ る。

読 み 取 りや書 き込み は,円 形 ア レ イを 回転 して,そ の 中 に ある200個 のサ ブ セ ル の内 の

一 つ を選 び ス トリ ップを取 り出 して 行 な われ る。 この ア レイは どの 方向 に も回 転 出来 る。

読 み 書 きされ るデ ー タ を記録 して い るス トリ・ プは選 択 され,回 転 ドラム の外 周 に置 か れ,

L
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ピ ック ア ・プ ヘ ッ ドに よって 引 き出 され,そ こでス トリ ・プは二 連 の読み 書 きへ ・ ドに よっ

て読 み取 られ る。

復帰 サ イク ル に おいて,ド ラムの 回 転方 向 は逆 転 し,ス トリップは サ ブ セル 内の 元の 位 置

に戻 され る。

装 置2321で は,400,000,000キ ャラク タ(バ イ ト)の 記憶容 量 が ある。

8ユ ニ ・ トまで オ ン ライ ンで 設置 出 来,そ の時50億 キ ャラク タ以 上 の 記憶 容量 に な る。

認

10C■||.ρ ●rDri∀ ●

CELL

気)Svbc●||■P●.C●il



14 自動データ処理装置

14.磁 気 ドラム の機 能 につい て説 明せ よ。

磁気ドラムは,磁化状態を保つ ことが出来る物質で表面が塗布された金属円筒である。 ドラ

ムは高速で酷 し,レ コードされる磁気スポ。トを作。たり市 報を読み取。勧 す硫 め,

一 連の 読取 りへ ・ ド走書 き込 みヘ ッ
,ドが ドラムの 表 面 に近 く配 置 され て い る。

読み 書 きヘ ッ ド

情報 ビ ・ ト

⊆

ド ラ ム 記 憶 装 置

書 き込 み コ イル を通 して 電気 パ ルス を送 るこ と に よって,デ ー タは ドラムに レ コ ー ドさ れ

る。

書 き込 み コ イル を通 して 流 れ る 電流方 向 によ って ドラム上 に レ コ ー ドす る磁 気 ス ポ ッ トの

極性 が左 右 され る。

この よ うに して,磁 気 コア 記 憶装 置 と同 じよ うに,ド ラ ム上 の小 さ い磁 気ス ポ ッ トは,0

又 は1,ttON"又 はltOFF"を 表 示す る。

磁 気 ドラム上 に レコ ー ドさ れ たデ ー タの 読み 取 りは,磁 気 ドラムが 回転 す る時,磁 気 ス 茄

トの極 性 を感 知す る読 み 取 りヘ ッ ドに よって行 な われ る。

磁 気 ドラム の記 憶 は永 久的 で あ り,ま た,ド ラ ム上 に以 前 に レ コ ー ドされ た 情報 の上 にさ

ら に新 しい 情報 を レ コー ドす る ことに ょって,情 報 は置 き換 え る こ とが で きる。

磁気 ドラム上 の該 当す る 記 憶位 置 が,読 み 書 きへ ・ ドの 所へ 到 着 す るに要 す る時 間 を回転
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遅 れ(rotationaldelay)と 呼ぶ 。

磁気 ドラム上 のデ ー タの 読 み書 きに 要 す る所 要 時 間 は,回 転 速 度,磁 気 ドラムの 物理 的 大

きさ,読 み 書 きヘ ッ ドの数,デ ータの配置 等の 多 くの プ ア ク タに よって 決 ま る。 磁 気 ドラム

は初 期の コ ンピ ュー タで は内部 記 憶装 置 と して使 用 さ れ たが,現 在 では ほ とん ど2次 記憶 装

置 と して使 用 され てい る。

15・2次 記 憶装 置 一 磁気 デ ィス ク,磁 気 ドラム,磁 気 カ ー ドの 特 徴 を要 約せ よ。

最 近 使 用 さ れて い るCt代 表 的"な2次 記 憶装 置 の特 徴 につい て次 に要 約す る。

ハ ー ドウェ アの 特 徴 に よって そ れぞ れ非 常 に・異 る が一 般 に使 用 され て いる バ ー'ドウ'三ア の

手 引 ど してそ れ らの 特 徴 を紹 介 す る。

o磁 気 デ ィ ス ク記 憶 装 置(IBM2311デ ィス ク 記憶 装置)

容 量 一725万 キ ャ ラク タ/(バ イ ト)

(8ユ ニ ッ トの オ ン ラ イ ン接 続 可 能)

平 均 呼 び 出 し動 作 時 間 一75ミ リ セ コ ン ド

(AcoessMotionTime)

回 唄云速 度 一2,400rpm'.

平 均 回 転 遅 れ 一1.2,5ミ リセ コ ン ド

デ ー タ 転 送 速 度 一156.000キ ャ ラク タ/秒

。 ドラ ム 記 憶 装 置 一(IBM2501磁 気 ド ラ ム)

容 量 一400万 キ ャ ラ ク タ

(4ユ ニ ・ トの オ ン ラ イ ン接 続 可 能)

呼 び 出 し動 作 時 間 一 各 ト ラ ック に対 して 読 み 書

きヘ ッ ドが あ る の で 零

回 転 速 度 一5,500rp皿

平 均 回 転 遅 れ 一8.6ミ リセ コ ン ド

デ ー タ 転 送 速 度 一1,200,000キ ャ ラ ク タ/秒

。 磁 気 カ ー ド記1意 装 置 一(IBM2521デ ー タ セ ル)

容 量 一4億 キ ャ ラ ク タ(バ イ ト)

(8ユ ニ ・ トの オ ン ラ イ ン 接 続 可 能)

呼 び 出 し動 作 時 間 一(カ ー ドや ス トリ ・プ を ド ラム

へ 取 り 出 し,'読 む 時 間 を 含 む)

ディスク記憶装置

ドラム記憶装置
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一175ミ リセ コ ン ド

平均 回転 遅 れ 一25ミ リセ コン ド

デ ータ転 送速 度 一55.000キ ャラクタ/秒

(バ イ ト)

16.2次 記憶 装置 と して の磁 気 ドラ ム,磁 気デ ィス

ク,磁 気 カー ドの機 能 を 比較 せ よ。

使用 さ れ るハ ー ドウェア の種 類 が 多様 であ り,

2次 記 憶装置 の 広 範 囲の分 類 に関 して一 般化 す る

こと は非常 にむ つ か しい の で,一 般 に 使用 され て

デ ー タセ ル装 置

い る 磁気 ドラム,磁 気 デ ィス ク,磁 気 カ ー ド記 憶装 置 の特 徴 を以下 に要 約 す る。

。磁気 ドラム

他 の2次 記 憶装 置 と比較 して,磁 気 ドラムは比 較 的 アク セス タイ ムが 早 く,ま た 転送速

度 も早 く,記 憶 容量 は小 さ く,そ して記 憶文 字 当 りの コス トは 高 い。

ドラムは,一 般 的 に主 記憶装 置 の拡 張 分 と して 使用 され,プ ログ ラ ミング シス テ ム,ア

セ ン ブ ラ,コ ンパ イ ラ,サ ブル ーチ ン,オ ブ ジェ ク トプ ログ ラ ム,テ ーブル,イ ンデ ック

ス の 記 憶等 を迅速 に アク セス す る こと が要 求 さ れ る よ うな大 型 タイ ム シ ェア リング やマ ル

チ プ ロセ ス な ど非 常に 多量 のデ ー タを主 記憶 装置 に迅速 に転 送 す る場 合 に使 用 され る。

O磁 気 デ ィス ク .

磁 気デ ィス ク 記憶装 置 は,通 常磁 気 ドラムに 比 して 容量 が大 き くか な り安 価 で あ るが,

ア ク セス タ イ ム と転 送速 度は 遅 い。

デ ィスク 記 憶装 置 は,ラ ン ダ ム又 はダ イレ ク ト・ア クセ ス機 能 をも って い る が普 通概 念

的 に は磁気 テ ー プ記 憶装 置 と同 じよ うに,会 社 の マス タ フ ァイル等 の レ コ ー ドの記 憶装 置

と して使用 さ れ る。

又,デ ィス ク 記 憶装置 は,オ ペ レーテ ィン グ シス テ ム,ユ ーテ ィ リテ ィプ ロ グ ラ ム,オ

ブ ジ ェク トプ ログ ラム等 の 記 憶に も使 用 され る。

一 般 的 に
,デ ィス ク は,磁 気 ドラム よ り も記憶 語 あ た りの コス トが安 い。

キャ ラク タ当 りの 記 憶 コス トの 相違 は,ほ とん どの場 合,デ ィス ク装 置 は ドラム 装置 に

.通 常使 用 され て い る よ うな各 トラ 。ク に対 して の読み 書 きへ 。 ドを もって い ない ことか ら

当然 と考 え られ る。

この ように,キ ャラク タ 当 りの 経 済性 は ある が,反 面 デ ータ を読 み 書 きす る と き,ア ク
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セス 機構部 がデ ィス ク面 の 該 当 した所 に物理 的 に移 動 しな け れ ばな らないの で,呼 び出 し

時間 は長 くな る。

。磁気 カ ー ド

磁気 カ ー ドの呼 び 出 し時 間 は,比 較 的 遅い が,記 憶 語 当 りの単 価が 安 く通常 極 度 に大 容

量 のデ ー タの記 憶 に 使用 され る。

2次 記憶装 置 に使 用す る磁 気 カ ー ドは,問 い 合 わせ に対 して 情報 を照 会 する場 合の よ う

な記憶 に使用 され る。

磁気 カ ー ド記 憶装 置 は,ド ラムや デ ィス ク より も記憶 語 当 りの単 価 は安 い が,反 面 呼 び

出 し時間 は遅 くス ル ープ ッ ト能 力が 低い。

IZ磁 気 デ ィス ク,磁 気 ドラム,磁 気 カ ー ド記憶装 置 に おい ては どの ような 時間要 素 が考 え ら

れる か?

磁 気 デ ィス ク,磁 気 ドラ ム,磁 気 カ ー ド記憶 装 置 に共通 した時 間要 素 を下 記 に要 約す る。

1.呼 び 出 し動 作時 間(AccessM。tlonTiIne)

情報 が レ コ ー ドさ れ てい る場 所(ト ラ ・ク叉 は シ リンダ)へ 読 み と り機 構部 が移 動 す

る に要 す る時間。

2.ヘ ッ ド選 択(HeadSelection)

読 み 取 り機構 部の 必要 な読 み書 きヘ ッドを選択 す るに要 す る 時間 。・

これ は,通 常 電子ス イ ッチで行なうので,コ ンピューティングタイムとしては無 視 で き る。

3.回 転 遅れ(RotationalDelay)

デ ータ転送 を始 め る に 当 り,必 要 な レ コー ドが読 み書 きヘ ッ ドめ 位 置へ 回 転 す るに要 す

る 時間 をい う。

回 転 遅れ は,0か ら1回 転 まで の範 囲 に ある。

コ ン ピ ューテ ィン グ タ イム と して は,通 常 平均 回転 遅 れ が使 用 され る。

4.デ ータ転送 速 度

デ ータが装 置 とコ ア記 憶装 置の 間 をや りと りされ る に要 す る時 間 をい う。

デ ータ転 送速 度 は,レ コ ー ド密 度 と装 置 の 回転速度 の 積 に等 しい。

18.2次 記 憶装 置 と しての 磁気 テ ー プの利 用 につ い て説 明せ よ。

磁気 テ ープは,テ ー プ レ コ ーダ に使 用 され てい るテ ープ と同 種 の もの で あ る。 そ れは 通 常

1/2イ ンチ 幅の プ ラス チ ック素材 で,片 面 が金属 酸 化物 で塗 布 され てお り,デ ータは その

上 に磁 気 ス ポ ッ トの形 で レ コ ー ドされ る。

4
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デ ー タはテ ー プの方 向 に直 角 に一 連 の チ ャン ネル でそ して伺 本 か の トラ ・ク で,非 常 に小

さい磁気 ス ポ ッ トの 型 で テ ープ の上 に レコ ー ドされ る。

非 常 にた くさん の キ ャ ラクタ が,小 さい スペ ース の間 に レコ ー ドされ るの で,磁 気 テ ープ

は 非 常 に高 密 度 で ある。

磁気 テ ープの 密度 は,普 通200キ ャ ラクタ/イ ンチ,556キ ャ ラクタ/イ ンチ,800

キ ャラク タ/イ ンチ な どが多 く使わ れ てい る。
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19.コ ン ビ.一 夕の演 算装 置の 機 能 は どん な もの か?

コン ピ ュータの演 算装 置は,加 算,減 算,乗 算,除 算,シ フ トの基本 的 操 作 を行 な う 内部

電子 回路 か ら構成 さ れて い る。

多 くの コ ン ピュ ータ に おい て,計 算 に おけ るた だ一 つ の基 本 的 な演 算 操 作 は 加算 で ある。

減 算 は,補 数加 算 に よって,ま た乗 算 は加 算 の くりかえ しで,除 算 は補 数 加 算の くりかえ

しで実 行で きる。

叉,演 算 操 作 を実 行す る時 に,テ ーブル ・ル ック ア ・プ法 も,い くっ か の コ ン ピ ュー タに

使用 され てい る。

乗 算や 除算 の操 作 を 実行 す る よう なハ ー ドウェア や内部 回 路 を もた ない コン ピュ ータ に は,

通 常特 別 プ ロ グ ラムや サ ブル ーチ ンが 使 用 され る。

20.論 理 ユニ ッ トの機 能 は どん な もの か?

論 理 ユニ ・ トは,コ ン ピ ュー タの演 算 装 置 と直接 に関係 が ある。

ある2つ の フ ァ クタ を比較 す る こ とが,論 理 操 作 を実 行す るの に最 も重要 な こ とで ある。

多 くの コン ピ ュー タ では,あ る フ ァ クタ か ら他 の ファ クタ を引 き,そ の 答 が正 か負 か零 か に

よ って,特 定 の フ ァク タ に等 しい か,よ り大 きい か,よ り小 さいか を決 定 し,比 較 が 行 な わ

れ る。

この比 較結 果 に よっ て,コ ン ピ ュータ は 指定 され た一 連 の 指令 に従 った り,正 規 の シ ーケ

ンス を変 え た りす る。

21.制 御装 置 の機 能 は どん な もの か刀

制御 装置 は,全 ての コン ピ ュ ータ命 令 の タイ ム シ ーケ ンス を制御 した り,操 作 順序 を 支配

した り,コ ー ド化 され た命 令 を翻 訳 した り,コ ン ピ ュー タ回路 に適切 な 指令 を伝 え た りす る
`

コ ン ピュ ータの 内部 電子 回 路 か らな ってい る。

基本 的 に は,制 御 装置 は,エ グゼ クテ ィブ命 令 と協 同 して 入力装 置,出 力装 置,記 憶装 置,

演 算 装置 を支配す る。

O同 期式 コン ピュ ータ,非 同期 式 コ ン ビL－ 夕とは何 か?

同 期式 コン ピュ ータ ー 同 期式 コ ン ピ ュー タ とは,主 時 限回 路の 制御 の もと での一 定 の 時

間 間 隔 にそ って各部 分 が動 作す る こン ピ ュ一 夕で あ る。

非 同期式 コンピュー タ ー 非 同 期式 コ ン ピュ ータは,前 の操 作が完 全 に終 るか,次 の動 作 に

必要 な計 算 機 の部 分 が使 用で きる ようにな った時 点 において,各 操

作 の 実 行 が始 ま る ような 形 の計 算機 で ある。
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22,プ ログ ラム記 憶方 式 の概 念 につ い て簡 単 に説 明せ よ。

ス トア ドプ ログ ラム記 【意方式 は コ ン ピュー タの 記憶 装 置 内 に,実 行す べ き操作 の指令 を記

憶 す る能 力 を もたせ る。

これ らの指令 は コ ー ド化 したデ ー タの形 で記 憶 さ れ る。 プ ログ ラム 記 憶方式 の 使用 に よ り

実行 中 の操 作 順序 を変 えたい時 要 求 に応 じて記 憶装 置 に内蔵 され た命 令 を変 更で きるの で,

非 常 に柔軟 性 に 富ん だ コン ピ ュー タの使 用 がで きる。

23,2進 数 シス テ ム につ い て説 明せ よ。

2進 数 シス テ ム に使 用 され る デ ィ ジ ッ トは0と1だ け で ある。

これ らの2つ の デ ィ ジ ッ トで,位 取 り表 記法 を 使 用す れ ば どん な数 で も表 示で きる。

10進 数 シ ス テ ムで は,次 に示す よ うに右 か ら左へ動 く位 の位置 に よって,一 位,十 位,

百 位,千 位 を示 す。

1 1 1 0

千 位 百 位 十 位 一 位 位 値

この よ うに して,1110の 意 味 す る ものは

-
}

t

↑

0

1千

1百

十

単 位

又 は1000と100と10で ある。

2進 数 シス テ ム も,各 位 の位 置 に図示 す る 数 を割 りあて て1,2,4,8,16等 の位 取

り値 を も ってい る。(各 位 取 りは左 へ1桁 動 かす と値 が2倍 になる)

1 0

8、 4 2 1 位 値

L、
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十 進数 での2は2進 数 で は10で ある。

これ を分析 してみ る と,

12

0単 位 又 は1

故 に,2進 法 での10は10進 数 の2で ある。

10進 数 での3は,2進 数 では,

1 1

8 4 2 1

こ れ を 分 析 し て み る と

1.2

1単 位 又 は1

故 に2進 法 で の11は10進 法 で の5で あ る 。

次 に10進 法 で の1～10ま で の 数 を2進 法 で 示 す 。

10進 法2進 法

11

210

311

4100

5101

6110

7111

81000

91001

101010

21
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24.コ ン ピ ュータ 内で デ ータは どの ように表示 されて い る か?

コン ピ ュー タ に使 用 され てい る記憶 装 置 は,2つ の 状態 しか 表 示 せず,コ ン ピュ ータは何

らか の形 で2進 モ ー ドで操 作 され て い る。

い くつ かの コン ピ ュ ータで 完 全な2進 モ ー ドが使用 され てい るが,ほ とん どの場 合2進 化

10進 法 が 使用 され て い る。

この2進 化10進 法(BCD)は,各10進 数 を表 示す るた め,2進 数 シ ステ ムの4っ の位 を 使

用 して い る。

代 表 的 な2進 化10進 法 は,7ビ ッ ト ・英 数 字 コー ド法 で あ る。7ビ ット ・英数 字 コ ー ド

法で,7つ の 内4コ ア は,電 子 工学 的 に1,2,4,8の 位値 を も って お り,こ の 組 合わ せ

で0～9の 数字 が表 示 さ れ る。 た とえ ば数字1は,1を 割 当 てた コ アがttON"又 は ビ・ ト状

態に す る ことに よって表 示 され る。

数字2を 表 示す る時 は,2の 割 当 て られ た コ アがt℃N"に な ってい る。

数字5を 表 示す る時 は,2の コ ア と1の コ ア がttON"に な る。

B

A

B

4

2

1講
B

A

P

4

2

1

字数

叉,符 号化 シス テム は,パ リテ ィチ ェ ック と呼 ばれ る 自動 チ ェ ック機 能 を もってい る。 蓄

積 され るキ ャ ラク タは 全て キ ャ ラクタ又 は ビ ッ トが正 確 に 移動 した か ど うか を確 認す るため,

あ る場所 か ら他の 場 所 に移 動 す る こ とに チェ ・ク され る。

これ は,内 部 回 路 が 常 に一 つ の場 所 で奇 数 ビ ッ トを維 持 す る こと に よ って得 られ る。 も し,

記憶装 置 の キ ャ ラク タが 常態 で 奇 数 ビ ・ ト構 成 でな けれ ば,奇 数パ リテ ィ を維持 す るため チ ェ

チ ェ ック ビ ッ トを 使用 す る。

例 え ば,数 字は,1ビ ・ トがttON"に な ってい るの で,チ ェ ック ビ ッ トをttON"に す る必

要 はな い。 ま た,数 字3で は,2つ の ビ ッ トが"ON"に な るの で,奇 数 パ リテ ィ を維 持す る

ため パ リテ ィ ビ ッ トが 自動 的`ION"と な る。

パ リテ ィチ ェ ック ビ ッ トは,数 字 自体 の奇 数 偶数 に は 関係 な く,そ れ を決 定す る フ ァク
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タは 数字 を表 示 して い る ビ ッ トの 数 で ある こ とに注 意 す る こ と。

0987654521

・

B

A

B

4

2

-

W

○
〇
百
〇
〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

㊨
○
○
⑳

9
0
0
0

○
⑲
轡
翻

○
鶴
⑯
○

○
⑳
○
㊨

○
騒
○
○

○
○
⑳
⑭

○
○
⑰
○

○
○
○
⑳

C

B

A

B

4

2

1

○○○○○○○○○WMO

チ ゴ ッ ク ビ ッ ト

ア ル フ ァ ベ ッ ト文 字 は,1,2,4,8ビ ッ ト とA,Bビ ッ トと呼 ば れ る2つ の ビ ッ トを

加 え て組 み 合 わせ た7ビ ッ ト英 数 字 コ ー ドに よ っ て 表 示 さ れ る 。 パ ン チ カ ー ドの 零 ゾ ー ン

(zer。z。ne)はAビ ッ トに よ って 表 示 さ れ る。11ゾ ー ン はBビ ッ ト,12ゾ ー ン は

A,Bの 両 ビ ・ トに よ っ て 表 示 さ れ る。

次 に7ビ ッ ト英数 字 コ ー ドを 使用 して アル フ ァベ ッ トと特 殊文 字 を図示 す る。

.

A6CDεFGHI▲ ・ ロ

COO● ○ ● ● ○ ○ ● ● ○ ●C
・● ● ● σ ● ● ● ● ● ● σ 否 ・
A● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●A
F

80000000● ● ○ ● ●.
4000● ● ● ●OOOO●4
20● ● ○ ○ ● ●OOO●02
1● ○ ● ○ ●o● ○ ● ○ ●01

WMOOOOOOOOOOO .OWM

ＬKtMNOPQ/良.5●

⊆○ ● ○ ● ○ ○ ● ● ○.○ ●Oc
輌● 否 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●`
AOOOOOOOOOOOOA
8000000σ ● ● ○ ● ●8
4000● ● ● ● ○ ○ ○ ○.●4
20● ● ○ ○ ● ● ○OO●02
|● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ●o●Ol

WMOOOOOOOOOOOOWM

ノSτUVWXYZ+'覧'@

c豊 ●O● ○ Ω Ω ●OO●OO●c
80σ ○ σOOOOOσoooO・
A● ● ● ● ● ●'● ● ● ● ● ● ○OA
800σOσOσ ● ● 否 ● 否 ● ●8
4000● ● ● ●OooO●o●4
20● ●OO● ●OO● ●O●Oz
l● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ●'○ ●O`

w厄○OOOOOO ,OOOOOOOWM

7ビ ッ ト 英 数 字 コ ー ド
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25.拡 張2進 化10進 変 換 コ ー ドに つ い て 説 明 せ よ。

拡 張2進 化10進 変 換 コ ー ド(EBODエO)は,0～9の 数 字,大 文 字 と小 文 字 の ア ル フ ァベ ッ

ト,広 範 囲 の 特 殊 文 字 を 含 ん だ25の 種 類 の キ ャ ラ ク タ か ら構 成 さ れ て お り,2進 化10進 法

を 拡 張 した もの で あ る。

EBODエ ○ バ イ ト(BYTE)と 呼 ば れ る8ビ ッ トで 構 成 す る 。.

デ ー タ は1バ イ ト内 に 次 に 示 す 数 種 の 型 の 内 の 一 つ と して 記 憶 され る 。

1.ゾ ー ン形 式(Z。nede。1皿alf。r皿a七)

2.パ ッ ク 形 式(Packeddeclmalfor皿at)

3.2進 形(Binaryfor皿a七)

参 考 の た め,ビ ソ ト位 置 に は,0～7の 数 字 が つ け て あ る。

ゾ ー ン デ ィ ジ ッ ト

X X X X X X X X

01254567
ー ーーー一一 ゾー

バ イ ト;8ビ ッ ト

tt81)ノ〈イ ト(ノ ミイ ト)

ゾ ーン形式 では,バ イ トは ゾ ー ン部 とデ ィジ タ ト部 の2つ の部 分 か らな ってい る。

0～3の ビ ッ ト位 置 は,キ ャ ラク タ の ゾー ン位 置 を示す の に 使用 され,4～7の ビ ・ ト位

置 は 数 値 を表示 す るの に使用 され る。

EBODIO配 置 では,ア ル フ ァベ ン ト文 字 の 表示 は大 文 字 と小 文 字 の両 方 が 可能 で あ る。

例 え ば,大 文 字 の アル フ ァベ ント文 字 の場 合,12ゾ ーン,11ゾ ーン,0ゾ ー ンに対 す

る ビ ッ ト配置 は下 記 に示 す 通 りで ある。

12ゾ ー ン=

11ゾ ー ン

0ゾ ー ン

1100

1101

1110

故 に,大 文 字 で の ア ル フ ァベ ッ ト文 字A,J,sは 次 の 図 に 示 す 通 りで あ る。(バ イ トのデ ィ

ジ ソ ト部 は そ れ ぞ れ8,4,2,1の 重 み を も っ て い る。)
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小 文 字 の ア ル フ ァベ ッ ト文 字 は,大 文 字 の ア ル

フ ァベ ン ト文 字 と 違 っ た ゾ ー ン ビ ッ ト配 置 を して

い る と い う こ と に 注 意 す る こ と。

す な わ ち,12ゾ ー ン,11ゾ ー ン,0ゾ ー ン

に対 す る 小 文 字 の ゾ ー ン ビ ッ ト配 置 を示 す と,

12ゾ ー ン=1000

11ゾ ー ン=1001

0ゾ ー ン= 、1010

小 文 字 の ア ル フ ァ ベ ッ ト文 字 のa,j,sは,右

図 に 示 す 通 り で あ る。

次 に,ゾ ー ン形 式 で 数 字 キ ャ ラ ク タ を レ コ ー ド

した 一般 型 を示 す。 一番 右 の バ イ トの ゾ ー ン部 に符号

符号 を入 れ る こ とに注 意す る こ と。

一 般型

Aニ 11000001

.。neldi,it

－

二

」

S

11010001

zonediit

11100010

.。neldigi,

ニa

ニ

iilill謬

10010001

zonediit

Sニ 1010 0010

zonedigit .

ゾ ー ン ティジット ゾ ン ディジット ゾ ー ン ディジット正負 符号 ディ/ッ ト

数字 デ ータ を レ コ ー ドす るの に,実 際上 ゾーン部 は 使用 され ない が,そ の代 り に1(1111)

が使 用 され る。

各 数 字 の ゾー ン部 内 に4つ の1を 入れ る こ とは,ア ル ファベ ッティク ・フ ィー ル ドに おい て

は,数 字 は ア ル フ ァベ ッ ト文 字 より も大 きい とい う こと を示 してい る。

ゾ ーン形式 は,演 算 操 作 には 使用 さ れ ない とい う ことに 注 意 する こと。

0～9の 数 字 は 次 に示 す"ビ ッ ト配置"に な って い る。
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10進 数*EBGDIコ ー ド

011110000

111110001

211110010

511110011

411110100

511110101

611110110

7・11110111

811111000

911111001

*
拡張2進 化10進 交 換 コ ー ド

デ ィジ ッ トが ゾ ー ン形式 で レ コ ー ドされ る時 は ゾー ン部 には 符号 を表 わす た め の最 右 端の

デ ィジ ッ トの 場 合 を除い て1111の デ ィ ジ ッ トが 入 る。

1100ゾ ー ンのパ タ ーンは プ ラス を,1101ゾ ーン のパ タ ー ンは マ イナス を示 す。

ろデ ィ ジ ットの+198は ゾ ーン形 式 で は次 図 に示 す よ うにな る。

zonedigitzonedigitsigndigit

19+8

-198の 数 字 は下 図 の よ うにな る
。

11110001 11111001 11011000

・。。eldigi† zone digi† signdigi†

19 一8

パ ・ク形式 では ,2つ のデ ィジ ・ トを各バ イ トの中 の 左 と右半 分 内 に記 憶 させ る こ とが 出

来 る。 但 し,フ ィール ドの 右 端 に は プ ラス又 は マ イナ ス の符号 が 入 る。

一 般 型

テイジソト ディジット ディジット デイジット ディジット デイ汐 ト デイジット符 号
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プ ラ ス 符 号 はtt1100"の ビ ッ ト配 置,マ イ ナ ス 符 号 は,Ct1101"の ビ ッ ト配 置 で あ る 。

パ ック 形 式 で+198と 一198を 図 示 す る と 次 の よ うに な る

+198= 0001100110001100

digitdigitdigitsign

1 9 8十

一198=0001

digitdiitdiit

8

演 算操 作 を行 な うには,デ ー タは 必ず パ ック式10進 型 で記 憶 され て い な けれ ばな らない。

2造 形 の場 合,1ビ ッ トの 符 号 とそ れ に続 く15ビ ・ トの2進 フィ ール ドか らなる固 定 長 形式

形 式 で あ る。

26.

27.

一般 型 一
0115

2進 型

プ ラスの数 字 は,0の 符 号 ビ ッ トを もった 真の2進 数 表示法 で表示 さ れ る。

+198の 数字 は次 図 に示 す よ うに なる。

1010000000110001101
1数 字

符 号

マ イ ナ ス の 数 字 は,符 号 ビ ッ ト内 に1を も っ た2の 補 数 形 に よ っ て 表 示 さ れ る。

コ ン ピ ュ ー タ に 使 用 さ れ る符 号 シ ス テ ム に は どん な も の が あ る か?

1.6ビ ッ ト数 値(Sixb1七numerlca1)

2.2-5進(Bi-Quinary)

』

5.3あ ま り符 号(Excess七hree)

4.5中 の2符 号(Two-Out-of-five)

5.16進 符 号(Hexadecinal)

ア ク セ ス ・タ イ ム とは 何 か?

ア ク セ ス ・タ イ ム とは 記1意装 置 内 の 情報 の 呼 び 出 し が 始 ま っ た 瞬 間 か ら,情 報 が そ の 該 当
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す る場所 へ 到 達 す るま での 時 間 で ある。

28,ど の タ イ プの 記憶装 置 が 最 も早 い ア クセス ・タイ ムを もっ てい る か?

薄 膜 メモ リを使 用 した コ ン ピ ュータ が一 番 早 い。

ア クセ ス タイ ムは,通 常 ナ ノ セ コン ド(10億 分 の1秒)の オ ーダ ー である。 磁気 コア メ

モ リを使 用 した コ ン ピ ュー タで は,マ イク ロセ コン ド(百 万 分 の1秒)の オ ーダ で ある。 磁

気 ドラム や磁気 デ ィス ク は,最 も遅い アク セス タイ ムで,通 常 ミリセ コ ン ド(千 分の1秒)

の オ ーダ で ある。

千分の1秒
1 『seo

1,000
ミ リセ コ ン ド

百万分の1秒
1

sec1
,00叩00

マ イ ク ロセ コ ン ド

10憶 分 の1秒
1sec

1,000,000,000
ナ ノ セ コ ン ド

1兆 分 の1秒
1

seo1
,000,000,000,000

ピコ セ コン ド

29.レ ジス タ とは何 か?

レジ ス タ とは,一 文 字又 は そ れ以上 の文 字 の 一時 的 記憶 に使用 され る 内部 回路 又 はハ ー ド

ウ ェア の こ とで あ る。

レ ジス タは 制御 装 置 の支 配 に従 って 情報 を受 信 した り,保 持 した り,移 動させ た りす るの

に使 用 さ れ る。

レ ジス タア クセ ス タイ ム は最 少 限度 で ある とい う特 徴 を もって い る。 通 常デ ー タの 流 れや

ア ドレス 記 憶 に使用 され る レ ジス タ は,表 示 ラン プを コン ピ ュー タの コ ン ソール 制御 卓 の上

に もっ て お り,そ れ に よって プ ロ グラム を実 行 中の レ ジス タの 内容 を視 覚表 示 させ る。

30.一 般 の コン ピュ ータ に共 通 に使 用 され てい る レジス タ には どん な もの が あるか?

コ ン ピ ュータは通 常 次 に示 す型 の レ ジス タ を持 って い る。

1.プ ロ グ ラム ・レ ジス タ ー プ ログ ラム にお け る進行 中 の命 令 が 記 憶 されて い る。

これ は,命 令 レジス タ と呼 ばれ るこ とが ある。

2、 演 算 レ ジス タ ー一 加 算 ・減 算 の よ うな オペ レ ーシ ・ンコ ー ドを記 憶 した り,実 行 サ イ ク

ル を開始 す るため に分析 した りす る レジス タ。

う.デ ータ番地 レジ ス タ

処 理 す る デ ータ の番 地 を記 憶す るレ ジス タ

4.命 令 番地 レ ジス タ

次 に実 行す べ き命令 の番 地 を記 憶 して い る レ ジス タ
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5,演 算 レ ジス タ

演 算操 作 の結 果 を記 憶す る レ ジス タ

6.シ フ ト ・レ ジス タ

キ ャラク タ を右文 は 左へ1桁 又 はそ れ 以上 シ フ トす るの に使用 す る レ ジス タ

31.カ ウン タ ーの 定 義 につい て のべ よ。

カ ウン タ ー とは,整 数 が増 減 す る の を記 憶 してお く場 所 また は レジス タの こ とで あ る。

カ ウン タは通 常0や そ の他 あ らか じめ指 定 した 数 値 に リセ ソ トされ る。

52累 算 器(ア キ ュ ーム レ ータ)と は何 か。

累 算器 とは,演 算 結果 を一 時 的 に記憶 す る演 算装 置 内の レジス タまた は 記憶 装 置で あ る。

55.コ ン ピュ ータ システ ムに於 け るデ ー タの基 本 的 な流 れ に っい て説 明 せ よ。

デ ータ の流 れ は,コ ン ピュータヘデー タ を入力 す る ため の入 力装 置か ら始 ま る。 処 理 され る

全 て のデ ータ は,制 御装 置に よ って制御 され る 主 記憶装 置を 必 ず通過 しな け れ ば な らな い。

演 算が 行 なわれ る時 は,演 算 ・論 理 装 置 が記 憶 装置 か らデ ータを受 げ,処 理 し,そ の 結果

を 主 記憶装 置 に も どす。

処 理 が完 了す れ ば,制 御 装 置の 指示 に従 って,デ ータは,主 記憶 装置 か ら出力装 置 へ と流 れ

て ゆ く。

2次 記憶 装 置が,主 記 憶装 置 を増 加 す る ため に使 用 され る 時 は,2次 記 憶装置 か らの デ ー

タ は,処 理 す る 時必 ず 主 記 憶装置 を通 して送 らな けれ ばな らな い。

次 に,コ ン ピ ュータ を通 して のデ ー タの流 れ を図示 す る。

入 出力装置,記 憶装 置 か らの 情報 の 書 き 込み,読 み取 り,記 憶 装置 と演 算,二論 理 装 置の 間

の 情 報転 送 の 制御 は全 て制 御装 置が 行 な う。

デ タ フ ロ
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34、 コ ン ピ ュー タ 内で の命 令 とデ ー タの流 れ の関 係 につ い ての べ よ。

コ ン ピュ ータ 内 での命 令 とデ ー タ との基 本的 な相違 は,中 央 処理 装 置 に取 り入 れ られ る時

間 の相 違 で ある。

全 て の コ ン ピ ュー タ動 作は,命 令サ イク ル と実 行サ イ クル の時 間 に 分けて 行 な われ る。 も

し情報 が命 令 サ イクル の間 に中央 処 理装 置 に入 れ ば,そ れ は命 令 で ある と解 釈 され る。 また

も し情 報 が実 行 サ イ クルの 間 に中央処 理 装 置 に入 れ ば,そ れ はデ ータ で ある と解 釈 され,コ

ン ピ ュータ は このデ ータ を処 理 す る。
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中央 処 理装 置 の動 作

命 令 とデ ー タは 同 じ方 法 で コ ン ピュー タの 中 に記憶 され て い る の で,プ ログ ラム は プ ログ

ラム 実行中 に1変更 す る こ とがで き る。

55.入 出力 装置 か ら中 央処理 装 置 へ のデ ータ の流 れ を支 配す る チ ャン ネル の 使用 につ い て説 明

せ よ。
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い くつ かの コ ン ピ ュー タシス テ ム におい て,中 央処 理 装置 を入 出力 装 置の 間 の デ ータ の転

送 制 御は,チ ャン ネル と標 準 の イン タ フェ イス を通 して 行な われ る。

チ ャン ネ ルは,中 央 処理 装 置 か らのデ ー タ フ ローの 出 し入 れ を制御 した り,入 出 力装 置 を

切 りは な し た りす る独 立 した装 置 と考え て よい 。

この切 りは な しに よ って,プ ロセ ッサ は 同 時 に入 力動 作 と出力動 作 が 出来 る。

各チ ャン ネル は,入 力'出 力動 作 を実 行 す る の に 自身 の命 令 を使 用す る。

これ らの命 令 は,普 通 チ ャ ンネル命 令 と呼 ば れて い るが,中 央処理 装 置 か ら出 されれ ば,

そ れ に よって 入 出力装 置 が制 御 され る。

標 準 イン タフ ェイス は,チ ャン ネル と入 出力 装置 の 間 のコ ネ クタ と しての機 能 を はた して

い る。 種 々の 入,出 力装 置 の 型 ・サ イズ ・ス ピ ー ドに関 係な くイン タ フェ イス に連 結 で きる

よ うに な って い る。
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チ ャ ン ネ ル を 使 用 し た コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム

56.セ レク タ チ ャ ンネル とは何 か,ま た マ ル テ ィプ レクサ チ ャンネル とは何 か。

チ ャンネル に は,根 本的 に セ レク タ ・チ ャ ンネ ル とマルテ ィプ レクサ ・チ ャン ネル の2つ

の型 が あ る。 そ れ らの 基 本的 特 徴 を次 に要 約 す る。

Oセ レ クタ チ ャン ネル
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セ レク タチ ャン ネルは,磁 気 テ ープ,磁 気 ドラム,磁 気 テ ィス クの よ うな速 い デ ータ転

送 速 度 の機 能 を も った高速 装 置 の付 属装 置 と して使 用 さ れ る。

一 時 に1つ だ け 入出 力装 置 だ け が チ ャン ネル に接 続(セ レク ト)さ れ るの で セ レクタ ・

チ ャ ンネル とい う名 前がつ い てい る。

一 度 セ レク トされ れば ,標 準 イン タ フェス を通 じて1レ コ ー ド分が一 時 に1バ イ トつつ

転 送 され る。

レ コー ドの転 送 が終 れ ば,チ ャン ネル は他1の入 出力装 置 をセ レ ク トするた め解 放 され る。

チ ャン ネル が一 つ の レコ ー ドを入 出力装 置 と主 記 憶装 置 の間 で転 送 してい る時,"バ ース

ト ・モ ー ド(burstmode)"で 動 作 して い る とい う。

レコ ー ドが転 送 され てい る 時 は,他 の入 出力 装置 は,そ のチ ャ ンネ ル を使用 で きない。
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セ レ ク タ ・チ ャン ネル は,バ ース トモ ー ドで しか動 作が で きない。

。Lエー ー

リアル タイム で,通 信 タ ー ミナル を操作 した り,低 速 度 で装 置 を使用す る時 にマル テ ィ

プレ クサ ・チ ャン ネル が使 用 さ れ る。

マル テ ィプ レクサ ・チ ャンネル は1バ イ ト単位 で同 時 に沢 山の 入 出 力装 置 を操 作す る よ

うに 設計 され てい る。

即 ち,多 くの 入 出力 装 置 か らマル テ ィプ レ クサ ・チ ャ ン ネル を介 して同 時 に レコ ー ドの

転送 が出来 る。

代 表 的 な コ ン ピ ュータ配 置 で は,マ ル テ ィ プ レクサ ・チ ャン ネル を 使用す る ことに よっ

て 同 時 に256ま での 入出 力装 置の操 作 が 可能 で あ る。
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37コ ン ピ ュー タ用 の入 出力装置 に使用 す る カー ド読 み取 り装 置 とカ ー ドせん 孔 装置 の機 能 に

つ い て説 明せ よ。

以 下,カ ー ド読 み取 り装 置 とカ ー ドせ ん孔 装置 の 使用に つ い て簡単 に要 約す る。

oカ ー ド読 み 取 り装置

多 くの コ ン ピ ュー タシス テ ム に於 い て,パ ン チ カ ー ドは 重要 な入 力 方法 で あ る。 パ ン チ

カ ー ド読 み 取 り装 置 の機 能 は,カ ー ドを読 ん で,記 憶 装 置 ヘ デ 一夕 を転 送す る 一連 の ブ ラ

シや光 電装 置 に よる読 み 取 り機 構 での カー ドの動 きに あ る。 カー ド読 み取 り装 置 で は80

また は90桁 の カー ドが 使用 され,カ ー ドに 書か れ る デー タは数 字 ∫ アル フ ァ ベ ッ ト,特 殊

文字,2進 数 であ る。

カー ド読 み取 り装 置 の入 力速 度は,約250枚/分 か ら800枚/分 で ある。

カー ド読 み 取 りせん孔 機
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oカ ー ドせ ん 孔装 置

出力 装置 と して使用 され る カー ドせ ん 孔 装 置は約100枚/分 か ら300枚/分 の 速度

で処 理 す る。 カ ー ドせ ん孔 装 置 は,し ば しば カ ー ド読 み 取 り装 置 と一・vaになo;て 一つ の ユ

ニ ッ トに 組 み込 まれ てお り,こ れ は カ ー ド読 み取 りせ ん孔装 置 といわ れ る 。

58.磁 気 テ ープ装 置 の基 本 的 機能 につ い て説 明せ よ。

磁気 テ ープ は,磁 気 酸 化 物 の 層 を片 面 に塗 布 した特 殊 な プ ラステ ィ ック製 品 である。データ

は,磁 化 され たス ポ ッ ト,す な わ ち ビ・ トの形 でテ ープ に レ コ ー ドされ る。

使用 す る時 に磁 気 テ ープは磁 気テ ープ装 置 に取 り付 け られ る。

読 み書 きをす る間,テ ープ は フ ァ イル リール か ら真 空柱 を通 り,読 み 書 きへ ・ ドを経 て,

も う一 つ の真 空柱 を通 り,マ シ ン リールへ 送 られ る。

読 み 書 きは,テ ープ が読 み 書 きヘ ッ ドを通 過す る時 に行 なわ れ る。

磁 気 テ ープ装置 の ス ピー ドは 約28、125イ ン チ/秒 か ら112.5イ ン チ/秒 まで で あ る。
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59直 接 ア クセ ス入 出 力装 置の 機 能 に つい て 説 明せ よ。

直接 ア クセス 入 出 力装置 は中 央 処理 装置 や2次 記憶 装置 か らのデ ータの 挿入 や 引 き出 しに

使用 され る。

これ らの装 置は,記 憶 され てい るデ ータの 変 更の ため の ファ イノレ問 合 わせ や プ ログ ラムの

テス トとデ バ ッグに 使用 で きる。

直 接 ア クセ ス装置 は,中 央 処 理 と置 と一 緒.また は近 くに設 置 され ても よい.し,・も し適 切 な

通 信 回線 が あれ ば,遠 隔地 に設 置 して も よい。 コン ソ ール タイ プ ライタ は通 常 直接 ア ク セス

入 出力装 置 と して使用 さ れる 。:また ジ メタル や プ ラス テ ィ ック板 を使用 す る特 殊 目的 用 の装 ,

置 は,航 空座 席予 約 の ように大 型 フ ァイ ルへ のひ ん ぱ んな アク セスを必 要 とす る場 合 に 使 用

され る。

これ らの装 置や 卓 上装 置 で は,フ ライ ト ・ナ ンバ ーの よ うに標 準化 した 情報 をコ ー ド化 し

た プ ラス チ ック板 を 使 用 して い る。

可変 情報 は,手 動鍵 盤 で挿 入 出来 る。

デ ィス ク セ 。 ト内 に ブ ラス チ 。ク板 を入れ る と 自動 的 に フ ァイノレに問 合 わせ が行 き必 要 な

情 報 が帰 って くる。
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40,紙 テ ープ読 み 取 り装 置 とさ ん 孔 装 置 の機 能 につい て説 明せ よ。

次 に さん孔 紙 テ ープ装置 の 機 能 につい て 簡 単 に要約 す る。
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o紙 テ ープ読 み 取 り装 置 と さん 孔装 置

紙 テ ープ は,コ ン ピ ュー タ用 の入 出力 の 両方 に使用 され る が,そ の 使用 に おいて は事 務

処 理 面 での 適 用 とい う よ り も,科 学 面,あ る いは計 算 面 で の操 作 に非 常 に 関係 が あ る。

デ ータ の コー デ ィング シス テ ムは非 常 に種 類 が 多い が,代 表 的 な もの と して,5,6,

7,8チ ャ ンネ ル のテ ー プが 使用 され る。

5チ ャン ネル テ ー プは,通 常通 信 産業 界で 使用 され て い る が,テL=一プの チェックを 容 易に

す るため のコ ーデ ィ ング の組み 合 わせ をす る には,数 が少 な す ぎると い う欠 点 が ある。

ほ とん どの さん 孔 紙テ ープ読み 取 り装置 で,読 み 取 り に光 電又 は機 械装 置 を使 用 す る。

機 械 的読 み取 り装 置 は,テ ープの 孔 を感 じる一連 の フ ィン ガを 使 用 して お り,光 電読 み取

り装 置 よ りもか な り低 速 度 で ある。

機械 的 紙 テ ー プ読 み取 り装置 の ス ピー ドは 約50キ ャ ラク タ/秒 か ら200キ ャ ラク ㌢

秒 の 速 さ であ る。

光 電読み 取 り装 置 は,1,000キ ャ ラク タ/秒 以 上の ス ピー ドで あ る。

紙 テ ープ さん 孔機 は,50キ ャ ラク タ/秒 か ら500キ ャラク タ/秒 のス ピ ー ドで動 作

す る。

41.8チ ャンネル 紙 テ ープ の符号 につい て説 明せ よ。

テ ープ の長 さ にそ っての8つ の並 列 チ ャン ネルは,8チ ャン ネル テ ー プと して の記録 また

は さん孔 され る位 置 で あ る。

下 側 の4つ の チ ャン ネル は1,2,4,8の 名 前 がつ い て お り,数 字 キ ャ ラク タ を記 録す

るの に使 用 され る。

例え ば,1は チ ャン ネル1の 孔 に記録 される し,2は チ ャン ネル2の 孔,3は2と1の チ

ャンネ ル孔 に記録 され る。

Xと0チ ャ ン ネル は,IBMカ ー ドの ゾ ーン パ ン チ と同 様の もの で ある。 結 合さ れ たXと

0チ ャ ンネル は,12ゾ ー ンパ ンチ と同 意義 で ある。

Xチ ャンネ ルは,11ゾ ーンパ ンチ と同 意義,, .0チ ャン ネ ルは0ゾ ーン と同意義 で ある。

この ように して,ア ル フ ァベ ッ トAの 文字 は,Xと0チ ャン ネル の孔 と1チ ャンネ ルの 孔

を組み 合 わせ て,さ ん 孔紙 テ ープ上 に 記録 され る 。

,8チ ャンネル テ ー プは,パ リテ ィチ ェ ック機 能 を もっ て い る。

デ ータ を正 確 に 記録 す る た め には,記 録 された 各 キ ャ ラク タ に対す る孔の 数 は 常 に奇 数 で

な け れ ばな らない 。
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この奇数 パ リテ ィ を維 持 す る た め必要 に応 じて チ ェ ック孔 が さん孔 され る。 この チ ェ ック

チ ャン ネルは,ほ ぼ テ ー プの 中 心 の近 くに ある。

テ ープ の第8チ ャ ンネ ルは,レ コ ー ドの終 りを示す の に使 用 され るELチ ャ ン ネル で ある。

TAPEFEE.1

、SPACξ1

ENDOFLINE

X-● ●●●● ●●●● ●●●●●●● ●●●0
-● ●●●●● ●●● ● ●●●●● ●●●●

CHECK-● ● ● ● ● ●● ● ●● ● ● ● ● ● ●●●●8
-● ●● ●● ●● ●●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ● ● ● ■ ■ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ・

4-● ● ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

2-● ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

1-● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

8チ ャン ネルテ ープ

42.チ ャ ド(Chad)テ ー プ ・チ ャ'ドレス テ ープ(Chadless)テ ー プ とは何 か。

チ ャ ド した紙 テ ープ とは,完 全 に 孔が さん 孔 された 紙 テープで ある。

チ ャ ドレス紙 テ ープ とは部 分的 に孔 がさ ん孔 さ れ た紙テ ープ で あ る。 チ ャ ドレス さん孔 で

は,.各 チ ャ ドは テ ープの 進 行 側 の穴 の 円周 の約1/4が さん 孔 さ れず に残 され て い る 。

この 形 式 の さん 孔 は,情 報 が テ ープ に書 き込 まれ る時 に便 利 で あ る。 チ ャ ドレス さん孔

紙 テ ープ は,光 電読 み取 り装 置 には 使用 で きないの で,フ ィ ン ガに よって感 知 され なけ れ ば

な らない。

43.各5チ ャ ンネル,6チ ャ ン ネル,7チ ャ ンネル,8チ ャン ネル さん 孔 紙 テ ープ に何 個 のコー

ドが使用 で きる か。 .

最 初 に商 用化 さ れ た さん 孔 紙 テ ー プは5チ ャンネル 紙テ ープで あっ た。

5チ ャンネル 紙 テ ープは,32コ ー ド使用 でぎ,通 常 アル フ ァベ ッ ト と6個 の 付 加 コ ー ド

か らな ってい る。

6チ ャンネ ル テ ープは,64コ ー ド,7チ ャ ンネル テ ープは128コ ー ド,8チ ャンネ ル

は256コ ー ド使 用 で きる 。

44.磁 気 イ ンク文 字読 取装 置(MIOR)の 機 能 につ い て説 明せ よ。

磁 気 イ ンク文 字 読取 装 置 での 読み 取 られ るキ ャ ラクタは磁 化機 能 を もった イ ンク で プ リン

トさ れ る。
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読 み 取 られ るキ ャ ラク タが読 み 取 りヘ ッ ドの下 を通 過す る 時,キ ャ ラク タ内 の イン クの量

に比 例 して電 流 が起 る。 そ の 時,こ の 電流 は,意 味の ある 情報 に翻 訳 され る。

MIOR装 置 を使 用 す れ ば,処 理 ス ピー ドは,

ラク タ/秒 まで可 能 で あ る。

1分 間 に2,000枚 の 書 類 また は1,500キ ャ
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MエCRの 応 用

45. 光 学的文 字 読取 装 置 の動 作 原理 につい て説 明 せ よ。・

光学 的文 字 読 取 装置 は,普 通の 紙 に印 刷 され た文字,数 字,特 殊 記号 を読 み 取 れ る。

しか し,こ れ らの キ ャ ラクタ は,大 きさ や活字 形式 が 特 別 の 規 格 に 合 わ な けれ ば な ら
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ない 。

キ ャ ラクタ の位 置 が変 動す る と,読 み 取 りの正 確さ がそ こなわ れるの で,キ ャ ラク タは,

読み 取 る文 書上 に注 意 深 く配置 さ れ なけ れ ば な らない 。

A8(DEFG

HlJKL門N

◇PQRSTU

>ω ×YZ,・

幸/×-1己 ヨ

4S』7凸 『口

キ ャ ラ ク タ

ス キ ャナ の 動作 は,基 本的 に は読 み取 るキャラクタを 照射 す る部 分 とス キ ャナ を通 して 照射

キ ャ ラクタ か ら受け たパ ノレス を取 り出す 部 分 とか ら構 成 され,そ して各 キ ャ ラク タに対 して

装置 内 に記 憶 され てい る標準 パ タ ーン とこの 電 流パ タ ーン と を比較す る。

この 光電読 み 取 り装 置 のス ピー ドは文 書 な ら一 分 間約400～1,000枚,ま た は500

キ ャ ラグ タ/秒 で あ る。
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46.コ ン ビ;一 夕に 使用 されて い る プ リンタ装 置 の 基 本型 の 動 作 原理 につ い て のべ よ。

1.キ ャ ラクタ ・プ リンタ

キ ャ ラク タプ リン タ は,約120キ ャ ラク タ/分 の ス ピ ー ドで,1キ ャ ラク タず つ タ イ

プす る。

キ ラク タ プ リン タ の代 表 的 な もの は,多 くの コン ピ ュータ に使用 され て い るコ ン ソール

タイプ ライ タや モ ニ タで ある。

この種の プ リンタ は,通 常 オ ン ラ イン また は 問合 せ 応答 ス テーション用として使用 され る。

2.ラ イン プ リンタ

代 表 的 な ライン プ リン タは,同 時に キ ャ ラク タの 全 行 を 印 字す るた め,タ イプ バ ー

(typehar)や 活字 ドラム を使用 す る。 ラインプ リン タの 動作速度 は150行/分 で ある。

3.チ ェ イン プ1ン タ

この型 の プ リン タ装置 は,一 連 の活字 のつ いた 回 転 チ ェ ーンか ら構成 され てい る。

印字 は,紙 の 後 の ハ ン マを動 作 させ,リ ボ ン と活 字 に対 して紙 を 押 しつ け る こと によ っ

て行 なわ れる 。

動作 ス ピー ドは代 表 的 な もの で600行/分 で ある が,数 千 行/分 ま でのス ピ ー ドア ッ

プは 可能 で あ る 。
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4.静 電式 ライ ン プ リン タ

静 電式 ライ ン プ リン タぱ5000行/分 以上 の速 さ て印 刷 で き,こ れ は 陰極 線 管の 原理 に

よ って紙 の上 に静 電荷 を作 り,文 字 の形 にす る イン ク粒子 を振 りまい て 印刷 す る。

4ス コン ピ ュ 一夕操 作卓 の機 能 は どん な もの か?

コン ピュ ータ操 作 卓 は ラン プス イ ッチ ,キ ーボタ ン等 に よっ て種 々の制 御 機 能表 示機 能 を

も ったデ ー タ処 理 シス テ ム の一部 で あ り,オ ペ レ ータ ーや プ ログ ラマが コ ン ピ ュータ の操 作

状 態 を制 御 した り,通 信 を交 わ した り,モ ニ タす る の に使用 され る。

コ ン ソ ール の 機 能 につ い て次 に示す。

tコ ン ピ ュ ータの 始動,停 止

2手 動 に よ る主 記 憶装 置へ の情 報挿 入,抽 出,表 示

3.種 々 レ ジスタ の内 容 め 可視 表示

4.書 か れ た プ ログ ラムに よって 実行 され る と ともに,手 動ス イ ッチ に よって操 作 のモー

ド変更 も出来 る。
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48.ア ナ ログ計 算 機 と は何 か?

アナ ロ グ計 算 機 は物 理 的変 数 と連 続 的 な状態 あるい は大 きさの 測定 を基 本 と して 計算 を実

行 す る もの で ある。 問題 に対 する 解 は変 数の 量 あ るい は大 きさ を扱 うた めの ある種 の操 作 を

実 行 した 結果 得 られ る。

49デ ジタル計 算機 とは何 か?

デ ジ タル計 算機 は固定 的 な数 の積 み 重 ね とパル スの 計数 の 原理 に基 い て計 算 を実 行 す る。

50."連 続"とtt並 行"は 何 を意味 す るか?

連 続 とか 並 行 と い うの は計 算 機の 中で デ ータを取 扱 う方法 で ある。連 続 モ ー ドでは デ ータ
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タは1時 に1文 字 が取扱 われ る。 並 行 モ ー ドではアイテムあるいは ワー ドが 同時 に取 扱 われ る 。

しば しば連 続 並 行 とい う語 は計 算機 におけ る演算 実 行 の た めの方 法 を説明 す るのに使 用

され る 。連続 処 理 で は数 は 低位 の ものか ら高位 の ものへ1数 字ず つ加 算 され る 。並行 モ ー ド

で動作 す る計 算機 で は加 算 は1つ の デ ー タ ワー ドを単位 と して一 度 に実 行 され る 。

数値 は桁 上 りも含 め て1つ の動 作 で加 算 さ れる 。

並 行モ ー ドを使 用 す る計 算機 は 内部 回路 は 複雑 にな るが 処理 は早 い。

51.バ ッフ ァ記憶 の 目的 は何 か?

バ ッフ ァ記憶 の 主 な機 能 の 一 つ と して は入 出力 装置 と本 体 装 置 間の動 作速度 の 相異 を調 整

す る ことで あ る。 概 して 入 出 力装 置は 本 体 でのデ ータ処理 に比 べ て相 当 動 作が 遅い 。 入力装

置 でデ ー タ を読ん だ り出力装 置 で 書 き出 した りす る間,計 算機 を待 たせ て お くの は非常 に能

率 が悪 い ことで ある。 これ を さけ るた めにバ ッフ ァ記憶 が 使わ れ る。 チ ータ の入出 力 と内部

処理 をオ ーバ ラ ンプ,す な わ ち 同時 に処 理す る ことが で きる よ うに パ ソフ ア記 【意を 使え ば・

どん な シス テ ムで もそ の効 率 を上 げ る ことがで きる。

入 出力部 と本体部 の 処理 速 度 を調 整す る ため に はデ ータ を直 接 主記 憶 に移 す よりは入力 装

置 か らバ ッフ ァ 記 憶 に移 す の が よい。 す なわ ち,こ れ は入力 が バ ッフ ァ記憶 に入 る と同 時に

処理 力行 なわれる ことになる。主 記 憶 が出 力装置 に直 接 つ なが れ る と,処 理 が 出力 装置 の速度 で

制 約 を うけ るの で,出 力 動作 中 はパ ソフ ァ記憶 を使 う方 が よい 。

処 理 さ れた デ ータは バ ソフ ァ記 憶 に移 して お き,そ して こ こか ら出 力す る間,本 体部 で は

別 の処 理 を続 け る こと がで きる。 内部処理 に対 して デ ータ が間 に合 わ ない 場 合,計 算 機は,

しば しば 入力 待 ち状態 と なる。

デ ー タが処 理 に対 して充 分速 く読 み込 ま れた 場 合計算機 は処 理 待 ち状 態 とな る。
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52.固 定語 長,可 変語 長 計 算機 とは 何 か?

固定語 長計 算 機 で は,情 報 は前 もって 決 め られ た 数 を構 成 単位 ある い は 語 と して処 理 され

る。 固定 語の長 さ は計 算機 の 設計 の段 階で 決 め られ,本 体 内 部 の ア キ ュム レータ や レジス タ

は この標 準的 な語 に適用 され る よ う設計 され る。 一般 に固 定 語長 計 算 機 は 多 くの高 速 計 算機

で 使用 され てい る並 列 デ ータ伝 送 お よび並 列処 理 が行 なえ る よ うにな ってい る。

可変語長 計 算 機 では デ ータ が1時 に1キ ャラク タ つつ連 続 的 に処理 され る。 そ して,そ れ

ぞ れ1つ の デ ー タの長 さ は1桁 以 上 必要 桁 ま で変 え る こと がで きる。 一 般 にデ ータ の長 さ は

区 切 りを示 す 特別 の ビ ソ トま たは デ ータの 最上 位 の もの を記 録 して お くこ とに よっ て決 ま る。

可変語 長計 算 機 はデ ータ を 順 次移 し,順 次 演算 して行 く。 普通,処 理動 作 は固定 語長 計 算 機

より も遅 い。
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固 定 語 長 計 算 機
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可変 語長 計 算 機

(注 語 の長 さ はい くらで もよい。 各 々の 語 の最上 位 は特 殊文 字 に よ二て識 別 さ

れる 。)

固 定 語長,可 変語 長 計 算機

55.A!pha皿eric計 算 機 とNumerlc計 算 機 を性 能比 較せ よ。

Al`phame「ic計 算機 は1つ の 記憶場 所 に アノレファベ ット,数 字 あるい は特 殊文 字 の1字

分 を記録 す る ことが で きる。

Numeric計 算機 では,1つ の記憶 場 所 に数字 だけが 記録 で き る。 しか しな が ら多 くの

Numeric計 算機 では ア ル フ ァベ ・トの デ ータ も処 理 で きる とい う こ とは注 意 す べ き こ と

で ある。

普通Nu皿eric計 算機 に お け るア ル フ ァベ ッ トの デ ータは そ れぞれ の文 字 に対 して2つ

の 記憶 場所 を使 う こ とが必要 で あ る。 そ して入力 され処 理 され る べ きデ ー タが 数字 で あ るの

かアル フ ァベ ッ トで ある のか を示 す 計 算機 に対 する特 別 な命 令 が必要 で あ る。

54.商 用 あ るい は科 学 用 計 算機 シス テ ムで基 本 的 に要 求 され る点 は何 で あるか?

商用 と して使 わ れ る計 算機 に は次 の よ うな点が 要求 され る。

1.英 数字 の 処理 能 力:事 務 用 と して 使用 す る ため に,広 く文 字 デ ータ を使 用 で きる こ と。
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2.入 出力1!Ck,`ける高 速性:た い ていの 商 業利 用 に おい ては,入 力 につ い ては大 量 デ ー タ を,

出力 と して は しば しば大 量 の 印刷 物 を作 りだす こと が要 求 され る。

3.命 令:デ ータ の並 べ かえ や編 集 に便 利 な こ と。

4.二 次 記憶 装置:磁 気 デ ィス ク の よ うな 外部 記 憶装 置 が要求 され る。

主 記 憶の 容量 と して は さほ ど大 きい もの が要求 され な い 時 もしば しばあ る。

科 学用 と して 使 われ る計 算機 には 次の よ うな点 が要求 され る。

(1)最 小限 度の 入 出力性 能 で よい 。

科学 用 の場 合,一 般 に事 務用 と比較 して,入 力 量 は 多 くない し出力量 も多 くない。

(2)概 して大 きな 主 記憶装 置 が 必要 で ある。

(5)ハ ー ド的 に は か な りの 計 算能力 を持 つ命 令 が準 備さ れてい る 必要 が ある。

55.ス イ ッチン グ回 路 とは何 か?

ある見 方 をす れ ば計 算 機 は あ る入 力 に よって所 定 の 出力 を得 る とい う ような内部 接 続 に よっ

て 論理 素子 が非 常 に 多 く寄せ 集 め られ た装 置 で ある と考 え られ る。

計 算機 に使わ れ て い る多 くの 回路 は一般 にス イ ソチ ン グ 回路 と呼 ば れ る高速 ス イ ・チ で あ

る。 これ らの ス イ ッチ ン グ回 路は 入力 があ る状態 に な った 時だ げ出 力 信 号 を出す。 そ してそ

れ らは 計算機 の演 算 回 路,論 理回 路 を組立 て る重 要 な部 分 で ある。 論 理 回路 の基 本形 と して

は"and"とt{or"とt'n。t"回 路 の5つ が ある。"and"回 路 は,そ の 回 路のす べて の入

力 端子 に同 時 に信 号 が あった 時 にだ け 出力 を出す 。t'Or"回 路 は 入 力端子 の どれ か一 つ に信

号 が あれ ば出力 を 出す。ttnot"回 路 は入力 信号 が なか った 時だ け 出力 を出す。

ス イ ッチン グ回 路 は 時 々論理 回路 とか決定 素子 と呼 ばれ る。

56.フ リップ フ ロ ップ とは何 か?

トリガー回 路,toggle回 路 ある い はEccles-Jordan回 路 と して知 られ て い る フ

リ ップ ・プ ロ ・プ 回路 は基 本 的 に は2進 の 記憶素 子 で ある。 プ リ ・プ ・フ ロ ・プの 動 作は 双

安 定 形 回路 の 片一 方 が導通 状 態 で あれ ばその 間,片 一 方 は カ ・ トオ フの 状態 に ある。

フ リ ップ ・プ ロ ップ の電子 的 回 路は 一般 的 に"ON"とttOFF"と い われ る2つ の物 理 的 な

状態 を持 つ よ う設 計 され て い る。 も し も,フ リップ ・プ ロ ップ 回路 の入力 端子 にイ ンパ ノレス

が与 え られ る と回 路 の 状態 が反 転 す る。 例 え ば今t`OFF"の 状 態 あ る と きに入 カ インパ ルス

が 与え られ る とそ の 回 路は 反 転 してttON"と な る。ttON"の 状 態の と きに入 カ イ ンパ ルス が

与 え られ る と,そ の 回路 は"OFF"の 状 態 に なる 。
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57ttAnd"ゲ ー トt℃r"ゲ ー トの 意 味 を説 明せ よ。

ゲ ー トとい う語は,多 数 の 入 力 か ら一 つ の 出力 を得 よ うとす る電子計 算機 に使 われ てい る

素子 で ある。 ゲ ー トは ある入 力 状態 の時 だ け 出力 を得 よ、うとす る よ うな場 合 に使 われ る。一

般 的 な ゲー ト回 路 と してはttAnd"とc℃r"の2つ の形 が あ る。

CtAnd"ゲ ー トは す べて の入 力端 子 に信 号が あ った時 だ け出 力端子 に信号 が 出 る よ うに設

計 され てい る♂tAnd"ゲ ー トは しば しば直 列 につ ながれ た 多数 のス イ ・チ回路 に例え られ

る。 もし これ らの ス イ ッチの うちの どれか がOFFに な る と 出力 信号 は 出 ない。

abc

－ 一 一.___出 力

CtOr"ゲ ー トは入 力 端子 の う ちのい ずれ か1つ に信号 が あ る と きはい つ で も出力 端 子 に信

号 が 出 る。t℃r"ゲ ー トは しば しばス イ ッチの並 列 回 路 に例 え られる。

並 列 回 路 では 入 力 端子 の どれ か に入 力信 号 が あ る と出 力端子 に信号 が現 われ る。

⇒

三 司 一 出力
58.デ ータ コ レ ク シ ョン とは何 か?

デ 一 夕コ レク シ ・ン とは,処 理 の必要 が生 じたそ の 時,そ の 場所 で直 ちに計算 機 に 原 始デー

タ の投 入 を行 な うもの で ある。

デ ータ コ レク シ ョン シス テ ムで は 入力 はパ ン チ カ ー ド,コ ー ド化 され た プ レ ー ト(cOded

badge),キ ーボ ー ドが ある。 出力媒 体 と して はパ ンチ カー ド,紙 テ ー プ,磁 気 テ ー プ,モ

ニ タプ リン タが ある。

デ ータ コレ ク シ ・ンの応 用 と しては,航 空 機 の座 席予 約,パ ッキン グ処理,労 働 市場,在

庫 管理等 が ある。

59デ ータ伝 送 の 概念 につ い て説 明せ よ。

デ ータ伝 送 に おけ る入 力 と しては パ ン チ カ ー ド,紙 テ ー プ,磁 気 テ ープ,キ ーボ ー ドといっ

た もの が あ る。 デ ー タは例 え ば カ ー ド リーダ の よう な入 力装 置 に よって この システ ムに送 り

込 まれ る。 チ ー タは通 信回 路 で 送 られ る まで に,デ ータセ ッ トあ るい は 変調 器 を通 らなけ れ

ば な らない。 デ ー タセ ッ トある いは 変 調器 は基 本 的 には 信 号 を通 信 回線 の中 で 使 われ て いる

形 に変 換す る信 号 変換 装 置 で ある。



48 自動データ処理装置

デ ータが処 理装 置 と伝送 装置 とが接 続 され る点 を イン タ ーフ ェース とい う。 受信 側 に おい

て も同 じよう な イタ ーフ ェ イス で復調 器 お よび端 末変 調 器 に おい て 出力装 置 が 受 信 で きる形

に変換 され る。

60.デ ータ伝送 の た め の通 信路 ある い は 回線 の基 本 形 につ い て説 明せ よ。

通 信 路 あ る い は 回 線 は2つ 以 上 の 端子 間 に おい て 電子 的 にデ ータ を伝送 す る道 で あ る。

通 信 回線 には 次の3つ の基 本形 が あ る。

1.単 向回線

単 向 回線は 一 方向 のみ に 情報 を送 る。

2.半2重 回線

半2重 回線 は,ど ち らの方 向 に も情 報 を送 る こ とがで きるが,同 時 に両 方 向 には送 れ な

い。

3.全2重 回線

全2重 回線 は 同 時 に どち らの方 向 にで も情報 を送る ことがで きる。

単 回,半2重,全2重 回線 と も回線 の形 で あ り,そ の良否 とか 速度 では な くて,回 線 の

伝送 方 向の 能 力 を示 した もの にす ぎな い とい う ことに注 意す る 必要 が ある。

61.デ ータ伝送 で使 われ る通 信 路 の良 否 を 判定 す る基 礎 とな る もの は何 か?

次 に 述べ てい るの は,高 速,中 速,低 速通 信 回 線 の概 略 であ る。

1,広 帯 域通 信 回線

広 帯域通 信 回 線 あるい は マ イ ク ロウ ェ ーブ は4GHz/sec以 上 の極 超 短 波 を使 用す る。

マ イ ク ロウ ェ ーブ す な わ ち電 波 の不利 な点 は この周 波数帯 では 電 波は 直 進 し25～50

マイ ル ごとに中継 所 が 必 要 な る こ とで あ る。

伝ぱん速 度 は 非 常 に早 く,伝 送 帯 域 と端末 機器 に よって のみ制 限 され る。

2.音 声 周 波回路

音 声 周波 回線 は お よそ5,000Hz/秒 くらい の帯 域 を持 って い る。 デ ー タは 回線 や端末 機

しだ い で もっ と速 くす る こ と も出来 るげ れ ども,大 体2,400ビ ッ ト/秒 で 送 られ る。

3.低 音声 周 波 回線(SubvO!ceGradeChannels)

この種 の回線 は音声 周波 回線 よ り低速 で普 通150～600ピ ッ ト/秒 の範 囲内 で通 信

す る よう考え られ た もの で ある。

4.電 信 回 線

電信回 線 は大 体45～75ビ ッ ト/秒 の ス ピ ー ドで あ る。 歴 史的 には電 信 は伝 送 手 段 と

|L-一 ー一・..
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して は 最 も効果的 な もの で あ った。

回線 の速 度 は回線 の帯 域幅 に よって直接 影 響 され る。 より速 い 伝送 には,よ り広帯 域 あ

る いは高 周 波 が 要求 され る。

62.現 在 使用 さ れて い る特 殊デ ー タ伝 送 サ ー ビス につ い て説 明せ よ。

サ ー ビス を提 供す るの は,普 通 公衆通 信 サ ー ビス会 社で あ る。 これ らのサ ー ビス には 通 信

回線 に色 々な 形 が あるの と同 様 に,音 声,デ ー タ,フ ァ ク シ ミ リ,印 刷通 信 の よ うな種 々の

もの が あ る。

現 在 使用 さ れ てい る特殊 サ ー ビス には次 の よ うな も のが ある。

1.印 刷 電信 交換 サ ー ビス

印刷 電信 交 換 サ ー ビス(Twx)は 手動 また は テ ー プ操 作式 で テ レタ イ プ ライタ を使用 し

て,直 接 ダ イ ア ル に よ り点 と点 を接続す る こ とがで きる。TWXサ ー ビス は 最 高100

語/分 あ るい は150語/分 の速度 で通 信 す るこ と が可能 で ある。 送 受信端 末 に おけ る装

置 は毎 月基 本料 を払 っ て借 りて お り,通 信料 は使 っ た時 間 に よ って 課せ られ る。

普 通,こ れ を1日1時 間以 上 使用す るな らば,他 のデ ー タ通信 手 段 を考え た方 が よ り経

済的 で ある。

2,広 域 電話 サ ー ビス

広 域 電話 サ ー ビス(WATS)は 各 地へ長 距離 電話 をす る会 社 で利 用 されて い る。WATS

'で は 使用 料 は通 話 の 度 数や 時間 に関係 な く対 地 の面 積 の大 きさ に よ
っ て決め られ る。

WATS計 画 に よ って ア メ リカは6つ の エ リア に 分け られ,そ の エ リア内 では通 話 度数 に関

係 な くい く らで もか け られ る。 料 金 は エ リアに よっ て大 体 月額1,200ド ルか ら2345ド ル

とな って い る。

3.広 帯 デ ー タサ ービス

広帯 デ ータ サ ー ビス(WADS)は,デ ー タが150～200ビ ッ ト/秒 で送 られ る とい

うこ と以外 はWATSと 同 じで あ る。

4.デ ータ フオ ン

デ 一夕 フ ォ ンサ ー ビス は普 通の 電話 交換 網 を介 してデ ータ を伝 送す る こと に基 礎 を置 い

て お り,普 通 の 電 話サ ー ビス に よっ てデ ータ と音声 両 方 が 伝送 で き る よ うにな っ てい る。

デ ータ フォ ンサ ー ビス におけ る入力 は パン チ カ ー ドで よ く,こ れ に よって イ ンパ ル ス が 作

られ,そ れ は 伝 送す る の に適 した符 号 に変 換 される 。

受 信端末 で は,こ の インパ ル スは普 通 のパ ル ス に復 元 され,そ の後 出 力に適 した 形 に変
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られ る。

デ ータ フォ ンサ ー ビスの コス トはデ ー タ フォ ンの 月額 使用 量 が 加わ る以 外は 普通 の 電話

料 と同 じで ある。

デ ータフォ ンセ ッ トは他 の事 務 機 械 と同 じよう な もので ある。 伝 送速 度 は75～2,000

ビ ッ ト/秒 で ある。

へ

二瀦
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一 二 ㌻∨ ＼＼
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5.テ .レパ ック

テ レパ ・ク は専 用 線サ ー ビス の こ とで大 量 のデ ー タ,音 声,印 刷電 信 あるい は そ の他 の

通信 を ある2地 点 間で 伝送 しよ う とす る会 社 の ため に設 計 され た もの で ある。 テ レパ ンク

は 使用法 には関係 な く定額 で ある。 テ レパ ・クサ ー ビス は62500文 字/秒 あ るい は

500,000ビ ソ ト/秒 の速 さ でデ ータ を伝 送で きる。

63.ビ デ オ ・デ ィス プ レイ とは何 か?

ビデ オ ・デ ィス プ レイ とは2進 で主 記憶装 置 に格 納 さ れ てい るデ ータ が テ レ ビ ジ ョンの よ

うなス ク リーンす なわ ちGTRに 標 準的 な英 数字 と して 映 しだ させ る 方法 で ある。

ビデオ ・デ ィス プ レイ の使 用 例 をい くつ か 挙げ る と 次の よ うな もの で ある。

1,必 要 に応 じて命 令 やデ ータ を 目で 見 る ことに ょって 計 算機 を監 視 す る。

2.変 化 させ よ う とす る表 示 管上 の 数字 や英 字や 線 上 を光 の点 で指 した り,あ るい は操 作盤

に よって 表示装 置上 の情報 に変 化 を与 え る ことに よって主 記 憶内 の情 報 を編集 す る。

3.情 報 を多勢 の人 に知 らせ る。

4.即 時 応 答 や情 報検 索
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ビデオ ・デ ィス プ レイ は 計算 機 に よって作 り出さ れ た 情報 をグ ラフや線 の形 で この 情報

をプ ロ ソ トして い った りす る のに も使用 され る。

64.磁 気 テ ープ上 の符 号 を図解 し説 明せ よ。

磁 気 テ ープ上 の 符号 の 代表 的 な形式 は7ビ ッ トの英 数字 コー ドで あ る。7ビ ッ ト英 数字 コー

ドではデ ータ はテ ープに そ って並 列 な7つ の チ ャネ ル あるい は トラック上 に記 録 され るテ ー

プ上 の7つ の トラ ック に は,○,B,A,8,4,2,1と い う名前 が付 け られ てい る。文 字 は テー

プ を横断 す る方 向 で それ ぞれ の位 置 の ビ ・ トが磁化 され てい る かい ない か に よって表 わされ

る。 図2-16は テ ー プ上 で表 現 で きる文 字 符 号 を示 して い る。

0123456789ABCDEFGHIjKLMNOPQRSTUVW×YZ&・ ロー～μノ,%'@

Ch・ck{

緬{

一{
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8

4
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1

磁 気 テ ー プの ワ ビ ッ トア ル フ ァ メ リ ックコ ー ド

磁気 テ ー プは 特 定 の位 置 を特定 の番 地 に一 致 させ る とい う ことは しない。 知 る必要 の ある

のは それぞ れ の計 算 機 語 が他 の 語 に対応 してテ ープ上 の どこに あ るか とい う ことで ある。

テ ープ上 の デ ー タ レコ ー ドは レコ ー ドブオ ーマ ッ トに従 って 数文 字 か ら数100文 字 に至

る ま で任 意 で ある。 磁気 テ ープ上 に記録 され てい る情報 は 永久 的 に いつ ま で も保 存 で きる し,

前 のデ ータの上 に 記録 す る こ とに よっ て破壊 す る こ と もで きる。

65.垂 直水 平パ リテ ィチ ェ ック につ い て説 明せ よ。

磁気 テ ープ上 の そ れ ぞれ の文 字 の 読み 書 きが正確 に行 なわれ たか を調 べ るた め に偶数 パ リ

テ ィチ ェ ック を行 な う。 各文 字 の垂直 方 向 は磁 化 され てい る ビ ッ トが常 に 偶数 で なけれ ば な

らない。 も しある文 字 を表 現す るの に ビ ッ トの組 合せ が偶 数 でな い な らば,チ エ ・クチ ャネ

ル の ビ ・ トが 磁化 され る。 垂 直 パ リテ ィチ ェ ックに加え て,各 レ コ ー ド毎 に水平 パ リテ ィ

チ エ ・ク が 行 なわ れ る。 レコ ー ドが書 き込 まれ る と各 チ ャネル に あ る ビ ・ トが カ ウン トされ,

そ して,レ コ ー ドの最 後 の文 字 が記憶 され ると必要 に応 じて偶 数パ リテ ィを行 な う。
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磁 気 テ ー プ の チ ェ ック キ ャ ラ ク タ ー

66,9チ ャネル の磁 気 テ ープ上 の 符号 に つい て説 明せ よ。

EBODエCコ ー ドを 使 っ》ζい る計 算機 で ぱ9チ ャネル の磁 気 テ ープ を用い る こ とが 多い。

テ ープはパ リテ ィチ ェ ック1ビ ッ トを 加え て9つ の 水平 チ ャ ネル か ら成 っ てい る。

次 の 図は9チ ャネ ル テ ープ の符 号 の 構成 を示 した もの で あ る。
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9チ ャ ネ ル テ プ

上 に 示 され てい る 符号 の ビ ッ ト割 当は ゾー ン形 式 に よ るEBODIOコ ー ドを基 に してい る

もの で あ る。 各 ビッ トの 割 当 て が高 信頼 性 を 重点 と して 構成 され た もの で,7ビ ・ ト構成 で

1乍られ る1,2,4,8と い うよ うな形 で ない ことに注意 す る必要 があ る。 上 図に おけ る左 の

番号 は バ イ トの ビ ッ ト位 置 づ け を示 した もの で ある。
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9チ ャネル テ ープ では1バ イ トの7の ビッ トは下 か ら2番 目の ビ ッ トで あ る こ とに注 意 せ

よ。6の ビ ッ トは上 か ら2番 目で あ る。 この よ うに1バ イ ト8ビ ットで 示 され る数字 の1は

11110001で ある。 同 様 に種 々の文 字 が上 述 の ような ビ・ ト位 置 に よ って9チ ャネル

の磁 気 テ ー プ上 に 記録 さ れる。9チ ャネ ルテ ープ を使 うこと に よって一 つ の垂 直位 置 にパ ・

クされ た形 で2つ の10進 数 を 記録 す る ことが 可能 で ある。

67,ハ イパテ ープ(Hypertape)の 文 字 につ い て説 明せ よ。

ハ イパ テ ープ は1イ ンチ幅 の 磁 気テ ー プの 一種 でデ ータは 縦方 向に10コ の平 行 トラ ・ク

に 記録 され る。8つ の トラ ックは デ ー タ に残 りの2つ の トラ ックは エ ラーの 検 出 と訂 正 に使

われ る。文 字 は1511～3022/イ ン チ の密度 で記録 され る。1121/2イ ンチ/秒 の速

度 では,大 体毎 秒1ス000～540,000バ イ トの割 でデ ータ を移送 す る ように な っ てい る。 テ ー'

プの 各 垂直位 置 はEBODエ ○ コー ドに よっ て種 々の文 字 が記 録 で きる。

ゾ ーン形 式 で は各 垂直 位 置 に1文 字 が入 る。 デ ー タはパ ・ク形式 で記 録す る こと もで きる。

この場 合は2つ の10進 数 あ るい は1つ の10進 数 と符号 が記録 され る。

下 の図は1つ の垂 直位 置 に英文 字 の"E",も う一 つ の垂 直位 置 にはtt+6"を 符 号 化 した状

態 を示 してい る。 下 方4ト ラ ・ク は符 号 の数 値 部,そ の上 の4ト ラ ・ク を ゾ ーン部 と して使っ

てい る。
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磁気 テ ープ上 の パ ック形 式 に よる 記憶

・ハ イパテ ープ上 にパ ック形 式 で記録 され るデ ータ を次 に示 す。"7"と't8"と い う数字

が1つ の垂 直位置 に,そ してtt+9"が も う1つ の垂 直位 置 に記録 され て い る。

ハ イパ テ ー プは ,供 給 リール,巻 取 リール共 に一緒 に収 め られ て い る特製 の ケ ース に囲 ま

れて い る。 両方の リー ル を1っ の ケ ース に収 め て しま うこ との利 点 は まわ りの 塵 芥 か らの保

護,テ ー プの取 り付 け,取 りはず しが 簡 単,巻 戻 す こと な しにテ ー プの と り付 け,と り外 し
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68.磁 気 テ ープ上 で の"NRZI"法 と位 相法 に よる記 録の 方法 を説 明せ よ。

磁 気 テ ープ への 記録 方法 に は通 常次 の2つ が ある。 す な わ ちttNRZエ"と 位 相法 で ある。

NRZI法 では磁 束 の変 化 がC叶"の ビ ッ トと して解 釈 され る。 そ して磁 束 の変 化 の ない 場

合 がtto"の ビ ッ トで あ る。 下の 図 で0の ビッ トが波 形 で 表 わ され るの で な く,一 定 状態 で

表 わさ れ てい る こ とに注意 す る こ と。

B;tPattern

OOO1110|0110

NRZI

NRZIビ ッ トの パ タ ー ン

位 相 法 では1サ イクル の 波形 に よっ て"1",tto"を 表 わす もの で,す べ てtto"の 場合 で

も連続 した波 形 に な る。 位 相法 はCtO"で も"1"で も磁束 変 化 を使 用す る の で よ り明確 な

デ ー タ の記録法 で あ る。 この方法 の利 点は エ ラー の検 出訂 正 が 可能 な こ とで あ る。
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BitPattern

OOO111010110

Phase

Encoding

位 相 法 に よ る ビ ・ トの パ タ ー ン

691へ ・ドの 場 合 と2へ ・ ドの 場 合 に おけ るチ ェ ック の有効 性 につい て説 明せ よ。

情報 が テ ー プか ら読 ま たた時 に はデ ー タの有 効 性 につい ての チ ェ 。クが行 な われ る。1ヘ ッ

ドで 記録 され てい るデ ー タの チ ェ ックは テ ープ が後 退 し,そ の レコ ー ドを も う一度 読 むか,

あ るいは 書 か れた レコ ー ドが何 らかの 実 行 に使 用 さ れ るま で待合 わせ るか に よ って しか 行 な

わ れ ない。2へ ・ ドのテ ープ装 置 では 書 き込ん でい る間 にチ ェ ・クが 行 な われ る。 テ ー プは

デ ータを 記録す る ため にまず 書 き込 み ヘ ッ ドを通 りそ の次 に読 み 取 りヘ ッ ドを通 る。 これ に

よ ってい ま書 き込 ま れ た情報 は 自動的 に読 まれ チ ェ ック され る。

2ベ ッ ト ギ ャ ッ プ

70.デ;ア ル レベ ル セ シ ン グ(DualLevel

Sensing)と は 何 か。

デ ュアル レベ ル セシ ン グ とは,記 録 され

た 情 報 の強 さ を分析 して 磁気 テ ー プをチ ェ ック

しよ うとす る方法 で あ る。

分析 にお い ては 記録 され たデ ー タが も しあ る

s汁ong

Accep↑ ㌫蜴
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Weqk
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標準 に適 合す れ ば よい が,標 準 を外 れ てい れ ば何 らか のア ク シ ・ン が なされ る。

修 正 ア クシ ・ン が充 分 で なげ れ ば,そ の 時 は エ ラ ーが 表示 され る。

71.磁 気 テ ー プ を使 う時 の リー ドエ ラ ール ーチ ン の使 用法 につい て説 明せ よ。

リー ドエ ラーが検 出 され る ど,普 通 の 場 合,読 み 誤 りを訂正 す るため 何 度 か レ コ ー ドを読

み なおす こ とをプ ログ ラム の中で まず は じめ る。 これ は一 般 には サ ブル ーチ ンに よ って行 な

われ る か,こ れは 通 常 メー カで用 意 した ソ フ トウェア の一部 分 で ある。 次 の図 は代 表 的 な リー

ドエ ラー ル ーチ ン の論 理 を示 した もの で ある。

一
－

SUBROU下川E

IOGSttリ ー ドエ ラ ー"サ ブ ル ー チ ン の フ ロ ー チ ャ ー ト

72.磁 気 テ ープ の入 出力 速度 に関 係す る要 素は 何 か?

磁 気 テ ープの 入 出 力速度 に関 係す る基本 的 要 素 には 次 の よ うな もの が ある。

1.磁 気 テ ー プ装 置 の速度

磁気 テ ープ装 置 の速度 は普通 秒 当 りの読 取 り書 き出 しへ ・ ドを通過 す る こ とが で きるテー

プ の イ ンチ数 に よ って表 わ され る。 テ ープ速 度 は装 置 に よって大 き く異 な るが,.代 表 的 な
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磁 気テ ープ では秒 当 り75～1125イ ンチ の速 度 で ある 。

2.記 録 密 度

磁気 テ ープ の記録 密度 は1イ ン チの テ ープ長 に 記録 す る こ とが で きる♂ ヤン ネル 当 りの

ビ・ ト数 に よっ て表 わされ る。 代 表 的 な磁気 テ ー プ記録密 度 は1イ ンチ 当 りの ビ ・ ト数 が

200-,556,800あ るい は1,600ビ ッ トの もの で ある。 磁 気 テ ー プ装置 の速 度 が速 い ほ

ど,ま た記録 密 度 が 高 い ほ ど入 出力速度 は大 き くな る。 密度 速度 の積 に よって秒 当 りの 最

大 文字 数 が決 ま る。 磁気 テ ープ上 の各 レコ ー ドはギ ャ ・プに より区切 られ てい る とい うこ

と と この ギ ャ ップ を通過 す る時 間 が 必要 となる ので,磁 気 テ ー プ装 置 の 実際 の速 度 は 使用

の際 に注 意 しなけ れ ば な らない 。

この ギ ャ ップ を通 過 す る に必 要 な時間 をデ ータの ア クセス タ イ ム と呼 ば れる ことが ある。

75.周 辺装 置 とは何 か

電子 計算 機 の付 加装 置 で あ る周 辺装 置 は カー ド リーダ,カ ー ドパ ンチ,高 速 プ リンタ等 の

よ うなCPUの 補 助 と して 使 われ る。 周辺装 置 はユ ーザ の設 計 あるい は ジ ョブの 要求 に よ リ

オ ン ライ ンにで もオ フ ラ イ ンに で も使 え る。

74,オ ン ラ イン装置,オ フ ラ イ ン装 置 とは何 か

1.オ フ ライ ン オ フ ラ イ ンの場 合周 辺 装置 はEDPSの 補 助 として使 わ れる が,そ れは

CPUと は 独 立 して動 作す る。 オ フ ライ ン装 置 は計 算 機 に直 接デ ータ を入 れた り,計 算 機

か ら直接 デ ー タを 得 た りは しな い。 代 表 的 な オ フ ライン周 辺装 置 には予 入力 装置(Pre-

inpu†devioe)カ ー ドテ ー プコ ンバ ー タ,計 算機 や独 立 して動 く高 速 プ リン タ等 が

ある。

2.オ ン ライ ン オ ン ラ インの 場 合 は,周 辺 装置 は 直 接OPUに つ なが れ,そ してそ れに

よって コ ン トール され る。 直接CPUに つ な がれ る入 出 力装 置,高 速 プ リン タ な どは オ ン

ライ ンで あ る と考え られ る。

75直 接 デ ータ接 続 の概 念 を説 明せ よ。

直接 デ ー タ接続 は,ア ナ ロ グ ーデ ジタル 変換 器,電 信 電話 回線,レ ーダ ー,マ イク ロ ウェー

ブ,デ ィス プ レイ等 を使 った 通 信連 結 をい う。

これ の 特長 は,磁 気 コ ア と外部 装 置 間 を12,500語/秒 の速度 でデ ータを直 接 伝送 あるい

は リアル タ イ ム を可 能 にす る こ とで ある。

直 接 デ ータ接続 は ま た2つ の 計算 機 シス テ ム間 を高速 で結 び つけ るの に も使 わ れ る。

76,オ ン ライ ン シス テ ムに おけ るP。 ユn七一〇f-。rigln装 置 の 特 色 は何 か。
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オ ン ライン シス テ ム におけ るP。int,一 。f-。rigin装 置 には 次 の ような特性 を持 つべ

きで ある。

1.入 力装 置 は,デ ー タが 発生 す る場所,す なわ ち使用 者 が仕 事 をす る位 置 に とりつけ られ

る べ きで ある。

2.入 力 装置 は 取 扱い が簡 単 で 入力デ ータ の 記録 あ るいは 情報 の 管理 の方 法 が以 前 の形 と似

てい な けれ ばな らない 。

3.入 力 デ ータは,ユ ーザ が 見 て理 解 で きる もの で ある こ と。

4.用 意 され て い る情 報は 必 要 な ときはい つ で も使用 で きる こと。

以前 に符 号 化 された カ ー ドや タ ッグ等の よ うな ア イテ ムは この シス テ ムに おい て も有 効

に 使用 され る こ と。

5,『異 った種 々の 情 報 が シス テム に入 って くる と きは,入 力を 目で 見て確 認で きる方 が よ い。

6.PoMtof。riginで 発生 した 情報 は,特 有 の プ ロ グ ラムを コー ル しか っ,自 動 的 に

処理 を 行な うよ うな 命 令 をOPUに 対 して持 ってい なけ れ ば な らな い。

Zオ ン ライン シス テ ムに おけ る 出力装 置 は普通 の事 務 作 業 にお け る と同様 の 形で デ ィスプ

レイ,印 字,音 声 に よる情 報 の 表示 が必要 で あ る。

Point。foriginは はな れた 地点か ら顧 客の フ ァ イル に直接 照 会す る こ』とがで きる

よ うに リアルタ イムの 各 部分を 構成 す るもの で あ る。

航空 座席 予 約 システ ムは 入 力装 置あ るいは 案 内所 にお いてPointof。riginを 使 用

す る異 形的 なもの で あ る。

ン

/
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自 動 デ ー タ 処 理 装 置

皿E.A,M装 置

77.デ ー タ処理 の手 作業 シ ス テ ムか ら,パ ンチ カー ドシ ステ ムへ の発展 につ い て述 べ よ。

合衆 国 におけ る初期 の産業 活 動 は,熟 練 者 に よ る商 品 の生 産 や,独 占者 に よる商 品 の販 売

に依 存 していた 。そ して1人 の個 人が業 務 の全機 能 を牛 耳 る場 合 が多 く見 られ た。

1800年 代初 頭 の産業革 命 と ともに,業 務活動 は一 段 と拡 大 した。 この業 務活 動 の拡 大 に

よって,労 働 の専 問 化,収 支勘 定 の問題,生 産 管理,在 庫 管 理 の問題,お よび 事 務作業 の増

大 が もた ら され た。

成 長 す る業 務組 織 の要 求 に対 処す るため,機 械装 置,た とえば タ4ブ ラ4タ,加 算器,計 算

器,お よび関連 の事 務機 械 が 開 発 された 。

これ らの機械 は,効 果 を発揮 したが,も っ と速 く,も っと効率 よ くデ ー タ処 理 を行 な わ せ る

手 段 の 開 発に対 す る要求 が し烈 であ った 。

1.800年 代の 間 に合衆 国の 人 口は大 巾に増 加 し,そ のた め に,国 勢 調査 の と りま とめ を,

人 手 に よって行 な うこ とは,ま す ます 困 難 な こ ととな って来 た。

1880年 に な る と,1890年 に行 なわ れ る国勢 調査 を,10年 間以 内 に完 了 す るた め に

は,デ ータの取扱 いや,デ ーぞの処理 を,も っ と効率 の よい方 法 で行 な うこ とが必要 であ る

こ とが認 識 された 。

1887年 頃,政 府は,有 名 な統計 学 者 で あ るH.ホ レtJス 博士(Dr.Herman

H。llerith .)に 対L .,国 勢調査 の 作表,編 さん を,機 械 的 に行 な わせ る手 段 の開 発 を依

頼 した 。

ホ レ リス博 士 は,カ ー ドにせ ん孔 され た数 字 情 報 を処理 で き る よ うな装 置 を開 発 した。 そ

して,1890年 の国勢 調査 におい て,そ の デ ー タを処理 す るた めに,こ の 装置 を使 用 した。

この よ うに して,1890年 の 国勢調 査 で:,パ ン チ カ ー ドシス テム を使 用 して,初 めて 大

規 模 な デ ー タ処理 を行 な え る よ うにな った 。

78.ペ ンチ カー ドデ ータ処理 シ ステ ムの長所 と短 所 にっ いて述 べ よ。

ペンチ カー ドデ ータ処理 シス テ ムの長 所 として次の こ とがあ げ られ る。
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分類,層 別,計 算 お よび要 求 され る業 務報 告 書の 作成 が 速メ なる;

日常業 務の処 理 が 正確 に行 なわ れ,業 務処理 に対 す る管理 も高 度 とな る。

経 営情 報 報告 書 作成 のた め の業 務デ ータ分 析 を,効 果的 に行 な う手段 を与 え る。

増 大 す るデ ー タ量 を,人 手 を増 さ ない で も処 理 す るこ とが で き る。

ベ ンチ カー ドシス テムは ,事 務処理 につ い ての こま かい 分析 と,そ の文 書 化を必 要 と

す る。 そ れ に よって,企 業 全体 に対 す る効果的 なオ ペ レ ー シ ョン を行 な うこ とが で き る。

デ ー タ処理 を ペンチ カー ドシス テ ムで行 な5場 合 の短 所 は 次 の よ うであ る。

1,装 置 の各 機器 の判断 機 能 に限 界 があ る。

2.こ み 入 った 問題 を処理 す る場 合 には,各 種 の装 置 を 使用す る必 要 が み り,こ のた め大

量の カー ドを,1つ の機 器か ら他の 機 器へ 運 搬す る必 要 が あ る,6、,ttt

3.間 違 った 情報 で も,正 しい情 報 と同様,高 速 で 処理 され るの で,誤 りの検 出 が手 作業

の場 合程 簡単 に ゅか ない 。

4.例 外的 な事項 は,機 械 で処理 す るこ とがで きず,一 般 に 手 作業 に よって,処 理 せ ねば

な らな い。

せ ん孔 カー ドの基 本的 な形 式に つい て述 べ よ。

せ ん孔 カー ドには,2種 類 の基 本的 な形 式 があ る。

す なわ ち,80桁 のIBMカ ー ドと,90桁 の レ ミン トンラ ン ドカ ー ド.であ る。

フ91BMカ ー ドの符 号 化 に つ い て説 明 せ よ。

IBMカ ー ドは,80桁 か らな って お り,各 桁 には,数 字 情報,英 字 情報,あ るい は,特

殊文 字 をせ ん孔 す る こ とが で き る。

数 字 情報 は,あ るせ ん孔 した い桁 に,1つ の孔 をあけ る こ とに よ り記 録 され る。 英字 情 報 は,

1つ の桁 に ゾーンせ ん孔(せ ん孔 位置は0,11,12、 と,数 字 せ ん孔 の2つ をせ ん孔す

る こ とに よ り記 録 され る。
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次 の 図 は,80桁 のIBMカ ー ドの 例 で あ る。
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80.レ ミン トン ラン ドカー ドの符 号 化 につ い て説 明せ よ 。

レ ミン トン ラン ドカー ドでは,デ ータは使 用 可 能 な90桁 の あ る1つ の桁 に,円 形 の孔 を

い くつ か せん孔 す る こと によ って記録 され る 。

これ らの90桁 は,カ ー ドの上半 分,下 半 分 の2つ のせ ん孔 区域 に分 け られ てい る。各 桁 に

は ・0・12・54・56・78・9の せ ん孔 位置 が あ るが,一 般 には,0と9の 位置 は,カ ー ド

には 表示 され て いな い。

奇数 を記 録 す るには,そ の数 が表示 され て い る所 にせ ん孔 す る。例 えば,数 字 の1は,12

の 位置 に 円形 の孔 をせん 孔 して記 録 され る6偶 数 は,そ の数 が表示 され てい る位置 と,9の

位置 とにせ ん孔 す るこ とに よ り記 録 され る。 例 えば,数 字 の2は,同 じ桁 の12の 位置 と,

9の 位置 に円形 の孔 をせ ん孔 して表 わす 。

英 字 情報 は,同 じ桁 に2つ または,そ れ 以上 の孔 の組 合 せ で記録 され る。
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下 図 は,90桁 の レ ミン トン ラ ン ドカ ー ドの 例 で あ る。
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81.コ ン トa－ ル ベンチ の 目的 は 何か?

コ ン トロール'くソチ は,機 械 が,あ る形 式の カ ー ドと別 の形 式の カー ド・とを 区別 で ぎ るよ

うにす るた めに 使わ れ る特 殊 な せ ん孔 で あ る。

コン ト・一ル ペ ンチ は,来 せ ん孔 の桁 や数 字 情報 が記 録 され て い る桁 にせ ん孔 す るこ とがで

き るが,英 字情 報 が記 録 され てい る桁 に せ ん孔 す るこ とは で きな い。

ユ ニ ッ トレ コー ド装 置 で,コ ン トロー ル ペンチ を使 用す る場 合,コ ン トロール ペンチは,装

置 の 判断 機 能 を増 大 す る。

例 えば,コ ン トロー ル ペンチ は,デ ィテ ール カー ドの中 か らマス タ カー ドの識 別,減 算 を行

な うカー ドの 中か ら加算 を行 な う カー ドの識 別,ま た,選 択 処理 の 中に 含 まれ るの と同様 な

操 作,あ るいは 機 能 に利 用す る こ とが で き る。

IBMカ ー ドで は,コ ン トcr－ ル パンチ とし て,1tゾ ー ンせ ん孔 が,し ば しぽ使 われ る。

コ ン トロー ル ペンチ として使 った11ゾ ー ンせ ん孔 は"X、 、せ ん孔 とい われ る。
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82カ ー ドフィ ール ドとは何 か?'

カー ドフィー ル ドとは,特 定 の種類 の情 報 を記録 す るた め に カー ド上 に確保 され た1桁,

あ るいは,そ の集 合 をい う。

英 字 情報 は,せ ん孔 カー ド上 に左 づ めで記 録 され る。 すな わ ち フィール ドの左 端 の桁 か ら

せ ん孔 が始 め られ,使 用 され な い桁 は.右 側 に,空 白の ま ま残 され る。

数 字 情報 は 右 づ めで あ る。 す なわ ち,あ る数 の単 位 の数 字 は,常 に フ ィール ドの右 端 の桁 に

表示 され る。数 字 フ ィー ル ドにせ ん孔 す る場合,そ の数 値 が数 字 フ ィール ドに満 た な い とき,
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その数 値 の左 側 の桁 は,普 通 空 白 の ままに しな い で,ゼ ロが せ ん孔 され る。
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83.パ ンチ カー ドデ ー タ処理 シス テ ムの融通 性 に つ い て述 べ よ 。

せ ん孔 カー ドに よ るデ ー タ処 理 の融通 性 は,装 置 の各 機器'がも って い る諸 機能 か ら得 られ る

だ け でな く,ユ ニ ッ トレ コー ドの概念 か らも得 られ る。

一度 孔 をあ け るこ とに よって ,力 ニ ド上 に記 録 された情 報 は,永 久的 な記 録 とな り,デ ータ

処理.装置の各 種 機器 に よって,非 常な高 速 で読 まれ,そ して,処 理 が で き る よ うに な る。

さ らに,カ ー ド上 に ほ ん訳 印刷 した とき,カ ー ドは 目に 見え る記 録 として,あ るいは 発生 し

た 事 務処理 の 作業 用記 録 として用 い る こ とが で き る。

カー ドにせん孔 の形 で記録 された デ ー タは,加 算,減 算,乗 算,除 算.選 択,分 類 がで き,

印 刷報 告書 の 作成 また は,別 の カー ドへ の複写 に利 用 で き る。 そ して,数 多 くの業務 の問 題

に対 す る有効 な解 答 を得 るた め に用 意 され た他 の方法 に よって処 理 す る こ とが で き る。

84.デ ー タ処理 シス テ ムの基 本的 な機 能 は何 か?

デ ータ処理 シス テムの基 本 的 な機 能は 次の よ うな もの であ る。

1.記 録 。

2.分 類 。

3.計 算 。
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4.報 告書 の作成 。

5.集 計 。,

85.基 本 的 な デ ー タ処理 機 能 を果 す ため に使 用 されるユ ニ ッ・、トレコー[ド装置の形式について述べよ。

基 本的 なデ ータ処 理 機 能 であ る記 録,分 類,計 算,報 告書 作成 お よび 集計 の諸 機 能 を行な わ

せ るた めに用 い られ る各 装置 の概 要 を次 に示 す。

1.記 録 記 録 とは,原 始 デ ータ を,せ ん孔 カー ドに変換す る処 理 の こ とであ る。

この処 理 のた め に,も っ ともひん ば ん に用 い られ る機器 は,け ん盤 せ ん孔 機 であ る。

別 の記録 方 法 としては,マ ークセ ンシ ングの原 理 を利 用 した複 写 せ ん孔,ボ ル タ ベンチ

カ ー ドお よび オ プチ カル ス キ ャ ンナな どがあ る。

2.分 類 … … …分類 とは,あ らか じめ定 め られた順 序 に カ ー ドを並べ か え る操 作 をい う。

分類 を行 な うには,分 類 機,照 合 機 が使 わ れ る。

3.計 算 計 算 とは,加 算,減 算,乗 算,除 算 あ るいは,他 の算術的操 作 を行 な って,

結 果 の答 を`∵カ ≒1ドにせ ん孔 す る こ とをい う。一.....、 ・

計 算 処 理 を行 な うには,幾 つ かの形 式 の機 械的,電 子 的計 算機 が 使 用 され る。

4.報 告 書 の作成 … ……報 告書 は,会 計 機 や 作表 機 を使 用 して作成 され る。 これ らの機器 を

使 って,カ ー ドにせ ん孔 され てい る情 報 の 作表,集 計 デ ータの印刷 お よび 制御 番 号 の相

違 に よ る各 種 レ ベルの合計 作成 が 行な え る。

ほん訳 印刷 機 も ある 形式 の報 告 書 を 作成 す るた めに 用 い られる 。 ほ ん訳 印刷 機 の 基 本的,

な操 作 は,カ ー ドにせん 孔 され て い る情 報 を読 み取 り,同 じカ ー ドにその 情 報 を印字 す

るこ とで ある。 ある種 の 機械 で は,カ ー ド面 に25行 まで 選択 レて 印字で き る。

5.集 計 … …… ユ ニ ッ トレ コー ドのデ ー タ処理 シス テ ムにおけ る集計 の機 能 は普通,報 告書

の 作成 と同時 に行 なわ れ,合 計 機 と複 写 せ ん孔 機 の両 方 を使 って実行 され る。

会計 機 で合計 が印字 され る とき,会 計 機に接 続 され てい る複写 せ ん孔 機 が集計 カ ー ドの

作成 に使 用 でき る。

86.カ ー ドせ ん孔 機 の カ ー ド送 り機構 の 基本 動 作 につ いて説 明 せ よ。

ほ とん どの カー ドせ ん孔 機 では,機 械 の ホ ッ ・c内にあ る2つ の フィー ドナ/フ が 動 いて カ ー

ド送 りを行なう。」2つ の フ ィー ドナイフの 間隔は約4イ ンチで,ナ イフは僅か に傾斜 して機 械 に と り

っけられ ている。そ して,・各 サ イクル毎に1枚 の カー ドの終端を押してカー ドを前に出し,機 械 へ送 り

込 む。カー ドが通過す る個所 の 間 隔は,一 時 に1枚 の カー ドしか通 らないように設計 されている。

この カ ー ド送 り機構 では,毎 分2000枚 までの割 合 い で カ ー ドを送 る こ とが で き る。
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カー ド送 わ機構 は,精 密 に作 られ て い るの で,カ ー ドの取扱 い には十分 注 意 す る と とが大切

であ る。 ふ ちが ほ ぐれ て い る カー ドや,痛 ん だ カ ー ドは,カ ー ド送 りが で きなか った り,カ

ー ドが ,く ちゃ くち ゃに な った りす る。
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87.ユ ニ ッ トレ コー ド装 置 の カー ド読 み取 り方 法 につ い て述 べ よ。 .

カ ー ドにせ ん孔 され て い るデ ータを処理 す るには,ま ず,せ ん 孔 され た孔 が読 み取 られ て.

電気 的 イン ペル スに 変換 され ねば な らな い。

カー ドにせん 孔 され て い る情 報 を,意 味 のあ る電気 的 インパ ル ス に変換 す るこの処理 の,こと

を,カ ー ド読 み取 りとい う。

ほ とん どの ユニ ッ トレ コー ド装 置 では,特 定 の桁 にせ ん孔 され て い る孔 る通 して,電 気 回路

を形 成す る こ とに よって,カ ー ドの読 み 取 りが 行 なわ れ る。 す なわ ち,カ ー ドが機械 の中 を

通 る場合,カ ー ドの各桁 は,1本 の ブ ラシ,あ るいは4列 に並 ん でい る ブラジの下 を通 る。

もし,カ ー ドの桁 に孔 が あい て いれば,ブ ラシは その孔 を通 して金属 ロー ラと接 触 し,電 気

回 路 を形 成 す る。 こ の電 気 回路 は,カ ー ドにせ ん孔 され てい るデ ー タ を機械 に処 理 させ る こ

とがで き る。



自動 デ ー タ処理装 置 67

電気 的 イン ペル スは,カ ー ドの孔 を通 して ブラシが ロー ラと接 触 してい るほ ん のわす かな 間

だげ 発 生す る。

ブラシ と ロー ラの間 の カ ー ドの通路 には,一 定 の間隙 が 設 け られ てい る。 この 間隙 は,カ ー

ドの移 動 と,そ の結 果 発 生す る電気 的 イン'ミル ス との かね合 いで決 め られ る。 機械 は電 気 イ

ン ・ぐルス の有無 に よって,せ ん孔 の有無 を識 別す るこ とが で きる。

この よ うに して,カ ー ド上 の孔 は,時 間的 な電気的rtン ペル ス に変換 され る。

1.カ ー ドは,ロ ー ラ と ブラシの間 を,絶 縁体 として通 過 す るの で,ブ ラシ には.イ ン ペル

スは現 わ れ な い。

せ ん 孔 された孔

一
カードの移動

1/_1112
一 一 「

2.ブ ラシが ロー ラ と接 触 した とき,電 気 回路 が で き て,電 気 的 イン ペルス が得 られ る。

電 気 的 イソ ペル ス

1

コンタク ト

フ

(カ ー ド読 み 取 り1

88ベ ンチ カー ド装置 の印字 機構 の機 能 につ い て述べ よ。

印字 機構 の機 能は,報 告 書 形 式あ るいは文書 の形 に情 報 を記 録 す るこ とで あ る 。 パ ン チ カ

ー ド装 置 には
,基 本的 に2つ の形 式の印字 機構 が あ る。

す なわ ち,タ イプバ ー形 式 と,プ リン トホ イール形 式 であ る。 タ イプバ ー を用 いて い る代表

的 な 機械 は,IBM402会 計 機 であ る。 この機械 の印 字部 には最大88の タ イプバ ーがあ
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る。43の タ イプバ ーは,英 字 お よび数 字情報 を印字 す るこ とが で き,45の タ イプバ ー

は,数 字 情報 だ げ 印字 す るこ とがで き る。 制御 盤 を経 由 して,カ ー ドか ら印字 の た めの イ

ン パル スが,あ るいは,計 算 結 果 を印字 す るた め に,機 械 内部 で作 られた イン ペル スが タ

ィフ。バ ーに送 られ て くる と,印 字 が 行 なわ れ る。 タ イプバ ーの 背後 に は,ハ ンマが あ り,

印字 すべ き タ イプバ ーの文字 が,用 紙面 に向 いあ って 位置 づ け され た とき,ハ ン マが タ イ

プバ ーをた た くの で,タ イプバ ーの文 字 が用紙 に印字 され る。

Hommer Type
9

6

7

o
6

5 ＼
■ Plo

■

8

` TγpeBor

o

(タ イ プ ノこ一 、

IBM407会 計 機 は,プ1]ン トホ イール

を使 った 代表的 な機械 であ る。40フ の 印

字 部 は,0～9の 数字,英 字,お よび11

の特殊 文 字 のそ れぞ れ を含 む120の プ リ

ン トホ イ ールか ら成 ってい る。

印字 を行 な う場合 には,ホ イールは高 速度

で回転 し,印 字 す べ き文 字 が来 た と き,ホ

イール をプ ラテ ンに向 って動 かす こ とに よ

って,用 紙 上に 印字 が なされ る。

407会 計 機 は,毎 分 カ ー ド450枚 の速 (プ リン トホ イ ー ル)

Dec;rnai

度 で動 作 し,毎 分18,000字 の最 高速 度 を もって い る。
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89制 御 盤 の 目的 と機 能1につ い て説 明 せ よ。

ユ ニ ッ トレ コー ド装置 に用 い られ る制 御盤 は,そ の パネル または ボ ー ドに ハ ブが設 け られ て

お り,こ れ に導 線 を挿 入 した り,取 りはず した りす るこ とに よって,各 装 置 の機能 を制 御 す

るこ とがで き る。

制 御盤 に導線 を挿 入 した とき,電 気 回路 が で きて,こ れ に よって,カ ー ドにせ ん孔 され た情

報 が 機械 で処理 で き る よ うにな る。

制 御盤 は,ユ ニ ッ トレ コー ド装 置 に大 きな融通性 を与 え る。制 御盤 を と りか えた り,制 御 盤

の配線 を変更 した りす る こ とに よって ・与 え られた デ ー タ処理 につ い ての新 しい動 作 を機 械

に指示 す るこ とが で き る。

←

CONTAC▼
ROLUR

1制 御 盤 の配線 、

90 .エ ミッ・ク とは何 か?

カー ドに含 まれ て いな い情 報 を,反 復 し て印字 また はせ ん孔 す るこ とが しば しば必要 とな る。

これ を行 な うた め の装 置 をエ ミ ッタ といい,カ ー ドの桁 が ブラシで読 まれ た とき発生 す るの

と同 じ よ うな イン ペル ス を作成 す る。

デ ィジ ッ トエ ミッタは,基 本的 には,12の 時 間的 位置 を もった ス イ ッチ であ る。

各 位置 は,制 御 盤 に よって,出 端 子 に接続 され てい る。 このス イ ッチは,あ る時点 では12

の 位置 の1つ だ け が,共 通 の出端 子 ハ ブに接続 され る よ う,設 計 され てい る。

この よ うにす る と,12番 目の ハ ブは,ス イ ッチ が12の 所 にあ る とき,イ ン ペルス を出す。

これ で,あ た か も,カ ー ドの上 で12の せ ん孔 が読 み取 られ た の と同 等 に な る。
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また,9番 目の ハ ブ は,ス イ ッチ が9の 所 に あ る と き,1ン ペ ル ス を 出 す 。 以 下 同 じで あ る 。
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.桁 分割 とは何 か?

カー ドの桁 を0～9お よびla～12の2つ の部 分 に分 割 して せ ん孔 す るこ とが,し ば し

ば必 要 とな る。

例 えば,カ ー ドの数 字 フ ィール ドの 内容 を,カ ー ド上 にほ ん訳 印字 す る場 合 に,も し,数 字

フ ィール ドの単 位の 位置 に コン トロール ペンチ が な されて い るな らぽ,コ ン トロール ベンチ

と数字 せ ん孔 との組 合 せ に よって.数 字 に代 って,英 字 が印字 され る こ とに な る。

カ ー ドが 読 まれ て いる と き,カ ー ドの パ ンチ孔の 分離 は桁 分割 に よら て行 な われ る。・'

制御盤 にお け る桁 分 割 は,0～9の 共通 ハ ブお よ び11～12の 共通 ハ ブか ら成 りた って い

る。

ス イ ッチ が0～9の とき,共 通 ・・プは0～9の 共 通 ハブ に接 続 されてお り,'スイ シチが11～

12の とき,共 通 ハ ブは41～12の ハ ブに接続 されて い る。

も し,共 通 ハ ブに配 線 が な されて い る場 合 に は,カ ー ドのあ る桁 が読 み とられ るとき,0～

9せ ん孔 のい ずれ か は,o～9の!・ プか ら,ま た,11ま た は12せ ん孔 は11～12の ハ

ブか ら取 り出 さ れ る。
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92,フ ィル タと は何 か?

機械 に種 々の動 作 を行な わ せ,機 能 を 発揮 させ るの に使 用 され る電気的 な イン ペル スは,フ

ィル ター を通 して送 ら'れるこ とがあ る。 ラ ィルタは,入 端 子 ハ ブと出端 子 ハ ブか らな ってい

る。 イン パルス は入 端 子 ハ ブか ら入 り,フ ィル タを通 り出端 子 か ら出 て行 く。

フ ィル タは,入 端 子 ハ ブか ら出端 子 ハ ブに 向 うベルス のみ通 す が,そ の逆 の 出端 子 ハ ブか ら

入端子 ハ ブへ の ペル スは,阻 止 す る働 きが あ る。

曙 斤i了 竺『1::ll'・.'::::11

ン.

(フ ィ ル タハ プ 、

93.ユ ニ ッ トレ コー ド装 置 を配線 す る ときのセ レク タの使 用 にっ いて説 明 せ よ。

セ レク タは,ユ ニ ッ トレ コー ド装 置 の基 本的 な機 能 を制御 す る手 段 を 用意 し,す べ て の機器

に大 き な融通 性 を与 え る。

セ レ ク タは基 本的 には,コ モ ン,ノ ー マル お よび トランス ファ といわれ る3つ の状態 を もっ

た 機械 内部 の継 電 器 装置 で あ る。

セ レ クタの特 殊 な ピ ッ クア ップハ プが動 作 してい ない とき,イ ン ベル スは セ レ ク タの コモ ン

側 か ら入 り,ノ ーマ ル側 に 出 て行 く。 ピ ックア ップハ プが動 作 した場 合,セ レ ク タの 内部接

続 が 変 って,コ モ ン側 か ら入 った イン ペルス は,ノ ーマル側 に出 ない で・ トランス フ ァ側 に

出 るよ うにな る。 ピック ア ップ ハ ブは,コ ン トロール ペンチ,あ るい はデ ィジ ッ トペンチ に
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,よロて駆 動 され る。,

セ レク タは,機 械 の 融通性 を大 巾に増 加 させ,ユ ニ ッ トレ コ ー ド装 置 に対 して,判 断 機 能 を

与 え る。 セ レク タを使 用す る場 合 の幾 つ か の例 をあげ る と,

例 えば.カ ー ドに コン トロール ベンチ があ るか ない か に よって総計 フィ ール ドへ の加算 や,

総 計 フィ ール ドか らの減算 を行 な った り,フ ィール ドの情 報 を別 の場 所 に印字 した り,特 定

形 式 ρ カ ー ドに対 して選択 され た フ ィール ドを複 写 した り.あ るい は,あ る種 の判断 機 能や

選択 機 能 に含 まれ て い るの と同様 な動 作 を行 なわせ るこ とが で き る。

(セ レク タの図 、

94 ・ カー ドせ ん孔 機 の基 本的 な機 能 と動 作につ い て述べ よ。

カ ー ドのせん孔 とい うの は,原 始 デ ータの.

情報 をせ ん孔 カー ドに 変換 す る基 本的 な方

法 であ る。 せ ん孔動 作 は,オ ペ レ ー タが原

始伝 票 を読 ん で,そ れ に適 した キ ー を揮 淀

と,原 始 伝票 の デ+変 ぱ,.裡 ん孔 友 与1ピ匠

変換 され る。

この機械 は,'数 字 のキ ーが10キ ー形 式に

配列 され てお り,容 易 に高速 せん孔 が で き

る よ う,す べ て右 手で 制 御 され る よ うに な

ってい るが,基 本 的 には,タ イプ ラ イタ と

同 じ種類 の 機 能で あ る。

カー ドせん孔 機は,ま た,プ ログ ラムす る

こ、とがで き る特 別 な機 構 を も ってお り,こ

'
刊

(カ ー ドせ ん孔機)

Z
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の機構 に よって,1枚 の カー ドか ら,他 の カ ー ドに情報 を自動的 に複 写 した り,カ ー ドのあ

るフ ィール ドまたは使 用 しな い部 分 をス キ ップ した り,あ るい は,必 要 な場 合,数 字 モ ー ド

か ら,英 字 モ ー ドへ 変更 した りで き る。

カー ドせ ん孔 機 は,ま た 印字 機構 を備 え る こ とも可 能 で,こ の場合 には,せ ん孔 され た情報

が,自 動 的 に カー ドの上 端 に印字 され る。

95.80桁 カー ドの検 孔 に つ い て説 明 せよ 。

カー ドの検 孔 は,カ ー ドにせ ん孔 が 正し くな され てい るか ど うか を,検 査 す るため に用 い ら

れ る方 法 であ る。

情報 を検査 す るには,別 の オペ レー タが,カ ー ド検 孔 機 を使 って,せ ん孔 に使 用 した と同 じ

原 始 デ ータ を読 み.同 じ カー ドを使 用 して,カ ー ドせ ん孔 オ ペ レ ータが 行 な った と同 じ動 作

を く り返す。

この機械 は,押 され た キ ーの デ ータ と,す で に カ ー ドにせ ん孔 され てい る もの とを比較 す る
。

もしぺ検 孔 のデ ータ と,カ ー ドにあ るデ ー タ とが一 致 しなけ れば,赤 ランプが 点灯 す る。

デ ー タ を検 査 し,キ ーを2回 以 上押 して も一 致 が とれ なけ れば ,間 違 い桁 の上 端 に刻 み がせ

ん 孔 され る。 も し,検 孔 の結 果 と.せ ん孔 の結 果 とがす べ て の桁 につい て一 致 が とれ れ ば
,

カ ー ドの右 端 の上部 に 自動的 に刻 み がせ ん孔 され る。
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96.90桁 の カ ー ドの検 孔 処理 につい て説 明 せ よ。

9・O桁 の カー ドを検 孔 す るシス テ ムでは,1つ の機械 が,せ ん孔 に も検 孔 に も使 用 され るが

2度 目の機械 は,エ ラー カ ー ドを探 し出 すた め に使 わ れ る。

最初 の せん孔 では,カ ー ドに円形 の孔 が せん 孔 され る。 検孔 の場 合,さ きにせん孔 オペ レ ー

タが行 な った と同 じ動 作 を く り返 し行な った とき,カ ー ド上 のせ ん孔 位置 か ら少 しず れ た所

に別 の孔 が せ ん孔 され るよ うに機械 が調整 され る。

もし,カ ー ドに 正 し くせ ん孔 され ていれ ば,せ ん孔 と,検 孔 の結 果,長 だ 円形 の 孔 にな る。

も し,エ ラ ーが検 出 され れば 同 じ桁 に2つ の 円形 の孔 がせ ん 孔 され る。

せ ん孔,検 孔 の すん だ カー ドは.自 動 検 孔 機 にか け られ る。 この機 械 は,毎 分2
.00枚 の割

合 で,カ ー ドを調 べ る こ とが で き る。 カ ー ド上 に円形 の孔 が あれ ば,そ の カー ドの 前 に,自

動 的 に色 の違 った カ ー ドを置 く。 この よ うにすれ ば,エ ラ ー表示 カ ー ドに ょ って エ ラ ーの あ

る カ ー ドを見つ け 出す こ とが で き る。 この機械 を通 った カ ー ドは,カ ー ドの右 中央 の空 いて

い る所 に,小 さな孔 があけ られ,検 孔 処理 の すんだ こ とが表 示 され る。

(カ ー ド検 孔 処 理 、
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97ほ ん訳 印刷 機(イ ン タプ リタ)の 目的 は何か?

ほん訳 印刷 機 は,カ ー ドにせ ん孔 され た デ+タ を ほん 訳 して,同 じ カー ドの 上に その 情 報 を

印字す るの に 使用 され る。

印字 機構 のあ る カ ー ドせ ん孔 機 は,せ ん孔 のあ る桁 の真 上 に,そ の文 字 を印字 す るが,ほ ん

訳 印刷機 は カ ー ド上 の任 意の 位 置 に,英 字 や数 字 情報 を印 字す る ことがで きる。

あ る種 の ほん 訳 印 刷機 で は,カ ー ド上の25の 異 な った 位 置の 一つ に,情 報 を 印字 す る 機能

を も うて いる 。 この 機 能 が ある ので,あ る種の 転 記 操 作を 必要 とす る場合 に,ほ ん訳 印刷 機

を 使用 で きる。

■■●

■

ABC ?89

一

口闇
1

日

1

(ほ ん訳 印刷 機)

せ ん孔 カ ー ドを 目で 見れる 単位 レコ ー ドと して 使 うと きや,あ るい は,,カ ー ドを ファ イル と

して参 照す る必 要 が ある ときに,ほ ん訳 印刷 機 は 必須 の もの で ある。

ほん訳 印刷 機の 速 度 は,毎 分約60枚 な い し約100枚 で あ る。

98.分 類 機( 、ソ 一夕 、の基 本的 な 機能 につ い て,説明せ よ。

分類 とは レ.特定 の分 類項 目に 従 って,数 字 順 あ るいは,ア ル フ ァベ ッ ト順 に,カ ー ドを並 べ

かえ るこ とで あ る。

分類 機 は,次 の よ うな基 本的 な機能 を行 な わせ るた め に使 用 され る。

1.数 字 に よ る分類

2.英 字 巨 よる分類
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3.選 択

数 字 に よ る分類 …… …数字 順 に カー ドを並 べ かえ る場 合,フ ィール ドの各 桁 につ いて,分 類

を行 な う必要 が あ る。

普 通,数 字 で分類 す るには,フ ィ ール ドの最 下 位 の桁 を最 初 に行 な い,順 次右 か ら左 へ と

分類を 進 め てい く。

例 えば,カ ー ドの第1桁 目か ら第4桁 目まで の4桁 の数字 で カー ドを並 べ か え る とき,最 初

に4桁 目の数 で,続 いて,5,2,1桁 目の順 に分類 され る。

英字 に ょ る分類 …… … カ ー ドを英字 に よって分類 す る場 合 は,分 類 され る各 桁 に対 して,分

類 機 を2回 通 す必 要 が あ る。

このた め,英 字 デ ー タは,分 類 時 間 を短 縮 す るた め,普 通,数 字 の形 で コ ー ド1ヒされ る。

選択 …… …選択 とい うの は,大 量 の カ ー ドの 中 か ら,特 定 のせ ん孔,あ るい は情 報 を含 ん で

い る カ ー ドを選 び出す 機 能 であ る。

フ ァ イル か らあ る特 定 のせ ん孔 を もった カー ドを識 別 す るの に,ほ とん どの機械 で,選 択 ス

aッ チが使 用 され る。選 択 ス1ッ チ を適 当 に セ ッ トして お くと,選 別 され た カ ー ドが分類 機

の 適 当な ポ ケ ッ トに運 ば れ る間 に,そ の 他の カー ドが,リ ジェ 久 トポケ .ットへ落 ち1こむ よ う

に なる 。

カー ドが大 量 にあ って,全 体 の 機械 処 理時 間 を短縮 した い場合 に,"ブ ロック ソ ーテ ィング"

とい う分類 の仕 方 力㍉ よ く使 わ れ る。

プ ・ ックソ ーテ ィングで は,最 初,フ ィール ドの左側 の桁 につ い て分類 が 行 なわ れ る。 これ

に よ って,フ ァ イル は,グ ル ープ と して取 り扱 え る よ うな幾 つ かの ブ ・ックに分割 され る。

それ か ら,そ れぞ れ の ブ ロ ックは普 通 の 方法 で分 類 され,次 の ブロ ックが分類 され て い る間

に,別 の機械 で処 理 され る。

ブ ロ ック ソーテ ィン グの 方 法 に よれ ば,分 類 のた めの時 間 は,短 縮 され ない が,一 連 の処理

に要 す る総 時 間 を短 縮 す るた め に,数 種 の機 械 を同時 に稼動 させ るこ とが可 能 とな る。

あ る処理 にお いては,1つ 以 上 の フィ ール ドにつ い て,カ ー ドを分類 す る必 要 が あ る。 例 え

ば,店,店 内の売 場,売 場 の販 売 員別 の売 上報告 書 を作成 したい とき,カ ー ドは最初,販 売

員の番号,次 に 売場 番号,そ して最後 に店 の番 号 で分類 され る。 ロ の よ5・なヒ どは,・よi.…ぐ,

大分 類,由 分類 お よび 小分類 といわ れ る。 何故 な ら,販 売 員 は売場 の細 分,売 場 は店 の細分

とみ る と,販 売 員に よる ものは 小分 類,売 場番 号 に よ るもの は中 分類,そ して,店 番号 に ょ

る ものは大 分類 と考 え る こ とが で き る。
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分類機 の処理速 度 は,普 通 に使 用す る場 合,毎 分450枚 な い し2,000枚 であ る。

(分 類'機)

99.複 写 せん 孔 機の 基本 的 な 機構 にっ い て 述べ よ。

複 写 せ ん孔 機の 基本 的 な機 能 は 次の よ うな もの で ある。

t.複 写

2,集 団 せ ん孔 。

3・ 分 散 して いる マス タ カー ドによ る集 団 せん 孔 。

4.合 計 せ ん 孔。

複 写 複 写 とは.1群 の カ ー ドにせ ん 孔 され てい る デ ータを,別 の カ ー ド群 に転 写

し,予 備の カ ー ドデ ック を 作成 す る ことで ある。複 写を 行 な う場合
,ソ ース デ ックに ある

す べ て の情 報 を,別 の デ ックに転写 す る こ とは,必 ず しも 必要 でな い 。 この 場合,制 御 盤

の 配線の 仕 方 によ って,特 定 の桁 を複 写 した り,あ る いは 無視 した りす る こ とがで きる
。

ξ
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ORIGiNALDECK
OR

(SOURCECARDS)

OT'HERDECK

OR

(NEWCARDS)

○ＴHERDECK

ORIGINAしDECK

(複 写 、

集団 せ ん孔 …… …集 団 せ ん孔 とい うの は,1枚 の マス タ カー ドの情 報 を,'そ の後 に続 く複 数

枚の カ ー ドに転 写す る こ とで あ る。 例 え ば,機 械 の 配線 を適 当 に して お け ば1枚 の マス タ カ

ー ドの デ ー タが読 み取 られ
,続 い て,若 干枚 の デ ィテ ール カ ー ドが,'複 写せん 孔 機を 通 って

い る間 に,マ ス タ カ ー ドと 同 じデ ー タが,各 デ ィテ ー ル カー ドに集 団 せん 孔 され る 。
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/'^ASTεRCARD

Dote

(マ ス タカ ー ドに よる集 団せ ん孔 、

分散 してい るマス タ カー ドに よ る集 団せ ん孔。 …… …分散 して い るマス タカー ドに よ る集

団 せ ん孔 は,幾 枚 か の異 な るマス タカ ー ドの情報 を,そ れぞ れ の マス タ カ ー ドに続 い て置 か

れ てい る一連 のデ ィテ ール カ ー ドにせ ん孔 す るときに使 われ る。 この 場合 の複写 せ ん孔 機の

処理 は,次 の よう で あ る。

最初 の マス タ カ ー ドの情 報 が,マ ス タ カー ドの後 に続 くデ テ ール カー ドに集団 せん孔 され る。

この 集団 せ ん孔 は,次 の マス タ カ ー ドがデ ック中 に検 出 され るま'で,継 続 して行 なわれ る
。

次 のマ ス タカ ー ドがせ ん孔部 分 に到着 す る と,制 御 盤 の配 線 とス イッチの セ ッ トに よって,

1サ イクル 分 のせ ん孔 が停止 され る。 これ は,不 用 の デ ータが マス タ カー ドにせん孔 され る

の を防止 す るもの であ る。
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マ ス タ カ ー ドが せ ん 孔 部 分 を通 過 す る と,そ の マ ス タ カ ー ドの デ ー タ が 読 み 取 ら れ.通 常 の

集 団 せ ん 孔 が 再 開 され る。

マス タ カ ー ドと,ーデ ィテ ー ル カ ー ドの 識 別 は,コ ン トロ ー ル ペ ンチ の 有 無 に よ っ て 行 な わ れ

る。 普 通,マ ス タ カ ー ドに は,コ ン トロ ール ベ ンチ が 行 な わ れ て い る。

DETAILCARDS

ーーPUORG
CONTROL

X-PUNCH

llー

(分 散 された マス タカ ー ドに よ る集団 せ ん孔1

合計 せ ん孔 … … …合計 せ ん孔 は,会 計 機 で計算 された情 報 を,自 動的 にせ ん孔 の形 に変換

す るこ とであ る6

合計 せ ん孔 は,会 計 機 に複 写 機 を接続 して お い て,総 計 が 会計 機 に求 ま った と き,必 要 な 見

出 しと とも に合計 カ ー.下にせ ん 孔 され る よ う,制 御 盤 を配 線す る・ことによ っ・て 行 なわ れ る。

合計 せん 孔 は,し ぱ しば,次 期 貸借 対照 カ ー ドの 作成 や1力 三 ドの 量を 減 らす た め に用 い ら
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れ る。 た い ていの 複 写 せん 孔機 は,毎 分100枚 の速 度 で 処理 が 行 なえる が,毎 分50枚 の

処 理 速 度の 機種 も 使 用 され る。

100.マ ーク セ ンスせ ん孔 とは 何 か?

マ ー クセ ンス せん孔 は,電 導性 の鉛 筆 で カー ド上 に しる しが つけ られ た数字 情報 を,自 動

的 に カー ドにせ ん孔 す るもの であ る。

この複 写 せ ん孔 の た めに,特 殊 なマ ークセ ンス ブ ラシが用 い られ る。 マ ーク センス ブ ラシ を

装着 した 機械 は,カ ー ド上 の特 定 の 位置 に記 入 された電 導性 の し るし を読 み取 って,こ れ ら

の し るし をせ ん孔 の孔 に 変換 す るこ とが でき る。
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マー クセ ンスの方 法 は,キ ーパ ンチ操 作 と,検 孔操 作 を省略 す る こ とが で き るの で ,優 れ て

い る。

マ ークセ ンス では,マ ーク を書 くの に約5桁 分の 場所 を必要 とす るので ,1枚 の カー ドには

最 大27個 の数 字 を記 録 す るこ とが で き る。

101.照 合 機 の基 本的 な 機能 は何 か?

照合 機 の基本的 な機 能は 次 の よ うな もの で

あ る。

1.順 序 の チ ェ ッ ク 。

2,組 合 せ(マ ー ジ)。

3.照 合(マ ッ チ ン グ)。

4.選 択 。

遁 庄.の チ ェ ック … … … 順 序 の チ ェ ッ とは,

処 理 に 先 だ って,処 理 に適 した 順 序 例 え ば

上 昇 順 に 正 し くな っ てい る か,あ る い は,

下 降 順 に 正 し くな っ て い る か を,検 査 す る

操 作 で あ る。 順 序 の チ ェ ック は,照 合 機 の

圃自

国

(照 合 機 、

特 殊操 作 として,あ るいは,別 な操 作の 一部 分 として行 なわ れ る。

組 合 せ …… …組 合 せ は,2つ の カ ー ドファ ・rルを,1つ の カ ー ドフ ァ イル に ま とめ る こ とで

あ る。 正 し く組 合 せ るた め には,組 合 せ 処理 を行 な う前 に,カ ー ドが 正 しい順 序 で並 んで

い る必 要 が あ る。 組 合せ の処 理 では,新 た にせ ん孔 され た カ ー ドを,現 在 あ るカ ー ドフ ァ イ

ルの中 に,自 動 的 に組 み込 ん でい くこ とが で き る。

例 えば,支 払 い カー ドは,受 け 取 りフ ァ イル を更 新 しなが ら,前 期 の貸 借 対 照 カ ー ドに組合

せ るこ とが で き る。組 合 せ の機 能 は,分 類 機 を使 って も行 な うこ とが で き るが,照 合 機 を使

った方 が,一 般 に は迅速 な処 理 が可 能 とな る。
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(組 合 せ 、

照 合 …… …照 合 とは,2っ の カー ドファ 〈ル を機械 にかげ,順 次特 定 の制御 番 号 につ いて比

較 を行 ない.互 い に対 応 す る同一 内容 の相 手 カ ー ドが あ るか ど うか を,検 査 す る操 作で あ る。

2組 の カー ドは 互 い に比較 され,一 致 し ない カ ー ドは 抜 き 出され る。

2つ の プアfル は,処 理が す ん だあ と も分 かれた まま で,組 合せ の ときの よ うに,1つ の

フ ァ イルに ま とめ られな い こ とに注 意 す る こ と。
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.UNMATCHED

(照 合 、

選 択 … … … カ ー ドフ ァ イル の 中か ら,カ ー ドを選 び 出す選 択 の操 作 は,組 合 せ,あ るいは照

合,操 作 と一諸 に行 なわ れ るこ とが 多 い。

照合 機 の配線 に よ って,各 種 の選択 操 作た とえば,カ ー ド群 の最 初 また は最後 の カー ドを選

択 す るこ と,差 引 ゼ ロの カ ー ドを選 択 す る こ と,特 定 の 数字 を もつ カ ー ドを選 択 す る こと,

お よび これ らに類似 の操 作 を行な わ せ るこ とがで きる。 照合 機 の 処理速 度 は 処理 すべ き操 作

ファイルの 中か ら同一 内容の カ=ド を選択する こと,.の種別によ って異なる。代表的な機 械では 毎分

240枚 ないし480枚 の速度で カー ドを処理する。しかし⑳1毎分1500枚 の高速で働 く機械もある。

102.会 計 機 の主 な機 能 にっ い て簡 単 に述べ よ。

会計 機 あ るいは 作表 機 は,カ ー ドにせ ん孔 された デ ータか ら,印 刷報 告書 を作成 す るの に使

わ れ る。

会計 機 は,カ ー ドか ら読み 取 られ た情 報 を印 字す るほ か,加 算 をした り,減 算 を した り,制

御 番号 が変 れば 自動 的 に 集計 す るな どの機 能 が あ る。

また,合 計 カ ー ドを作 るた め,複 写 せ ん孔 機 と一諾 に使 用 され る。

会計 機 を使 って,ひ んば ん に 作成 され るもの として,明 細書 あるいは報告 リス トがあげ られ る。



自動 デ ータ処理装 置

明細 書 あ るいは 明細 とい わ れ るもの は,機 械 にか け られた カーSl枚 の 情報 を1行 に印字 し

た もの であ る。 明細書 は,カ ー ドにせ ん孔 された デ ータか ら得 られ るそ れ ぞ れの 処理 内容 に

つ いて,詳 細 を示 す必 要 があ る場合 に利 用 され る。

竃
(会 計 機 、

会計 機 で は総 括表 も作成 す るこ とが で き る。

総括 表 は,1群 の カー ドに含 まれ る情 報 を1行 に印字 した もの であ る。

この操 作は,1群 の カー ドの 集計 を と り,報 告 リス トに集計 結 果 と,見 出 しだ けを 印字 す る

もの で ある 。

総 括 表 は,業 務 内容 につ いて の詳細 な情 報 は必 要 で はな いが,そ の大 まか な情 報 を必 要 とす

る場 合 に利 用 され る:

総 括 内容 は,本 質 的 に は,く り返 しで て く るデ ータが削除 され てい る明 細書 で あ る。

標 準的 な会計 機 は毎 分 カー ド100枚 な い し150枚 の速 度で動 作す る。

処 理速 度 をお とした 機械 では,毎 分50枚 の速 度 で処 理 を行 な う。
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( 印 刷 方 法 、

103.計 算 機 の基 本的 な 機 能 につ いて述 べ よ 。

計算 機は基 本的 な算 術演 算,例 えば加 算,減 算,乗 算,除 算 を行 ない,結 果 の答 をカ ー ドに

せん孔 す る。

これ らの機 能 を も ってい る計 算 機 を用 いれ ば,上 記 演 算 の幾 つ か を組 み合 せ た操 作 を,1回

の処 理 で行 な わせ るこ とが で き る。
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結 果 は,そ れ ぞれ の カ ー ド,あ るいは最 後

にあ る合 計 カ ー ドにせん 孔 され る 。

代表 的 な計算 機 の 処理 速 度 は,毎 分カ ー ド

100枚 な い し150枚 で ある が,二 つの

処 理速 度 は,機 械の 種 類,処 理 内容 によ っ

て 変わ る。

里

国
(計 算 機)

N
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皿 共 通 事 務 機 械

104.卓 上計 算器 の基 本的 な形 式は何 か?

卓上計 算 器 には,基 本的 に2っ の形 式があ る。 す なわ ち打 鍵 式計 算 器 と,回 転 式計 算 器 で あ

る。

打鍵 式計 算 器 は,キ ーを押 す こ とに よって,機 構部 を駆 動 し,計 算 を行 なわせ るもの で あ

る。 打鍵 式計 算 機 の 代表例 は,Felt,お よびTarvantComptometerで あ る。

回 転 式計 算器 では,鍵 盤 の数 字 キ ーを押 す と,そ の数字 が計 算器 に入 り,改 め て.,加 算,減

算,乗 算 あ るい は除 算 を行 なわ せ る特 殊 キ ーを押 す こ とに よって,計 算 が行 な われ る。

ほ とん どの計 算器 は,作 表 を行 な わな い。 デ ータが計 算器 の中 へ入 った後 では,そ のデ ータ

の記録 は残 らな い し,結 果 は,数 字 板 か ら読む こ ととな る。

105.基 本的 な幾 つ か の複 写 処 理 につ い て述 べ よ。

複 写 は普通,写 真 処 理 をほ どこ して,文 書 を複 製 す るこ とであ る。

次 の ものは,よ く使 わ れ る処 理 の方 法 であ る。

1.ジ アゾ方 式 … … … ジ アゾ処理 は,光 に対 す る ジア ゾニ ューム塩 の 化学 反応 を利 用 して,

複 写 す るもの で あ る。 この 処理 に使 用 され る機械 では,連 続 的 に,直 接 陽画 を作 り出 す

こ とがで き る。 これ の単価 は,1枚 あ た り約1～2セ ン トであ る。

2・ 乾式 写 真方式 … … この処 理 はi赤 外線 を 使 って,イ ン クの 影 像を 特 殊 な熱 に感 ずる紙

に焼 きつ け て,複 写 を とる 。

これの 単価 は1枚 あた り約5セ ン トで ある 。

3.フ ァ ク シ ミル フ ァクシ ミ ル は,し ば しば遠 距 離 の画 像伝 送 に使 用 され,電

気 的 インパ ルス に よって ハ ー ドコ ピーを作成 す る。

4・ ゼ ロ グ ラフ ィ この 処 理は ・特殊 な原 板 が電荷 に 反応 す るこ とを利 用 して複写

が と られ る 。 ゼ ロ グ ラ フ ィは,1枚 あ た り約6セ ン トの 単価 で,、立 派 な複写 が と

れ る。 ・
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106.複 製 処 理 の基 本的 な形 式 につ いて述 べ よ 。

次の ものは,基 本的 な複製 処 理 の例 であ る。

1.直 接 複 写 処理 『… … この 処 理で は.tカ ー ボン 面を 上 にした特 殊 な カ ー ボン紙 を原 紙の 下

に敷 い て,複 製 される マ ス タ コ ピー が 作 られ る 。原 紙 に書 くと,カ ー ボン は 原紙の 裏 面 に

付着 す る。 複製 を 行な うには,原 紙 を回 転 ドラムに装 着す る。

動 作 が始 ま ると,複 写 用紙 が 湿 り,そ れ で カーボ ンが複写 用紙 に付着 す る。

この処理 では,300枚 ま での複製 が とれ る。

2.謄 写版 …… …謄写 版 で は,繊 維性 の原 紙 や,ロ ー引 きの原紙 を用 い る。物 を書 く と,そ

の こん跡 が原 紙 に刻 み込 ま れ る。

そ の原紙 を ドラムに装 着 し,ド ラム を回 転 させ る と,原 紙 に刻 まれ て い るこん跡 を通 して

インクが用 紙 に付着 して,複 製 が な さ れ る。

この方 法 に よれば,普 通5000枚 ま で の複 製 がで きる。

3・ オ フ セ ッ ト(マ ルチ リース …-MULTエLITH)… ・… オフ セ ッ ト処 理 は
,.グ リース ・と水

とは混 じ らない こ とを利 用 してい る 。

オ フセ ッ ト処 理 で は,原 板 を作成 す る必 要 があ る。原板 に塗 りつ け られ た水 と インキ は
,

シ リンダ に移 り,そ して,用 紙 に転写 され る。

オ フセ ッ ト処 理 は,数 千枚 の複製 を作 るのに使 わ れ,ま た,複 製 された もの の 印刷 組版

さし絵 お よび網 版 の作成 に使 用 され る。

4.打 出 し印刷 …… …打 出 し印刷 は,浮 出 し模 様 あ るいは,活 字 を回転 ドラムに装 着 し て行

なわ れ る。

複 製 の結 果 は タfプ され た ものに似 て い るの で,活 字文字 の書 類 の 作成 あ るい は,良 質 な

複 製 を必要 とす る場合 に,す ぐれ た方 法 で あ る。

こ の処 理 は,人 手 に よ『る植字 を必 要 とす るので,小 量 の場 合 には割 高 とな る。

この方 法 を使 用す れ ば,10万 枚 ま で の複 製 を と るこ とが で き る。

10Zフ ァfリ ン グ装 置 とし ては 普 通 どん な もの が あ るか?

フ ァ イリング装置 の共通形 式 として は,次 の よ うな ものが あ る。

↑ 縦 型 ファ イル ………縦 型 フ ァイ リン グ装 置 で は,格 納 さ れ るものは ,縦 位置 にお か れ る。

キ ャ ビネ ッ トは,標 準的 な文書 や,規 格 にあ った大 きさの用紙 か らで きてい る種 々の形 式

お よび,大 きさの記 録類 を格納 す るの に用 い られ る。

サ イ ドプ アイ リング キ ャ ビネ ッ トも,縦 型 フ ァ イ リン グ装 置 として使 われ る。 サ イ ドフ ァ
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イ リング では,仕 切 りが横 に 開 くの で,キ ャ ビネ ッ トに入 ってい る全部 の もの を,取 り出 し

や す い 。事務 員は,キ ャ ビネ ッ トの 中 の もの を持 ち上 げ て取 り出す よ り,む しろ.前 へ 引 き

出 して取 りだ す こ と とな る。

2.直 視 式 フ ァ イ リン グ装 置

直視 式 ファ イ リング装 置の共 通 した 形 式 は,ア ル フ ァ ベ ッ ト順 にフ ァ イル された 照 合札 が

あ って,内 容 の 参 照がす ばや く行 な え る。

照 合札 の ファ イ リングは,デ ータの量 が少 な く,し か もひん ば んに,迅 速 に参 照 す る必要

があ る場 合有 用 であ る。 直 視 式 フ ァ イ リン グ 装 置 の,他 の 形 式 は,カ ー ドが 細 長 い

仕 切 り 箱 の 中 に 入 っ て お り,.参 照 に 便 利 な よ うに,そ れぞ れ の カ ー ドの一部 分 が

見え る よ うにな っ てい る。 あ る カー ドを参 照す る とき,そ の カ ー ドを,他 の格 納 さ れてい

る カ ー ドの上 に は じき上 げ るこ とが で き る程度 に,そ れぞ れ の カ ー ドをつ め て格 納 す る。

3.回 転 式 フ ァイ リング装置 …… …回 転 式 フ ァイ リン グ装 置 で は,フ ァ イ ル され る 物 は,

機械 の輪 の よ うな もの に格 納 され る。 フ ァイル に格 納 さ れて い る情 報 は,こ の輪 を回 転 さ

せ る こ とに よって,す ばや く取 り出せ る。
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108.簿 記 機械 の使 用 につ いて述 べ よ。

簿記 機械 は,本 来 印刷装 置 と一諸 に用 い られ る付 属機械 であ り,印 字 機構 や,自 動 的 に 転記

す るため に用紙 の位置 づ け をす る移 動台 をも って い る。

簿記 機械 は普 通,幾 つ か の記 録 を同時 に 転記 す る必 要 の あ るシス テ ムに使 用 され る。

例 えば,こ の種 の機械 を使 え ば,送 り状 や計算 書 の 作成 と同時 に,原 簿 カー ドに必要 な情報

を転記 す るこ とが で き る。

簿記 機械 は完 全 な 自動 式の 機械 では な い が,普 通,こ の ため に,デ ータの取扱 い方 法,様 式

の設計 お よび,処 理 手順 が変 る ことがあ る。 従 って,こ の よ うな装 置 を設 備 す るに先だ って

現 在 の〉ス テ ムお よび計 画 中 の シス テムに つい て,詳 細 な研 究 を行 な うこ とが必 要 で あ る。
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計 算 機 の プ ロ グラ ミン グ と ソ フ トウェ ア システ ム

1プ ロ グ ラ ミ ン グ の 原 理

1、 計 算 機 の命 令 とは 何 か?

計 算 機 の命 令 は,数 字,数 字 の配 列,英 文,ま たは特 殊 文字 か らな り,計 算 機 に対 して,一 定

の操 作 を行 な わせ るか,ま た は,特 定 の動 作 を行 な うこ とを指示 す るもの であ る。

計算 機 に与 え られ る命 令 は,2っ の部 分 か ら成 る。

tオ ペ レ ーシ ョン コ ー ド…… …命令 の オ ペ レ ーシ ョ ン コー ドは,ど の よ うな機 能 を行 な うべ

きか,例 えば,カ ー ドを1枚 読 め,加 算 せ よ,減 算 せ よ,移 送 せ よ,な どを指示 す るもの で

あ る。

2.オ ペ ラン ド… …… オペ ラン ドは普 通,処 理 すべ きデ ー タが格 納 され てい る記憶 装置 の中 の

場所,ま た は,デ ー タの番 地 を示す 。計 算 機 の命令 形 式は,1つ 以 上 の オペ ラン ドを含 む こ

とに注 意 し よ う。

シ ング ル.ア ドレスの 命令形 式 といわ れ るもの は,普 通,た だ1つ の オ ペ ラン ドを含 む命 令

で も って.計 算 機 に指示 を与 え る。

マルチ プル.ア ドレスの命 令形 式 とい われ る もの は ,2つ あ るい は それ以 上の オ ペ ラン ドを

含 む命 令 で もって.計 算 機 に指 示 を与 え る。

2.シ ング ル ア ドレスの 命 令形 式 を用 い る言†算 機 の基 本的 な動 作 につ い て説 明 せ よ。

シ ング ル ア ドレス の命 令形 式 では.オ ペ ラ ン ドは,処 理す べ き デ ー タの場 所 を指 定 し,普 通,

その デ ータは レ ジス タあ るいは アキ ュム レ ータの 内容 と関連 し て処理 され る。

例 えば,"ADD2000、 、と い う命 令 は,計 算 機 に よって,"t記 憶 装置 の2000番 地 にあ

るデ ー タを,ア キ ュ ム レ.一夕の 内容 に加 え よ 、、と解釈 され る。

3.マ ルチ プル.ア ドレスの命 令形 式 を用 い る計 算 機 の動 作 にっ いて説 明 せ よ 。

マ ル チプル'ア ドレスの 命令 形 式 におい ては,各 命 令 は,普 通,記 憶 装 置の 場所 を 指定 す る2

つ また はそ れ以 上 の オペ ラン ドを含む・ 例 えば ・"ADDOIO6902・958"と い う命 令

は,計 算 機 によ って,"記 憶 装 置の2058番 地 の 内容 を,記 憶 装 置の1069番 地 の 内容 に

加えt.tその 答 を1069番 地 に 置 け"と 解 釈 され る 。
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フ.ロ グ ラ ミ ン グ の 原 理

1プ ログ ラミングの原理

1.計 算機 の 命 令 とは何 か?

計 算機 の 命 令 は計 算機 に確 実 な機 能 を与 える か,特 定 の命 令 を実 行す る た めの 指示 を与 え

る 一つ の数 字,一 組 の数 字,ア ル フ ァベ ッ ト又 は特 殊 記号 で あ る。

計 算 機 に対 す る命 令 は2つ の部 分 か ら構成 され て い る。

1,オ ペ レ ーシ ・ン ・コ ー ドー… 命 令の オペ レ ーシ ・ン ・コ ー ドは計 算機 に 対 して か

ドを読 む,加 え る,減 ず る,移 送す るな どの よ うな実 行 され る べ き機 能 を指示 す る。

2.オ ペ ラ ン ド ー一… オペ ラン ドは 通 常,処 理 され る べ きデ ータの ア ドレス又 は メモ リ

の ロケ ニ シ 。ン を指示 す る。

計算 機 の 命令 形式 は1つ 以上 の オペ ラン ドを 含ん で いる こ とが ある こ とに注 意 する こ と。

1一 ア ドレス命 令形 式 で は,通 常,各 々 の命 令は た だ一 つ の オペ ラン ドを含ん でい る。 マ

ル チ ア ドレス命 令形 式 では 計 算 機 の命 令 は2つ 又 は それ 以上 のオ ペ ラ ン ドを もって い る。

2,1一 ア ドレス 命 令形 式 を利用 す る計算 機 の基 本 的動 作 を説 明せ よ。

1一 ア ドレス命 令 形式vak・い て,オ ペ ラン ドは処 理 され るべ きデ ータの ロケ ーシ ・ン を指

示 し,通 常,デ ータは レ ジス タ又 は ア キ ュム レ ータの 内 容 に関 して操 作 さ れ る。

た とえ ばttadd2000"の よ うな命 令 は 計算 機 に よ って`t2000・ 番地 の 内 容 をア キ=ム レー

タ に加え よ"と い う意味 に判断 され る。

5.マ ル チ ー ア ドレス命 令形 式 を使 う計算 機 の動 作 を説 明 せ よ。

マル チ ーア ドレス命 令形 式vateい て,通 常命 令 はそ れ ぞ れ 記憶番 地 を指 示す る2つ 又 は そ

れ 以 上 の オ ペ ラン ドを持 ってい る。

た とえ ば"addOlO'6'902058"と い う命 令は あ る計算 機 ではtt2058番 地 の内 容 を

1069番 地 の内容 に 加え,答 を1069番 地 に 入れ な さ い"と い う意味 に判 断 され る。

3一 ア ドレス 方式 で は,最 初 の2つ の ア ドレス は処 理 され るデ ータの ロケ ーシ 。ン を指 示

し,3つ 目 の ア ドレスは命 令の 結果 が格 納 さ れ る。

4.固 定語 長命 令 形式toよ び 可変 語長 命 令形 式 とは何 か?
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固 定 語長 命 令形式 に おい て は各 々の 命令 は一 定 の数 の格 納 場所 を使 用す る。 た とえ ば,

IBM-1620計 算 機 では,機 械 語 のそ れぞ れ の命 令 は2デ ジ ・ トのオ ペ レー シ ・ン ・コ ー

ドと各 々5デ ジ ッ トか ら成 る2つ の オペ ラ ン ドか ら成 っ てい る。 それ ぞ れ の命令 は ζの よ う

に 命 令 の機 能,用 途 にか かわ らず12の 格 納 場所 を必要 とす る。

可変 語長 命令 形 式 では機 械 語 命令 は1つ の デ ジ ッ ト又 は キ ャラク タか らい くつ かの デ ジ ッ

ト又は キ ャラク タ に変 え る ことが 出来 る。 た とえ ば,IBM-1401計 算 機で は,1つ のキ ャ

ラク タが カー ドを読 む命 令 に な る。 この場 合,オ ペ ラン ドが必 要な い こ とに注 意 す る。 ま た,

命 令 に よっては 正 確 に実 行 され る ため に1つ 又 はそ れ以 上 の オペ ラン ドを必要 とす る。 命 令

形 式 と記憶 場所 の数 は この よ うにそ れ ぞれ 個 有 の動 作 に よっ て変 って くる。

5.イ メデ ィエ イ ト ・ア ドレ ス(IInmedia七eAddressing)と は何 か?

ある計 算 機は イ メデ ィエ イ トア ドレス を 可能 にす る命 令 を持 っ てい る。 直接 ア ドレス では

命 令の1部 の ア ドレ ス をデ ータ と して 指示 す る。 た とえ ば,

Addimmediat,eO102500005こ の命 令は01025番 地 に5を 加 え よとい

う意味 で ある。 この命 令 の2っ 目の オペ ラ ン ドは命 令 の1部 と して直 接表 わ して いる。

6.間 接 ア ドレス(工ndireo±,Addressing)と は何 か?

命 令 のオペ ラ ン ドが デ ータの ア ドレス そ の もの を指示 す る とき,こ れ を 般直接 ア ドレス"

と呼 ぶ。間 接 ア ドレス は命 令 の ア ドレス部 分 で示 され る番 地 の内容 がデ ータの 入 って い る 記

憶 場所 の番 地 を与 え る命令 形式 で あ る。 た とえ ば,

Add1206412090(12090は 間接 ア ドレス で ある)

この命 令 はtt12090番 地 の 内容 で示 され る番 地 の 内容 と,12064番 地 の 内容 と を加 算

しな さ い"と い う意味 で ある。

間接 ア ドレス は一 つ の命 令 を変 更 す る こ とに よっ て,そ れ に間 接 的 に 関連 してい る全 て の

命 令 を効 果的 に変 え る こ とを 可能 にす るア ドレ ス修 正 の方 法 で あ る。

ス 計算 機 システ ム を使 用す る命 令の 基 本 的 な形 と しては どん な もの が あ るか?

一 般 に計 算機 の 命令 は 次 の広 い分 類 の1つ に な る。

1

2

5

4

5

入 出 力

内部データ移送

算 術 演 算

論理,分 岐作用

そ の 他
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8.カ ー ド ・シ ス テ ム 計 算 機 で 利 用 さ れ る命 令 の い く ら か の 特 定 の 形 式 に は どん な も の が あ る

か?

次 に 示 す の は 多 く の 計 算 機 の 一 般 的 命 令 の 大 略 で あ る。

].入 出 力 命 令

Reedacard(カ ー ドを 読 め)

W「iteo「P「int・aline(一 行 印字 せ よ)

・Punchacard(カ ー ドを パ ン チ せ よ)

Carriagecont、rol,skip,space,et,c(改 行 制 御 等)

2.演 算 命 令

Add(加 算)

Subt・ract・(減 算)

Mul†iply(乗 算)

Dlvide(除 算)

Olea「andadd(払 っ て 加 算)

5.内 部 デ ー タ の 移 送

Moveort,ransmi±,field(フ ィ ー ル ドの 移 送)

Moveor .t,ransmit+charact,er(キ ャ ラ ク タ の 移 送)

Transmit,reeord(レ コ ー ドの 移 送)

Trancemit,charao±,erimlnedユa七e(直 接 の キ ャ ラ ク タ移 送)

(あ る計 算 機 に よ っ て は 直 接 命 令 は オ ペ ラ ン ドを デ ー タ ア ドレ ス と して で は な くデ ー

タ と して 使 用 す る 。)

T「ansmitfieldim皿edia七e(イ メ デ ィ エ イ トの フ ィ ー ル ド移 送)

4.論 理 命 令

Compare(比 較)

Oompareimmediat,e(直 接 の 比 較)

5.分 岐

Unc。ndit,ionalbranc.h(無 条 件 分 岐)

Branch・nc。ndi†i・n(条 件 分 岐)

(数,フ ィ ール ド,デ ジ ・ トの 比 較 の 結 果,計 算 機 は も し あ る 数 が 他 の 数 よ り大 き

い か,小 さ い か,等 し い か,等 し く な い か の 場 合 に 分 岐 す る よ うに 命 令 さ れ る 。,
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も し比 較 の 結 果,テ ス トさ れ た 個 々 の 条 件 に なけ れ ば,計 算 機 は 蜆 貝極 り次 の命

令 を 順 に 実 行 す る 。)

Branchifswぶchesare.on(ス イ ッチ が オ ン な ら 分 岐)

Branchonlas七card(ラ ス トカ ー ドで 分 岐)

Branclhonwordmarkorflag(ワ ー ド ・マ ーク 又 は フ ラ ッグ で 分 岐)

6,そ の 他 の命 令

Noopera七ion(無 効)

Holt,(停 ,止)

Set,flogorwordInark(フ ラ グ 又 は ワ ー ド ・マ ー ク の セ ッ ト)

Clearflagorwordmark(フ ラ グ 又 は ワ ー ドマ マ ー ク の 消 去)

ReturnCarrlageonconsolet・ypewl†er

(コ ン ソ ール ・タ イ プ ラ イ タ の 復 帰 命 令)

Tabulatecarrlageonconsole±,ypewrlte「

(コ ン ソ ー ル ・タ イ プ ラ イ タ の タ ビ ュ レ ー ト進 行)

9.ハ ウ ス ・キ ー プ とい う用 語 に つ い て 説 明 せ よ。

ハ ウス ・キ ー プ(準 備)は 処 理 に 必 要 な命 令 を実 行 す る プ ロ グ ラ ム の 前 に処 理 に 必 要 な定

数,変 数,イ ニ シ ャ ラ イ ズ の 手 順 や 命 令 を指 定 す る 。 ハ ウス ・キ ー プ の 処 理 に は ア キ ュム レー

タ の ク リア,フ ィ ー ル ドの 制 定,エ リア の 確 保,ス イ ッチ の セ ッ トな どの よ う な命 令 も 含 む。

10.ル ー プ の概 念 を簡 単 に 説 明 せ よ。

ノレー プ の概 念 は 命 令 の 論 理 的 な 順 番 を く り返 す とい う計 算 機 能 力 の 基 礎 と な る 。

ル ー プ は 通 常 次 の よ うに な っ て い る 。

1.準 備._処 理 を 始 め る 前 に あ ら か じめ 定 め られ た 大 き さ に カ ウ ン タ,ス イ ・チ な ど必

要 な もの を準 備 す る 。

2.処 理 ・t-・プ ロ グ ラ ム の 主 要 部 分 を 実 行

3,修 正 … 一 ア ドレ ス 又 は デ ー タ が 新 しい 値 を用 い て く り返 し実 行 す る よ うに 加 減 す る 。

4.テ ス ト… 一終 端 の 命 令 で は,加 減 さ れ た ア ドレ ス 又 は デ ー タ は あ る予 定 の 値 に 対 し て 比

較,テ ス トさ れ る。 プ ロ グ ラ ム は 希 望 す る回 数 を 実 行 した と き,計 算 機 を停 止 す る よ う に

命 令 す る。

11,イ ン デ ッ ク ス と は 何 か?

イ ン デ ック ス は ア ドレ ス 修 正 の 一 つ の 形 式 で あ る。 そ れ は"実 際 の ア ド レス"を 得 る た め
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に レ ジス タ(イ ンデ ックス ・レジス タ)の 内容 と ある ア ドレ ス と組 合せ るの で ある。

次は インデ ックス法 の基 本 的 な利 点 で ある。

1.修 正は格 納 され た ア ドレス を変 え ず に行 な うこ とが 出来 る。 た だ イ ンデ ックス レ ジス タ

の 内 容 を変え るだ け で あ る。

2.多 くの ア ドレスは1つ の レ ジス タの内 容 を 使 うこ とに よ って変 え る ことがで きる。

5.ア ドレ スの修 正 に必要 な命 令 の 数 が非 常 に減 らされ る。

12.サ ブル ーチン とは何 か?

サ ブル ーチ ンは あ る特 定 の処 理単位 を実 行 す る ため の標 準化 され た一 つの命 令 群 と定 義 さ

れ る。 一度 書 か れ たサ ブル ーチ ンは 同 じような形 の オペ レ ーシ 。ンや命 令群 を必 要 とす る他

の い ろ いろ のプ ログ ラムに利用 す る ことが 出来 る。

サ ブル ーチ ンの ライブ ラ リは 多 くの計 算 機 に利 用 出来,ラ イブ ラ リ ・サ ブ ル ーチ ン と よば

れ る共 通 の フ ァイル に入 って い る。何 年 もの 間 に数 多 くのプ ログ ラムが 多 くの 装 置 に標 準化

され た問題 に使 用 で きる よ うに開 発 され た。 そ して,そ れ らの プ ログ ラムは生 産 者や ユ ニザ ・

グル ープが容 易 に利 用 する こ と がで きる。

サ ブ ル ーチ ンの い くつ かの 一般 的 な形式 と して(機 械 のハ ー ドウェア能 力 では 処理 が 不 可

能 な)掛 算 や割 算,ス ケ アル ー トの よ うな数理 的 な操 作 や編 集,そ の他 の種 々の ア プ リケ ー

シ ・ン が含 まれ てい る。

15.オ ープ ンサ ブル ーチ ンお よび ク ロ ーズ ドサ ブル ーチ ン とは何 か?

オ ープ ンサ ブ ル ーチ ン … 一オ ープ ンサ ブル ーチ ン は プ ログ ラムの メ イン ラ イン に直 接 挿入

され る もの で あ る。 オ ープ ンサ ブ ル ーチ ンが く り返 し使 われ る場 合 には,そ れ がそ の都 度 プ

ログ ラムの各 所 に挿 入さ れ る。 オ ープ ンサ ブ ル ーチ ンは ク ロ ーズ ドサ ブ ル ーチ ン よ りも記 憶

場 所 を余 計 に使 用す るが処 理 時間 は ク ロ ーズ ドサ ブ ル ーチ ン より も早 い。

ク ロ ーズ ドサ ブ ル ーチ ン ー… ク ロ ーズ ドサ ブ ル ーチ ンは プ ログ ラムの メイ ン ライ ン に挿 入

され ない もの で あ り,メ イン プ ロ グ ラ ム で 必 要 な ときは くり返 して利 用で きる。 ク ローズ

ドサ ブ ル ーチンは メイ ン ・プ ロ グラ ムか らサ ブル ーチ ンへ の入 口,お よびサ ブ ル ーチ ンの実

行 の あ との メイ ン ・プ ログ ラ ムへ の戻 り口へ の移 行 のた め にあ る特 定 の リンケ ー ジの 形 式又

は シ ーケ ンス の呼 び だ しを使 用 す る とい う特 徴 を もつ。 クロ ーズ ド ・サ ブル ーチ ン は記 憶場

所 を経 済 的 に使 用 す るが,リ ンケ ージの 必要 な度 合 に応 じて実行時 間 は増 加 す る。
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プ ロ グ ラ ム プ ログ ラ ム

}
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ー

ズ

ド

ー

オ ー プ ンサ ブ ル ーチ ン ー ク ロ ー ズ ドサ ブ ル ー チ ン

14.マ ク ロ とは 何 か?

マ ク ロは ソ ース プ ログ ラムに お い て使 う命 令 で あり,あ る操 作 を実行 す るた めの 完 全 な1

組 の機 械 語命 令群 に変 換 され る。

マ ク ロは オ ー プ ンサ ブノレーチン の1形 式 で ある 。 マク ロは入 出力 ノレーチ ン,演 算 動 作,ス

ケ ー リン グ(Soaling)な どに使 わ れ る。

シス テ ムマ ク ロ とはア セ ンブ リ ・シ ステ ム の 一部 として組込 まれ た マク ロで ある。 プ ログ

ラマ マク ロ とは1つ の アセ ン ブ リ実 行 を通 して その プ ログ ラム に よ って のみ 使 われ る定 ま っ

た1組 の命 令で ある。

15.デ バ ッギ ング とい う用語 の意味 は?

デ バ ッギ ング は計 算 機 を 目的通 り実 行させ る ため に プ ロ グ ラムの命 令 に あるエ ラ ーを訂正

す る処理 の こ とで あ る。

プ ログ ラム の中 の エ ラーは 書 き誤 り と論理 的 な誤 りの二 種類 に分類 さ れ る。 次 に示 すの は

代 表 的 な 書 き誤 りの エ ラーで あ る:コ ーデ ィン グ シ ー トにオ ペ レ ーシ 。ン コ ー ドを間違 って

書 き写す。 キ イパ ンチの誤 り,命 令 の脱 落 な ど。

もう一 つ の論 理 的 な誤 りは 発見 が 困 難 な エ ラー で ある。 この ような論理 的誤 りは最初 の 計

画(プ ラ ンニ ン グ)や 問題 の論理 的 組織 的 なフ ロ ーチ ャ ー ト作成 の時 点 で の誤 りと して発 見

さ れ る。
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16プ ログ ラム の テス トや デバ ッギ ング に使 う基本 的 手法 とは どん な もの が あ るか?

全 ての プ ログ ラム は正 規 の事 務処 理 に使 われ る 前に綿 密 に テス トされ る。

次 の手法 は プ ログ ラムの テ ス トや チ ェ ックア ウ トに しば しば使 われ る。

1.机 上 チ ェ ・ク … 一机上 チ エ ・クは書 き誤 りと論 理 的 な誤 りを捜 しだす た めに フローチビ

ト,コ ーデ ィ ング シ ー ト,オ フ ライ ン リス トを手 作業 で再 検 査 す る処 理 で あ る。 しば しば

そ の ため には プ ログ ラムの 解 答 を得 るの に,別 の 観 点か ら検 討 す る よ うに別 の プ ログ ラ マ

が チ ェ ックす る こ とが望 ま しい。 机上 チ ェ ック の1つ の方 法 は計 算 機 の動 作 をまね て プ ロ

グ ラム の中 の 各 々の命令 に対 し頭 の中 で考え な が らステ ップ を追 って い くこ とで ある。

2.プ ログ ラ ム リステ ィ ング … ・プ ロ グ ラム リステ イ ングは ア セン ブル又 は コンパ イル処理

の副 産物 と して得 る ことがで きる。 プ ログ ラム ・リステ ィ ング は通 常,機 械 語 命 令 とそ れ

らの命 令 に関連 した記 憶場所 の他 に ソ ース ・プ ロ グ ラムが含 ま れて い る。通 常 の チ ェ ソク

の形 と して は無 効 なオ ペ レ ー シ 。ン ・コ ー ドや 定 義 して い ない レーベ ルの よ うな エ ラーや

同様 な書 き誤 りを チ ェ ックす る機 能 が アセ ン ブ ラ又 は コ ンパ イ ラに組 み 入 れ られて い る こ

とで ある 。

プ ロ グ ラ ム ー リ ス ト

5.ト レ イ ス ・ル ー チ ン(TraceRou七ines)一 一… ト レ イ ス ・ル ー チ ン は プ ロ グ ラ ム

の 命 令 の 詳 細 な 分 析 をす る 。 こ れ は 個 々の 命 令 の 実 行 を制 御 し,命 令 の 実 行 の の ち の 個 々

'
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の命 令 の番 地,命 令そ して い ろ いろ の レ ジス タ の内 容の リス トを用 意 す るた め の実 行 ル ー

チ ンの 制御 に よ リプ ログ ラム を実 行 す る こ とに よって達 す る こ とが で きる。

4.テ ス ト ・デ ータ ー… プ ログ ラムは アセ ンブ ル又 は コン パ イル され た あ とで もプ ログ ラム

の 中 に はまだ論 理 的 な誤 りが存 在 す る可能 性 が あ る。 した が って,テ ス トデ ータ は プロ グ

ラム が どん な場 合 に出 合 って も正 確 に処 理 す る こ とを保 証 す るため に使 わ れ るの に絶対 必

要 である。

テ ス ト ・デ ータは 全て の動 作 が テ ス トされ る よ うに,注 意 深 く検討 され な け れば な らない。

5.メ モ リ ・ダ ン プ ー… プロ グ ラムの 中の特 定 の場 所,特 にテ ス ト ・ライ ンの間 にプ ログラ

ム が停 止 す る点 の メモ リーの 内容 の 記録は しば しばほ しい もので あ る。 い ろ いろ の 記 憶場

所 の 内容 の プ リン トは メモ リ ・ダ ン プに よって調 べる こ とが 出来 る。
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メ モ リ ・ ダ ン プ

6コ ン ソール ・デ パ ッギ ン グ ーーーープ ログ ラムの 中 の誤 りの発見 の1つ の方 法 にコ ン ソール

の 利 用 も 含 ま れ る 。 ほ とん どの計 算機 では プ ログ ラマが 手動 で一度 に 一つ ずつ 命 令 を実

行 させ る ことが 出来 る。 この方 法 は いろ い ろの 記 憶場所 の内容,実 行 さ れつ つ あ る命 令 な

どが コ ン ソ ーノレ上 に視 覚的 に表 示 さ れて,プ ロ グラマ がそ れ らを十 分 に観 察 す る ことが で

きる。 た とえ,コ ン ソール デバ ・ギ ングが 計算機 時 間上,有 効 な方法 で な くと も,こ の方

法 は ある場 合 には 効果 的 で ある。

17プ ログ ラムフ ロ ーチ ャー トとは 何 か?

プ ログ ラム フ ロ ーチ ャ ー トは計 算 機 におけ る処 理,決 定,論 理 的操 作,実 行の 手 順等 の詳

細 な図形表 示 で あ る。 次 図は プ ログ ラ ム フ ローチ ャ ー トの 実例 であ る。
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18.デ シ ジ ・ン ・テ ーブル とは何 か?

デ シ ジ ・ン ・テ ー ブル は複雑 な数 多 くの結 果 を も って い る問題 をは っ き りさせ る た め に準

備 され た標準 的 な一定 の方 法 で あ る。 デ シ ジ ・ン ・テー ブル の 基本 的 な 目的 は容 易 に 記録 で

き,理 解 で きる方 法 で正 確 な論理 的解 答 を完 全 に表現 す る こ とで ある。

プ ロ ブレム ・ステ ー トメ ン ト

ttも し信 用限 度 がOKか
,支 払状 況 が 良好 な らば承認 す る6'

デ シ ジ ョン ・テ ーブ ル

信用限度はOK Y N N

支払状況は良好 Y N

承 認 す る X X

承 認 し な い X

プ ロ グ ラ ム ・フ ロ ー チ ャ ー ト(1部 分)

YES信 用限度

OKか

NO

支払 状 況 は

良好 か

NO

YES
∈

承認 しない

↓

承 認 す る)
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19.選 択 に よる ソーテ ィ ング の基 本 概 念 につ い て説 明せ よ。

選 択 に よる ソーテ ィング の 一つ の方 法 は 一連 の レコ ー ドの全 ての キ イ を比較 し,一 番 小 さ

い キ イの もの を選 び だ す こ と を基礎 と して い る。 そ してそ の 一番 小 さい キ イを ソー トされ た

結果 を入れ る記憶 エ リアの 最初 に入 れ る。 次 の手続 では,最 初 に選 ばれ た レコ ー ドは並 び変

え で ない レ コ ー ドか ら取 り除 き,並 び変 え て い ない レ コー ドの 中 の次 に小 さい キ イの もの を

比較 選 択す る。 この 並 び変え て い ない レコ ー ドの中 か ら最 小の キイ を選 択 す る 処理 は一 連 の

レ コ ー ドが終 るま で続 け る。

この シ ステ ムは プ ログ ラム を作 る のに割 合 に容易 で ある。 しか し,ソ ー テ ィ ングの処 理 は

大 量 の レ コー ドで は 時 間 を多 く要す る。 た とえ ば,ソ ー トす る レコ ー ドが5,000あ れ ば,

5,000回 の実 行 が必 要 で あ る。 この ように基本 形式 の ソ ーテ ィング の処 理 で は9,000POO

の キイ に分析 して ソー ティ ン グの 処理 をす る必要 が ある。 そ の 上,こ の方 法 は ソー トした も

の と しない ものの 両 方 の格納 場 所 を用 意 しなけ れ ばな らない の で,た くさん の格 納 場所 を要

す る とい う欠 点 が あ る。

20,交 換 に ょる ソ ーテ ィ ング の概念 につ い て説 明 せ よ。

交 換 に よる ソーテ ィン グは ソ ー トして い ないvコ ー ドの 中 で隣接 の2つ の レ コ ー ドが比 較

され,そ れ に よ って順序 が入 れ換 え られ る,そ れ が ソ ー トの完 成す る まで 順次 くり返 され る。

交換 に よ るソ ーテ ィ ン グは比較 さ れ るキ イの選 び方 が選 択 に よる もの と ちが っ てい る。 交換

に よる ソ ーテ ィン グ では隣 接 の キ イだ けが 比較 さ れ,選 択 に よる ソーテ ィン グ では与 え られ

た キイは 他 の ソ ー トさ れ て い な い全て の レ コ ー ドに対 して比 較 され る。

次 の表 は,交 換 に よ る ソ ーテ ィン グの 概 念の 図 解 で ある。

ソ ー トす る前

第1段 階

第2段 階

05,

05,

01,

99,

01,

05,

1

9

9

0

Q
'

9

上 の簡 単 な例 の中 で,05は 最 初99と 比較 され,05が 小 さ い ので交換 しな い。 次 に

99が01と 比 較 さ れ,01カ し1・さ いの で この キ イは99と 交 換 す る。 第2段 階 では05

は01と 比較 さ れ01が 小 さ いの で05と 交換 す る とし(うよ うに,こ の処 理 は全 ての レコー

ドが ソ ー トされて 終 るま で 続 け る。

交 換 に よる ソーテ ィ ングは 一 連 の レ コー ドが 多い と時 間 が かか る が,そ れ に要 す る 内部 記

憶場 所 は通 常 で は少 ない。
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21.挿 入 に よるソ ーテ ィ ングの基 本 概 念 につい て説 明せ よ。

挿 入 に よる ソーテ ィン グ は各 々 の レ コー ドを直接大 小 の 順 番 に並 べ 変え る。 一 連の レ コ ー

ドの片 方の端 か らは じめ て,ソ ーテ ィング は最初 の レ コー ドを基 準 と して2番 目の レ コ ー ド

は2つ の レ コ ー ドを順番 に並 べる ため に最 初 の レコ ー トめ 前 か す く後 にお く。 そ して3番 目

の レコ ー ドは 最初 と2番 目の レ コ ー ドとの比較 に よ って一 番=前か間 か後 か に挿入 され る。

挿入 に ょる ソーテ ィ ン グは通 常 で は少 ない ア イテ ム に効果 的 で ある。 しか しなが ら,ソ ー

トさ れる ア イテ ム の数 が多 くな った と き,た くさん の レコ ー ドの置 き変 え が 必要 で,従 って

そ れ相 当 の 時間 を 要す る。 挿入 に よ るソーテ ィン グでは 通 常,レ コ ー ドの長 さが問 題 で あり,

キイ の長 さ は 重要 で は ない。

22.ラ テ ィ ックス(デ ジ ット)ソ ーテ ィン グ につ い て説 明せ よ。

デ ジ ッ ト ・ソ ー トの 基礎 的 な形 式 は 一つの テ ープか らレ コ ー ドを読 み,キ イ又 は コ ン トロー

ル ・フ ィール ドの1字 の値 に よ って10の テ ープ にそ れ らを 分配 す る。 最 初 の レ コ ー ドは 単

位 の 桁 につ い て,2番 目は10の 単 位 の桁 につ い て とい う よ うに。 た とえ ば,デ ジ ・ ト ・ソー

テ ィング では コン ソ ール ・フィ ール ドの単位 の 桁 が0で あ る 全 ての レコ ー ドは0番 の テ ープ

に,1で あ る レ コ ー ドは1番 の テ ープ とい うよ うに 入 れ られ る。 これは ユ ニ ッ ト ・レコ ー ド

装 置(Unit,RecordEquユpmentパ ン チ カ ー ド装 置 な ど)を 使用 して,ソ ーテ ィン

グ を行 な うの と同 じ概 念 で ある。

デ ジ ッ ト ・ソ ーテ ィング で 使 うテ ープ操作(PaSS)の 回数 は コン トロ ール ・フ ィール ド

の長 さ に よ って決 定 され る。 その 回 数 は使用 す る テ ープの 数 に制 限 が ない な らば,コ ン トロー

ノレ・フ ィール ドの 長 さ プ ラス1で あ る。 付 加 した一 つ は 最 後 の 出力 テ ープ を1本 に作成 す る

ため に 必要 とな る。

一 番 簡単 な形 の デ ィジ ット ・ソ ーテ ィング は読 み書 きを同時 に 出来 る20の テ ープ装 置 を

必 要 とす る。 実 際上 で は20の テ ープ装置 は利 用 出来 ない ニテ ープ装置 の数 は減 らす こ とが

で きる が,そ の た め に操 作 の回 数 は 増加 す る。10個 の テ ープ 装置 が使 用で きる と きはキ イ

の1デ ィジ ッ トにつ き2回 の操 作 が 必要 とな る。 この方 法 に よってい ろ い ろ のキ イは 最初 の

操 作uane・い て,各 々の テ ープ で指 定 され て い る2デ ジ ッ トの 値 に よ5て5つ の フ ァイ ル に分

配 され る。10個 の テ ープ装 置 を使用 す ると きに操 作 の 回数 は キ イのデ ジ ッ ト数 に1を 加え

た値 の2倍 だ け 必要 で ある。

25.ソ ー ト ・マ ー ジ方 法 の基 礎 的 概念 につい て説 明せ よ。

レコ ー ドの大 きな リス トに対 す る 分類 には ソ ー ト ・マ ー ジ方 法 が良 く使 わ れ る。
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この方 法 は比 較 的処 理 時 間 が短 か く,ま た ソ ー トされ る べ きア イテ ムの リス ト全部 が 一 度

に 計 算機 の メモ リに蓄 積 さ れ る 必要 がな いの で,そ れほ ど大 きな記憶 場 所 を 必要 と しない。

ソ ー ト ・マ ー ジ方法 で は ソ ー トされ る情報 は磁 気 テ ープがデ ィス クに記 録 さ れ てい る。計 算

機 本体 の内部 での ソ ー トは レコ ー ドの 一部 分 につ い て実 行 され,レ コ ー ドの 一部 分 が内 部 で

ソ ー トされ た後,出 力 テ ー プに 記録 され る。 つ づい て次 の部 分 が計 算機 内 部 で ソ ー トされ,

続 い てテ ープ に格 納 され る。 た とえ ば2,000の レコ ー ドを ソ ーテ ィン グす る と き,本 体 内

での ソー トは 一度 に500の レ コ ー ドに つい て ソー トを実 行 す る。 その 結 果,ソ ー トされ た

(各 々が500の)4つ の 個 別 の部 分がで き る。 これ らの部 分 の2つ は1本 の テ ープに記録

され,他 の2つ は も う1本 の テ ープに記録 され る。 次 は よ り長 い 一連の レ コ ー ドを作 るため

に マ ージす る 。 この処理 は順番 に並 べ られ た一 つ の列 に な るま で実 行され る。 ソ ー ト ・マ ー

ジは最 低5つ の テ ープ装置 で実 施 さ れる が,実 行 に要す る回数 を減 らす た め4つ かそれ 以 上

あれ ば望 ま しい。

マ ー ジは レコ ー ドの 列 が より長 くなった と きには ソ ーテ ィン グ時間 との 面 で非常 に能 率 的

で ある。そ の た め に マ ー ジされ る列 は 出来 るだ け長 くす る 。 一般的 にい って,最 初 の列 が少

な くて長い ほ どマ ージ に よって よりす ばや く ソーテ ィン グが 行 なわ れる。

∬ 変 換 プ ロ グ ラ ミン グ。シ ス テ ム

24.ア セ ンブ ラ とは何 か?

アセ ンブ ラは 記 号形 式 で書 かれ た プ ログ ラム を機 械語 命 令 にす る ため に働 く計算 機 の プ ロ

グ ラ ムで ある。 アセ ンブ ラは 通 常 入 力 の記号 コ ー ドを1項 目毎 に機械 語命 令 に翻 訳す る。 す な

なわ ち,一 つ一 つ の記 号命 令 は そ れ ぞれ 機 械語 命令 に変 え られ る。変換 さ れ た機械 語命 令群 は

は しば しば"オ ブ ジェ ク ト ・デ ック"と 呼 ば れる。
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アセ ンブ リ言 語 のプ ロ グ ラム

25.コ ンパ イ ラとは何 か?

コンパ イ ラは ア セ ンブ ラ と機能 が似 てい る計 算 機 の プ ログ ラム である が アセ ンブ ラよ り強

力 で ある。 コ ンパ イ ラは 記号 形式 で書 かれ た命 令 を解釈 して機械 語形 式 の 出力 を 出 じる。 し

か しなが らコ ンパ イ ラは,1つ の 記号 命 令 か らい くつ か の機 械 語 命令 を生 じる ことが で きる。

フォ ー トラン と コボ ル は機 械 語 命令 を得 る ため に コンパ イ ラ を使 う代 表的 なプ ログ ラム言 語

で ある。

26.機 械 語 とは何 か?

機械 語又 は実 際 の 言 語(Actua1)は 計算 機 に特 別 な動 作 を行 なわせ る よ うに する右 め の

一 連 の 数字 ,英 文字,特 殊 記号 の集 ま りで ある。 機 械語 プ ログ ラ ムは 計 算 機 を最初 に使 った

ときに利 用 さ れた け れ ど も機械 語 の命 令 を記号 で表 示 す る こ とに よつて,プ ログ ラ ミ ング を

を非 常 に簡 単 にす る よ う な便利 な シス テ ムが開 発 され た。

27ニ ーモ ニ ック ・オペ レ ーシ ョン ・コ ー ドとは何 か?

ニ ーモ ニ ック ・オペ レ ーシ 。ン ・コ ー ドとはオ ペ レ ー シ ・ンの 名 前 がオ ペ レ ー シ ・ン の意

味 を覚え や す くす る よ うに略 式 表現 された もの の1つ で あ る。 た とえ ば,加 算の ニ ューモニ 。

ク コ ー ドはttAdd",減 算 はecSub"と い う よ うに。
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命 令 の 例

28.記 号表 示 で 書か れ た プ ログ ラ ム をア セン ブ リ又 は コ ンパ イルす る に必要 な処 理 につ い て簡 単

単 に説 明せ よ。

次 に示 す の は プ ログ ラム をア セン ブ ル又 は コンパ イルす る に必要 な基 本的 なス テ ップ で あ

る。

1.プ ログ ラム を記号 表 示 で書 く… 一プ ログ ラ ムは,記 号 表 示 で通 常1行 に1つ の命 令 が書

か れて い る。 そ して カ ー ド,紙 テ ー プ又は磁 気 テ ープの よ うな入 力形 式 に記録 され て い る。

2.ア セ ンブ ラ又 は コ ンパ イ ラを ロ ー ドす る 一合ーーア セ ンブ ラ又 は コ ンパ イ ラは 記憶 部 に格 納

さ れ 記号命 令 を'機械 語 へ の変 換 を実 行す る命 令 を計 算 機 に準 備す る。
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5.計 算'機にシ ンボ リ ック ・プ ログ ラ ムを ロ ー ドす る シ ンボ リ ック ・プ ログ ラム又 は ソー

ス ・プ ロ グラ ムが 計算 機 に ロー ドされ,ア セン ブ ラ又 は コ ンパ イ ラは入 って くる記号命 令

を処理 し,機 械 語 に変換 す る。 プ ロセ ッサ は 普通,記 号命 令 を2回 計 算機 に送 り込 む必 要

が あ る。 最初 の 段階 で は シ ンボ リック ・プ ロ グ ラムは正 しい命 令 コ ー ドで あ るか チ エ ・ク

され,必 要 な メモ リの 量 が決定 され,ニ ーモ ニ ック ・コー ドは実 際 の コー ドに変 換 され,

定 数 を蓄 積す るた め の記憶場 所 を割 り当 て,レ ーベ ル表 が作成 され る。 次 の段階 では 記 憶

場 所 をク リア し"オ ブ ジェク ト ・プ ログ ラム"又 は機 械 語 命令 でパ ンチ ・カー ドに ロ ー ド

す る。

4.オ ブ ジ ェク ト ・デ ェ ック とデ ー タ を ロー ドす る。 オ ブ ジェ ク ト ・デ ェ ック又 は機 械

語 命 令 が出来 れ ば,プ ログ ラムは 処 理 の用 意 が整 う。 オ ブ ジ ェク ト ・デ ィ ック に続 いて,

デ ータが 計 算機 に ロー ドされ,処 理 が始 ま る。

機 械 語
プ ロ グ ラ ム の 組 立 記 号

機械語

キ イ
パ ンチ

オブジ ェク ト

プ ログ ラム

オブジ エクト

プ ログラム

キ イ
パ ンチ

ソ ー ス

プ ロ グ ラ ム

オブ ジ ェク ト

プログラム

ソ ー ス

プ ロ グ ラ ム

オブジ エク ト

プ ログラム
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29翻 訳 ル ー チ ン(InterperetlveR。utユne)と は 何 か?

翻 訳 ル ー チ ン は 命 令 を翻 訳 し,す ぐに 実 行 す る 記 号 形 式 の プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 で あ る 。 ソー
■

ス ・プ ロ グ ラム は翻訳 ノレーチ ンに よって ,機 械 語 の オブ ジェ ク ト ・プ ログ ラ ムに アセ ンブ ル

され ない こ と に注 意 す る。 そ の か わ りに プ ロセ ッサ ー は ソ ース プ ログ ラム と一 緒 に ロ ー ドさ

れ,デ ータは直 接計 算 さ れ る。翻 訳 ノレー チ ンは一回 の 操 作(Pass)で 命 令 の翻 訳 と実 行 の

両 方 を行 な うの で計 算機 は処理 され たデ ータの結 果 だ け を出 力す る。

翻訳 ル ーチ ン は時 に は"ロ ー ド アン ド ゴ ー"と い われ てい る。 この形式 の プ ログ ラム

は1度 だけ の仕 事 を処 理 又 は 計 算す るため には 良 い。 しか しな が ら,翻 訳ノレーチ ンに よる処

理 は,オ ブ ジェ ク ト ・デ ィ ・ク を作 る形式 の プ ログ ラ ム よ り通 常 では 時 間が かか る。

30.ユ ーテ ィ リテ ィ ・プ ログ ラム とは 何か?

ユ ーテ ィ リテ ィ ・プロ グ ラ ムは全 てのデ ータ処理 の応 用 で共 通 な,あ る機能 を くり返 して

実 行 す る と きに使用 す る ため に 作 られ た プ ログ ラムで ある。 次 は 良 く使 われ るユ ーテ ィ リテf

ル ーチン の例 で あ る。

LOadrOU七 ■neS(ロ ー ド)

ClearstOrage(記 憶部 の ク リア)

Prlnt・s七 〇rage(記 憶部 の書 出 し)

Cardtot,ape(カ ー ドー テ ープ変 換)

Tapetocard(テ ープー カ ー ド変 換)

S・rtr。uatlnes(ソ ー ト)

5/レ ポ ー ト ・プ ログ ラム ・ジェ ネ レ ータとは何 か?

レ ポ ー ト ・プ ログ ラム ・ジェ ネ レー タは単 に求 め る レポ ー トの 必要 な内容 と形式
,実 行 さ

れ るべ き計 算,そ して,入 力 フ ァ イル に 関す る情 報等 を与 え る ことに よって完全 なデ ータ処

理 の レポ ー トを 作 っ て くれ る よ うに準 備 され た プ ログ ラ ミン グ シス テ ムの形式 の一 つ で ある。

与え られ た条 件 に よ って,プ ロセ ・サは 入 力 カ ー ドか ら レポ ー トを作 る機械 語 命 令 に変換

す る こ とが 出来 る。

RPGに 使 われ る内訳 は通 常 次 の ようにな っ てい る。

↑ フ ァイル 種 別 の 内訳 一 使 わ れ る入 出力装 置 を記述 し,入 出 力装置 に フ ァイル 名 をつけ

る。

2入 力 の 内訳 一 カー ド欄 に デ ー タ,関 連 ある フィ ー ド名,コ ン トロ ール ・パ ンチ な ど使

用す る 入力 に つ い て記 述す る。
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3.計 算 の内訳 一 実 行 され る べ き計 算 につ い て記述 す る。

4.出 力の 内訳 一 プ リ ン トレポ ー トの 形式又 は パ ンチカ ー ドに記録 す る フ ィール ドな どの

よ うな出力 形式 を記述 す る 。

5.使 用 ファ イル の 内訳 .一 索表 を使 う と きは記 述 した表 を使 う。

次 にRPGを 使 って書 かれ たプ ログ ラ ムの内訳 を例 示 す る。
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52.モ ニ タ又 は オペv－ テ ィング シ ステ ム とは何 か?

モ ニ タ又 は オ ペ レ ーテ ィング シス テ ム は通 常 コン トロール ・ル ー チ ンの管理 と整理 の も と

に実 行 され る いろ い ろの言 語処 理 や サ ー ビス ・プ ログ ラムか ら成 ってい る。

オ ペ レ ーテ ィ ング ・シ ス テ ムの機 能は 比較的 単 純 なパ ッチ処理 の プ ログ ラム を用 意 し,ほ

とん ど完 全 に手 作 業 の 介在 をな く して連 続 ジ.ブ を行 な うよ う な基 本的 な 作業 か ら動 的 なコ

ア割 り付 け や,マ ル チ プ ログ ラ ミング におけ る シス テ ム 手順 の制 御 の よ うに非常 に複 雑 な操

作 に ま で達 してい る。 オペ レ ーテ ィ ング ・シス テ ム の初 歩 的 な利 点 は オ ペ レ ーシ ・ン を実行

する の にほ とん どノ ース ト・プ で行 なえ る ことで ある。 計 算 機 の操 作 は通 常1/0構 成 の変

更 又 は1組 の プ ロ グ ラム の完 全 な処 理 を必要 とす る ときだ け オペ レータ に戻 され る。

オペ レ ーテ ィ ング ・シス テ ムは 通 常制 御 プ ログ ラ ムと い くつ かの 処理 プ ログ ラムか ら成 っ

てい る。制 御 プ ログ ラムは一 連 の連 続 処理 の制 御 と入 出力操 作 の制御 を行 な う よ うに作 られ

て い る。 制御 プ ログ ラムは オペ レ ータ に よる"コ ン トロ ール ・ス テ ー トメ ン ト"に ょ り特 殊

な機能 を実 行す る ように管理 さ れて い る。

処理 プ ログ ラ ムは コボ ル ・フォ ー トラン,RPGコ ンパ イ ラの ような言 語翻 訳 とユ ーテ ィ

リテ ィ ・プ ログ ラム や ソー ト ・マ ージル ーチ ン な どの よ うな サ ー ビス ・プ ログ ラ ムか ら成 っ

て い る。

次 の ダ イ ヤ グ ラム は オペ レ ーテ ィング ・シス テ ム の 一般 的構 成 を示 した もの で ある。

オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム

オ ペ レ ー タ

入 力

出 力

マ ス タ

ス ケ ジ ニ ラ

ス

】
パ

1

ノミ

イ

ザ

|

"言 語 翻訳← 〉 ξ

〕 く

サ ー ビス

プ ロ グ ラ ム
)

、

w

ジ ョブ

ス ケ ジ ュ ラ

二L－ ザ ー

プ ロ グ ラ ム
、 ∈

オペ レ ーテ ィング ・シス テ ムは通 常テ ープ又 は デ ィス ク又 は他 の2次 記 憶媒 体 に在 り,メ

イ ン メモ リに劣 らず 大 きな もの が必 要 とされ る。
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皿 問 題 む き 言 語

53.問 題 む きプ ログ ラ ミン グ言 語 お よび処 理 む き'プログ ラ ミン グ言 語 とは何 か?

1.問 題 む き言語 問題 む き言 語 は ・・い か に ・とい う問 題解 決 で はな く,単 に問題 を述 べ

る に必 要 な基本 的 に機 械 独 自の 言語 で ある。 ジェ ネ レ ータは問 題む き言語 で ある。

2、 処理 む き言語 処理 む き言 語 は問題 解 決 の処理 をい か に実 行す るか を記述 ず る言 語 で

あ る。 フォ ー トラ ンは 処理 む き言語 ひ 一例 で ある。

34.事 務処 理 の ため の 自動 コ ーデ ィング 言語 の基礎 的 な形 式 には どん な もの が ある か?

事 務 処理 の た め の基 礎 的 な 自動 コ ーデ ィン グ言 語 は次 の ような もの が ある'。

1.FAOTミ ネア ポ リス ・ハ ネ ウェル(Minneaporis-H。nθywC!l)の 計 算機

に よ って1961年 に事務 用 コ ンパ イ ラが開 発 され た。

2.FI,OW-MATエG最 初 の 自動 コ ーデ ィ ング言語 は ユ二 六 ックの 計 算機 でスペ リー ラ

ン ド(Sperry-Rand)会 社 に ょって 開発 され た。

3.COBOLCom皿 。且BusinessOrientJedL□guagOs,t.国 防庁 の後 援1

に よ り主要 な生 産 者 に よ って製 造 され る多 種 の計 算 機 で使 う こ とがで きる 自動 コ ーディン

グ言語 が開発 され た。

55.科 学用 プ ロ グ ラミン グ言語 の 基 礎的 な形 式 には どん な もの が ある か?

科 学用 プ ログ ラ ミン グ言 語 の基 礎的 な形 式 には 次 の もの が ある。

1.ALGoLア ル ゴル言 語 は1958年 に科 学 的数 理 的問 題 用 と して計 算機 械 連 合(AOM)

と ドイ ツ ・ス イスの応 用数 学 学 会の 後援 で開発 され た。

2.FORTRAN科 学技 術 用 と して,最 初 にIBMに よ って開発 され た プ ログ ラ ミン グ

言語 で あ る.FORTRANはttF。rmulaTransla七i。n"の 略語 で ある。

56,リ ス ト処 理計 算機言 語 には どん な もの が あるか?

電 子計 算 機 の導 入以 来,人 工頭 脳,情 報 検 索,機 械 操 作 な どの ような部 門に 調 査研 究 が 始

め られ た。 この よ うな研 究 に は フォ ー トラ ンや コボ ルの よ うな普 通 の プ ログ ラ ミン グ言 語 で

は都 合 よ く処 理 で きない 情報処 理 の形 な ど種 々の 問題 が生 じて きた。

記 号操 作(Sym・ 。・-m・nip・Z・t,.tng)又 はttリ ス ト処理"(Li・t,"Pr・ce・si・g)

な どの ような計算 機 言語 は これ ら特 別 の処 理の た め に 作 られ て い る。 一 般 に使 わ れて い る

・・Pサ なわ ち ・1スト処 理 語 は 次 の ような もの カミあ る ・(1)・ ・M・T,(2)・PL・(3)

LISP,(4)'SXLP 、,(5)SNOBOL
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リス ク処理 言語 は 特別 な種類 のデ ータを 扱 う。 い ま まで の計 算機は 数で 表 わ した デ ータ を

処理 す るた め に使 われ て きた。 しか しな が ら情報 検 索 の よ うな部 門 の計算 機 や研 究 で は数 の

情報 のほ か に記号 の情報 を含ん でい る 多 くの複 雑 な構 成の デ ータの処理 を 必要 とす る 。そ の

上,情 報 はデ ータの 内容 の 他 にそ の構造 に よ って処理 され ね ば な らない。 リス ト処 理 言 語は

リス ト,ス トリン グ,リ ス ト構造,2値 トリ ーの 表 示 や処 理 を容 易 にす る ため に 作 られ た。

37SエMSCR工PTと は何 か?

計 算 機 を使 うこ とに よって事 務 処 理 の シス テ ム は数 学 のモ デル に よって表 わ す こ とが で き,

ま た事 務 の活 動は それ に よ って シ ミュレ ー トす る こ とがで きる。

SIMSCRIPTは そ れ 自身 の論理 的 構成 とプ ログ ラ ミング の却 約 とを もってい る フォ ー ト

ラン ・ベ ース の シ ミ=レ ーシ ・ン言語 で ある。SIMSORIPTは シス テ ム の状態 を は っ き り

させ る し,ま たそ の 状態 が変 更 され それ らに属 す る"本 質""特 質","形"な どで 定義 づ

け られ る シス テム の状態 の結 果 を明確 にす る。SIMSCRIPTに は,一 時的 な もの と永久 的

な もの の2つ の本 質 が ある。 た とえ ば,指 令 と作業 の流 れ を伴 うシ ミ;レ ーシ ・ン ・プ ログ

ラムで は 作業 の指 令 が流 され るた め の部 分 は 永久 的 な本 質 と名 づけ られ,指 令 自身 は 一 時的

な本 質 とい う。

SIMSORIPTは シ ミ ュレ ーシ ・ン ・プ ログ ラ ムに必 要 な広 範 囲 の命令 を用意 して い る。

そ の有効 な命 令 はCAUSE,OANOAL,CREATE,DESTROY,FエLE,REMOVE,

FINDMAX,F工NDM工N,ACOUMLATE ,COMPUTE,IF、GOTO,DO,DO[1]○

の よ うな もの で あ る。

複 雑 な待 合 せの シ ス テ ム をシ ミ=レ ー トす るた めのS-IMSORIPTは フォ ー トラ ン よ り多

くの利点 を もっ てい る。 そ の最 も重 要 な もの は簡 単 で ある こと と種 々 の異 った 流れ の パ タ ー

ン や待 合せ 規 則の 適 応 がで きる よ うに プ ロ グ ラマ に融通 性 を もた せ,そ して より有 効 な計 算

機 の メモ リーの管 理 がで きる こ とで ある。

58.フ ォ ー トランに つ い て簡単 に説 明せ よ。

フォ ー トラ ンの使 用上 の規 則 は計算 機 や 種別 の メ ーカ に よって 多 少変 わ るけ れ ど も,次 に

基本 形 式 の ステ ー トメン トの 規 則 を要 約 す る。

1.入 出力ス テー トメ ン ト

2.メ モ リの割 り当て に 使わ れ る宣 言ス テ ー トメ ン トと入 出力 形 式 の記 述

3.実 行 させ るべ き計 算 の形 を指 定 す る算 術 指示 ステ ー トメン ト

4.プ ログラム の 流れ,ル ー ピ ィン グな ど を管理 す る 制御 ステ ー トメ ン ト
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フォ ー トラン ・ス テ ー トメン トの 中 には,固 定小 数 点又 は浮 動 小数 点 の形式 で数 又 は変 数

を含め る ことが で きる。 固 定 小数 点 の数 は 小数 点 を もた ない もので ある。 浮 動 小数 点 の 数 は

小 数 点 を もつ もの で あ る。

基 礎的 な計 算の 記 号表 示 は,次 の ような もの が使 われ る。

加 算

減 算

乗 算

除 算

べき乗

十

*

/

綜

代 表 的 な フ ォ ー トラ ン ・ス テ ー トメ ン トは 次 の よ う で あ る 。

CFOkCOMMεN了

后εMEN7
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15
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フ ォ ー トラ ン ・プ ロ グ ラ ム

56.PL/1と は何 か?

10年 前 には通 常,計 算 機 は事 務 用 と科 学用 に使わ れ る大 きな二 つ に分 類 さ れ た。 そ の た

め にそ れぞ れ の 分野 で 専用 す る プ ログ ラム言 語 が 発達 した。 しか しなが ら近 来 の 新 しい 計算

機 シス テムで は,事 務用 と科 学 用 の両 方 の問 題 を処理 で きる もの が発達 して きた。 更 に科 学

用 と事務 用 プ ログ ラ ムの相 違 が な くな った。事 務計 算 に おい て も経 営管 理 の 問題 の解 決 には

ほ とん ど科 学的,数 学 的手 法 を使用 して い る。そ して,科 学 用 プ ログ ラ ミン グ にお い て も,

そ の努 力 は ぼ う大 なデ ータ の処 理,い ろ い ろ な入 出力装置 の使 用,新 しい 処理 方 法 の 必 要 な



116 電 子 計 算 機 プ ログ ラ ミング と ソ フ トウェ ア シス テ ム

どに 向け られ て い る。

PL/1は 事務 用 と科 学用 の両 方 に 使用 され,ま た リア ル ・タ イム や システ ム ・プ ログ ラ ミ

ン グ の よ うな より新 しい概 念 や アプ リケ ーシ ・ン に適 合す る 高 級 の言語 の必 要性 に よって 作

られ た 多 目的 の プ ログ ラミ、ング言語 で ある。 次表 はPL/1で 書 か れた簡 単 なプ ログ ラム で あ

る。

5Zコ ボ ル に つ い て 簡 単 に 説 明 せ よ。

コ ボ ル(Co皿monBuslnessOrient,edLanguage)は
,あ る 定 め られ た 英

語 の 単 語 と 構 文 の 規 則 の 使 用 す る も の で あ る 。 コボ ル は 計 算 機 言 語 で あ る の で 非 常 に正 確 で

な け れ ば な ら な い。 そ こ で 多 くの 単 語 の 使 用 を 管理 す る 規 則 が あ る 。

コ ボ ル で 書 か れ た プ ロ グ ラ ム は 次 の よ うな4つ のDivesi。nが あ る。

1.IDENTEF工CATIOND工VエSION工den† ユficat,ionr)iv■sユonは プ

ロ グ ラマ の 名 前,日 付 叉 は そ の 他 識 別 の た め の 情 報 や 記 事 を 入 れ る。



電 子 計 算機 プ ログ ラ ミング とソ フ トウェ アシ ステ ム 117

2.ENVIRONMENTDエVエSエONEnvlronmentDivlsionは そ の プ ロ グ

ラ ム が 実 行 さ れ る べ き計 算 機 の 形 式 にっ い て の 情 報 を 入 れ る。 そ の 他 に 入 出 力 装 置 の 形 式,

メモ リ ・サ イ ズ,テ ー プ の ユ ニ ッ トの 数,使 用 さ れ る コ ン ソ ール,ス イ ッ チ な ど も含 む 。

3.DATADIV工SIONDataDivls10nは 処 理 又 は パ ン チ さ れ る べ き フ ァ イ

ル,レ コ ー ド,デ ー タ の ア イテ ム に つ い て 情 報 を 入 れ る。 こ のDiviSlonは ま た ア イ

テ ムが 数 字か ・英 数 字 か,英 字 の どれ か,小 数 点 が あ る か,あ る な ら ば ど こか,レ コ ー ドに

どん な ア イテ ム が 含 ま れ る か な どの よ う な こ と も含 まれ る 。

1 」 1

A

8

8

|2`620242852 36 4044 晦6 52 56 60 64 68 72
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4、PROOEDEREDIV工S工ON

作 や 処 理 の 命 令 を記 述 す る 。

ProcedereDi▽ ユsユonは 実 行 さ れ る べ き操

これ ら4つ のDユvlsi。nは 上 で 述 べた 順番 でソ ース プ ログ ラム の 中 に与え て おか なけ れ

ば な らない。

41.コ ボ ルの ネ ーム を構 成 す る基本 原則 につ い て 述 べ よ。

ネー ムは次の いず れ か の文 字 を連結 す る こ とに よっ て構成 され る。 即 ち英字,0～9の 数

字 及び ハ イ フンで ある』 そ して 次 の規 則 を守 らね ば な らない。

1.ネ ーム はブ ラン ク を含 ん で は い け ない 。

2.ネ ームは1～50桁 まで の文 字 で なけ れ ば な らない。

5.ネ ームの始 め か終 りがハ イ フン で あって は な らない。 この条 件 さえ 満 たさ れ れば ハ イ フ

ン は読 み易 くす るため に ネ ーム の どこに で も自由に 使 う ことがで きる。

4.デ ータ ・ネーム,コ ンデ シ ョン ・ネーム,ス ペ シ ャル ・ネーム は 少 な く と も1つ の英 字

を含 ま なけれ ば な ら ない。 プロ セデ ュア ・ネ ーム は必要 な らば数字 ばか りで構 成 され て も

かま わ ない。

42コ ボル で 使用 され る ネー ムの4つ の 一般 的 な型 につ い て説 明せ よ。

コボ ルで 使用 され る ネ ームの4つ の 形式 は次 の よ うで あ る。

Tデ ータ ・ネー ム デ ー タ ・ネー ムは 少 な くと も1つ の英 字 を含 む普 通 の単語 で ある。

デ ータ ・ネームは そ の プ ログ ラ ム に使 われ るデ ータ に付 け られ る。 例 え ば プ ロク1ラム が給

与計 算 の ため に書 か れた と して,入 力 レ コ ー ドの使用 人番 号 をデ ータ ・ネ ーム 「MAN-

NUMBERjと い う よ うに決 めれ ば よい。 デ ータ ・ネ ーム 「MAN-NUMBER」 は プ ログ の他

の セグ メ ン トで 使 う ことが で き る。

2.プ ロセ ジ ュア ・ネ ーム ーーーープ ロセ ジ ュア ・ネーム は1つ の プ ロセジ ュア ・ス テ ー トメ ン
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トに よ っ て 他 の プ ロ セ ジ ュア が 参 照 で き る よ う に プ ロ グ ラ ム の特 定 の 部 分 に つ け られ た 名

称 で あ る。 た とえ ば プ ロ セ ジ=ア ・ネ ー ム 「REFUND-ROUTINE」 と して 与 え た ル ー チ

ン が あれ ば,プ ロ グ ラ マ は この ル ー チ ン に 入 る た め に は 「エFSWITHエSNEGATエ ー

VE(}OTTOREFUND-ROUTINE」(も しス イ ッチ が 負 な ら ば 「REFUND-ROU-

TINE」 へ 行 け)と 書 け ば よい 。

デ ー タ ・ ネ ーム や プ ロ セ ジ ュア ・ネ ー ム の よ う な も の は プ ロ グ ラマ の 必 要 に よ っ て 割 り

当 て た り,名 前 を つ け た りす る こ と が で き る 。 プ ロ セ ジ ュ ア ・ネ ー ム は プ ロ グ ラ ム の 各 々

の 節 や 区 切 り に つ け る。 プ ロ セ ジ ュ ア ・ネ ー ム は 必 要 な ら ば 全 て数 字 で も よい 。

3.コ ンデ シ 。ン ・ネ ー ム ー… コ ン デ シ 。 ン ■'ネー ム は 仮 定 さ れ た フ ィ ール ドの1つ 又 は い

く つ か の数 値 に つ け られ た 名 前 で あ る。 た とえ ば フ ィ ー ル ドの 数 値 に対 して,コ ン デ ィショ

ン.ネ ーム 「MARRIED」,フ ィ ー ル ドの 数 値2に 対 して は コ ン デ ィ シ ・ ン ・ネ ー ム

「SINGLE」 とす る こ と が で き る。 こ の よ う に 「MARRIED」 と 「SエNGLE」 とい う語 は

プ ロ グ ラ ム の 中 で 参 照 す る こ と が で き る。 コ ン デ シ ・ ン ・ネ ー ム は プ ロ グ ラ マ に よ っ て つ

け られ る。

4.ス ペ シ ャル ・ネ ー ム ー… ス ペ シ ャル ・ネ ー ムは プ ロ グ ラ マ に よ って つ け られ た 計 算 機 の'

物 理 的 な装 置 部 分 の 名 前 で あ る。 た と え ば1つ の カ ー ド ・パ ン チ装 置 は 「MASTER」 と 名

付 け られ,も う1つ の カ ー ド ・パ ン チ 装 置 は 「DETAIL」 とい う よ う に 名 付 け られ る 。 こ

の よ う に して,い つ で も プ ロ グ ラ マ は 名 付 け られ た ス ペ シ ャル ・ネ ー ム を 使 っ て,ど ち ら

の 装 置 で も示 す こ と が で き る 。

ス ペ シ ャル ・ネ ー ム を付 け る1つ の 目的 は 異 っ た 計 算 で も同 一 の コ ボ ル ・プ ロ グ ラ ム が

使 用 で きる よ う に す る た め で あ る。 ス ペ シ ャ ル ・ネ ー ム は コ ボ ル プ ロ グ ラ ム のEnviro-

n皿ent,DiVlsi。nで 付 け られ る 。 そ れ ぞ れ の 形 の 計 算 機 は異 っ た装 置 を も っ て お り,

そ れ ら に 対 して ス ペ シ ャ ル ・ ネ ー ム を 付 け る こ と が で き る。

43.コ ボ ノレのVERBの 使 用 に つ い て 説 明 せ よ。

Verbは 実 行 さ れ る べ き動 作 を指 示 し,Pr。cedureDlvisionの 主 成 分 で あ る。

そ れ らは2つ の 大 き な種 類 に 分 け ら れ る。 ほ と ん どのVerbは オ ブ ジ ェク ト ・プ ロ グ ラ ム を

実 行 させ る た め の デ ー タ 処 理 段 階 を指 示 す る ス テ=ト メ ン ト と して 使 用 さ れ,「PROGRAM

VERBS」 と よ ば れ る 。 も う一 方 の 種 類 に 入 る もの は プ ロ セ ・サ に対 して 指 示 す る も の で,

「PROCESSORVERBS」 と 呼 ば れ る。 次 に 示 す の は 代 表 的 な コ ボ ルVer.bの リス トで あ

る 。
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ProgramVerbs

入 出 力

OPEN

READ

WRITE

G工.OSE

AOGEPT

DISPI.AY

デー⇒ ㌫
、NE

計 算

シーケンス制御

ADD

SUBTRACT

MULT工PLY

DIVIDE

COMPUTE

(}OTO

ALTER

PERFORM

STOP

PrOoesserVerbs

ENTER

EXIT

NOTE

コボ ルのPracgsserVerbsは プ ロセ ・サ ーに対 す る命 令 で ある。 した が って,プ

ロセ ・サ ーは なん らかの動 作 が行 な われ る。 た とえ ば 「ENTER」 とい うVearは コボ ノレの ソー

ス プ ロ グ ラム におい て,プ ログ ラマが他 の プ ログ ラ ミング 言語 を使用 す る こ とを可能 にす る。

そ して,そ れは他 の言 語 で書 か れ たル ーチン を コボ ル プ ログ ラム に結合 で きる よ うに してい

る。

44.コ ボル に 使 うオ ペ レー タにつ いて説 明せ よ。

Verbの 他 に動 作 を起 す もと となる 他 の 言 語 と記 号 が ある。 た とえ ばA+B-Oと い う

もの が与 え られ て い る とき,記 号 の+と 一は"オ ペ レ ータ"と よばれ る。 一般 にオペ レ ータ

はVerb形 式 で表 現 す る こ とな しに動 作 や関 係 を指 示す る。 オ ペ レ ータ には5つ の基 本形 式

が ある。 そ れ は計 算 オペ レ ータ,関 係 オペ レ ー タ及 び論 理 オペ レー タで ある。 そ れ らを下 に

要約 す る。

1.計 算 オペ レ ー タ 下 に計 算 オペ レ ータ の リス トを示 す 。 そ れ らは数 式表 現 の 形式 で 使

わ れ る。

オペ レ ー タ 意味

+加 算

L
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2.関 係 オ ペ レ ー タ

減算

乗算

除算

べき乗

次 に何 をなす べ きか を判定 す るた め にプ ログ ラム の中 でテ ス トす る必 要 が しば しば生 ず

る。 コボルは プ ログ ラマが 行な い たい ステ ー トメン トの実 行 を可能 に す るい くつ かの 関係

オ ペ レ ータ を準 備 して い る。 た とえ ば 「IFSAI.ARY=ZERO」 とい うス テ ー トメ ン

トは 関 係オ ペ レ ー タの等号 に よ って示 され た 関 係 で形成 され てい る。 関係 オペ レ ー タの リ

ス トを下 に示 す。

IS(}REATERTHAN

IS

Is

EQUALTO叉 は=

LESSTHAN

上 の リス トの アン ダ ー ライ ン語 は オペ レ ー タ を使 うと き必ず 与え られ な けれ ば な らな い。

ア ンダ ーライ ンの ない語 は省 略 して もよい。 関 係 オペ レ ータは条 件 つ きの 指定 や ス テ ー ト

メ ン トを形成 す るため にデ ー タ ・ネ ーム,リ テ ラル な ど と結 合 され る。

3.論 理 オ ペ レー タAND,OR及 びNOTと い う5つ の論 理 オペ レー タが ある。ANDと

ORは ある説 明の 中 で2つ 又 はそ れ以 上 の テス トを明 確 にす る ときに 使わ れ る。NOTは

状 態 の否 定 を明 示 す るた め に使 わ れ る。 次 にANDとNOTオ ペ レ ータ を使 っ た実 例 を示

す。

工FMARRIEDANDA(}ENOTGREATERTHAN21

ADDATOB

45.コ ボル で使 われ る計 算 と条 件つ き表示 につ い て説 明せ よ。

数 式 表示 は一 連の 表示 が一個 の数 値 に帰 す る ことがで きる よ うな1つ 又 は そ れ以 上 の計 算

オペ レ ータ に よっ て結 ばれ た デ ータ ・ネー ム と数字 リテ ラル の結 合体 で あ る。

次 に計 算表示 の 例 を示 す。

(HOURS十 〇VERTIME*1.5)*WAGE-RATE-FIOA

P工*RADIUS**2*HEIGHT/3

WEEKLY-SALES*.05

計 算 の順序 を指定 す るため の カ ッコ が書 か れ て いな けれ ば コボル は次 の規 制 を 使 っ て数式
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表 示 を計 算 す る。

1.全 て の べ き乗 算 が最初 に実 行 され る。

2.乗 算 と除 算 が 次 に実 行され る。

3.加 算 と減 算 は 最後 に実 行 され る。

上 の3つ の段階 の そ れぞ れ の段 階 の 中 では 計算 は表 示 の 左 か ら始 め,右 に進 ん でい く。

A*B/0は(A*B)/Oと い う よ うに実 行 され る。

カ ・コ が与 え られ た とき,計 算 は カ ・コの 中 か ら始 め,外 に進 ん でい く。

46.コ ボル で使 用 され る条 件 つ き表 示 につ いて 述 べ よ。

表 示 が評 価 され た と き,そ こに存 在す る結 果 に よ って,条 件 つ き表示 は 正 しいか,正 しく

な いか の どち らか を表 示 す る。

普 通,条 件 につ き表 示 は プ ログ ラム の進行 す る間 に変 え られ る1つ 又 はそ れ以 上 の 可変

なデ ータ ・ア イテ ム を含ん で い る。 表示 の真 か偽 かは 変 数 に よって定 め られ た特 別 の値 に よっ

て変 化 す る。 たと え ば,「YEARLY－ 工NOOMEISGREATERTHAN5000」 とい う

表 示 は条件 つ き表示 で あ り,「YEARLY－ 工NCOME」 の 値 に よって真 に な った り,偽 になっ

た りす る。 も し 「YEARLY-INGOME」 が4、250な らば この表 示 は偽 で ある し,6.700

な らば真 と なる。

4Zコ ボル で 使用 され る命 令 と条 件 ス テ ー トメ ン トの用 法 につ いて説 明 せ よ。

命 令 ステ ー トメン トは1つ 又は それ 以上 の 命 令 より成 って い る。 単 純 な命 令,ス テ ー トメ

ン トは1つ のV『erbと そ れ を連 合 させ たオペ ラン ドよ り成 って い る。 「ADDATOB」 は

命 令 ス テ ー トメン トの一例 で ある。

命 令 ス テ ー トメン トは特 定 の行 動 を行 なわせ る ため に計 算 機 に指示 す る。 指令 は特 定 の も

の で あ り,特 定 の行 動 を実 行 しない よ うなオ プ シ ・ンは な い。 プ ログ ラ ミング の中 で は ある

条件 の 中 での み,1つ の 行動 を行 な う よ う計 算機 に 指示 す る必要 が しば しば ある。 この よう

な場 合,そ の 実行 が条件 つ き指示 の 内容 に よ って命 令ス テ ー トメ ン トを修 正す る必 要 が ある。

条 件 ステ ー トメン トに は3つ の基 本形 が ある。 しか しそ れ らは 指示 され た条件 が与 え られ

てい る と きの み決 め られ た行 動 を行 な うとい う共 通 の 要因 を全 てが もって いる。

次 は条 件 つ きス テ ー トンン トの1形 式 で ある。

OP†lonl

IF条 件 つ き表 示 ス テ ー トメ ン ト ー1

この 例 で は,も し条 件 つ き表 示 が真 で ある と き,ス テ ー トメ ン トー1は 実 行 さ れ る 。 も し,
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条 件 つ き指 示 が 偽 で あ る と き は,ス テ ー トメ ン トー1は 実 行 せ ず に プ ロ グ ラ ム は 次 の ス テ ー

トメ ン トを 処 理 す る 。 次 は 条 件 つ きス テ ー トメ ン トの 例 で あ る 。

IFSHIPPIN〔}-WEIGHTISLESSTHAN10(}O[1]OPARCE工 、-

POST-ROUTIN.
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デ ー タ処 理 に よ る 経 営

1.デ ー タ 処理 に よる経 営

1.可 能性(fOaslbillty)の 調査 とは何 か?

可能性 の調 査 とは,組 織 が デー タ処 理 を必 要 とする点 を分析 し,EDP装 置 と,こ れに 関連

した シス テ ム が,現 在 使 用 中 の シス テ ムに比 べ て,よ り効率 の よい もの に な り得 る か否 か を決

定 す る,そ の プ ロセ スの こ とで あ る。

2.経 営 デ ー タ処 理 シス テ ムの 開発 と設 計 のた め の基 礎 的段階 の概要 をの べ よ。

デ ー タ処理 シス テ ム の設 置 に は,多 額 の 費用 が か か り,時 間 もかか る仕 事 で あ る。 それ に,

社 内の 多 くの人達 の努 力 と,人 的資 源 とを必要 とす る 。

デ ータ処理 シス テ ムの設 置,お よび その設 計 の 第1段 階 と して予備 調査 を次 の よ うな要 素 に

つ い て行 い,か つ 考 慮 す るべ きで ある。

(D適 用 領域 に 関す る調 査 まず最 初 の段階 として は社 内の どの適 用 領 域 について 調査

し,分 析ず るか を決 め る ことで あ る。

この時 点 で,新 しい デ ー タ処理 システ ム を実 施 す るに 当 っては,ど の適 用領 域 が最 も大 き

な改 善 効果 を与 え るか を見 きわ め る ことが必 要 で ある。

シス テ ムの検討 チ ーム お よび 経営者 が 通常 とるべ き態 度 は,標 準 的な デ ー タ処 理領域 を再

検 討 す る とい う ことで ある.

これ ら標 準的 な領 域 は,通 常,給 料 支払 名簿 の作 成,勘 定 書 への記 入,受 取 勘 定,在 庫 管

理 等,多 量 の事 務 的 仕事 が見 受 け られ る領 域 であ る。

適用 領域 を決 め る に当 り,特 に問 題 とな る点 は,次 の とお りで ある。

(1-a)事 務 経F(k・ よび総 経 費 を潜 少 させ る可能 性 が あ るの は,ど の領 域 で あるか。

(1-b)デ ー タ処理 方 法 に直 ちに適 応 し うるの は 、,どの領域 であ る か。

(1-○)現 在,問 題 の あ るの は,ど の領 域 で ある か。

(1-d)よ り正 確 で,効 率 的 な経 営情 報 を必 要 とす る の は どの領 域 で ある か。

(2)問 題 点の 明確 化 シス テ ム調 査,のた め基 本的 な 適用 例 を決定 した あ と,各 々の適 用

に ついて,一 層 広範 囲 の調 査 を し,各 領 域 に お け る問 題点 等 を充 分 明確 にす る こ とが必 要 で
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あ る。 問題点 に気 付 ぐばか りで な く,こ の問題 点 の 原因 につ い て も理 解 しなけれ ば なら ない

と い う事 は注 意 すべ き事 で あ る。 問 題 点を明 らか にす るば か りでは な ぐ,問 題 点 の根 源 を も

注意 深 く確 め なけ れ ばな ら なし(.

(3)調 査 の範 囲 問題 点 を充 分 明確 に した あ と,調 査 の範 囲 を決 め るこ とに な ろ う。 こ

の調 査範 囲 に影 響 を及 ぼす 勇 素 と して は 次の こ とが あ る。

(5-a)組 織 上 の 境 界,す なわ ち,こ の調査 は 部 門相互 間,あ る いは部 門 内 で あるか ど

うか で あ る。

(3-b)調 査 の た めに利 用 で きる総人 員 と会 社の 財 力

(3ごc)こ の調査 の 目的 は,最 適 シ ス テ ムを開発 す るか,あ るい は,単 に現 存 の シス テ

ム を改 良 す るか の いず れか で ある 。

(の 目的 目的 を明確 にす る こ とは本 質的 には,何 が なされ る べ き か を正 確 に決 め る こ

と で ある。

目的 に 関す る情 報 は 明確 で,か つ詳 細 で,さ ら に来 調査 の要 素 を開発 し,導 び く上 で,有 効

な 目印 となる程 充 分詳 細 かつ正 確 でな けれ ば な らない。

調 査 の 目的 は,成 就 され るべ き特 定 の望 まれ て い る結 果 との 関 連 に お い て,述 べ られ なけ

れ ば な らない。

⑤ 目標期 日 調 査 の各 段 階 拾 よび,主 た る調査 活 動 に対 して,特 定 の 目標期 日 を示 し

て い る,明 確 なる調 査 計 画 とそ の 実施 線表 とが確立 さ れ るべ き であ る。

ガン トの チ ャー トは,調 査 の進 捗状 況 を報 告 した り,実 施 計画 が 予 定通 り行 な われ てい な

い場 合,そ れ を指摘 した りす る際 の助 け と して,し ば しば利 用 され る 。

⑥ 調 査段 階 の責 任,全 体 の計 画 や,計 画 個 々の 段階 に対 す る責 任 の範 囲 は慎 重 に 定 め

られ るべ きであ る。

責任 は組 織 よ り,む しろ,デ ー タの 流れ に応 じて割 当 て られ るべ き で あ み す な わ ち,初

期 の調 香 は,デ ー タの流 れ 始 ま りか ら,そ の流 れ の理 論上 の切 れ 目 ま で行 なわれ るべ き で,

次 に,必 要 な ら,他 の個人 の調査 はデ ー タの流 れ の次 の論 理上 の区分 まで を調 べ る ために 割

当 て られ るべ ・ξで あ る。

川 サ ー ビス を受 け る部 門の教 育 シ ス テ ム開発 の上 で重 要 な面 は,新 しい処 理 法 に よ

つ て,影 響 を受 け そ うな部 門 が とる態度 で ある。普 通 ・人 間 は どの よ うなシ ステ ムで も ,変 化

に対 して 反抗 しよ うとす る もの で あ る。

重要 な ことは,明 確 な る計 画 が たて られ た な らば,そ のサ ー ビ ス を受 け る部 門 に対 して,
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提案 され て い るシス テ ムの 目的,利 点,進 展 の具 合 を如 らせる ことで ある。

(8)管 理 者 の得 割 ・シス テ ムの変 更 に対 して管理 者 が支 持 す る ことは 重専 な ことで あ る。

業 務 処 理法 の改善 は,現 代 の どの よ うな業 界 組織 につ い て も,そ の造営 の 効率 を嵩 め よ うと

す る時重 要 で ある とい う基 盤 に立 っ て,シ ス テ ムの変 更 に対 す る管理者 の 支 持 は啓 発 され,

※ 成 され なけ れ ば な らない。

3EDP装 置 の 導入 に関 する マ ネー ジメン トレポー トに は どの ような要 素 が含 まれ るべ き か?

EDPの 導入 には その調 査 期 間 を含め て莫 大 な時 間 と,多 額 の費用 が 必要 とな るの で ,導 入

に対 しては ・通 常,経 営幹部 の 賛同 が要 求 され る。 この調査 の評 価 に もとつい て,出 され る最

終 結 論 は,次 の よ うな答 申事項 の うちの1つ が 採 用 され るで あろ う。

川EDPSを 採用 す る こと を勧 告 す る。

(2)さ らに 調査 を続 け るため の時 間 力・与え られ る こ とを報 告 す る 。

(3)現 時点 では ア ク シ ョン を とる必要 はなV(。 しか し,プ ロジェ ク トの再 評 価 が,の ちほ

ど行 な われ る べ きこ とを勧 告 す る 。

④EDP装 置 の設置 は延期 さ れ る ことを勧 告す る。

最 終 レポー トの内容 と しては,次 の よ うな もの を含 むべ きであ る。

(])序 文 序文 では,調 査会 体 の 経過 を簡単 に運 べ,目 的 を書 き,次 に提 案 され て い る

処理 法(procedare)の 導 入 に よつ て,期 待 され る利 点,倹 約 され る主 た る範 囲,新 し

い処 理法 に対 す る重 要 な初期 経費 と,必 要 とす る財源等 に ついて概括 的 に述 べ る.

(2)調 査 に関 す る記述 提案 され た 適 用法 に 関す る肝望 お よび,そ の適 用 の 目的 につ い

て充 分 な情 報 が記述 さ れ てい るべ きで ある。す なわち,現行のシステムの問題 が い か 侯解 決 され,

改 善 され るか を示 し,ま たそ の新 処理法 に よつ て,そ の他 に どん な利点 を もた らす か を も示

す記述 が行 なわれ るべ き で ある。

(3)経 費 古 いシス テ ム と,新 しい シ ス テ ムの 費用 に 関す る詳細 な比 較 を行 な う。

これ には,次 の よ うな項 目が 含 まれ るべ きで あ る。 す なわ ち 、年間賃 借 料,推 定変 換 経 費

資本 投 資,現 在 の事 務 経 費,事 務 簡 約度 の 見積 り,そ れ にお客 π対す るサ ー ビス 改 善,増 員

な しに拡張 で き る能 力 の よ うな,は つ き りと,と らえ る こ との で きない利 点 等 の項 目が 含 ま

れ る。

ω 組 織 上 の変 化 組織 上 の変 化 に対 す る一 般 的 な報 告 が され るべ き で あ り ,そ の中 に

は 提案 され て い る シス テ ム を監督 す る責 任 を持 つ ラ イン,新 しい仕事の 名称 や分 野 ,ま た こ

の新 しい分 野 の 仕事 に携 さわる要員 数,そ れ に よつ て生 じた人事管 理 の責任 とい つ た ものが
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含 まれ るべ き であ る。

4.製 造 メー カの 装置 入札 に は,ど の よ うな要 素 が 含 まれ るか。

提案 され た デ ータ処 理 システ ム に対 し ての適 用 要 求 事項 を討 論 してか ら,入 札 が行 なわ れ る

こ とと なる。 入 札 の公 開 は,こ の シス テ ムの要求 事 項 を満足 さ せ る能 力 を もつ会社 すべ てに対

して,行 なわれ なけれ ばな らな い。 各 メ ー カに よつて 提 出 され る情報 と しては最 小 限,次 の こ

とを含 ま な けれ ば な らない。

川 装 置 に つい て の説 明 メー カはシ ス テ ムの要 求 に合 致 す る装置 の個 々 の項 目に つい

て詳 細 に明記 しなけれ ば な らな い。 モデ ル番号,ス ピー ド,特 長,装 置 の能 力等 は詳 しく提

出 され るべ きであ る。

(2〕 装 置 の価 格 主装 置 と,そ の他 必要 な周辺 装置 の 価格 がξ信己され ね ば な らない。 そ

の 中 には 購入 価 格 ま た は賃 借価 格,マ ルチ プ ル シ フ ト制 をとつ た と きの 価 格,補 助 装置 の価

格,そ れ に,必 要 とされ る特別 の装 置 や,機 能 に対 す る価 格等 が 含 まれ るべ きで あ る。

(3)保 守 契約EDP装 置 の保守 は,通 常 メー カ との賃借 協 約 の一 部 に含 まれ る。 しか

しなが ら,ほ とん どの 計 算機 装置 にお い て,使 用 不 可能 の時 間(downtlme)」 が厳格 なこ

とか ら,保 守 サ ー ビス の形 式 は,注 意 深 く調 べ られ るべ きで,計 画 された 試 験 時間,ま たは

予 防 保 全 は正 常 の 業務 を防 げ るべ きで な レ・。

ω 設置 に関 す る要 求事項 設 置 に 関す る必 要 事項 と して,各 装置 の 大 きさ,重 量,所

要 床面 積,そ れ に所 要電 力,動 作条 件 と して,温 度 範 囲,空 調,湿 度 制御等 が含 まれ るべ き

で あ る。

⑤ プ ログ ラ ミング と メー カの援 助 プ ログ ラ ミング と メー カの援 助 と しては,設 置 に

先 立 って,プ ログ ラマ とオ ペ レー タに対 す る訓練,相 談 相手 と しての シス テム専 門家 の利 用,

プ ログ ラ ムの作成 や,デ パ ツキ ング に対 す る メー カ側 の 装置 の使 用,ソ フ トウエア,自 動 プ

ログ ラ ム言 語,そ れ に利 用 で き る プ ログ ラ ミン グ,ラ イ ブ ラー等 を含 むべ きで あ る。

佃 引 渡 し線表 引渡 し期 日は,引 渡 し終 了 後 装置 が 稼動 す る時 期 に関 す る条文 に加え

て,注 意 深 く,明 記 され るべ きで あ る。 契 約 中 に明記 された 引渡 し期 日に違 約 した 際 の罰則

条項 が含 まれ てい る ことが 多 し～

5入 札 され た 装置 を評価 す る際 に考 慮 す べ き事 項 は何 か。

メー カ側 の 提 出文 書 を再 塞査 した 後,提 案 され た デ ー タ処理装 置 の最終 的 な評価 が行 なわれ

るべ き で ある。"

装 置 評 価 と,選 択 に当 っ ては,次 の こ とを考 慮 す べ きで あ る。
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(Dス 札 要 求 との 合致"… … 一入札 要求 に広 く合 致 す る こ とが重 男 であ る。 明許 され た シス テ

ム として最 小 限の 要 求 事項 に応 じられ ない メー カ,ま た は 重 要 な部 分 で 弱 さ の あ るメー カ

は いず れ も,埋 天 の考 慮 をす るま で もな く,除 去 され て もよい。

(2)言 増:機 の ハ ー ドウエ ア 計 算樺 の ハー ドウエ アに対 す る比較 分 析 は,シ ス テ ムの 要

求 に最 もよ く合 致 す る装置 を決定 す るため に必要 であ る。

入 出力能 力,内 部 ア クセ ス タ イム,処 理 束 度,装 置 の信 頼性,プ ログ ラ ミング の容 易 性 と

い つた機 械能 力 や処理 速度 に対 して考慮 が 払 わ れる べ き で あ る。 各々 の装置 は,会 社 の 細 か

な要 求 に 照 ら して,評 価 され る よう注意 す べ き であ る。

たとえば,内 部 処 理〕束度 が どれ だけ早 ぐと も,も し,も つ と遅 い速度 で もシス テ ムの要 求 に

充 分合 致 す るの で あれ ぱほ とん ど意 味 の ない こ とで あろ う。 しか しなが ら,装 置 の積 重 ね付

加 が 可能 か否 か は,充 分 に考慮 され るべ きで,デ ー タ処理要 求 が拡大 す るにつ れ て,付 加的

機 能 や,ユ ニ ッ トが 追加 で きるか ど うかは一 つ の重 要 な要 素 で ある。

㈲ 製 造 メー カの援 助 製 造 メー カの援 助 に も考 慮 を払 うべ きで,そ の事項 と しては技

術 的 な援 助,ソ フ トウエア,コ ンサ ルテ イシ ョン,代 替 装 置,情 報 の交 換,類 似産 業 へ の適

用 の研 究,他 のEDP装 置 との互 換性 等 が含 まれ る。

ω 計 算機 の価 格 計 算 機の 価格 を分 析 す る際,シ ス テ ム の必要 度 に応 じて,入 出 力 の

速 度,内 部 処 理能 力,関 連 した機 能等 に考 慮 を払 わ なけ れ ば な らない。

モ ー タ,ま た は 監 視 シ ス テ ム を所 有 す る計 算機 は操 作 要 員 の減 少,そ れ に多 くの準備 や,

や り直 しの 処 理 を除去 す る ことに よ り価格 の減 少 を もた ら して い る。 こ の ように して,こ の

よ うな方 式 は,月 々 の賃 借料 は高 くな つて い る が,利 用 で き る処理 時間 が卸 し,操 作 要 員 が

減 少 した結 果,一 層 効 率 の よい操作 が行 なわれ るで あ ろ う。

プ ログ ラ ミング の簡 便 さ,訓 練 された 要員 の能 力,そ の布 目に見 え ない要素 につ いて もま

た,考 慮 され るべ き で あ る。適 当 な標 準 を作 っ て,各 要 素 を数 値 を もつ て黄 み付 け すれ ば,

そ れ は種 々の製 造 メ ー カ間の 比 較 の尺 度 と な る。 も し,こ の方 法 が使用 され,そ して適 切 な

数 値 が,各 カテ ゴ リに対 して割 当 て られ てい る とすれ ば 得点 の合計が一 番 大 きい製造 メー カ

が最終 の評 価 で選 らばれ る であろ う。

6装 置 を評 価 す る手 段 と して の水 準点 の 問題(ベ ンチ マー ク問 題)

い くつかの 大 きな適 用 法 が組織 の シス テ ム また は デ ー タ処 理 の必 要 性 に影響 を与 え る時 は,

ベ ンチマ ーク法 はEDPS装 置 の評 価 に使 用 でき る。

問題 の性 質 か ら,装 置 の選 択 を1社 または2社 の製 造 メ ー カに制 限す る こ とが 可能 であ る。
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装置 の 選択 の莱 礎 と して,ペ レ チマ ー ク開題 の使 用 は通 常,社 内の デ ー タ処理 の 蓼 求事 項 の 少

ぐと も60%が 解 っ てい な けれ ば使 用 され るべ きで は ない。

7経 営 管 理 に おけ るシス テ ム処 理 の役割

シ ステ ム 処理 とい う言葉 は,あ らゆる経 営 にお・いて,次 の よ うな もの に関 す る部 分 に つい て

関 連 の あ る言葉 であ る。 す な わ ち,そ れは 政策,処 理,形 式 の 分析 と全 経 営 組織 の効 率 と有 効

性 とを単 純化 し,標 準化 し,改 善 す るため の装 置 に関す る部 分 に関連 あ る用語 で ある。 シス テ

ム処理 の 分 野 は比 較 的新 しい 現代 経 営管 理 の 用 語 であ り,多 くの基 礎 的 概念 は フ リー ドリソ ヒ

.Wlテ イ ナ と リ リ ア ン,ギ ル プ レス らの 努 力 と科学 的管 理運 動 に 由来 して い る。

シ ス テ ム処理 とは,全 ての管 理 活動 の 本 質 的部 分 であ り,経 営 活動 の効 果 的 な遂 行,調 整,

制 御 に おい て,重 要 な役割 を演 ず る もの で あ る。競 争 社会 にあ る現代 の経 営組織 はた え ず 変化

してお り,同 様 にシス テ ム処 理 の考 え も動 的 であ り,断 え ず 反復 す る機 能 と して見 られ なけ れ

ば な らない。

経 営 の シス テ ム処 理 の効 力 と効率 は,あ らゆ る経 営の や り方,価 格,生 産,サ ー ビス の 品質,

全 体 の 効 力,そ れ に,適 切 な る逓営等 に対 して重 要 在 る影 響 を持 つ であ ろ ら。

8."シ ス テ ム","処 理"と は何 を意味 す る用 語 で あ るか。

処理 処理 とは,一 連 の論 理 的段 階 また は,操 作 であ り,そ れ 匠 よつ て,経 営 の反 復

機 能が 始 ま り実 行 され る。 処 理 とは通 常 どん な仕 事 が なされ るべ きか,誰 がそ れ を行 うべ きか,

そ して,そ の過 程 にお け る種 々 の段階 が い つ実 行 され るべ きか を明確 に して い る。

シテ テ ム ンス テ ム とは 、相互 に関 連 した処理 の網 であ り,経 営の主 た る活動 を容 易

に す る もの であ る。例 え ば,在 庫管理 シス テ ムは,購 買 処理,要 求 処理,管 理 処 理等 か ら成 っ

てい る。

9.シ ス テム 処理 部 門の基 本 的機 能 は何 か。

シス テ ム処理 部 門 の主 た る機 能 は 次の とお りで ある。

(Dシ ステ ム分 析 と設 計

システ ム分 析 は組織 内 の現 行 シ ステ ムの調 査,分 析,改 善 と,新 シス テ ムの 設 計,実 施 を

行 う。 この 活動 の範 囲 の 中 には,所 期 の 結果 を得 る ため に シス テ ム調 査,可 能 性 の 調査,装

置 の 評価,新 しい適 用,ま た は技 術手 段 の 調査,等 の開発,お よび仕事 を単 純 化 す る方 法 の

利用 等 が含 まれ る。

(2)書 式 設 計 と管 理 組織 内 での 経 営 デ ー タ を伝送す る主 た る手 段 の1つ は記 述記録 に

よる もの で ある。
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このた め,経 営 言再録 の標 準 化,設 計,分 析 の た め に,注 意 深 い考慮 が払 わ れ な けれ ば な ら

た い。 書式の 形 は,組 織 内 にお いて伝 送 され るデ ータの種 類 と長 さ匠市 接影 響 を.与え,注 意

深 く設計 され た 惑式 は,デ ー タの流 れ を非 常 に よ くし,事 務 上 の労 力 を減 じ,そ の結 果,復

写,取 扱 い,整 理 等 が 経済 的 にな る。

(3)記 録 の管 理 と保 管 事 務 作業 の もつ と も費 用 のかか る ものの1つ は 経 費 のかか る事

務 作業 にお いて貯 え なけ れば な らぬ情報 の量 が 多 い とい う こ とで ある。 記録管 理 の主 た る機

能 は,適 当 な記 録 保管 施 設,保 管 や プアイ リング の 方法 等 を決 め,こ れ らの記 録 の保 存期 限

を決 め る こ とであ る。

記録 の管 理 を行 う人 は,記 録 の必 要 点,使 用 中の プア イル に入れ てお く期 間,使 用 して な

い プ アイル に入 れ てお く期 間,も は や,必 要 で な 〈なつた記 録 の移 動 また は破 棄,記 録 の保

護 等 の決 定 に努 力せ ねば な らない。

(4>報 告 書 の 分析 報 告書 は,情 報 を1つ の組織 レベ ル か ら,他 の レベ ル へ伝 達 す る上

に最 も重 要 な手 段 の1つ で あ る。 幹 部 へ の 適 当 な 情報 は経 営 の効 果 的遂 行 に とつて重 要 な

もの であ る。 シ ステ ム部 門 は,決 め られた とお りの報 告 を作 るば か りでな ぐ,経 営 に必 要 な

情 報 を決定 し,こ の デ ー タ を得 る手段 を決 定 す る ことに努 力 しなけれ ば な らない。

㈲ 作 業 測定 作 業 測定 とは業 務標 準 を確 立 す る ため に,事 務 作業 を分析 し,測 定す る

科 学 的方 法 を仲 用 す る こ とで あ る。 仕事測 定 は,シ ステ ム調 査 で しば しば使 用 され る技 術 で

あ る。

⑥ 処 理要領 の準 備 組 織 便覧,処 理 要領 と施策便 覧,… ……等 は,運 営要 員の指導 書

と な り,事 務 処理 を定 め る もの となる。 この よ うな便 覧 の作 成,調 整,維 持 は,普 通 シ牙 テ

ム部 門の責 任 で あ る。

10.シ ス テ ム部 門 と経 営 組織 構 造 との関係 につい て述 べ よ。

シス テム 処 理部 門は,経 営 組織 内 で,ス タ ッフ機 能 を果 し,そ の機能 と活動 は,細 織上 の境

界 を横切 っ てお り,経 営,活 動 の 目的 れ沿 っ て設 計 し,組 織 し,再 調査 す るといつ た シス テ ム

問題 につ いて,す べ ての部 門 と密接 に関係 して動 いて い る。 ス タ ソ フと して,シ ス テム部 門は

公正 なる態 度 で,ま た,実 行 ライ ン と直接 の結 び つ き を持 た ず に ライン また は運 営 要員 に生

じた問 題 につ いて 相談 に 応 じ,援 助 し,助 言 を行 な う。 システ ム部 門の勧 告 を実 行 に移 す こ と

は,ラ イ ン組織 の責 任 で あるが,シ ス テ ム部 門 は要求 に応 じて援 助,助 言 の で き る よ う準備 し

て い なけれ ば な らない。会 社組 織 内の シス テ ム処 理部 門の位 置 とい う ものは,当 然 企業 に よつ

て非 常に異 る で あろ う。 しか し なが ら,シ ス テ ム処理 部 門 がス タ ッフ袴 能 をは た し,ま た部 門

」
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の 仕事 が,従 来 の部 門 ライ ン を横切 って い る事 実 よ り,こ の部 門 は頂 拉 トソ プ管 理者 の 指 揮 下

に ある とい うの が普通 で ある。 シス テ ム処 理 部 門の機 能 の 多 くは,経 営 の運 営経 費 や経 済 活動

に直接 関係 が あ るで あ ろ うか ら,シ ステ ム処 理 部門 は,監 査 官 に報 告 す る経 理部 門の 中に 慰,

論理的 に言 っ て設置 され,ま た,こ の経理 部 門 に対す る責任 を持 つ こ とに なる。 この部 門 が ど

こに 設 け られ よう と,そ の 活動 の範 囲 は,経 営者 に よつ て,明 確 に示 され,組 織 全体 に理解 さ

れ ねば な らない。

11.シ ス テ ム,プ ログ ラ ミング,お よび 自動 デ ー タ処理操 作 の役 割 につ い て述 べ よ。

EDPの 出現 以来,シ ス テム部 門 の役 割 と,機 能 とは大 い に拡 大 して きた。電子言}算機 はまさ

に,他 の 日常 的事務 活動 の機 械 化 の 手段 以 上 の もの で あ り,ま た高 速度 で報 告書 を作 っ た り,

給.与計 算 を した りす る手段 以 上 の もの であ る とい うこ とは既 に認 識 され て い る。EDPは 新 し

い仕事 を作 り出 し,組 織 図 を変 更 し,経 営 デー タを集 め,記 録 し,処 理 し,報 告 す る従来 か ら

の技 法 を刷新 した。 シス テ ム部 門 は デー タ収集,処 理,報 告,EDPの 有 効 利用 のた め,新 し

い,従 来 と異 っ た技 法,新 しい 適 用法,新 しい概 念 を開発 し,こ れ らの新 し い 基 盤 に 立 っ て

科 学 的 な経 営管 理 法 を幹部 に提 供 す る努 力 を しなけ れ ば な ら ない。

EDP装 置 の 効果 的 な使 用 に よつ て,シ ス テ ム 活動 に対 し,常 に新 しい分 野 が 開 かれ る。

12.作 業分 析 の定葬 を述 べ よ。

作 業分 析 とは,科 学 的 方法 を使 用 し,仕 事 を よ り効果 的 に行 う方 法 の 開葵 を 目的 と して,経

営 の処理 手 順,実 行 方法 を厳 格 に分析 す る こ とで あ る。

13、作業 分 析 を推 め るた めの基 本 的 道具 と技 法 につ いて 述 べ よ。

作 業 分析 の基 本 的 な道具 と技 法 は次 の と お りで ある。

{1)仕 事 の分 布 図

(2)プ ロセス ブ ローチ ャ ー ト

【3)処 理の 流 れ 図

(41仕 事 の測定

(5)時 間 と行 動の 調査

14,仕 事 の 分布 図の 目 的 は何 か?

仕 事 の分布 図 か ら,

(W・rkdis七 ・ib・'ti・n・ka・ じs)

(Processchar七s)

(PrOcedureflowcharbs)

(W。rkmeaSuremenの

(T・meandln・t・ 。nst・dy)

どん な仕 事 が行 な われ て い るか,誰 がそれ を行 なっ て い る か,ま た仕 事

の単 位 と して,各 人 に,い か に仕事 が 分配 され てい る か を分 析 す る ことが で きる。

仕 事の 分 布 図 の分析 は,主 た る 活動 に充 分 な る時 間 が割 当 て られ て い る か どうか,比 較的 重

要 でない機 能 に過剰 な時 間 が 養 い や され てい ない か,仕 事 の重 復 が あ りは しない か等 を決 定す
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WORKDISTRIBUTIONCHART

仕 事 の 分 布 図
、

時 ジ ー ン,ジ ヤ ク 時
◆

セ ル マ.フ 時 ハ リー ア ダ ム ス 時

間
機 能 ソ ン ラ ウ ン

合

間 監 督 間 秘 書 間 事 務 員 計

まず 応待,書 取 書 取 り ラベ ル

りを命ず る. 復 写 メモの タイ プ

応 待 10 30 5 45

通信 文 の チ エ ツ

ク

管 理値 の チ エ ッ 帳簿づけの 送 り状 を拡張,

計 算 10 ク,社 奉 の再 検 5 手 伝 い 。 20 帳簿づけ 35

討

全 て の プア イ リ

プ ア イ ル 10 ング
.譲 求 され

10

た文書の整理

電話の応待 電話の応待 資材の獲得

監 督 手 紅 の リス 監督補助
そ の 他 5 5 5 15

特別の問題を扱 トの整 理

う 。

る際 価 値 が ある 。

仕事 の分 布 図 は 実際 の職 務 内容 を,現 在 の 処理 手順 の疑 問点 を見い出 しやす くす る形 ちで要約

約 され て いる。

'
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15プ ロセス フ ローチ ャ ー トの 目・的 は何 か?

作業 分析 に最 も役 に立 つ道具 の1つ で,し ば しば使 用 され る図表 イヒ技 法 が,プ ロセス ・フ

ロー チヤ ご トで あ る 。これ は処 理 過程 にお い て 個 々の段 階 を順序 だ て る 。分 解 し,分 析 する 。

さ らに,種 々の段 階 を鑑定 し,生 産 的要 素 と非 生 産 的要 素 とを 目に見 える形 ちで区 分 した り

す る 。

使用 され て いる 基 本 的記号 と しては,次 の よ うな もの が あ る。

川 大 き な円 操 作

(2)矢 印 伝 達 ま た は移動

(3)三 角形 保 管

(4)dの 大 文 字 遅 れ(Delay)

㈲ 四辺形 検査

記 号 を利用 す れ ば,処 理 手順 が 明確 に説 明 され る。

各段 階 の簡単 な説 明,移 動 π要 す る時 間,そ れ に関 連 ある情報 等 を与 え る補 足 的情 報 も ま

た,こ の 流れ 図の 中 に含 まれ てい る。一 般 的 に言 って,遅 れ は 処理 の効率 化 に対 し,ほ とん

ど寄与 しない の で,図 表 で明 らか に された よ うに余 分 な遅 れ を減少 させ る ことが望 ま しい。
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過 程 の 流 れ 図

DETAILSOF(濡 醐METH。D

○

○

D口D▽

D口D▽

D口D▽

r"/D▽

○ 口D▽

]6.処 理 の流 れ 図 の 目的は 何か?

た くさん 複写 をす る書式 を必 要 とす るシス テ ムは,し.ば しげ非 常 に た くさん の単 位の 活 動

か らなつ てい る。処 理 の 流れ 図 は,各 書式 が事務 組織 内 を動 ぐ経路 と段 階 を図式 的 に描 い て

い る。 処理 の 流 れ 図 は文 書 の 複写 の数,誰 が それ を作 るか ,そ れ らの分 布方法 は どうか,何

処 で使 用 さ れ るか を示 してい る。 この処 理 の流 れ 図 は複 雑 な シス テ ム内 で生 ず る,た くさん

の相互 関係 や重 複 を 目に見 え る形 で表 わす 。また,そ れ は事 柄 を並 べ 目に 見 え る 形 に し
,
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、 分析 す るの で,シ ス テ ム全 体 を理解 す る うえ で価 値 ある もの で ある 。

BEFORE
P良OCEounl,`e"tCHAnT

騨

圏

δ 口一◎÷ ＼聯≡

⑤=◎=

言

5

…

、≡ ・芸

一◎ ≡

酬 ・・'睡 一

一

二

=

≡

一⑥ 螢

▽挙
』

..Aξ

1
㎜

◎ 蕊 ◎蒜 輸

⑥ 芸一基 圃 一一
一㊦ 螢

""■ ㈲

.一 ≡ 圏≡

蘭灘

溌 ＼ピ 鐵

一

srSTE"STO良Y

FOtirseperatewritingOperationsWtrerequiredto

makcshipmCnt。neachpackage.TwoheavyCHrcl

]Hbclswcretypedscperate]yto比P】acedone8ch

packagc.Thcmimeegr叩hedpackingslipfermw●s

typedindvpticett,theoriglna戊p]acedinthepackagc

andthecarbOncopysenttoB{]lingforinvoicing、

Thethrec声tUnifomExpr田Re㏄ipt・Co]1ect

wostypcd旬dU嘘Origina]signcd6tthetimtof画ck-

upbythecxpressrnen.1監wasr曲inedbytheshipper

andfiledbycustomernamcasarecerdof5h甲ment.

P・rtNo.2,theDe1,veryReceipt.w息 ⑨teldedand

pastedonthepeckage.EvcntusLLy.theconsignecsigned

therddedha【fwhichwasrctaincdbythet町rierPart

No.3.thcAb3【rectAdv1㏄ 、w息sgiventotheExpres8・

manasthcRa`lwayE:prcssAgency'5recordofshゆ －

ment.

FOUrseparntetypingoper●tionsinwパ ヒingヒhe曲ip・

pmg「ormsn㏄e頭tat司repcmttdchecking,crcateduロ 『

nrcessarydelayorshipments鍋dincrcascdthe口i・

billtyorerror.ThisresuttedinbOttttntcksduringpeak

lo●dp6rわd・.

,n㏄ 匡bU良ESUMMA●V

Threc×P■r●teform5

"ged,▲ovo1w㎎h●ndinStrtin`d

口rbo",iOtE`㎎ ●nd● 【;Ptinlf併

∈●ehWt、

TheemrC》eekl叩eper● ㎞

w■.Insdeg"tt● ㎡ 恒lumぐtOTY.

8

AFTER

P買OC!DU貝 田FLOWCHAR▼

◎
一 抱.斑1"
曙断 … κ「

「一

一一
一

恒●,

雫 ユ

・～^

命L

co】 以問■咽

・."`

,tO.
'酪一
….

噂

、
阿
1
.ケ
ー
"
O

■
`
,
A
■
「
払̀

㎜"
`踊脚

¶_芸,父 ■卓

¶_芸'礎 質4

狛
..

－tmu

才_芸

te

.
"

"・"
τ頃ス"質
M・.

te 脚

・…r ぬ

一

～・

…

…

咽

◎

○
●

8

▽

ぐ一
博

"・ 砲
四=
{

喝
M■"マPt

…mp
… 領
w岬 …

PRoc匡OUR匡5UMMARY

・ロ … τ一

・▽ 一 口 一

輪 民Vtn・口rt■etinc]ed但 ■u

●eぐ性劇yp■ck㎎ ⑰ 領 必i防畑

1●btl・脚4r醜lor車llinl、

Tht"mt`,"rnbttidenntifiel■"

叩o,"mpＬltPt"d㎎ ●nd

COntrol、

The岨 εtyplnl卑 情tゆP・

ぬiehrψeell…-th姻

.r-tem,redUt6vritintptttter

h"● 憎75pcreent.

SYST口"STon▼

The脚t7'四 式formcom㎞"也teur輌 ・te

writial叩 鵠 ㎞orぴeok1.ystcminteone,rClv`t碗

inco鵬idembl6time●v㎏ 翻deli血mt㎞olerr"

㎞rd・ ぬ ㎞P㎞,Thc営"・tvpedinthreTT"thc

Mannger'・othcetnd紺 、ttoth繧mipPlncd－ ㎜`

whcreit泡diStribi■ted●ttheUme㎡P邑ck・tiPbyt1忙

eXPT-、H■ ㊥theorigimi…1煕um・it"}山 稔

thiPPtrwho旬e巳 輌tby㏄"ρm町 田 戚"befeet・

Tw。 。。r繭e5w加h猷eprintedoobロvy㎜ih・bck.

●re●tO由 舗tothtpsektet"tSbet・.No.2■vpy,t畑

deUv町yr¢o自pt,姪fo随ed副P岨 舗onthepschee.

re…6d,{bythtcans逗nc■ ●t心 喀dロ ψ旧㎞

帥t."r輪m舗tOthtCtri訂.No.3.de●b醜1●"

tttVicc.脚 ⑯uleR.R.E耶eロA恒 夕;No.4●

Elillingwhcreltisfiledbyas伽"㎜1碗 ∞ 亘 ㎎

{ロ1叡 ㎡No.5i●P≧ ㎡ ㎞ 出e{■ ● 悶 ヒ・

i叩81ゆ.

Adequot6輌 ㎞itnowmd6fOrぴe旬linlDe-

PtrtmentinfurniSliinEtheniwlth`◎opyetttreVniform

E■P題R⊇P【.The』"』ktitUetionw"`1㎞t頃

bythe●timi品t蜘o「r¢Pt【itlv■"迦 卯 訂 ●‥ 司

ヒimeぐon8um泌 口eWOrtinwnti㎎ ㎜dtbOtiLine愉 副

bo●ttorm■.



デ ータ処 理 に よる経 営 137

1Z仕 事 の 測定 の定 義 をのべ よ。

仕事 の測定 と は,従 業 員,部 門,あ るい は業務の 効率 を評価 す る 目的 で,仕 事 の 結果 の量

を決 定 し,こ れ を ある標準 と比 較 す る手続 の こ とで ある。

18.時 間 の調 査 とは 何 か?

時 間 の調査 は,あ る単 位 の仕事 を,そ の結果 が充分 な る レベ ル に まで完 了 させ る に必 要 な

時 間 を決 定 す る こ と と定 義 さ れ る 。時 間 の調査 か ら得 られ る時間 の単 位 また は,そ の 数値

は,し ば しば"標 準 時 間"と 呼 ばれ る。標 準 時 間 は参考 値 で あ り,管 理 の基 礎 と して役 立 つ。

あ る仕事 を完成 さ せ るた め に,か か る時 間 に つい ての単 な る統 計値 は時 間 の調 査 とい え な

い こと に注 目すべ き で ある。 時 間 の調 査 とは,ま た,そ の 仕事 が完 了 され る べ き時 間 に つい

て注 意 深 く分 析 す る もの で あ る。

19.標 準 時間 を作 り,使 用 す る 目的 は何 か?

標 準 時間 を作 る 目的 は次 の とお りで ある 。

t

2

Z
J

凶4

一〇

仕事 の ス ケ ジ ュー ル を作 る基 礎 とす る。

よ り効果 的 な仕 事 の配 分 を決定 す るための 手 段 を与 え る。

業務 の種 々の 部分 の効率 を評 価 す る手段 を与 え る。

費 用 の よ り効率 的 な管理 と,分 析 を行 なわ せ る。

あ る仕事 を完 成 させ る に必 要 な人 員 の数 を決定 す る基 礎 を与え る。

20.標 準 時 間 を決定 す る基 本 的 方法 は何 か?

標 準 時 間 を決 定 す る基 本 的 方 法 と して は次 の もの が あ る。

川 主観 的判 定法

② 過去 の記録 に よ る方 法

(3)時 間 の実 測調査

④ 設定 標 準 時間 デ ー タ法

㈲ 仕事 の 標本 化 法

21・ 行 動 の調査 とは 何 か?

行 動 の調査 は,効 率 の 向上 の た め に,仕 事 を爵 も寒 太 的 な要 素 に分割 し,そ れ ら を個 々に,

また 相互 に関連 づ け て 分析 す る ことで ある。 この調 査 の基 本 的 な目的 は ある仕 事 を実 行 す る

の に,最 も効 果 的 な手 段 を決 定 す る こと で ある。 ここで注意 す るこ とは,こ の調 査 は,作 業

者 の仕 事 の動 き を早 め る ことを意味 す る もの では な く,効 率 を増 し,不 必要 な行 動 等 を除去

す る こ とに 関す る もの で あ るとい うことで ある。
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22.サ ー プ リィグ(Therbllg)

フ ランク ・B・ ギル プ レス は,ほ とん どの手 作 業 は一連 の某 本的 な動 作 の 繰 り返 しで成 り

立 っ てお り,そ して行 動 分析 に よ り直 ちに識 別 され る とい う概 念 を始 め て 開発 した。

これ らの其 礎 的行 動 は サ ー ブ リッグ(bherblig)と して 分 類 され て い る。(こ れ は

Gilbreじhを 逆 に綴 った もの で ある)。 ギ ル ブ レス シAテ ム と して は17の サ ー ブ リ

ッグ が利用 され てい る。

サ ーブ リッグ は次 の よ うな もの が ある:探 がす,選 択 す る,握 る,運 ぶ,置 く,見 つげ る,

集 め る,使 用す る,検 査 す る とい つた もの で ある。 サー ブ リッグ は行動 調査 を詳 か に行 な う

とき使 用 され て い る。

23.MTMと は何か?

MTMと は,時 間 測定 法(MeしhodsTlmeMeasarement)を 意 味 し,設 定 行

動 時 間 を得 るた めの方 法 で あ る。

MTMは 作 業r関 連 した手 の 動 きや基礎 的 行動 を分析 し,各 動 作va対 して,予 め決 定 され 『

て い る標 準 時 間 を割 当 て る処 理 の こ とで ある。 これ らの 標準 時間 は動 作 の性 質 とそ の動 作 が

作 られ る条 件 に よつ て決定 され る。 例 えば,MTMは 手 と腕 の動 き,足 の動 き,体 の 動 き等

の よ うな基 本 的 な行 動 を分 析 す る こ とで あ り,調 査 に よつて決定 された 基礎 的 な時間 が各 動

きに対 して割 当 て られ てい る。

この よ うに して決 め られ た 時 間数 は,仕 事 を完 成 させ る ために 必要 とす る時 間の 評価 に役

立 つ。

24.時 間 の設 定 とは何 か?

時 間の 調査 に おい て,行 動 を観 察 して い る ときに,作 業員 の技 術,速 度,遂 行 力の評 価 が

な され,こ れ をあ る某 準 と比較 しなけ れ ば な らない。 この基 準 とは,正 常 の,あ るい は平 均

的 な作 業 員 の遂 行 力 の レベ ル で ある。

観 察者 は,榔 察 下 の作 業 員 の遂 行 力 を彼 自身 が普 通 の遂 行 と考 え て い る標 準 と比較 しな け

れば な らない 。

"設 定 づけ"の 要 素 は
,し ば しば 個 々の遂 行 力に対 して適 用 され な けれ ば な らず,こ れ は

普通 よ り上,ま たは 下 のパ ー セン テー ジで表 わ され る。

設定 づ けの要 素 を適 用 す る際 に考 え なけれ ば な らな い要 素 と して は,技 術,努 力,状 態,

一 貫 性等 で あ る。 設定 づ け 要素 は,し ば しば,普 通 の遂 行 力 の上 ま た は下 のパ ー セ ンテ ー ジ

と して表 わ され,例 え ば,あ る作 業 を観察 す る際,評 鯖 者 は作業 員 の技 術,率 力等 が普通 よ
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り上 か下 か を判 断 しなけ れ ば な らない。

25書 式管 理 計画 の 目的 は何 か?

書式管 理 計画 の 目的 は,不 必 要 な,反 復 の 多 い',ほ とん ど使 用 され ない ような書式 を除 ヂ

し,効 率 的 な経 営 に とつて重 要 な る書式 を改 善 し,経 営 の効 率 化 に寄与 しそ うな新 しい書 式

を開 発 す る よ う設計 され る。

26.書 式管 理 の基 本 的 ル ー ル'

書 式管 理 の基 本 的 ル ールは 次 の とお りで あ る。

(D経 営 の効率 的 な運 営 のた め に必 要 な書 式 だけ を使 用 し但 存 す る こと。

(2)必 要 と され る書 式 は 最小 の 費用 で,最 も効 率 的 に利用 できる よ う設 計 され,作 られ てい

る こ とを確 か める こ と。

(3)周 期 的 に必 要 と され る書式 を見 な お し,業 務 の変化it(応 じて必要 な改 正 を行 な うこ と。

④ シス テム部 門 の何 人 か に,明 確 な責任 を割 当 てて,書 式 管理 の手 段 を確 立 す る こと。

2Z書 式 を設 計 す る際 考慮 しなけ れ ば な らな い基 本 的事項 は何 か?

書 式 設計 で の甚 大 的 な考察 事項 は 次 の とお りで あ る。

(D書 式 の 目的 が決 定 され なけれ ば な らな し㌔

(2)書 式 γ含 まれ るべ き特定 の情 報 が決 定 され る。

(3)書 式 は,そ の使 用 と,目 的 に対 して,十 分 に満足 で きる情報 を含 ま なけれ ば な らない。

④ 各項 目は,書 式 上 に記録 され る仕 事 また は情 報 の,自 然 の 流 れ に応 じた論 理 的 な方法 で

配 置 され るべ きで ある。

㈲ 様式 の設 計 に も配慮 せ ね ば な らな い。 デ ー タ を記録 す るた めγ十分 なスペ ー ス を割 当 て

る べ き で,そ の大 きさ は機 械 の能 力 に応 じて決定 され ねば な らない。

佃 カー ボン複写 の数 と,そ の方 法 は注意深 く分 析 され るべ きであ る。

28書 式設 計の 物 理 的 な考慮 事 項 につ い てのべ よ。

書式 設 計 の物理 的 な考慮 事項 は次 の とお りで ある。

(1)紙 の重 さ 紙 は通常,重 さ を単 位 と して売 られて い る。 使 用 に つい て の基 本 的 ル

ール は
,満 足 な結 果 を与 えて ぐれ るものの 内,最 も軽 レ・紙 を使 用 す る とい うこ と で ある。他

に考慮 す べ き要 素 と して は必要 とす る 複写 の数,取 扱 い法,保 存期 間,片 面使 用 か,両 面

使 用か,そ れ に書 式 の使 用 目的等 が ある。

普通 の書簡用 と しては,20ポ ン ド程 度 の 用 紙が 適 当 で ある。 も し カー ボ ンを使 う場 合

は13～16ボ ン ド紙が 望 ま しい 。
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(2)紙 質 紙質 はそ れ に使用 され て い る原料 に よつ て決 ま る。 この粁質 は 外観 上,書

簡 の寿 命,取 扱 ㎞法 に応 じて選択 され る。選 択 に当 っての基 太的 ルー ルは,文 書 の必 要 と

す る寿 命 が長 い程,良 質 な紙 を使 用 す る こと であ る。

(3)紙 の き め 紙 の きめ はそ の腰 の強 さ,丈 夫 さ を決 め る,そ の きめ は普 通使 用 され

る機 械 の ロー ラで決定 され る。

14)紙 の 色 色 づ 糞用紙 の使 用 に つい て は,カ ーボ ン複 写 され た伝 票 等 を特 定 の部 門

また は個 人 に宛 て るため に,識 別 す るの に特 に考 慮 され て よい 。 セー ル ス マン用 の 複写伝

票,積 荷 用 の 複写 伝票 等 さ ま ざまの色 を準 備 す れ ば配 布 が容 易 にな る。

(5)紙 の大 きさ 紙 の 大 き さは,機 械 の性 能 と,必 要 とす る情報 に よつ て決定 され る。

費用 が少 な くて す む よ うに,そ の 大 きさ は基準 の もの を利 用 す るべ きで あ る。

価 カーボ ンの枚数 と種 類 報 告 書 を効率 的 に配 布 す るた め に必要 な カーボ ン の枚数

は 慎重 に決 め られ なけれ ば な らない。複 写 の数 が必要 以上 多 い と紙 の 費用 を増 大 させ,そ

の結 果,そ の 取扱 いや配 布 の ため の費用 が増 す ことに なる。

29.記 録 管理 計画 に おけ る考 慮 点 は どん な ものが あ るか?

記録 管 理 計画 で考慮 しなけ れ ば な らぬ 要素 と して は,次 の よ うな もの が あ る。

ω 書 式,記 録 の作 成 と使 用

(2)通 信 文 の配 布

働 文 書作 業の 簡 素化

④ プア イ リング処 理

㈲ デ ー タ と文 書 の 訂正

⑥ 記録 の蓄 積 と処 分

(7)機 密記 録 の安 全

50・ す書 また は記録 の 保存 期 間 を決定 す る要 素 に は どん な もの が あるか?

記録 併 存 計画 を進 め る際,次 の点 を考慮 す べ きで あ る。

(D文 書 の 活用相 聞 まず文 書 の活用期 間 を決 め なけれ ば な らない。 つ ま り,ど の 位

の期 間,記 録 を直 ぐに使 用 でき る よ うな状 態 に おか な くて は な らないか を決 め る。

(2)文 書 の 保存 期 間 文書 の保存期 間 は,よ り費用 のか か らぬ 蓄積 手段 へ と移 され て

記録 が保 存 され る時 間 で あ る。

(3)政 令 に よる規 定 ある種 の記 録 は,政 府 の定 め る規 則 に よつ て,記 録 を どの位 の

期 間 桿 持 しな けれ ば な らな い かが 定 め られ てい る。
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この他 に,倶 存 期 間 を決 め る上 で考 慮 すべ き事項 と しては,法 律 ユ,会 計上 また は管 理

目的上 の女 書 の価 値 また は停 用度,そ れ に歴 史 的 ま たは調 査 目的 のた めのす 書 お・よび記 録

の使用 とい つた ものが ある。

31.社 内便 覧 の基 本 的種 類 には どん な ものが あ るか?

便 覧 は組詩 体 の政 策 と処理 に関 す る経 営者 の決 定 を伝達 す る手段 とな り,従 業員 の業 務上

の 努 力指 針 とな る情 報 と指示 を記 録 した もの と して役 に立 つ。

社 内便 覧 の基 本 的種 類 と しては 次 の もの が あ る。

川 組織 便覧 組織 便 覧 は経 営体 構 造 に 関す る特別 の情報 が記 載 され て い る。 内容 と

しては会社 の 目的,組 織 図,監 督 の ライ ン,集 権.分 権 の範 囲,管 理 要員 の業務 内容,こ

の他,こ れ に 類 した情報 が 含 まれ てい る。 組 織便 覧 の配 布は普 通,第 ↑線の監 督 ライ ンか

ら経営幹 部 まで である。

⑨ 政 策便覧 政 策便 覧 は業務 遂行 上 の種 々 の局面 が いか に処理 され る か に関す る,

経 営者 の態 度 に つい て,そ の特別 の情 報 が 掲載 され てい る。

政策 便 覧 は,普 通 全 ての業 務 目的 を述 べ,特 定 の 問題 につ いて決 定 が求 め られ た と き,

い かな る行 動が取 られ るべ きか を示 して い るσ

(3)事 務 処理 要領 事 務 処 理 要領 は,従 業員 が特 定 の仕事 また は業務 をhか に処 理 す

るべ きか につ いて詳 細 な指 示 を与 え てい る。 これ らの 処理要領 は,装 置 の 特定 の 部 分 をい

か に操 作す るか,記 録 を いか に取 るか,プ ア イ リングの仕 方,部 門 の慣 例等 の項 目を含 ん

でい るσ

④ 共 通 停 覧 共通 便 覧 は,従 業 員 の オ リエ ンテ ーシ ・ンの ために,し ばLば 使 用 さ

れ,会 社 の寒水 的規 定,規 則 を含 ん でい る。

32仕 事 の標 本 化法(ワ ーク サ ンプ リン グ)と は何 か?

ワー クサ ン プ リング は,実 際の 作 業 活動 を,統 計的 手法 を利用 して観 察 し,サ ン プ リング

して分 析 の た めの調 査 デ ー タを得 る方法 の こ とであ る。 ワーク サ ンプ リング は 大 き な集 団か

ら標 本 を ランダ ム に選 ぶ こ とで あ り,十 分 差数 の標 本 が選 らば れた とき,集 団全 体 と しての

予測 が な され る。

ワー ク サ ン プ リング に よ つて 得 られた デ ー タは,事 務所 で も しば しば 利 用 され て いて,そ

れ は,品 質 管 理 や,ピ ーーク時 の 負荷,1注 文 当 りの品 目数,従 業 員 の仕 事 鐸 とか の決 定 をす

る 際の一 般的情 報 と して使 用 され てい る。
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55.管 理 図 とは何 か?

管理 図 と は,ワ ーク サン プ リン グの 際 π使用 され るグ ラフ で あ り,そ の グ ラフ γは,サ ン

プ リングの調 査結 果 が プ ロッ トされ る。管 理 図 は 常 に監視 され,結 果 が,設 定 され た管理 限

界 の外 に出 た と査,修 正 ま たは調査 が通 常行 な われ る。

34,"遅 れ 比 率"(RaじloDelay)と"遂 行 力槙 本"(PerformanceSamPl-

ing)と は何 か?

遅 れ 比率 これ は従 業員 の生産 的,非 生産 的作 業 の 時分 を決 定す るた め に使用 さ れ る

サ ンプ リン グ法 の こ とで あ る。

遂 行 力標本 これ は従 業 員 の生 産 的 活動 の平均 的 遂 行 力 の指標 を得 るた め に使 用 され

る ワーク サ ンプ リン グの こと で ある 。

35EDPSを 実 施 す る際 の ライ ン とス タ ッフの責 任 につ いて のべ よ。

EDPSを 順 調 に実施 させ るため の責任 は,通 常,処 理 手 順 の 設計 で指導 的 役割 を果 した

シ ス テ ム部 門 の人 達 の手 に あ る。

設計 の 初期 の段 階 では,シ ステ ム部 門 が イ ニシヤ テ イ ブ を とらね ば な らない が,実 際 の操

作 処理 の段 階 では,ラ イ ン の人 間が責 任 を負 うの が 当然 で ある。

実 際 に変 更 を行 な う段階 の責任 は ライ ン組 織 に あ る。

移 行 中,シ ス テ ム部 門 は新 しい処 理法 の進 展 と効率 化 につ い て密接 なる接 触 を保 ち,定 期

的 に,操 作 監督 者 と協 議 しなけ れば な らない。

シス テ ム部 門 は,通 常,仕 事 の 茸 〒につい て,直 接 ライ ン上 の権 限 を持 っ てい ない。 そ し

て実 際 の仕事 の 処 理 を始 め るに当 り,必 要 な管理 を行 な うの は ライン の監 督 の責任 で ある。

ス タ ソ フの機 能 は,助 言 し,相 談 す る こ とであ り,ま た 必 要 な ら援 助 す る こ と で ある 。

36EDPSの 設置 に あた つて,ど の よ うな訓 練計 画 が必要 か?

EDPSは 技 術 的 な訓 練 を 受 けた要 員 を必要 とす る。 そ して従 業員 が,計 画 され た シス テ

ム を効率 的 に実 行 す るた め には,必 要 な訓練 を受 け る ことが 重要 であ る。以 下 の方法 は新 し

い 入 を教 育 す る ため に,し ば しば使 用 され る もの であ る。

(Dエ 場 内訓 練 作 業 者 と監 督 者 に対 し,新 しい 処 理法 に な じ ませ る正 式 の訓練 時 間

を持 つ ことが望 まれ る。

ス タッ フ全 員 を新 しい処 理法 に な じ ませ るた めの 一般 的 なオ リエ ンテ ーシ ョン を持 つ と

この 処理法 の 変 化 に当 って,し ば しば 効果 が あ り,従 業 員 の士 気 を維 持す る助 け となる。

(2)メ ー カに よる訓 練 製 造 メー カに よる装置 訓 練 は,装 置 を操 作 した り,プ ログ ラ
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ミング を した りす る技 術 者 の訓練 に便利 で あ る。 最高 幹部 に計 算機 の研 念 を紹介 す る特 別

のセ ミナ もま た よ く行 な われ,こ の シ ステ ム に直接 関係 の ない幹部 を教育 す る効果 的 な手

段 と なつて い る。

「3)単 科 大 学 と総 合 大学 ここ数 年 間 に ,多 数 の 単科 大 学 や総 合大学 でデ ー タ処 理分

野 の コース を開 設 して い る。 短期 大学 は技 能者 レベ ル の包 括 的訓 練 コース を提供 し,4年

制 の単科 大 学 の 中 には,デ ー タ処 理 プ ログ ラ ムの 学 士号 を与 え て い る と ころ もある。

④ 成 人教 育 成人教 育計 画 は,数 多 くの地 域 で,デ ー タ処理 に 関す る広範 囲 なコー

ス を提供 して お り多 くの 会社 の人達 に とつ て興 味 と価 値 の あ る もので あろ う。

3ZEDPSへ 移行 す る ため の,基 本的 設置 計 画 の種 類 につい てEDPSの 設 置 に あた つて,

次の よ うな 方法 が使 用 され る。

(D並 列 運転 並 列 運 転 とは,古 い シス テ ム と新 しい シス テ ム とを同時 に運 転す る こ

と であ る。 そ の 間 の処 理結 果 は古 い シス テ ムに依 存 してい る。 並列 運 転 では,新 しい結 果

と古 い ものの それ とを比較 して,そ の新 しい結果 の正 確度 を調 べ る こ とが でき る。 並 列 運

転 は,多 くの 人 達 に よつて,重 要 視 され て い る けれ ども,こ の ような や り方 は2っ の シス

テ ム を同時 に働 か せ る ため 高価 に つ き,ま た ライ ン の操作 者 に 無理 を しい る こ ととな る。

並 列 ぷ転 は,通 常 ほ とん ど誤 りが許 され ない よ うな処 理 に勧 め られ る。 大 きな シス テ ム変

化 を伴 う もの は,通 常 並 列計 画 を使 用 すべ きで あ る。

(2)試 験 的設置 新 しい シス テ ムが極 めて複 雑 であ る ときは,試 験 的 設置 法 を試 み る

の が望 ま しい。

試 験 的 設置法 で は,シ ス テ ム 内の一 部分 または 一 区域 につ い て設 置 し,結 果 を注意 深 く

観察 す る。 この方 法 は,し ば しば そ の欠 陥 を明 らか に し,シ ステ ム全 体 を修 正 す るため に

役 立 つ情 報 を与 え て くれ る。

この ような方法 は,こ の新 しい シス テ ムに関 す る有益 な運用 経 験 とな り,複 雑 な処 理 の

細 か な点 を改 善 す る こ とが でき る。

(3)直 接 設置 導 入 され る処理手 続 きが単 純 で 関係 す る部 門 も少 な く,処 理 の量 が少

ない な ら,新 しい処理 を直 接導 入す る ことが最 も経済 的 な方 法 であ る。

38EDPSの た め に作 成 され るべ き資 料 は どん を もの か?

計 算機 の シス テ ムデザ インの 提 案 に当 っ ては,種 々 の流れ 図,ダ イ ヤグ ラム,仕 様 書 な ど

の資 料 が作 られ なけ れ ば な らない。 これ ら資料 は ・現 行 システ ムを効率 的 に変 更す るた め に

重 要 な もの であ る。EDPSた め には,次 の ような資料 類が作 成 され るべ きで あ る 。
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(1)シ ステ ム フ ローチ ャー ト

(2)プ ログ ラム フ ローチ ャー ト

(3)原 文 書の レイ ア ウ ト

(4)出 力 の レイア ウ ト

(5)記 録 と フ ァ イル 組織

⑥ 各処 理 に対 す る時 間 的 な評価

(7)ス ケ ジュ ー ル

(8)処 理 要領

(9)ジ ョブの説 明 と義 務

⑩ 組 織 図

59.設 置 後の 評価 で考 慮 す べ き事 項 は何 か?

新処 理法 が導 入 され,動 作 を始 め た後 も,シ ス テ ムが意 図 した よ うに運 営 され てい るか,

また,初 期 の 目的 が 成就 され て い るか を確認 する た め に,組 織 的 な追 跡 が 必要 であ る。

評価 にお い て問 うべ き事 項 は次 の とお りで あ る。

川 目的 は 成就 され た か,運 営 を始 めた シス テ ムが 開発 され た 処理 手 順 や 指示 に従

って初 期 の 目的 が成就 され て い るか ど うか を調 べ るた め に分 析 され ねば な らない。

(2)予 期 された結 果 と実 際 の結 果 をい か に比 較 す るか シス テ ム は,実 際 に得 られ て

い る結 果 と得 られ る筈 で あ つた もの と 比較 して,調i査 さ れ るべ きで あ る。例 えば,報 告 書

は所 定 の 方法 で,所 定 の時 間 に ・作 られ て い るか。 出力 デ ー タは正 しい か。 処 理時 間 は正

確 か,な どが 調 べ られ る べ きで ある。

(3)実 際 の 動作 費 用 はい く らか 。 以前 の シス テム と比較 して太 シ ステ ムの 実際 の運

営 費 用 は どうか,注 意 深 くチ ェ ックすべ きで あ る。

(41ど ん な修 正,改 訂 が 必要 か。 ラ インの要 員 と相 談 す る ことに よつて,シ ス テ ム

の欠 陥 をす べ て 見い 出さ な けれ ば な らない 。 しば しば 計 算機 の プ ログ ラムの修 正 が必 要 で

あ り,必 要 な ら,現 在 の や り方 を改善 し,提 正 しなけれ ば な らない 。普 通 相 当程度 の修 正

が 必要 とされ て い る。

シス テム設 置 後 の評 価 は ラ イ ンの監督 者 と共 に,設 備 に つい ての 再検 討 も含 むべ き で あ

る。 シス テム を再 検 討 した の ち,明 確 なス ケ ジ ュー ル を立 て,必 要 な,あ らゆる修 正 を行

な うべ きで あ る。

この再検 討 は,こ れ 以上 の修正 作 業 が必 要 でな くな り,処 理 が満 足 で きる と考 え られ る
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ま で結 け るべ きで あ る。

設 置後 の再栓 討 は,効 果 的 な処 理 の実行 が設 計 ど余 り行 左 われ る こと を確 か め るた めr,

シス テム部 門 の メ ンバ に よつて 定常 的 に続 け られ るべ きであ る。

40.EDPSを 設置 す るた め に,取 られ なけ れ ば な らな い段階 に つ いて要約 せ よ。

以 下 の こ とは,EDpsの 効 率 的 設 置 と設計 を行ftう た め に取 られ な けれ ば な らない基 本

的 な段階 であ る。

(Dシ ス テ ム設 計

(2)要 員 と選択 と訓練

(3)記 録 と フ ァイルの 変更

(4)書 式 設 言十

(5)選 定 さ れた 適用 分 野 の プ ログ ラム化

⑥ プ ログ ラムの試 験

(7)要 求 され る設備 類 の設 計 と準備

〔8)新 しい シス テ ムの ス ケ ジュ ー ル化

(9)並 列運 転,ま たは 新 シス テ ム の試 験

00)新 シ ステ ム への移 行 と最終 的 改 造

(1D設 置 後 の評価

41.効 率 的 な設備 管理 を行 うた めの重 要 事 項 につ いて のべ よ。

次 の事項 は効 率 的 な設置 管 理 にお け る重要 な考 慮事 項 であ る。

ω ス ケジュ ー ル化 ス ケジ ュー ル化 は,ど の よ うな デー タ処理 の設 備 につ い て も,

そ の効率 的 な運 用 を行 うた め に大切 な こ とで あ る。

ス ケジュ ー ルは,貴 重 な機 械 時 間 を少 し も失 な わぬ よう,注 意 深 く計画 され な けれ ば な

らない。 たX'し,準 備 時 間 や避 け得 ない遅 れ な どは十 分認 め なけれ ば な らない。 現行 プ ロ

グ ラム の改 良 のた め に,通 常 特 別 に,プ ログ ラム を試 験 す るた めの時 間 が この ス ケ ジュ ー

ル の 中に含 まれ る べ き で あ る。

スケ ジュ ール を効率 的 に作 るた め に考 慮 され ね ば な らぬ要 素 は次 の とお りで ある。

(])規 定 内時 間(Due-INTline)要 求 元 の部 門に よつ て使用 され る。

(2)規 定 外 時間(Dae-CUTTlme)臨 時va使 用 を申 し出た部 門 に よつ て使

用 され る。 これ はス ケ ジューール の 最繁 時 を避 け て行 なわれ るべ きで ある。規 定外 時 間 は

求 め られた 報 告 書 が 実際 に,直 ちに使 用 された か 否 か を調 べ るため に再 検討 され る こ と

/
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が あ る。

(3)必 要 と され る時 間 の 見積 この中 に は,準 備 時間 を含 むべ きで あ る。装置 が 動

作 し始 めたの ち,ジ 。ブ時 間の 見積 りと実 際 に必 要 な時 間 と比較 す るた め,定 期 的 に再

検 討 が なされ る べ き であ る。

ω 利 用 で き る時 間 処 理 に 当 り,人 の こと を妻 際 して,ス ケ ジ ュール を変 更 せ よ。

2.ド キ ュ メ ンテ ー シ ・ン 操 作 便覧(RanManaal)は ドキユ メン テ ーシ ・ン

の1っ で あ る。

各 プ ログ ラム毎 に詳 細 な ラ ン マ ニ アル が 準 備 さ れ る べ き で あ る 。 この ラ ン マ ニア

ル は,問 題 の説 明 とプ ログ ラ ミング とを,一 緒 に して収 録 す る こ とが望 ま しい。 ラ ンマ ニ

ア ル は,プ ログ ラ ムが使 用 され 始 め た あ と,そ れ を維 持 し,ま た 理解 す る助 け と な り,ま

た シス テ ム ア ナ リス トと オ ペ レー タとの 間 の誤 解 を防 ぐ助 け と もな る。

ラ ン.マ ニア ル π含 まれ るべ き情 報 は,次 の とお りであ る。

(Dプ ログ ラムの 名前 と番号,k・ よび動 作 目的 の説 明

(2)動 作 の文 章 説 明

(3)概 略 的 な もの,詳 細 な もの,そ れ ぞ れの ブ ロ ック ダ イヤ,こ の プ ログ ラムに 関連 した

プ ログ ラムの リス ト

④ 完 全 な操 作 指 示事 項1コ ン ソー ルのス イ ッチ の設定,プ ログ ラム 内 の動作 停止 点 の リ

ス ト,誤 り訂 正 処理 の ような例外 的事項 の 言R述,お よび見 積 り動作 時 間等 。

(5)入 力 に つい て,そ の種 類,量,動 作 を完 了 時の 入 力 の処 分 。

佃 必 要 な 出力:複 写 の 数,書 式の 種類,出 力 の処 理,い か に し て 印 付 け,そ して出 力

の配 布先,得 られ るは ず の 出 力 例 が ラ ン マ ニア ル の中 に含 ま れ て い るべ きで ある。

(7)変 化 の 記録 を含 む操 作 経歴

(8)必 要 な全 ての コン トロー ル カー ドの説 明 と例 。

3管 理 法 デ ータ処 理部 門 は,処 理 を管 理 す る能 力 を持 ってtsり,正 確 なる結 果 が

得 られ る こと を保証 す る よ うな管 理法 を 開発 しな げれ ば な らな い。 加 えて,も し必 要 な ら

入 力 デ ー タ を再 構成 し,再 処 理 で き る処理 法 が作 られ ねば な らない 。 シス テ ムの要 求 を検

査 す る こと も考 慮 す るべ きで あ る。

4プ ログ ラム と処 理の維 持 一 度,プ ログ ラム が デ ー タ処理 シ ス テ ムに うま く乗 せ

られ て も,こ ん どは プ ログ ラムは変 化 を受 け やす い もの とな る。

プ ログ ラムの 変化 を起 す一 般 的 理 由は 出力情 報 の追 加 や,ま た新 しい製 品,新 しい値 下

、
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け要 員,手 数 料率 の変 化 とい つた よ うπ一般 的 な経 営 を変 化 させ る もの,さ らにはプログラ

ムの適 用範 囲 を拡 げ よ うとす る望 み な どが あ る。

運 用 ス タ ッフ に よる最 終 検 討 が す み,承 認 され て,プ ログ ラムが運用 に供 され る とき

π は,こ の プ ログ ラム は,完 全 に成文 化 され て いな けれ ば な らない。 この記 録 を常 に 現行

通 りに保 つ ことは プ ログ ラム維持 の機 能 の一 部 で ある。現 行 の プ ログ ラムに 不 当 な変 更 が

加 え られ な い よ うな処 理 法 が 確立 され るべ きで あ る。 通 常,プ ログ ラム と記録 書 を常に維

持 す るた め の責任 は特定 の 個 人 に割 当 て られ るべ きで あ る。 変 更は 全 て正 式 に認 め られ,

処理 要領 に 明記 され ね ば な らな1(。

効率 的 な設備 管 理 は,ま た,そ の 中 に次 の こ とを含 むべ きで ある。そ れ は,運 営予 算 と

費用 の管 理法 の開 発,仕 事 の説 明 と割 当 て られた 責任 とを記載 した組 織 図 の開 発,要 員 の

選択 と訓 練 のた めの,計 画,最 高幹部 に実 際 の動作 状 況報 告 を与え るた め π,進 展 の 具 合

を定 期 的 π再 検 討 す る こと であ る。

42ジ ョブ時 間 または 仕事量 を決 定す る際 の基 本 的 目的 は何 か?

正 確 な る機 械 と,人 間 の仕事 量 は,次 の よ うな理 由 によ り非 常 に重 要 で あ る。

(1)ス ケジ ュー ル化 デー タ処理 部 門vak・ける処 理量 が増 す に つれ,仕 事 が注 意深 ぐ

計 画 され てい るか ど うかが,非 常 に重 要 とな る。 効率 的 に計画 す る には,各 処理 に対 す る

機 械 時 間 や要 員数 を知 る ことが必 要 で ある。

② 標 準 部 門 の効率 を評価 す るた め に処理 ご とに標 準 時 間 が確立 され なけれ ば な ら

ない。 一 度作 られ た標準 は,こ れ らの努 力 を評価 す る基礎 とな る。

(3)費 用 §十算 多 くの組 織 に おい て,デ ー タ処 理装置 を使 用 す る種 々 の部 門は 実行 し

て もらつた仕事 に対 して,費 用 を と られ る。 このた め,各 処理 に要 す る正 確 な る時 間 を知

る こ とが必要 で あ る。

43.単 位 記録 装 置 を使 用 して,ス ケ ジ ュー ル化 の手 順 を確立 す る 目的 に ついて のべ よ。

ξの よ うなデ ー タ処理 部 門に お い て も,そ の部 門の 成 功 は,人 間 と機 械 と仕事 との 効率 的

な協 調 に よつ てえ られ る。

効 率 的 な協調 とは,十 分 明確 に さ れた ス ケ ジュ ール化 の手続 きを必要 とす る。 特に,ス ケ

ジュ ー ル化 とは,次 の ことを行 うこ とで ある。

(1)報 告 書 を,経 営 のた め に利用 で き る よ うな,は つ き りと した時 を定 め る。

(2)衝 突 を減少 させ,全 ての装 置 を最 も効率 的 に利 用 でき る ようにす る 。

(3)付 加装 置 と要 員数 とを決 め る手 段 を与 え る。
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ω ス ケ ジュ ールが 作 られ た の ち,オ ペ レー タ や部 門 の 効率 を評価 す る手 段 を与 え る。

㈲ 特定 の処 理 にか か る時 間 の長 さを,長 期 に わた つ て記録 す る。

(61処 理 π要 す るDae-in,Dae-Oaじ の 妥当 な時 間 を定 める。

(7)櫓 械 を利用 す る時 間 に関 して,そ の実情 を与 え る。

44,機 械操 作 の ための ジ ・ブ時 間 を計 算 す る際 考 慮 しなけれ ば な らぬ要 素は何 か?

機 械 操 作 の た めの ジ ・ブ時 間 を計 算 す る際,基 本的 に3つ の要 素 を考え ね ば な らぬ。

{1)準 備 時 間 ジyブ 時間 を計 算 す る と き,第 手に考 慮 され るべ き要 素 は 準備 時 間 で

ある。 これ は,次 の よ うな もの で ある。 す な わ ち コン トロー ルパ ネル の挿 入機 械 の 所 ヘ カ

ー ド類 を持 っ て行 く ,ス イ ッチ類 を セ ッ トす る,操 作指 示 を受け る,必 要 に応 じて機 械 に

所 定 の紙 を入 れ る,こ の他 機 械 処理 に先 立 っ て必要 なそ の他 の操 作 とい つた もの で ある。

準 備 時 間 は量 には 無 関係 に,一 定 であ るの で,機 械 ごと に,何 分 とい う一定 の数 で表 わ さ

れ て い る。

(2)取 扱 い時間 機械 処理 が開始 され た 後,処 理 の途 中 で短 い中断 が起 る こ とが,し

ば しば あ る。 これ らの中 断 は,次 の よ うな もの で あ る。 まず機 械 に カー ドをセ ッ トす る,

機 械 調 整す る,ス タ ッカか らカー ドを取 り出 す機 械操 作 を個 々 にチ ェ ックす る等 に よつ て

生 ず る中断 で ある。 練作 が長 く続 く程,取 扱 い時 間 の量 は大 き くな る。 この ような取 扱 い

時間 は,普 通,全 時 間 に対 す るパー セ ン トで表 わ され て い る。

(3)機 械 時 間 機械 時 間 は,実 際 に,カ ー ド類 を処 理 してい る時 間 で あ り,カ ー ドの

量 と機 械 の速 度 か ら決 まる。処 理 され る カー ドの数 を,聯 械 の処 理速 度 で除 して,機 械時

間 を手 で計 算 す る こ とが 可能 である。 しか し,そ れ エ り多 く使 用 され る もの と して,グ ラ

フ また は,特 別 の 仕事 量計 算機(WorkLoadcomPa'ter)が 使 われ る。

45単 位 記録 装置 を使 用 したデ ー タ処 理 導入 で確 立 され るべ き管理 形式 につ い ての べ よ。

単 位記 録 装置 を使 用 した,す べてのデータ処理設 備 にお い ては,処 理 され た仕事 の,精 度 と

品質 を保 証 す るた め に,シ ス テ ムを通 じて,管 理 が確 立 され る な ら,そ れ は 非常 に重要 な こ

とで あ る。確 立 すべ き管 理 の種類 は次 の とお りで ある。

文書管 理(DOCamenじControl)

文 書 管理 は入 っ て くる文 書 が全 て,受 納 され,処 理 され,経 営 の効 率 的運 用 の た め,必 要

とす る所 に配 布 され る とい うこ とを全 て,確 実 に行 な うた めの シ ステ ム処 理 で あ る。

文 書 の管 理 は,各 文 書 を,そ の受 納 した点 で記 載 す る記 録簿 を用 意 し,通 し番号 また は,

分 類番 号(batchn。 ・)を割 当 て,文 書が1つ の 部門 か ら次の 部 門へ動 か され る時,文 書 を
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数 え る ことに対 して,一 定 の責 任 を与 え る こ とπ よ り,効 果 的 に維 持 さ れ る。

計 算管 理(AccOunじlDgConしr。1)

計算管 理 は,組 織 内 の デー タ処理 で得 られた 結果 の数 学 的正 確 さ を保 証 す るた め に準備 さ

れ る,一 連 の 内部 チ ェ ック や バ ランスチ ェ ックの こ とで あ る。

カー ドが パ ンチ され,検 孔 された の ち.,最 初 の機械 処 理 は,プ ル ー フ リス トの 作 成,す

な わ ち バ ッチ バ ランス 操 作 を行 うこ とで ある。 プ ル ー フ リス ト に よ リカー ドが操 作の 最

初 の点 で照 合 され て い る こ とを,正 規 の機 械 処 理 に先立 っ て保 証 され るの で ある。

一 度
,カ ー ドに,パ ンチ された 情 報 が正 確 で あ る ことが,証 明 されれ ば,次 は,そ れ は,

必 要 な カー ドが全 て あ るか ど うか,ま た正 しい操作 が行 なわ れ て い るか ど うか も確 認 す るた

め の操作 の管 理 が確 立 され なけ れ ば な らない。

この よ うに,計 算機 械 を使 っ て作 られた 報告 は,す べ て 直 ち に,原 文 書 か ら 得 られ る

す ぐ前 の チ ェ ック ず みの 合計 と対照 せ られ るべ き で ある。 も し機 械 が特 別 の カー ド計算 装置

でな ら,処 理 中の カー ドの数 に 関連 して管 理 が 行 なわれ る とと もあ る。

処理 手 順 の管 理

処理 手順 の 管理 は,デ ー タ処理 部 門内 で利 用 され実 行 され るべ き特 定 の操作 処 理手順 の確

立 と関係 して い る。

操作 管理 を効果 的 に維 持 す る た めには,処 理 を始 め る に当 っ て必 要 とされ る処 理要 領,結

線 図,フ ロー チ ャ ー ト,そ の他 の 付加 的情 報 等 が各 処理 に対 して与 え られ る ことが重 要 であ

る。

現 行 シス テ ム が変 更 され るに従 って,こ れ ら変 更 が,処 理 要 領 に組 み 入れ られ る ことが重

要 で ある。

処理 管 理 は,ま た 部 門内 で行 な われ て いる全 ての仕事 に関連 の ある,記 録 され た事 実 を直

ち に使 用 で き る形 に してい る。 これ陥 よつて,現 行 の操 作 の 効率 を決定 す る ことが で きる。

46優 れた報 告 書の基 本的 な要 素 は何 か?

優 れた 報 告書 の最 も重 要 な要素 は次の とお りで あ る。

(D報 告 は 正確 で な くて は な らない。 重要 な経 営上 の決 定 は,デ ー タ処理部 門か ら

受 け た報 告 書 に根拠 をおか れ るの で,こ れ らの報 告 書の正 確 さは,デ ー タ処理 部 門 の手 を

は なれ る前 に,確 かめ られ るこ とが重 要 で ある。

(2)報 告 書 の形式 は 明瞭 であ る こと。 報 告 書 の デ ー タの配 列 は人 の 目 を引 きつけ,

明 瞭 で,読 み やす く,理 解 しやす い もの で あ るべ き で ある。 で きれ ば,標 題 に は コ ラム を
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用 い るべ きであ る。 ・

(3)報 告 書 は適 切 で な くて は な らない。=報 告書はす べて,経 営の 効率 イヒに寄与 すべ き

であ り,そ れ らが,も は や役 立た な ぐな二)たときは,中 止 され るべ きで あ る。 管理 者 に と ・

つて ほ とん ど,あ る い は 全 然 役 に立 た ない報 告 書 が非 常 佗多 「ぐ休 られ て い る。

(41報 告 書 の内 容 は新 し ぐなけ れ ば な らない 。 管 理者 の判 断 の よ りど ころ と して使

われ る報告 書 は,経 営 の 現状 を反映 してい なけれ ば な らな い。

47報 告 書 θ)管理 プ ログ ラ ムを作 成 す る際 考 慮 す べ き要 素は 何 か?

報告 書 の管理 プ ログ ラム を作成 す る際,次 の点 を考 え るべ きで ある。

川 現 在 の報告 書す べ て が必要 であ るか?

(2)短 縮 または組 み合 せ られ る報 告 書 は ない か?

!3)読 解 力 を減 ず る 不必要 な デ ー タを含 ん で いな い か?

ω 報 告 書 は,そ の 目的 と使 用 に関連 の あ る適 切 なデ ー タす べて を含 ん でい るか?

㈲ 報告 書 は適切 な時 期 に出 され て い るか?

そ の 回数 は変 更 で き るか ど うか?

⑥ 報 告 書 は組 織全 体 の 効率 に寄与 して いる か?

48例 外 の 報 告 とは何 か?・

例外 の報告 とは,正 常 の操 作 処理,ま た は,予 定 され た結 果 か ら,重 要 な例外 を指 摘 して

必要 な情報 を,経 営者 に与 え る手段 で あ る。

例外 を報告 す る基 本 的 目的 は,次 の とお りで あ る。

(D不 必 要 に こまか い点 を全 て 除 き,平 常 の処 理 結果 か らは ずれ た,情 報 のみ を管 理 者 に 提

供 す る。

② 判断 を下す 過程 に役 立 た ない ような,詳 細報 告 の量 を減 らす。

(3)よ り低 い レベ ル で処 理 で きない 異常 な状 況 を管理 者に知 らせ る 。

49.費 用 の 面 で,計 算機 の シス テ ム変 更 に 直接 関連 する3点 とは何 々か?

変 更 に とも な う費用 で,重 要 な もの は,次 の とお・りで あ る。

〔Pフ ァ イル 変 更

(2)プ ログ ラ ム変 更

「3)要 員 の 再 訓練

た いて いの 設備 で,上 記 費用 の うち最 も大 きな もの は,プ ログ ラム変 更 であ る。

50プ ログ ラム変更 に おい て,し ば しば使 用 され る方法 は どん な ものか?
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しば しば借用 され る,プ ログ ラム変更 の方法 は 次 の とお りであ る。

t1再 プ ログ ラ ミング 再 プ ログ ラ ミング は,プ ログ ラム変更 の 方 法中,普 通 非常

に高 価 な方法 で あ る。 そ れ は,使 用 中 の各 応用 プ ログ ラム を全 て書 き改 め る こ とを必 要 と

す るか らで あ る。

しか しなが ら,こ の方法 は,新 しい計 算機 シ ステ ム につい て最 も効 率 の よい,最 良の 処

理 プ ログ ラムが で き る とい う利 点 を もつ てい る。

2シ ュ ミレー シ ・ン とは ある]つ の計 算機 が他 の 計算 機 と同

じ ように,ξ'動 作"す る よ うな プ ログ ラム を組 まれ る操作 の ことを言 う。

シュ ミレー タプ ログ ラム は,前 の 計 算機 のプ ログ ラム指 示 を分析 し,こ れ ら指 示 を翻 訳 す

す る。 そ の結 果 が,新 しい 計 算機 シス テ ム で実行 され る。

シ ユ ミレ ー タは実行 中,指 示 に 出合 うた び に,そ の指 示 を解釈 す る必 要 が あ る。 この よ

うな翻 訳 を要 す るた め π多 くの動 作 上 の損 失が ある。

'シ ユ ミレー トす る計算 機 は シユ ミレー トされ てい る計算機 の動 作時 間 を 自分 の それ と等

し くす るた めには,よ り早 ぐ,か つ大 き くなけれ ば な らな い。"シ ユ ミレー シ ヨン"は 全

部 ソフ トウエア に よつ て行 なわ れ てい る こ とに注 目すべ きで ちる。

5.エ ミ ュ レ ー シ ョ ン エ ミュ レ ー シ ・ン とは,あ る1つ の計 算 機 シ ス テ ム の た め に

書 か れ た 指 示 が 特 別 の ハ ー ド ウ エ ア と,制 御 回路 を使 用 し て,異 な る 計 算 機 シ ス テ ム で 実

行 さ れ る過 程 の こ と で あ る。

杵 シユ ミ レ ー シ ヨ ン"は 完 全 に ソ フ トウ エ ア で あ る が ぐ'エ ミュ レ ー シ ョン"は シュ ミ レ

ー シ ヨン す る の に
,ハ ー ド ウエ ア ー ソ フ ト ウ エ ア を用 い て い る。

"エ ミュ レ ー テ ン グ"す る 時 ,始 終 使 わ れ る 命令 は電 子 ス イ ッチ 速 度 で シ ユ ミ レ ー トさ

れ,そ の 結 果 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に 比 較 し て 本 質 的 に改 善 さ れ た 動 作 と な る ○

エ ミユ レ ー シ ・ン は 特 別 の 読 み 取 り専 用 メモ リ〔Read-onlyStorage(RO

S)〕 で 行 な われ る 。RC,Sは,計 算 機 の 中 に あ る命 令 の 機 能 を実 行 す る よ う,プ ロ グ ラ

ム化 され た 制 御 回 路 で あ る。ROSに よ り,マ イ ク ロプ ログ ラ ム がROS内 に 結 線 さ れ ,

命 令 コ ー ドを 翻 訳 し,目 的 の 機 能 を 実 行 す る た め に,必 要 な ハ ー ドウ エ ア ロジ イ ク を駆 動

す る 。

更 に エ ミュ レー タ プ ログ ラ ム は コ ア メ モ リに い れ られ るσ'、
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∬ デ ー タ処理 シス テ ムの 設計

51.各 種事 業 シ ス テムにお け る デ ータの形式 につ いて 述 べ よ。

どん な組 織 で も取 り扱 ってい る記 録は 事業 書 類 と,顧 客,売 り手,従 業員,役 員 等 に関す

る会 社 の取 引 の基 本 的 な事 項 を記録 す る文 書 とが あ る。

これ らの処理 記録 を分析 す る と2つ の基 本 的な デ ータの形式 が あ る こ と が わ か る。そ れ

は固 定す なわ ち参 照 デ ータ と可 変す なわ ち取 引 デ ータ で ある。

この2つ の デ ータ形式 の 特徴 を要約 す る と以下 の よ うに な る。

1.固 定 データ

こ れ は繰 返 し使 用 さ れる参 照 あ るい は フ ァイル の情 報の よ うな もので,顧 客 の 名前 とか

住所,従 業 員 の 名前,売 り上 げ項 目等 の よ うな デ ータで あ る。

　 　

この形 式 の デ ータ は通 常 マ スタ ー ファイル とい われ る。

2.可 変 デ ータ

これ は事 業取 引 によ っ て出 来 る デ ータで あり,そ れ ぞれ 個 々の取 引に つ い て唯一 の もの

で ある。 可変 データ には商品 の 数 量,作 業 時 間数 等 の よ うな情 報 が ある。

52.フ ア ィルの 設 計 と構 成 で考慮 すべ き事 項 は何 か?

以下 の事項 は フ ァイルの設 計 と構 成 に直接 影 響 す る。

1.量 的考 察

事 業 にお い て取引 量 が増 大 す るに したが っ て,パ ンチ カ ー ドを使 用 し た デー タ処理 では

完全 に満 足 出来 ない だ ろ う こ とは明 白 で あ る。

磁気 テ ープ フ ァイル は高 密 度 で優利 で あ り(多 量 の情 報 が 小 さい 場所 に記録 す る こ とが

可 能)入 出 力 の スピ ー ドが非 常 に早 くな る。

更に,磁 気 テ ープ レ コ ー ドは レコ ー ドの 長 さ を可 変 にす る ことがで き,パ ンチ カ ー ドの

よ うに80字 に制 限 さ れな い。

2.時 間的 考 察
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ユ ニ ッ トレコ ー ド装置,あ るいは 磁 気 テ ープ を使 用す る時 に は受 領 した取 引 記録 を取 り

ま とめ て,処 理 す るために 前 も って定 めた 優先 順 位 に した が って 記録 をならべ る必要が ある。

　 め

これ を 遂 次処 理 とい う。

便利 にな るに 従 って いろい ろな応 用面 か ら要求 さ れ る もの は データ を処 理 す る能 力 で あ

る。

　 　

この 形 の処理 に適 用 さ れる言 葉は イ ン ライ ン で ある。

この イ ンライ ンの 意味 は 入力 デ ータが シス テ ムに入 る以 前 に あ らか じめ編 集 とか分 類 を

しな い とい う こ とで ある。 大容 量 の 直接 ア クセ ス記 憶 装置 が イ ンライ ン処理 を可 能 に させ

る。

3.分 類 の考 察

ユニ ッ トレ コ ー ド装置 を使 用 して分 類 す る ための 費 用 と時間 は電 子計算 機 を使 用 して分

類 す る時 よ りも キ ーの大 きさ に相当 関係 す る。 更 にユ ニ ッ トレコ ー ド装 置 で の アル フ ァベ

ッ ト順 の分 類 は や っかい で時間 を浪 費 す る が,電 子 計算 機 で の分 類 では特 別 な 問題 は ない。

53.カ ー ド設計 で考 慮すべ き事 項 は 何 か?

カー ド様式 と設 計 におい て最 も重 要 な 事項 の 一 つ は,必 要 な報 告書 を 作 る た φ に カ ー ド

に必 要 とされ る情 報 を定 める ことで ある。 ま た デ ータの 有効 性 も考慮 しなけ れば な らない。

す なわ ち,記 録 され て い るデ ータ は原 始 資料 と して容 易 に利 用出 来 る ものでな ければ な らな

いo

カ ー ド設 計 にお け る諸 規則 を以下 に示 す 。

1.カ ー ド様 式 は 原始 資 料 か ら迅 速 にパ ンチ 出来 る よ うに 設計 され ねば な らな い 。 カ ー ドに

パ ンチす る デ ータ が原 始 資料 と同 じ様式 で あ れば カ ー ドパ ンチ が非 常に早 くな る。

2.複 写す る デ ータ は通 常,カ ー ドの 左端 側 に配 置せ ね ばな らない 。

3.手 でパ ンチ す る デ ータは,複 写 とか 集 団せ ん 孔 ま た は計 算 フ ィール ドの間 に分 散 しては

い けない 。

4.す べ ての数 字 フィー ル ドと,す べ ての 英字 フ ィ ーノレドは それ ぞれ一 つ に集 め て 置 く。 そ

うす ればオ ペ レ ータは英 字 か ら数 字 の 余計 な シ フ ト変 更 を しな くて もす む。

5.使 用 しない桁 は 通常,カ ー ドの右 側 に置 くべ きで あ る。

6.送 付 番号 とか 日付等 の 参 照情 報 は通常,カ ー ドの左側 に置 くべ きで あ る。

7.身 分 番 号 とか 部 門 番 号等 の分 類情 報 は カ ー ドの中央 に置 くべ き で ある。
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8.1数 量 情報 は カ ー ドの右 側 に置 くべ き で あ る。

以下 の 図 は原 始 資料 とそ れ に も とつ くカ ー ド様 式 の設 計 を示 して い る。
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54.パ ンチ カ ー ド適 用の ための コ ー ド体 系 を開 発 す る時 に考 慮 すべ き事 項 は 何か?

パ ンチ カ ー ド適 用 のた めの コー ド体 系 の構 成 は 以下 の ことを考 えねば な らない 。

1.コ ー ドは 比較 的 容易 に設 計 で きて 割 り当 て られ る もので なけ れば な らない 。

2.コ ー ドを設 定 す る ときは あ とで追 加 挿入 がで きる よ うに,予 め準 備 して お か ねば な らな

い。

3,コ ー ド体 系は,機 械 の処 理 時間 を減 ら し,不 必 要 なパ ンチ をな くす ため 出 来 る だけ少 な

い桁数 になる よ うに しなけ れ ぱ な らな い。

4.コ ー ドは デ ータの分 類 に 適当 な もの で あ る よ うに 考慮 して設計 しなけ れば な らない。

55.磁 気 テ ープの 記録 形式 に?い て説 明 せ よ。

電 子計 算機 に よっ ては デ ータは テ ープの中 に固 定 長の プ ロ ヅクで記 録 されな ければ な らな

い。 しか し大 半 の電 子 計 算機 では磁 気 テ ープ上 の レ コー ドは,手 ごろ な大 きさ にで き,字 数

の制 限 は ない。磁 気 テ ープ上の レコ ー ドあ るいは レ コ ー ドの 集 まりは約 ψ インチ の長 さ の

空白 な間隙 に よっ て分 離 され てい る。

こ の間 隙は しば しば イ ンタ ーvコ ー ドギ ャッ プ又 は 工RGと いわ れ る。 この イ ンターvコ

ー ドギ ャ ップは始動 と停止,す なわ ち レ コー ドあ るいは レコ ー ド群 の間 の テ ー プを加 速 あ る

い は減速 す るた めに設 け られ て い る。

デ ータの読 み取 りは イン タ ー レ コ ー ドギ ャ ップの す ぐ後 の最初 の文 字(キ ャ ラク タ)か ら

始 め られ次 の インタ ー レコ ー ドギ ャップ ま で紡 げ られ る。

テ ープ の無 駄 を防 ぐため に しば しぱ イ ンタ ーVコ ー ドギ ャップ の間 の 空 白は1レ コー ド程

度 に して ある 。

テ ープ(1イ ンチ200キ ャ ラ クタ の密度)に 記 録 され た100キ ャ ラクタの 長 さの1レ コー

1ドは 一 イ ンチ の長 さ を 占 め る
。2

1
・ の テ ー プ で は5/4イ ・チ の イ ・ ・ 一 ・ ・ 一 ドギ ・ ・ プ がthb・"5イ ・チ の1v・ 一 ドの

後 に 別 の ～ソ イ ンチ の イ ン タ ー レ コ ー ド ギ ャ ッ プ が続 く。 イ ン タ ー レ コ ー ド ギ ャ ップ の 数 を

減 らす た め に,Vコ ー ドは しば し ば 一 緒 に 集 団 化(ブ ロ ッ ク)さ れ て1つ の テ ープ レ コ ー ド

を 形 成 す る。
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工RG

>軍鶏
工RG

避,
工RG

.∈
〈 〉 〈 〉

テ ー プ テ ー プ
レコ ー ド レコー ド

修
;
ド

修
…
ド

%

修 1 修 2

、 修 {

1つ の磁 気 テ ー プ レコ_ド

56."ロ ジ、".ル レ コ ー ド","テ ー プtZコ ー ド","ブ ロ ック",あ る い は"グ ル ー ブ レ コ ー ド"

と は 何 か?

1.ロ ジ カ ノレレ コ ー ド

1つ の ロ ジ カ ル レ コ ー ドは1つ だ け の レ コ ー ドあ る い は 単 位 情 報 と し て 磁 気 テ ー プ に 記

録 され た デ ー タ で あ る が,必 らず し も特 別 な 物 理 的 な 尺 度 で 定 義 す る 必 要 は な い 。

2.テ ー プ レ コ ー ド

1つ ¢)テ ー'プ レ コ ー ドは イ ン タ ーvコ ー ドギ ャ ップ に よ っ て分 離 さ れ た1つ 以 上 の ロ ジ

ヵ ノレレ コ ー ドで あ る。

も し2つ の イ ン タ ーvコ ニ ドギ ャ ッ プ の 間 に た だ1つ の ロ ジ カ ル レ コ ー ドが あ れ ば,

そ れ は テ ー プ レ コ ー ドで あ リ ロ ジカ ル レ コ ー ドで も あ る 。1つ の テ ー プ レ コ ー ドは 時 に2

つ の連 続 す る イ ン タ ー レコ ー ドギ ャ ッ プ の 間 の デ ー タ と定 義 さ れ る 。1つ の テ ー プvコ ー

ドは フ ィジ カ ル レ コ ー ド と もい わ れ る 。

3.ブ ロ ッ ク レコ ー ド,あ るい は グ ノレー プvコ ー ド

プ ロ ッ 〉 あ る い は グ ノレー プVコ ー ドは1つ の テ ー プ レ コ ー ドの 中 に1つ 以 上 の ロ ジ カル

レ コ ー ドが あ る場 合 の状 態 を い う 。

テ ー プ レ コ ー ド当 りの ロ ジカ ル レ コ ー ド数 は ブ ロ ッキ ン グ フ ァク タ ー と も い わ れ る 。

■
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57.テ ー プ リ ール,テ ー プ フ ァ イル と は 何 か?

　 づリ

テ ー プ リール とい う言 葉は 通常 磁 気 テ ープ の物理 的 な一 巻 を い うので あ る。

　 　

テ ープ フ ァイル とい う言 葉 は テ ープ レ コー ドの論 理 的 な集合 をい うの で あ る。

1つ の テ ー プ フ ァ イ ル は1つ あるい はそ れ 以上 の テ ープ リール に 記録 され るか も知 れ

ない 。 同様 にも し フ ァイル が小 さい と1つ の テ ープ リーノレに,1っ あ る い は そ れ以 上の テ

ープ フ ァイ ルが入 っ てい るか も知 れない 。

　

1つ 以 上 の テ ー プ リー ノレを必 要 とす る フ ァ イ ノレは マ ノレチ リ ー ル"フ ァ イ ル と い わ れ,

1つ の リ ・一ールノに1つ,あ るい は そ れ 以 上 の フ ァ イ ノレが 入 っ てい る リ ーノレを"マ ノレチ フ ァイ ノレ"

リ ーノレ とし、う。

58.磁 気 テ ープ を操 作 す る プロ グ ラムで使 用 され る基 本的 な命令 の概 要 を述 べ よ。

1.テ ープ読 み 取 り(READTAPE)

テ ープ読 み取 り命令 は 通常,実 行 す るテ ープ装 置 の選 択準 備 を行 ない,テ ープ上 の デ ー

タ を最初 の 記 憶 場所 に読 み込 ませ る。 読ん でい る時の テ ープの動 き は通 常 工RGか ら工R

Gま で であ る。 す なわち テ ープの 読 み込 みは 工RGが 現 われ る まで続 け られ る。 グノレープ

マ ーク と呼ば れ る特殊 文字 が,工RGが 現 わ れ た時 に記憶 装 置の 中 につ くられ る。

2.テ ープ 書 き込 み(WRIT亘TAPE)

テ ー プ 書 き 込 み 命 令 は指 定 さ れ た記憶 場所 の デ ータ を テ ープ に書 き込 ま せ る。 データ

、



デ ータ処理 に よ る経 営 159

特殊 符 号 が つけ られているところ まで記憶 場 所か らテ ープに 書 き込 まれ る。記憶 装 置 内 の終

りを告 げ る符号 を見 い出 す とテ ープへ の書 き込 み をや め て・ イ ンタ ーレコ ー ドギ ャッ プを

テ ープ に作 る。

3.後 退(BACKSPACE)

後 退 命令 は1テ ープ レコ ー ド分 だけ 後 退 させ る。

最 初 の イ ンタ ー レ コ ー ドギ ャ ッフ.を見 い出 す と停 止 す る 。

4.エ ラ ーが あれ ば分 岐(BRANOHIFERROR)

デ ータ が 記憶 装置 とか テ ープ装 置 に移 した り,移 され た りす る と きに誤 ま りが起 きる と

エ ラ ーイ ンデ ィケ ータ が働 く。 この イ ンデ ィケ ータ を調 べ る こ とに よ り読 み取 り書 き込 み

動作 の訂正 を行 な うエ ラ ー ルー チ ンに分 岐 させ る か ど うか を判定 す る ことが 出来 る。

5.巻 戻 し(REWIND)

巻戻 し命 令 は テ ー プ を リ ール に巻 き戻 させ る。 通 常,テ ープ リール の終 端 を検 出 した と

た とき,また テ ープ ソ ー ト中 に プ ログ ラ ムの一 部分 と して使 われ る。

6.ス キ ップ(SKIP)

この命 令 は レコ ー ドとばす た め に使 用 され る。

7.リ ーノレ終 りな らば 分 岐(BRANO且 工FENDOFREEI・)

この 命令 は イン デ ィ ケータ が リールの 終 りを示 す動 作 を した と きにEORノ レーチ ン に分

岐 させ る。

59.セ ンチ ネル とは何 か?

セ ンチ 不 ル と は ア ー プ の リ ー ル 上 の デ ー タ の 終 り と か マ ル チ リー ル フ ァ イル が使

用 され てい る と きの フ ァイノレの最終 レコ ー ドを識 別 す る ため に使 われ る イ ンデ ィケ ータ であ

る○

この識 別 は集 計 を出 した り,テ ープを巻 き戻 した りする よ うな フ ァイノレ終 了 ル ーチ ンを与

え るため に必要 で ある。

電 子 計 算機 に よって は フ ァイノレの最 終 レコ ー ドの後 に特 殊 文 字 を書 き込 む よ うにな ってい

て,プ ロ グ ラ ムの実行 中 に イ ンデ ータが働 い た か ど うかを調 べ る こ とがで きる。 特定 の セン

チ ネル 処理 が な い と き には,し ば しぱ連続 した9の よ うな文 字 列 が セ ンチ ネノレと して使 われ

るo

これ らの文字に よって処理中に ファイル終了処理へ分岐 させるか どうか を調 べることができる。



160 デ ータ処 理 によ る経 営

その 他電 子 計算機 に よって は,テ ープ の物 理 的終 端 を示 す のに光 電 検出 マ 』 カ と か,反 射

スポ ッ トを使 用 して い る。

60,テ ー プ マ ー ク と は 何 か?

テ ープ マ ーク は 磁 気 テ ー プ に 記 録 さ れ る特 殊 文 字 で,1テ ープ リ ーノレ上 の 情 報 の 終 りを 示

す 。

61.反 射 スポ ッ トとは 何 か?

反射 スポ ッ トは磁 気 テ ープ リール の 始 端 と終端 に貼 付 け た ア ノレミニ ウム 箔 で光 電素子 によ

り感 光 され る。 反 射 ス ポ シ トは"ロ ー ドポイ ン ト"と よば れ る。 読 み取 り,ま た は書 き込 み

の始端 を示 す た めに テ ープの 始 端 か ら約12フ ィ ー トの 所 に貼 付 けて ある。

反 射 スポ ッ トは ま た リ ーノレの終端 か ら約18フ ィ ー トの と ころに もあって,書 き込 ん でい

る際 にエ ン ド ・オ ブ ・リーノレ・イ ン ディケ ー タ を動作 させ る 為 に使 わ れる。

62.磁 気 テ ープ で使 用 す る1ノーベ ルの 基 本形式 には どん な もの が あるか?

各 テ ープ リール に 外部 的 な レ ッテノレをつけ る他 に磁 気 テ ー プには次 の もの が含 ま れてい な

け れ ば な らな い 。

1.イ ンテ リア あ るい はヘ ッダ レ ーペ ノレ

イ ンテ リア あるい は ヘ ッダ レーベル を レコ ー ドと同様 に テ ープ 上に磁 化 され た文 字 で書 き

込 まねば な らない。 ヘ ッダ レー ベ ノレには,フ ァイノレ名,テ ー プに 書 き込 ん だ 日付 ・リール 番号

等 の よ うな見 出 しの情 報 が入 ってい な け れぱ な らな い。 ・

HεADεRLA8εL

tAPεFlし εREEL 「`Lε6烏EArro● ●HEAOεR

8ε和▲L8ε 聞AL8εo. ●▲"εOAT芭c∀ 駄9FL▲o

村o."o."入

Hooooooooo-oooA▲A▲AAA▲A`ooooo
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2.ト レ ー ラ レ ーペ ル

ト レ ー ラ レ ー ペ ル は テ ー プ マ ー ク の 前 に 書 き込 む 最 終 レ コ ー ドで あ り,テ ー プ上 の一レ コ ド

ド瓶 ハ ッシ ュ トー タ ル お よ び そ の7 、ア イ ル が 他 の テ ー プ に 続 くか ど うか,等 が 含 まれ ている。

TRAILERLA8EL
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65.エ ン ド ・オブ ・リール とは何 か?

エ ン ド・オ ブ ・ リー7レす なわ ちEORは 一 巻 の リ ー1レの磁気 テ ープの物 理 的 な終 端 を表 わ

す。 電 子 計算 機 に よっ ては 書 き込ん で い る際 にEORの 状 態 は テ ー プ上の反射 ス ポ ッ トに ょ

っ て 知 らさ れ る 。績 み 取 っ て い る 際 のEORの 状態 はそ の リールを作 成 した と きに記 録

された テ ープマ ーク に よ って知 らされ る。EORイ ンデ ィケ ータ は フ ァ イ ル の 中 の全 情報

の終 りを必 らず しも意 味 してい ない。 とい うの は,フ ァイルは 他の リ ーノレに連 続 させ る こ と

も出 来 る か らで あ る。

ぱ カ

64.エ ン ド・オ ブ ・フ ァイ ノレ とは何 か?

エ ン ド・オ ブ ・フ ァイノレす な わ ちEOFは フ ァイ ノレか ら全 情 報 が読 み込 まれ て しま った

時 とか ・ す べ ての意 味 の もつ 出力 が記録 され て しま った と きに使用 する。

エ ン ド・オ ブ ・フ ァイル は プ ロ グ ラム とか 論理 判断 で定 め られ る
。

　 　

65.エ ン ド ・オ ブ ・ジ ョブ とは 何 か?

エ ン ド・オ ブ ・ジ ョブ す な わ ちEOJは すべ て の入 力 フ ァイル が処 理 され て しま っ て,

か つ す べ て の 出 力 操 作 が完 了 して しま った こ とを 示 す プロ グ ラ ムに よって わか る状 態 で あ

る。EOJとEOFは 必 らず しも同 じで ない とい うのは複 数 の入 力 テ ープを使 用 す るこ とが

あ る か ら で あ る 。 この点 は 注意 しなけ れば な らな い。

,
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66.磁 気 デ ィス ク記 憶装 置 の データ の 配置 と記 録 の 仕方 につ い て説 明 せ よ。

代表 的な 磁気 デ ィ スク記 憶 装 置 は デ ータ を記 録す る6枚 の デ ィス クか ら成 り10枚 の面

を もって いる 。"く し"の よ うな ア ク セス機構 は データ を記録 した り読み 出 した りするた め

に,個 々の デ ィス グの表 面 の上 に,一 連の 読 み書 きヘ ッ ドが 取 り付 け られて い る。

デ ィス クが回 転 す ると読 み書 きヘ ッ ドは デ ィ ス ク表 面 の 円形 のみ ちを おお う。 この円 形の

みち を トラ ック とい う。

各 デ ィスク の表 面 には100ト ラ ック あり,普 通 各 ト ラック は セ クタ と呼 ば れ る20個 の各

部 分 に分 け られ てい る。 各 セ クタ には 前 もって 定 め て ある6数 字 のア ドvス 部分 と,]00桁

の デー タの記憶場 所 が あ る 。

前 もっ て定 めた ア ド1ノスが,個 々の セ クタ に対 して番 号 づ け出来 る よ うに な っ てい る。

1つ の デ ィス クパ ッ クには,デ ータの読 み 書 きの た め に使用することが出来る20.000ア ドL/

スが 用意 され てい る。 ア ドレ スが つけ られ る セク タが2000.O個 で,1セ ク タ当 り]00字 で

あ るか ら代表 的 な デ ィス ク記憶 装置 は,デ ィス クパ ック当 り2,000,000EI]字 記憶することが できる。

デ ィス ク記憶 装置 の記 憶 内容 を一段 と大 き くす るため,と りは ず しで きる個 々の デ ィス ク

パ ック を用意 す る こ とに よ り実 質 的 に無制 限 の 記憶 装置 を作 る こ とが 出来 る。

さ らに;複 数 個 の装置 を 直接 オ ン ・ラインデ ータ処理システムに取付け ることが可能である。この

オン ・ラインデータ処 理システムでは何100万 字 の デ ー タを直 接 ア ク セス する 必要 が ある 。

6Z磁 気 ディス ク記 憶 装置 を使用 す る と きの フ ァイノレ構 成 の 基本 的 概念 につ いて述べ よ。

基 本的 に磁 気 デ ィ スク記 憶 装置 に おいては2つ の フ ァイ ノレ構 成 形式 が使 用 され る。 す なわ

ち シーケ ンシ ァル フ ァイル構 成 と ラ ンダム フ ァイノレ構 成 で ある 。

シ ーケ ンシ ァ ル ファ イル で は レ コー ド制 御 番号 の 順 に分類 され て記憶 され る。 す なわ ち

制 御 番 号 の 高 い レ コ ー ドは,記 憶 装 置 内 の ア ドレス も高 くな って い る。 シ ーケ ン シァノレ

フ ァイノレで処 理 す る時 には入 力 の トランザ ク ショ ンは通 常 ひ とかた ま りに集 め られ,処 理 に

先立 って マ スタ ー ファ イノレの 制御番 号 の順 に分 類 され る。

ラ ンダ ム フ ァイ ノレでは各 レコ ー ドは 無作 為 化ノレーチ ンに よって算 出 され た ア ドレス に配置

され る。この無作 為 化ルーチ ンぱ 項 目の 制御 番号 か らア ドレス を計 算 す る もの で ある。 制 御 番

号 に従 って記憶 場所 に配置 さ れた レコ ー ドの 順序 は無 作 為 化 の 公式 に よっ て きま り通 常,レ

コ ー ドは 一 連 番 号,ま た は,隣 あ っ た 順 序 に配置 さ れ ない とい うこ とに注 意 しなけ れば

な ら ない。 ラ ンダ ム処理 では トラ ンザ ク ショ ンが どん な順 序 で発生 して もマ スタ フ ァイノレで

、
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処理 が出来 る。 そ して通 常 は トラ ンザ ク シ ョン レコ ー ドをひ とか た ま りに集 め た り,あ るい

は,処 理 前 に これ らの デ ータを あ らか じめ分 類 す る必 要 は ない。

68.連 続的 な フ ァ イル構成 に つhて 説 明 せ よ。

連 続 な フ ァイル構 成 の レコ ー ドは予 め 定 め ら れ た 制 御 番 号 の 順 序 に な らべ られ て,一
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連 の デ ィス ク セ ク タ上 に 記 憶 さ れ る 。フ ァイノレに追 加 した り削 除 し た りする必 要 が生 じ

た と きは,す べ て の レコー ドを再 分 類 して,連 続 な順 序 に ファイノレを作 り直 す必 要 が ある。

69.直 接 ア ドレ ッ シ ングにつhて 説 明せ よ

直接 ア ドレ ッ シ ング では レ コー ドの コ ントロ ール フ ィール ドは,そ の レ コー ドに くっつい

てい る デ ィスクの ア ドレス と同 じか,ま たは,直 接 関係 が あ る。 例えば,1000～4999ま

での 制 御番 号 を もった従業 員 の マ スタ フ ァイノレで直接 ア ドレッ シング を使 用 す る と,そ の レ

コ ー ドは デ ィス クの1000～4999番 地 に配 置 され る。

～二の よ うに 従業 員番 号1000のvコ ー ドは デ ィス クの ア ドvス では1000=番 地に,従 業員番

号3000で はデ ィス ク ア ドレス の5000ts地,等 々,に 配置 さ れ る。 も しそ の フ ァイノレの …異っ

た部 分 に レコ ー ドを配 置 す る必 要 が ある場 合 には,あ る一定の数 をそ れぞ れの 制御番 号 に加 え

れば よい。 例え ば,フ ァイル を10.000番 地 以 上に記 憶 させ たL(時 に は各 制御 番号 に10,000

を加 え る。 そ うす れ ば,従 業 員番 号1000の もの は デ ィス クア ドレ スの11,000番 地 に,従

業員 番号1001は デ ィス ク ア ドレス のM、001番 地 に;等 々…'‥に配置 され る 。

直接 ア ドレ ッシングで は レ コ ー ドは ラ ンダム に も逐 次的 に も処 理 が出来 る。 直接 ア ドレシン

グは レコ ー ドを取 り出 す の に効率 の 良 い 方法 であ る。 とい うの はア ク セス時 間 が最少 で,制

御番 号 と デ ィス クの記 憶番 地 と を対 応 さ せる 処理 時間 はほ とん ど,い や 全 然必 要 な い か らで

ある。 しか し,実 際 面 では直接 ア ドレッシングは 不可 能 で ある 。とい うの は,し ば しば 制御 番

号 の桁 数 の間違 い や,制 御番号 の不 適 当 な分 布 ま たは範 囲 な どの た めに制 御 番号 と デ ィス ク

ア ドレス とが必 ず しも対応 しな いか らであ る 。

これ らの問 題 が発 生 した時 には制 御 番号 を変換 す るか,他 の ア ド レ ッシ ン グ法 を使 用 す る 。

70.シ ーケ ンシ ァノレフ ァイノレ構 成 の 制御 につい て説 明せ よ

シーヶ ンシ ァノレフ ァイノレ構 成 の制 御 では,レ コー ドを制 御 番号 の順 序 に配列 し,可 能 な時

はい つで もデ ィス ク上 に連続 に記 憶 す る。 順 番 に 並ん で いる レ コー ドが連 続 な場 所 に記 憶さ

れ ない 時(フ ァ イノレに追 加す る 時 に生 じるか も知 れ な い)に は,処 理 す る コー ドの位 置 を

示す リンケ ージが デ ィス ク上 につ くられ る。 ある技 法 で は 各 レコ ー ドの 最後 の フィ ーノレドを

リ ンケ ー ジフィ ーノレドとして使 用 す る。 この リンケ ージ フ ィーノレドには,次 に続 くレ コー ド

の ア ドレス を入 れ る 。

`` カ

順 序 か ら外 れ て い る(out-of-Order)vコ ー ドは 次 に 続 く レ コ ー・一ドの ア ドレス
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を備 え てい る。 シ ーケ ン シ ァル ファイル 構 成 の制 御 とは,す で にフ ァイ ル に入 ってい る レ コ

ー ドの間 に制 御番号 を持 った レコ ー ドを追 加 す る とい う ことであ る
。

商,"

c跳 臥

1924142

▲COITIeNSAnE《

OA了A 5柏``棟

晒3

闇 OSTA

　リ ロ コ　

蒜

s・Q…N'・1

_鷹
ぷ騒

DA▼A ・E9・・…l

eo6nl

c霊 臥

0924146'

aATA SEQ,UNK

蒜品

シ ー ケ ン シ ァ ノレ ・ リ ン ケ ー ジ

71.ラ ンダ ム フ ァイル構 成 に使 用 さ れる変 換 ル ーチ ン につい て説明せ よ。

ラ ンダ ム フ ァイル構 成 での 変 換 ノレーチ ンは,実 際 の 制御 番号 か らデ ィス クア ドレス を作 る

の に使 用さ れ る。 変 換 ル ーチ ンの 目的 は フ ァイル 内の レコー ドの制御 番号 を あ る一 定 の 範囲

内 で二 重 指 定 とか 同 じ もの の重複 とか が最 少 に なる ように 無作 為 に分 散 した 一 連の デ ィ スク

ア ドレス に変 換す るこ とで ある。

こ れ に は 種 々 の 技 法 が ある が,共 通的 に使 わ れ る のは ア ド1ノスの範 囲 で コ ンbロ ール ナ

ンバ を割 る方 法 で ある。 割 った余 りを デ ィス クア ドレス と して使用 す る。 この 計算結 果 に よ

づ一て希 望 しだ 範囲の 無作 為 に 分 散 した数 をつ ぐる ことが でき る。・例 え ば,制 御 番 号 と して項

目番 号53374197を 使用 し,.こ の レコー ドをM.000セ ク タ内に格 納す る と仮定 す る。 そ

うす る と以下 に 示す よ うな手 順 とな る。

4852

(」:璽i97　 号
57899

54995

29047

21998

007049ヤ ー デ ィ ス ク ア ドレ ス
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72.直 接 ア クセ ス ファイル構 成 に お ける"'チ ェイニン グ"vtiつ いて 説 明せ よ。

デ ィス ク記 憶 装 置内 の ア ドレスを,レ コ ー ドの制 御 番号 を もとに して,公 式 や,'数 学的方

法 で作 る と しば しば 違 った制 御 番号 によ って 同 じア ドレス を指 す場合 が起 り得 る。

　 カ

この よ うな重複 した ディス クア ドレス を シノ ニ ムズ とい う。,これが発生 した と き"チ

ェ イニン グ"と して知 られて い る技 法 が 使わ れ る。 レコー ドが 記憶 場所 に格 納さ れ て,そQ

レコ ー ドの ア ドレ スが制 御番 号 か ら算 出 さ れ た と き:、'前の レ コr・:一・,ドが その ア ドンス に・ す で

に別 の ア ドレス が記 憶 され てい る か どうか 調 べ る必要 が あ る。.もしそ の場 所 に デ ー タが入 っ

てい な け れ ば,・そ の レU・`rドが 入 れ られ る。bか し,、そ の記 憶場所 に,i別 の制 御番 号 に よっ

て同 じア ドレス に変換 され た結 果 す で に レ コー ドが 入 ってい る場 合 には,:今 の ヒ身[,ド を

イト

"オ ー バ フ ロー"の 場所 に記 憶 しな け れば な.らない。 この場 所 は次 に続 ◇レ画 ご、ドの場 合 や

ま た は オー バ フ ローの ため に 確保 した 離 れた一 部 の記 憶 場所 の場 合 もある。 オ ー バ フ ロー の

場 所 に ある この レ コー ドを見 出す た め に,.こ のオ ー バフ ロー した レコー ドの ア ドレ スは制 御

番 号 か ら,計 算さ れた アド レス の場 所に 通 常置 か れて い る。 この よ。うな 手 続 きに よ っ.て,各

レコー ドは 次 の レ コー ドにつ な が れ る6つkが れた フ ァ イル は通 常2こ?の 処理 で記 憶場 所 に

格 納 さ れ る。 最初 の処 理 では足 ホー 十ア ドレス タに 各 ン コこ ドが格 納 され る。じ2番 目 ρ処 理

では オ ー バ フn－ の場 所 に残 りの 全 レ コー ドを配置 す る6-
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73.シ ステ ム分 析

シス テム とは,事 業 活 動 の ため に与 え られ た く 間 と機械 に よって遂 行 さ れ る処 理 と手 続 の

場合 であ る とい うこ とが出 来 る。、、故 に シス テ ム分析 は会 社 に おけ る処 理 と手 続,人 間 と機 械

の調 査 で ある。

この シス ナム分 析 に おい て は デー タ の処 理方法 を調 査 して文 書 化す る。 この 調査 と文書 か

ら新 しい シス テス が設 計 さ れ る。

74.シ ス テ ム分析 のた め の基 本 事項 の集 収 方法 につ い て述 べ よ。

システ ム分 析 で使 わ れ る基 本事 項 の集 収方 法 に は次 の よ うな もの が ある。

1.面 接

種 々の 事項 を集 め る の に最 っ と も重要 な手 段 の一 つ は面接 に よる方 法 で ある。 そ の場 合

の 重 点は分 析 し よ うとす る部門 の長 と接 す る こ とで ある。 この時 に,こ の仕 事 の性 質,他

部 門 との関 係,組 織構 造,政 策,お よび そ の部 門 が行 な う主 な機 能 を明 確 に つか む必 要 が

ある。 そ の部 門 の長 が し よ うと して い る事 と,実 際 に行 なわ れ た こと につ い て批判 的に 評

価 す る よ う心 が け ねば な らない。、しば しば,レ よ う.'どして い るこ と と実 際 の結 果 は食 い 違

已 があ るよ 運 用部 門 や ライン:の職員 もま た貴 重 宏情 報源 で あるポ ラ インの職 員 は 運 用さ れ

て己 る シス テ ムに 直接 参 加す る機 会 を持 ・で お リブ,将来 の シス テム の設 計 に関連 す る貴 重

濠'提案 を しば しば提 供 して:ぐれ 為。

面接 は慎 重 に計 画 す べ きで あ り,そ の 結 果 を慎重 に検 討 し,正 確 に,完 全 に,実 証 しな

け れば な らない。

2.質 問 書

種 々の事 項 を集 め るの に質 問書 を使 う方 法 は多 くの人 間 と接 触 し,幅 広 い 種 々の質 問 に

対 す る答 を得 る こ とが で きる。 質問書 は そ の分析 に充 分 に 役立 つ よ うな返 答 が得 られる よ

うに書 かね ば な らな い。

3.記 録 類

事実 を集 め る重 要 な方法 の 一つ は,最 近 の記 録,文 書,組 織図,お よびそ の 他 実 際 に処

理 した こと を記述 して い る よ うな印 刷物 を調査す る こ とで あ る6"ワ ーク サ ンプ リン グめ方

法 や実 際 の作 業活 動 の観 察 もま た実 際 の手 続や 実施 方法 を と り理解 しやす くす る た必 の情

報源 を提 供 して ぐれ る。

75.シ ステ ム分析 で集 収 す べ き情 報 の種類 につ い て述 べ よ。
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1.歴 史的情 報

もし知 っ てい なけ れば,ま ず その 会社 の 産業 的背 景 を把 握 しな ければ な らない。 産 業的

背 景 には過去 と将 来 の 目標,予 想 され る発 展 性,一 般 的経 営 態渡 お よび将 来 の活動原 理 が

洞察 できるよ うな過去 の 主要 な経営 決定 知 識 の よ うな ものが 含 まれ て い る。

2、 現在 の手 続

組 織 とその 目標 と政 策 に対 す る幅 広 い知識 を得 た後,現 行 の シス テ ムの 細 部 にわた って

慎 重 に分 析 しな け れば な らな い。 その結 果得 られ る内 容 は 以下 に示す ような もので ある。

;ど ん な作 業 が

;ど ん な順 序 で

;だ れ が行 な っ てい るか

;い つ,い かに,な ぜ

;作 業 量,各 処理 に必 要 な時 間,お よび作 業の流 れ と周 期 に つ い ても明 らかに しなけれ

ば な らな い。

3.費 用

現 存 す る シ ステ ムの費 用 は,装 置 の 借料,様 式 類貯 蔵 品,要 員 数 と給与 等 を含 めて こ ま

か く分析 しな け れ ばな らな』。

4.効 果

実 際に 行 な われ てい る処理 の 効果 を次の よ うな こ とか ら把 握 せ ねば な らな い。

現行 の システ ムは 何 を し よ うと してい る の か

現行 の システ ムの利 点 と欠 点 は何 か

現行 の シス テ ムは 将 来 の発 展 に対 し て適 当か

現在 の様 式 類,記 録 類,報 告 書 類 は 有効 に使 用 さ れ ている か

同 じ こ とを二 重 に や っ てはい な いか

5.各 部門 の相 互関係

ある部 門 と他 の部 門 との 関係 を慎 重に分 析 し,そ の 影響 とか 相 互 関係 を明 確 に しなけれ

ば な らな い。 現状 を把 握す る段階 で は少 しで も意 味 の ある些細 な ことは分 析 の対 象 になる

とい うこ とを肝 に 銘 じなけ れ ばな らな い。 しか しなが ら分析 の範 囲 に よ つて定 め られた境

界内 に制 限す る.よう留 意 す べ き であ る。

76.シ ス テム分 析 の現状 記 録 の ため の 手 順 を 述べ よ。
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システ ム分 析 で明 らか にな っ た莫大 な デ ータ を整理 す るには,一 定 の標 準 と,問 題 の総合

的分 析 に 役立 つ技 法 が必 要 に な る。

得 られた 非 常 に多 くの情 報は,図 表 化 した り,図 式 化 した り,目 でみ てわ か る表 現 に して

役立 たせ る よ うにす る。 しば しば 役 に立 つ 図表 と して,組 織 上 の流 れ図,処 理 の流 れ図,お

よび作 業分 担表 が ある。 図 表 化す る ことは 処理 手順 を明確 に し,そ して実 際 を容 易 に理解 さ

せ る こ とが出 来 る。 収 集 さ れた 情 報 の整 理 は 決 して図形 にだ け限定 さ れ ない。一使 わ れる 他 の

方法 と して叙 述 的情報,統 計表 と データ,様 式 類 や使 うて い る伝 票 の見 本,お よ』び 試 験 結 果

の サ ン プ リング,観 察が ある。

77.事 業 上 必要 な報 告 を決定 す る際 に考・慮す べ き要素 は 何 か?

どん な組 織 に おい で も事 務手 続 は様 式類,記 録,、お よび事 業 目的 を果 す 手 助 げ として 利 用

さ れ る報 告類 か らな ってい る。

事 業 の データ処 理組 織 を開 発 し,設 計 す る際 に報 告 を必 要 とす る もの と しては 以 下 の事 項

を考 慮す べ ぎ て ある。-

t.報 告書 の 形式

事 業 目的に 関連 した どん な情 報 も非 常 に幅広 く考 える とi、dρ の報 告 書 老 考 える.ご とが

出来 る。 そ こで報告 書 とは,単 に販 売 分析 報 告,在 庫報 告 な どばか りで な く,送 付書,小

切手,請 求 書 とか 事 務様 式:に関 連 したす べ ての 帳 票 を含め た もの をい うの で あ る。 シス テ

ム 分析 に おけ る 重要 な道 具 は定 期 的 に刊 行 され る特 別 な報 告類 も含 め て,、あ らゆる 報告 書,

様 式記録 の集 ま りで ある。 ま た報 告書 の 回数 ジ 複写 枚数,径 路 な どの デー タを も実 め ねば

な らな い。

2.報 告書 の分 析

種 々の報告 書,様 式 類 記 録 類の ほ か に,以 下 の情 報 が事業 に必要 な報 告 を分 析 す るの

に不 可欠 となる。

a.報 告 書 の 内容

b.報 告書 の 目的

c.報 告 書の 利 用 方 法

d・ 報 告 書 の作成 方 法

e・ 報 告 書 の作 成 回数

f・ 報 告 書の 対象 期 間
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g.報 告書のデータの情報源

h・ 報告書の複写部数

写しの配付先 と利用のされ方

i.そ の報告書の作成費用

現在ある報告書類を慎重に分析 したあと,シ ステム分析では次の問題について考えねばな

らない。

a・ 組織の効果を減 じないで,ど んな報告窺 様式類 または記録類 が省略できるヵも

b.報 告類は統合または単純化出来るか。

c・ 経営上の意志決定に必要な追加すべき報告類または情報はあるカ㌔

78.事 業で必要な原始データを分析するときに考慮すべき要素は何か

事業で必要な原始データを分析するときには以下の要素を考えねばならない。

1.現 在使っている原始帳票の目的

2.現 在の帳票の種類と使用頻度

そのデータから作成される報告書

5.各 帳票に記録される情報,そ の情報原および数量

4.帳 票作成の所用時間

5,帳 票の作成方法。人手か機械でか,ま た自動化できるか。

6.記 録された情報の検査方法

現在の誤 り検出率

7.複 写枚数,写 しの配布 とその必要性

8.帳 票に記録 されている情報の統合,単 純化,ま たは省略の可否,基 本的な樽報,法 律ま

たは政令の必要な情報

79.シ ス テム 問題 の 解決 に と られ る手順

シス テ ム分 析 の 現 状把 握 の後 です でに発 見 さ れた シス テ ム上 の問 題 点 とか,非 能 率 な点 を

有 効 に解 決 する ため に,現 状 を慎 重 に分析 する 必 要が ある。 現状 把 握 の間 に,何 を,ど こで,

い つ,だ れ が,い か に して,行 な うか とい う ことは,は っ き り し てい る。

ごも 　

現状 を分 析 す る と きには,な ぜ か とい う疑 問 を もつ ことが 重 要 で ある。 一 体 なぜ 特別

な活動 が行 な われ る の か,な ぜ その人 間 で行 なわ れ るの か,な ぜ そ の方 法で行 な われ るのか
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　 カ

なぜその部門で行なわれるのか,現 状 を分析の際 なぜ という疑問は処理中の各活動,ま

たは各運用手続や要素にも投げかけるべきである。

各運用面を慎重に分析 した後,現 行のシステムを改良する手順は,以 下 に示す作業単純化

の基本的な考え方を適用しながら進めることが出来る。

1.ど の段階が省略できるか

2.ど の段階が統合できるか

3.ど の段階が変更できるか

4.ど の段階が単純化,あ るいは改良できるか

システム上の問題点の解決,改 良は常に運用上の必要条件とか,全 事業組織の関連で考えね

ばならない。

80.デ ータ 処理 シス テム を設 計す る際 に使 用 す る流 れ図 用 シンボノレと技 法

流 れ 図 は情 報,デ ータの流 れ,デ ー タ処理 システ ム内 の処 理順 序 を 目に見 せ る表 現 方 法で

あ る。

流 れ 図 にす る技 法 は非常 に多 いけれ ど,以 下 に示 す もの は,情 報処 理 に おけ る流 れ図 シン

ボ ル に関 してX3.6委 員会 で勧 告 さ れた もの か ら作 った流 れ図 と シンボ ノレの基 本 形 で ある。

81.シ ステ ム流 れ図

シス テム流 れ 図 は,シ ス テムの あ らゆる部分 を通 る,デ ータ の流 れを 記述 す る。 そ して原

始 資料 に記録 して ある最初 の デ ータか ら最後 の 出力 を作成 す る まで の段階 を記述 す るの に広

く使 われ る。

以下 に シ ス テ ム流 れ 図 の例 を示す。
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プ ロ グ ラ ム 流 れ 図 用 シ ン ボ ル

シ ン ボ ル 記 事

処理

プロ グ ラ ムで処理 す る機 能 を もつ プ ロ グ ラ ム命 令 の集 ま り

入力/出 力

入出力装置の機能

(竺 慧 蕊 ㌘ ⌒ を記録したり)

判断

プログラムの中で種々の条件によって別な径路に分岐する点を

知 らせるために使 う判断機能、

D
プロ グ ラム修 飾

プロ グ ラム を変 更 する 命令,ま たは命 令 群)

準備処理

流れ図の中で特別な設定に対 して詳述 しない操作の集まり。

○
端

開始,終 了プログラムの中断点

結合子

プログラム流れ図の他の部分からの入口とか他の部分への出口

ワ
ペ ー ジ結 合子

ペ ージか らの 出 口 とか,入 口を示す結 合子bシ ンボ ノレの代 りに

用 い る結 合 子。

△<1⇔

▽

矢 印

処 理 ま たは デ ータの 流 れの 方 向 を示す。
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シ ス テ ム流 れ 図 用 シ ン ボ ル

鯉

主処理機能

入力/出 力

あらゆる媒体またはデータの形
口

パ ン チ カ ー ド
シ

控 え も含 め てす べ ての種 類 の パ ンチ カー ド

口 さん 孔 テ ープ

紙 ま たは プ ラスチ ック,

1/ス

〔こ二〕
チ ャ ドま たは チ ャ ド

縣

あらゆる種類の紙製帳票 報告書
〔

転 送 テ ープ

試験 器 ま たは加 算器 の テ ープ,

コ ン トロ ール 情報 の ような もの

一

へ

ま たはバ ッチ

磁気 テ ープ

○
デ ィ ス ク,ド ラ ム,

ラ ン ダ ム ア ク セ ス 口
オ フ ライ ン記 憶装 置

紙,カ ー ド,磁 気 テ ープ,

さん孔 テ ープ等 の オ フライ ン記 憶 媒 体

▽ デ ィスプ レイ

情報 を プ ロ ッタ とか ビデ オ 装置 で表 示す る 、.

、
.

ノ

オ ンラ イ ン

鍵盤

情 報は オ ンライ ン装 置

を使用 して電 子 計算 機 に入 れ られ る

〔コ
分類

照合

分類機や照合機による操作

○

機 械の助 け を必 要 と しな い

手 動 の オ フラ イ ン

補助操作

主処理機能を補助する

機械操作

打鍵操作

鍵盤装置を使用 した操作 o
通信接続

ある所から他の所へ/

通信線で情報を自動的に伝送する

)

＼＼

矢印 〈1>▽ △ 処理 ま た はデ ータ の流 れ の方 向
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前日までの収入

前日までの収入

支

今 日の 収入

ソ ー ト

(分 類)

　

ジ

せ

一
合

マ

組(

税 金,手 取 り

前 日までの収入計算

択

会 計 機 で
給 料 計 算

給 料支払書

選 別

新 しい

前日までの収入

プア イノレ

今 日の収入

プアイル

シ ス テ ム 流 れ 図

出支/

/

ルイアブ

＼
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82.デ シジ ョン テー ブル の基本 構成

デ シジ ョ ンテニ ブル の基 本 形 式 は以下 の よ うな もの で あ る。,

標 題

(デ シ ジ ョン テー 〉ル◎ 目'的を表 わす')

条 件 項 目 条 件 記 事

(す べての独立変数の (可 能な条件のすべての組合せ

条件を記入する。) を別 々の欄 に記入 する。)

作 用 項 目 作 用 記 事

(取 られるすべての作 (取 られる作用を示す)

用名を記入する)

デ シ ジョ ンテ ー ブル の 形式

デ シジ ョン テー ブ ル の形 式 は作 用 と 条件.を分 け る。 デ シジ ョン テー ブル ではfも し"あ る

条 件 が起 きる と ある作 用 が表 われ る。 デ シジ ョ ンテrブ ル には 基本 的 に2つ の 形式 が ある。

す なわ ち元、リミ,テッ ドエ ン トリ とエ ックス 才 ン デ ッ トエン トリで ある。 リミ ヅテ ッ ドエ ン.ト

リ テー ブル で は条件 とすべ て の可 能 な 条件 は`1項 目 三欄に .1.行で示 され る。 エYク ス テ ンデ

ッ ドエ ン ト リは表 の記 事 欄 側 に条 件 とか作 用 を書 くこ。表 に よ.2て は.リ.ミ.ッrテ ッ ドェ ン ト.1)

とエ ックス テ ンデ ッ ドエン トリの 両方 を含 む ものが あ る。

これ を ミッ クス ドエ ン トリとい う。 リ ミッテ ヅ ドエン トリの デ シジ ョンテー ブル は,・作 用,

に対 して"イ エス"か α/一"あ るい ほ" 、×"か"ブ ラン ク ㌧に 限ち れて い る。 エ ック ス テ

ン ドエン トリ テー ブル では 取 られ る作 用の種 類 を表 わす よ う.にす る。1個 リ エ ックZテ ン ド

エ ン ト リは 数 個の リ ミテ ッ ドエ ン ト リに匹 敵す る能 力 が ある。 デシ ジ ョン テー ブル の例 を以

下 に示 す。

ノレーノレを要 約 する と以 下 の ように なる。

ノレール1.信 用度 が良 で,金 額 が1000ド ノレ未 満 であ れば 認可 す る。

ノv-lv2.信 用度 が良 で,要 求 金 額 が1000ド ノレ以上 で あれ ば特 別審 査 が必要。

ノレー ル3.信 用度 が弱 く,要 求金 額 が1000ド ル 未満 で あれ ば特別 審 査 が必要。

ル ー ル4.信 用度 が弱 く,要 求 金 額 が1000ド ノレ以 上で あれ ば 拒否す る。
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信 用 認 可

ノレ ー ノレ1 ノレー ノレ2 ノレ ー ノレ3 ノレ ー ル4

信 用 度 良 良 弱 弱

要求金額 1000⇔ 味 満
1

1000ド ル以 ヒ 1000D味 満 1000⇔ レ以 上

認可命令 ×

特別 審査

.

× ×

拒否 命令

1

×

デ シ ジ ョ ン ・ テ ー ブ ノレ

83.制 御 シス テム を確 立す る際 に考 慮 すべ き要 素

デ ータ処理 組 織 用 の制 御 シ ステ ムを設 立す る時 に は以 下 の原 則 に従 わ ね ばな らない。

1.シ ス テム を効 率 的 に操 作 する のに必 要 な制御 だ け を確立 せ よ。通 常,最 初 はそ の結果 の

　 カ

正 確 さ と品 質 を確実 な もの とす るた め 制 御 しす ぎる 方 が良 い。 設 備 が完成 してい くに

従 って,確 立 し た制 御 をゆ る めて 行 ぐこ とが可 能 で ある。

2.制 御 は処 理 手 続 を 計画 し,展 開 して い く時 に確 立 す べ きで ある。

3.制 御 の保 守 担 当者 達 は,デ ータ処 理 の 内容 とか,エ ラの発 生 した原 因の 追究 や 決定 を,

より効率 的 にす るた め に機 械 の 機能 に精通 し てい な ければ な らない。

4・ 制 御 は通 常 の 作 業 の流 れ を妨げ な い よ うに 確立 すべ きで ある。

5.制 御 は完 全 に文 書 化 され てい な ければ な らなMし,ま たす べ て の オ ペ レー タに よ.ぐ理 解

され てい な けれ ばな らな い。

84.電 子計 算処理 組 織 の た めに確立 す べ き制 御 方式

設 備 の据 付 期 間 中 に新 しい組織 の色 々 な 面に わ た って制 御 を開 発す る 必要 が ある。 もしそ

の処 理組 織 に エ ラー が あれば,全 組 織 の正 確 さ と効 率 が影 響 を受 ける ζ とに な る6.1も'し大 き

な組 織 の 重大 な エ ラー を 時間 ま・でに除 去 じ不 正 確 な記 録が 作 ち れ,そ の 結果,貴 重 な 時間 ・と

お金 を浪 費 し なけ れ ば な ら な、い。..

共 通 デ ータ制 御 の い くつ か を以下 に示 す。

1.外 部 制 御 の第1段 階 は入力 デ ータの正 確 さ をた しかめ る ことで あ る。 この 段 階は書 き込

みの正 確 さ を保 証 す る ため に取 らねば な らな い。 シス テム に入 って くる帳票 の正 確 さ を促
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進 ず る ため に書 き込 み には,出 来 る限 りす で に印 刷 され た帳 票;事 前に コー ・ドづけ さ れ た

資料 を使 わ せピ さ らに詳 細 左 指示 と適 切 な監督 に よ って エ ラーを極 力減 らすべ き・で ある6・,

入 出 力帳 票 の 出 し入 れ を 効率 的に制 御す る とい うこと は,帳 票が シス テ ムに入 って ・くる と

きに,帳 票 に 一連 番 号 を付 け た り,帳 票 を 出 す と.きに は順 番 をチ ェ ック した りす る とい う

ことで ある。 番号 ρ 付与 は正 確 に行 なレ・,コ ー ド体 系 は適切 な もの を使 用 レ デ一二タ は正

し く書 か なけ れ ば な らないdカ,一 ドデ ック,、ズ ログ ラム,磁 気テ ー プの外部 に付 ける γ 〒

ベ ル に対 して 適 当 な レー ベ リン グ も又 コン ト,ロール に よって 行 なわ れる。、

2.入 力 制 御

入 力 制 御 は入 力 デ ータが発生 した トラ ンザ ク シ ョン とそ っ くりその ま まで ある とい う こ

とを保証 する た め に も うけ られ る。 入 力 制 御 はすべ ての入 力 トラ ンザ ク シ ョンが デ ータ処

理 組 織 に受 け入 れ られ る ような 形 式 で記録 され てい る か とい うこと と,シ ス テ ムにデ ー タ

を入 れ る に先 き立 つで,.,制御 合 計 をとる か とい うこ とを 見分 け る.ととに関係 が ある。

制 御 合計 の 累計 はデ ータ処 理 操作 の正 確 さ を保証 す る もの と して重 要 で あ る。 す な わ ち

そ の よ うな累 計 が次 の処理 の正 確 さ を検 査 す る も とに な っ ている。 ドル合 計 が望 ま しい け

れ ど も,も し入 力 デ ータが ドル で表 らわ され てい る な ら,緻 卸合計は,量,ア イ テム数,

識 別 番 号 等 で あ らわす こ と刻 出来 る。

これ らの合 計はハ ッ シュ トー タル と呼 ば れて いる。

3.処 理 制 御

電 子 計算 処 理組 織 におげ る個 々の トラ ンザ ク ショ ンの処 理 の正確 さ は,プ ロ グ ラム の正

確 さ と通常 電 子計 算機設 計の一 部 で ある内 部検 査 に よる もの で ある。 多 くの電 子 計 算機組

織 に組 込 ま れ てい る内部検 査 は以下 の よ うな もので ある。

a・ 入 力

パ ンチ カ ー ドを入 力 に使 っ てい る 多 くの電 子 計 算機 で は,そ の カ ー ドは二 度 読 ま れ て

比較 され る。 これは入 力 デ ータの正 確 さを検 査 す る ため に行 なわれ てい る。 相 違 してい

る もの が あれ ば 電子 計 算機 を停止 させ る。

b.パ リ テ ィチ ェ ック

記 憶装 置 内 で の文 字 の変 化 を検 出す るた め に文 字 の 妥当 性 が検 査 され る。

電子 計算機 の パ リテ ィチ ェ ヅクは奇 数 か 偶数 で行 な われ る。 例え ば 計算機 が奇 数 パ リ

テ ィ方式 で あ る と,内 部 で デ ータが移 送 され る ご とに,各 文字 が奇 数個 の ビ ッ トを もっ

てい る か が検 査 さ れ る。 記1憶場 所 内 の ピッ ト数 が偶 数 で あれば 電子 計算機 を停 止 させ る。
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c・ 出 力

出力 が パ ンチ カ ー ド形 式 で ある場 合 に は 元』内部 検 査の 機 能 は無 効 文字 がせ ん 孔 され た

とき,ま た はダ ニ重せ ん 孔 等の ときに カー ドをは じき出す。 パ リティチゴックはまた磁 気 テ

ープ とか さん孔 紙 テ ープ を使 った入 出力 の読 み取 り
,書 き込 み 機能 の特 徴 で もあ る。 普

通 デ ータはパ リテ ィチ ェッ ク用 の ビ ッ トを含 め て記 録 また はせ ん 孔 され る。処理 の正 確

さ を保証 するた め プ ログ ラ ム に よる 検査 を命 令 プ ログ ラムの 中 に取 り入 れ る こ とが出来

る。 制 御 の一 形 式 と して使 用 される プ ロ グ ラム に よ る検 査 の共通 的 な 方法 には次 の よ う

な もの が ある。

(a)シ ーケ ンシ ァル ・チ ェッ ク

も し逐 次処理 を使 用 してい るな ら,す べ ての レコ ー ドが上昇順 であ る か を確 め る よ

に プロ グラ ムを書 くこ とが出 来 る。

tb)し ・コ ー ド数 の 計算

実際 例 では処 理 す る項 目数 を勘 定 し て,そ の合 計 を書 くよ うに プ ログ ラム され てい

る。 した が っ て この合 計 を前 もっ て定 め られ た制御 と比較 させ る こ とが出来 る。

{c)演 算検 査

種 々の 演算 検 査が 効 率的 に利 用 で きる。 限 界 検査,あ る いは"合 理 性"の 検査 が し

ば しば 使 用 さ れ る。 これ は 計算 結果 が一 定 の限界 を越 え てい るか ど うか を調べ る方法

で ある。 これ以外 に使用 さ れる 方 法 には,チ ェ ック ・デ ジ ッ トク ロス フ ーテ ィ ング,

差 し引 き計算,お よび二 重 演算 が あ る。

85.追 跡 検 査 を設定 する際 に 考慮 すべ き要 素

追 跡 検査 は あ らゆる 処 理 に対 し て欠 くこ とが出 来 ない ので あ る。 そ し て以下 の事項 を考慮

すべ きで ある。

1.入 力 デ ータ の妥 当性 を保証 す る方 法 の設 定

2.参 考 資料 を元 の原始 資 料 か ら作 れ る ような文 書処理 、

5.す べ てのvコ ー ドの 貸借 が平 衡 してい る こと,す べ ての トラ ンザ ク シ ョン が処理 され た

こと を示す 会 計 用制 御の 設定

4.記 憶 され た デ ータ の正 確性 と確 実性 を 保証 す るた め にプ ログ ラム した機 械 検査 の 準備'

5.処 理 す る レコ ー ドが誤 配 置ま たは 破壊 さ れ た場合 に機 械 の中 に記 憶 さ れ ている デ ータ を

処 理 出来 る ような形 に再製 す る方 法 の準 備
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6.原 始 資 料 か ら正 式 な 貸借対 照 表 まで とか,逆 に正 式 な貸 借 対 照表 か ら もとの原始 資 料 ま

で と か,も と の トラン ザク シ ョンを追 跡す る方 法 の 準備。

86.シ ステ ム評価 で考 慮す べ き費 用 要素

電 子 計算処 理 組織 を評 価 す る場 合 に,費 用要 素 は慎 重 に考 え られ るべ きで ある。 非 循 環費

用 あ るいは一一時 的費 用 力噺 しい シ ステム の設 立 に必 要 な もの で ある。 循 環 費 用は 設立 後 シス

テム を運用 してい くの に必 要 な もので あ る。 考 慮 すべ き重 要 な費 用 の概 要 を以下 に 示す。

1,非 循 環費 用

a・ システ ム分析

b.シ ス テム変換'

c・ オペv－ 夕 と要 員 の 訓練

d・ 物理 的 設 備 の準 備

e.記 録 様式 設 計 と変 更

f・ 平行 運転

9・ 応 用面 の最 初 の プ ロ グ ラ ミ ング

2.循 環 費 用

a・ 装 置 の借料

b・ 配 置 転 換 に よる新 人 の訓 練

c・ プロ グ ラム を維 持 す る プロ グ ラマの給料

d・ 操作 要 員 の給 料

e・ 物品,紙,カ ーーード,テ ー プ

f・ 部 屋代

87.EDPシ ス テムの実 施 を計画 した り,調 整 した りす る時 に考 慮 すべ き要 素

E・D・P・Sシ ス テム を 能率 的 かつ効 果 的 に実 施 す るた め には 導入 方法 を決 定 し,詳 細な

実行計 画 と予定 線 表 を準 備 す る こ とが大切 で ある。 理 想 的 に は,変 更 は 分 裂 を 最 少 限 に く

い とめる ため に,出 来 るだけ 実 施の 初 期 に行 な わ なけ れば な らない。 導入 計 画 の 写 しと一一連

の工事 予定 線 表 は すべ ての 関係 す る部所 に配布 すべ きで ある。 そ して必 要 に よ り修 正 した も

の も与 え てお か なげ れば な らな い。 導入 計画 と予定 線表 を作 る時 に考 え ねば な らな い重要 な

事項 に は 次の よ うな・もμ)がある。



180 デ ータ処 理 に よる経 営

1.指 導 書 の準 備

指導 書 と訓練 手 引書 は その シス テ ムを効率 的 に 運用 す る のに 重要 な もの で ある。 必 要 な

指 導 書 は,実 際 に設 置 され る以 前 に,処 理手順 が 確実 に理 解 され る よ うに操 作要 員 に配 布

して おかな けれ ば な らない。

2,要 員 の訓練

旧 シス テ ムか ら新 シ ス テムへ効 果 的 に変換 す るた めに必 要 な要員 数 は慎 重に 考慮 すべ き

で ある。 要員 の 供給 源 は,現 在稼 動 し ている処 理 に従 事 してい ると ころの人 達 と,デ ータ

処理 の訓練 を行 な っ てい る単科 大 学や総 合大 学 か らの人 達 で ある。 訓 練 計 画 は プロ グ ラマ,

オペ レ ータ,経 営 者 に対 し た て られ なけ れば な らない。 作業 員 とか 監督 者 に新 しい処理 手

続,考 え方,お よび電 子 計 算処 理方 法 を紹 介す るた め に,組 織 内 で正 式 な訓練 を開催 す る

ことが望 ま しい。

5.設 備,様 式,お よび,必 要物 品 の調達

導入 計画 は新 しい 様 式 の 準 備 と新 しい 設備 の収得 の ための実 際 の時 間見積 りを含 ん でい

なければな らない 。物 理 的 な配 置 は しば しば 変 更 しなけ れば な らない が,機 械 の導入 に 対 し

て物 理的 な設 備 の準 備 が で き るよ うに充分 早 い時期 に行 な わなけ れば な らない。

4.vコ ー ドとフ ァイノレの変 更

レコ ー ドとフ ァイノレは 計画 され た シ ステ ムの要求 に必 らず 合致 す る よ う設 計 しな けれ ば

な らな い 。 これ に は しば、しば再 割 当用 の制 御 番号s－要 素番号 等 が含 ま れ る。L

大 き なフ ァ イノレを持 って い る組織 で は その 変更 は,多 くの人 間 と時間 力必 要 で ある。

5.新 しい応 用面 の プ ロ グ ラ ミング

電 子 計 算機 の プ ログ ラ ミ ング の訓 練 を受 け てか ら,電 子 計算 機 を有効 に利用 す る よ うに,

実 際 の仕事 の プ ロ グラ ミ ング のた めに充 分な 時間 を取 っ て お くこ とが必要 で ある。

88.オ ンライ ンデ ータ処理 シス テ ム

オ ン ライ ンデ ータ処 理 シ ステ ム とは,そ の発 生 源 とか発 生 点 で 情 報 が発 生 す る と,そ の情

報 が デ ータ処理 システ ム に入 り出力 は必 要 に応 じて電 子 計算 機 か ら得 られる ような種類 の シ

ステ ム で ある。 オ ンラ イ ン システ ム では通 常,デ ータ を シス テ ムに投入 す る前 に分 類 す る必

要 が ない。

89.オ ペ レ ー シ ョ ン ズ ・ リ サ ー チ
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オペ レ ー ショ ンズ ・リサ ーチ と は,基 本 的 には,科 学 的 な技法 を事業 の経 営 に応 用 した も

の で ある。 オペ レー シ ョンズ ・リサーチす な わ ちORは 品 質管理,市 場 分 析,計 画 の た て方・

な どの多 くの分 野 に 応用 され る。 オペ レ ー シ ョ ンズ ・リサ ーチ の 目的 は事 業 の問題 を解 くた

め と,組 織 内 の色 々な要 素 が 相互 に 作用 し あっ ている分 野 での意 志決 定 過程 を助 け るた めに,

科学 的 な基 礎づ けに よ り方策 を与 え る ことで ある。 オペ レーシ ョ ンズ ・リサ ーチ は事業 の問

題 に対 して最適 解 を見付 け る方 法 を与 える。

90。 オ ペv－ ショ ン ズ ・ リサ ーチ の 技法 と して数 学的 モ デルの使 用

オ ペ レーシ ョンズ ・リサ ーチ で使 用 す る数 学 的 モ デノレは,事 業 の問題 を方 程式 の形 に した

記号 的 ま たは数 学的 表 現 で ある。

数 学 的 モ デノレの価 値 はそ の モ デル に実際 の値 を挿入 して取 り扱 える ような実 際 の事 業組 織

や 手 続 きを表 現 出来 る ところ に あ る。 そ こでそ の モ デノレの 中の1つ ま た はそれ 以 上 の局 面 の

変 化 が 他 の分 野 に どの ように影 響 す るか を観 察 す る こ とが 出来 る。 うま く使 用 す る とそ の モ

デノレは 複雑 な事 業 の状 況 を記 述 す る ことが で き,か つ,事 業 活動 に影 響 す る変 動 要因 の効 果

を正 確 に予想 す る こと が出 来 る。

91.リ ニ ア ・プ ログ ラ ミング

リニア ・プ ロ グラ ミング とは定 め られ た 目的 を成 し就 げ るた め に制限 され た資 源 の最 適配

分 を決定 する技 法 で ある。 リニア ・プログ ラ ミング を使 用す る ことに よっ て,定 め られ た制

限 を条 件 と した線 形 方程 式 の シス テ ム を最大 に す る ことが で きる。

リニア ・プ ロ グ ラ ミングの技 法は ある種 の事業 上の 問題 に対 して最 適解 を与 え る方 法 で あ

る。 リニ ア ・プロ グ ラ ミ ング の問題 を解 くの に必 要 な条件 を以下 に示 すb

1.利 益,費 用,数 量 等 に よ っ て示 され る問 題 を解 くには線形 関 数 で表 わさな けれ ば な らな

い 。 例 えば,100個 製 造 す る時 間 は1個 製造 す る時 間 の100倍 で なけ れば な らない。

2,制 限条件 を理 解 し明 記 しなけ れば な らない。 制 限条 件 には設 備 能力,原 料,品 質等 の要

素 が ある。1

以下 に2つ の重 要 な リニ ア ・プロ グラ ミ ングの技 法 を示 す。

1.輸 送 法

輸 送 法は 資源 の和 が需 要の和 に等 し く,両 方 と もただ1種 類 の単 位 で示 され る よ うな

問 題 を解 くた め に使 用 さ れ る。 輸 送法 は最 も効率 的 な方 法 で,資 源 を 目的地 に配 分 す る
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こ とに よっ て輸 送費 用を最 小 にす る問題 を解 くた め に開発 さ れ た。

例 えば,あ る場 所 に資源 が あっ て,他 の場 所 にその 資源 の需要 が ある とい うよ うな問

題は,最 小 費 用 で最 大利 益 を上げ る よ うに組 合 せ る ことが出 来 る。 要す る に,リ ニ ア ・

プ ログ ラ ミングの輸 送 法 は要 求 され る もの が,た だ1種 類 の単位 で示 す ことが で きる よ

うな種 類 の問 題 を 解 くの に適 用 さ れ ん

2.シ ンプ レ ックス法

シ ンプ レ ックス 法 は制限条 件 を線形 関 数 で記述 で きる どの よ うな問題 に も適用 で きる

リニ ア ・プ ロ グ ラ ミ ングの技 法 で ある。 しか しな が ら シ ンプ レック ス法 を使 用 する 問題

の 中 に挿入 出 来 る制限 や,変 数 の数 には,理 論 上 の 制限 が ない。

与 え られ た条 件 で,基 本的 な ある いは 実行 可 能 な解 が出 され る。 この実 行 可能 な 解 を

そ れが最 適 解 で あ るか ど うか を決定 する た めに 一 定 の規則 で調べ られ る。 も しそれ が最

適 解 で なけれ ぱ,も っと有効 な解 が得 られ る まで 系統 的 な 方法 で変 化 させ てい く。

シンプ レ ッ クス法 は最 適 解 が見 つか る ま で基 本 的 な,あ るい は実 行 可能 な解 を連 続 的

に 改正 してい く,反 復 的な技 法 で ある。

92.待 合せ 理 論 とは 何か

待 合 せ理 論 とは データ が ラ ンダ ムに 変動 す る時 にそ れ らの問 題 を解 くた めの 数 学的 な 方法

で あ る。 そ れはシス テムの容量 と待 合せ の損失 時 間 との バ ラ ンス を決定 す る ため に使 用 す る一

種 の分 析方 法 であ る。 待 ち合 せ理論 は,ト ラ フィ ック の流 れ,顧 客 が サ ー ビスを受 ける ため

の 待合 せ・ 顧客 に サ ー ビスす る料 金 窓 口,機 械 を修理 す る ため の待 合 せ 等の"待 合 せ"に っ

い ての 問題 を解 くた め に 使 用 され る。電 子計 算 機 は これ らの 問題 を モデル化 す るの に 使 用す

る こ とが で きる。 そ して い ろい ろ変化 させ て,そ の 結 果を 分析 す る こと がで き る。

　 　

待合せ理論はまた 待 ち行列理論 としても知 られている。

93.モ ンテ カル ロ法

基 本 的 には,モ ンテ カ ル ロ法 は,相 互 作 用 の ある多 くの ラ ンダ ム な事 象 の 問題 に対 して実

験 的 に解 答 を出 す シ ミュ レー シ ョ ンの一形 式 で ある。 モ ンテ カル ロ法 は,頻 度 分布 か ら得 ら

れ た デ ータ を使 っ て実 際 の経 験 に な ぞ らえ て,あ る結 果 の 確率 を決定 す るた め試 行 す る方法

　 カ

で ある。 この技 法 は あそ び す な わ ち一種 の運 ま か せ の勝負 ご とに基 づ い てい る。

事 業 の活動 に は運 に よ っ て左右 され る要 素 が多 い。 す な わ ち トラ フ ィ ックの流 れ,顧 客 の
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数 等 で あ る。

ある 活動 に つ い て予 測す る こ とは,無 作 為な変 動 力ね ろい ろ生 じるのでむずか しい。モンテカ

ル ロ法 は 複雑 な情 勢 の も とで起 きる ある活動 の 確率 を決 定す る1つ の方 法 を提 供 して くれ る
。

94.PERTとCPM

PERT(PrOgra〔nEva■uationandReviewTechni(1ue)とCPM

(Cri七iculParth'METHQD.)は 複雑 なプログ ラムの進 行 を評 価 した り,計 画 し たり

経 営 技法 で ある。PERTは1958年 に海軍 の特 別 研 究 に よ って 開発 さ れ た。 そ して,同 時

にOPMが 似 た よ うな経 営⊥ の 必要性 か ら個 々の産 業 で 闘 発 され て きた。

基 本的 には,PERTとCPMは プロ グラムの 研 究 開発 を よ りよ く制御 す るた め に構 成 さ

れ た プロ グラ ムの網 構 成 図 を計 画 した り評価 す る方 法 で ある。

PERTあ るいはCPMの 網 構 成 の基 本的 な要 素 を以 下 に示 す。

1.イ ベ ン ト

イベ ン トあ るいは 里程 標 は 仕 事 の 開始 文 は終 了 を表 わす。 イ ベ ン トは時 間 とか 資源 は必

要 で ない。 イ ベ ン トは い くつか の 仕事 の決 定 とか遂 行 で あ る。 イベ ン トは しば しば丸 印 で

表 わす。

2.ア クテ ィビ テ ィ

アク テ ィビ テ ィは2つ の 連続 な イベ ン トを一 緒 に接 続 しそ の イベ ン ト間 に必 要 な 仕事 を

表 わす6

ア クテ ィ ビ ティは次 の イベ ン トが起 きる前 に完 了 して いな ければ な らない。各 ア クテ ィ

ノ

ビ テ ィは イベ ン トの始 ま り と終 りで定 義 さ れ る。 ア ク テ ィ ビテ ィは人 力,材 料 ,か よび資

源 が必 要 で ある。 ア ク テ ィ ビティは 矢印 で表 わす。 イ ベ ン トとア クテ ィ ビテ ィが決 め られ

た網構 成 は ある 計画 の ア ク テ ィ ビテ ィ間 の相 互 関 係 を面 で示 す こ とが 出来 る。 網 構成 をつ

くっ て い く場 合 は通 常,最 後 の ア ク ティ ビテ ィか ら始 めて,他 の与 え られた ア クテ ィ ビティ

を始 める 前 に完 了 し ておか な け れば な らな いア ク テ ィ ビテ ィを決定 しな が ら逆 に作 業 をは

じめ るの が 最 も良 い。 各 ア クテ ィ ビテ ィは資源 の配 置 を必 要 と し,時 間 と費 用 を消費 する。

遂行 す べ き仕 事 を考 察 す る場 合,仕 事 を遂 行す るの に必 要 な資源 と時 間 の推 定 を しなけれ

ば な らない。

PERTとCPMの 基 本的 概 念 は ク リテ ィカノレ ・パ ス が経 営分析 の基 礎 を与 え る とい う

事実 に も とづ レ、ている。
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1つ のパ スは,そ の 計画 の初 め か ら完 了 まで移 動 す るの に必 要な イベ ン トの 連鎖 で ある。

そ の 網構成 で最 も長 いパ スがそ の 計画 の完 了 ま で に必 要な 所要時 間 を左右 する。 これ を しば

しば"ク リテ ィカ ノレ・パ ス"と い う。 他 の もの より,よ り短 くで きるパ スは経 営 が最 も有効

な 使 用法 に比 べ て資源 を 借用 す る余分 なパ ス で ある。

＼

樟暢
⑦旦

母5・

令 硲

o

め

<5継

句

惜縞
へ弘o

ク リテ ィ カル ・パ ス,1→2→3→4

時 間,50時 間

網 構 成 パ ス

ベも 　

95.リ ァ ノレタイ ム

"
リア ル タ イム"処 理 とは,情 報 とか デ ータ が充分 な速 さで,し か も,処 理 さ れた結 果 が

シス テムの監 視 ま た は制御 に使 用 で きる ような方 法 で 処理 され る シ ステ ムで ある。

"
オ ン.ラ イ ン ・リアル タ イ ム"と い う言 葉 は,し ば しば この形 の シス テム を言 うの に使

われ る。

96.リ アノレタイ ム シス テム の基 本的 な オ ペv－ シ ョン につ い て

リア ルタ イム システ ムは,情 報 の発 生,訂 正,利 用 の ため に必 要 にな る事 業 組織 の いた る

所 に端 末装 置 を配置 す る と ころに 特 徴 が あ る。 この 端末 装 置 は中央 処理 装置 に対 して直接 入

力 あるい は問合 せ す る よ うに な っ ている。 各 装 置は,ト ランザ ク ション が発 生 す る と直 ちに

フ ァイル が更新 され,ま た,出 力 結果 に よ り,現 在状 態 に維持 され ている フ ァイノレに対 する

問合せ が で き るよ うに,2方 向 の情 報 の流 れ を扱 える。

97.リ アル タ イム シス テ ム に と り入 れ られ るべ き エ ラ ーチ ェックの機 能

リァ ノレタ イム シス テ ムの 概念 は,自 動 的 に エ ラ ーチ ェ ック を行 ない,可 能 な 暗 いつ で も訂

正 動作 ヵ桁 な われ る とい うことが 本 質 で ある。
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一 括 処 理 で利 用 さ れ てい る チ ェ ック方 法 は ,リ アル タ イム シス テムで も使 わ れ る。 ハ ー ド

ウエ ア 内部 の チ ェ ック,ハ ッ シュ トータル,バ ラ ンシ ング等 が,チ ェ ック法 と して使 われ る。

2つ の処 理 装置 に よる交叉 チ ェ ックは非常 に有効 なチ ェ ック法 で あ る。

2台 の 計算機 を平 行操 作 し て同 じ演 算 を実行 させ て相 互 に チ ェックす る。 検 出 され た どん

な違 い で も直 ちに操 作 を中断 して,チ ェック処理 を始 め,取 るべ き訂 正 処理 を行 なわ せ る。

リア ル タイ ム シ ス テ ムの 性 質 か らい っ て,各 トラ ンザ ク シ ョンの正 確 さ をチ ェ ックす る設 備

を作 っ てお か なけ れば な らな い し,ま た ハ ー ドウ エア が障害 の 場合,代 りの デ ータ処理 方法

を準 備 して い なけ れば な らな い。

　 り

98.タ イム シェ ア リング

タ イム シ ェア リン グ とは多 くの ユ ーザ ーが 同時 に同 じ計算 機組 織 を使 っ て,プ ログ ラ ムを .

実 行 で きる よ うな電 子 計 算機 シス テムの使 用方法 で あ る。 以下 に示す の は タイ ム シ ェア リン

グの一 般 的 な特 徴 で あ る。

1.同 時 操作

タイ ム シェア リング シス テム は,何 人 かの人 達 が 同時 に効 率 的 に電 子 計算 機 を使 用す る

こ とが で き る設備 を備 え てい る。

2.プ ログ ラム と入 出力 装置 の独 立操作

タ イ ム シ ェア リング システ ム にお いては 多 くの異 っ てプロ グ ラム とか装 置 を あ る一 定 期

間 中,切 り離 し て,ま たは結 合 して使用 する ことが で き る。

3.即 時 応答

タイ ム シ ェア リン グに おい ては,す べ ての ユ ーザ ー は処理 終 了後 数秒 以 内 に,プ ロ グラ

ム あるい は シス テ ムか ら応 答 を受 け る。

99.マ ノレチ プ ロ グラ ミ ング

"
マル チプ ロ グ ラ ミング"は 中央 処理 装 置 内の操 作方 法 に関 係 する もの であ る。 そ の 操作

は同 時 に主 記憶 に数 個 の プ ロ グ ラ ムを格 納 させ て お き,そ の プ ロ グラム で要 求 され る もの を

完全 に実行 し終 らな い う ちに,異 った プロ グラ ムの実行 に移 す 方 法で ある。

マ ノレチ プロ グ ラ ミ ング 操作 で は電子 計算機 シス テムに,前 に発 生 した1つ の 仕事 を一一時 に

完 了 させ ない で,2つ ま た は それ 以 上の プログ ラムか らの 命令 を交互 に実 行 す る。 マ ノレチ プ

ロ グラ ミ ング では 管理 プ ロ グ ラ ムの指 示の もとに,タ イ ム シェ ア リング機 能 を利 用 す る。
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タ イ ム シェ ア リ ングで,も し記 憶装 置内 に た った1つ の問 い 合せ プ ロ グ ラ ム しか ない と,

cpuは 問い合 せ の 間遊 び時 間 がで きる。 一 般 に,マ ル チ プロ グラ ミ ング され てい る 時無作

為 に入 っ て くる プ ログ ラ ムの こと を"フ ォア ・グラ ン ド"プ ログ ラム と呼 ふ 遊 び 時 間 を占

め させ る ため に加 え られ る一 括 処理 プ ロ グ ラムは パ ック ・グラ ン ドプロ グ ラム とい う。

101タ イ ム シェア リング 用 の電 子 計算機 組 織 の特 徴

タ イム シェア リング で要 求 さ れ る電 子 計算 機 の特徴 を以 下 に示 す。

1.管 理 プロ グラ ム,フ ォア ・グ ラ ン ドお よびバ ック ・グラ ン ドプロ グラ ムを 格 納す る適 当

な コア記憶 装 置 、

2.適 当 な入 出 力装 置 とそれ に関連 した チ ャ ン ネノレ

3.コ アの 中 に ある別 々の プ ロ グ ラム とデ ータ が プロ グラ ムや デ ータ の入 力 に よb破 壊 され

.ない よ うにす るた めの記 憶 保護 の方 法

4.処 理 装置 は 種 々 の条件 た とえば計 算機障 害,プ ロ グラム の誤 り,時 間 に よる中断,オ ペ

レータの介入 等 に対 して中 断 す る機 能 を持 た老 け れぱ な らない。

5.固 有 の特徴 と して プ ログ ラム の再 配 置の 機 能 が なけ れば な ら ない。 す なわ ち,タ イ ム シェ

ア リ ングでは,記 憶装 置 に仕 事 を動 的 に移 装 し,与 え られた場 所 の ど こに で も,プ ロ グ ラ

ムを再 配置 す る方 法 がなけ れば ならな い。

6.終 りの ない ル ープを終 らせ'たり,規 即的 に計画 され た基礎 に も とつ い て,通 信 線 を接続

した りす るイ ンタ ーバ ル ・タイ マ,ま たは 管理 プログ ラ ムの方 法)

102マ ノレチ プ ロ セ ッ シ ン グ

　 カ

マノレチ プ ロセ ッシ ング とい う言 葉 は,数 個 の処 理装置 の同 時 操作 を指す。 この言 葉 は

2台 以 上の電子 計算機 で 仕事 を 処理 す る操作 を表 わすの に使 わ れ る。2台 以上 の電 子 計 算機

は物 理 的 に,か つ,論 理 的 に単一 の統 合 した電 子 計算機 の 形 に接 続 さ れ る。

マルチ プロ セ ッ シ ング シス テ ムは主 記 憶 を分 割 す る と ころに そ の特徴 が ある。 す なわ ち1

つの シス テムは情 報 を記 憶装 置 に挿入 した り,次 にそれ をア ク セス して使 用す る こ とがで き

る。
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定 巨星 的 方 法

1 会 計 学

1."会 計学"と い う言 葉 の定義 をせ よ

会計学 とは,あ る表 示方 法 を 使 い,少 くと も会計 の特 質で あ る金銭,取 引 及び結 果 につい て

記 録 し,分 類 し,要 約 し,そ し て そ の結果 を判 定 す る学 問 の ことで あ る 。(米 国 公認 会計 士 協

会)

2企 業 体 の基 本的 形体 には どん なも のが あ るか?

基 本 的な 企業体 の種 類 を次 に示 す 。

1.個 人企 業 … …個 人企業(S。lepr。prietorsh]p)と は,そ の事業 体 の資産全 部を

1個 入 が所 有 してい る企 業体 の こ とで あ る。

2共 同 企業 ……共 同 企業(Partnershユp)と は,あ る事 業 体 の共 同所 有者 で あ る2人 以

上 の組合 の こ とであ る。 純 資産 は 組 合 員が 共同 で所有 し,事 業 体 の負債 は組 合 員 の連 帯責任

で あ る。

5.株 式 会社 ……株 式会 社 とは,"目 に 見えず,手 に も触れ られ な い,法 律 の保 護 の下 での み

存在す る人為的 実体"の こと であ る。 株式会 社 は 政治権 力で 作 られ,1個 の独 立 した法 的 実

体 と考 え ら才1てい る。す なわ ち,1個 の独立 し た法 的 実体 とし て,株 式会 社 は,存 在 してい

るのであ る。株 式 会社 が法 的 実体 で あ る ため,株 主は通 常 その会 社の 債務 に対 し責 任 をもた

な い、

3基 本 的 な 会 計方 程 式

基本 的 な会計 方程 式 は 次 のよ うに 表 わ され る 。:

資 産=負 債 十 所 有 者 持 分

4"資 産","負 債"お よび"所 有 者持 分"と い う言葉 につ い て定義 せ よ、

1.資 産 …… 資産 と は,所 有 価値 が あ る財 産の ことで あ る。言 いか え ると,資 産 とは得 られ

た財 産上 の 権利 また は価値 を表 わ す もの であ る。 資産記 録 をす る 根拠 は,そ の資産 の原価 が

十分 引 き合 うか どう かと言 うこと で ある 。 もし資 産が 十分 な利 益 を与 えない な らぽ その資

産 に対 す る債 務,即 ち損 害 請 求額 は負 債と し て表 示 され る。
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2.負 債 ……負 債 と は,債 権 者 か らの 借入 金の こ とで あり,会 社 の債 務で あ る。

5.所 有 者持 分 … …所 有者 持 分 とは,資 産 か ら負 債 を引 い た残 りを言 い,会 社 の所得 かあ る い

は投 資 か ら生 ず る もので あ る。

5.資 産,原 価 あ る い は価 格 の管理 に対 し,一 般 に認 め られて い る根 拠 につ い て述 べ よ。

資 産管 理 に対 し広 く認 め られ てい る根 拠 は,"原 価"に 基づ い てい る。 資産 勘 定 の管理 は,

一 般にそ の 資産 の原 価 に 基 づ い てな され るべ きであ り,市 場 価格 に よ るべ きで は ない 。

原 価 主義 で は,通 常,資 産の 帳簿価 額 は 原価,ま た は原 価か ら減 価 償却 分を 差引 い た額 とす

べ きで ある。

6.複 式簿 記 の甚 大 的概 念 につ いて説 明せ よ。

複 式 簿 記の基 太 概 念 は,企 業 取引 が記 録 さ れ るにつ れて,賢 島 負 債あ るい は所 有 者持 分 に

変化 が起 る とい う事 実に基 づ い てい る。基 太 的 な会 計 方程 式 の等 号 を保 って お くには,会 計 記

録 に2通 りの 記録 場所 が必 要 とな る。 全 ての 企業 取 引 は借 方か 貸 方 に記入 さ れる 。借 方 は 帳 簿

の左 側 に記 入 され,貸 方 は右側 に記 入 され る。次 に示 す の が,借 方 と貸 方 の書 き方 の大 略 で あ

る:

資 産 勘 定 負債または所有者持分勘定

借 方 貸 方

1

借 方 貸 方

資産の増加は借方に

記入する。

資産の減少は貸方に

記入す る。

1

負債または所有者持

分の減少は借方に記

入する。

負債または所有者持

分の増加は貸方に記

入する。

図4-1複 式 簿 記

借 方,貸 方 の理論 は,複 式簿 記の基 本 概 念で ある 。 あ らゆ る取 引 は 借方 に記入 す る額 と 全 く

同 じ額 を貸方 にも記 入す る 必要 があ る。

Z標 準の 会計 期間 とは どん な ものか?

多 くの事 業 が 管 理運営 し てい る12カ 月 の会 計 期 間 は,会 計 年 度 として 知 られ てい る。1年

の会 計 期 間 が,暦 年 とは別 の ある根拠 に基 づ い て選 ばれ て い る の だ と よく言 わ れ てい る。多 く

の会 社で は,会 計 期 間 を通 常 の事 業年 度 とし て お くの が有 利 で あ る こと を知 っ てい る。 通 常の

事 業 年度 は,そ の 企業 の事 業 活動 が,1事 業 週期内 の最 低 点 に達 した 時に 終 り とな る12カ 月

の期 間で ある とい う ことが 出来 る 。



定量 的 方 法 189

8.仕 訳帳 とは何 か?

個 々の 企業取 引 は,通 常 仕訳 帳 に記録 され る。 この仕 訳帳 は,よ く"原 始 記 入簿"と 呼 ば れ

てお り,会 計 処 理上,企 業取 引 の最 初 の公式 記録 で あ る 。各取 引 は,当 該勘定 口座 の 借方,貸

方 に記入 す る 前段階 と して,通 常仕 訳 帳 に記 入 され る のであ る、

仕 訳 帳に取 引 を 記 入す る手 順 を仕訳 とい う。仕 訳 に は,次 に 述べ る甚 大 的過程 が と られ る:

1.取 引 の 日付 を 記 入す る。

2借 方 に記 入さ れ る勘 定 口座 の 名称を書 き,相 当す る欄 に金 額 を記入 する.

3.貸 方 に 記入 され る勘定 口座 の 名称 を書 き,金 額 を記 入す る 、

4.そ の取 引の簡 単な 説 明を書 く。

一 般 的 な 仕 訳 帳

日 付 摘 要 借 方 貸 方

9月1日 機 械 5,000

現 金 5,000

機械の購入を記 録するご

と

図4-2一 般的な仕訳帳

取引SDOOド ルで機械を購入(資 産勘定機械増加一借方,

資産勘定現金減少一貸方)

9.転 記 とは 何か?

転記 とは,仕 訳 帳 の借方,貸 方 を元 帳 に記 入 す る過程 の ことで ある 。勘 定 口座 は,全 て の 資

産,負 債 お よび純 利 益の全 部 を管 理 して い る。 個 々 の勘 定 口座 は元 帳 で管 理 され てい る。

勘 定 口座 とは,特 定 の 場所 を 占め る借 方 と貸 方 を要 約す る1っ の方法 であ る。 』

一 般 的 な 仕 訳 帳

日 付 摘 要9 番 号 借 方 貸 方

12月1日 事 務 用 品

現 金

事務用品を購入 した。

135

101

200

' 200



190 定 量 的 方 法

一 般 的 な 元 帳

現 金 事 務 用 品

200 200

図4-5転 記

10,試 算表 とは何 か?

個 々の 企業 取 引 で は,借 方 と貸方 の金額 が 等し くな けれ ばな らない 。通 常,元 帳の 借方 と

貸 方 の バ ランス を照 合す るた め に,試 算 表 を 作戒 す る。

試 算表 は,元 帳 の 数字 上の 正確 さを検 算す るの に 使 われ てい る.こ の試 算表 が"パ ラソス"

して いれ ば,借 方 と貸方 が 相一 致し た こと を証明 して い るの である。簿 記 の計 理が本 日 まで

正 しい とい う こ とを 証明 し て いる ので はな い 。例 えば,あ る取 引が記 入もれ に な っ てい るか

も知 れな い し,あ るい は間 違 っ た勘 定 が,借 方 に記 入 され た り,貸 方 に 記入 され てい るか も

知 れな いので あ る。

この 試算 表 は,そ の外 に,期 末の財 務 諸表 作製 の基 礎 資 料 と して も使用 され る。

QUAL工TYSERVICE

試 算 表

12月31日

現 金

売 掛 金

事 務用備 品

買 掛 金

」.s.Jcnes,資 本 金

」.S.JGnes,引 出金

受 取 手数 料

建 物 借 料

給 料

事 務 用 品

郵 便 料

i雑 費

5a〕00

450

1.500

400

200

2.000

150

10

50

260

7.500

2DOO

9,760

図4-4試 算 表

9,760
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11.損 益 を 記録 す る ための2と お りの方 法 とは何 か?

損益 を記 録 する ため の2と お りの方 法 を次 に示 す 。

1・ 現金主 義 一 現金 主義 の場 合 は現金 の授 受 時 にだ け取 引 を記 帳 し,現 金 授受 を 伴 わ な い

取引 は一 切 考慮 しな い 。現 金 を 受取 った とき に収益 が生 じたもの と し,支 払 った とき に費

用が 生 した もの と考 え てい る。

2発 生主義 一 発生 主 義の 場合 は現金 の受 払 とは無 関係 に,実 際に収 益活動 を行 な った と

き に当期 の 収 益取 引 を記 帳 す る 。 また実 際 に費 用 を負 担 すべ きと き に当K4Z)費 用 とし て記

帳す る。

12会 計 サ イク ルにお ける基本 的 なス テ ッ プとは 何か?

会 計手 続 の サイ クル にお ける基 本 的な ス テ ッ プを 次 に示 す 。

t仕 訳 一 すべ ての 取引 を 借 方貸方 に分 けて 仕訳 帳 に記 帳す る。

2.元 帳記 入 一 仕訳 帳か ら勘 定別元 帳に 転記 す る。

3.試 算 表作 成 一 試算 表は各 勘定 元帳 に 記 録 され た 情報 を 集約 した もの で あっ て,借 方 と

貸方 の合 計 が 一致 す る か どうかの検 算 の た め作成 す る 。

4.決 算整 運 一 当該 期間の 負 担に 属す る収益iと費 用 を明 らか に するた め所 要の 整理仕 訳 を

行 な う。

5.精 算表 の作 成 一 試算表 と決算整 理 に よる 情報 を 整理 し 集約す る 。 これ は正 規 の決 算諸

表 作 成 の た め の準備 とな る。

6.正 規の 財 務諸表 の 作成 一 精 算 表に よる 情報 に も とづ き,損 益計算 書 と貸借 対照 表 を作

成 す る。

7.整 理 と決 算 仕訳 一 仕訳 帳 に 整 理仕訳 お よび決 算 仕訳 を記入 し元帳 に転記 す る 。必 要な

諸 勘定 を 締 切 り,帳 尻 を 合わ せ る 。

8.繰 越試算 表 の作 成 一 繰越 試 算表 は会 計処 理 の 正確 性 を数学 的に チ ェッ クす る ため の も

の で ある。

13.[碇 資 産 と はイ可力・?

固定 資 産 と は 企業 の経営 活動 の ため 永続 的 に使 用 する 資産 で,他 へ販 売す る 意図 の ない も

の で あ る。工 場 と して使 用 する 建物 は固定 資産 で ある 。 しか し将来 の建 築敷 地 とな る 予定 の

土地 はそ うで は な い.こ の よ う な土 地 ロ経 営活 動の ため現 に使 用 してい ない か らであ る 。

固定 資産 に は有形 の もの と無 形 の もの とが あ る。 有形 固 定 資産 には建 物,機 械 な ど が あ り,

無 形 固定 資産 に は特 許権 著 作 権 商標 権 な どが ある。
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14."減 価償却'㍉"減 耗 償却","な し崩 し"の 定 義を 述 べ よ。

たい て いの 固定 資産 の寿 命 に は限 度が あ る。 この よ う な資産 の取 得 原価 は通 常 その 使用期

間 中の各 会計 年 度の経 費 とし てお と して 行 く。

次の用 語 は,固 定 資産取 得 原価 の経 費配 付 を あ らわ す の に よ く用 い る。

1.減 価償却 一 減 価償 却 は有 形 資 産 の原価 を経 費 として配 付す ることで あ る。例:建 吻,

設 備,機 械 類 等。

2.減 耗償 却 一 減 耗償却 とは天然 資源 の取 得 原 価 を 経費 と して 配付 す る ことで ある 。例:

山林,鉱 区 等 。

3,な し崩 し 一 な し 崩 しとは 無形 固定 資 産の 取得 原 価 を経 費 とし て配 付 す る ことで ある。

例:借 地権,特 許 権 著作 権 等 。

15.減 価 償 却 につ い て説 明 せよ。

基本 的 に は減 価償 却 とは固定 資 産の 取得 原価 を一定 の 方法 で各 会 計期 間 に配付 す る ための

会計 手 法で ある 。

固定 資産 は劣 化や 陳 腐化 す る もので ある 。 固 定資産 の取 得原 価 は一 定 の方 法 に よって全 使

用 期 間中 の各年 度 に割 り あてて 費 用 として お と さな けれ ば な らない。

固定 資産の 市場価 値 は 時 を追 って 変化 する可 能 性が ある カ～ その ような変 化 は通常 無 視す

る 。何 故 な ら,固 定 資産 は経 営 のた め 使 用す る ので あっ て,売 却 す る ため のも の では ないか

らであ る。

減 価 償 却 の記帳 には借方 勘定 と して の減 価 償却費,貸 方 勘 定 として の累 積 償却 費(減 価償

却 引 当金)の2つ が あ る。

累積 償却 費 は貸 方 となって資産 とつ り合 い貸 借対 照表の 上 で は固定 資産勘 定 から 控 除 され る。

累 積 償却 費 は,こ れ を貸 方 に計 上 ナる こと に よって固 定 資産 の価額 が そ れだ け 減少 す るの

で,"資 産 相殺 勘定"と い う。

16.減 価 償却 費 の 見積 に あ た って考 慮 すべ き 要素 は何か?

減 価 償却 費 の 見積 にあ たって 考 慮 す べ き要 素 は次の とお り 。

1.資 産 原 価 一 当該 資産 の原 価 を決 定 しな け れ ば な らない 。 この原価 は減価 償却 費 見積 の

た め の基礎 と して 用 い る。'

2.資 産耐 用 期 間 一 当該 資産 の 使 用可 能 な期 間 を見積 らね ば な らない 。 これ は 時 間の単 位

や生産 高の単位 に よっ て あ らわ す 。

3.資 産 廃 残 価額 一 廃 残価額 とは当該 資 産 を売 却処分 した とき に受 取 る 対 伍で ある 。
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17減 価 償却 費の 見 積の ため の基 本 的方 法 には どん な ものが ある か?

減 価償却 費の 見 積の ため の基 本 的方 法 を 次に い くつ か示 す 。

1,定 額 法 一 この方 法で は減 価償 却額 が毎期 ひ と しい もの とし てい る 。1会 計期 間 あるい

は その 他 の 単位 時間 当 りの減 価 償却 額は,資 産 原価 か ら廃残 価 額 を 控 除 した額 を 資産耐 用

時間 で 割 った もの で あ る。

原 価 一 廃 残 価 額
=年 度 償 却 額

耐 用 時 間(年)

2.級 数 遠 戚法 一 級 数 定減法 で は減価 償却 費 へ の転化 額 を年 々逓減 してい く。 この方 法を

用 いる と,当 該 資産 の 使 用 期 間 の う ち初期 の 部分 で多額 の償 却 を行 な うこ とが で きる。

3.生 産 高比例 法 一 生 産 高 地列法 に よる減 価 償却 費配 付で は,原 価と 使用 結果 とを 結 びつ

けよ うとす る もの で あ る。 この方 法で は減 価償 却費 は毎 期 の 生 産高 の程 度 に応 して決 定 さ

れる 。生産 高 が ふ える と償 却 願 力増 加 し,生 産 高 がへ ると償却 額が 減少す る 。

18.減 価 償却 の記帳方 法 に つい て説 明せ よ 。

減 価 償却 は次 の とお り記 帳す る。

1、 減価 償 却 費勘 定 を借方 とす る。

2.累 積償 却費勘 定を 貸 方 とす る 。

機 械類 の減 価 償却 費を 記 帳せ よ。

当該期 間 に配付 す べ き償却 額 を100.00ド ル とす る 。

機械 類減 価 償却 費$100

機 戒類累 積償去P費$100

19.固 定資 産 の処 分 につ い て検 討せ よ。

固定 資産 は 帳 簿価 額 どお り売 却 で き る こと も あ るし,そ れ 以上 また はそ れ 以 下で 売 る こと

もある 。固定 資 産の 処分 時 の記 帳 に当 っ ては次 の よう に仕訳 す る。

1.累 積 償却費 勘定 を借 方 とす る 。

2.当 該 資産 原 価 に係 る固 定 資産勘 定 を貸方 とす る。

3.処 分 に伴 っ て損 益 が生 じた と きは借方 ま たは 貸方 とす る 。

次に代 表 的 な仕訳方 法 を示 す。

1.売 却対価 が 帳 簿価 額 と一 致 す る場合

取得 価額5000ド ル,現 在 の帳 簿価 額500ド ルの 資 産 を500ド ル で 売 却 し た と き
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現 金$300

累 積償 去噴4,700

機 械 類5POO

2.帳 簿 価額 を下 まわ った場 合

取 得価額5000ド ル,現 在 の帳 簿 価額500ド ル の資産 を100ド ル で売 却 し,200ド ル

の 売却 損 が生 じた と き

現 金

機械類売却損

機械類累積償却費

機 械 類

3.帳 簿価額 を上まわった場合

100

200

4,700

5、000

取得 価格5.000ド ル,現 在 の帳簿 価eersOOド ルの 資 産 を400ド ルで 売 却した とき

現 金400

機械 類 累 積償 却費4,700

機 械 類5.000

機 械類売 却益100

20.固 定 資産の取 得 と評 価 に つい て 説明 せ よ。

固定 資産を取 得 した とき は その 取 得原 価 を記帳 す るの が通 常で ある。 固定資 産の 原 価 に は

その 資産 の取 得 の ため に行 な ったす べて の支 出が 含まれ る 。 例 えば,設 備 類の 原価 には 運送

料,据 付 料,物 品税 の ような ものが含 まれ る。

21.固 定資 産の改 良 費 と 維 持費 のち が いにつ い て述べ よ 。

っ ぎに 維持 費 と改 良 費 の一 般的 な定義 を示 す 。

丁 維 持費 一 その 財産 価 値 を 物 的に 増 大 させ るの で もな く,そ の 耐用 年 数を 明 らかに延 長

させるの で もな く,そ れ を正 常 に 効率的 に活 用で き る状 態 に維 持す るだ けの支 出で あ る。

2.改 良 費 一 改 良 とは現 存 資産 の全 体 また は一 部 分 を,よ り高性 能 の もの に取 替 える こと

で あ る。通 常 は 改 良す る と当該 資産 の 原価 評価額 が増 加 する が,生 産 高,生 産 能 率,耐 用

年 数 とい った資 産 価 値 も増 大 する 。

維 持 費か改 良費 か の 問 題 は,企 業 の所得 税 に直接 関連 す る。 例 えば,税 務 官 署で は,維

持 費 と認 め られる も のは 資 本 支 出 と して 減 価 償却 すべ きで あ るとか,償 却 を行 な っ た ら

それ を 経費 とし て 扱 うべ きだ とい っ た立 場を とる であろ う。
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22.固 定 資 産の 売却 と交 換 につ い て 説明せ よ

固 定 資産 は下取 りに 出 した り交 換 する ことが 間々 ある.売 手 が下 取 り を認 め たと きは,新

設備 の 価額 か らその 分だ け控 除 し,差 額を 現 金で 支払 う。

そ の資 産 の帳 簿価 額 より高 く下取 らせ た 時は,"売 却 益"が 立 つ 。 下取 りが帳 簿 価 額 を下

廻 っ たと き は"売 却 損"が 立 つ。

固 定 資産の交 換 を記帳 す る には2つ の方法 が ある 。1つ は交換 に伴 う損 益 を認 める方 法で

ある.こ の 場合 の 新 規 資産 の記 帳 は その 資産 の 定価 な り実購 入価 格 で行な う。第2の 方 法で

は帳 簿 上の損 益を認 めない。 この 場合 は新規 資 産 の原価 は旧 資産 の帳簿 価額に,新 資産取得

のた めの 現 金 支 出 を加 算 した もの とす る 。

固 定 資産の 下取 りや交換 に伴 う損 益は 所得 税課 税の立 場か らは 認め られてい ない。 たい て

いの会 計 士は税 法 を よ り どこ ろ と して固定 資 産の 下取 りや交換 を記 帳し て い る ようで ある。

23.貸 倒 れ に 伴 う損 失 の 記帳 方法 につ い て 説明せ よ。

売 掛 金 勘定 は資産 勘定 で あ り,通 常借方 に仕訳 さ れる 。そ し て 受取 る権 利が ある現 金 高を

示 して い る。掛 売 を 行な っ た と きは,売 掛金 の うち い くら かは回 収不 能 とな るも ので ある。

この貸 倒 れに伴 う損 失 の記 帳 方 法 を要約 する と次の と おりで あ る 。

1.直 接帳 消 一 直接 帳 消 法で は 回収 不能 が決 定 した 時だ け損 失を 認 める 。

回 収 不能 を直 接帳 消法 で処理 す る ときの仕 訳 は 次の と お りで ある.

ジ ・一 ンズ へ の売 掛金 が 回 収不能 とな った も の とする 。 帳尻 は100ド ル とす る。

貸 倒 金$100

ジ 。一 ソズ売掛 金$100

貸倒 金 は販売 費,一 般 費の 何 れ に含 め て も よい 。

あ る期 間 で貸 倒 金 と して処 理 し た の ち,次 期 に 回収で き た場 合,売 掛 金勘定 を 借方 に,

"貸 倒金回 収"勘 定 を貸方 に仕 訳 す る。"貸 倒 金回 収"勘 定 は,決 算報 告 の とき は,貸 倒 金

か らの 控除 額 と して損 益 計算 書 に表 示す る。

2.貸 倒 れ の 推定 一 損 失が 予想 され る場 合,売 掛 金勘定 の うち の回 収不能 とな りそ うな分

を事 前 に損失 と して 見 積 ってお くのが ふつ うのや り方で あ る 。 この 損 失 は それ に関 連 した

収 益 が あが る期 間 の経 費 と して おと して よい。

貸倒 金評 価額 の見 積方法 の1つ は,売 掛 金回収率 に基 づい て推定 す る 。例 え ば過 去の経

験 か ら売上 の 約 イ%が 回収 不 能 と分 って い る と き は,当 該期 末 に"貸 倒 金"を 借 方に計 上

し,"貸 倒 引 当金"と して 純売上 高の1%を 貸 方 に計上 す る 。
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当 該 期間の 純 売上 高を100,000ド ル とし,過 去 の経 験か ら1%が 回収不 能に なる もの と

す る 。

貸 倒 金$1000

貸倒 引 当 金1000

貸 倒 金の 見積額 を売 掛 金勘 定 に対 応 させ て貸方 に計上 す る ことはで きない 。何 故 な らば推

定 時 点で は どの 得 意 先勘 定 が 回 収 不能 とな る か分 らないか らで ある 。貸 借 対 照表 上 は売掛 金

勘 定 の 合 計か ら貸 倒 引当 金を 控 除 して,純 売上高 を表 示す る。

不 良 と なる おそ れの あ る勘 定 に対 す る引 当金 は"評 価勘 定","相 殺勘 定",ま たは"差

引勘 定"と 呼 ぶ こ とが あ る。

次 に あ る勘 定 が 不 良 とな っ た 場合の 仕訳 は次の と お り。

貸倒 引 当金100

ジ ョー ンズ へ の売 掛 金100

その後 に その貸 倒 金 が回 収で きた と きは次 の ように仕訳 す る。

ジ ョー ン ズへの 売掛 金100

貸 倒引 当金100

24.前 払 費 用 と は何 か?

前払 費用 とは 経営 の 流動 資産 で あ るが,そ れ を消費 す る 時期 に な ると費 用 に転化 す る。

前 払費 用 に は通 常 次の よう な ものが ある。

1.前 払保 険料 一 保 険 料 は 先払 い をす る のが ふっ うで ある。 その保 険 料 の うち 未経過 期間

分 につ い て は前払 費用 と し,流 動 資産 とみな す。 これ は時 の経過 に伴 って 費用 に転化 す る。

2.前 払地 代 一 地 代 を先払 い した ときは,こ れを 前払 費 用 とする ことが でき る。地 代 は,

そ の支 払対 象期 間 中,時 の経 過に 伴 って費 用に 転 化す る 。

3.在 庫 消 耗 品 一 包装 紙 紙 箱,袋 な どの消 耗品 は,そ れ が使 用 され る まで は資産 で あ り,

前 払費 用で ある 。

4.事 務 用 消耗 品 一 ス タ ンプ,文 房 具,紙 ク リ ップな どの 消耗 品 は,そ れ を使 い 切 っ てし

まう まで は経 営 の た め の 資産 で あ り,前 払費 用で ある。

25.未 払 費用 と は何 か?

未払 費 用 は流動 負 債 と して 区分 され,当 該期 間 中に はまだ 支払 っ ていな い 負債 総額 を示す 。

例 え ば,賃 金を毎 週土 曜 日に 支払 って い る と き,決 算期 末 が水 曜 日 になっ た と した ら,未

払 費用(そ の 週の水 曜 までの 分 の賃 金)が 発 生す る 。 これ は会 計 上 正当な 期間 に配 付し な け
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ればならない。これら帳簿に未記入の期間 に属する費用は未払費用と呼ぶ。

その他一般に未払費用に属するものには手数料,税 金ツ利子がある。

26.前 受収益とは何か?

前受収益とは経営活動によって受取る収益で あるが,こ の収益の対価 としての経営活動を

実 行し終っていない前に受取 るもの である。

例えば雑誌の予約購読料をある会社が前払金として受取 ったときは,前 受収益となる。他

のよくある例 は地代や利子収入である。

前受収益は負債勘定に属する。

27.未 収収益とは何か?

未収収益とは当期の収入に属するカ～ まだ回収していない収益である。例えばプロジ ェク

トを請負、った会社がその仕事を途中まで実行してその対価を受取ってないときは"未 収収益"

を持つことになる。受取手形で受取 った収益 は,も う1つ の未収収益の例忙 ある。未収収益

は資産勘定である。

28.給 与,諸 税公課の記帳に 必要な仕訳 について説明せよ。

使用者はその 従業員の給与,賃 金のなかか ら社会保険料と所§税を控除する ことを法律で

義務づけられている。

FIGA(連 邦保険税法)に よる税金は連邦社会保障計画の資金とするため使用者と従業員

双方にかかるものである。使用者負担額は従業員の賃金から控除する額 と同額である。現行

税 率1・1暦t4・.gilre4所 得 ・8・・ ドル まで は その ・ξ パー セ ・ ・で あ ・・ こ・*1・1966

年 に は 弓%,1968年 に は 暗%に 増 加す る こ□ ・てい ・・

連邦失業保険料は側目者だけにかかる。この保険料は失業手当と呼ぶことがよくある。

連邦所得税は従業員の賃金か ら控除しなければならない。各従業 員の賃金か ら控除する額

は その所得額 と種々の所得控除や税額控除によって決まる。

次に給与関係 公課の記帳のための仕訳を示す。

/支 払 前

給 与3,000

源泉徴収およびFICA料400

未払 給 与2,600

2.支 払 時

未払 給 与2,600

現 金2・600
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諸税公課を連邦政府や州政府に納入 したときは負債勘定を借方に,現 金勘定を貸方に仕

訳する。

29.物 品税の記帳について説明せよ。

かなりの州では消費者に何がしかの税金がかかることになっており,こ れは買った時に取

りたてられる。このような税金には物品税 奢f多税 ガソ リン税等がある。

次に物品税の記帳に必要 な仕訳を示す。

現 金104

売 上100

未払物品税4

この税金を官署に納めたときは未払物品税勘定 を借方に,現 金を貸方に仕訳する。

30無 形固定資産とは何か?

無形固定資産 とはその価値が物的財産に存するのではなく,所 有者の持っている権利に価

値があるようなもので ある。無形固定資産には特許権 著作権 借地権 商標権,営 業権等

がある。

なし崩 しを行なう無形固定資産 には特許権,著 作権,借 地権等がある。

なし崩 しを行なわない無形固定資産は商標権 と営業権である。

31.帳 締と純益の決定の手続について説明せよ。

1期 間の純益は経営収益か ら費用を差引いたものである。決算手ffycは すべての収益と費

用をある集合勘定へ振替える仕事がある。この集合勘定は損益勘定 とか収支勘定と呼んでい

る。収益と費用を損益勘定に振替えるときはすべての収益勘定 と費用勘定の残高を算出し貸

借を一致させる。 こうして帳簿 を締切る。

次に期末における収益 と費用勘定の帳締のための基本的ステップを示す。

1.収 益勘定を借方に,損 益勘定を貸方に仕訳 して収益を損益勘定に振替える。

2損 益勘定 を借方に,費 用勘定を貸方に仕訳して費用を損益勘定に振替える。

3.損 益勘定に含 まれる情報から純益を計算する。損益勘定 を借方に,資 本勘定を貸方に仕

訳して,純 益を資本勘定に'振替える。

こうして資本勘定に,当 該期間の純益を元入するのである。
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決 算 仕 訳

支 払 賃 金

支 払 地 代

売 上

50 50

資 本 勘 定

500

150

損 益 勘 定

500500

⊃
52.引 取 運賃,売 上戻 り高,売 上値引の記帳方法について説明せよ。

商品仕入時に要する引取運賃 や関係諸掛費は"引 取運賃"と いう勘定 の費用 とするのが普

通である。 この費用は商 品仕入原価の一部であり,売 上商品の原価の一部として損益計算書

上に計上すぺきである。

次に運賃に関連して よく使 う用語を示す。

1.到 着地渡 一 到着地渡とは,売 手が運送料を負担するということである。

2.船 積地渡 一 船積地渡とは,売 手が運送業者まで商品を搬入するが,買 手が運送料を負

担するものである。

商品を得意先 に届けるための運賃は ・酉己達費"勘 定に計上し・また損濫 捲 固 ま営難

として計上するのが普通である。

特意先から返品があった時は,そ の得意先に対して債務を計上するか または値引する。 こ

の仕訳の方法は,売 上戻 り高や売上値引を借方,売 掛金または現金を貸方 とする。売上戻り

高や売上値引 は総売上高を減 らすので,損 益計算書にこの勘定を掲げるときは,売 上高から

の控除額 とする。
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53.商 品,原 材料,仕 掛 品,完 成 品の定 義 をせ よ。

棚 卸資産 という言 葉 は,転 売 の た め に買入 れ やが ては仕 入た ままの 形 で売 却する予 定の

商 品を示 す の に用 い る。 また売 却 す る商 品の 生産 の ため 用 いる 材料 や消 耗 品も棚 卸資産 で あ

る。

棚 卸 資産 を 区分す る と次 の とお り。

1.商 品 一 転 売 のた め仕 入れ,通 常そ の ままの 状態 で売 却 す る 予定 の品 物の こと で ある。

2.原 材料 一 加 工 後 に転 売す る 目的 で 製造業者 が仕 入れ た品物 の ことで あ る。 また原 材 料

は 生産工程 に投 入す る 前の材 料 の ことで も ある。

3.仕 掛 品 一 す で に何 らか の加 工 を行な っ た が,ま だ更 に加 工 しな いと売 れる製 品 と はな

らない よう な,す べ ての 品吻 で あ る。

4.完 成 品 一 生 産 工程 を完 了 し 販売 可 能 とな っ た,す べ ての 品物 で ある。

54.棚 卸資 産 に含 め るべ き 品物 や製 品の 決 定 に当 っ・ては,何 を考 慮す べ きか?

経 営の棚 卸 資産 となる品物 の 範 囲 を きめ る一 般 原 則 は,そ の 品 物の 所有権 に 従 う とい うこ

とで ある 。棚 卸資 産に は,そ の 会 社 に所有 権が あるす べ ての 品 物が含 まれ,そ の品 物が どこ

に存 在す るか に は関係 が ない 。

特 に考 慮 すべ き事 項 は次の と お りで ある。

1.未 着品 一 未 着 品 とは発注 済 だが まだ受 取 っ てい ない品 物 の こ とで あ る。 引取 った 時に

その 品物 を棚 卸 資産 に繰入 れ,仕 入 勘定に 振 替仕訳 す る。 もし到 着 地 渡の 品物 を船積 みし,

到 着 しなか っ たな らば,そ の権利 は売手 に 帰属 す る。 また船 積地渡 の 品物 が到 着 し なか っ

た な らば,権 利 は買手 の もとに 残 る。

2積 送 品 一 積送 品 とは他 の業 者に 販売 を委託 し,持 主 か らそ の業 者 に 積送 し た商品で あ

る 。積 送 品 はその 商品 の 持主 の 棚卸 資産 に含 め るべ きであ る。何 故 な ら権利 は持 主 に あっ

て 受託 者 に はない か らで あ る。

55.棚 卸計 算法 には どん な もの が あ るか?

次 に2っ の基 本 的 な棚 卸計算 法 を示 す。

1.実 地棚 卸 また は定期 棚 卸 一 実地棚 卸法 で は棚卸 資産の 総 量は現 に 存 在す る実 数 量で き

ま る。 仕 入れ た商 品 は仕入勘 定 の 借方 に記 入 す る 。

2恒 久棚 卸 一 恒 久棚 卸法 で は,棚 卸 資産 の変 化 の つ どこれ を継 続的 に記録 して 現 在 高 を

明 示 す る方法 で ある。 仕 入れ た商 品 は棚 卸 勘定 の 借方 に記 入す る。 仕入 勘 定 は用 い ない。

56.棚 卸評 価法 には どんな もの が ある か?
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棚 卸資産 の 価 格評価 の 基礎 は いろい ろあ る が,会 社 として は堅実 な方 法 を選 ぶ べ きで ある 。

棚 卸 評価 法の 基 礎 として2つ の方 法 が広 く用 い られ てい て,次 の と おりで あ る。

1.原 価 主 義

2.原 価 と 時価 の う ち安 い方 を と る方 法

商 品や材 料の 原 価 に は,売 却地 まで その 品物 を輸 送 するの に必 要な すべ て の経 費 が含 まれ

る.こ れ らの経 費 に は引 取運 賃,貨 物 自動 車料,倉 庫 料 な どが ある。

棚 卸資 産 に 含 まれ る商 品 や材料 の 価格 は よ く変動 す る 。従 っ て同 一の 品 物で もさ ま ざ まな

時期 に取 得 した 品物 の原価 は さま ざま であ る。 従 って 売上 げ た商 品に あて は め る原 価や,倉

庫 に残 ってい る商 品に あては め る 原価 の 決定 の問 題 が生 ず る。

その方 法 に は次 の ような もの が ある。

1,個 別 法 一 現 存 す る個 々の商 品を仕入 時 期 別 に区 分 して お き,棚 卸の と き はそ れぞれ の

原価 で評 価 す る 。

2.荷 重平 均 法 一 あ る期 間 中 の 仕 入高 の 合計(期 首棚 卸高 を含む)を 総数 量で 除 し た もの

で,荷 重 平 均価格 が決 ま る。 時価が 上 昇 してい く時 点 では荷 重平 均 単価 は市 場価格 よ り低

くな るで あろ う。

5.先 入 先 出法(FIFO)一 先 入 先 出法 は,仕 入 時期 の 早 い商品 か ら順 に売 去け る とい う

前提 に よって い る。これ は穏 当 な商業 政 策む きで ある。 この方 法で は,棚 卸価 格は 時価 変

動 頃向 に応 じて 変化 す る。 何故 な ら最 近 時 点の 棚 卸 価格 は最 近の 仕入 原価 か ら成 って いる

か らで あ る。

4後 入 先 出法(LIFO)一 後入 先 出法 は,最 古 の 原価 が現 存す る 商 品 にあて は まる とい

う前提 によ っ てい る。 このLIFO法 は現 行販 売 価格 に 最近 の原価を あわ せ るの に効 果 が あ

る。LIFO賛 成 者 の言い 分で は,原 価 や販 売 価 格 の変動 期 に あって は,現 在の原 価 を現行

売上 に対応 させ るほ うが,よ り妥 当な損 益計 算 書 が 得 られる とい う。

"原 価 と時価 の低 い方 を とる方 法"に よれ ば
,棚 卸原価 と市 場価格 と を比較 し,低 い方 で

棚 卸 資産 を評 価 す る 必要 が ある。 市 場価格 と は,現 在の 買替原価 で あ る。

3ス 損 益計 算書 の 内容 につ い て 説 明せ よ。

損益計 算書 は経 営 収支 を表 示 して,当 期の 経営 活 動の 結 果,利 益 を得 たか 損 失 とな っ たか

を明 らか にす る ため の 正 規の財 務諸 表 で ある。

商業 経 営の た めの 損益 計算書 は通 常つ ぎの部 分 に分 け られ る。

丁 売上 高 一 売 上高 とは 当期 中に 売上 げ た商 品や サー ビスの 総代価で あ る。 現金 売 も掛売
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も収 益に計 上 す る。収 益 は た とえ 現 金 を受取 って な くて も売上 時 期 に よって認 定 す る 。

2.売 上原価 一 基本 的 に は売 上 商 品の原 価 は 次 によ っ て決 まる 。

a当 期の仕入高を期首棚卸高に加えて,販 売可能商品高を求める。

b期 末棚卸高を差引いて商品売上原価を決める。

期 首 棚 卸 高

仕 入 高

販売可能商品高

期 末 棚 卸 高

商品 売上 原価

$50,000

125000

175、000

20,000

155、000

5.売 上総 利益 一 売 上総 利益 は総 売 上 高か ら商 品売上原 価 を 差引 い た もの で あ る。 売上総

利 益 は費 用 の控 除 に先立 っ 商業 活 動 の利 益 を示 して い る。

4.営 業費 一 損 益計 算書 上 の この 費用 勘定 は特 定の 経 営活動 に伴 うもので あ り,所 要の 詳

細 な 情報 の 合計 で あ る。 ただ し次 の ように 区分 す る ことが 多 い。

a販 売 費 一 販 売費 とは販 売活 動 の 結果 と して生 ずる 費 用で あ る。 この費 用va含 まれ る

もの には,販 売 要 員の給 与,広 告 費,配 達費,倉 庫費等 があ る。

b－ 般 費 一 「 般費 は経 営 の 一 般 的活動 に伴 う費 用で あ って,事 務 要 員給 与,事 務費,

保 険 料,税 金,公 課等 を含 んで い る。

5.営 業 損 益 一 営 業 損益 は 売b総 利 益か ら営業 費 を 差引 い て求め られ る 。

6.営 業 外収 入 一 営業 外 収入 とは商 業 活 動 に無 関係 の 源泉 か らの 所得 の ことで あ って,利

子 収 入と カ、 配 当 金の よ うな もの で ある 。

7営 業 外支 出 一 営 業外 支 出 とは経 営 の 財 政 にか か って く る費用で,そ の 例 として は 支払

利 子 や 固定 資産 の 除 却損 な どで ある 。

8.純 利益 一 純 利益 は当 該 期間 の経 営 活動 に よ る営 業 損益 か ら求 め られ る。

次に損 益 計 算書 の見本 を示 す 。
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PRODUCTSEDPQUAL工TY

損 益 計 算 書

196一 年'12 月31日

125000

5、000

120,000

2,000

3.000

O

45、000

74000

46.000

49.000

94.000

20,000

50,000

2、000

48.000

1.000

500

1.500

25.000

21,000

5DOO

2、OOO

500

1、500

9,000

2.OOO

500

4,000

500

200
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高

高

割

高
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高

割

仕
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醐
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費

醜
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蔵

出

数
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し

能
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上

堰

上

上

原

着

順

入

純

引

商

家

編

費

売

搬

倉

広

運

積

手

上

売

売

売

、兀

上

期

佳

什

仕

服

期

工

業

純

発

売

販

総

売

営

300

21,300

6,500

14β00

600

300

一 般 費

事 務 所 費

貸 倒 金

事務要 員 給与

給 与関係 公課

保 険 料

営 業業損 益

営 業 外 収 入

受 取 利 息

営 業 外 支 出

支 払 利 息

税 込 純 利 益

所 得 税

純 利 益
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58.貸 借 寸職 の内容 につ いて 謝 せ よ。

貸借 対 照表 は財 政 状 態 の説 明書 で あ る。 貸 借対 照表上 の 諸項 目 は次 の と お りで ある。

1.流 動 資産 一 流 動 資産 とは現 金 お よび通 常の 経 営活 動 に 伴 う他 の 資産 の う ち近い 将 来に

現金 化で きる と期 待 され る もの か ら成 っ てい る。通 常,流 動 資産 と考 え られ る ものを 次 に

示す 。

a現 金
o

b受 取 手 形

。 売 掛 金

d商 品

2.雑 資産 一 長期間保有している=ヒ地や有価証券のような資産である。

5.固 定資産 一 固定資産 とは本質的には比較的長寿命の経営資産であって,経 営活動に使

用する ものである。固定資産の例 としては,土 地,建 物,機 械装置,車 輌運搬具 事務用

設備等である。

4.流 動負債 一 流動負債 とは短期間内に流動資産で弁済する義務を負っている負 債である。

一般 原則として1年 以内に流動負産で弁済する負債を流動負債としている.流 動負債には

通常次のようなものがある。

a買 掛 金

b支 払 手 形

c未 払 金

5.固 定負債 一1年 以内に弁済しない債務は固定負債とする。担保付 債務は固定負 債の代

表である。

6鍾 者持分 一 所有者持分,資 本金ないし正味資産 とは,、資産と負債の差額である。

次に貸借対照表 の見本 を示す。
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QUAL工[1]YEDPPRODUCTS

貸 借 対 照 表
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負債お よび正 味資産

流 動 負 債

買 掛 金

支 払 手 形

未 払 給 与

未 払 所 得 税

未 払 物 品 税

連邦所得税控除

未払連邦失業保険料

未払州失業保険料

固 定 負 債

担 保 付 負 債

正 味 資 産

株 式 資 本 金

剰 余 利 益

88.650
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59,経 営 管 理 の ため の 会計 情 報の 基本 的目的 に つい て

経 営 管 理の た めの 会 計 情報 に関 す る2っ の重 要 な 用途 は次 の とお りで ある。

1.統 制 一 経 営 統制 と は,経 営 の諸 資源が そ の経 営 目 的の達成 の ため 効果 的 かつ 効 率的

に 使 用 され る状 態 を,確 保 して い く過程 で ある 。会 計情 報 が 経営 管理 に と って役 立 っ の は,

評価,意 志疎 通,動 機 づ けの た め で ある 。

2計 画 一 計 画 とは経 営 体 の 継続 的発 展)た め に 将来 とるべ き アク シ ・ンを決定 して い

く過 程 で ある 。計 画 とい う ものの本 質 的 な特 性 は,将 来 とる べき ア クシ ・ ンの 決 定を含 ん

で い る とい う こ とで あ る。 予 算は 一 種の体 系 的 な計 画 であ っ て,こ れ は経 営 管 理 の過程 に

お ける重要 な部 分で ある。

40.経 営 管理 の ため の 会 計情 報使 用 に伴 う一 般的 な問 題 につ い て検討 せ よ。

数学 と異 な って,会 計数 字 は 応用の しか たで い ろ い ろ変化 す る。"原 価"と い う言 葉 は定

義 し だい で意 味が広 く変 化 す る。 例 えば1つ の会 社 に は過 去実績 原 価,標 準原価,実 際 原価,

推定 原 価 な どが あ る。 これ らの 数 字 は数学 的 な意 味 で は 厳密 に 正 確 なもの で は な く,こ れ ら

原価 の設定 に当 っ て考慮 し た デー タに基 づ く推定値 にす ぎない であ ろ う。 ある形 式 の原 価数

字 に よる 会計 デ ー タ は,他 の形 式 の原 価 数 字を用 い たも の と は異 な って いる かも し れない 。

また例 え ば棚 卸評 価額 は その価 格決 定 に用 い た評価 技法 に よっ て異 なるで あろ う。 減価 償

却費 の決定 に 当 って 用 い る方 法 は,実 際 に発 生 する と ころ の もの の推定 で しか ない 。会 計 数

字 とい う もの は正 確 な数 字 で はな く1近 似値 で しか な い こと を認 識 してい な けれ ばな らない 。

多 くの権 威者 の 見 解で は,1つ の 会社 の利 益 は,そ の会 社 が 廃業 す る まで は正確 に は きめ ら

れ な い 。

41.資 金流動 表 につ い て説 明せ よ。

資金流 動表 と は1会 計期 間 内 に調 達 した資金 の源 泉 と その 資金 の 使 黙 視 を示す もの であ

る。"資 金"と い う用 語 は"運 転 資本"に ひ と しい 。

資金 流動 表 は主 と して 会計 期 間 中 に お ける 資産 や 資 本 ・負 債 に生 じた変 化 を分 析 す る こと

に よって導 くもので ある。 諸勘定 科 目か ら直接 に は作成 し ない 。

次に 資金流動 にあ て はめ る一 般 原 則を示す 。

1.資 金 の源 泉 は 資産 の 減 また は資本 ・負 債の増 に よる もの であ る。

2.資 金 の使 途 は 資産 の増 また は資本 ・負 債の 減 に よる もの である 。

資金流動 表 は,"資 金 運 用 表"と か"資 本 変化 分 析 表"な どとも い う。
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資 金 流 動 表

資 金 の 源 泉

営 業 活 動 に伴 う資 金

固定 資産 の 売 却 分

長 期 借入 金 の 増

資 金 の 使 途

新 規 施 設

配 当 金

運 転 資 本 の 増

42."流 動 比率"に つ い て説 明 せ よ。

$67.000

15.000

21,000

$103,000

$56.000

22,000

25,000

$103,000

流動比率}讃 借対照表に関する諸比率のうち最もよく用いられる ものの一つであり,流 動

性の検査 に用いる。流動性とはその会社の流動負債に対する支払能力の割合である。流動比

率は次式で表わされる。

流 動 資 産 『

流 動 負 債

流動 比率の判断に当っては注意が必要である。使用可能な流動資産のなかみ まで分析しな

けれ ばならない。例えば,流 動資産の うち現金のパーセンテー ジが高い会社 は,流 動資産の

うち棚卸資産のパーセンテージが高い会社よりも流動性にすぐれているが,こ れは"流 動比

率"に 反映 しない。

43."酸 性比率"に ついて説明せよ。

酸性比率は流動負債に対 して即座に支払可能な流動資産の害1恰の指度である。酸性比率算

出のため用いる"当 座資産"と い う用語は,現 金や売掛金お よび即座に現金化可能な同様の

ものを意味する。酸性比率は次の式であらわす。

当 座 資 産

流 動 負 債

44.経 営統制に関する若干の基礎的概念について説明せよ。

経営統制の過程は基本的には3部 分に分かれる。(1)言樋,(2庚 施,(5成 果の測定と分析
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計画 は経営 体 の 将来 の施 策 を決 定 す る過程 で あ っ て,そ の ため用 い る重 要か つ本格 的 な手

段 は予算 で あ る。

経営活 動 の 実施 段階 にお ける会 計 デー タの用 途 は,経 営者 の きめ た適 切 な方 向 に経 営 を導

い てい くため に計 画や そ の 他 の情 報 を伝 達 する ことで ある。

実施 段階 か ら得 られ た会 計 デー タ は成 果 測定 と成果 分 析 に用 い て,将 来 の 経 営 体 の能率 と

成 果を 向上 させ る こ とが できる 。

45.原 価 中心 点 に対 する 原価 の配 付の 問題 につ い て検 討せ よ。

原 価 中心 点 と は特 定¢)責任 者 を 長 とす る単 位組 織 で あ る。管 理 シ ステ ムに は,あ る 原価 中

心 点 の長 が統制 可能 な 原価 や収益 と,当 人 が統 制不 可能 なもの とを区 分 す る手 段 が 必 要で あ

る 。

原価 を構 成 す る個 々の要 素 につ い ては,原 価 中心 点の長 が 自分 ひ と りで 責任を 負 ってい な

い こ とが よ くある 。しか しなが ら彼 が 原価 の総 額 に対 して重大 な影 響 力 を も ってい る ときは,

そ の よ うな要 素 は"統 制 可能"と み なして よい 。

標 準原 価 の使 用 は,あ る入 が 責任 を 負 う原価 要 素 部分 と,責 任 のな い部 分 とを区分 す る1

つ の方 法 で あ る。

とき には統 制不 可能 な原価 を原 価 部 門 に配付 す る のが 有益 な ことが あ る。経 営 者 は経営 全

体の な かの さま ざ まの 原 価 を監督 者 たち に 知ら せ注 目さ せてい たいの で あ る 。 とい うの は こ

うして 注目 させて お くと間 接 的 に原 価 管 理 が よ り効果 的 にな るで あろ う と期 待 してい るか ら

で ある 。例 えば,た とえ ある実 施 部門 の 責 任者 に は人件 費 に 関 して直 接の 責 任 がな くて も,

その実 施部 門 に 対 して人 件費の 一 部 を配付 する ことがで き る 。

もし統 制不 可能 な原 価が 原価 部 門 に配 付され た時 は,統 制不 可 能な 原価 と統 制 可能 な原 価

要 素 とを明確 に 区 別 して お く ことが大 切 で ある。

46.経 営 統 制の 機能 と しての 動 機 づ け につ い て検 討 せ よ。

経営 統 制 の機 能 の1つ は,そ の企業 内 の 各個 人k経 営 組織の 財 政的 繁 栄 に貢献 す る よ う

な 行動 を実 行 さ せる よ う導 く ことで あ る。'

どん な統制手 段 で もその 効果 は,そ の動 機 づ けの方 向 と強 さで も って判 定 で き る。 心理 学

の 示す と ころ に よ る と,人 間 は 自分 自身の 最大 の利 益 と 考え てい る こ と に 従 っ て 行 動す る

もので ある。 そ れゆ え人 々 が 自分 自身の 利 益 にも従 い,会 社¢)最大 利 益 に も従 って行動 す る

よう に遼 理 シス テ ムを 設計 す べ きで ある。 そ こで管 理 システ ム に関 して2つ の質 問を 提起 し

たい 。
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(1)人 々に 自分 自身の利 益 に 従 って何 を実 行 さ せる ぺ く動 機づ けるか 。

(2)こ の動機 づ け られ た 行動 は会 社の最 大 利益 と一 致す る か。

経営 統 制 に関 す る成 果の判 定 につ い て説明 せ よ。

経 営 統制手 段 はイ臥 や部 門や 組 織 の 成果 を判定 す る手 段 として 考 え る こ とが で きる 。成果

判 定 のな かで本 質 的な 仕事 は,実 際 に 達 成 したこ とと達 成す べ きで あ った こと と を比 較 す る

ことで あ る。実 際 の 成果 は通 常確 か める こ とがで きる 。 しか しなが ら比較 の ため の適 当 な標

準 を決 める と い う問題 が し ば しば生ず るの であ る。

成 果判定 の仕 事 が 困難で あ るの は,有 益 な経営 活動 に影響 を与 える 多 数の 要因 の 複雑 な か

らみ あいが あ るか らであ る。 そ れで も,判 定 しな けれ ばな らず 標 準 は っ く らね ばな らない 。

比較の た め よ く用 い る標準.には 次の よう な もの が ある。

1.目 標 一 作 成 済の 予 算 は,一 般 的な 状態 の下 に期待さ れ る 成果 を 示 して いる 。 そ こで

経営統制の標準 としての予算上の達 成目標 と達成実績とを比較する ことができる。

2.過 去実績標準 一 当期の実績成果と過去の実績成果とを比較するのは標準設定の1手 段

で あ る。 ここで注 意 すべ き は,こ の比較 は単に当 期の 実績 が過 去の 実 績 よ り良いか 悪 いか

を示す だ けで あっ て,健 全 な判定 の基 礎 と はな らな い,と い うこ とで ある 。何 故 な ら,過

去の 数字 を も とに す れ ば適 正な 標 準 が 得 ら れる と い う保 証 は 拭 ・か ら で ある。

3,外 部標 準 一 自社 と 他社 とを 比較す る の も標 準設定の1方 法で あ る。 もっ とも 雌 糞可 能

性の点につい ては困難な問題がある。た くさんの業界関係団体が業界の諸会社の数字を収

集し出版している。 また便利な出版物があって,財 務分析に役立つ同業他社のさまざまな

比率がの っている。

48.予 算の目的は何か?

計画と調整のための根本 的な経営管理手段の一つとして予算がある。 これは将来のための

公式かつ詳細な計画を提供するものである。広範囲にわたる実行予算からは販売,生 産およ

び費用に関する標準 として総合的かつ詳細な計画が得 られる。

予算はまず販売と売上高の予測か らは じまる。この予測に基づいて生産計画が展開され

販売すべき商品の原価,繰 越される棚 卸資産の数量 と価格 および他の必要な費用が推定され

る。販売量や配送費,管 理費な どが推定される。他部門に関連するすぺての経営活動が計画

され,完 成した予算は経営諸活動のための調整済計画 となる。

予算は会計年度にあわせて設定されることが多 い。というのは,管 理統制は本来の事業年

度とからみ合っているか らである。
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49.例 外管理 の基 本 的な 概 念 につ い て説 明せ よ。

例 外 の原 則に基 づ い て行 な う経 営管 理 システ ム は主 として 実績 が標 準 と大 きく異 なる よ う

な 項 目 につ いて 経 営者 が 注 意 を集 中 で きる ように す る 。 例外管 理の 原 則に よる と,実 績 が う

まくい って いる大 部 分 の項 目に つ い ては ほ とん ど注意 が 払 わ れ ない 。

50.経 営管 理 に 関す る コ ン トロー ラの機能 は何か?

多 くの経 営組 織 に おい てコ ン トロー ラが負 って い る責 任 は管 理情報 の収集 と報告 の手 段 に

よ るシ ステ ムの 設 計 と運 用で あ る。 数字 の 収集 に加 えて,コ ン トロー ラは しばし ば デー タを

分 析 し,経 営 者 に対 し て重 要 点 を 指摘 し,勧 告 する といっ た責任 を負 う。 通 常 コ ン トロ ー ラ

は経営 上の決 定 を 行 な った りその 実行 命 令を 出し た りは しな い。管 理 の ため の責任 は ライ ン

組 織 を通 し て流 れ る。 その組 織 は コン トロー ラが開 発 し た もの で あるか も知 れな い が,彼 自

身は1ス タ フ職 員で あ る。

51.原 価計 算 の定 義を 述べ よ。

原価 計 算 とは,あ る 製 品を生産 し販 売す る の に必 要 な 材 料,労 働 力,費 用 の 詳細 を 記 録し,

収集 し,分 析 し,判 断 する一 般 的会計 手続 を意 味して いる。

原 価 計 算 シス テ ム は経営 管 理の 参 考 と し て生産原 価 の詳 細 な記録 を 提供 する こ とによ っ て

一般的 会 計 シス テ ムに よる情報 を補 う ものでな けれ ばな らない
。

また これ ら商 品 の全 般的 な,あ るい は 部分的 な製造単 価 の確 認 が で き るもの で な けれ ば な

らず,更 に,原 材料 や 仕 掛 品や完 成 品 の棚 卸 高 を継続 的 に記 録 しつづ ける シス テ ムで な けれ

ばな らない 。

52.固 定 費,変 動 費,限 界費 とは何か?

固定 費 とは1会 計 期 間 を 通 して ほ と ん ど変化 しない 原価 で ある。 固定費 に は保 険料,建 物

の 減価 償 却費,管 理 部 門 人件 費 の ような項 目が含 まれ る 。

変 動 費 と は生 産 量 に応 じて直 接 変 化す る傾向が あ る原価 で ある。 変 動 費に は輸 送 嵩 取 扱

費,電 力 費の よ うな項 目が 含 まれ る。

限 界 費 と は,状 況 を変更 した こと に伴 う純効、果 に よって影 響 をう ける原 価で ある。例 えば,

増産 の ため の限 界費 は 現在 の生産 原 価 と1単 位 だ け を増 産 し たと きの 生産原 価 との差 で あ

る。 限界 費は,"増 分 原 価"と か"微 分原 価"と もい う。

53.製 造 原 価の 基 本的 な 要素 は 何か?

製造 原価 に は基 本 的 に は5っ の 要 素 が あ って,次 の とお りで ある。

1.直 接材料 費 一 直 接材 料費 は,1個 の製 品 のう ち の特 定 の 構成 要 素 と認 め られ る材 料 の
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原 価 で ある。 製造 とは基 礎材 料 を別 の,よ り有 用 な形 に変換 す る過 程 で ある。 この よ うな

材 料 は原材 料 と言 う。

2.直 接 労務 費 一 労 務 費は,1個 の製 品 の うちの 特 定 の構 成要 素 と認 め られ る労 働 力,す

な わち原材 料 を完成品 に変 換 す る のに用 い られ る労 働 力の原 価 で ある。

5.間 接費 一 間接費 とは製 品 の う ちの特 定 の構 成 要 素 とは認 め られ ないが,光 熱 費,税 金,

固定 資 産 減価 償 却費 な どの よ うに,生 産 設 備 の運 転 に伴 う原 価 と考 えなけ れ ぱ な らな い も

の である。 この よ うな原 価 を工場 間接 費 とい う。

54.原 価 計 算 システ ム には どん な 種 類が あるか?

原 価 計 算 システ ム は一般 に3っ の種 類 に区分 で きる。

1.個 別 原 価計 算 シス テ ム ー 個別 原 価計 算 シ ステ ムは 仕事 が完 了 す る こ とに各仕 事 の原 価

を記 録 してtsく もの であ る。 要 した原 価合 計 を単位製 品の個 数 で割 る と完 成 品1単 位 当 り

の原 価 が求 ま る。個 別原 価 は特 定 の 注文 に よる製 品 の完 成 に必 要 な材 料費,労 務 費,製 造

経費 か ら成 る原価 で ある。 この原 価 計算 方 法 が適 切 なの は,多 品 種生 産 を行 な い,各 製 品

や製 品 グ ノレープが多 少 な りと も区 分 され てい る よ うな場 合 で ある。

2.総 合原 価 シ ステ ム ー 総 合 原価 システ ムは 個 々 の製 品注 文 ご とに原 価 を記 録す る こ とが

で きない とか,そ の必 要 が ない場 合 に用 い る。 そ のか わ り,原 価 を部 門 ご と,ま たは工程

ご とに集 計 す る。 総 合原 価 を用 い る産業 は,1以 上の製 造部 門vak・け る一 定 期間 中 の製造

原 価 を きめる の に重 点を おい てお り,個 々の注 文 ご との原価 には 関心 が ない と ころ である。

この形 の シス テ ムが適切 な の は精 油 所,製 鋼所 の ような産業 で ある。

3.標 準原 価 システ ム ー 標準 原 価 シ ステ ムは,直 接 材 料 費,直 接労 務費,お よび工場 間接

費の 推定 値 な り標 準 な りが設 定 され てい る場 合 の シ ステ ムで あ る。 標 準原 価 は経 営 活動 の

効 率 の決 定 の ための測 定 用具 とな る。 実 際原 価 が標 準 原 価 を 上ま わ る と きは,こ の標 準 と

の差 異 の理 由 とな った要 因 を分 析 しなけ れ ば な らな い。 これ ら標準 との差 異 を差額 とい う。

差 額 は直 接 材料 費,直 接 労務 費,工 場 間接 費 の い ずれ に も生 ず る もの である。

55.監 査 役 の基 本的 責 任 は何 か?

監 査役 の 基 本的 責任 の一 つは,一 一般 的 に認 め られ た監 査 手続 に従 って財 務 諸表 の表 示 の妥

当性 を検査 し,そ の結果 につい て意 見 を のべ る こと で ある。 通 常 の財務 関係 諸 記録 の検 査手

続 は単 に不 正 行 為や規 則違反 を あば き出す だけ の た めに で きてい る もの ではな い が,監 査 の

自然 の な り ゆ き に よっ て,そ の よ うな行 為 を発 見 す る こと がで きる ので ある。

次 にEDPSの 監 査 につ い ての重 要 点 を述べ る。
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1.各 取 引点 に 論い て記録 した情報 が その取 引 を正 当 に あ らわ し ているか ど うか を 決 め るた

め,入 力 デ ー タを分 析 する。

2.内 部 統制 シ ス テム の妥 当性 を判 定 す る。

3.処 理 の 正確性 を判 定 す る。

4.す べ ての必 要 な デ ータ が処 理 さ れ てい る か ど うか を判 定 す る。

5.集 約 され た情 報 にその経 営 の諸 取 引 が忠実 に反 映 され てい るか ど うか た しかめ る ため,

正 規の 財務 諸表 を よく調 査す る。

56.EDPSに おけ る内部 統制 の立場 に つ いて検討 せ よ

内部統 制 は,あ る従 業員 が独 立 に行 な った 仕事 に よっ て,他 の 従 業員の 仕 事 が 自動的 に検

ノ 査 され る よ うに
,経 営組織 の なかの 責任 の 分割 が な され てい る よ うな システ ムで あ る。 その

第 一 の 目的は,特 定 の個 人 が経 営 活動 の あ る部 門 で完全 な主導 権 を もた ない ように防 ぐ こと

で ある。

EDPSの 導入 に伴 って,経 営 上の 多 数 の取 引 に関 す る統 制 力がデー タ処 理部 門にますま す

集 中す る傾 向が あ り,伝 統 的 な責 任分 割 は無 視 され た り,ナ 幅 に減 らされ が ちで ある。 入 力

デ ータ が正 確 で,か つ,プ ログ ラムに 適切 なチ ェヅ ク過程 が組 込 ん で あれば,数 字 上の 計算

ま ちがい は,ほ とん どな ぐな って しま う。 そ こで監 査手 続 にお け る重要 点 は,適 切な ファイ

ル 更新手 続,外 部 統 制,プ ログ ラム変 更の よ うな項 目に 関 し てデ ータ処 理部 門 を 調 査 する と

い うこ と に移 っ て きた。

57.イ ンラ イ ン ・デ ータ処 理 シス テム に関す る問題 点 につい て

ロ カ

イ ンラ ィ ン デ ータ処理 シス テム は,バ ッチ処理 方法 とは 全 く別 の もの であ る。 バ ッチ

処理 では,本 来 の処 理 に先 立 っ て,入 力 トラ ン ザ ク ショ ン ・レ コ ー ドをあ らか じめ定 め られ

た 管理 番号 順 に 分 類 し,マ スタ ー ・レコ ー ド と トラ ンザ ク シ ョン ・レ コー ドとを一 緒 に持 つ

　 ガ

て来 なけ れ ば な らない。 イ ンライ ン システ ムでは,デ ータ は生 起順 に,計 算機 内部 に蓄

積 され た マス タ ーな り過 去記録 な りを直 接 呼 出 して処理 され る。 入 力 トラ ンザ ク ション ・レ

コー ドを事 前に分 類 し てお く必 要 は ない。

イ ン ライ ン ・システ ム に関す る 監査 や 内部 統 制 葡渡 の設 定 に当 っての 問題点 は次 の とお り

で あ る。

1.こ の シス テ ム では トラ ンザ ク ショ ンは き れ めの なVi-一連 の オ ペ レ ーショ ンに よっ て処 理

され,常 設 の マ スタ ー ・レコー ドカ直 ちに更 新 され て,中 間 記 録 の印刷 は行 な わ ず,処 理

がい くつ もの ラ ンに分 か れ た りしない。
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た と えば 注 文 を受 けた と き メモ リーに ス トア され て いる在 庫 記録 が更新 され,ス テ ー ト

メン トが得 意 先 勘定 に送 り込 ま れる。 ま た セ ールス マ ンの た め販売 記録 が現状 に訂正 され

る。 唯一 の 目に見 え る記 録 が作 成 さ れ る とす れば,そ れ は得 意先へ の送 り状 で あろ う。

2.中 間媒 体 記 録 がな い ので,目 に見 え る ように再現 してチ ェ ックす る 機会 や,従 業 員の 間

に責任 を分 割 す る とい う考 え に基 づ くその他 の管理 統 制 を行 な った りす る機 会 が減 少す る。

ま た監 査 の ため に会計 取 引 を再 現す る 手段 が な くな る。

3.内 部 メモ リーに ス トア さ れた データ は更新処 理 の進行 に伴 っ て四六 時 中変 化 す る。 この

よ うな デ ータ は破 壊 さ れた り,な くな った り,意 図 す る とし ない に かか わ らず変 化 した り

す る可能 性 が ある。

4.原 始 トラ ンザ ク シ ョン記 録 は処理 に先 立 っ て一 定の論 理 的 順 序 に な らべ てお く必 要 は な

い。 だ か ら別 に ソ ー トや フ ァイ リング処 理 を しないか ぎ り,こ の よ うな記録 は あまり見つ

け や すい もの では な い。 同様 に,デ ータ を順 序 不 同 のパ ンチ カ ー ドか ら得 てい る と きは,

監 査 のた め これ らの記 録 の所 在 をつ きとめ よう とす るの は むつ か しい。

5.イ ンライ ン:デ ータ処 理 システ ムが通 常用 い てい る のは,デ ータ を現 行 に維 持 する こ と

が重要 な場 合 で あ る。 従 っ て事前 チェ ックの た め,ト ータル を求 め よ うと して処 理 を お く

らせ よ うとす るの は実 情 にそ ぐわない で あろ う。

58.プ ロ ジェ ク ト計 画 に影 響 を及ぼ す基 本 的要 因 に つい て説 明 せ よ

どん な プ ロ ジ ェク ト計画 にお い て もそ の基 本的 前提 とな るの は経営 体 の利益 の最 大 化 とい

う ことで ある。 経営体 の本 来 の目的 は投下 資 本 を も とに し て十分 な収 益 を あげ る こ とに ある。

経 営 が将 来 とるで あろ う方 向 に関 して い くつ かの異 な るア ク シ ョンの どれ かを選 ぶ とい う経

営 上の決 定 が しば しば必 要 とな る。 い くつ もの経 営 目標 の う ちか らどれ か を決 定 しよ うとす

る前 に,そ の問題 を明確 に し,正 しく定 義 すべ きで ある。 通常 はどの解 決 案 に もそ れぞ れ沢

山の 利益 と不 利 益 とが あ っ て,そ れ ら解 決 案 の うち純 利益 が最 大 となる よ うな もの に決 め る

べ きであ る。 たい ていの問 題 には,計 量 は で きない が大切 な要素 が あ る もので ある。 しか し

最 終 決定 に当 っ ては,計 量 できる 要素 とで きない 要素 の両 方 を考慮 しな け れば な らな い。

選 択決 定 を含 む問 題 に関連 した原価 には2種 類 あっ て,そ れ は将 来原 価 と限 界 原 価 で ある。

将 来 原価 は,た い て いは実 績原 価の分 析 を も とと した推 定 値 で ある。 実績原 価 を使 うのは

　 　

将 来原価 の推 定 の た めの 手段 にす ぎず,そ れ を その ま ま 未来 の原 価 と して設 定 しては い

け ない。

限 界原 価 とは,1つ 変化 した状 態 の下 の原 価 と もとの状態 での 原価 の 差 で ある。 あ るプロ
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ジェク トを引 き受 け な い と きに は か か らない が,そ れ を 引き受 け た とき には かか っ て くる原

価 で あ る とい って もよい。 選択 決 定問 題 で,原 価は 異 な るが 収 益 や投 資額 が 同 じで ある場合

には,原 価 情報 を決定 の カ ギ とす る か ぎ りに お い ては,限 界 原価 最 小の もの が最 適 解 で ある。

　 　

59.損 益分 岐図 の使 用 につ い て説 明せ よ

　 　

損益分岐図とは,生 産や売上 と利益の関係を図示したものである。 損益分岐点 とはそ

の会社が利益をあげないが損失にもならない状態の位置である。 またこの図表から原価や売

上高を変えた場合の純効果が分る。

損益分岐図の構成は次のとかりである。

1.X軸 すなわち横基準線は,設 備能力,産 出単位などをあらわす。

2.Y軸 すなわち縦基準線は,金 額 をあらわす。

3.固 定費はX軸 に平行な直線であらわす。

4.総 合原価直線は固定費直線 とY軸 の交点(図 表の左はし)か ら描 きは じめる。 この直線

は固定費と変動費の和をあらわす。

5.売 上直線は図表の原点 から描きはじめる。

6.損 益分岐点は総合原価直線と売上直線の交点である。損益分岐点より左側にあって総合

原価直線と売上直線にはさまれた領域は損失領域である。損益分岐点 より右側にあって総

合原価直線の上にある領域は利益領域である。
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60.資 本投下の決定に基づく収益率の算出公式について述べ よ

資本投下の決定に基づ く年間利益留保 に収益率公式をあてはめ,初 期投資額 ないし平均投

資額で年間利益留保額 を割れば,投 下資本収益率を得る。

例:

年間純現金留保額6,400ド ル==28%
純 初 期 投 資額22,800ド ル

この比 率 を 用 い て比較 をす る と,他 の 資本投 下 計 画 と くらぺ て ど うか,ま た内 包 してい る

危険 を十 分 つ ぐな うに足 る収 益が あるか ど うか を決 め る こ とが で き る。

61.投 資 の収 益 を決 定 す る"現 価 割 引法"に つ いて検 討せ よ。

現 価 割 引 法 と は,プ ロ ジ ェ ク ト収 益 と投資額 とを関 係 づ け る ことに よっ て,そ のプ ロ

ジェ ク トの収 益 率 を求 め る もの で ある。 この方法 は,年 々の 収益 を時 価 で割 引 い て現 価 に換

算す る。"金 銭 の時 価7と い う考 え は,将 来 い つ かの 日 に現 金 を受取 るで あろ'う権利 よ りも・

いま手 もとに ある現 金 の方 がね うちが ある とい う事実 に も とつ い てい る。

現 価 割 引 法 で は,資 本 の 投 下 に 基 づ くす べ ての将 来 の純 収益 を割 引 い て現 在 価値 に換

算す るた め に,複 利 表 を使 う必 要 が ある。 収 益 の合計額 は収 益率 と し て表現 され る。 理 論的

には,あ る投 資 を行 な った とい うこ とは,将 来 何年分 か の収益 を買 った とい う こ とで ある。

そ の収 益 量 と時 期 とがそ の投 資 の収 益性 を きめ るの で ある。

現 価 割 引法 は将来 を調 査 して資産 の予 想耐 用 期間 中の 投 資 収 益を きめ よ うとす る もので あ

る△
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‖ 数 学

62.数 学 記 号 の一種 で ある指数 の 使用 法 につ い て 説 明せ よ。

ヨ
2×2×2と い う計 算 で は.因 数 の2が 繰返 し掛け られ る。 これは2と い う簡 単4形 で

表示 で き る。

累 次 因子(繰 返 し掛 け られ る 因子)2は.底 と呼ば れ、2の 右肩 に小 さい 字 で書 か れて い

る3諸 教 と言 う.答 の8は2のSRと 呼 ばれ る1言 い か え る とT"指 ガ は,あ る数す な

ロ じ ぷ ぬ

わ ち 底 が 累 次因子 と して何 回 使われ てい るか,と 言 うこと を表わ してい る。 べ き乗

は 得 られ た答 で ある。

あ る数 の逆 数 は.そ の 数で1を 除 した もの であ る。 即 ち,5の 逆 数 は1/5で あ る。 指 数

に負 の符 号がつ ぐと,そ の数 全 部 が逆 数 に なる ことを表 わ して い る。

例:6-1=1/6

6-2=1/62=1/56

63.指 数表 示 された 数 の 乗 ・除算 につ い て説明 せ よ 。

一 般 に,掛 け 合わ され る数 が 同 じ底を持 って いる 時は,共 通 の底 を用 い て,そ れぞれ の 指

数 を加えれ ば よい。

B　1]:xa×xb_xa+b・ 、,

49132
×2=2

5Tエ10×10 =10

同 じ底 を持 って い る 数 の 除 算 で は,共 通 の 底 を 用 い て,そ れ ぞ れ の 指 数 の 引 き算 を行 な う。

例 ・ ゾ 、.α'
=ω

工 α

ア10
1_16=10=10

10

零 の 指 数 は 特 別 で ある 。 どの よ うな 数 を零 棄 し て も1に な る。 即 ち,遣o=1

64.数 学 記 号 の 一 種 で あ る 添 字 の 使 用 法 に つ い て 説 明 せ よ。
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添字 は,連 続 した 数列 中 の ある数 の位 置 を表示 す る の に よ く用 い られ る。 例 え ば,劣 ‥

ぱ

x2,x3,な どの和 とい うの は.Xlが 第1項,x2が 第2項,エ3が 第5項,な どと

い う意味 なので ある。 また 添字 は,数 の構成 の基数 を表 示 する の に も 使 わ れ る 。 例 え ば2

進 数 は 次の よう に表 示 さ れる 二10102

添字 の2は そ の 数 の基数 が2で あ る こ と,即 ち この 数 が2進 数で あ る こ とを表 わ して いる。

65,累 算 記 号の 使用 法

　 公

記号Σ は和 を意味 す る ギ リ シャ 語 の大 文 字 シ グマ で あ る。 混 乱 が 起 ら ない な ら,一 連

の数の 和はΣXと 表 わ せる。

酬 は数学 樋 鞭 抱 て ・O"Pl・%9形 式 己X∫ は・ ・'=-1か ら?'==naで の全部 のX∫

の和を表示すゐのに,普 通使われている。

それ故 次の ように定義される:

ノE,XiコX1+X・+X・+●.…+Xn

次の 例で は.6因 子 の和 を表 わ すの に,加 算 記 号 を 使用 して い る。ヨ
∫三1Xノ=X,+X・+X,'+X・+X・+X・

66.関 数記 号 の基 本的 概念

ある 方程 式のX,Yと い う2変 数 間 に・与 え られ たXの あ る値 に対 し そ れ に 相当す るY

の 値 が 存在 する とい う関係 が ある とき,YはXの 関数 で ある と言 う。

た と えば,Y=5x十5と い う方程 式 で.yはxの 関数 であ る。 なぜ な らあるxの 値 に

対 し,yの 値が 決 っ て くるか らで あ る。

関数 記号 を用 いれ ば,方 程式 は 次の よ うに 表 わせ る。:

f(x)=5x十5f(x)は"関 数 工1}あ るい は"fx"と 読 む。

6Z無 限 級数 の表 示 方 法

数の 無 限級 数 即 ち無 限 数列 とは.果 て しの ない数の 連続 の ことで ある。 これ は 次の よ う

び 》

に 表 わ さ れ る:X1,X2,X3,●.●JXn,.・ ・ こ こ で 終 り の3つ の 点 は 以 下 継 続

と い う 事 を 示 し て お り,換 言 す れ ば.こ の 表 示 が い つ ま で も続 くと い う こ と で あ る。

68.階 乗 記 号 の 基 本 法 則 につ い て 説 明 せ よ。

Nが 正 の 整 数 な ら ば,1V!と い う 記 号 は"」Vの 階 乗"と 読 み,1か ら2Vま で の 全 て の 正 の

整 数 の 積 を表 わ す 。

例:IVの 階 乗xV ,!=1・2・5・4・ ・… 」V

3の 階 乗5!=1・2・5=6
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5の 階 乗5!==1。2・3。4。5=120

69.次 に述 べる 場合 の不 等式 の 表示 記 号 には どん な ものが あるか?

等 し くない と き.大 きい と き,小 さい と き,小 さ く危い と き,太 き ぐな い と き,大 きい か

あるい は等 しい とき・ 小 さい か あ るい は等 しい とき次 に示 す のが,不 等 式の 基本 的 な記 号で

あ る。:

t

2

3

4

5

6

Z

等 し くな い

大 きい

小さい

小さ くな い

大 き くな い

大 きい か あるい は等 しい

小 さい か ある い は等 しい

≒

〉

〈

柔

〉

≧

≦

70.10,2お よび8を 基数 に した 記数 法 につ い て説 明せ よ。

10進 法 一10を 基数 に とった10進 法 は0か ら9ま での10コ の記 号 を〔吏用 す る。 ・

ある数 の各 桁(デ ィ ジ ヅb)の 値 は,そ の 数 の位取bの 値 に よって定 ま る。10進 法 で は,

どんft記 号 で も左側 へ1桁 移 行 させ ると,位 取 りの値 が10倍 と在る。 これ は基 数 の10を

次の高 位 の べ き まで増 す と得 られ るの で あ る。

2 5 0 4

位 取 り 万位 市 100位 10位 1位

基 数 104 103 102 101 100

10進 数2504を 分 解 する と,次 の よ うに 在 る。

1000位 が2あ り2000

100位 が5あ り500

・10位 が0で00

1位 が4あ る4

2504

あ る数 の位取 りは,そ れ ぞれ の位 を左側 へ移 す と きは,基 数 を次の高位 の べ き まで増 して

や る と言 う事 に基 づい てい るの で ある。

　 ハ

この 指数 に よる位 値 とい う概念 は,ど の よ うな基数 を使 った記 数 法 も応 用 で き る。

2進 法 一一2進 法 も同様 の 考 え 方 で展 開 され る。
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2進 法 では,0と1の2つ の記 号が 使わ れ る。2進 法 の 位取 りは,

のべ き まで 増 し.そ れぞ れ の位 を左側 に移す こ とに よ り展開 され る。

基数 の2を 隣iりの高位

1 1 0 0 0

位 取 り 16位 8位 4位 2位 1位

基 数 24 23
2

2
1

2
0

2

2進 数11000を 分 解 す る と,次 の よ うvckる 。

16{立 が1あ り16

8位 が1あ り8

4位 は な く0

2位 もftく0

1位 も な い0

24

こ の よ うに2進 数 の11000は10進 数 の24と 同 値 で あ る。

8進 法 一一 記 数 法 は 、 ど の よ う な 基 数 を 用 い て も展 開 で きる 。

8進 法 は0,1,2,5,4,5,6,7の8つ の 数 字 を も って い る 。

8進 法 の 位 取 り は 次 の 通 り で あ る 。

2 7 4

位 取 り 512位 64位 8位 1位

基 数 83 82 8t 80

8進lllllC274は 次の よう左 意味 で ある。

64位 が2あ り128

8位 が7あ り56

1位 が4あ る4

188

即 ち8進 数 の274は10進 数 の188と 同値 で ある。

下 表 は,10進 数 の1～16を8進 数 と2進 数 で 表わ した もの で ある。

基 数10基 数8基 数2

(1q進)(8進)(.2進.)
','、

00000
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

5

4

5

6

1

1

4
1

1

1

ー

イ
ー

1

2

3

4

5

6

7

0

1

2

3

4

5

6

7

0

1

1

1

1

1

1

1

1

2

001

010

011

100

101

110

111

1000

1001

/010

1011

1100

1101

1110

1111

10000

71.10進 数 を他 の記数 に 変換 す る方 法 につ い て 説明せ よ。

10進 数 を他 の 記数 に 変換 す る た め に は,次 の よ うな手順が 必 要で ある。

1.10進 数 を新 しい 基数 で割 り,そ の 商 が0に なる まで,同 じ基 数で繰 返 し割 る。 その 余b

が新 しい 数 で ある。

2.そ の余 り を逆 の 順序 に読 む 。

10進 数 の457を8進 数 に 変 換せ よ。

57

基数8ア 二 丁

40

57

56

1

7

8口 丁
56

1

10進 数

余 り...1

余 り … 」
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0

8)7
0

7余 り …7

この よ うに して,10進 数 の457は8進 数 の711

10進 数 の13を2進 数 に変換 せ よ。

63

基数・戊131噸2ノ 「 「

126

1余 り …10

と同値 で ある ことが分 る。

余 り …0

1

・「
2

1余 り …1

0

・)1

0

一

- 余 り …1

72.

73.

即 ち,10進 数 の15は2進 数 の1101と 同 値 で あ る。

2進 数 を8進 数 に変換 す る方 法 を説 明せ よ。

2進 数 を8進 数 に変 換 す る為 に は,次 の ような手 順が 必要 で ある。

1.2進 数 を 右か ら左 へ3ビ ヅ トずつ の グル ープ に分 け る.

2左 側 の グル ー プが3ビ ットに満 た ない ものは,0が ある と仮 定す る。
,

3.各2進 数 のグ ル ー プに等 しい8進 数 を書 く。

例:一 一2進 数の100100を8進 数 に変 換せ よ。

44

{{

100100

故 に2進 数 の100100は8進 数の44と 同値 で あ る。

16進 法 の説 明

16進 法 は16を 基 数 に取 った もので,大 きい2進 数 を表 示 する の に都 合が よい方 法 で ある。
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16進 の記 数 法 で は,16の 数 値 を表 示 す るた ぬ16種 類 の 記号 を使用 しなけれ ば な らない 。

10進 法 では10コ の 記 号(0-9)を 使 ってい るだ げ なので,残 りの数 値 を表 示 す る為 に,

更 に,6コ の 記 号 が必要 で ある。 この 為 には,ど の よ うな6コ の 記号 を使用 して も よいの だが,

一般 には アル フ ァベ ッ トのA,B,O,D,E,Fの6文 字 が 使 われ てい る。16進 法 の表 示 記 号

を 全部 な らべ る と,0,1,2,3,4,5,6,7,8,9,A,B,c、D,E及 びFの ようであ る。

次の 表 は10進 数31ま での10進 数,16進 数 及 び2進 数 を表わ して い る。

10進 数

0

1

2

5

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

16進 数

0

1

2

5

4

5

6 ,

7

8

9

A

B

C

D

E

F

10

2進 数

0000

0001

0010

0011

0100

0101

0110

0111

1000

1001

1010

1011

1100

1101

1110

1111

10000

10進 数

17

18

19

20

21

22

25

24

25

26

27

28

29

50

51

16進 数

11

12

15

14

15

16

17

18

19

1A

lB

lC

lD

lE

lF

2進 数

10001

10010

10011

10100

10101

10110

10111

11000

11001'

11010

11011

11100

11101

11110

11111

10進 数 の16に な る と,16進 法の 記 号が 使い 果 され,10進 数の16か ら31ま では16

　 ぼ

進法 の 各 記 号の 前 に 繰 上 げの1を 書 くの で ある。

74.2進 数 を16進 表 示 に変換 す る方 法 を説 明せ よ。

2進 数 を16進 表示 に変換 す るに は,2進 数 を右 か ら4ビ ヅトず つの グ ル ープ に分け,各 々

の グ ル ー プを 同値 の16進 記 号で置 換す る。左 側 の グル ー プが4ビ ットに満 た ない 時は,必 要

に 応 じて 頭 に0を 加 え る。

例:

1111100110110100M==00111110011011010011

=3E6D3

=(5E6D5)16
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ア516進 数 を2進 数 に変 換す る 方法 を説 明 せ よ。

16進 数 を2進 数 に 変換 する に は,個 々の16進 記 号 につ い て,同 値 の4桁 の2進 数 に置 き

換 え,不 必要 な0が あれ ば,切 捨 て る。

(6C4F2E・7B8)16

6c4F2E7B8

=011011000100111100101110011110111000

=(11011000100111100101110 ・0111101
.MOOO)、

76.10進 数 を16進 数 に 変 換 す る 方 法 を説 明 せ よ。

10進 数 を16進 数 に 変 換 す る には,次 の 規 則 に よる 。

1.そ の 数 を 基 数(16進 法 の 基 数)で 割 る。

2.そ の 余 り が.16進 数 の 低 位 の 桁 にな る。

5先 に割 り 算 して 得 た 商(答)を 基 数 の16で 割 る。

4.こ の 割 り算 か ら得 た 余 り は,:6進 数 の 次 の 桁 に な る。

5.商 が0に な る ま で 割 り 算 を 続 け る 。

次 の 例 は,10進 数972を16進 数 に変 換 す る 方 法 を示 し て い る。

例.

耀 三難三]　
03CC

77あ る数 の べ き乗 が意 味す る もの は何 か?

べ きと い うの は,あ る数 自体 を相乗 する 回数 の こと で ある
。

普 通 この べきは,も との数 の 右肩 に小 文 字 で 表わ す。 例 えば,42と い うの は,そ の数 を2

乗 ず る意 味 で あ る。 小 文 字 の2は 指数 と呼 ばれ,4と い う数字 は底 と言 われ る。

べ きを 使っ て表 わ され た数 を,指 数 形 式 で表 わ され てい る と言 う。

78.'あ る数 の根 が 意味 する もの は何 か?

ある数 の根 とは,掛 け合 わせ る とそ の数 に なる,同 値の 因数 の1つ で ある。 ある数 の平 方

根 とは,2乗 ず る とそ の数 に なる2つ の等 しい 因数 の1つ で あ る。

例 えば4×4・=16.故 に4は16の 平 方 根 で あ る。

ある数 の立 方根 とは,5乗 ず るとそ の数 に なる5つ の 等 しい 因数 の1つ で あ る。
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例 えば,4×4×4・=64・ 故 に4は64の 立 方根 で あ る。

根 号9は 根 を 求 め よ うと してい る数 の上 に書 く。.V16

ロ ヨ 　 　

立方 根 を表 わす に は,根 の 指数 と呼ば れ る小文 字 を根 号 につ け る。 ∪64

79.有 理数 無 理 数 とは何 か?

有 理 数 とはa/bの 形 で表 わせ る数 の こ とで あ る。但 しa,bと も整数 でbは0で ない 。

整 数は 有 理数 で ある。 分数1/2,10/.2,-1/5な ど と同 じく,+5,-7と い う数

も有理 数 で あ る。

無 理数 とは,普 通 の 分 数 では表 わ せ ない数 例 えば 《/7・ へ[了 な どの 数 をい う.

有 理 数 の 集 合 と無 理、数 の 集合 が まと ま って,実 数系 を構成 す る 。

80.固 定 小数 点数(flxedP。 ユntnumbers)と は 何か?

固定 小数 点 数は,小 数 を用 いず・0か ら9ま で の数 字 で構 成 され てい る普通 の整数 で あ る。

固 定 小数 点数 は,時 には 整数 と同 様 に 見 なさ れ る。 固定 小 数 点数 を用 いた 計算 に は余 りが 出ず,

また 答 は整数 で表 わ され る。 端 数 即 ち余 りは切捨 て られ る。

81.浮 動 小 数 点演 算 とは どん な もの か?

浮動 小数 点演算 は,あ らゆ る数 量 を 小数 と10の べきで表 わ せ る

科 学的 表 記法 の応 用 で ある。

浮 動 小数 点 演 算 で 扱 わ れ る 数 値 は,仮 数 と呼ぶ8桁 の数 字 と,指 標 と呼ぶ2桁 の指数 の 合

わ せ て10桁 で 表示 され る。

浮動 小数 点 数 は,小 数 点が 高位 の桁 の左側 におかれ る。 この形 を標 準形 とい う。 あ らゆ る数

量 は 小数 と10の べ きで表 わ され る。

例:

数 浮動 小数 点

123.87655.12387655×103

・00000070・70000000×10-6

注:あ る数 を浮動 小 数 点 に 変 換 す る に は,正 の 指数 で表 わせ るよ うに,小 数点 を左 へ 移

す。 例 え ば,103で 表 わす には 小数 点 を 左へ3桁 移す の であ る。 また 指数が 負で ある

な ら,小 数 点は右 へ移 す。 例 えば,10-6と す る な ら.小 数 点は右 へ6桁 移せ ぱ よい。

82.数 値 を丸 める た めの 基 本法 則 につ い て 説明せ よ。 一

統 計 では,計 算 結果 は要求 さ れて い る精度 に従 っ て,求 め た数 値 を四 捨五入 す る。

52.8と い う値 を直 近 の単 位 の位 置 に丸 め る と,52.8は52よb55に 近い の で,そ の値
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は55に な る。

525と 言 うよ うな数 値 を丸め る場 合 は,52.5と い う数値 が52と55の 丁度 中間 に ある

ので 問題 とな る。統 計 学者 は,大 きい 方の 値 に丸 め る とい う決 った 方法 を採 らず,一 般 に は前

の数 学 が奇数 な らば そ の数字 を丸め,ま た数 字が 偶 数 な らば丸 め ずそ のま まに してい る。 この

方 法は.時 にイ躍改の 数値 に有利 と な る傾 向が ある。

数 値 を丸 める基本 法則 は,次 の ように ま と め られ る。

1.丸 め られ る数 字が5未 満 な らば,切 捨 て て,そ の前の 数 字 はそ の ま まに する 。

例:2.33は 最 後 の数字 が切 捨 て られ て,2.3と なる。

2,丸 め られ る数 字 が5よb大 きい の な ら,す ぐ前 の 数字 が1だ け 繰 上 る。

例:2.57は 最 後の 数字が5よ り大 きい ので,24と な る。

5,丸 め られ る数字 が 丁度5で しか もそ の前 の 数 字 が奇数 な らば,5の 前 の数 字 を1だ け 繰

上 げ る。

例:2.35は5の 前 の数 字が 奇数 なの で2.4と な る。

4.丸 め られ る数 字 が5で,し か もそ の 前 の数 字が 偶 数 な らば,5の 前 の数 字 をそ の ま ま残

す。

例:245は5の 前 の 数字 が 偶 数 な ので2.4と な る。

85.有 効 数字 とは何 か?

概 算は 統計 に ●い て 使 われ る。 例 えば あ る会社 の利 益 が何 千 ドル で あ るとい う言 い 方 が され

る。 即 ち 意味 深長 な表現 をす るた め に数 値 を 丸 めてい るので あ る。 殆 ん どの 測定 は,測 定 装置

の 限定 さ れた 精度 の ため,近 似 値 にな らざ るを得 ない 。

一般 には,精 密度 を示 ず 丸 め られ た 数値 の桁 数 が有 効 数字 だ とされ てい る。

例:256は3つ の 有効 数字 を持 ってい る。

25600も3つ の有 効 数字 を持 ってい る。 この 場 合,0は ただ 数の大 きさ を決 め,

小数点 の位置 を示 して い る に過 ぎ ない の で有 効数 字 とは 考え られて い ない。

・0256も5つ の 有効 数字 を持 ってい る。左 側 の0は,小 数 点 を うつ 場所 を 示 して

い る だけ で ある。

84.ス カ ラー,ベ ク トル,マ トリ ック ス,ツ リー とは何か?

ス カラ一 一ー ス カ ラー とは与 え られ た尺度 上 の 点 と して 表わ され る邑 言 い か えれ ば大 き

さだけ を持 った量の ことで あ る。

ベ ク トル ーー ベ ク トル とは ・ ある物 体 の 速度,九 な どの よ うに大 き さ と方 向 を有 す る量
。
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で あ る。 ベ ク トル エ は 、 要 素 の 順 序 集 合 で あ る と も定 義 さ れ る 。

@1・x・,x3・ ・…,Xr(x))

マ ト リ ッ ク ス ー ー マ ト リ ック ス と は,下 に 示 す よ うな 変 数xの2次 元 の順 序 集 合 で あ る 。

/ρ(〔
・/℃<:

;
ツ リ ー 構 成

85.演 繹 論 理学 とは 何 か?

2つ の記 述 が あ り,最 初 の記述 が 真実 で あれ ば.二 番 目の 記述 も真 実で ある とい う関係 が あ

る と き,二 番 目は 最初 の か ら推 定 す る と言 う。 初 め の記述 を仮 定 と言い.二 番 目の 記述 を 結論 と

と言 う。

例:(a)す べ て の プ ロ グラ マ ーは聡 明 で あ る。

(b)す べての 聡明 な人 達 は大 学 に行 く。

結 論:す べ ての プ ログ ラマ ーは 大学 に 行 く。

この例 では,仮 定 が真 実 な ら,結 論は 真 実に違 い ない こ とが 明 らか なの で,仮 定 は結論 を 包

含 して い る と言え る。 この 例 に拾い て,仮 定の(b)項 の 内容 か ら,結 論 に つい て は 幾分 疑問 が あ

あ る ことを念 の た め記 して ● く。

もし,あ る 議論 の 結論 が,実 際 に仮 定 か ら導 か れ る とす る な らば,そ の 議 論 は論理 上正当 で

ある。

演 繹 論 理 は,与 え られた 前 提 条件 か ら,正 しい 結論 を導 き出 す方 法 で ある。

86.帰 納 論 理学 とは 何か?

帰納 論 理学 とは,多 数 の特 殊 例 あるい は経 験 に基 づ い て,結 論 に達す る 方法 で あ る。 この方

x∴x;・ …,xノ ω＼

(∵ ・::::ご;1ジ
トリー 一 多 数の 過 程 につ い ては,樹 形構 成 に 変数 の 順序 を組 立 てて表 わす の が便 利 で あ

る。 閉 鎖路 を 含 まず,各 結 節点 に 入る の は1つ の分 枝 だ け であ る図 形を,ツ リー と呼 ん で い る。

_ラ ○
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法 は,別 名 経 験論理 と も呼 ばれ る。

帰 納論 理 では,原 理 を理 解 す る ことは求 め ない。 この方 法に は論理.的要素 が ない。 帰 納的 に

到達 した 結論 は,限 られ た観 察 の結果 に 基づ い てい るが,そ の観察 に も とつい ℃ ある 物が 真

実 で ある と 言 うの であ る。 帰 納 に よる 議論 の結 論 は,事 実 ら しい と言 う事 に過 ぎない。

87論 理 積 と論 理和 につ い て説 明せ よ。

3<X(3はXよ り小 さい)か っX<5(Xは5よ り小 さい)と い った ステ ー トメ ンbは 論 理積

と呼 ばれ る。

この ス テ ー トメン トが 正 しい た めには,Xは ステ ー トメ ン ト1と"そ して"ス テ ー トメン ト

2を 満足 しなけれ ば な らない 。

X≦4(Xは4よ り小 さい か あるい は4に 等 しい)と 言 った ス テ ー トメ ン トは,論 理和 と呼 ば

　 め

れ る;Xが 少 な く と も あ るス テ ー ト メ ン トか あ るい は も う一 つ の ス テ ーbメ ン トを 満 足 す

れ ば,こ の ス テ ー ト メ ン トは 正 しい の で あ る 。

　 ハ 　 パ

論理 積 に 使われ る 記号 けく で あbア ゾ『ド と読 む。・論 理和 の 記号 はVで あ リ オ ァ と読

む。

5くX〈X<5

(AND)

X<4vx-4

(OR)

88,真 理 値 表 の 基本 的概 念 を説 明 せ よ。

ス テー トメン トの真理 は,そ れ の構 成 ス テ ー トメ ン トの 真理.によ って 判定す る。

この関 係 は 真理 値表 を 使って確 認 す る。

例 えば,Pが3<4と 説 き,Qが4<5と 説 い た場合PとQは 両 方 と も真 理 で ある。 それ

故,こ の 論理 積は 真理.である。下 の表 は,論 理 積 と論 理和 の演算 に 使われ る真理 値 表 の例 で あ

る。

論 理 積

P ρ P〈(～

m

1

τ

∬

F

r

F

T

F

r

F

F

F

論 理 和

P ρ PV(～

τ

T

F

F

τ

F

τ

17

z†

T

τ

F
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89.集 合 とは 何か?'

集合 とい う言 葉 は,共 通 の 特 性 を有 す る対 象 の群 を表 わす の に使 われ,あ る 対象 が 集合 に属

する か ど うか を判定 で き る よう に,記 号 を用 い て表 わ してい る。

例 えば,あ る集 合が5つ の整 数1,3,5,7,9か ら構 成 され て いる と仮 定 し・ そ の集合 を表

わ すの に文 字Rを 使え ば,こ れ らの関係 は 次 の 様式 で示 され る。:R-={1,5,5,7,9}

これ は"Rは 数 字1,3,5,7,9の 集合 で あ る"と い う事 を表 わ して い る。 これ か ら・5は

この集 合 の1要 素 で あるが,数 字4は 要 素で な い こ とが 判 る。 記 号 ∈は"あ る集 合の1要 素 で

ある 袖こ とを表 わ し,記 号嘩は(あ る集合 の要 素 では ない)こ とを表 わす。

54R

4辛R'

2つ の 集合 の 共通 部分(ま た は積 集合)は 各集合 が 共通 に持 っ てい る要素 で 構成 す る。 例 え

ば,A={1,3,5,7,9},B-{5,7,9,11}な らば,こ れ らの集 合 の積 集合 は5,7・

9,で あ り,こ れ を集合Cで 表 わす 。積 集合 を表 わす 記号 は∩ で ある。

集合Aと 集合Bの 積 集合 は 集合Cで ある。 これ を 記 号を 使 って 表 わせ ば 次の よ うに なる。

A∩B=c

また は,{1,5,5,7,9}∩{5,7,9,11}=5,7,9'

　 ぬ

積 集合 はVenn図 を 使 って図 示 で きる。

ノ望=1,3,5,7,9

1}=5,7,9,11

c・-A∩B

2つ の 集合 の 合併 集合(和 集合)

とは,こ れ らの 集合 の 片 方か 又 は 両

方 に属 して い る要素 全 部 か ら構 成 さ

れ る集合 を 言 う。

集合A,Bの 和 集合 は,AUBで

表わ す。

90.等 差級 数 を 説明 せ よ。

○
○

最 も簡単 な 形 の等 差 級 数 は,あ る数 を得 る の に,そ の数 の前 の数 に定数 を 加え て 求 める演 算

で あ る。 この 定数 を公差 とい う。 例 えば,2,4,6,8と い う級数 は,前 の数 に2を 加え て求

め られ る。
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等 差 級数 の末項 を表 わ す 公式 は 次 に示す もの で ある。

L=α+(n-1)d

ぱ ぼ

こ こにLは 末 項

　 の

α は初項

ロ じ

π は 項 数 、

　 ぬ

∂ は公差 であ る

例 えば,5,6,9と い う等差 数列(各 項 に3を 加 え る もの)の 第6項 を求 め たい ときは,

与え られ た 公式 を 適用 すれ ば よい 。

L==α+(n-1)∂

L=3十(6-1)3

L=5十(5)3

L=3+15

L・r18

91.等 比 級数 を説 明せ よ。

幾何 級数(等 比級 数)と は,各 項 が その 前の 項 と ある定数 の積 で 求め られ る とい う特 性

を有す る数列 の こと で ある 。 数列5,25,125,625,… は,公 比5の 等 比 級数 で あ

る。 公 比の5は 各項 に掛け られ る。

等比 級数 の 末項 を求 め る 公式 を次 に 示 す。

L=α γn-1

ここに"ム"は 末 項

"α"は 初 項

"
π"は 項 数

"γ"は 公比(各 項 に掛 け られ る数)で あ る
。

例 えば,2,4,8と い う等 比 級数(各 項 に2を 掛け る もの)の 第5項 を求 め たい と きは,

与 え られ た 公式 を 適用 すれ ば よい 。

n-1
L=ar

L=2×25-1

、L==2×24

L=52(末 項)

92,順 列 と は 何 か?
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順列 とは,い ぐつ かの対 象 を 配列 す る とき,そ の仕 方 の最大 数の こ とをい う。 ある対 象 の

集合 を順列 す る と言 う ことは,こ れ らの 対象 を一定 の 順 序 に従 って西砂1]す る ことで あ る。

例 え ば,A,B,Cと い う5冊 の本 は,次 ぎの よ うな方 法 で 配列す る こ とが で き る。

ABO

AGB

BAC

BOA

OAB

CBA

π個 の要 素 か らな'る集合 の相 異 な る順 列 の 数 は,常 に π!と なる。 これ は πの 階 乗 と呼ば

れ,nか ら1ま で の全 整数 の積 を表 わ して い る。

π個 の もの か ら一度 にπ個 取 り 出す 数 を 記号 を使 って表 わせ ば,次 の よ うに なる。

nPn=n!

例 えば,3個 の要 素 の最大 の 酉因 数 を求 め る順 列は 次の よ うに表 わ され る。

3!=5×2×1=-6

す な わち,3個 の要 素 は相 異 なる6通bの 方法 で 西諺ljされ るので ある。

例,5つ の同 型 の装置 は,5つ の異 な っ た場 所で 幾 通 りに配 列で きる か。

5!=5×4×5×2×1=120

す なわ ち,120通bの 配 タ1豚可 能 で あ る。

95.組 合せ とは何 か?

π個 の 集合 か ら,配 列 の 順序 を考慮 せず に、 γ個 を取 り出す方 法の おの おの を,π 個 か ら

一度 に γ個 を取 り出す 組合せ とい う
。

例 え ば,我 々がA,B,Cの5文 字 を使 ってい る とすれ ば,こ れ らの5文 字 か ら2文 字 を と

り出す グ ル ー プ即 ち組 合せ は幾通 り可能 で あ ろ うか 。A,B,Gの3文 字 を使い,一 度 に2文

字 ず つ を取 出す組 合 せ は,明 らか に次 に示 す通 りで あ る。

1.ABとBA1つ の 組合 せ

2.BCとCBも う1つ の組 合せ

EACとCA第 三 番 目の 組合 せ

π個 の元 か ら同時 に γ個 を取 り出す 組 合せ の数 は 次 に示 す よ うに表 わ され る。

π!
h'Cr==

γ!(π 一γ)!
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5×2×1
5C2==32

!(3-2)!

す な わち,5個 の ものか ら同 時 に2個 を取 り 出す 相 異 な る組 合せ は5通 りで ある。

94。2,5の 広 く用 い られて い る代 数用 語 につ い て 定義 せ よ。

下 記 の言 葉 は 広 く用 い られ てい る代 数 用語 で ある。

1.代 数 式 一一 代 数 式 とは,数 字.文 字 数(文 字)お よび 実行 す るた め の演算 記 号 を含 む数

学 の ス テ ートメ ン トで あ る。

　

2.単 項 式 一一単 項式 とは只1つ の項 か ら或 る代 数 式 で ある。2Xは 単 項 式 で あ る。

5.二 項 式 一一 二 項式 とは2つ の項 か ら成 る代 数 式 であ る。

2A十Bは 二項 式 である。

4.多 項式 一一 多 項式 とは2つ またはそ れ以上 の 項 か ら成 る代数 式 で あ る。

5.係 数 一一2つ の因子 が積 の形 を してい る時,1つ の 因子 は他 の 因子 の係 数 で ある。積

2xで は,2elx .の係 数で あ り,xは2の 係 数 で あ る。

95,代 数 式 の()を はず す た めの 基 本 法則 を述 べ よ。

()を はず す為 には,次 の よ うにす る。

1.O剛 に・記号猫 ると3・・:.II・額 の符髄 麩 ずに ○ 馳 坑

2.()の 前に 一記号 が ある と きは,()内 の 各項 の符 号 を変 え る。

例:

2。。+(6x-5)2A-(3A2-sA+4)

2x+6x-5(か っ こ をは ずす。)2A-3A2+sA-4

96.符 号の つい てい る数 の 加算 法 則 を述 べよ。

1.同 符 号の数 の 加 算 一一 同符 号 の数 を加 え る には.そ の数 を加え,共 通 の 符 号 をつ ける 。

例:

加 算:(十2)十(十2)=十4

(-3)十(-2)=-5

2異 符 号の数 の 加算 一一 異符 号 の数 を加え る に は 正 符 号の 数 を全 て加 え,負 符 号の 数 を

全 て 加え,大 きい 方 の数 か ら小 さい 方 の数 を減 じ,そ の計 算 結果 に大 きい 方の 数 の符 号 を

つけ る。

例 二

力[算:(+6)+(-5)=+3
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(-6)十(十3)=-5

{列:カ 日算(-2)十(-4)十(十1)十(十5)十(十5)

(-2)十(-4)=-6

(十1)十(十3)十(十5)=十9

(-6)十(十9)==十5

97.符 号 の つ い て い る 数 の 減 算 法 則 を 述 べ よ。

1.符 号 の つ い て い る数 の 減 算 一一 符 号 の つ い て い る 数 を 減 ず るに は,減 数(引 く数)の 符

号 を変 え て,加 算 法 則 を適 用 す る。

例:

減 算:(十15)一(十10)

減 数 の 符 号 を 変 え る(十15)十(-10)=十5

例:

噸:(-12)一(+15)

(-12)十(-15)=(-27)

98.符 号 の つ い た 数 の 乗 算 法 則 を 述 べ よ。

1.符 号 の つ い た 数 の 乗 算 一一 符 号 の つ い た2数 を 乗 ず る と,同 符 号 の 数 の 積 は 正 符 号 に,

異 符 号 の 数 の 積 は 負 符 号 に な る。

例:

乗 算:(十4)×(十5)=十20

例:

乗 算:(-7)×(一 三5)=一 ト21

例:

乗算:(-2)×(十4)=-8

99.符 号の つ い た 数 の 除 算 法 則 を 述 べ よ。

1.符 号 の つ い た数 の 除 算 一一 符 号 の つ い た 数 の 除 算 で は,除 数 と被 除 数 が 同 符 号 な らば,

そ の 商 の 符 号 は 正 で あ る。 も し 除 数 と 被 除 数 が 異 符 号 な らば,そ の 商 の 符 号 は 負 と な る 。

例:
-8

除 算:一+4 -2

例:
-56

=-4

十9
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同 じ底 を もった べ きを 乗 算す る場 合 の指 数 法 則を 説明す る。

1・ 同 じ 底 を もった く1きの 乗算 一一 底 はそ の ま ま書 き・ 指数 を 加 え る。

例:52・3L56

例:aAxB=x/H-B

指数 で 表わ され てい る べ きで,分 数 をべ き乗ず る には,分 子,分 母 の 両 方 をそ の べ きで べ

き乗ず る。

　
例:(2/3)=2/5×2/5=4/9

負 の指数 を もっ た数 は・ そ の べ きの逆 数 とな る。

ヨ 　ヨ
伊‖:2=82=1/8

100.同 じ 底を もった べき を除 算す る 場 合の 指 数 法則 を述べ よ。

1.同 じ底を もった べ きの 除算:被 除数 の指数 か ら,除 数 の 指数 を減 ず る。

例 ・ 除 算 一5-42

例 ・ 願 一芸 一 品 ・

2.指 数 が 等 しい と き は,そ の 商 が1に な る。

例:x2 -=]

X2

3.分 子 の 指数 が,分 母 の 指数 よ り小 さい ときは,分 子 を1に して,大 きい 指数 か ら小 さ

い方 の指数 を減 ず る。

例:=!L3
.=⊥
96工 ∬

101.単 項 式の 加算 に 関す る代 数 的 方法 を説 明 せ よ。

単 項式 を加 え る には,数 字 係 数 を加え,共 通の 文 字 因数 をつ け る。

f列:1.十2α2'2.x2

十3α2十2x

5¢2x2十2x

28,多 項式 の 加算 に関 す る 代 数的 方法 を説 明せ よ。

多 項 式 を加 え るに は,同 類 項 を縦 にそ ろえ て加 える。

&L[:2a5b-50

2α 一3∠5-50

4α.-100
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{fiij:α2-5b2-5αb十5b2を カロえ よ 。

α2-5b2

5α2_5α 」う 十5∠ う2

4α2-5〔Zb-F2b2

102単 項 式 の 減 算 につ い て 説 明 せ よ。

単 項 式 を 減 ず る に は,減 数 の 符 号 を変 え,加 算 と 同 じ方 法 で 行 な う。

仔i]:1.一 ト2αb2.200

-5αb+5b

十5αb2x-5疹

105,多 項 式 の 減 算 につ い て 説 明 せ よ。

多 項 式 を減 ず る に は,同 類 項 を 縦 にそ ろ え.減 数 の各 項 の 符 号 を 変 え て,加 算 と 同 じ 方

法 で 行 な う。

例:

減 算:2x2-6x3/十3/2

〆+5・ ・cy-5y2

x2-9xy十43/2

例:

a2+2αb

4ab-c2

α2_2αb十 〇2

104.単 項式 の乗 算 につ いて 説 明せ よ。

単項 式 を 乗ず るに は,次 の よ うにす る。:

1

2

数字 係 数 を 掛け る。

同 じ文 字 因数 の 指数 を力[える。

例:

-2α2∠ う2_2α ∠うz

+3αb2-3by2

一6α3b4 +6α がy2

105・ 多 項 式 に単 項 式 を掛 け る方 法 を 説明せ よ。

多 項 式 に単 項 式 を掛 け るに は・ 多項 式 の各 項 に,そ の 単 項式 を掛 け れば よい。

例:

乗 算:2(α 一}-b-o)=2a十2b-20
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ffFlj:乗 算:α(α2十 α 十5)=a3十 α2十5α

106・ 多項式 に多 項 式 を掛 け る方 法 を 説明 せ よ。

多項 式 に多項 式 を掛 け る には・ 各 多 項 式 を左 か ら次数 順 に な ら(こ 被 乗数 の各 項 に,乗

数 の 各項 を掛け る。

例1

乗算:x+4

x-2

x2十4x

-2Z-8

x2十2x-8

107単 項 式の 除算 の基本 法則 を説 明せ よ。

単 項式 を割 る には,数 字係 数 を割 り,被 除数 の文字 因数 の指数 か ら,除 数 の 文 字因数 の

指数 を引 く。

例:-8α64
==-4a

十2α2

例:

除算:56α3b204
=9力 ♂

ヨ
4αbe

108・ 多 項 式の 除算 の基 本 法 則

多 項 式 を多項 式 で割 るに は,次 の よ うにす る。:

1.長 除 法の形 式 をつ くり,商 の 第 一項 を得 る為 に,被 除数 の 第一項 を除 数 の第 一項 で割

る。

2

5

そ の商 の 第 一項 を・ 除数 全 体 に掛ゆ 答 を 被 除数 の下 に書 く。

減 算 をや り,演 算 を繰 り返 す 。

例:

x2十8x十12をx十2で 割 れ

x十6

x+2)x・+8x+12
/

x2十2x

6x十12

6x半12

109.因 数 分解 とは何 か?
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代 数 式 が2つ 以上 の数量 の積 で あ る と き,こ の 各 々の数量 は,そ の式の 因数 と見 なされ

る。1つ の式 を因数 に分 解す る手 順 を因数 分 解 と言 う。

乗算 では.因 数 が 与え られ て お り.目 的 は その 積 を求 め る ことで ある。

因数 分解 では,積 が一与え られ てk・り,目 的 はそ の 因数 を見 つけ るこ とで あ る。1つ の式

が1因 数 と して それ 自身 と1以 外 に は持 たな い と き,こ れ を素数 と言 う。 例 えば,数 字2

や5は,そ の数 字 自体 と1以 外 の他 の因数 を含 ん で い ない ので,素 数 で あ る。

ある 数又 は式 を因数 分解 す る と言 うの は,1と そ れ 自体 を含 まな い 因数 を見 出す ことで

あ る。 例 え ば,5αX+6α は5a(X+2)と 因 数 分解 され る。 因数 分 解の 方法 は複 雑

であ るが.次 にそ の基 本 的方 法 のい くつ か を示 す。

1・ 多項 式 の因数 分 解 一一 共 通の 単項 因数 を持 って い る 多項 式を因 数分 解 す る と と:
.

a

b

c

その多項式の最高次の単項因数を見い出す。

多項式の各項を最高次の共通単項因数で割る。

最高次の共通単項式と,割 り算 をして得た商 とで因数を作る。

　

例:4αx+8αyの 因 数 分 解　
4αx十8α3/t

=x2十2y(最 高 次の 共通単項 因数 で割 る)

4α

　
4α(ニ ピ 十23/)

2.2つ の 平方 の差 の因数 分 解 一一2つ の 平 方 の差 を因 数分 解 する こと:

a各 項 の平 方 根 を求 め る。

b2つ の 平方 根 の和 を,因 数 の1つ と して書 く。

c2つ の平 方根 の差 を もう1つ の因数 と して書 く。

例l

b2-16

(b十4)(∠ う一4)答

3.共 通項 を もった 三項 式 一一 共 通項 を持 った三項 式 を因数 分 解す る こと。

a完 全 な2乗 項 の平 方根 を求 め,そ れ を各 二 項式 のeg-一項 と して 使 う。

bそ の 横 が三 項 式の項 の1つfrCftb・ その 代数 和 が 三項 式 の残bの 項 と なる よ うk2

つ の項 を見 出 す。

c二 項 式 の 因数 を作 る。

例:
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z2+goo+20の 因数分 解

(x十5)(x十4)答

注;5(第1項)と4(第2項)を 掛 け た ら20に な り,5と4の 和 は9に なる。

110.代 数 方 程 式 を解 く際 の等 式 の基 本的 法則 に は どん な ものが あ るか?

等 式 の基 本的 法 則 を次 に述 べ る1

1.同 じ数 を,そ の等式 をそ こな う事 な しに,方 程 式 の両 辺 に加 え る ことが で きる。

例:

xr2=7

x-2十2=7十2(両 辺 に2を 加 え る)

x=9

2,そ の等式 をそ こなう事 な しに,同 じ数 を方程式 の両 辺 か ら引 く ことが で きる 。

例=

x十5=8

x+5-5=8-5(両 辺 か ら5を 引 く)

x=3

3.等 式 をそ こな う事 な しに,同 じ数 を方程 式 の両 辺 に掛け る こ とが でき る。

例:

'A/5-3

5・A/5=5・5(両 辺 に5を 掛け る)

.A=9

4.等 式 をそ こな う事 な しに.同 じ数で,方 程式 の両 辺 を割 る ことが で きる。

例:

2x=8

2×8
-=・(両 辺 を2で 割 る)

22

X=4

111一 次方程式 とは何 か?

方 程式 とは・2つ の 数量 が 等 しい 数学 上 の ステ ー トメ.ントの こど で ある。 ある方 程 式

が 各項 にただ1つ の未 知 数 を 持 って お り,ま た そ の方 程 式の 未 知数 の 次数 が1次 で ある

とき,そ の方 程式 は 一 次方 程式 あ るい は 直 線 方程式 と言 われ る。 例え ば2劣=6や5α
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十7b=8は 一 次方程式 で あ る。5α2十2Y=5と い った方 程式 は,(α)が2次

な ので,一 次 方程式 で は ない。5Xy十2x・=5と い う方程 式 も,第 一 項 に2つ の未 知

数 が入 っ てい る ので 一 次方程 式で は ない 。

1つ 又 は2つ の未 知 数 を含 んで い る 一 次 方程 式の グ ラフは直線 で 表 わ され る。

全 ての 一 次 方程 式は αx+b・ ・Oの 形 に書 く ことが で きる。 こ こva(a),(b)は 定 数

で α×0で あ る。

112.2つ の未 知数 を持 った 一－za方程式 の基本 的 な解 法 を説 明せ よ。

1つ の未 知数 を持 っ た一 次方程式 には,た だ1つ の解 が存 在 する。 しか し,2っ の未 知

数 を持 った一 次方程 式 には 無数 の解 が存 在 す る。 例 えば,2x+y-6と い う方 程式 で

は,x・=5.y=0又 はx=4,y=-2は 両 方 と も解 であ る。2つ の未 知 数 を持 った 一

次 方程式 の解 は,い くつ で も,未 知 数の 一 方 に 自由に数 値 を代入 し,そ の 結 果 出来 た一 次

方 程式 か ら,も う1つ の 未 知数 を求 める こ とが 出来 る。

113、 独 立 変数 と従 属変数 とは 何 か?

定数 とは変 化 しない 数か 記 号 の ことで ある。 変数 とぱ,色 々の値 をとる数 の こ とで ある。

y=x+8と い う式 で,色 々の値 をエ に与 え る と、yの 値 も変化す る。yは ・ そ の 値 がx

め ぱ ハゐ　

に与 え られた 値 に よって 変 るの で,従 属 変数 と呼 ばれ る。 劣 は 独 立 変数 と呼 ば れ

る。

114.一 次方 程式 の グ ラフ につ いて 説明 せ よ。

代数 式 の グ ラフは.直 交 座標 を使 っ て表 わ さ れ る。水 平 線 はX軸 と言 われ,垂 直 線 はY

軸 と言 われ る。 この 平 面上 の 点はす べて ・2本 の軸 に よって表 わせ る。 この 軸 は グ ラフを.

4つ の部 分 または 象限 に分割 し,1,LM・IVで 表 わ され る。 どん な 点 も必ずY軸 の左

側(負)か 右 側(正 江 位 置す る;ま た どん な 点 も必ずX軸 の上側(正)か 下 側 に位 置 す る。X

の値 は横 座標 と呼 ばれ,又Yの 値 は縦座 標 と呼 ばれ る。

一 次 方程 式 は,未 知 数が1階 即 ち1次 で あ る方程 式 で ある。1つ または2つ の 未 知数 を

も った 一 次 方程 式 の グ ラフ は直 線で ある。

一 次 方程式X+Y=5を グ ラフ に表 わす には,

1、 方程 式 を満 足 す る よ うに両 方 の未 知数 の 数 値表 を作 る。 方程式X+Y-5で は,Xに

ある値 を与 える と,γ にそれ に相 当 す る値 が 存在 す るので・ この 方程 式 を満足 する 多 数

の値 が 存 在す る。

2.こ の数 値 表 を使い,こ 拠 らの点 をグ ラ フ上 に,Xの 値は 横座 標 に,Yの 値 は縦 座 標 に,
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それ ぞ れ プ ロ ッ トする。

3.各 点 を通 る線 を書 く。

連立 方 程式 とは,同 一 の 未 知数 を含ん で い る別 々の方程 式 の ことで あ る。

例 え ば)α+2b=11と2α+b-10は,両 方 と も同 一 の未 知 数 α,bを 含 ん で

い るの で連 立 方程式 で ある。

連立 方 程 式 を解 く為 には.両 方 の 方 程 式 を 同時 に満足 す る1対 の値が 必 要で ある。

2つ の未 知 数 を含 ん だ方 程式 を解 く為の 基 本 的 な手順 は,次 の 通 りで あ る。

1.未 知数 の1つ を消去 する 。

2.も う1つ の未 知 数 を解 く。

5.初 め の 未知数 の 値 を決 め る。

次に、 連 立方 程式 を解 く一 方法 を説 明 す る。

例:

2α2十4[lt=52

4x-2Y=4

手順1・1つ の未 知数 が.両 方 の 方 程式 で同 一 の係 数 を持つ よ うに,片 方 あるい は両

方 の 方程 式 に ある数 を掛 け て・・1つ の 未知数 を消去 す る。(4x-2Yに2を

掛 け る)

2x十43/-32

8x-4y=8

手 順2.等 しい 係数 を加 える か 引 く。

2x十4y=52

8x-4y=8

(4x-2Y=4に2を 掛 け た)

手 順3,

手 順4.

答10x-40

未 知 数 を 解 く。

10x=40

x=4

も う1つ の 未 知 数 の 値 を 求 め る 。

2aフ 十4夕=52

2・4十43/=52

8+4Y=32

4Y-52-8
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4Y=24

y=6

X 5 0 4

|

川o 5 1

Xノ

γ

8
7

5
4

5
2
1

＼
＼＼

一8-1 125467

一8

x

ノ

Y

115,多 項 関数 の グ ラフ につ い て説 明せ よ。

多項 関数 は 次の よ うな形 の 関数 で あ る。

れ ハ 　 エ ロ　 　

y=・ αox+αlx+α 、x+'。 ●+α ・・一1x+α 。

こ こでnは 正 の 整 数 α0,al,α2,。 。・,αn_1,αnは 実 数 で あ る 。

も しn-1kら ば,こ の 多 項 関 数 は 一 次 関 数 と な る。:も しn=2な らば.こ の 関 数 は 二

次 関数 で あ る 。

多 項 関数 の グ ラフ は 色 々 で あ る。 次 に示 す の は1例 で あ る。:

例:夕=が を グ ラ フ に せ よ。

1.数 値 表 を 作 る。

2

工 一2 一1 0 1 2

夕
一8 一1 0 1 8

の点 を グ ラフ上 に書 き、 線で結 ぶ。

lI↓

/
A『 A L

一15

-10
6

シ 、
0125

"

二
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116.指 数 関数 の 基本 的 概念 を説 明 せ よ。

指 数 関数 とな る公 式は、 ある金 額 の元利 合計 を複利 で計算 す るの に使 われ て い る式 で あ

る。 この公式 は 次 の ように表 わ され る:

A=・P(1+i)n

Aはn年 後の 元利 合計,Pは 元 金,iは 年 利率 で あ る。

仮 に,1ド ル を年100%の 利 息 で1年 間投 資 したとす ると,そ の 元利 合 計4は12ド

ル となる。 も しtそ の 金 を年 間10回 の 複利 計算 す る と,元 利 合 計 は2.594と なる。 も し

そ の金 を年間10,000回 の複 利計 算 する と,元 利 合 計 は2.718と なる。 も しそ の 金 を 年間

100,000回 の複 利 計 算 す る と.そ の元利 合 計 は 小数第5位 まで 計 算 して2718と な る。

下表 は,こ の 関係 を要 約 した もの で ある。

複利計算する回数 1 1,000 10,000 100,000

元 利 合 計 2.00 2,717 2,718 2,718

注:複 利 計 算す る回数 が 多 ぐな る に従 って・元 利 合 計 は約2718の 極限 値 に達 す る。

仮 に}そ の 金 を連 続 に複 利 計算 して ・8桁 まで求 め る と,Aの 値 は27182813と なる。

この極 限値 の概 念 は.よ く数 学 に出 て来 る もので あ る。 この 極 限値 は普 通 文 字 θで表 わ

さ れ る。

この 概念 を表 現 す る為 に,一 般 に使 われ て い る形 は,y=Ceαxで あ り,こ こにC

と αは 定数 で,夕 とXは 数 量 を表 わ す。

この公 式 は,劣 に対 す るyの 変化 率が ・yに 比例 す る場 合 に適 用 され る、 この 関係 は,

連 続 増 加の 法則 と して 知 られ て い る。

指数が 負 の場 合,こ の関係 は 連 続 減少 の 法則 と呼 ばれ,次 の 様 に表 わ す。

一αx

y=ce

2つ の 関数Y=・Ce"xとY=Ce　 axは 指 数 関 数 と 呼 ば れ る。

ズ 　 ズ
θ と ¢ の 値 が,全 ての 劣 の値 に対 して定 義 され,多 くの エ の値 につ い て求 め られ

て い る とき.こ れ らの 値 を プ ロ ヅトす れば,次 の 様 にな る。
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,Y

20

15

10L

y=eX

X

2つ の 曲 線 は標 準 指数 曲線 と言 わ れ る。

117.二 次方 程式 とは何 か?

1つ の 未知 数 を持 った 二次 方程 式 とは,未 知 数 の最高 次数 が2次 の方 程式 で あ る。 未 知

数 を含 ん だ 二 次方程 式 の標 準 形 を 次に 示 す。

二 次方程式 の標 準 形:αx2+bx+c.'=0

a,b及 び0は 既 知数 を表 わ し,Xは 未 矢[厳を示す。

二 次 方程式 の グ ラフ は,施 物 線で ある。 下 図 は二 次方 程式 のグ ラフ を示 して い る。

{
「4(

y;'
1}…

1
〈⑱ 、7一

`

一 ・5・ :
]

1
-■ 一

1 2 L－ い' 一一

丁
'1 -一 《 『

i

14 ll [

..-L.一

ノi

ω1 悼 汲=4

－

l
l劣
L

一15-2「1

-… －L-i--L1・

}li
ll

-…L≒2

春
而 「-一.L「

ラー

'
_モ.λ.」.

当/一
・ ,一 ・一ー 一 ∨一 ・ .{.._⊥_

i
ili,̀ .夕

ド/ill
l`

エ
タ==x-5x十4

(施 物 線)

118・ 対数 と は何 か?

対 数 とは,与 え られ た数 を 作る為 に・ 与 え られ た 底 をべ き乗ず るべ きの こと で ある。 例 ∴

　
え ぱ,10ヵ 荘 で あれ ば,2が100(10)の 対 数 で あ る。 何 故 な らば.100を 作 る 為 に ・10「

を2果 し なけ れ ば な ら な い か らで あ る 。5は1000の 対 数 で あb,4は10000の 対 数
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で ある。 等 々。

100,1,000な どの 数の対 数 は容 易 に見 つけ られ る;し か し500の 様 な数 の対 数 は た

や す く見 つ けち れ 存い 。 対数 表 に よれ ば,500.・ の 対数 は24771で ある ことが 分 る。 こ

れ は10を2,477乗 ずれ ば500に なる と言 う こと で ある。

ノ

対 数 は,乗 算 除 算 べ き乗及 び根 を求 め るの に便 利 な1つ の 方法 と して 使 われ る。

119.対 数 関 数 につ い て説 明せ よ。

対数 関数 は次 の よ うに書け る。

x=1。9by

す な わち.xはyを 得 るた め に.底bを べ き乗ず る指数 で あ る。 例え ば,100を 得 る

た め に10を べ き乗ず る 指数は2で ある。 次 に もう少 し例 を追 加す る。

3-・ 。9、8何 故 な ら8-23

2=loglo100何 故 な ら100=102

指数 関 数 の 逆 関数 は対数 関数 であ る。

120.複 利 計算 の方法 にっい て 説明せ よ。

複利 では,各 期 末 に利 息 を計算 し.そ れ か ら この 利息 をそ の 期間 の元 金 に加え る。 これ

が また 新 しい 元 金 とな る。 次の 期 間 では,こ の新 しい元 金 を も とに して利 息が 計算 され るの こ

の であ る。

例 えば,四 半 期1%の 複利 率で1000ド ル を借 入れ る と.第1四 半 期末rcza,10ド ル

の 利 息 が 支払 われ ね ば な らない(0.01×IOOOド ル)。 次の 四 半期 では,10ド ル の

利 息が 元金1000ド ル に 加 え られ,新 しい 元金 は1010ド ル とな る。 そ して利 息 は この金

額 につ いて計 算 され(0.01×1010ド ル),新 しい利 息 は10.10ド ル とな る。 この利

息 を,前 の元 金1010ド ル に加 え,新 しい 元 金 は1020.10ド ル と なる。 この 計 算カミ,所

定期 間 続 け られ る。 複利 計算 の 公式 は,次 の よ うに な る:

sn-P(1+i)n

こ こ に

P

s

乞

π

現価すなわち元金

終価すなわち満期価格

利付期間当りの複利率

利付期間数
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多 くの 場 合,満 期 価 格"S》bが 分 っ て い て,元 金"P'》 を計 算 す る の で あ る。 こ の た め

に は 次 の 公 式 が 使 わ れ る。

sρ
=・

(1+i)n

　 シ パ ロ

zかnを 求 め るに は.複 利表 か対 数 を用 いた補 間法が 一般 に使 われ る。

121.ベ ク トル の基 本 的概 念 を説 明 せ よ。

ベ ク トル とは,大 きさ と方 向 の両 方 を もっ た量 で あ り,方 向 と長 さ を持 った 直 線 で表 示

さ れ る。

ベク トル 表示 に は,XY座 標 を使 う。 γ座 標 は垂 直線 で表 わされ,X座 標 は 水平 線で表

わす。

x座 標上の数値 ・は(;)と 示す.ベ ハ 滅 示では,x麟 はr藤 の前蹴 む.

Y

x

5一

4・

3一

2

1

一15-'4-3-2-1 12う4・5
一1

一2

一5一

一4

X

－,1

γ'

ベハ ・レの麟(;)醸 示は,

2単 位移動させて位置を示す。

まず 基 点 を示 し,次 にX軸 上を2単 位 ・ また 「軸 上 を

Y

X

5

4

5

2

/1 /
``{: }`'

一5-4-5-2=1

-2.

-3-

-4

-5-

■

12545

/
v

X
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ベ ク トル は負 の 座標 を持つ。

ベ クFル(a)は 次の よ うに

(-22)壌 わs-.

X

5一

4一

5一

2一

1一
/

,Il'1 1)、'

一5-4-5-2-1 12545
一1一

一2 一(a

－5'

一4一

一5一

.X

122.ベ ク トル和 と ベク トル 差 につ いて 説 明せ よ。

デ ィ メ ン シ ョン数が 等 しい ベ ク トル は,各 ベ ク トル の座 標 を加え た り.引 い た り して 加

算 あるい は減 算 が できる 。

例:

ベク トル(α)と べ クbル(b)を 加kベ ク トル(o)を 求 め る。

(α)+ぴ)=(o)

(z)+(;)一(i)

γ

x .X

Y

ベ ク トル を引 くには,普 通 の代 数 と同様 に減 ず れ ば よい。
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例

ノ

X

ベク トル(α)か らベ ク トル ぴ)を 弓1き,

Y

5'

4

5・

(a)
2

(c尺^
(b)

5一 遙一5-2-1 イ2545
一1

一2一

一3・

一4・

一5・

X

ベ ク トル(0)を 作れ。

(α)一(b)=(o)

(;)一(;)一(]2)

125.基 本 的 なベ ク トル 乗 算につ い て説 明せ よ。

ロ ぬ

ベ ク トル に ある数 を掛 け て,元 の ベク トル の倍数 を 作る と き,そ の積 を ス カラ ー と

呼ぶ 。 ベ ク トル を掛 け る には,ベ ク トル の各 座標 に ス カ ラー量 を掛 け れ ば よい。

乗雛 ・,(;)・ ・ 一 Φ

答のベク トル(勾
i4一婿

3一

2一 (b)

1一

|. ll

12 54

124、 マ トリ ック ス とは何 か?

マbリ ヅク ス とは行 と列 に 配 置さ れた数 の配 列 で ある。 次 に示す のは、2×5マ ト リッ

クス と も言 われ る2行,5列 の マ トリ ッノ ス の例 で あ る。

Gll)
マ トリックス 内の各 要 素 の位 置 は,そ の 要素 が位 置す る 行 と列 を指定 す れ ば表 わす 事 が

出来 る。 マ トリックス 内 の各 要 素の位 置 は,そ の行 と列 の位 置 に よ.って表 わ されるの である。

G・:;ll)・ ・..,..,∵ 、L.
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数1=要 素N・ ・1,1(1行,1列)

数5=要 素N。 ・2,1(2行,1列)

・数5=要 素N。,1,2(1行 ,2列)

125.マ ト リ ック ス の 加 算 と減 算 の 基 本 法 則 に つ い て 説 明 せ よ。

同 一 デ ィ メ ン シ ョ ン の マ ト リ ヅ ク ス は.各 々 の マ ト リ ヅク ス の 相 当 す る 位 置 に あ る 要 素

を 加 え た り減 じた り して,加 算 や 減 算 が で き る。

マ ト リ ック スAマ ト リ ッ ク スBマ ト リ ック スC

加 パi)・(28
96)==(。1'9)

甦(ll>一(ll)-cl)

126.マ トリ ック スの 乗算 の基 本法 則につ い て説 明せ よ。

もし第1番 目の マ ト リ ヅク ス の列 の数 と第2番 目の マ ト リヅク スの行 の数 とが 等 しい場

合,こ れ らのマ ト リック ス を掛 け る こ とが 出 来 る。

マbリ ック スの 乗算 とは,マ ト リ ック スAの 第 一 行 に.マ ト リ ック スBの 第 一列 を掛け

る と言 う意味 で ある。 各 段階 で,第1番 目の マ ト リック スの ある行 に,第2番 目の マbリ

ッ クス の ある列 を掛け る の で あ る。

マ ト リックスAマbリ ック スB

乗算

1.乗 算

2乗 算

3.乗 算

4.乗 算

(2514)

2× ・5=10

5×7=21

51

2×6=12

3×2=6

18

1×5=5

4×7=28

53

1×6=6

4×2=8

14

・(ll)一(3118

5514)

(マbリ ヅク スAか ら2,マ ト リ ック スBか ら5)

(マ ト リ ック スAか ら5,マ ト リ ック スBか ら7)

(答 を 新 しい マ ト リ ック ス の 第1行,第1列 に 書 く)

(答 を新 しい マ トリ ック ス の第 一行 第2列 に書 く)

(答 を新 しい マ トリ ヅク スの第2行 第1列 に書 く)

(答 を新 しい マbリ ッノ スの第2行 第2列 に書 く)
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定 量 的 方 法

皿 統 計 学

12Z統 計 学 とは何 か?

統 計 学 とは,数 字 で表 わ した デ ー タを,こ の デ ー タの分 析 に基 づ い て決 定 を行 な う為 に,

蒐集 し,編 成 し,分 析 し,表 示 し,そ して解 釈 す る学 問 で ある 。

統計 的 方法 は 商 業,政 治,及 び科 学 に しば しば用 い られ てい る 。過 去50年 間 に,商 業

活動 の大 幅 な増 加,政 府 機 関 の発 展 及 び科 学研 究 の著 しい増 加 が生 じ,そ の結 果,統 計 学

の使 用 と応用 が相 当大 幅 に増 加 して来 た ・

128.統 計 資料 の い くつか の誤 用 につ い て述 べ よ。

全 ての統 計 資料 は 注意 深 く判断 しなけ れば な らな い 。統 計 学 を使 う人 間 は,統 計 資料 の

正 しい使 用 とま ち が った使 用 を区別 出来 ねば な らな い 。

統 計 学上 の誤用 には 下 記 の よ うな もの が あ る:

1.識 別 さ れ ない分 類 ・…・統 計 的情 報 を蒐集 し解釈 す る とき は,言 葉 の定 義 を注意 深 く行

な わね ば な らな い 。例 え ば,21オ か ら65オ ま での失 業 中 の男 性 とい う言 葉 で述 べ ら

れ て い る失 業報 告 書 は,仮 に十代 の人 達 ま で含ん でいた と した ら,上 の失 業 報 告書 とは

大幅 に異 な った もの'となる であろ う。 しか しなが ら,両 方 の報 告 書は,適 当 に,`失 業報 告

書"と 呼 ば れ て い る 。

2.偏 りの あ るサ ン プ リン グ… …統 計 資料 は,十 分 な数の 実 例 が集 め られ,蒐 集 の方法 が

正 確 で あ った こと を保証 で き る よ うな 仕方 で集 め ねば な らない 。例 えば,不 十分 な数 の

実 例 か ら結 論 を 出 した り,質 問票 がおそ まつ な表 現に な って い た り,あ るい は面 接 が偏

りを も って行 な われ る とその 結果 不 正確 な測定 とな る 。

5.不 十分 なサ ンプ リン グ… …真実 の 記事 が,非 現 実的 な感 じを受 け る よ うな書 き方 で,

表 わさ れ てい る事 も ある.例 えば,"調 査部 門 の 職員の 半数 は博 士 の学 位 を持 って い る"

と言 う記 事 は真 実 か も知れ ない が,も しそ の調査 部 門 にた った2名 しか 入 が い な いの な

らば,現 実 とは 違 った印 象 を与 え て しま う。
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129度 数 分 布

度 数分 布 は発 生 す る度数 を示 す た め に数 値 資料 を大 きさの 順 に整 理 した もの である 。

数 値 資料 を分 析 す るには デ ー タを系 統 的 に整 理す る必要 が ある 。集 め られ た デ ー タは数

値 的 に編 成 され て い ない の で大 きい万 か らか また は小 さ い方 か ら順 に整 理 しなけれ ば な ら

な い 。この よ うに整 理 す る こ とを"配 列"と よん でい る 。

度数 分 布 は しば しば 変量 と して み な され る特性 とか品 質 に よ ってデ ー タを分 類す る こと

を意 味 す る 。

変 量 は"連 続 な"ま た は"不 連続 な"と い うよ うに分 類 で きる 。"連 続 な"デ ー タは人

間 の身 長 を測 定 す る よ うな測 定 に よ って 得 られ る 。"不 連続 な"デ ー タは従 業 員数 な ど勘

定す る よ うな数 をか ぞ え る こ とに よ って 得 られ る 。

大 量 の デ ー タ を集 約 し よ うとす る とき,得 点 は1つ 以 上の 得点 を含 む階 級 に組 み分 け さ

れ る 。 これ らの組 み 分 け は"級 間隔"と よば れ る 。度数 分 布 はそ れぞ れ の 級 間 の甲 の発生

頻度 を表 わす 。

130ヒ ス ト グ ラ ム

ヒス トグラ ムは度数 分 布 を グラ フを用 いて 表 わす方 法 で ある 。 ヒス トグ ラム ではX軸 と

い われ る横 軸 に級 間 隔 を と り,Y軸 とい われ る縦 軸 には 度数 を とる 。

数

量

12

11

10

9

8

7

6

5

4

ろ

2

1

25 303540

ヒ ス ト グ ラ フ

45 50時 間
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審

級 間 隔

26～30ド ノレ

21～25

16～20

11～15

6～10

0～5

度 数 分

度数 を累 積 した分 布は"累 積 度数 図表"と よば れ る 。

累積 分布 は"よ り少 ない"と か"よ り多 い"と い うこ と で述 べ られ る 。例 えば,第6

-2図 の デ ー タの 累積 分 布 に よ り20ド ル よ り多い
,あ る いは20ド ル よ り少 ない寄 付 者

の数 が どれ だ け あ るか を知 る ことが で き る 。

131正 規 分 布

測定 に よ って 得 られ たデ ー タを取 り扱 う際,プ ロ ッ トした デ ー タの 分 布 が対 称形,ベ ル

形 の 曲線 をえ が くこ とが ある が,こ れ は正 規分 布 と よばれ る 。正規 分 布 に おい て は 中央 値

か らは ず れ た分 布 は最 初 は ゆ っ く り落 ち,次 に急 にな り最 後 に また ゆ っ ぐ りと なる 。

"正 規 ベル 形 曲線"の ほ か に"偏

った"度 数 分 布 が よ くある一 方 が他

方 よ り遠 くの びた 分 布は"非 対 称分

布"と よば れ る 。右 に偏 った分 布 は

曲線 の 右側 に長 い尾 が で きる もの を

い う。 この形 の曲 線 は正 の歪 度 を も

つ もの とい われ る 。 これ に対 し,左

側 に尾 を もつ 曲線 は負 の歪 度 を もつ

正 規 分 布とい わ れ る
。

附

数

1

度

11

11

11

11

11

1

11

5刊二=口

布
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左 に偏 った 分布 右 に 偏 った分布

非 対 称 曲 線

132尖 度

度 数 分布 の 尖 度は 曲線 の 尖 り方 ま たは 平滑 さ を表 わす 。 も し分布 曲線 が正規 曲線 よ り高

い尖 度 を もって いれ ば そ の曲線 は"急 尖"と い われ る 。これ に対 し正規 曲線 より頂点 が平

らな 分 布 曲線 は"緩 尖"と い われ る 。正 規分 布 曲線 は"中 尖"と い われ る。

緩 尖 急 尖

尖 度

135中 心 傾 向 の基 本 的 な求 め方

甲 心 傾向 の基 本 的 な求 め万 には つ ぎの よ うな もの が ある 。

1.算 術 平 均

算 術平 均 は 中心 傾 向の 求 め方 の 中 で一番 よ く知 られた 方法 で ある 。算 術平 均 を求め る

にはす べて の 実測 値 を加 え て,こ れ を実 測値 の 総数 で割 れば よい 。 した が って算 術平 均

の 公式 は つ ぎの よ うに書 け る 。

ΣXM
=一
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M=平 均 また は算 術平 均

Σ=記 号 Σ(シ グマ)は 和 を表 わす 。 した が って ΣXは す べ てのXの 和 を 求

め る ことを意 味 してい る 。

押=観 測 数 あるい は 得点数

記号Xは 平均 を表 わす の に使 われ る 。

算 術平 均 は広 く使 われ,そ の計算 は比較 的 簡 単 で あ る 。 しか し,最 大 の 欠点 は平 均 値

が 極端 な値 に よ って大 き く歪 め られて しま う ことで ある 。例えば,5,10,15,150

ドルの 寄付 の平均 は45ド ル とな って しま う。す なわ ち,極 端 な値 が ある とそ れが 平 均

値 に大 きな影 響 を与 え て しま う。

2.中 位 値

中位 値 は中 央 に くる値 で あ ってす べ ての 項 を大 きい順 ある いは小 さい 順 に 並 べた とき

に中央 に くる項 の値 で ある 。甲位 値 と50%値 とは同 じもの で ある 。

例11・2・5・4・6・8・9,10,の 中位 置 は6で あ る 。こ こで6は 中央 の 値 で6の 前 に は4

つ の数 が あ り・後 に も4つ の数 が あ る 。 も し,実 測 値 の数 が偶 数 で中位 値 が ない と

きは2つ の 中 央値 の算 術平 均 で中 位値 を決 め る 。

例 二1・2・3・4,6・Z8、9は 中位 値 を もた な いの で2つ の 中央 値 の平 均 を と って 中位 値 と

す る 。

4十6

2

=5 (中 位置)

5.モ ー ド

モ ー ドとは最 も頻 度 の高 い値 す な わ ち,最 も多 く現 わ れ る値 をい う。

例:1.2,3,4,5,6,6.Z8、10、 の モ ー ドは6で ある 。なぜ な ら6は 最 も多 く現 われ る数 だ

か らで あ る 。す べ ての観 測 値群 が単 一 のモ ー ドを もつ とは限 らない 。あ る数 列 が2

つ の モ ー ドを もっ てい る と きそ れ は2重 モ ー ドといわ れ る 。も しほ か よ り頻度 の多

い数 が存 在 しない ときは モ ー ドは な い 。

134.範 囲 の表 わ し方

統計 に お いて は変量 の変 動 の程 度 が与 え られな け れば平 均は 大 した 意義 を もた なレ・値 と

な る。 した が っ て平 均の 周 りに 発生 する 分 散度 を 測定す る こと が必要 にな る。

分 散 度 の最 も簡 単 な 決 め方 の一 つ が範 囲 で,こ れは数 列 の 甲の 最大 項 と最 小 項 の差 であ

る 。 この 二 つの量 の差 で発生 す る変 動 の 度合 を示 す 。 しか し,そ の結果 は範 囲 がた った2
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つ の極値 に よ って きま る ため,誤 ま る ことが ある 。また範 囲 は最 高 値 と最 低値 に よ って き

ま るの でそ の 間 の値 に は無関 係 で ある 。

例1.5.10.15.25範 囲 は5か ら25

例2.5.10.15.100範 囲 は5か ら100こ の 例 では1つ の観 測 値 の た めに範

囲 は大 き く影 響 され て い る 。

155平 均 偏差 の表 わ し方

変 動 の 測定 には"平 均 か らの偏差"と い う概念 がつ か われ る 。分布 の 中の どの 得点 に関

して も特定 の 得点 か算 術平均 の 中 央か ら どの位 は なれ てい るか 値 を知 る こ とが で きる 。

正 規 分 布 では平 均 また は 中位 数 の両 側 の1平 均 偏 差 内 に得点 の大 よそ5ス6%を 含 む 。

平 均 偏 差の計 算 式 は次 の とお り。

AD==平 均偏 差

.Σ1xl=符 号を無視 した各値の算術平均からの偏差の和

平均偏差は平均または中位数の どちらを使 っても計算できる。

平均偏差を求めるには

1.得 点 を小 さい 順 ある いは大 き い順 に縦 の 列 に並 べ る 。

2.算 術平 均 を計 算 す る(即 位 値 を使 って もよい)

5.別 な列 に 各 得点 の平 均 か らの偏 差 を書 く

4.そ れぞ れ の得 点 の偏 差 の和 を計算 す る 。この とき+,一 の 符号 は無 視 す る 。

5.偏 差 の和 を得点 の数 で割 る と平均 偏 差 が 求 ま る 。

例 次 の数 列 の平均 偏 差 を求 め よ。5'10,20,25

1)25

20

10

5

偏

十 ・10

十5

5

10

差

(平 均 よ り10大 きい)

(〃5〃)

(〃5小 さい)

(〃10ク)

60

算術平均=15
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2)符 号 を無 視 して偏 差 の和 を求め る 。

十10

十5

-5

-10

50

5)こ れ を得点 の数 で割 る

30÷4=7.5平 均 偏 差

136標 準偏差の表わし方

統計の作業で最も広 く使 われ分散度 とか変動性のものさしが標準偏差である。標準偏差

は算術平均から計算される。すなわち平均からの偏差の2乗 の平均の平方根である。正規

分布では平均の上下1標 準偏差内には分布の68.5%が 含まれる。標準偏差の記号 としては

σが使われる。

標準偏差の公式

后
σ= 一
σ=標 準偏 差

x=算 術平 均 か らの偏 差(X-X)

N… 総 項 目数

標 準 偏 差 を求 め る には

1.縦 に得 点 を並 べ,得 点 の総 和 を求 め る 。

2得 点 の算 術平 均 を求 め る 。

3.そ れ ぞ れの 得点 の 平均 か らの偏 差 を求 める 。

4.偏 差 の2乗 を求 め る 。

5.偏 差 の2乗 の和 をNで 割 る 。

6.そ れ の平 方根 を求 め る 。

4
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次 の 標 準 偏 差 を 求 め よ 。50,25,20,15,10

50

25

20

15

10

偏

+

+

差

10

5

5

0

偏 差の2乗

100

25

25

100

SLL9!L

20平 均

137標 準偏差と正規曲線との関係

5LZ
.{L9-.偏 差の2乗 の和

50

ff－ ス・7標 輪 差

正 規 曲線 はす べ て平 均 と標 準偏 差 とで定 まる特 定 の範 囲 内 に含 ま れ る分布 の項 は正 確 な

割 合 に な って い る ・正 規 曲線 では算 術平 均 ±1標 準偏 差 の範 囲 内 に は分 布の 甲 の68.27%

の 項 が含 ま れ る 。

ま た算 術平均 ±2標 準 偏 差の 範 囲内 には95.45%同 様 に ±3標 準偏 差 の範 囲内 には

9973%の 項 が含 まれ る 。

138相 関 の表 わ し方

あ る事 象 と も う一 つ の事 象 の 間 の関係 を示す のが 相関度 で ある 。 この関係 の存在 を表 わ

す の に相 関係 数 が引用 され る 。

例 えば5人 の 者 にプ ログ ラ ミン グの適 性検 査 が行 な われ た とす る 。そ の結果,最 高 点 を

とった ものは 最 優 秀の プ ログ ラマ で2番 目に よい 得点 を とった もの が2番 目に 秀れ た プ ロ

グ ラマ で あ った とす る と こ とには 完全 に1対1の 相関 関係 が存 在す る 。 これは正 相 関 と し

て表 わ され相 関係 数 は1.DOで あ る。一 方最 低 点 を と った もの が最 優 秀 の プ ログ ラマ であ

り・適性 検 査 を うけた 他 の もの につ い て も同 じよ うな負 の 関係 が あ る と きは逆 の 関係 が あ

る とい う。この場 合 は 負 の 相関 で 一1,00と 表 わす 。

相 関係数 は正 の 値 か らゼ ロ(相 関関係 が全 くな い こ とを意味 す る)へ と低 くな り,逆 の

関係 を表わす負相関までの範囲がある。
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一 般 に 次の値 は相関 の 程度 を示 す 。

相 関

+・80～1.00非 常 に高 い

.60～ ・80高 しへ

.40～ ・60普 通

20～ ・40イ 氏L(

0～.20無 相 関 か非 常 に低h

139確 率 の基 本概 念

ある事 象 が起 る確率 が 非 常 に小 さけ れば そ の事 象は起 りそ うもない とい う こ とが でき る 。

ま た ある事 象 が起 る可 能 性 が全 くな けれ ば,そ の事 象 の発 生 確率 は0で ある 。事 象 が あ る

確率 で起 りそ うな らば,確 率 と して表 わす ことが でき る 。この よ うに全 て の事 象 の発 生 確

率 は0と1の 間の ど こか に くるは ず であ る 。1'/2す な わ ち0.5の 確 率 とい う ことは ある

事 象 が2回 の うち1回 起 る とい うこ とを表 わ す 。

あ る事 象 が起 る確 率 は"成 功 の 確率"と い われ一 方 ある事 象 が起 らない確 率 は"失 敗 の

確 率"と い われ る 。

ある事 象 が起 る確 率(成 功 の 確率)は 次の よ うにな る。

P・・=一#1象が起 る確率(成 功 の 確率)

π=好 ま しい結 果 が 得 られ る方法 の数

"=可 能 な事 象 の総 数

P=_

一 枚 の貨 幣 を投げ た と き
, .起 る事 象の 数 は 表 と裏 の2通 りで好 ま しい 結果 の数 は1で あ

る 。

1ρ
=一 成 功の 確 率

2

ある事 象 が起 らない 確率(失 敗 の確率)は 次の よ うに表 わす 。

q=失 敗の 確 率

δ="悪 い"(望 ま し くない)結 果 での 可能 性の 数

b
9==一



258 定 量 的 方 法

失 敗 の 確率 は"1-(成 功の 確 率)"あ るい は"成 功 の 確率+"失 敗の 確率=1"と 表

わ せ る 。

例1つ の サ イ コ ロを ふ って2か3の 目が でる 確率 を計算 す る にはまず 可能 な結 果 の数 が

決 定 され なけ れ ば な らな い 。1つ のサ イ コ ロをふ って 出 る 目は1,2,3、4,5,6,の6つ で

あ る 。成 功 の 確率 は好 ま しい 結果の 数 が2で あ るの で公 式 に2を 代 入 して

2好 ま しい結果 の数P
=_

6可 能 な 結果の 数

1P
-一一 成功 の確 率

5

この2つ の 目の で ない確 率(失 敗の 確率)は 次の よ うに表 わせ る 。

12

g=1__=一 失 敗 の確 率33

140確 率 変 数

ある実 験 に よ ってそ の量 が 決 ま る変 数 を確 率 変数 とい う。確 率変 数 は 偶然変 数 とか確 率

変数 と して知 られ てい る 。

141排 反 事 象

1つ の 事象 が起 る と他 の 事 象が 決 して起 らない な らば そ れ ら2つ 以 上 の事象 は互 い に排

反 して い る とい う。す な わ ち,2つ 以 上の 事 象 が 同時…に起 らなけ れば そ れ らは互 い に排 反

して い る とい う 。

例 えば 貨幣 を投 げ た場 合,結 果 は必 ず表 か 裏 の どち らか に な り両 方 が 同時 に で る こ とは

な いの で これ は排 反事 象 で ある 。2つ の事 象A・Bが 排反 事 象 な らば,AかBの ど ち らか

が起 る確 率 は おの 拾の の 確率 の和 に等 しい 。

事 象Aが 起 る確率 が0.25で 事 象Bが 起 る確率 が0.55で これ らが排反 事象 で ある とき,

AかBの いず れ か が起 る確率 は0.80で あ る 。

例 えば,面 接す る人物 が共和 党員である確率が0.45%で 民主党員である確率が0.49%で あるとき,

面接する人物が共和党員か民主党員の どち らかである確毅to.45+049す なわち0,94%で ある。

142独 立 事 象

1つ の事 象 の生 起 ま た は不 生起 が他 の事 象 の生 起 に影響 を及 ぼ さな い な らば,そ れ ら2

つ の事 象 は独立 で あ る とい う。事 象Aと 事 象Bが あ りBの 起 きる確率 がAの 生 起 に無 関係

な らばそ れ らの事 象 は独 立 で ある とい う。

2つ の事 象 が 独立 で ある とき両方の 事 象 が起 きる確率 は次 の よ うにい い表 わ され る。
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"2つ の独立 事 象 が起 き る確率 は そ れぞ れの 確率 の 積 に等 しい"

1例
え ば,2枚 の貨 幣 を投 げ て2枚 と も表 が でる確 率 は そ れぞ れの 確率 の積 す なわ ち－t

112-=一 で あ る 。24

143条 件 つ き 確 率

条 件 つ き確率 とは ある事 象 の確率 が他 の事 象 が す でに起 きた とい う条 件 に も とつ い てい

る場合 を い う。

条 件 つ き確率 の もとでは 事 象Aと 事 象Bが 両 方 とも起 きる確率 は そ の うちの1つ の事 象

が 起 きる確 率 とそ の事 象 が起 きた こ とに よ って も う1つ の事 象 が起 きる確率 の 積 で表 わ さ

れ る 。

144正 規分 布の基 本 概 念

正 規 曲線 に おいて は平 均 か らの標 準 偏差 に よ って きま る範 囲 内 に分 布す る項 目の割 合 は

正 確 に決 っ てい る 。

正規 曲線 に お いて は ±1標 準 偏 差 内 には全 体 の分 布 の68,2%の 項 目が含 まれ る 。ま た

±2標 準 偏差 内 にはg5,45%,±3標 準偏 差 内 に は99.73%が 含 ま れ る 。

この概 念 を用 い る と平 均 か ら一 定の 距離 に ある どん な事 象 の数 も,ま た分 布 の いか な る

値 の 間に 入 る事 象 の数 も決定 で き る。

例:あ る製 品 の平 均 寿命 は500時 間 で標 準 偏差 は120時 間 で ある 。100個 の 新 製 品

の うち,350時 間 もつ ものは何 個 あ るか 。

1.平 均 か らの偏 差 を決 め る ため,350と500の 間 の差 を計 算す る 。

500-500=150

2標 準 偏差 単位 を求 め る た め に標 準偏 差 で割 る 。

150
・=1 .25

]20

3.特 別 な表 を使 って,そ の 正確 な比率 を知 る こ とが で き る 。

]・25の 標 準 偏差 の 範 囲 内 に入 る もの,す な わ ち平 均 と1.25標 準 偏差 との 間に は.

3944%の もの が 含 まれる。

4.50-5944%に よって総 個数 の10.56%が350時 間 の 寿命 を もつ,す な わ ちIQ6

個 で ある こ とが わか る。

145.標 本抽 出理論 の 基本 概 念

標 本 抽 出理 論 は母 集 団 と母 集 団 か ら抽 出 した標 本 の 間 に存 在す る関 係 を述 べた もの で あ
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る 。"母 集団"と は共 通 な性 質 を もつ一 群 の観 測値,測 定 値 あるい は計数 値 で あ る 。"標

本"と は,母 集 団 の一部 また は全 体 か らな る一組 の測 定値 で ある 。"無 作 為標 本"と は母

集団 の 中の どの測 定 値 も他 の 測 定値 と同 じ よ うに含 まれ る よ うな標 本 で ある 。標本 を抽 出

す る主 な 目的 の1つ は得 られ た標 本母 集 団 に つ い て,あ る結論 を導 き 出す ことに ある 。標

本抽 出理論 は2つ の標 本 の 間 に あ る差 が実 際 に差 を もた らせ るの で あるか ど うか ある いは

有意 差 が あ るか ど うか調 べ る ため に用 い られ る ・標 本 か ら得た 測定 値 は標 本統 計 量 あ るい

は統計 量 とい われ る。

この よ うに統計 量 は 標本 毎 に異 な るの で,標 本 分 布 と よばれ る統計 量 の 分 布 を得 る こ と

が で き,ま た各標 本 分 布 か ら平 均,標 準 偏差 を計 算 す る こ とが でき る 。

146平 均 の標 準 偏 差

正規母 集 団 か ら沢 山 の無作 為標 本 が 抽 出 され た場 合,そ れ らの標本 の平 均 は母 集団 の 平

均 に等 しい標 本平 均 を も った 正規 分 布 にな る 。標 本 の各 平 均 は すべ て等 し くな いが標 本平

均の 平均 の周辺 に変 動す る 。標 本 分 布 の標 準 偏差 は平 均の 標 準誤 差 とい われ る 。

平 均 の標 準誤 差 は母 集 団平 均 の 推 定,ま た は標 本 平均 の偶 然 に よる変動 程 度 の よ うな標

本 の安定 度を示 す 。

公 式 は次 の とお り

σ

σx=

后

σ=母 集団の標準偏差

η=標 本数

公式からわかるようにπが大 きくなればなるほど標本平均は次第に真の母集団平均 に近

づ ぐので標本から推定できるのである。几が大きければ標本平均の理論的な標本分布は正

規曲線に近づ く。

ほとんどの目的を満足する情報を得るには比較的小さな無作為標本で充分である。推定

精度の向上と,意 思決定に使用するデータに含まれている危険の減少は一般に標本数の増

力口に比例しない。

147時 系 列

時系列は一定の期間にとらえた一組の観測値で,そ れが発生 した時期にしたがって統計

資料を配 列 したものである。

時系列分析は一週期の間に系列となって現われるいろいろな変化や変動の記述と測定か

b
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らな る 。時系 列 の統 計 は一 定 の特 徴,変 動 また は変化 を示 し,ま た この よ うな動 態 分 析は

予 測 の よ うな分 野 で極 め て価 値 の あ る もの であ る。

その特 徴 は次 の よ うに4つ の主 な形 に分 類 で きる 。

1.傾 向

これ は10年 あるい は そ れ以 上 とい う ような長 い期 間 に わ たる時 系列 図 に現 われ る一

般 的 傾 向 をい う。

2.季 節 変 動

季 節変 動 ま たは 季 節変 化 は通 常1年 以 内 の時系 列 中 に現 わ れ るほ とん ど同一 の パ タ 』

ンを示す 。 この変動 は年 々季 節 の変 化 に よって起 る もの をい う。

3.週 期 変 動

週 期 変動 は高 景 気 か ら一 時 的 不景 気,不 景 気,回 復 を経 て ま た高景 気 に も どる とい う

よ うな傾 向線 の 周 りの 長期 的 な振動 をい う。

4.ラ ン ダ ム 変 動

異常 障 害や ある いは ま た天 災,空 襲 とい った事 件 に よる時 系列 の偶 発 変 動 をい う。

148指 数

時 間 に対 して変動 す る資 料 や変 動 ま たは収 入,そ れ を同 じよ うな もの の変 化 をみ るた め

統 計 的手 法 が指 数 であ る 。別 な年 また は場 所 等 の ため の指 数 の集合 を"指 数 系 列"と い う。

指数 を使 うとあ る年 とそ の 翌年 にか け ての物 価,生 産,ま たは収 入 な どの比 較 が で き る 。

次 に物 価指数 を計算 す る方 法 に つ い て述 べ る 。

1.単 純 総 合 指 数

これ は あ る年 の商 品価 格 の総 和 が基 準 とな る年の 商 品価格 の総和 の何%に 相 当す るか

を計 算 して物 価 指数 を 出す 方 法 で ある 。

公 式 は次 の と お り

iPn単 純総
合 物 価 指 数= ΣP

o

こ こで ΣPnは 商 品価 格 の総 和

Σρ 。は 基 準時 点 の 商品価 格 の総和

この万 法 は適 用 が 簡単 とい う利点 は あるが い ろい ろな商 品 の相 対 的 な 重要 性 を無視 し

て しま う とい う欠 点 が あ る 。例え ば この方 法 で物 価指数 を計 算す る と,ミ ル ク と 自家製

品 とが同 じ重み,す な わ ち重 要 度 を もつ うえ,相 場 価 格 に用 い られ る ガ ロンや ブ ッシ ェ
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ル とい う単位 が 指数 の 値 に影 響 を及 ぼす 。

2、 相対 価 格 の平 均

この方 法 では 価 格 を"相 対比"に 変換 す る 。基準 時 の商 品価 格 の何%に 相 当 す るか で

商 品の 相 対 価格 を示 す 。基 準時 に おけ る商 品 の 相対 比 は100%で あ る 。この よ うな考

えの も とに,あ る時 間 の相 対 比 を平 均 して指 数 を求 め る 。この と き平均 と して は算 術平

均,中 位 値 幾何 平 均 が使 われ る ・

公式 は 次 の とお り

EI)n/Po相対 価格 指数
の単純 算 術平 均=

ΣPn/P。 はす べ て の商品 価格 の 相対 比 の総 和 、

押は 商 品 価格 の 相対 比 の数

3.時 には指 数 を構 成 す る項 目の重要 度 を変 え て やる こ とが 望 ま しい 。 この よ うな重 みは

特 別な 商 品の 重要 度 を示 す の で,"加 重総合 法"が しば しば指 数 を求 め るの に使 わ れ る 。

4.フ ィ ッシ ャの理 想指数

フ ィ ッシ ャの 理 想指 数 は 次式 で与 え られ る 。

… シ・の理幽 一(Σ ρngo
xPogo)(i;㌘

フ ィ ッシ ャの 理 想指数 は他 の指 数 よ り理論 的 に秀れ てい る か を検 定す る"時 間反 転"

検 定 と"要 因 反 転"検 定 の両 方 を満 足す る 。
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〔A〕

ACCESS,工MMEDIATE(即 時 アク セス)

他 のデ ー タユ ニ ッ トに よる一 連 の 遅れ ない し直 接 に記 憶装置 か らま たは レジス タ デー タ の読

取 り,ま た は書 込 み の 能 力に関 係す る もの で,通 常,わ りあ い短 時 間の もの をい う。

ACCESS,PARALLEL(並 列 アク セス)

記 憶場 所 か らの情 報 の読 取 りま たは書込 み の際 に,与 え られ た記 憶場所 か ら単 語 の 全 要素 を

同時 移送 す る処 理。 これ は情報 の転 送速 度 に影 響す る。

同意 語(SIMULTANEOUSAOOESS同 時 アク セス)

AGCESS,RANDOM(ラ ン ダ ム ・アク セス)

川 記 憶場 所 か らの 情 報の 読 取 りま たは書 込 みが,情 報 の記 憶場 所 に無 関係 に最 短 時 間 で行 な

え る処 理 。

② 前項(1)の如 く,ラ ン ダム ア ク セス の装置 は時 間 の無 駄な しに行 な える。

ACOESS,SERIAL(直 列 アクセ ス)

記 憶 場所 か らの情 報 の読 取 り,ま たは 書込 みの際 に不 要 の記 憶場 所 を通 過 す る間待 たさ れ る

よ うな処 理

ACCUMULATOR(ア キ ュム レー タ)

ω 算 術 お よび 論理演 算 を実行 す る演算 部 の レジス タ と関連 機器

② 数 を合 計 す る,す な わ ち累計 す る デ ジタ ル コン ピュー タの1部 分。 た いて い の場 合 オペ ラ

ン ドの うちの一つ を記 憶 し,さ らに,別 の オペ ラン ドを受 け な が ら指 定 さ れた オ ペ レー シ ョ

ン の実行 結 果 を格 納す る。

ADDER(加 算 器)

入 力 の2つ,ま たはそ れ 以上 の数 の 和 を出 力す る装置 。 た いてい の場 合 デ ー タの保持 機 能 は

な い。 す な わち,入 力信号 が続 い て い る間 だ け出 力 信号 が出 る。

ADDRESS(ア ドレス)

(1>レ ジス タや記 憶場 所 に名 前,レ ーベ ル,ま た は番号 で表 わす 標 識。 また,コ マ ン ド,タ グ

toよ び他 の 信号 と共 に命 令語 の1部 分 を なす。

② 命令 の オペ ラ ン ドと して記 述 す る命 令の]部 分

ADDRESS,ABSOLUTE(絶 対ア ドレス)

引用 した オ ペ ラン ドの 記憶装 置 内 での 実 際上 の位置,す な わち実 際 に マ シ ンコ ー ドで数 字 化
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され た記 憶場 所の 位置 。 同意 語(SPEGIFICADDRESSス ペ シフ ィック ・ア ドレス)。

(CODE,ABSOLUTE絶 対 コー ド)の 項 と関連 。

ADDRESS,BASE(ベ ース ア ドレス)

(1)命 令 の ア ドレス と して 出 て くる数 。 但 しそ れは 後 で修 飾 され る ア ドレス の ベー ス と なる も

の。 インデ ックス,初 期値 また は 開始 点 と して 使 われ る。 同意語(PRESUMPTエVEAD-

DRESS仮 定 ア ドレス,REFERENCEADDRESSリ フ ァ レンス ア ドレス)。

② 相 対ア ドレス と共 に シン ボ リック コーデ ィン グ で使 わ れ る数 値 。

ADDRESS,DIRECT(直 接 ア ドレス)

引用 した オ ペ ラン ドが インデ ックス レジス タ やB-BOXに 無 関係 に 記憶 場所 の位 置 を直 接 指

定 す る ような ア ドレス。

同 意語(FIRSTLEVELADDRESS第1レ ベ ルア ドレス)。

ADDRESS,EFFEO[1]IVE(有 効 ア ド レス)

(1)修 飾 した ア ドレス(2命 令 の実 行 に実 際 に 使 うア ドレス

ADDRESS,FOUR(4ア ドレス)

オ ペ ラン ドと命 令 の場所 を記 述 す る方 式の 一 つ で,す なわ ち,2つ のオ ペ ラ ン ド と命 令の実

行 結 果,お よび 次に実 行 さ れ る命 令 の記 憶場 所 を記 述 す る。

ADDRESS,エMMEDIATE(イ メデ ィエ イ トア ドレス)

命 令 の ア ドレス部 が オペ ラン ドで あるア ドレス。 同意 語(ZEROI・EVELADDRESSゼ

ロレベ ルア ドレス)

ADDRESS,INDEXED(イ ンデ ックス ア ドレス)

インデ ックス レ ジス タまた は類 似 の 装置 で,修 飾さ れ るべ き,ま たは修 飾 され た ア ドレス

同 意語(VARIABLEADDRESS可 変 ア ドレ'ス)。

ADDRESS,IND工RECT(間 接 ア ドレス)

引用 した オペ ラ ン ドの番 地 が'格納 さ れ てい る場 所 を 指定 す る よ うな命 令 に使 用さ れ る ア ドレ

ス。 コン ピ ュー タに よっ ては 指 定さ れ た マ シンア ドレ ス 自体 が間 接 にな る よ うに でき る。 この

よ うな マ ルチ レベル の ア ドレ シン グは予 備制 御,ま た は終 端 シン ボル の どち らか で終 る 。同 意

語(SECOND .LEVELADDRESS第2レ ベ ル ア ドレス)。

ADDRESS,MACHINE(マ シ ン ア ドレス)

絶対,直 接,非 インデ ックス ア ドレス として 表 わ され た ア ドレス,あ る い は イン デ ック ス や

そ の他 の修飾 が実 行 さ れた あ との ア ドレ ス。
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ADDRESS,MULTIPLE(マ ル チ プル ア ドレス)

2項 目以上 の ア ドレス を 記述す る命 令形 式。 す なわ ち,演 算す る入 出力 デー タの 記憶場 所 ま

た は制 御 部 の た め の命 令 の記 憶場 所 の ア ドレス を示 す 形式 。

マル チア ドレス とい う用語 はア ドレス に 関す るコ ン ピ ュー タの特 徴 を示 す と きに も使 用 さ れ

る。 す な わち2,3ま た は4ア ドレス 方 式 を表 わす 。

同意語(MULTI-ADDRESSマ ルチ ・ア ドレス)

ADDRESS,ONE(1ア ドレス)

(1)単 一 ア ドレス

(2)ど の 命 令 も1つ だ け のオ ペ ラン ドが書 か れ,1つ の記 憶場 所 を指定 す る命 令形 式。

同意 語(SINGLEADDRESS単 一 ア ドレス)

ADDRESS,ONEPLUSONE(1プ ラ～xlア ドレス)

どの 命 令 も1つ の命 令 コー ドと2つ の ア ド レス か らな る。2ア ドレス の1つ はそ こに 演算 さ

れ る項 目 を記 憶 して いる レジス タの位 置,も う1つ は 次 の命 令の 位置 を示 す。

ADDRESS,RELATIVE(相 対 ア ドレス)

マ シ ンア ドレス にす る た め に は基 本 ア ドレス を加 算す る必 要 の ある ア ドレス。

ADDRESS,SYMBOL工O(シ ン ボ リック ・ア ドレス)

プ ログ ラムの 中 で記 憶 場 所 を記述 す る ため の レーベ ル,英 字,ま た は英数 字 。

通 常,プ ログ ラム は 便利 な コー ドに よる シ ンボ リック ア ドレス を使 って まず書 か れ る。 シン

ボ リック ア ドレス は アセ ン ブ リプ ログ ラ ムで 絶対 ア ドレス に変換 され る。

ADDRESS,THREE(3ア ドレス)

オ ペ ラン ドや 命 令 の記 憶場 所 を記 述 する方 式 の一 つ で2つ のオペ ラン ドと,実 行結 果の 位 置

を記 述す る。 た とえ ば,加 数,被 加数 お よび 和の位 置 を1命 令の 中 で全 部記 述 す る。

ADDRESS,THREEPLUSONE(3プ ラス1ア ドレス)

オペ ラ ン ドと命 令 の記 憶場 所 を記述 す る方 式 の1つ 。2つ の オペ ラン ドと,実 行 結果 の記 憶

位 置 のほ か に,次 に実 行 され る 命 令の位 置 も記 述 す る。

ADVANCE,工TEM(ア イテ ム ・ア ドバ ンス)

記 憶 装置 内 の別 々の レ コー ドを うま く処 理す る ため に レ コー ドを集 団化 す る技 法。

ALGEBRA,BOOLEAN(プ ー ル代数)

記号 論 理 を使 った論 理過 程 や 演 えき法 。階 級,定 理 ま た はオ ンオ フ回路 素 子 を扱 か う。 演 算

可 能なAND,OR,NOT,EXCEPT,IF・ … ・q⊃HENな どの よ うな 演算子 を記 号 に使 う。
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有名 な英 国の数学 者 ジ ョー ジ ・プー ル(1815～1864)に ちな ん で 命名 さ れ た。

ALGOL(ALGO・ ユthmi・Langu・g・)
,(LANGUAGE,ALGORITHMIC算 法 言語)

の項 を見 よ。

AL(}ORITHM工 ○(算 法)

一般 に有限1固の ス テ ップで 問 題の 解 を得 る た めに構 成 され た計 算過程
。

ALU,(A・ithm・t・c)・nd(L・gi・ ・IUnit)

(UNエT,ARエTHMETエO演 算 装置)の 項 を見 よ。

ANAI・OG(ア ナ ログ)

物 理 的変 数,た と えば 変位 置,回 転 量,電 圧,ま た は抵 抗値 で表 わ され た数 量 。

反意語(DIGITALデ ジ タル)

AREA,00NSTANT(定 数 エ リア)

処 理 に 必 要な 不 変量 が格 納され た 記 憶 場所の1部 分

AREA,INSTRUOTION(命 令 エ リア)

川 実 行 す る命 令群 を格 納す るた めに 割 り当 て られ た記 憶場 所 の1部 分 。

② プ ログ ラム を記 憶 す るの に使 わ れ る記憶場 所。

ARGUMEN口(ア ー ギ ュ メン ト,引 数)

川 独 立変 数,た と えば表 の 中 の数 値 を探す のに 所要 の値 の場 所 を識 別 す る ため の割 り当 て ら

れ た 数。 あ るい は,算 術 関数 に おい て あ る値 が定 め られ る と,関 数 の値 が 決定 する よ うな変

払

〔2あ るオ ペ レー シ ョンに お い て1つ,ま た はそれ 以上 の変数 に関 する オペ ラン ド。

ARI□HMETIc,FエxEDPoINT(固 定 小 数点 演算)

川 演 算 は一定 の方 法 で行 なわ れ,小 数 点 の 位 置 は考 えな くと も よい計 算方法 。

これは,取 扱者 が 小数 点の 位 置 を覚 え て いなけ れば な らない卓 上計 算 器 や 計算 尺 の よ うな

もの であ る。 同様 に,多 くの 自動 計 算 機 では 小数 点 の位 置 は プ ログラマ の 責任 に負 わ され て

い る。 反 意語(浮 動 小数 点,演 算)。

② 算 術演算 の オペ ラン ドと結 果 が ある一 定 値 内の大 きさにな る ように 適 当 に概 算 してお か な

け れ ばな らない演 算 形式 。

ARITHMETIC,FLOATINGPO工NT(浮 動小数 点演 算)

自動 的 に小数 点の 位置 を考 え て くれ る計 算 方 輪 通 常,符 号 つ きの 仮数 と,基 数の 整 数乗 と

の積 とい う形 で扱 わ れ る。 た とえ ば10進 数の 十88.3は 十 ・883×10『2,2進 数 の 一・OO11
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は 一・11×2-2と い う具合 に。

同 意語(FLOATINGDEOIMALARITHMETIC浮 動10進 演 算)

反 意語(ARITHMETエC,FエXEDPOエN[lr固 定・」・数 点演算)

ASSEMBLER(ア セン ブ ラ)

記 号 化 した 命 令 コー ドを計 算機 の実 行命 令に ほん 訳す る 。す な わ ち,連 続す る命 令 と して記

憶場 所 に 割 りつけ,あ る いは シ ン ボ リック ア ドレスか ら絶 対 ア ドレス の計 算 とい う機 能 を実 行

す る ことに よ って 記 号化 した入 力 デー タ を機 械語 に変換 す る プ ログ ラム。

ア セン ブ ラは 一般 に入 力の 記号 コー ドを1対1で 機 械語 にほん 訳す る。 したが って 入 力の 記

号 コー ドで定 義 され た命 令 や定数 を同 じ数 だけ 出 力 す る。

ASYNOHRONUS(非 同期)

一連 のス テ ップの くりかえ し時 間 は 一定 しない。 この語 は1つ の命 令の 実行 が 前 のオ ペ レー

シ ョンの 終 了信 号 に よ って 始 め られ る よ うな コン ピ ュー タを示 すの に使 われ る
。

ATTENUATION,SIGNAL(信 号 の 減衰)

電 気信 号 の 強さ の 減 少

AUDITtTRAIL(追 跡検 査)

各 段階 の処 理,特 に機械 に よる報 告 書,ま たは 他 の機械 に よる出 力を もとの 原始 デ ー タ に対

比 して デ ー タ項 目を追 跡す る よ うに作 られた シス テム。

AUTO-ABSTRGT(自 動 抽出)

川 特 定 の 順に並 べ られ た帳 票か ら選 択 され た語 の集 ま り。 一 般 に 自動,ま たは機 械 的方 法 に

よる。

② 通 常,自 動 また は機械 的方 法 に よ り帳 票 か らキー ワー ドの組 合せ を 選 ぶ こと。

AUTOMATION,SOUROEDATA(オ ー トメー ション
,原 始 データ)

転 記 しな い で,多 くの 他の レ コー ドを作 成 す るた め に再三再 四使 える紙 テー プ
,パ ンチ カー

ド,ま たは タ グ の よ うな もの に コー ド形 式の 情 報 を記 録す る種 々の方 法 。SDAと 同 意。

AUTOMONITOR(オ ー トモ ニタ)

電子 計 算機 が実 行 した デー タ処 理 の記 録 を作 成す る こ とあるいは その た め に用 意 さ れ た プ ロ

グ ラムま たはル ー チ ン。
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〔B〕

BAND(帯 域)

(1)周 波数 範 囲

(2)き め られた範 囲 内の 周波 数 スペ ク トル

(3)一 定 範 囲内の 周波 数,こ れ らは また 別の 目的 に使 わ れ る。

(4)チ ャネ ルの 集 ま り

BAND,DEAD(死 帯 域)

入力 信号 が 出 力状 態 を変 化させ る ことな しに 変 り得 る特 別 な値 の 範 囲

BANDW工D[1]H(帯 域 巾)

(1)一 定 周 波数 の減 衰限 界値 内 で帯 域 を構 成 す る連 続 周 波数 群。 通 常,帯 域 巾は 帯域 内の 平均

減 衰量 よ り3デ ジベ ル以上 の 帯域 を横 切 る 巾 で定 義 され る。

② 一 定 周 波数 の限 界遅 延値 内で帯 域 を構成 す る連 続 周波 数 群 。

BAUD(ボ ー)

川 毎 秒 の 符号 要 素 数 で表 わさ れ る信号 速度 の単 位

(2)1秒 間 に連 続 し て送 られ るモール ス符 号 の ドッ ト数 の2倍 に等 しい 信号速 度 の 単位(RATE,

BITビ ッ ト比)お よび(CAPACエTYCHANNELチ ャン ネル 容量)の 項 を 参照。

B-BOX(REGISTER,エNDEXイ ン デ ックス レジ ス タ)と 同 じ。

BINARY(2進 法)

2つ の 相異 な る状 態 しか ない特 色,特 性 ま たは 状 態,た とえば2進 数 は基 数 を2と し,0と .

1だ け の数 を使 用す る。

(DECIMAL,BINARYCODED2進 化10進 法)の 項 と関遮(SYSTEM,NUMBER

記 数 法)の 項 を参 照。

B工ONIOS(バ イオ ニク ス)

生体 組 織 の 複 雑 な 機能 に似 た方 法 で,機 能 を 実行 す るハ ー ドウエ アをつ ぐり出 すた め に,生

体 組 織 の分 析 か ら得 た応 用知 識 。

B工 －STABLE(2安 定 性)

2つ の安 定 した状 態 の どち らか を表 現す る。 それ 故,1ビ ッ トの情 報を記|意す る。

13工丁(ビ ッ ト)

(1)binarydユgi七 の略(22進 法数 字 の うちの1字(3)パ ルス列 の中の1パ ル

ス 〔4)記 憶 装置 の情 報量 の1単 位

ビッ ト数は 装置 の と り得 る状 態数 の2を 底 と した 対 数 で あ る。
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BIT,PARITY(パ リテ ィ ・ビ ッ ト)

文 字 また は語 の2進 数"1"の 和 がパ リテ ィ ビ ッ トも含 め て奇 数 か偶 数 か を示 す ため の チ ェ

ク ビッ ト。 も しパ リテ ィ ビッ トが"1"で,"1"の 数 が全部 で奇数 な らば,こ の と き パ リテ

ィ ビッ トが"0・ とな る と"1"ビ ッ トは偶 数に なる 。 も し"1"の ビッ ト数 が パ リテ ィ ビッ

トを 含め て常 に 偶数 個 な らば,そ の シス テムは 偶数 パ リテ ィ シス テ ム,ま た,常 に奇数 個 な ら

ば奇 数 パ リテ ィシス テ ム とい う。

BIT,ZONE(ゾ ー ン,ビ ッ ト)

{1)各 文字 が6ビ ッ トで表 わさ れ る シス テム に おい て通 常,高 位 の2ビ ッ トの 部 分 をい う。 オ

ー バー パ ンチ と関 連 あ り。

② 項 目の種 類,た とえば数 字,文 字,特 殊 記号,コ マ ン ドな ど特 定 の項 目を表 わす た め に使

わ れ る構成 の中 の数 ビッ ト。

BLOCK(ブ ロ ック)

川 記憶 装置 に連 続 して記 憶 され て い る一つ の 意 味 を持 った単 位 と して考 え られた 語 の集 ま り。

② 上 記 の 如 く,一 組 の記 憶場 所 に格 納 ま た は,テ ー プ上 に記録 され る語 の集 ま り。

(5)1つ の ユ ニ ッ トとして働 く回路の 組 立 て。 た とえば 標 準設 計 の回 路 の ビル デ ィン グ ブ ロ ッ

ク ・お・よび シー ケン シ ャル回 路 の論 理 ブ ロック。

BLOCK,工NPUT(イ ン プ ッ ト ・ブ ロ ック)

(1)入 力情報 の読 取b,お よび処 理の た めに確 保 された 内 部 記憶 装置 の1部 分。

同 意語(エNPU[1]AREA入 力 エ リヤ)。(2)イ ンプ ッ トバ ッファ(3)外 部 記憶 媒体

か ら計 算機 の 内部記 憶 装置 に移 送す べ く考 え られ た]ブ ロック の語 の集 ま り。

B工.OCK,OUTPUT(ア ウ トプ ッ'b・ ブ ロ ック)

(1)内 部 記 憶装置 か ら外 部 記憶 媒体 に移 送す べ く考 え られ た1ブ ロックの 語 の 集団b

② 記 憶 され てい る デー一・一夕 を出 力す るた め に,確 保 さ れた 内部 記 憶装置 の1部 分。

BLOK,STANDBY(ス タ ン ドバ イ ・ブ ロ ック)

バ ッフ ァの よ り有 効 使用 をは か るた めに,バ ッ フ ァと連 絡す るため に設 け られた 記 憶場所 。

BOOTSTRAP(ブ ー トス トラ ップ)

記 憶 装置 に,ル ーチ ンのは じめ の数 命 令 を引 込 むた め の技法,こ れ らの 命 令 を使 って ル ーチ

ン の残 りを引 込 む。 これ は通 常,手 動 で,数 命 令 を入れ る か,ま た は操作 卓上 の特 殊 な キ ー を

使 うか のい ず れか で行 な われ る。

BRANOH(ブ ランチ)

何 らか の 基準 に より,1つ,2つ ま たは それ 以 上 の可 能 な コン トロール の道 筋 の選 択。 こ の

よ うな 動作 を指 示す る 命 令 を しば しば ブ ラン チ命 令 と よぶ。 しか し,コ ン トロール の移 りゃ ジ
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ヤン プとい う語 が広 く使 わ れる 。

BREAKPO工NT(プ レー;クポ ィン ト)

目 で みるチ ェ ック,印 刷,ま た は他 の 分析 を行 な える よう にプ ログ ラムの任 意 の個 所 で中断

す べ き点。 ブ レーク ポ イン トは一 般 に,デ バ ッギ イ ングの処 理 で使わ れ る
。

B-REGISTER(B－ レジス タ)

(1)イ ンデ ック ス レジス タと同 じ。(2)乗 除 算 の実 行 中に ア キ ュム レー タ の延 長 と して使

わ れ る レジス タ。

BRUSH(ブ ラシ)

パ ンチ カ ー ドか ら ア一 夕 を読 取 るため の 電導 体

BUFIFER(バ ッ ファ)

(1)異 な っ たアク セ ス タ イ ムや異 な った 形 式 の デー タ を取 扱 う際 に
,2つ の記 憶装置 や デー タ

間 の緩衝 記 憶装置 とな るデ ー タ処 理 シス テ ムの 内部 の1部 分 。通 常,入 力 また は 出 力 装置 と

高 速 の主 記憶 装置 間 の連 絡 の ため に使 用 す る。 バ ッ ファ記憶 装 置(4頗 を参照。 ② 論 理

的OR回 路(3)被 駆 動 回 路の駆 動 回路 に 対す る反作 用 を除去 す るため に 設計 され た 緩衝

部 分。 た と えば 緩 衝増 巾器 。.

BUG(パ ッ ク1虫)

ル ーチ ン や計算 機 の企 画 の誤 り。 あるい は 機能 欠 陥。

BUS(バ ス)

デ ー タや 電 力の 伝 送回 路・ しば しば 多 くの装 置 間の共 通 連 絡 線 と して動 作 す る。 ②2つ

の 交換 点 間 の通 信 路。

BYTE(バ イ ト)

(1)適 当 に ま とめ られ た2進 数 の集 りを示 す 一般 的 術 語,た とえば8ビ ッ トま た は6ビ ッ トバ

イ ト。

② 通 常,1単 位 と して処 理 され る2進 数 の1組 、

〔C〕

CALCU1、ATOR(カ ル キ ュ レ一 夕)

ω 主 と して,手 動 で挿 入 され た,あ る い は パ ンチ カー ドの デー タ,お よび命 令 に よっ て,初

歩的 な 算 術演 算 を行 な う装 置。 コン ピ ュー タの 代 りに使わ れ る こ とも ある。

CALL工N(ゴ ー ル イ ン)
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メイン ル ーチ ンか ら,副 次 的 目的 を実 行 す るた め に一 連の 計算 処理 の中 に挿 入 された サ ブル

ーチンuaデ ジ タル計 算機 の コン トロール を1時 的vaPtす こと。

CARD,ASPEGT(ア スペ ク ト ・カー ド)

情報検 索 シ ズテ ム にお い て,文 献 の受入 番号 を登 記 した カ ー ド。 文献 は カ ー ドに登 記 され て

い る内容 と重要 事項 に つ い て一 致 してい るか判 定 され る。

CARD,CONTROL(コ ン トロ ール カ ー ド)

一 般 ル ーチ ンの特 定 の 応 用 のた め に,入 力デ ータや パ ラ メー タが 含 まれ て い るカ ー ド。

CARD,EDGENOTCHED(エ ッヂ ・ノ ッチ ド・カー ド)

符号 化 した情 報 の使 用 と,単 純 な機 械 的 索引 のた め に1っ,ま たはそれ以上 の 縁 に 連続 に孔 の

あい た任 意 の大 き さの カ ー ド。 それ ぞ れの孔 の 位置 は,カ ー ドの縁 の孔 まで刻 み 目を つ け るこ

とに よっ て,情 報 の項 目を 符号 化 して表 わ せ る。 所要 の情報 を 含む カ ー ドは,孔 の位置 に体 の

長 い針 を挿 入 し,刻 み 目の つ いた カ ー ドが針 か ら落 ち る よ うにデ ックを持 ち上 げ るこ とに よっ

て,デ ックか ら機械 的 に選 別 で き る。不 要 の カー ドはデ ックに残 る。

CARD,EDGEPUNOE[ED(エ ッヂ ・パ ン チ ド ・カー ド)

さん孔 テ ー プに使 って い るの と同 じ形 式 で,一 方 の縁 に孔 をあ け る こ とに よ り,情 報 が記録

または 記 憶 で き る固定 した大 き さの カ ー ド。孔 の 位置 は5、6,7,ま たは8チ ャネル の符 号 形式 で

配 列 され る。 通 常,BCD(2進 化10進 法)の 形 でデ ータを表 わす 。

CARD(80)COLUMN(80桁 カ ー ド)

80字 を表 わ せ る80桁 の パ ン チ カ ー ド。各 桁 は2つ の部 分 に分 け られ る。1つ は0か ら9

までの 識 別 がつ いた部 分 で,他 の1つ は11と12の 識 別 がつけ られ て いる。 また,11と12

の位置 は それぞ れX,Yゾ ー ンパ ノ チ と云わ れ るこ と もあ る。'

(CARD,PUNOHパ ン チ カ ー ド,お よびOARD,NINETYOOLUMN9〔 桁 カ ー ド)

の項 と関 連

GARD,MASTER(マ ズ タ ・カー ド)

一 群 の カ ー ドに対 して 固定 した,ま たは 見 出 しの情 報 を含 ん でい るカ ー ド。 通 常,カ ー ド

の集 ま りの最 初 の カー ド

CARD,NINETY(90)COLUMN(90桁 カ ー ド)

90字 を表 わ せ る90桁 の パノ チ カー ド。桁 は横 に半 分つ つ に分 け られる。 上 半分 の 桁 は1

か ら45ま で,下 半 分は46か ら90ま で番号 が つけ られ て い る。6つ の せ ん孔位 置 が各桁 に

使 われ る。 すな わ ち,上 か ら下 に1個 の パノ チでO,1,5,5.7,9,の 数 を表 わ す。2,4,6,8.お よび
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他 の文 字は2つ 以 上 のパ ン チ の組 合 せ で表 わす。

(OARD,PUNCHパ ノチ ヵ ー ド)お よび(CARD,80COLUMN80桁 カー ド)

の項 と関連 。

CARD,TRANS工TION(ト ラン ジ シ ヨン ・カー ド)

プ ログ ラム カ ー ドデ ッ クの ロ ーデ ィン グに使 用 す る カー ド。 ロ ーデ ィン グの 終 端 とプ ログ ラ

ムの 実行 の 開始 を 指示 す る。

CEL,!,(セ ル)

(1)1単 位の情報 の記憶場所 通常1字 が1語(2)全 ア ドレスまたは1部 のア ドレ スで示 された記

憶能力のあ る場所,

実際 には梅 フ ィール ド,ロ ケーシ ョンおよびブロックという言葉 の方が適当である。

OELL,BINARY(バ イナ リ セル)

(1)2進 数1字 分 の セル(2}1ビ ッ トレ ジ スタ また は ビ ッ ト位置

OHAD(チ ャ ド)

情 報 を表 現す る ため に孔 をパ ンチ し てい る と きに,取 り除 か れ た紙 テ ー プや パ ン チ カー ドの

小 片。

CHADED,PAPERTAPE(チ ャ ド付 き紙 テ ープ)

(TAPE,CHADEDPAPERチ ヤデ ッ ド紙 テ ー プ)の 項 を 見 よ。

CHADL,ESS(チ ャ ドレ ス)

さ ん孔 された 孔 の 周 りに 円 周の 約1/4程 度 附着 した各 チ ャドを その ま ま残 す紙 テ ープの さ

ん孔 形 式 は さん孔 テ ー プ上 に書 き込 まれ た,あ るいは 印刷 され た情 報 を消 失 した くない場 合 と

か,せ ん孔屑 を作 りた くな い場合 に有 効 で あ る。 テ ー プにせ ん孔 屑 がつ い てい る ときは紙 テ ー

プの 電 気的 また は 光 電 的読 取 りの 信頼 度 が おち る。 そ こでチ ャドレ ス紙テ ープ は機械 的 な ピン

で感 知 しな けれ ば な ら な い。

OHADLESSPAPERTAPE(チ ャ ドレ ス ・紙 テ ー プ)

(TAPE,CHADL,ESSPAPER,チ ャドレ ス紙 テ ー プ)の 項 を見 よ。

CHAIN(チ ェ ーン)

ω 互いに連結 した項目の連続。 ② 直列に計算機を動作させるセグメン トを構成する

ル ーチン に関 係 す る もの。 一 時 に計算 機 内で は一 つ だけ が処 理 され
,各 チ ェ ーンは 前 の プ ロ グ

ラムの出力をチェー ンの入 力 とし て使 用 す る。

CHANNEL(チ ャネル)
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(1)情 報 特 噸 続 のデ ・ジ ・ トま た は文字 が送 られ る経 路
,(2)1つ の 靴 と して扱 か わ

われ る1つ ま たは それ 以上 の 並 列 トラ ック

CHARACTER,BエNARYOODED(2進 化 文字)

英 数 字,記 号 を 表現 す る記 法 の1つ 。10進 数,英 字,お よび 句読 点を あ らか じめ決 め た一

連 の2進 数 の配 列 で表 わす 。

OHARACTER・REDUNDAN[1](冗 長文字)

一 定 の 約束 に よ り
,妥 当 性を保 証す るた め,文 字 列に 特 別 に加 え られ た文字 。 計 算機 の 誤 操

作 の検 出 に 使用で きる。

OHART・FI,OW(フ ローチ ャー ト)

作 業 手 順 の主 な段 階 を 図示 し た もの。 図 形 の シ ン ボルは帳 票
,機 械,ま たは 処理 の 動 作 を表

わす 。 処 理方 法 よ りは,む しろ ど こで,誰 が何 を行 な うか とい うこ とに重点 が おか れ る。

同 類語(PROGRESSCHARTプ ログ レ スチ ャー ト)お よび(FI,OWDIA(}RAM

フローダイアグラム)

CHARTLO(}IGAI,FLOW(ロ ジ カル ・フ ロ ニチ ヤー ト)

論 理 的 に作 業 手順 の 詳細 な 分解,ま たは特 定 の機 械 の動 作特 性 を作 図 した もの

簡 単 な記号 ヵ情 報の表 現お よび入 力,出 力,算 術 演算 ,論 理 演算 の記 述 に使 わ れム。 一 組 の

標準 ブ ロ ック記 号 を 使 って動作 の型 を図示 す る。 普 通 ,コ ーデ ィン グの 順序 は ロジカ ル フ ロー

チ ャー トに従 が う。

CHEOK,DUMP(ダ ン プ ・検査)

通 常,ダ ン プの 間 中,す べ ての数 字 を加 算 し,再 移 送の 時,合 計 の チェ ックを す る検査
。

CHEOK,DUPLIGA[1]ION(二 重 検査)

同 時 に2台 の機 械 で,あ るいは 別 な時 間rc同 じ機 械 で,同 じ処 理 を独立 に2回 行 な った結 果

が一 致す るか 否 かを調 べ る検 査。

OHEOK,ECHO(エ コー検 査)

出 力の正 確 さを保 証 す るた め に,出 力 装置 に送 られ た情 報を 元 に送 りか え し
,は じ めの情 報

と比較 す る とい った 伝送 の正 確 さの検 査

CHEGK,FORBIDDENCOMBINATION(非 許 容組合 せ の検査)

規定 以 外 の コー ドがあ るか否 かを調 べ る検査 で,普 通,自 動 検査 で あ る。 コー ドの 中 の1つ
,

ま たは それ 以上 の測 が・ ・寸 の認 め て賊 離 合 せ をつ くる よ うに 配 雄 ・一 ド
,註

は誤 り検 出 コー ドを使 用す る。
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パ リテ ィ ・チ エ.ク は それ ぞれ規 定 の コ ー ドの 中の1,ま た0の 総 数 が常 に偶 数 か奇 数 にな る

よ うに 自己検 査 コー ドを利用 す る。 検査 は偶 数 パ リテ ィまた は奇 数 パ リテ ィの どち らで もで き

る。 冗 長検 査 は チ エ ックデ ジ ・トとよば れ る余 分 な数 字 を 利 用 した 自己検 査 コー ドを 使 か う。

この検 査 方 式 を 適用 され て い るい ろい ろな 名称 は 次 の とお り。

非 許 容 パル スの組 合 せ,使 用 しな い オ ー ダ,不 正 イン ス トラ クシ ・ン。

不 正 コマ ン ド,不 正 コ ー ド,許 可 して な い数 字,存 在 し な い コー ド,お よび使 用 し ない コー

ド。

CHECKMODULON(モ ジ ュールN検 査)

希 望 の 数 をNで 割 った ときの余 りに等 し い チェ ッ クナン バ ーを利 用 す る検査,た とえば,モ

ジ ュ ール4の 検 査 の 場合,チ ェ ックナ ンバ ーは0,1,2,ま た は5に な る。 そ し て,4つ つ割 っ て

いたAの 余 りが定 めた チ ェ ックナ ン バ ーBに 等 し くな けれ ば な らな い。 さ もな け れば 機械 の誤

動 作 が 生 じた こ とにな る。

CHECK,PARITY(パ リテ ィ・チェ ック)

文字 または 語の2進 数 字 に,モ ジ=一 ル2の 数 字 が 加 え られた 合 計 の検 査。 その和 は,あ ら

か じ め計 算 したパ リテ イデ ジ ッ トに 対 しての み検 査 さ れ る。す なわ ち,1語 の 中の1の 数 が奇

数 か偶 数 か を調 べ る検 査 。

GHECKPOINT(チ ェ ック ポイ ン ト)

機械 が 動作 中 のあ る点で,入 出力 テ ー プの位 置 や ワーキ ング ス トー レ ッジの 写 しの よ うな 動

作 時 のす べて の変 量 の状 態 を磁 気テ ープに 記録 す るた め に,処 理 を1時 停止 させ るこ と。 チ ェ

ック ポ イン トは誤 動 作 に よ って実 行 させ られ る再 処 理 時 間を最 小 にす るた め,リ ス タ… ト(又

は 再 開始)ル ーチ ン と一緒 に使 わ れ る。

CHEOK,PRO(}RAM(プ ロ グラ ム チェ ック)

(1}答 の わ か って い る類 似 の プ ログ ラム に問題 の サ ン プルを 処 理 させ るか,ま たはAのB倍 と・

BのA倍 とを 比較 させ るよ うな算 術 や論 理 チ エ ・クを使 って,正 しい プログ ラム と機 械 操 作

を決 定 す る シス テ ム。

② この検査 方 式は 自動 検 査機 能 を もた な い プ ログ ラ ムや 計算 機 に備 え られ る。 この方 式は 内

部 に 自己検 査 機 能 の な い計 算 機 で プ ログ ラム を処 理 す る場 合 に関 係 があ る。

同 意 語(ROUTINECHEOKル ー チン チ ェ ック),ま た(CHEOK・AUTOMAT工C

自動 チ ェ ック)の 項 と関連 。

OHEOK,REDUNDANT(冗 長検 査)
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冗 長 文字 を利用 した チェ ック

CHECK,RESIDUE(剰 余 検 査)

(1)モ ジ=一 ルNの チ ェ ック ②AをNで 割 った余 りBを チ ェ ック ・デ ジ ッ トと し

てAの あ とに付加 して,数 値 デ ー タや算 術 演 算 を調 べ る。

CHECK,SEQUENCE(シ ーケ ン ス ・チ ェ ック)

す で に順 番 に配列 され て い る筈 で ある フ ァ イル の中 の項 目の順 序 を調 べ るた め の操作

CHEOK,SUMMATION(合 計 チ ェ ック)

1組 の数 字 を一 般 に桁 上 りを 無視 して合 計 ナる。 そ して,そ の合 計が 前 に計算 し た値 と現 在

合 計 した 値 と一 致 す るか ど うかを 調 べ る。

CHECK,TRANSFER(移 送 チ ェ ック)

情報 が あ る場 所 か ら他 の場 所へ 正 しく移 送 され た か否か を調 べ る。一 般 的 には 各 文字 を 別 な

時 間 で,ま たは 別 な経 路 で移 送 した 同 じ文字 の 写 しと比較 す る。

CHEOK,TWIN(対 検査)

2重 の ハ ー ドウェア に よって 自動 比 較 を行 な う2重 チ ェ ック

CHECK,VALIDITY(妥 当性 チェ ック)

す で にわ か って い る限 界,ま た は与 え られ た情 報 や計算 結果 を も とに した チ ェ ック。 た とえ

ぽ,暦 月は12よ り大 き い数 は ない し,ま た1週 間は168時 間 よ り大 き くな らな い。

OLOCK(ク ロ ック)

ω 同期 式計 算機 の動作 のた め に基 本 パ ル スを与 え るの に使 わ れ る主刻 時装 置 。

② 実 稼働 時 間の経 過 または そ の近 似 値,さ らに実 行 さ れた オペ レ ー シ ・ンの数 を 自動 的 に記

録 す るレ ジ スタ。 これ らの内容 は 計 算機 プロ グ ラムに有用 であ る。

GLOCK,REAI,TIME(リ アル タ イム ・ク ロ ック)

計 算 機 プログ ラム に よ って見掛 け の時 間 が示 され るの に対 して,実 際 の経過 時 間 を示 す時計,

す なわ ち,ミ サ イル の飛 行 の経 過時 間中 に,60秒 間の飛 行 軌 道が 正味200ミ リセ コン ドで計

算 さ れ,0,1秒 間の距 離 が100マ イ ク ロセ コ ン ドで積 算 され る よ うに。

CODE,A.BSOL,U[1]E(絶 対 コ ー ド)

絶 対 ア ドレ スや 絶対 命 令 コー ドを使 った コー ド。 す な わち,読 取 りゃ書 き込 みす る ため に引用

した オ ペ ラン ドが実 際 の位 置 を示 す コー ド。

OODE,A工IPHABETIO(≡ 英字 コ ー ド)

機 械 に情 報を入 力す るた め の準備 をす る際 に使 う英 字 の省 略形,た とえばBOSTON,NEW一



.276

York,Philadelphiaお よ びWaもhing七 〇nを 英 字 コ ー ドで 表 わ す と,BS,NY,

PH,WAと い う具 合 に書 く。

OODE,AUTOMATIO(自 動 コ ー ド)

記 号 言 語 を 自動 機 械 や 計 算 機 械 が 動 作 す る機 械 語 に ほ ん 訳 ま た は 変 換 を 機 械 に 行 な わ せ る コ

ー ド
。

OODE,BINARY(2進 法 コ ー ド)

川 任 意 の デ ー タ の コ ー ドが0ま たldlの ビ ッ ト使 用 だ け で 行 な わ れ る。

(2)10進 数 字 のO,1、 ・ …,9の どれ も が 基 数2の 連 続 な2進 数 字 で等 し く表 わ さ れ る。

CODE,BIQUINARY(2進5進 法 コ ー ド)

ど の10進 数 字 も2つ の 部 分 の 合 計 で表 わ さ れ る 。1つ は10進 数 の0か5の 値 を も ち,

他 の1つ は0か ら4ま での 値 を も っ てい る 。

算 盤 は2進5進 法 コ ー ドを 使 っ て い る 。 以 下 に 例 示 す る 。

10進 法

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

2進5進 法

0000

0001

0010

0011

0100

1000

1001

1010

1011

1100

説 明

0十 〇

〇 十1

0十2

0十5

0十4

5十 〇

5十1

5十2

5十5

5十4

OODE,COLUMN-BINARY(カ ラ ム バ イ ナ リ ・ コ ー ド)

カ ー ドの 桁 の 各 位 置 に パ ン チ さ れ て い る か 否 か に よ っ て,一 連 の ビ ッ トを表 わ す もの で,せ

ん 孔 カ ー ドに 使 わ れ る コ ー ド。

カ ラ ム バ イ ナ リ コ ー ドは56ビ ッ トの ワ ー ドマ シ ン計 算tUfC広 く使 わ れ,5桁 の1組 は1語

を 表 わ す 。

CODE,ERROROORREOTING(誤 り訂 正 コ ー ド)

ビ ッ トの 増 加 ま た は 消 滅 に よ っ て 生 じ る パ ル ス の 存 在 し ない 筈 の 組 合 せ に よ っ て そ の ビ ッ ト
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が 誤 りで ある こ とを示す よ うな誤 り検 出 コー ド。

CODE,ERRORDETECTIN〔}(誤 り検 出 コー ド)

非 許 容 の組 合 せを 生 じ る誤 りの コ ー ド。1個 の誤 り検 出 コー ドは,も し1つ の数 字 の ビ ・ ト

が1つ 増 えた り,減 った りした場合 に非 許容 の 組合 せ にな る。

2個 の誤 り検 出 コー ドは,1つ の文 字 の ビ ッ トが1つ また は2つ 増 え た り減 った り した場 合 に

も非許 容 の 組合 せ に な る。

同 意 語(CODE,SELFCHECKエNG自 己検 査 コ ー ド),(NUMBER,SELF

CHECKING自 己検 査 番 号)の 項 と関連。

OODE,EXCESS-THREE(5余 りコー ド)

2進 数 の各 数 字 に5を 加 えた 値 を2進 化10進 法 コー ドで表 わ した もの。 た とえば,

10進 数

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

3余 り コ ー ド

0011

0100

0101

0110

0111

1000

1001

1010

1011

1100'

2進 数 値

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

CODE,GRAY(グ レ イ ・コ ー ド)

一・連 の 数 字 を 表 わ す の に
,全 ビ ッ トの 内 の1個 所 だ け を 変 化 さ せ る こ とに よ っ て 次 の 数 値 を

表 わ す2進 法 コー ド。 た と え ば

10進 法2進 法 グ レ イ

0000000

1001001

2010011

3011010

4100110

5101111
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この よ うに,1つ の10進 数 か ら次の数 字 に 移 る とき,た った1つ の2進 数 の 値 が変 わ る。

同意 語(GYOLIICOODE循 環 コー ド)

CODE工,INE(コ ー ドライ ン)

問題 を解 くため,特 定 の 計算 機 の コー ドで,1命 令 が通 常,1行va書 かれ る。命 令 は そ れが

実 行 され てい る間 中,一 般 には 計 算機 の プ ログ ラム レジ スタに全体 が記 憶 され て い る。 命令 は

計 算 機 の 中 で読 取 り,ま たは 書 込 まれ た りす る数 や機 械 語 の 記 憶場 所,あ る いは レ ジ ス タの1

つ以 上 の 番地 を もっ てい る。 そ して,1つ また は そ れ以 上 の 動作 が 実行 され る。

同 意語(LINE,PROGRAMプ ロ グラム ・ラ イン)。

OODE,MIORO(マ イク ロ ・コ ー ド)

川 普 通 の プログ ラ ミング では ア ク セ ズで きな いサ プオ ペ レ ー シ ・ンを 利用 す る コ ーデ ィン グ

方 式,た とえば,乗 算 や除 算 の1部 分 の 動作 を利 用 す る コー デ ィン グ。

② 小 さな プ ログ ラム ステ ップ の リス ト。 これ らの ステ ップの組 合せ が,自 動 的 に 指定 した 順

序 で,乗 算,除 算 お よび平 方根 の よ うな マ ク ロ動 作 を 実行 す る。

CODE,MINIMUMACGESS(ミ ニ マ ム ・ア クセ ス ・コー ド)

記 憶 装 置 と他 の 機 械 部 品 との 間 の デー タや 命令 の移 送の 遅れ を最 小 にす る コーデ ィ ン グ

方 式。

CODE,MNEMONICOPERATION(ニ ュ・一モニ ック ・オペレーション ・コー ド)

人 間 が命 令動 作 を覚 えや す い形 に簡 略化 して表 わ した コ ー ド。

ニ ュ ーモ ニ ック ・コー ドは 計 算機 で 実行 させ る前 にア セン ブ ラで
,実 際 の 命 令 コー ドに変 換

す る必要 があ る。 た とえば加 算 のAdd,記 憶 装置 を ク リヤす るCLIRお よび平 方 根算 出のS

QRな どが あ る。

CODE,MODUI,ATION(変 調 コー ド)

す で に定 ま って い る方 法で,信 号 に変化 を 起 こさ せ るの に使 うコ ー ド。 大 抵 の場 合,デ ータ

を 伝送 す る搬 送 波 を変 調 す るの に使 う。

GODE,MUL,TIPエIEADDRESS(多 重 ア ドレ ス コー ド)

計算 機 が動 作 してい る間 に使 われ る ア ドレス を1つ 以上 命 令語 の 中に記 述 で き る命 令 コー ド。

4ア ドレス コー ドの 代表 的 な命 令 では ア ドレス は2つ の オペ ラン ドの位 置 と演 算 結=果の 記憶位

置 齢 よび 次 の命 令の 記憶 位置 を表 わ す。3ア ドレス コー ドでは,4ア ドレスの よ うに 次 の命 令

の位 置 を記 述す る こと を しな い で,す でに 配列 され てい る順 に 記憶 装置 か ら命 令 が と られ る。

2ア ドレス コー ドはオ ペ ラン ドの位置 を書 く。 演 算 の結 果は2つ のア ドレス の うちの1つ に,
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あ るいは,結 果 の格 納先 は他 の命 令 で 指定 さ れ るo

CODE,NUMERIO(数 字 コー ド)

情 報 を計 算機 に入 力す るた めの 準備 に 使わ れ る簡 略化 した 数 字 コー ド。 す な わ ち,す べ て の

情報 は数量 的 表現 に な る。

CODE,OPERAT工ON(オ ペ レ ー シ ョン ・コ ー ド)

計算機に行なわせる命令動作をコードの形で表わした命令語の中の1部 分。

OODE,OPTIMUM(最 遠i化コ ー ド)

特 別 な状 態 に対 して特 に有 効 な計算 機 コー ド。 た とえば 実 行 時 間の最 小,記 憶 装置 の スペ ー

スの 最 小 また は有 効 使 用,お よび最 小 の コーデ ィン グ時間 。

CODE,PULSE(パ ノレスコ ー ド)

(1}特 定 の意 味 を もた された1組 のパ ル ス コー ド。(2)文 字 の2進 法 表現

GODE,QUIBINARY(5進i2巡i法 コー ド)

10進 法 の各数 字 は それ ぞ れ8.6,4、2,0,1,0の 係数 を もつ7ケ の2進 数 字 で表 現 す るため の

2進 イヒ10進 法 コ ー ド

GODE,RELATIVE(相 対 コー ド)

す べ ての ア ドレ スは 任 意 に選 んだ位 置 との関 係 で記述 され る,ま たは 計 算可 能 な形 で,記 号

的 に表 現 され る コー ド。

CODE,SEL,F]DEMARCATING(自 己区 分 コー ド)

2つ の 続 いた コ ー ドか ら セ グ メン トの相 互作 用 に よ って正 し くな い組 合 せ が発 生 しな いよ う

に調 整 お よび 選択 され た記 号 コ ー ド。

CODE,SKELETAL(基 幹 コ ー ド)

入 力の パ ラ メー タを 使 って一 般 ル ーチ ン よ り完 成 され るル ーチ ン の骨組 み

GODE,STRAIGHT工IINE(直 線 コ ー ド)

同一 の 処 理 につ いて各 くりか え しご と に ア ドレス修 飾,ま たは 非 ア ドレス 修飾 の 命令 をい ち

い ち書 くことに よる一 連 の命 令。 普 通,直 線 コーデ ィン グは 等 しし(ルー プ形 の コー デ ィング よ

りも実 行 時間 は 少 な く,記 憶 場所 は余 計 に 要る。 も し,く りか え し数 が大 きい場 合,ジ ェ ネ レ

ー タを使 わ な けれ ば この コー デ ィン グ形式 は非 常 に長 た ら し くな る。 直線 コー デ ィ ングは 必要

な反復 数 を コー デ ィン グす る困 難 さ と同 じに,必 要 な記 憶場 所 に よ って も限 定 され る。

00DE,SYMBOLIC(記 号 コー ド)

原 始 言語 で プ ログ ラムを 表現 す る。 す なわ ち ハ ー ドウエア とは独 立 な シン ボ リ ックな 名前 や
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ア ドレ スに よ って記 憶場 所や 命令 動作 を示 す。

同 意語(PSEUDOGODE擬 似 コ ー ド),反 意語(CODE,MACHエNE[、ANGUAGE

機械 語 コー ド)

CODE,TWO-OUT-OF-FIVE(20UT ,OF5コ ー ド)

10進 数 字0,1,e■ ・・9,の 各 数 字 を,2ビ ッ トが1残b,3ビ ッ トが0の,全 部 で5ビ ッ

トの2進 数 で表 わす。

CODER(コ ーダ)

詳 細 な フ ロ ーチ ャー トか ら一 連 の命 令を作 る入 の こ と。 解 析 手順 は 他の 入 が作 る。 これに対

し て,プ ログ ラマは手 順 と フ ローチ ャー トを作 成す る。

COLLATE(照 合)

複 数組 の順 序づ け ら れた デ ータ また は カー ドを,も との順 序 を くず さな いで1組 また は それ

以 上 の組 に まと め る こ と。照 合 処 理 は い くつ か の共 通項 目で互 いに順 番 に並 んで い る2組 の カ

ー ドをその 共通 項 目で順序 づ け られ た1組 に ま とめ る ことで あ る
。

COLL,A[1]OR(照 合 機)

複 数組 の カ ー ドデ ック また は他 の 媒体 を 順番 に照合 また は組合 せ るた め に使 用す る装 置 。 カ

ー ド照合 機 の代 表 的 な ものは2組 の順 番 に並 ん だ カ ー ドが処 理 で き る よ うに2個 の入 力 フ ィー

ドと,処 理 に よって順 番 に並 ん だ4組 が作 り出せ る よ うに4個 の 出力 ス タ ッカがつ い てい る。

さ し込 み式 の配 線盤 の結果 で定 ま る一 定 の 判定 基 準 に もとつい て,カ ー ドを それ ぞれ の スタ ッ

カに おさめ る 選別 に3つ の 比 較 ステ ー シ ョン が使 われ る。

OOMMAND(コ マ ン ド)

ω 電 気的 パル ス,信 号,ま た は ある操 作 を 開始,停 止 ある いは 継 続させ るた めの信 号 の組 。

命 令の 同 意語 と して 使 うのは正 し くな い。

② 実 行す る動 作 を記 述 す る命 令 語の1部 分。

OOMPARA[1]OR(比 較 機)

ω 転写,記 憶 内容,算 術 演 算 または 他 の処 理 の 正確 さを確 か め るた め に, .同じ情 報 の2つ の

別 な写 しを 比較 す る装置 。2つ の項 目間 の あ る関 係,す なわ ち,1つ の項 目が もう一つ の 項 目

よ り大 きい か,小 さ いか,ま たは 等 しい かに よ って 信号 が 出 され る。

COMPATIBI1,ITY,EQUエPMENT(機 械 の互換1生)

他 の計 算機 で作 成 したデ ー タを,変 換 や コー ドの 修正 を しな い で,あ る計 算 機 が受 入 れ て 処

理 で きるか 否か とい うこ と。
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COMPILE(コ ンパ イル)

原 始 言語 で書 いた ル ーチン を,原 始 言語ル ーチ ンの命 令やそ の 他の 記号 の指 示 に した が って

ライブ ラ リ ルーチ ンか ら適 当 な サ ブル ーチ ン を選 択 し,ま た,サ ブル ー チ ン を動作 可 能な ル

ー チ ンに結合 す る ため の リン ケ ー ジをつ くり
,ま た,サ ブル ーチ ン と リン ケ ー ジ を機 械語 にほ

ん 訳 す る こ とに よっ て,機 械 語 ル ー チ ン を作 る こ と。 コンパ イル した ル ー チ ンは 記憶 装置 に ロ

ー ドお よび実行 され る よ うに な っ て い る
。 すな わ ち,コ ンパ イラは通 常,コ ン パ イル され たル

ーチ ンを実 行 しな し(
。

COMPI工 」ER(コ ン パ イ ラ)

ア セ ンブ ラ よ り強 力な プ ログ ラムであ る。 命令 を ほん訳 す る ことのほ か に,ア セ ン ブ ラと同 じ

処理,た とえば 通 常 サ ブ ル ー チ ン と呼 ばれ る一 連 の 命令 で入 力 のあ る項 目の さしか えが で き

る。 アセ ンブ ラは項 目を項 目 にほ ん訳 し,入 力 した と同 数 の命 令 や定数 が 出力 さ れ るげれ ど,

コン パ イラは,そ れ以 上 出力 す る。 コ ンパ イル され た プロ グラ ムは元 の 内容 を ほ ん訳 お よび展

開 して い る。 同意 語(OOMPILIエNGROUTINEほ ん訳 ル ーチン)。(ASSEMBLER

ア セン ブラ)の 項 と関 連。

COMPUTER(コ ン ビ=一 夕,電 子 計 算機)

情報 の 受げ 入 れ,定 め られ た手 順 に よる情 報 の処理,お よ び処 理 結果 を出 力 で き る装 置。

通 常,入 力 お よび 出力装 置,記 憶装 置,演 算 お よび論 理 装置,さ らに制 御 装置 か ら構成 され

て い る。

GOMPUTER,ABSOLUTEVALUE(絶 対 値 コン ピ ュー タ)

常 に,す べ て の変 数 の 値 が 完 全 に 入 っ て い る 形 で 表 わ さ れ たデー タ を処 理す る コンピュ

ー タ

OOMPUTER,ANALOG-(ア ナ ログ ・コン ピ ュー タ)

物理 的 相似 で変 数 を表 現 す る コン ピ ュータ。 この種 の コン ピ ュータは流 れ,温 度,圧 力,角

度 で 測 っ た 位 置,ま た は 電 圧 の よ う な 物 理 的 条 件 を,機 械 的 ま た は 電 気 的 量 に 変 換

し て 問 題 を 解 く。 そ し て 調 べ られ る べ き物 理 的 現 象 を 機 械 的 ま た は 電 気 的 等 価 回 路

で 表 示 す る 。

一 般 に各 変 数 に アナ ログを 使 いア ナ ログ で 出力す る。 デ ィジ タル コン ピ ュ ータが 不連 続量

で計算 す るの に対 して,ア ナ ロ グ コン ピ ュー タは連続 量 で測 定 す る。

(MACHINE,DATAPROCESSINGデ ータ処理 装 置)の 項 と関連 。

OOMPUTER,ASYNOHRONOUS(非 同期 式 コン ピ ュー タ)
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各動 作 の実 行 が,前 の 動 作 が完 了 した とい う信 号,ま た は 次 の動 作 に 必要 な計 算機 の 部 分 が

使 用可 能 で ある とい う信号 に よ って,開 始 され る。

反意 語(COMPUTER,SYNOHRONOUS同 期 式コンピ ュータ)

OOMPUTER,BUFFERED(バ ッファつ き コン ビ=一 夕)

低速 の入 出力 装 置 と高速 の コン ピ ュータ との釣 合 いを とるた め に,入 力お よび 出力デ ー タを

1時 的 に記憶 で き る記 憶装 置 を もって い る計算 機 シ ステ ム。 した が って,入 出力 と計算 の 同 時

処理 が で き る。 デ ータ チ ャネル を 頻 繁に使 用中 試 験す る必 要 ヵ浅 くな るの で,デ ー タ伝 送 トラ

ップが バッ フ ァ リン グ の有 効使 用 の 鍵 であ る。

GOMPUTER,DIGITAL(デ ジ タル ・コン ピ ュー タ)

連続 量 の デ ー タを扱 か うアナ ロ グ ・コン ピ ュータ と比較 し て不 連続 デ ー タの 組合 せ で表 わ さ

れた 情報 を 処理 す る コン ピ ュータ。

特 に,一 連 の算 術 お よび論 理 演算 を単 にデ ー タだけ で な く,命 令 自体 に も 実 行 で き る 装 置

で あ る。 さ らに,プ ロ グ ラム記 憶 方式 のデ ジ タル コン ピ ュ ー タは 内部 に記 憶 され た一 連 の命 令

を実 行 す る こと が で き る。 これ は ち エう ど,カ ー ドプ ログ ラム計 算機 械 の ように命令 を 入 手 で

入 れ てや る機 械 と対 照 的 で あ る。(MACHIN,DATAPROGESS工NGデ ー タ処 理装置)

の項 と関連 。

GOMPUTER,FIXEDPROGRAM(プ ロ グ ラム固 定 式計 算 機)

計 算機 の 中に一 連 の 命 令 が永 久的 にあ るいは配 線 に よ って組 込 まれ た もの で,自 動 的 に実 行

し,か つ これ は配 線 を変 更 した り,記 憶部 を と り換 える以 外 に は計 算機 や プ ログ ラマに よ って

変 更 され る こ とはな い。

OOMPUTER,GENERALPURPOSE(汎 用 計 算 機)

様 々な問題 を解 くた めに設 計 され た計 算機。 た と えば大 規 模 な ア プ リケー シ ・ンに適 用 す る

た めの プロ グ ラ ム記 憶 式 計算 機 。

COMPUTER,INOREMENTAL(イ ン ク リ メン タノレ計 算 機)

変 数 その もの よ り も変 数 の 中の変 化 が表 わ され る よ うな計 算 機。これ ら の変 化は 問題 の 方 程

式 で定 義 され た よ うな独立 変 数 の変 化に よる もの であ る。

CQMPUTER,LエMITED(リ ミテ ッ ド計 算1幾)

計算 時 間 の方 が入 力 を 読 取 った り出力 を書 き出す 時 間 よ り大 き い状 態。

COMPU「 たER,PARALLEL(並 列計 算 機)

数 字 また はデ ー タの列 が 計算 機 の 別個 な装 置の 間 で平 行 に処 理される計 算 機。並列,ま たは 直
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列 に動 作 させ るかは 計算 処 理 に よ って 定 め られ る よ うに各装 置 は違 った方法 に結 合 で き る。 並

列 と直 列 を 混合 した機 械 は,し ば しぼ実 行 され る演算 処 理 の方 法 に よっ て直列 また は 並列 計算

機 と呼 ば れ る。

た とえば,並 列計 算機 は,直 列 また は 並列 の どち らかで 数字 を組 立 て てい る ビ ッ トを扱 か う

計 鏑:機で あ る。

GOMPUTER,SERIAL(直 列 計 算 機)

数 字や デ ー タの列 が計 算機 の別 個 な装 置 で直 列 に処 理 され る計算機 。 直列 と並列 の 混合 した

機 械 は,し ば しば実 行 され る演 算 処 理の 方法 に よ って,直 列 または 並列 計算 機 と呼ば れ る。

た とえば,直 列 計 算機 は,直 列 また は並 列 の どち ら かで数 字 を組 立 てて い る ビ ・ トを 扱 か う

が10進 数 字 は直 列 に 扱か う計算 機 で ある。

COMPUTER,SOI,IDSTATE(固 体 素子 計 算機)

主 に 固体 電子 回 路 素子 か らで きて い る計 算 機。

OOMPUTER,SPECIALPURPOSE(専 用計 算 機)

●

特 殊 な,ま た は範 囲の 狭 い問題 を解 くた め に設 計 され た計 算機 。

COMPUTER,STOREDPROGRAM(プ ログ ラム記 憶式 計 算機)

内部 に 記憶 され た1連 の 命 令 が実 行 で き る計 算 機 で,通 常,記 憶 された命 令 を,命 令 で 指示

した通 りに修 飾す る こ とが で きる。

COMPUTER・SYNCHRONOUS(同 期 式計 算機)

す べ ての動 作 や現 象 が時 計 か ら送 られ て くる間 隔 パル スに よ って同 時に制 御 され る計算 機 。

反 意語(COMPUTER,ASYNCHRONOUS非 同期 式 計算 機)。

また(FREQUENCY,01,0GKク ロ ック周 波数)の 項 を参照 。

COMPUTER,WIREDPROGRAM(プ ログ ラム配 線 式計 算機)

実行 され るオ ペ レー ション を示 す 命 令 が 配 線 で 指 定 さ れ て い る計 算 機 。 通 常,配 線 は

オ ペ レ ーシ ョンの 自由度 を保 つた めに,取 り外 しの で きる制 御板 に行 な われ て い る。 しか し配

線 され た機 械 は永 久 的 に使 用 で き るの で,し た が っ て,プ ログ ラム固定式 計 算機 と も呼 ば れ て

い る。

CONCEPT,000RDエNATION(コ ーデ ィネ ーシ ョン ・コンセ プ ト)

情 報 の 多元 解析 と,コ ーデ ィネ ー ト索引 法を 含 ん で い る各 種 の せん孔 カー ドで機械 化 した情

報 検 索 シ ステ ムの基 本 原理 を 説明 す るた めに使 用 さ れ る述 語 。 コン セプ トコーデ ィネ ー シ ・ン

は独 立 に,最 初 の概 念 は 文書 の 主な 内容 を特 徴 づ け るた め に使用 され,後 の方 で は最 初 の概 念
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か また は同 じ組合 せか の方 法 に よって 索 引 して い る間 中 と同 じに見 られ てい る。

CONDITIONAL「 「RANSFEROFCON[1]ROL(制 御 の条 件 つ き飛越 し)

プ ログ ラ ムが実 行 されて きた と き,も との順 序 の 次 の命 令を 続行 させ るか
,あ るいは また そ

の 時 点 の終 了 結果 の状 態 に よって 他の 命 令 に制 御 を移 す か を指 示 す る命 令
。

CONFIGURATION(機 器構成)

シ ステ ム として稼 動す る よ うに相 互 に結 合 され,か つ プ ログ ラム され た機 械 の 集合 。

CONJUNOTION(結 合)

AND演 算 子,ま た は論 理 積を 使 った論 理 演算 。2つ の 変数 また は式 の 結合 はA・B ,A

B,AnB,ま た は単 にABと 書 か れ る。 これ らは また,ベ ン 図を 使 った ときに交 叉 部分 と し

て表 わ され る。(AND演 算子)お よび(ANDゲ ー ト)の 項 で明 らか に な る。 反 意語(Dis-

junction非 結合)

GONNECTIVES,L,00・ICAL,(論 理結 合)

AND,OR,ORELSE,IFTHEN ,NEITHERNOR,お よびEXGEPTと い

うよ うな 演算 子 または 語 で,こ れ らは,与 え られ た 命 令 か ら新 しい命 令を つ くる。 そ して,ま

た・ 新 し い命令 の真 偽 が与 えられ た 命令 の真 偽 か ら計 算 で きる性 質 と演算 子 の論 理的 意 味 を も

って い る。

CONNECTOR,VARIABLE(変 数 接合 子)

㈲ 固定 して い な い が,し か しフ ロ ーチ ャー ト化 され た手 順 を,そ れ 自身,変 更 で き る連 続

点を 示 す フロ ーチ ャー ト記 号。 ② フ ロ ーチ ャー ト上 の 行 き先を選 ぶ ことに よっ て
,プ ロ

グ ラ ムの 中に 命令 を挿 入 す る装 置 。 ㈲ い くつ かあ る行 き先の1つ を とるた めに
,論 理 的

チ ェ ーンを つ くる命 令。

GONSO工IE(コ ン ソ ーノレ)

手動 に よ る機械 の制 御 エ ラ ー修 正,機 械 の 回路 や レ ジ スタあ るいは カ ウン タの状 態 把握
,

記 憶装 置 の 内容 把握,お よび手 動 に よ る記 憶 装置 の 内容 の変更 な どの た めに 使用 され る計 算機

の1部 分。

OONTROL(制 御)

(1)あ る順 序 の命 令 と実 行 と解釈 をす るデ ィジ タル計 算 機 または プ ロセ 。サの1部 分 で
,各

命 令の 解読 と,解 読 された 情報 に した が って演 算 装 置 や他 の レ ジ スタに適 当な 信号 を 出 す こと

を も含 んで い る。

② プログ ラ ミン グ の際,制 御 命令 と して しば しぽ引 用 され て いる条 件付 き飛 越 しを 指定 す
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る命令。 な お 命令 の 実 行の 時 間順 序 は制 御 の流 れ と呼 ば れ てい る。

coNTRoL,cAscADE(直 .列制 御)

順番 に結合 され てい る各 種 の制 御装 置の それ ぞれ は 次の 制御 装 置 の オペ レ ー シ ョンを調 整 す・

る 自動 制 御 シ ステ ム の こ と。

GONTROL,FEEDBACK(フ ィー ドバ ック制御)

期 待 す る効 果 を得 るた め に,出 力信号 の一部 が 入 力 に送 り返 され て作用 す る制 御 シ ステ ムの

1種 。

OONTROL,MANUAI,(手 動 制 御)

人 手 で操作 で き る ス イ ッチに よ っ て計 算機 に指示 す る こ と。

CONTROL,MASTER(マ スタ コン トロール)

通 常,最 高 水 準 の サ ブル ーチ ン に適用 された応 用 問題 向 きの サ ブル ーチ ン。

CONTROL,NUMERICAL(数 値制 御)

自動機 械 の 操作 を制 御 す るた めに使 用 され るデ ジ タル 計 算機 シ ステ ム。 た と えば ,孔 あけ機

の操 作制 御 は 不連 続 な 点 の操 作 に適 用 され てい る。

OONTROL・ ・PROGESS(プ ロセ ス ・コン トロール)

操作 や処 理 の 自動 調整 の た め に 使用 され る計算機 シス テ ムの こ と。 多 くの場 合 アナ ログ計 算

機が使用される代 表的 なのは化学製品を製造す る際の操作である。その場 合の操作制御は連続{的で行 なわれ,

操作 の調 整 は制 御 され る変 量 の値 を一定 に保 つ よ う計 算 機 に よ っ て指示 され る。

CONTROL,PROGRAM(プ ログ ラム ・コン トロール)

操 作 を 指示 す るた め に 使用 され る計算 機 の シス テ ムの こ とで,予 め定 め られた順 に した が っ

て、 定 め られた 状 態 を維 持 し,ま たは状 態 の変 化 を 自動 的 に行 な う。

OONTROL,PROPORTIONAL(比 例的 コン トロ ール)

予め決 め られ た状 態 か らは なれ た状 態 を調整す る と き,作 用 の 強 さが変 化 の度 合 に応 じて 直

線 的 に変 る よ うな 制 御 方法 。

OONTROL,SEQUENT工AL(シ ーケン シ ャル ・コン トロ ール)

飛 越 し命 令 で 指定 され な い限 り,記 憶場 所 の上 昇 また は下 降順 の連 続 な順 序 で,命 令が実 行

され る よ うな計 算機 の操 作 方 式 。

OONTROL,SUPERVISORY(監 視 用 コン トロール)

通 常,中 央 の場 所 にあ って,操 作 者 が操作 の制 御 を監 視 す るた めに 使用す る能 力を もった制

御 組織 。
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OONVERTER,CARDTOTAPE(カ ー ドか らテ ー プへの変 換 装 置 。

パ ン チカ ー ドか ら直 接,情 報 を さん孔 テ ー プや磁 気 テ ー プに変換 す る装置 。

CONVERTER,TAPETOCARD(テ ープか ら カー ドへ の変 換 装置 。

さん 孔テ ープや 磁気 テ ー プか ら,直 接,情 報 を カ ー ドに変 換 す る装 置。

COPY,HARD(ハ ー ド ・コピ)

機 械 か ら 出力 された 印 刷 さ れ た複 写。 た と えば,印 刷 され た報告 書,文 書,お よび総括 表 。

COUNTER(カ ウン タ)

数 値,ま た は他 の数 値 で加 減 され る数値,あ るい は ゼ ロや任 意 の値 に置 き な おさ れた 数 を記

憶 す るた めの レジ ス タな どの 装置 や 記 憶装 置 内 の場 所。

OOUNTER,BINARY(2進iカ ウン タ)

(1)2進 法 に した が っ て計 算 す る カ ウン タ。(2}2つ の安定 した 状 態の 内の1つ を取 り

得 る カ ウン タ。

COUN[1]ER,GONTRO工.(コ ン トロ ール ・カ ウン タ)

現 在,使 用 中の 命 令語 の 次 に実 行 され る命令 語の記 憶場 所を 記録 す る装 置。 コン トロ ール ・

カ ウン タは記 憶場 所 を順 に選 択 して い く,し た が って,飛 越 し 命令 や特 殊 な 命 令 に出会 わ な い

限 り,一 連 の 記憶場 所 か ら順 次 命 令語 が と られ る。

OOUNTER,llOOATION(ロ ケ ー シeン ・カ ウン タ)

ω 現在,実 行 され て い る命 令 の ア ドレ スを記憶 して い る制 御 の レ ジス タ。

② 現在 の命 令の ア ドレ スを 記憶 し てい るレ ジ スタ。同 意 語(INSTRUOT工ONOOUNTER

イン ス トラ クシ ョン カ ウ/タ),お よび(PROGRAMADDRESSGOUNTERプ ロ グ

ラム ・ア ドレ・ス ・カ ウン タ)。

ORYOGEN工CS(低 温 学)

絶対温 度 零度 で,金 属 が 示 す特 性 を利 用 した 装置 の 使用技 術 の 分野 。 この温 度 では 比較 的

小 さな磁 界の変 化 に よ って,大 きな電 流 変 化を もた らす ことが で きる。

OYBERNETICS(サ イバ ネテ ィ ック ス)

情 報伝 達 につ い て理解 し進歩 させ るた め に,情 報 を扱か う機械 の制御 や 内 部 伝 達 と動 物 や 人

間 の 神経 組織 との比 較研 究 に 属す る分 野 。'・

CYCLE,GRANDFATHER(祖 父 サ イクル)

磁 気テ ー プ上 に記 憶 され た 情 報 が 消 滅 した場 合 に,記 録 が再 製 で き る よ うに,磁 気テ ープ の

記録 を 保持 してお く期 間。
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OYCLE,INDEX(イ ンデ ック ス ・サ イクル)

実 行 され て い るサ イ クル の 回数,ま たは実 行 され て いる回 数 と要求 され た反 復 回数 との正 ま

たは 負 の差 。

CYC1,E,STRAGE(記 憶 サ イクル)

ω 情報 が計 算 機 の記 憶 装置 に,ま た は記 憶装置 か ら移送 され るとき に生 じる事 象の 週 期 的

な くり返 し。(2)記 憶 場所 の1部 か ら記 憶,読 み 取 り,お よび再生 させ る こと。

〔D〕

DATA,MASTER(マ スタ ・デ ー タ)

あま り変 化 せ ず,し か も処 理 に対 して基 本 的 な デー タ を与 える デー タ 群 。 マ ス タ フ ァイル

の デ ータ内容 の こと。 た とえぽ 個 人 別 デ ータの な かの 氏名,番 号 ,ま た は給 与額,あ るいは 在

庫管 理 デ ータ にお け る在 庫数,在 庫 品 目,ま た は,度 量 の単 位 。

DATA,RAW(生 デ ータ)

ま だ処 理 され てな い デー タ。 この よ うなデ ー タは機械 で読 み取 れ る形 式 の もの とそ うで ない

もの とが ある。

DATA-REDUCTエON(デ ータの変 形)

通 常 自動記 録装 置 で集 収 され る試験 ま たは実 験 で得 られ た多数 の生 デ ー タを有 効 に集 約 また

は 単純 化 し た 内容 に変 形す る処 理 の こ と。

DATA-REDUOTエON,ON-LINE(オ ン ライン ・デ ー タの変 形)

情 報 を計 算 組 織 で受 け と っ た り,原 始 情 報 が 発 生 した 時 に 直 ちに 情 報 を処 理 す る こ

と。

DATA,TEST(テ ス ト ・デ ータ)

計 算 機 の稼働 また は シ ステ ム の是 否 を試 験す るた めに,特 別 につ くられ たデ ー タ群 。 その デ

ー タは 前 段 の操 作 か ら得 られ た実 際 の デ ー タか
,も し くは この 目的 の ため に作 られ た人 為的 な

デー タ で ある。

DATA,「DRANSACTION(ト ラノザ クシ ヨノ ・デ ータ)

その発生がまった く予想できない,無 作為の新 し』事象 または変更が記録 されている1組 の データ。 た

とえば給料 面の労働時 間 とか受取k・よび支払勘 定における出荷量や送り状 の量なC
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DATE,DEエIIVERY(引 渡 し年 月 日)

計 算機 の構成 要 素 を 物理 的 に引渡 した年 月 日で,構 成要 素 の 梱 包 が解 かれ た 目的 地に置 かれ

た 日付,結 線 さ れた 日付 な どは考 慮 しな い。

装置 の 引渡 しは,運 用 上 の 状 態 までを 含 まな い。

DATE,INSTA1,L,ATION(導 入年 月 日)

新 しい装置 が使用 で き る よ う準備 され た年 月日。 レン タル の 開始 は 通 常,導 入 され て使用 上

の準備 がで きた組 織 を,契 約者 が 契約条 項を 承諾 して履 行 す る こ とを 条件 に,使 用 す る こ とを

事 務的 に届 出た 日か ら始 ま る。

DEBUG(デ バ ッグ)

ω プログ ラムの誤 りを見 つ けて訂 正す る こと。 白 計 算機 内の 誤操 作 を計 算機 自体 が

検 出 して訂 正す る こ と。(ROUTINEDIAGNOSTIC診 断 ル ーチ ン)の 項 と関連 。

DECIMAI、,BINARYOODED(2進 化10進 法)

10進 数 の各 桁 が1と0(i]i組 合 せ で表 わ され る10進 数 表記 法 。 た とえば8-4-2-1の

符号10進 法 を使 うと,12は1と2が それ ぞ れOOOIOO10と 表 わ され る。 こ こで,純2

進法 では1100と 表 わ され る。(BINARY2進 法)の 項 と関 連。

DECエMAL,GODED(符 号 化10進 法)

10進 数 の各 桁 が,そ れ ぞれ他 の記 数法 で表 わ され る表 記法 。 た とえば8-一一4-2-1の 符

号化10進 法 を使 うと12は1と2に 対 して00010010と 表 わ され る。2進 法 で は1100

と表 わ され る。 その 他 に 使用 され る符号化10進 法 に5-4-2-1コ ー ド,5余 りコー ド,

お よび2-3-2-1コ ー ドがあ る。

DEOK(デ ック)

一 定 のサ ー ビスま た は 目的 の ため にせん 孔 した カー ドの集 ま り。

DEOK,GONDENSEDINSTRUOTエONS(コ ン デ ン ス ト ・イン ス トラ ク シ ・ン ・

デ ック)

ア セ ン ブ リ プ ロ グ ラ ムか ら,出 力 され た カ ー ドで,1枚 の カー ドrcい くつか の 命令 が機械

語 でせ ん孔 され て い る。 ア セン ブ リプ ログ ラム の入 力は1枚 の カー ドに1つ の 命令 がせ ん孔 さ

れ て い るもの であ る。 した が って,コ ン デン ス ドとい う名 前 は 出力 に対 して 使用 され る。

DECODE(コ ー ド解 読)

命 令,コ マ ン ド,あ るいは 実 行 され るべ き操 作 を表 わ す パルス の 組か ら命 令の 意味 を判 断 す

る こ と。
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DECODER(解 読 器)

(1}1組 の信 号 の意 味 を 判断 して,そ れ に よ り計 算 機 の操作 を開始 させ る 装置。

② 入 力信号 の組合 せ に よ っ て,1っ または そ れ以上 の出 力 チ ャネル を選 べるス イ ッチ素 子

の マ トリ ックス。

DECREMENT(デ イク レ メン ト)

(1}変 数 の減 少量 。(2)2進 法計 算機 の命 令語 の 中の特 定 な部分。 した が って,1組 の

数字 。

DEFINITエON,PROBLEM(問 題 定 義)

プ ログ ラマ に問題 を 明確 に提 示 し,説 明 で き る ジェ ネ ラル フ ローチ ャー トお よび ロジ ック ダ

イヤ グ ラムに よ り,論 理 を組立 て る技法 。 この よ うな方法 で,計 算機稼 働 の中 に 含 まれ る す べ

ての必 要 条件 を示 す ことがで きる。

DEMODULATOR(復 調 器)

(1}伝 送 回路 か ら可 聴 周波 を受 け て,そ れを 事 務機 械 で解 釈 で き るよ うな電 気 パル ス または

ビ ッ トに変 換 す る装 置。 ② 変 調 され た信 号 を検 波 す る装置 。 それ に よ り,搬 送 周波 を除

去 して可 聴 周波 を再 生 す る。(CODE,MODU1,ATエON変 調 コー ド)の 項 を参 照 。

反 意 語(MODUL,ATOR・a調 器)

DENS工TY,CHARACTER(文 字 記 録 密度)

単 位 長 当 り記 憶 で き る文字 数。 た とえ ば磁 気 テ ープの動 方 向 に連結va,1イ ン チ200ま た

は556ビ ッ トが記 憶 できる。

DENSITY,PACKING(パ ッキン グ密 度)

与 え ら れ た 直 線 距 離 の 中 に 含 ま れ る 有 効 情 報 の 構 成 単 位 数 。 た と え ば テ ー プ ま たは

ド ラ ム上 の1ト ラ ック1イ ンチ 当 りに 記 憶 さ れ る 磁 気 パ ル ス の2進 数 字 の 数 や 文

字 数 。

DEVICE,FIL、MOPTICAI,SENSING(光 学 式 フ ィル ム読 取装 置)

光学 的 方法 で フ ィル ムの 内容 を 読取 る こ とが で きる機械 の1つ 。 すな わ ち,光 源,レ ン ズ,

光 電 素子,お よび フ ィル ムの駆 動機 構 か ら構 成 され て い る。 装置 の 出力 は計 数 化 され て,直 接

電 子 計算 機 に 転送 され る。 この よ うな装 置例 とし て,合 衆 国 統計 局と規 格 標 準局 が共 同で 開発

したFOSDICシ ステ ムがあ る。

DEVIGE,エNPUT(入 力装置)

計 算機 に処 理 され るデ ー タを送 り込 む た め に設 計 された 機械 装 置。 た とえば,カ ー ド読 取 装
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置,テ ー プ読取 装 置,ま た は鍵 盤。

DEVエCE,OUT]UT(出 力装 置)

機械 で処理 され たデ ー タを表 わ してい る電 気 パル スを,た とえ ば用 紙 に印 刷 カ ー ドにせ ん孔 ,

また は 磁気 テ ー プに記録 とい うよ うな 不変 の もの に変 換 す る機 械 。

DIAGNOTOR(ダ イア グ ノ ータ ー)

異 常状 態 を 調 べて,そ の結果 を記 録 して くれ る診 断ル ーチ ン と編 集ル ーチ ンの組 合 わ さ った

もの。

DIAGRAM,BLOOK(ブ ロ ック ダ イヤ グ ラム)

ω 計 算機 組織 の ハ ー ドウエア を図 示化 した もの 。 ブ ロ ック ダ イヤ グ ラムの主 な 目的 は 情報

の経 路 を 示す こ と,あ るい は また計 算 機組 織 の各 種 装 置 間の制 御D流 れを示すことである 。フロー

チ ャー トとは別である。 ② フローチャー トより表現力汰 まかで 記号 もす くない表示法で ある。

D工AGRAM,LOGICA1,(ロ ジ カル ・ダ イ ヤ グ ラム)

シ ステ ムの論 理 素 子 と,そ れ らの 相互 接 続を表 わ す 図で,そ の構造 ,設 計 また は詳 細 な電 気

回路 は表 わ さな い。

DIAGRAM,VENN(ベ ン 図)

個 々の 構成 員 を点 で表 わす 図で あ る。集 団の 中 のす べ て の構 成 員 を含 み,か つ非 構成 員 の す

べて を 除 いた閉 域 で表 わ され る。 ペ ン図は い くつか の 集 団 が同 じ構 成 員を 含 むか 否 かの 決 定 を

容易 に す るた めに使 用 され る。

DIO〔1]工ONARY(字 引)

ル ー チン また は シ ステ ムで 使わ れ て い る コー ド名 や その 意 味を 表 に した もの
。

DIGTIONARY,AUTOMATIC(自 動字 引)

1つ の 言語か ら他 の言 語 に ほん 訳 す る と き,語 を別 の語 に置 きか える 自動 機械 の 構成 要 素。

自動 索 引システムの 自動 字引 は,コ ー ド変換 操作 中 に,語 や句をコー ドに代える構成要 素 で ある。

(TRANSLATエON,MACHINEほ ん 訳 機械)の 項 と関連 。

D工GTIONARY,REVERSEOODE(コ ー ドほ ん訳 辞典)

英 字 また は 英数 字 コ ー ドと,そ れ に対 応 した英 語 または 言葉 が示 され た字 引。

DIGエT・BINARY(2進 数 字)

2進 湖 お げ る数字 で,oま た は1.接
,ま たes断,イ エ スま た ノ ーの状 態 に 等 し くな る。

略号 は ビ ッ ト(bi七)。

D工G工 丁,CHECK(検 査 数字)
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機械 で処 理 され る語 に つ け加 え られ る1つ 以 上 の余計 なデ ィジ ッ トで,デ ー タ の移 送 に おい

て,機 械 の誤 操 作 を検 出す るた め に 自E験 査 用 また は誤 り検 出用 コー ドと して,語 の 中の 他の

デ ィ ジ ッ トと関連 して使 用さ れ る。(CHEOK,FORBIDDENOOMBINATION)お よび

(OHEOK,PARITYパ リテ ィ ・チ ェ ック)の 項 と関連 。

D工FIT,OOTA工1(8進 数 字)'

基数 に8を 使 った記 数法 の数字 で,0,1、2,3,4,5,6,7を 使用 す る。

(SYSTEM,NUMBER記 数法)の 項.を参 照 。

DIG工 丁,SI(}N(符 号)

1ビ ・ トの 文字 で,数 量 の代 数 符号 を示 す た め に 使用 され る。

DIGITIZE(言 十数 イヒ)

物 理 的変 量 の アナ ログ測定 値 を デ ジ タル 形 式 の数 値 に変 換す る こ と。

同 意 語(QUANTエZE数 量 化)

D工G工 丁(S),EQUIVALEN□B工NARY(等 価2進 数字)

他 のi基数 で表 わ され た数 を,そ れ と同 じ値 を2進 数 で置 き換 え られ た と きの桁数 。 た と えば

1・ 進敷 桁 の数を・進数で表わす・約・iの 撒 迎 に・る・1・ 麟 字耀 き換 え・場

合,通 常4倍 の 桁数 が 必要 であ る。

DIREOTORY(デ ィレ ク トリ)

レ コー ドの各 フ ィール ドの配 置 が記 述 され た フ ァイル。 した が って,デ ィレ ク トリは フ ァイ

ル の 中 の レ コ ー ドの 配置 を 示す 。

DISJUNCT工ON(非 結合)

論 理 和演 算 子す なわ ち"OR"を 使 う論 理 演 算。2変 数 の デ ィス ジャク シ ョン は 、A+B,

AvB,ま たはAuBの ように 書か れ る。 これ らは またVenn図 で示 され る と きは1つ の集 合

領 域 と して書 かれ る。(論 理和 演 算子)t(ORゲ ー ト)の 項 で明 らかに な る。 反意 語

(CONJUNOTION結 合)o

DISK,MAGNETエC(磁 気 デ ィス ク)

回 転す るデ ィスクの磁性 体 の表 面 に情 報 が記 録 され る記 憶装 置。磁 気 デ ィス ク記 憶装 置 は移

動 で きる アー ムに と りつけ られ た 読取 り,書 込 み ヘ ッ ドを もってい る円板 の集 りで ある。

(STORAGE,DエSKデ ィス ク記 憶装置)の 項 と関連 。

D工SPERSE(デ イスパ ーズ)

入 力の 処理 項 目 また は フ ィール ドが1つ 以上 の 出力項 目や フ ィー ル ドに 分 散 し て い たb,
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あ る い は 重複 し てい た りす る場合 のデ ータ処理 。

DISTRBIUTER(デ ィス トリビ ュー タ)

累 算器 と ドラム記 憶装 置 との間 の 中間 リン クと し て作用 す る電子 回路 。

DISTRエBU1?ER,TIME-PULSE(タ イムパル ヌ ・デ ィス トリビ=一 夕)

1つ 以 上 の動 作 経路 また は制 御線 に,定 めら れ た順 で,タ イ ミン グパル スや クロ ックパ ル ス

を割 当 て るた めの装 置 また は 回路 。

DOCUMENT(書 類)

相 帳 票,証 書,な ど処 理 取 り引 きな どの書 き留 め られ た証 擬。 ② 参考 書 の引 用 に よ

り,通 知 す る こ と。(3)権 威者 の 記録 に よ り実証 す る こ と。

DOCUMENT,SOURCE(原 始 資料)

基 礎 デ ー タ をそ こか ら引 き出せ る資 料

DOCUMENTATION(文 書 化)

変 量 の変 化 に対 してそ の 理 由の完 全 な記 録 を維 持 す るため に,記 録されだi考定の知識の正 しい表

現,構 成 お よび伝 達 に必 要 な技 法 の集 合。 ドキ ュメン テ ーシ ョンは最 大の 有 益性 を 与 え るとい

うこ とよ りもむ し ろ,明 白 な歴 史 的な 経 過記録 を 残す の に必 要 で あ る。

DOCUTERM(ド キ ュタ ーム)

情 報項 目の 主た る内容 また は概 念を 記述 す る 作業 また は語 法 で,の ち の情 報 検 索に 重要 で あ

る。

DRIVE,TAPE(テ ープ駆 動部)

(TRANSPORT,TAPEテ ー プ走 行)と 同 じ。 同 意 語(UNエT,TAPEテ ー プ装 置)。

(UNIT,MAGNET工GTAPE磁 気 テ ー プ装 置)お よ び(UN工 丁,PAPERTAPE

紙 テ ー プ装 置)の 項 を参 照。

DROPS,FALSE(検 索誤 り)

情 報 検 索 シ ステ ムで もっ て,誤 って 適切 な ものと みな さ れ た 書類。 しか し,そ れ は探 索の 要

望 を 満足 しな い。 誤 った コ ーデ ィン グ,パ ンチ して 間違 った孔 の組合 せ,ま た は術 語 の 間違 っ

た使 用 に よっ て起 こ る。

DRUM,MAGNET工C(磁 気 ドラ ム)

磁 性 面 を もった 円筒 で・ 磁 化方 向 に・よ って・ その表 面 に情 報を 記 憶す る。 ドラ ムは一 定速 度

で 回転 して い て,与 え られ た磁性 面 の1部 分 が,ド ラムの 表 面 の近 くに取 付 け られ て い る磁 束

を検 出するヘッ ドと呼ばれている ところを周期的に通過するとき,記 憶された情報が読み出 される。
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DUMMY(ダ ミ)

単 に 予 め規 定 した条件 を満 す ため にだ け に挿 入 した形 式的 ア ドレス,命 令,ま たは 情 報。 た

と えば,定 め られ た 固定 語 長 または ブ ロ ック の長 さ に合 せ るた め に使 う。 しか し,こ れ らは希

望 す る操作 を実 行す る よ う機 械 に指 示 しな い限 り,機 械 操 作上,何 の影響 もない。

DUMP,CHANGE(チ ェンジ ・ダン プ)

前 の チ ェン ジ ・ダン プを してか ら,変 化 が起 きた とき に,記 憶場 所の全 部 の 内容 を印 刷 また

は 出力 して記 録 す る こ と。

DUMP,POSTMORTEM(ポ ス トモ 一 夕ム ・ダン プ)

デ バ ッギン グの た め に,ル ー チ ンの 処理 が 終 った あ とで,記 憶 装置 の1部 分 の 最後 の 状態 を

記 録 しでむ く こと。

DUMP,SNAPSHOT(ヌ ナ ップ シ ヨッ ト ・ダン プ)

ブレ ーク ポ イン トお よび チ ェ ック ポ イン ト,ま た は記 憶装置 内の選 ばれ た項 目の と こ ろで,

計 算 中 に,記 憶 装置 の1部 分の 変 動状 態 の 印刷 。

DUMP,STORAGE(ヌ トレ ージ'ダ ン プ)

記 憶 装置,ま た は その 中の選 択 され た1部 分 の内容 の記録 。

DUPLEX(完 全二 重)

2重 の1対 の,ま た は2つ で1組 とい う場合 の こ と。 た と えば,同 時 に両方 向 に 伝送 す る回

線。 また は どち らか一 方の 装置 が故 障 した と きの代 用装 置 。

〔E〕

EAM・EleO七 「icalAccountingMachin .e(電 気 計算機)

ED工 丁(編 集)

デ ー タや 情報 を配 列 しな おす こ と。編 集 に は不要 デ ータの 削 除,適 切な デ ータ の選 択,形 式

上 の 技 法 の適用,ペ ージ番 号 や タ イプ ラ イタ文字 の よ うな 記号 の挿入,ゼ ロ消去 の よ うな標 準

処理 の 適用,さ らに,デ ー タの妥 当性 や範 囲 の検査 が含 まれ る。 編 集は,し ば しば,入 力 の 編

集(原 始デ ー タの再 配 列)と 出力 の編 集(表 現 形 式 の作 成)と に 分け られ る ことカミ.ある。

ED工 丁,POST(ポ ス ト・エデ イジ ト)

前 の 計算 結果 を編 集 す る こ と。
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ELEMENT,DATA(デ ータ 素子)

1組 のデ ー タの中 に 出て くる特 定 の情 報項 目。 た とえぽ,次 のデ ー タに おい て各 項 目は デ ー

タ要 素 で ある。す な わ ち支 出 項 目の支 払額,単 価,数 量,お よび在庫 項 目の 残 高。

ELEMENT,LOGIOAL(論 理素 子)

記 号論 理体 系 の論理 演 算子 で表 わす こ とが で き る計 算 機ま たは デ ー タ処 理 組織 の 最 も小さ な

構 成要 素。 代 表 的 な論理 素 子 は適 当 な論 理記 号 で表 わ され るANDゲ ー トお よびORゲ ー トで

あ る。

ENDOFF工LE(エ ン ド ・オ ブ ・プ アイル)

デ ータ群 の終端 。この終 端 を示 す た め に,エ ン ド ・オ ブ ・プ アィル マ ー クが使 用 され る。 同 意

語(EOF)。

ENGL工SH,RULY(規 定 英 語)

どの 語 も1つ だ け の概 念規 定 を も ってい て,ま た どの概 念 を 規定 す るの に もた った1つ の語

だ け であ る とい う よ うな 英 語 を い う。 これ ぱ英 語 を も とに した仮 定 の 言語 であ って,定 まっ

た約 束 に 例外 な しに一 様 に した が う。

EQUIPMENT,DATATRANSMエSSエON(デ ー タ伝 送 装置)

デ ータ処 理 装置 を直 接 援助 す る通信 装 置 。

EQUIPMENT,エNPUT(入 力装 置)

ω デ ー タお よび命 令を 自動 デ ータ処 理組 織 に 転送 す るた め に使 用 され る装置 。

② 操 作 者 によって,も とのデータ や 命令 を 自動 デ ータ処理 組織 で使 用 で き る媒体 に転 記す る

装 置 。

EQU工PMENT,OFF-L工NE(オ フ ・ラ イン装 置)

計 算機 の 中央 処理 装置 に直 接 つ な が っていな い周辺 装置 。

同 意 語(AUXIL,エARYEQUエPMENT補 助装 置)。

EQU工PMENT,ON-L工NE(オ ン ラ イン装置)

中 央 処理 装置 の制 御 の もと に操 作す る組織 また は その 周辺 装置 の こ とで,あ る活 動 が 起 る と

た だち に,そ の情 報 が 中央 処 理装 置 に送 られ る。 この よ うに,処 理の メ イ ンフ ロに直 接 つ な が

って 』 る。 同 意語(IN-1.INEPROOESSINGイ ン ラ イン処 理),お よび(ON-1.INE

PROCESSINGオ ン ラ イン処 理)。

EQUIPMENT,OUTPUT(出 力 装 置)

計 算機 のほ か に情報 を転送 す る た めに使 用 され る装 置。
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EQU工PMENT,PER工PHERAL(周 辺 装置)

計算 機 の 中央 処 理の 制 御 下に おけ る補 助 装置 。 た とえ ば カー ド読 取 装置,カ ー ドせん孔装置,

磁 気 テー プ 装置,鉛 よび高 速度 製 表 印字 装置 。 周辺 装置 は計 算機 の設計,仕 事の必要性 および

経 済 性 に よって,オ ン ライ ンまた は オ フ ライン で使 用 さ れ る。(EQUIPMENT,AUTOMATIG

DA"TAPROCESSING自 動 デー タ処 理装 置)お よび(EQUIPMEN[1],OFF-LINEオ フ

ライン 装置)の 項 を参 照。

EQU工PMENT,田ABULATING(製 表 装置)

パ ン チ カ ー ドで使 う1組 の装 置 の こと。 最 初 の デ ィジ タル自動 計算 機 が 出て くる まで,約20

年 間,パ ン チ カー ドの デ ータを 分類,記 帳,選 択 お よび集 計 して結 果 を製表 す る主 要 な装 置 で

あ った。 この 種 の装 置 は 普通,PGMま たは タ ブ装 置 と よば れ てい る。

ERROR,エNHERITED(遺 伝誤 差)

初 期 値 の誤 り。特 に,前 の ステ 。プか ら少 しつ つ集 積 され て きた エ ラ。 この エラは,ま た物理

的 変 量の 測 定値 を得 る場合 に も誘起 され る。

ERROR,MAOH工NE(機 械 誤 差)

機械 の誤 差 で引 き起 こされ るデ ー タの正 常値 か らの偏差。

ERROR,PROPAGATED(伝 播 誤差)

操作 中に 生 じる あ との 操作 や 結 果 に影響 をお よぼ す よ うな誤 差、

ERROR,R口SlDUAL(残 余 誤差)

経験 また は 実験 か ら得 られた最 適 推定 値 と,理 論 上 の正 確 な値 との 間の 差。

ERROR,ROUNDING(ま るめ誤 差)

必要 でな い下位 の桁 を切捨 て,残 った最 下位 の桁 に適 当な修 正を す る こ とに よ って生 じる誤差

差 。た とえぱ0,2751は0.275に まるめることが出来 る。 この場合,ま るめ誤差は0.0001と なる。

同意 語(ROUND-OFFERRORま るめ誤 差),反 意語(ERROR,TRUNOATエON

切 捨 て誤 差)。

ERROR,TRUNCATION(切 捨 て誤 差)

無 限 数 列 の 中の 有限 個 の項 を使 用す るこ とに よ り,あ るいは,微 積分 の計 算 を有 限の計算 で

近似する ことに よって生 じる誤差、

数 字 の まる め,初 期 条件,あ る いは 間違 に よ る もの以外 の計 算 の過程 で,切 り捨てに よって生

じる 誤差 をす べ て切 捨 て誤差 と定 義 す る と便利 で ある。

切 捨 て誤 差 は計算 され た値 と,理 論 的 に正 しい値,す なわ ち 間違 いを起 さず,す べ て与 えら
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れ た デ ータは正 確 で,遺 伝 誤差 もな く,そ して,さ ら に無 限 に多 くの桁数 での計 算 を 仮定 した

状 態 で得 られ る値 との偏 差 であ る。 反 意語(ERROR,ROUNDエNGま るめの 語 差) 。

EXCESS-FIFTY(エ クセ ス50)

10進 数 の"n"が2進 の(N十50)に 等 し く表 わ され る よ うな2進 法 表 現
。

EXEOU`rE(実 行す る)

機 械 語 の 命令を 解 読 し,指 定 した オ ペ ラン ドの 操 作を 実 行 す るこ と。

EXEOUTエONOFANlNSTRUOTエON(命 令の 実 行)

命 令 の なか の命 令 コー ドで 指定 さ れた 結果 を 得 るた め に,計 算 機 で実 行 され る1組 の基 本 的

な ステ ップo

EX工 丁(出 口)

プ ログ ラ ムの 中 で,ぐ りか え しの 操作 を一時 中断 させ るか,ま たはそ こか ら退 去 させ る 点の

こと。
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〔F〕

FEED,OARD(カ ー ド ・フ ィー ド)

カー ドを機 械 に連 続 的 に送 る機 構

FEED,TAPE(テ ー プ ・フ ィー ド)

読 み書 きで きる よ うに テー プ を送 る機 構

FEEDBAGK(フ ィー ドバ ック)

閉 鎖 形 ルー プシ ス テ ムに おい て状 態 を コ ン トロールす る情 勢 を 自動 的 に送 り返 す ルー プの一

部 分 。

FERROELEOTR工C(フ ェ ロエ レク トリ ック)

一 方 向の適 性 を も ってい て ,一 定 の 大 き さ以 上 の正 電 界 また は 負電 界 を与 え る こ とに よって

その 方 向が逆 にな る よ うな物 質 が示 す 現象 と関連 す る 。そ の物 質 は何 か 邪魔 が入 らない限 り,

そ の極 性 を維 持 す る 。

起 電 力 を誘 起 す る'事実 か ら,分 極 を認 識 す る ことが で き る 。

FERROMA〔}NETIO(フ ェロ ・マ グネ テ ィ ック)

一 方 向の極 性 を も って已 て
,あ る いは 一定 の大 き さ以 上 の正 磁 界 また は負 磁 界 を与 え る こ と

に よって方 向 が逆 にな る よ うな物 質 が示 す現 象 と関連 す る 。その 物質 は何 か邪 魔が 入 らな い限

り磁 気分 極 を保 持 す る 。磁 界の 変 化 が電流 の 因 で あ る起 電 力 を誘 起 す る事 実か ら分極 を認 識 す

る こ とが で きる 。

FIELD(フ ィー一一ル ド)

情 報 を記憶 す る ため に レ コー ドの 中 に割 当 られ た エ リア

FIELD,CARD(カ ー ド ・フ ィール ド)

桁数 と位置 が固 定 してい るか,ま たは も し可 変 な らば他 の フ ィール ドの 相対位 置 で識別 で き

る よ うkカ ー ドの1組 の 桁。 連 続 す る カー ドの一 致 した フィール ドに は通 常,同 種 の情 報 を記

憶 させ る。

FIELD,OONTROL(コ ン トロL-一ール ・フィ ール ド)

コン トロール す る ため の情 報 を置 く一定 の場 所,た とえば1組 の パ ッチ カー ドの79と80

桁 に,あ る処 理 を行 な うか ど うか を指示 す る可変 コー ドが示 され てい る と き,79と80桁 はコ

ン トロール ・フ ィル ドに なる 。

FIELD,FIXED(固 定 フ ィール ド)

一 定 の 情報 形 式や 種類 の記録 の た め に準 備 され るパ ンチ され た カー ド上 の一 定 の フ ィール ド

ま たは エ ッジパ ンチ カー ドの一 定 の孔 の数 。
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FエELD,FREE(自 由 フ ィール ド)

フィー ル ドの事 前 の割 当,ま た は固 定 フィール ドを考 え ない で も情 報 が記 録 で き る媒体 に よ

る情 報 の 処理 。

情 報検 索装 置の 中 の情 報 は 任意 の 順,ま たは場 所 に レコ ー ドの 中 にお いて分 散 で きる 。

F工ELD,SIGNED(符 号 つ きフ ィール ド)

数値 の 代数 符 号 を示 すた め,単 位 桁 に正 また は 負 の記号 を も ってい るフ ィール ド。

FILE(フ ァイル)

ある 目的 に 従 って,整 理 された 情 報 の集 ま り。 フ ァイルの 甲 の レ コー ドは各 レ コー・ドの キ ー

に よって 順 に な らべ られ る こ と もあ る し,そ うでな い こと もある 。

FILE,DETA工L(明 細 フ ァイル)

比較 的変 りや す い情 報 の フ ァイル 。 これは よ り恒 久的 情報 を も った マス タフ ァイ ル と対照 さ

れ る 。た とえば時 間給 の従 業 員の 週給 計算 の場合,明 細 フ ァ イルの 内容 は従 業 員第 番,そ れ ぞ

れ の従業 員 の1週 間 の正 規 の 労働 時 間 澄 よび超 過時 間,そ のほ か1週 間 ごとに変 わ る よ うな情

報 を含ん でい る 。 マス タ ・フ ァイル は従 業 員の 氏 名,番 号,所 属 部 課,給 料 率,控 除額,お よ

び1週 間 毎 に は変 らな い他 の 固定 情 報 を も って いる 。

FILE,MASTER(マ ス タ ・フ ァイル)

比 較的変 らな い情 報 を も ってい る フ ァイル 。

FILTER(ブ イル タ)

他 の機 械 言語 の どの部 分 が処 理 され るべ きか を判 別 す るの で,し た が って外部 の 命 令の 基 準

とな る機 械 言語

FLAG(フ ラグ)

ω フ ィール ドの 境 界 を示 す た め に,文 字 や語 につ け られ た情 報 の ビ ッ ト。

(2事 前 に発生 した状 態 をプ ログ ラムの あ との部 分 に知 らせ るため に,し ば しば 用 い られ る標

示 。

(3)混 ってい る数 組 の 中 の構成 員 を識 別 す るの に使 われ る標示 。

FLIP-FLOP(フ リップ フ ロップ)

(1)2安 定 装嵩 すkわ ち2つ の安 定 した状 態 を保 持 でき る 装置 。

②1つ 以 上 の入 力 点 の 過去 の パル ス に よって 一定 の 安定 状 態 を保持 し,ま た1つ 以 上 の 出力

点 を も ってhる2安 定 装 置。 こ の装置 は1ピ ッ トの情 報 を記録 で きる 。

国 ゲー トを開い た り,閉 じた りす る制 御 装 置

すなわち水門 。同意 語(ECOLES-JORDANCIRCUITエ ク レス ・ヨル ダ ン回 路)bよ び

.̀
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(ECGLES-JORDANTRエ(}(}ERエ ク レス ・ヨル ダ ン トリガ)

FORMAT(書 式)

通 常,1枚 の 用 紙 ま たは フ ァ イルの 中 の文 字,フ ィール ド,行,ベ ー ジ数,お よび 句 読 点記

号の予 め定 め られ た 配置 。入 力,出 刀 お よび フ ァイル に関係 が あ る。

FORTRAN(フ ォー トラン)

代 数 記法 で表 わせ る問 題 向 きの プ ログラ ミン グ言 語 で,指 数 や5つ の 添 字 の使 用 が許 され て

い る。 フ ォー トラ ン コ ンパ イラは フ ォー トラン言語 で書 かれ た ソース プ ログ ラム を読 み とって
,

機 械 語 のオ ブ ジ ェク トプ ログ ラ ムを作 成 す る特定 の 機械 のル ーチ ンで あ る。FORTRAN■ は

ほ とん ど無制 限 な くらい の サ ブルー チ ンの定 義 と使 用 の能力 を,ま た必要 左 らば共通 の 記 憶域

を利用 する能 力 をコ ン パ イラに与 えた こ とに よって,フ ォー トラ ン言語 の威 力 をか な り増 大 し

た。 あ とに な って,プ ー ル 式 の 使用 と,ソ ース プ ログ ラム の なか に記号 化機 械 言語 を順 番 に挿

入 す る機 能 を もたせ る よ う改 良さ れ た。

FOSDIC・Fil皿Opti・a1S・n・ingD・vicef。 ・Inputt。 ○・皿pu －

七ersの 略 で
,計 算 機 に入 力す る ため の光学 的 フ ィル ム入 力 装置 。

FRAME,MA工N(主 フ レー ム)/

川 計算 機組 織 の中心 とな る処 理装 置 で主 記憶 装置,演 算 装置 お よび特 殊 な レジス タ群 を内蔵

してい る。 同 意 語(OPU)す なわ ち(GENTRALPROCESSINGUNIT中 央処理 装置)

(2入 力,出 力,周 辺 お よび,あ る場 合 には記 憶 装置 を も除い た計算機 の残 りの部 分 。

FREQUENCY,CI・OCK(ク ロ ック 周波 数)

計算 機 の動作 を 規定 す る周期 パル スの親 と なる周波 数

〔G〕

GAP,HEAD(ヘ ッ ドギ ャ ップ)

相 読 み取 りまた は書 き込 み ヘ ッ ドとテ ー プ,ド ラ ム,デ ィス クの ような記録 媒体 との間の間隔。

② 記 録媒 体 に 記録 の 磁束 を加 え る ため に,故 意 に ヘ ッ ドの磁 気回 路に挿 入 した 空 間。

GAP、INTER-RECORD(イ ン ター レ コー ドギ ャ ップ)

デ ー タや レコ ー ドの 記録 部分 の 間 に挿入 され た空 白 の空 間的 ま た は時 間的 間隔 。 この よ うな

間 隔 は デ ー タの紛 失 や 書 き過 ぎに よる 誤 りを予防 し,ま た,テ ー プの停止,始 動動 作 を可 能 に

す るた めに用 い られ る 。
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GAP,REGORD(レ コー ドギ ャップ)

レ コー ドの終 りを示す ため に,レ コー ドに くっつ いて いる何 も記 録 さ れ てい な い空 間的 ま た

は 時 間的 間隔

GATE(ゲ ー ト)

入力信 号 の特 定 の機 能 に よ って 出刀 信 号 を 出 す回路 。

GATE,AND(ANDゲ ー ト)

2本,ま た はそ れ以 上 の 入力 線 を も った 信号 回路 で,す べ て の入 力線 に一 致 した 信号 が加 え

られ た場合 にの み,出 力 線 に信 号 を送 る 。

GATE,OOINCIDENCE(一 致 ゲー ト)

特定 の 形の,ま た は 同 じ性 質 の入 力 に よ って 出刀 を 出す こ との で きる回路 。

た とえ ば,ANDゲ ー トはす べ ての 入 刀が 同時にパルスの受けた とき出力が でる。ORゲ ー トは

入力 パルス のいつ れか1つ,ま たは ある組 合せ が 加 わっ た場合 に 出 力 が でる。 もし,禁 止 ま た

は 信号 除去 の時 間 にぶ つ か った な らば,い か な る入 力 の状 態 で も出 力 しない よう ない くつ か の

禁 止 を もって い る ゲー トが ある。

G-ATE,EXCEPT(EXOEPTゲ ー ト)

1つ また は それ 以上 の 入力 線 にパ ル ス が あ って,し か も1つ ま た はそ れ以上 の他 の入 力線 に

パ ルス がない 場合 に出 力 パル ス が出 る よ うに,パ ルス の組合 せ に よ って 出力 を 出す 回路 。

GATE,OR(ORゲL-一 ・ト)

論 理和 の 演算 が 行な える 電気 回 路 ま た は機 械 装置 。い くつかの入力線 に1つ 以 上 の入 力 が あれ

ば 出力 信 号 が発生 す る。ORゲ ー トは"包 含的論 理 和"の 演 算 が実 行 で きる。

GENERATOR,PROGRAM(プ ログ ラ ム ・ジ エネ レー タ)

自動的 に他の プ ログ ラムの作 成 を計 算 機 にや らせ る プ ログ ラム ・ジ ェネ レ ータ には2種 類 あ

る 。す なわち,(a)ラ イ ブラ リテ ー プか ら必 要 事 項(エ ン トリ)を つか む コ ンパ イラの ように動

作す るキ ャラク タコン トロール ジ ェネ レー タ 。た だ し単純 な コ ンパ イラ と して でな ぐ,各 エ ン

トリに つ いて い る コン トロー ル キ ャ ラク タを調 べ コ ン トロール キ ャラク タの 指 示 に した が って,

ラ イブ ラ リの 中の 命令 を変更 す る もの 。 円他 の プ ロ グ ラムを書 くた めの プ ログ ラム で真 の ジ ェ

ネ レ ー タ 。

ア セ ンブ ラに くっつ いたジ ェネ レー タは ア セ ンブ ラに よって,ラ イ ブラ リテー プ か ら記 憶 装

置 に呼 び 込ま れ,他 の プ ロ グラムに1つ また はそ れ以 上 の エ ン トリを書 き込 む プ ログラ ムの1

セ クシ ・ンで あ る。ほ とん どの アセ ンブ ラは コ ンパ イラで あ り,ま た ン ェネ レー タで ある 。 こ

の場 合 の シス テムは 通 常 ア セン ブ ラシス テ ム とよば れ る。
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GENERAToR,RAMDoMNuMBER(乱 数 ジェ ネ レー タ)

指定 した条件 に した が って1つ の ま た は一連 の乱 数 をつ くる ように設 計 さ れ た特別 な機械 ル

ーチ ン また はハ ー ドウエ ア。

GENERATOR,REPORT(レ ポー トジェネ レータ)

希望 す る報 告 書の 内容 と様 式,お よ び入力 フ ァイル に 関す るい くっ かの 情 報 だけ を 書け ば完

全に デ ータ処 理 が 行 なわ れ て 報告 書 が 作成で きる技法 。

(}IGACYOLE(ギ ガ サ イ クル)

キロ メガサ イクル/秒,109サ イクル/秒,同 意語(キ ロメ ガナ イク ノレ)

(訳注 ・現酷 イク・レは鵠 ～(且・)という馳 に名称顛 されている)'

〔H〕

HALF-ADDER(半 加算 器)

2つ の 出力 点Sと ○,こ こ でSは 和,Cは 桁上 げ,お よび2つ の入 力 点AとB,こ こ でAは

加数,Bは 被 加数 を もってい る回 路 で,入 力 と出 力の 関係 は 次表 の とお り。

A

O

O

1

1

入 力

B

O

1

0

1
・

S

O

1

1

0

出 力

C

O

O

O

-

AとBは 任 意の 入 力 パル ス,Sは 桁虫 ずを含まない私Cは 桁上 りで ある。 適当 に結 合 され た2

つ の 半加算 器 は2進 加 算 を行 な うこ とがで き,ま た1つ の 全直 列 加算 器 を 形成 す る こと が で き

る。

HALT,DROPDEAD(ド ロッ プデ ッ ドホル ト)

回 復 ない し機 械 停止 。 この よ うな停止 は よ く考 えた 上 で プ ログ ラ ムす る必 要 が ある。 ドロ ッ

プデ ッ ドホル トは プ ログ ラ ムの 論理 誤 りか ら生 じる。 た と えば,ゼ ロで除 算 した り,存 在 しな

い命 令 語 を移 送 した りす る ことに よって発 生 す る ことが あ る。

HANG-UP(中 止)

ルー チ ンの中 の プ ロ グラ ムに よ らない停 止。 通 常,機 械 経 路 の なか の 見 当の つ か ない,望 ま
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し くない停止 で ある 。 しば しば誤 った機 械 命 令の コー デ ィン グ,あ る いは また,存 在 しないま

た は誤 った命 令 コ ー ドを使用 した りす る ことに よ って生 じる 。

HARDWERE(ハ ー ド ウエア)

計算 機 お よび 周辺機 器 の よ うな 物理 的 な 機械 また は装置 。 反 意 語(ソ フ トウエ ア)。

HEAD,READWR工TE(読 み 取 り,書 き込 み ヘ ッ ド)

磁気 テー プ,デ ィス ク または ドラム上 の,情 報 を表 わす 磁化 さ れ た 点を読 み取 った り,書き込ん

だ り,ま た は抹消 した りす るの に使 わ れ る小 さな電磁 石 。

HEUR工STIC(ヒ ュー リス テ ィッ ク)

問題 の解 を得 るため の試 行錯 誤 方 法 に関 す るこ と。

HIGHORDER(高 位)

数 字の桁に割当て られ た重み と関係 が ある。た と えば123456の 最 高位 の数 字 は1,最 下位

の数 字 は6。 われわ れ は,他 の例 と して,2進 語の3つ の高位 の ビ ッ トを対 象 にす る。

HOLLERITH(ホ レ リス)

カー ドに英 数 字 情 報 を記 録す るの に広 く使 われているシステム。そのため,ホ レリスカー ドとパンチ

カー ドは同意 語である 。この ようkカ ー ドは1890年 には じめ て ア メ リカ合 衆国 の 国勢 調 査 に

使 われ,創 作 者の ハ ー マン,ホ レ リス に ち なん で命 名され た。

HOMOSTASIS(ホ モ ス タ シス)

入 力 と出力 が 完全 に平衡 して いる シ ス テ ムの 動作 状 態。 したが っ て 見 かけ上 変 化 の ない,つ

ま り定 常状 態 を示 す 。

HOUSEKEEP主NG(ハ ウス キー ピン グ)

状 態 の制 御 を行 うた め に必 要 な管 理 的 また は 一般 的操作 や機 能 と関連 す る 。た とえば,計 算

機 の プ ロ グラ ムの場 合,ハ ワス キー ピン グは プ ログラムの 中 で使 われ る定 数 や変数 を準 備 す る

ことを意 味 す る 。

HUB(ハ ブ)

信 号 を送 るた め に,特 に 多 ぐの他 の 電線 に信 号 を 分配 す るた め に導線 や プ ラグが結線 され た

制 御盤,ま たは さ し込 み 式 配線 盤 に ある ソケ ッ ト。

HUNTING(ハ ンチ ン グ)

自動 的 に制 御 され る シ ス テ ム にお い て希望 す る平 衡状 態 を探 し出 すた めに シス テ ムの 一部 分

に対 す る連 続 なチ ェ ック,通 常 そ の シス テ ムは標 準 が与 え られ,そ の標 準 との差 を測定 す る方

法,お よび梼 準 とシ ス テ ムの 状 態 との 差 を ゼ ロに持 ってい く よ うに シス テム を誘導 す る方法 を

も って い る 。
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〔 工 〕

IAL(Inte「nationalAlgebraユcLanguage)国 際代数 言 語

工DENTIF工CATION,F工1.E(フ ァ イル 識別 名)

電子 計 算機 の各 出 力 媒体 を識 別 する ため に 要 求 され る コーデ ィン グ。

IMA〔}E(イ メー ジ)

別 な媒体 に記 憶 また は移 送 さ れ る情 報 また は デ ー タの 正確 な配列 の写 し。

工MAG-E,GARD(カ ー ドイ メー ジ)

カー ドにせ ん孔 さ れ た孔 の記 憶 装置 内 の表 現。 せ ん 孔 され た孔 は1つ の2進 数 字 で,ま たせ

ん 孔 さ れ てい ない部 分 もまた2進 数 の1桁 を表 わ す 。

INDEX,WORD(ワ ー ドイン デ ック ス)

文 書 の 中に 使 われ て いる 語 を選択 す る場 合,選 択 され る語 と 同意語 や,ま た そ れ以 上 の一 般

概 念 な どを考 慮せ ず に作 られ る索 引 ま たは 指標 。 ＼

エNDEX-WORD(イ ン デ ックス ワー ド)

与 え られた 命令 の 有効 ア ドレス を 自動 的 に修 飾 す るの に使 わ れ る記憶場 所 ま たは レ ジス タ

INDEXエNG・COORDエNATE(コ ー デ ィネ ー トインデ ック シン グ)

よ り正 確 な情報 検 索 を 目的 と して,必 要 な相互 関係 を示 す ため に相 互 に関係 づ け た り,あ る

い は組 合せ た りできる 記 述記 号 を使 った 索引 方法 。

INDEXING,UNITERM(ユ ニ ターム イ ンデ ク シ ン グ)

文 書 を指 定 す るの に,ユ ニ ター ム と呼 ば れ る単 一 の語 を利 用 した コーデ ィネ ー トイ ン デ ック

シ ン グ シス テ ムの 一つ 。

エNDIO'ATOR'OHEGK(チ ェ ック イ ン デ ィケ ー タ)

誤 りが 生 じた と き,あ る いは検 査 機 構 が誤 動作 の発 生 を認 め た と きにそ れ を標 示 ま たは 通報

す る装 置 。

INDICTOR,ENDOFFII・E(エ ン ドオ ブ フ ァイル インデ ィケ ータ)

ファ イルの 終 りをル ーチ ンに 知 らせ て,オ ペ レー タが計 算機 を制御 で きる よ うに各 人出 力 装

置 につ い てhる 装置o

エNDエCATOR,MACHエNECHECK(マ シンチ ェ ック イ ンデ ィケ ー タ)

ある状 態が機 械 の 中 で起 った ときに働 く保 護 装 置。 機械 の停止,別 な修正 ル ー チ ンの 実行,

また は そ の状 態 を無 視す る こと を プ ログ ラム する ことカミで きる。

輪
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エNDエCATOR,OVERFエ ・OWOHECK(オ ー バー フ ローチ ェ ック イン デ ィケー タ)

算 術演 算 の実 行 中 に誤 った,ま た は 予期 しない動 作 が生 じた ときに働 ら く装 置。 特 に 算術演

算 の場 合 に,扱 って い る 問題 に対 して非 常 に大 きい数 が で て きた よ うな ときに 働 く。

INDIOATO・R,READWRITECHEOK

(り 一 ドラ イ トチ ェ ック インデ ィケ 一夕)

書き取 りや書き込み中に,誤 りが あ った か どうか を示 すた めの,計 算 機 に結合 してい る 装置 で,

そ の 結 果 に よ り,計 算 機 は 停止,再 試 行 ま た は特 別 なル ーチ ンの 実 行 を行 な うこ とが で き る。

INDIOATOR,SIGNOHEGK(サ イ ン チ ェ ック イ ンデ ィケ ータ)

算 術演 算 を行 な った フ ィール ドに符号 がつい てい るか,ま た は正 しくつけ られ てい るか を調

べ る装置 で,そ の 結果 に よ り動作 を停止 した り,あ る いは修 正 ル ーチ ンに 移す こ とがで き る。

INDエCATORS(イ ンデ ィケ ー タ)

正 また は 負の 比較 の 結果,あ るいは計 算 の 結果 が大,ま たは 等 し い とい う よう状 態 を レジス

タ に 指示 する 装置 。 イン デ ィケ ー タの 状 態 に よ って,処 理手 続 の動作 順序 を変 え る こ とが で き

る。

INITIALIZE(イ ニシ ャ ラ イズ)

(1)ル ー チ ンの 開始 また は指 定 した点 で,各 種 の カ ウン タ,ス イ ッチお よび ア ドレス を ゼ ロ,

また はそ の 他の 初 期 値 に設 定す る こと。

② 計算 機 の長 い稼 動 中 に 回復 お よび再 開始の 補 助 と して 使 われ る。

INPUT(入 力)

④ 外 部 記 憶 媒体 か ら計 算 機の 内 部記 憶装 置 に移 され た,ま た は移 され るべ き情 報 や デ ータ

(2)(1)で 定 義 した入 力 を 指揮す るル ーチ ン また は計 算機 に この よ うな情 報 を受 け入 れ させる装

置の 記述

⑥(1)で 定義 した 入 力に必 要 な装置 ま た はその 集団

INPUT-OUTPUT(入 出 力)

計 算 機 と通信 す るため の装 置,お よび通 信 の 中に 含 まれ てい る デ ータ に対 す る総称 語 。 同意

語(エ/o)

INPUT-OUTPUTLIMITED(制 限 つ き入 出力)

入 出力 動作 の時 間が 他 の 動作 を しの ぐよ うなシ ス テ ムま た は状 態 と関連 す る。

11NQUIRY(イ ンク
ァィ ア リ)、

計 算機 の 記憶装 置 の 内容 照 会 が 鍵盤 で行 な える技 法。
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工NSTRUCTION(イ ンス トラク シ ョン)

川1つ ま たは そ れ 以上 の ア ドレス と共 に,あ る い はア ドレス な しで,命 令 動作 を定義 す る1

組の 文字。 そ して,指 定 した 数 の 動作 を計算 機 に行 なわせ る1つ の単 位。 インス トラ クシ ョ

ン とい う言 葉 は コマ ン ド,ま た は オー ダ とい う言 葉 よ り好 ま しい。 コマン ドは 命 令語 の特 定

の部分 に対 して 使用 さ れて い る。 す な わち実 行 させ る動作 を記述 す る部分 。 また,オ ーダ は

文字 の配列,順 序 つ げ,揮 間 の序 列,あ る い は微 分方 程 式の 階位 の ため に 使 用 され てい る。

1NSTRUCTION,ALPHANUMERIG(ア ル フ ァニ ュー メ リック ・インス トラ ク シ ョン)

デー タの フ ィール ドの種 類 を英 字 や数 字 を 使 って 適当 に表 わ す ことが で きる命 令 。

INSTRUCTION,BRANOH(ブ ランチ 命令)

プ ログ ラムの 実行 中 に条 件 に したが っ て,い つれ か1っ の サ ブ プ ログ ラム を選 択す る よ うに,

プ ログ ラマが 計算 機 に 指示 で き る命令 。

工NSTRUOTION,BREAKPOINT(ブ レーク ポ イン ト命 令)

(1)計 算 機 を 停 止 させ るか,ま た は モニ タ ーが割 込 プ ログ ラムを 制御で き る監 視 ル ーチ シ に標

準的 な形 式で コン トローノレを移す 命令。

② もし,特 定 のス イ ッチ を セ ッ トす れ ば,計 算機 を停 止 し,ま た は他 の特 殊 な 動作 をさせ る

命 令。

INSTRUCTION,OHECKエNDIOATOR(イ ンデ ィケー タ チ ェ ック 命 令)

現在 使 ってい る命 令の 中 に間違 い が ある こ と をオ ペ レー タ に 知 らせ る ため の 信号 装置 を作動

させ る命 令。

INSTRUCTION,CONDエTIONALBREAKPOINT(コ ン デ ィ シ ョナ ル ブ レー ク

ポ ィン ト命 令)

も し,特 定 のス イ ッチが セ ッ トさ れ てい るが,ま たは特 定 の 状 態に な った とき,現 行 の ル ー

チン を続 行 させ てか ら,ま た は強 制的 に ジ ャン プ させ て計算 機 を停止 させ る条件 っ き命 令 。

INSTRUCTION,CONSTANT(コ ン ス タン ト命 令)

定 数 の形 で書 かれ た,命 令 と して実 行 さ れな い 命 令。

INSTRUCTION,DUMMY(ダ ミ命 令)'

命 令 と して実 行 させ る より も,他 の 目的 に使 うため,リ ス トの 中 に挿入 した;形式 的な命 令 ま

た はア ドレス。



306

INSTRUCTION,FOURADDRESS(4ア ドレス 命 令)

通 常,2つ の オペ ラ ン ドの ア ドレス,結 果 を格 納 す る ア ドレ ス,次 の 命令 の ア ドレス,実 行

され る べ き コマ ン ド,お よ び種 々の インデ ック スか ら成 る命 令 。

INSTRUCTI .ON,MACRO(マ ク ロ命 令)

(1)特 定 の処 理を 実行 す るため に,オ ブジ ェク トル ーチ ンの 中に挿 入され る一一連 の マ イク ロ命

令 か ら成 る命令 。

②1つ の命 令の中 に い くつ かの 処 理 を組 み込 ん だ より強力 な命令。

INSTRUGTION,M工CRO(マ イク ロ命令)

小 さ い,単 一 の,短 かい,加 算 シ フ ト,ま たは 消 去 な どの よ うな 形式の コマ ン ド。

エNSTRUCTエON,MULTIPLEADDRESS(多 重 ア ドレス 命 令)

1つ の命 令 コー ドと2つ 以上 の ア ドレス か ら成 る命 令 。通 常2ア ドレス ,3ア ドレス,ま た

は4ア ドレス 命令 の形 で書 か れる。

INSTRUCTION,NOADDRESS(ア ドレス の なh命 令)

計 算 機 が記 憶装置 を参 照 しない で も実行 で きる動作 を記 述 し た命 令。

INSTRUCTエON,NO-OP(非 動 作命 令)

(1)特 に 何 の動作 も実 行 しな い で連 続 す る次の 命 令 に 移 行す る命令 。

(Zプ ラン ク命令(5)ス キ ップ命 令(4)無 効 命 令

INSTRUOT工ON,ONEADDRESS(1ア ドレス 命 令)

1つ の命 令 コー ドと1つ の ア ドレス か ら成 る命 令。 単 一 ア ドレス方 式の計 算機 の 命 令語 は
,

例外 と して ゼ ロお よび マル チ ア ドレスの 両方 を含 む こ とが あ る。

INSTRUOTION,ONEPLUSONEADDRESS(1プ レス1ア ドレス命 令)

2つ または4つ の ア ドレス を も つ 命 令 で,そ の う ちのiつ は実 行 さ れ る次 の命 令の 記 憶位

置 を 指定 す る。 通 常,記 憶装置 が潜 在 時 間 を もっ てい る計 算 機 に使 われ る。 た とえば ドラ ム計

算機 。

INS[1]RUCTION,PSEUDO(擬 似 命 令)

川 コンパ イ ラ,ま た は イン タプ リタに おけ る記 号 表現
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(2命 令語 と同 じ形 式 をし てい るが 実 際の 命 令 と しては 実行 され ない文字 の 集 ま り。

工NSTRUOTIONSK工P(ス キ ップ命 令)

記 憶装 置 の1部 に と られ て い る他 の命 令 に進 む よ りプ ロセ ッサ に指示 す る 以 外に何 の 効 力 も

ない 命 令。

INSTRUCTION,SYMBOLエ ○(記 号 命令)

機 械語 に直 接変換 で きるア セ ン ブ リ語 の 命令 。

INSTRUCT工ON,TWO,THREEORFOURADD'RESS(2,3ま たは4ア ドレ

ス命令)

そ れぞ れ1つ の命 令 コー'ドと2つ,3つ,ま たは4つ の ア ドレスか ら成 る命令。

ア ドレス に はオ ペ ラン ド,演 算結 果,ま た は 他の命 令の記 憶位 置 が示さ れ る。

エNSTRUCTION,ZEROADDRESS(ゼ ロ ・ア ドレス命 令)

通 常の ア ドレ ス の指 定 を必 要 と しない,命 令 コー ドだ けか ら成 る命 令。

た と えば,"ShiftOOO5"と い う命 令 は通 常の ア ドレ ス位 置 に 対 し希 望す る移 動量 が

書かれ てい る。

工NTERFACE(イ ン タ ー フ ェース)

デ ー タ処 理 シス テム相 互 間,ま たは単 一 シス テ ムの装 置 間 の共通 境 界面。

INTERFIX(イ ンタ ー フ ィ ックス)

特定 の 照会 に対 し て,漏 話 に よる 誤検 索 を起 こさ ない で,返 答 で きる よ うに項 目や 文書 に書

か れ キー ワー ドの 関係 を与 え る技 法。

INTERLACE(イ ン ター レース)

通 常 アク セス タ イム を短 編す る 目的 の た めに,連 続 な記 憶場 所 を,た と えば 磁気 ドラム上

に 割 当て る。

工NTERLOGK(イ ンタ ー ロ ック)

機械 や装置 の適 当 な整合 を維 持 させ るため に,そ れ らの 動作 が相互 に依 存 す る よ うに,機 械

や 装置 の制 御 を調 整 す る。

INTERPRINT(イ ン ター プ リン ト)

ω カー ドにせ ん 孔 さ れ た情報 を,そ の カー ド上 に印 字す る。

② 非 機 械 語 を機 械語 命 令にほん 訳 す る。

エNTERPRETER(イ ンタ ープ リタ)

ω カ ー ド上 に印 字 され てい ないせ ん 孔 カー ドのせ ん 孔内 容 を読 み とっ て,そ れ を文 字 にほ ん
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訳 して カー ド上 に 印 字す るた めの機 械 。

② 擬似 コー ド命 令の よ うな 形 で記 憶 さ れ てい るプ ログラ ムを機械 語 にほ ん 訳 して
,す ぐに そ

れ らの命令 をサ ブル ーチ ン で実 行 させ る ルー チン。 本来,イ ンタ ープ リタは 一連 の 長 い プ ロ

グ ラム パ ラメ ータ,擬 似 命 令お よ び オペ ラン ドを連 続 に処 理す る ク ローズ サ ブ ル ーチ ンで あ

る。 通 常,ク ロー ズ ナ ブル ーチ ンと して 使 用 され,擬 似 コ ー ド命令のEXエ 丁命 令 に よ って

ぬ け 出る 。

工NTERRPUT(イ ンタ ラプ ト)

計 算機 か らの 特 別 な信 号 に よ り,正 常 な オ ペ レーシ ョンを1時 中断す る こと。 通 常,正 常 な

オペ レー シ ョンは後 刻,そ の 点 か ら再 開す る こ とが で きる。

工TERAT工VE(繰 返 し)

ある条 件が 満足 され るまで 一連 の オペ レー シ ョンを く りか え して 実行す る 手順 また は処理 を

い う。 く りか え しの 処理 は1っ の ルー チ ンの 中の ルー プに よ っ て実現 させ る こ とがで き る。

〔 」 〕

JAM,CARD(カ ー ドジ ャ ム)

機 械 の 中 に カ ー ドが く い 込 ん で つ ま る 。

〔K〕

KEY(キ ー)

(1)レ コー ドや項 目の1部 分 で,識 別 す る ため の文 字 の集 ま り。

レコー ドや 項 目の な かの,あ る エ ン トリーは どれ で も照合,ま た は 分類の ための 鍵 と し て

用い る ことが で きる 。

② 文字 を 印字 す る ため に 人手 で操 作 す る しる しの つい た レバー。 た と えば,タ イプ ラ イタ,

紙 テ ー プさん孔 機,カ ー ドパ ンチ,マ ニ ア ル キー ボ ー ド,デ ジタ イザ,ま た は マニ アノレワ ー

ド,ジ ェネ レータ 。

㈲ 手動 で計 算機 の 動 作 を変 更 す る ため の コン ソール上 のレ バ また は ス イ ッチ。
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KEYPUNCH(ー キー パン チ)'

(1)文 字,数 字 お よび特 殊記号 を表 わ すた め,カ ー ドや テー プに孔 を あけ そ情 報 を記 課 す るた

め の 装置 。 ・'

② カー ドや テー プに孔 を あけ る装置 を操作 す る こ と。

KEY-VERIFY(検 孔)

検孔 機 と して知 られ てい る鍵 縮 のつ い た 機械 を使 って パ ンチ カー ドにせ ん孔 され た情幸臣が実

際 に正 し くせ ん孔 さ れ ていた か を調 べ る。 パ ンチ した孔 と,押 した キーが 二致 しなピ と き機 械

は信 号 を出 す。 ・・ 一 ・』

KILOCYCLE(キ ロ ・サ イク ル)

1000サ イクル/秒,ま た は103サ イクル/秒 。(メ ガサ イ・クル,ギ ガサ イク ル,'デ ラサ

イクル)の 項 を参 照。(訳 注:サ イクル とい う単位 は ヘ ル ソ と変 更 されて い る).

〔L〕

LABEL(レ ー ベル)

項 目・ レ コー ド,メ ッ・セー ジ・ ま た は フ ァ イル を識別 ま たは表 わ す の に 使 う記 号 の1組 。

時 々,,記 憶装置 の ア ドレ ス と同 じに 使 われ る。

LACING(レ ー ス イ ング)'・'1』'

入 力 カー ドの終 り を示 す た め に,カ ー ドの 桁 に余 分 に複 数 せん 孔 した もの。 語 源 は カ ー ドの

模様 が レース模 様 に見 え るた め。

LANGUAGEALGORITHMIC(算 法 言 語)'

数 字 の処 理 手 順 を計 算機 に,標 進 形 式 で正 確 に示せ る算 術言語 。 この 言 語 は コン パ イラを も

っ てい る計 算 機に.数 字 の処 理 手 順 を直 接 に示す方 法 とし てだ け で な ぐ
,人 間 同志 に伝 える も

の で もある。 言語 そ の ものは 標進 化 した 算法 言語 を作 る ための 国 際協 力 に よって で き た
。 国際

代 数言 語 はア ル ゴル の始 祖 であ る。

LANGUAGE,00MMONBUS工NESSOR工ENTED(共 通 事務 用 言語)

事 務 デー タの処 理手 順 が標 進 形 式 で明 確 に 記述 で きる特 別 の 言語 。 この言 語 は コン パ イ ラ を

も ってい る計 算 機 に・事 務 用 プ ログ ラ ムを直 接 に示 す方 法 と して だけ でな ぐ
,人 間同 志 に伝 え

るーもの で もあ る。 同意 語『(COBOLコ ボル)。
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LANGUAGE,INTERNATIONALALGEBRAエ ○(国 際 代 数 言語)

アル ゴル の 前身。 同意語(IAL)

LANGUAGE,MAOHINEORIENTED(機 械 用言 語)

(1)ほ ん 訳 を しない で機械 が解 読 し,使 える よ う設計 した言 語 。

② 特 定 の機 械 。 た とえ ば計 算機 また は計 算機 類 が 理解 で きる 形で 情 報を表 現 す る シス テ ム。

この よ うな言 語 は機 械 の 動作 を明 確 に し,か つ 指示 す る命 令,な らび に,機 械 動作 に よ って

記 録ま た は処 理す べ き情 報 を含 ん でい る。

㈲ す べ ての命 令は記 号 命 令 コー ドと一 緒 に絶対 ア ドレス,相 対 ア ドレス また は記号 ア ドレス

を数字 で表わ す。 同意 語(LAN(}UAGE,MACHINE機 械語)。(LANGUAGE言 語)の 項

を参照。(LANGUAGE,OBJEOT目 的言 語)の 項 と関連 。 反 意語(LANGUAGE,

PRGOEDUREORIENTED手 続 向 き言 語)

LANGUAGE,OBJEG[1](目 的 言語)

自 動 コーディング元レーチン に よ り出力さ れた 言語 。 通 常,目 的言 語 と機械 語 は 同 じである。 し

か しなが ら,自 動 コー デ ィングシ ス テ ム の中 の一 連 のス テ ップiは目的 言語め]ス テ ップず つが次の

ステ ップ の 原始 言語 として 働 くよ うな形 に な ってい る 。

LANGUAGE,PROBLEMORエEN[1]ED(問 題 向 き言 語)

ω 機械 命 令語 に容 易 に 変換 す る ため とい う よりは,む しろ一般 的な 問題 の プ ログ ラム作 成 上

便利 な ように 設計 した言語 。 この よ うな言 語の 構成 要素 は 機械語 命 令 と全 く似 てい な し㌔

② 問題解 決の方法 で な く,単 に 問題 を記 述す る ため に 必要 な機 械 に 独立 な言語 。

(GENERATOR,PROGRAMプ ログ ラムジ ェネ レータ)の 項 と関連 。 反意 語(LANGUAGE,

PROCEDUREORIENTED手 続 向 き言語)

LANGUAGE・PROCEDUREORIENTED(手 続 向 き言 語)

問 題 解決 の処 理方 法 を 記述 した機 械 の 種 類 には 関係 しない 。

反 意語(LANGUAGE,PROBLEMORエEN口ED問 題 向 き言 語)

LANGUAGE,SOURCE(原 始言 語)

機 械 処 理 に先 だ って用 意され るプ ログ ラム の最 初 の 形。

LANGUAGE,TARG-ET(タ ー ゲ ッ ト言 語)

他 の言 語か ら適 当 にほ ん 訳 さ れるべ き目的 の言語 。

1.EADER(リ 一一タ')

詳細 な レコー ドの 中 に ない 情 報 を レ コー ドの集 団 に与 える た め,集 団の 前 に置 く レコー ド。
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た とえ ば,バ ッチの 始 めの17。 ② テ ー プ リール の始 め に。 デ ー タのは じま りの前 に あ るテ ー

プの不 使 用す なわ ち空 白部分 。

LENG'TH,BLOCK(ブ ロ ックの 長さ)

1ブ ロック内 の レ コ ー ド.語,ま た は 文字 の 総数。

LENGTH,F工ELD(フ ィール ドの長 さ)

フ ィー ル ドの 物理 的 大 きさ 。 フィール ドの 長さ は パ ンチ カー ドでは桁数,テ ー プでは ビッ ト

数 に よ り示 さ れ る。

LENGTH,WORD(ワ ー ドの長 さ)

機械 語 の字 数 。 これ は計 算機 に よっ て定数 であ った り変数 で あった りす る。

LIBRARY(ラ イ ブラ リ)

〔1)計 算 機 で利用 で きる情 報 の 集 ま りで,通 常,磁 気 テ ー プ に記録 され て い る。

② 磁気 テー プ フ ァ イル。

LエBRARY,ROUTINE(ル ーチ ン ・ラ イブラ リ)

問題 または 問 題 の1部 を解 決 で きる標準 のか つ公け い さ れた ル ーチ ン の集 ま り。 ・

LIBRARY,SUBROUTINE(サ ブル ー チ ン ・ラ イブ ラ リ)

い つ でも使 用で きる よ うに フ ァイル に保 存 されて い る標 準の,か つ,公 けい され た サ ブルー

チ ン の集 ま り。

LINE,AOOUSTICDEI.AY(音 響遅 延線)

音響 遅 延 を もた らす 媒体 を使 った ときの遅 延 線。 す な わ ち水銀 や石 英 遅 延線 の よ うなも の 。

L工NE,DELAY(遅 延 線)

材 質,回 路定数 また は 機械 装置 に より,入 力 と出 力 との 間で パル ス エネ ル ギー を時 間的 に 遅

らせ る こ との で き る装 置 、 水銀な どの ように音波がその媒体の中を次第 に拡がってい くような遅延線や

材質の例 としては集中定数の導線 同軸 ケー フつ㌦ 通信線および回転 している磁気 ドラムがある.

LINE,ELECTRICDELAY(電 気 遅延 線)

集 中 ま た は分 布 してい る容 量 や 誘導 素子 の 性 質を 利 用 した 遅延 線。

エ.エNE,MAGNETエCDELAY(磁 気遅 延線)

磁 性 材料 を使 った遅 延線 。 た と え ば ドラムチ ャネル,ま たは コア と他 の素 子 の組合せ 。

LエNE,MAGNETOSTRエGTIVEDELAY(磁 歪 遅延 線)

磁 歪の物 理 的原 理 を利 用 した遅 延線 。(MAGNETOSTRICTエON磁 歪)の 項 を参 照。
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LINE,MERCURYDELAY(水 銀遅 延線)

電 気 エ ネ ル ギーに ある いは電 気 エ ネル ギーか らそ れ ぞ れ 変 換 で き る変 換 器 と一緒 に 音 の 伝播

媒体 と して使 われ て い る水銀 に よる音 波 の,す な わ ち 音 響学 的 の遅延 線,

LINKAGE(リ ン ケー ジ)

プ ログ ラ ム間,ま たはル ー チ ン間 の結 び つ け を行 な う技法。

LOOP(ノ レー プ),

(1)1連 の 命 令の 中 の 最後 の命 令 に よ っ て修 飾 され て終 了 の条 件 がみ た され るま で く りか え さ

れ る よ うな 命 令群 。 記帳 的(Bookkeepin9)命 令 が生産 的(Produ。tive)命 令 を 修 飾 す

るの に対 してルー プ の中 の生産 的命 令は,通 常,オ ペ ラン ドを操作 し て,反 復数 の 計 算 を行

な う。 ル ー プに はい くつ かの 終 了の 条件 が あ る。 ル ー プ と等 価 な もの は
,直 線 的 コ ー デ ィン

グの技 法 に よって 可能 であ る。 そ れ に よれ ば,生 産 お よび 記帳 的操作 の くりか え しご とに命

令 を書 くことに よって 明 らか に実 行 でき る。

LOOP,CLOSED(ク ロー ズ ド・ル ー プ)

出力 が入 力 を修 飾す るた め に使 用 され る よ うな,制 御 の フ ィー ドバ ッ'クを もった シス テ ム に

属す る。

LOOP,OPEN(オ ー プン ・ル ー プ)

要 求 された 操作 の誤 りに対 して,ク ローズ ドル ー プ ・システ ウにあ る よ うな 自 己 訂 正 作 用

を もって い ない制 御シ ス テ ムに 属す る。

LOOP,RAP工D,ACCESS(迅 速 ア クセ ス ・ル ープ)

特 に ドラ ヘ テー プ,ま た はデ ィスク記 憶 装置 の 中の 一部の 記 憶場 所 の ことで,残 りの記 憶

場 所 よ り も,ず っ と速 くアク セス でき る。

LOW-ORDER(低 位 の)

数 字の 桁 に割 当 て られ た ウエ イ トまた は重 要 度に 関す る。 た とえば123456の 低 位 の 桁 ー

は6。 そ の 他2進 法 の 低 位 の3ビ ッ トの こ とを 云 う こ とが あ る.(ORDER位)の(3)

項 を 参照。

LPM,LlnesperMinute(行/分)

c



315

〔M〕

MACHエNE,SELFORGANIZING(自 己 組 織 機 械)

要 素が外 部 の干 渉 な しに,操 作 の基 準 に合致 する ように,機 械 自身 に よって組 織イ』され る可

変 の ネ ッ トワー ク を含ん でい る もの と して,大 ま か に特 色づ ける こ とが で きる機 械 。

MAGNETOSTRエCTION(磁 歪)

磁 界の方 向 に 沿 って置 か れた とき長 さ を増 して,磁 気 を除 いた と きに もとの長 さに 戻 る よ う'

な,特 定 の 物質 が示す 現象 。
o

MAINTENANCE,FILE(フ ァイル ・メン テナ ンス)

一定 期間 中 に生 じた変 更 に つ いて の フ ァイル の週期 的 な修 正'

MARK,DRUM(ド ラム ・マ ー ク)

ドラム上 の レコー ドの終 りを示 すた め に使 わ れ る 文字 。

MARK,END(エ ン ド ・マーク)

語 の終 り,ま た は1つ の デ ー タの 終 り を知 らせ る表示 。

MARK,GROUP(グ ル ー プ ・マ ーク)

書込 み命 令 に対 して記 憶 装置 内の レ コー ドの 終 りを示す ため に使 わ れる特 殊 な文字 。

MARK,RECORD(レ コー ド ・マーク)

デー タ移 送 で文 字数 を限定 す る のに,あ るい は また テー プに ブ ロッ クさ れ てい る レ コー ドの

境 界 を示 すた め に,あ る種 の計 算 機 で使 わ れて い る特 殊 な文字。

MARK,RECORDSTORA(}E(レ コー ド ・ス トー レッ ジマ ーク)

記 憶 装置 に読取 られ る レコー ドの長 さ を限定 す る ため に,カ ー ド読取 装 置 の レ ゴー ドの 記 憶

場所 にの み表 われ る特 殊 な文字 。

MARK,SEGMENT(セ グメ ン ト ・マ ーク)

テ ー プ フ ァイル の1区 分 を他 の 区分 と分 離す るため に,テ ー プに書 か れ た特 殊 な 文字 。

MARK,STORAGE(ス トー レ ッ ジ ・マーク)

ア キ ュ ムレー タの 中 の最 高位 桁 の す ぐ左 に あ る文字 余 白 を指 定す る場所 に与 え られ た 名 前
、

た とえば下 図 の 中の"a"は ス トー レ ッジ ・マーク。

・1746749TT
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MARK,TAPE(テ ー プ ・マーク)

テ ープ に記 録 す る 物理的 な終 端 を示すた め に,テ ープ に書 か れ る特 殊 な 文 名

MASK工NG(マ ス キ ン グ)

ω 語ま た は一連 の 語 か ら語 でな い グル ー プや文 字 フ ィー←ル ドを抜 き とる 手 続

② 移 送 が起 らな い よ う に 内 部 プ ログ ラム 制 御 の 中で設 定 す るか,さ もな くば機械 的 に錠 を

おろ す よ うに させ る 手 続

MATCH(マ ッチ)

い くつ かの 入 力群 か ら一連 の 項 目が 編成 され ない とい うこと を除 け ば 〔一 ジに よ く似 た デ

ー タ処 理操 作 で あ る
。 い くつか の 群は,あ る キーに したが って,互 い に一致 す る ものが あるか

ど うか 対比 させ る。2つ の群 の マ ッチ を図示 す れば 次の とお り。

nE列A順 列 ・

11

i_ζ=二:
4-一 ー一_____4

55

66

77

811

911

19/15
1:

MERGE(マ ー ジ)

2つ の・ ま たは そ れ 以 上の 同 じ規 準 で並 べ られ た フ ァ イル を 項 目の 配列 順序 を変 えな いで1

つの フ ァ イル に ま とめ る こと。

METHOD,MONTECARLO(モ ン テ ・カル ロ法)

問 題 の最 適解 を見 出 すた めの 試行 錯誤 の反 復計 算方 法 。 しば しば,こ の方 法 は多 くの変 量が

相互 に関連 しあ っ て い て 通常 の解 析 手 段 では取 扱 えな い よ うな と きに使 用 され る。

MエOROPROGRAM(マ イク ロ ・プロ グ ラム)

ω プ ログ ラマ が デ ジタル 計 算 機 の基 本 的 なサ ブ コマン ドか ら構成 した 原 始的 な 命 令 に よる プ

ログラ ム。
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② ハー ドウエ ア に よ り機械 の サ プ コマン ドにほ ん 訳さ れ る一連 の 擬 似 コマン ド。

(3)計 算機 の サブ コマ ン ド組織 か ら様 々 な原始 的命 令 を組 立 て る手 段 。

(4)機 械 のサ ブ コマ ン ドを有 効 に使 用す る こ とに よ って,デ ジ タル計 算 機 を 最 高 に利 用す る た

め の方 策 。

M工GROSEOOND(マ イク ロ ・セカン ド)

100万 分 の1秒,10-6秒,略 語microsec.

MILLISECOND(ミ リセ カ ン ド)

1000分 の1秒,10-3秒,略 語msecま た はms.

MNEMONIC(ニ ー モ ニ ・ク)

人 間が記 憶 しやす い よ うに とい う意 味。 した が っ て 通 常 二 一モ ニ ック な言 葉 は 覚 え易い よ

うに簡略 化 さ れ た もの で あ る。 た とえばMU1・1]IPLY(乗 算)に はMPY,ま たACOUMULA-

TOR(ア キ ュムレ ー タ)に はACC 。

MODE(モ ー ド)

川 計 算機 の デー タ表 現 法,た とえば バイナ リ ・モ ー ド。

② 計算 機 の 選択 され た操 作方 式 。

MODE,NO工SY(雑 音 モ ー ド)

浮 動小 数 点演 算 で左 に桁移 動す る 間 に,低 位 の ビッ ト位 置 に"0"よ りはむ しろ"1"の ビ

ッ トが 出 て くる よ うな正 規 化 を行 な わせ る 手続。

MODEL,MATHEMATICAL(数 学的 モ デル)

手 順,目 的 また は概 念 を数学 的 手法 で記 述 した もの 。 これ に よ り違 った状 態 に おけ る手 順,

目的 また は概 念 が どの よ うに な る か を比較 的 単 純 な変数 の扱 い で定 め る こ とが可 能 に な る。

MODIFIIER(修 飾語)

命 令の 正 規 の解 釈や 実 行 を変 更す る ため に使 用 され る もの。 た とえ ば イン デ ックス ・タグま

たは 間接 ア ドレス タグ。

MODUI.E(モ ジ ュール)

(1)い くつ かの 変換 可 能 な素 子 を もっ てい る さ し込み。

(2)計 算 機 容量 を 大 き くす るた め の記 憶 装置 の ブ ロ ック また は 他 の ビル デ ィン グ ブ ロック の

増 力[分。

MONITOR(モ ニ ター)

プ ログ ラ ムの 実行 中,正 確 なオ ペ レー シ ョンが 行 な われ てい るか を 監視 し,か つ検 査 す る こ
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と。通 常 プログ ラ ム上 の 疑問 に 答 える ため に時 に応 じて使用 され る診 断 ル ー チ ンに よって行

な わ れ る。

MULT工PLEX(マ ル チ プ レ ック ス)

比較 的移 送速 度 の 遅 い い くつ か の記 憶 装置 か ら移 送速度 の 速い1ケ の記 憶 装置 に デー タ を移

送す る処 理 。 この よ うな 方法 に よれ ば 高速 度の 装置 は 低 速度 装 置の た め に待 たされないです む
。

MULT工PROCESSOR(マ ル チ プ ロセ ッサー)'

複数 個の 同 時 に働 く演算 および論 理装置 を もっ た機 械 。

MULT工PROGRAM工NG(マ ル チ プ ログ ラ ミング)

複数 個の ル ーチ ンまた は プ ロ グラ ム をお りまぜて 同時 に処 理す る 技法 。

〔N〕

NANOSEOOND(ナ ノセ カン ド)

10億 分 の1秒 。10-9秒 。 同意 語(ミ リ ・マ イク ロセ カン ド)

NEST(入 れ子)

ω サブ ルー チ ンや デー タの フ垣 ック を より大 きなル ご チ ン や デー タの ブ ロックに含 め る こ と
。

②n次 の 多項 式の 値 を(n-1)回 の乗 算 に続 い て(n-1)回 の 加算 を使 うよ うな特 定 の

処 理手 順 で求 め るこ と。

NO工SE(雑i音)

デー タ が使 用 さ れる ときに,デ ー タか ら無 視 ま たは除 去 しなけ れば な らな い無 意 味 な余 分 の

ビッ トあ るし(は語(DROP
,FALSE検 索 誤 り)の 項 と関連。

NORMALIZE(正 規 化)

ω 浮 動 小数 の 仮数 部 が あ らか じめ定 め た範 囲に位 置 づ け る ため に 指数 部 と仮数 部 をプ ログ ラ

ム で調 整 す る こと

② 算術 演算 で1組 の記 号 や数 字 を標 準 形に 置換 す るこ と。

NULL(ナ ル)

ω 情 報 が ない こ とを表 わ す ため の ゼロま たは ブ ラン ク と区別 され る もの で 情 報 の火 除 の こと
。

② ゼ ロ

㈲ 中央 ま た は端 か らの 偏 りの ない こと を表 わ す。
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NUMBER,BINARY・(J2三 隼数)・ ,・'lt、 一'.tt、't.・'tt,ts:1:'.rt＼ ・『『."・::1'?

通 常,1つ 以 上 の数 字 か ら構 成 さ れ る数 で,個 々 の 数 量 は2を 基 数 と した 各 数 字 で も っ て表

わ さ れ る 。 使 用 さ れ る数 字 は0と1。

NUMBER,BINARYCODEDDECI》AL(2進i化10進i法)

通 常,連 続 な数 字 の 集 合 か ら構 成 さ れ る 数 、4つ の 数 字 か らな る各 集 合 は2進 数 で あb,そ

れ ぞ れ の 集 合 が10進i数 に 対 応 し て い る。 た と え ば3桁 の10進 数262は2進 化10進 数 の

0010,0、110,0010の3つ の集 合 で 表 わ さ れ る。 ,嚇 ・ t-t

NUMBER,BIQUINARY(2-5進 数)

(1).1対 の 数 字 か ら構 成 さ れ る 数 。 左 側 の数 字 は2・ を 基 数 と しk値,.右 側 の数 字 は5を 基 数 と

した 値 で表 わ さ れ る。0と1が 左 側 の数 字 に,そ して0,'.1,,2D .5,'4が 右 側 の数 字 に 使

用 さ れ る。.・ ∴ 、・.・ ㍉ ・'・LtL・t・ ・-t:・.一・tt、ttl、_.:・ ∴i

② 連 続 な1対 の 数 字 か ら構 成 さ れ,そ れ ぞ れ1対 の 数 字 は10を 基数 と した 値 で 表:わ さ れ る 。

NUMBER,BIQUINARYCODEDDECIMAL(2-5進 化10進 数)・:

通 常,連 続 な 数 字 の1組 か ら成 る数 字 で,各 組 は2進5進 法 数 字 で あ る 。 た と え ば,、・1・0進

数 の3671は2-5進 化10進 数 で は03111201・ と な る 。-

NUMBER,CALL(呼 出 番 号)

川 ザ ブ ル ー チ ン を識 別 す る 文 字 の集 ま り で以 下 の も の を含 む 。:=,:一 パ

(a)サ ブ ル ー チ ン の 中 に 挿 入 さ れ る パ ラ メ ー タ に 関 す る 情 報 ・

倒 サ ブ ル ー チ ン をつ く り出 す た め に 使 わ れ る 情 報 ・・ .白 ・'、 い,.

回 オ ペ ラ ン ドに関 す る 情 報 ∫ .`.一 ・ 一.

② 呼 出 し番 号 の 文 字 数 が 計 算 機 の1語 に 等 しい 長 さ の と き に 呼 出 し語 とい う

NUMBER,CHEOK(検ff番 号)・ ,.

デづ の継 処賊 難 の嚇 を検出するのに佛 される1つ 以上噂 跡 ら轍 さ握

翫 錨 番号がげ ・ジ・ト鮒 で繊 さ旭 ときはチ・・クデ・ジ・トと嘩 ㍉ を・・

(DIGIT,CHECKチ ェ ック デ ィ ジ ッ ト)に 関 連 。
ぐ ピ'・＼ 、・

NUMBER,SELFCHECKING(自 己 検 査 番 号)

添字をもった辮 で・データが1r媒 体2fcは 鑓 か ら他に移送さ池 あeで ひ 興 検

査 す る た め に 使 用 さ れ る 。(BIT,cHEOK検 査 ビ ッ ト),(cHEcK,MoDuLdN≡'ジ ュ

ー ル ・樋)蛙 び(・ ・D・
,・RR'・R噛DE曲 面 ・・誤 娘 出 ・ 一 ド)の 項 とme。:":')

NUMBER,SY」>iBOLIG(記 号 ナ ン バ ー)

ル ー チ ン を 記 述 した り,記 憶 場 所 を 参 照 す る と き に使 わ れ る数 字 で,こ の よ う な数 字 は プ ロ
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グラ ム の最 後の ア セ ンブ リン グの段 階 で,実 際の 記 憶 番 地に 変 換 され る。

〔0〕

OCTAL(8進 法)

8を 基数 と した記 数法 。 た とえば8進 表 示の8進 数214は2×64+1×8+4×1,す な わ ち

10進 数 の140に 等 しい。

8進 の214を2進 化8進 法 ではOlO,001,100と,ま た2進 法 では]OO'01100と 表

わ され る。2進 化8進 法 と2進 法 の違 い は コン マをつ け る か どうかだ けで ある こ とに注 意す る。

上 の例 の2進 法 の場 合 は 頭 の ゼ ロが 消去 され てい る 。(NUMBER,00TAL8進i法)の 項 で明

らか になる 。

OFF-1.INE(オ フ ラ イン)『

周辺 装置 の操 作 が 中央 処 理装 置 の制 御 下 にな い よ うな シス テ ム,お よびそ の周 辺 装置 。

(EQUIPMENT,OFF-LエNEオ フ ライン 装 置)の 項 で 明 らか にな る。

OFF-PUNCH(オ フパ ンチ)

カ ー ドの 桁の正 常 な位置 にパ ンチさ れない こと。

ONrLINE(オ ン ・ラ イン)

周辺 装置 の操作 が 中 央処 理装置 の制 御 下 に ある組 織 お よびそ の組 織の 周辺 装置 。 い ま,事 象

が 発生 した な ら直 ちに情 報 赤デー タ 処 理 組織 に 導入 され,直 接 処 理の主 要 な 流 れ に結合 してい

る。

OPERAND(オ ペ ラ ン ド)

命 令 の 中に 入 れ られ る,ま た は出 て くる数量 。 オ ペラ ン ドは命 令 コー ドやそ の記 号 とは対 照

に変数,結 果,パ ラメー タ,ま たは 次 の 命 令の 記 憶 場所 を示 す もの で ある。 オペ ラン ドは命 令

の ア ドレス 部 で あ る。

OPERATION(オ ペ レー ション)

定 義 され た作 用 。そ の作 用 は1つ の 計 算 機命 令ま たは擬似 命令 で指定 され る。

OPERATION,OOMPUTER(計 算機 オ ペ レー シ ョン)

命 令 に よ って生 じる 電子 的作 用 で,通 常 結 果 を得 るため に要 求 さ れ た計算 機 の操作 。
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OPERATION,FIXEDCYCLE(固 定 サ イク ル ・オ ペ レーシ ョン)

川 一定 の 時間 が一つ のオ ペ レー シ ョ.ンに割 当 て られ る よ うな実行 方 式。

② 結 果が 測 った時 間 の関数 とし て起 る よ うな 計算 機の 同期 式 または刻 時式 装置 。

反 意 語(OPERATION,VARIABLEOYCLE可 変 サ イク ル ・オ ペV－ シ ョン)

OPERATION,HOUSEKEEPING(準 備 オペV-一 シ ョン)

通 常,・実 際 の処 理 を始 め る 前に 行 なわ れ るオ ペ レー シ ョン に対 す る総 称 で ある。 た とえ ば,

制 御 用 の し る しの設定,補 助記 憶 装置 の 準 備 処 理 す る最 初 の レコー ドの読 取 り とフ ァイル の

識別 な ど。

OPERATION,PARALLEL(並 列 オペ レー シ ョン)

通 常,同 じよ うな種 類 の い くつ かの 動作 を,そ れぞ れの動 作 に対 して 個別 に類 似 の また は 同

一 の装置 を割 当 てて 同時 に実 行 す る
。 そ の 動作 とは 普通 情報 の流 れ や処 理 を指す 。 並 列オ ペ レ

ー シ ョン は直列 オペ レー シ ョン よ り
,か な り時間 を 節約 す る こ とが でき る。 通常,多 くの 装置

が必 要 に な る。 反 意 語(oPERATIoN,sERIAL直 列 オペ レー シ ョン∂

OPERATION,REALT工ME(リ ア ル タ イム ・オペ レー シ ョン)

デ ー タ伝 送 の 発生時 が情報処 理組 織 の他 の部 分 によ って,あ るい は組 織外 の 物 理 的な出 来 事

に よ って制 御 さ れ る プ ログ ラ ミングに よっ ては 好都 合 な変 形 が で きない よ うな 処 理組 織内 で の

計 算機 の使 用。 この よ うな オペ レー シ ョン は 出来事 が シ ミュ レー トで きる ように同 じ速 度 で続'

行 ず るか,あ るい は,発 生 す る外 部 の 出来 事 を 分析,ま た は制 御す る に十 分 な 速度 で実行 す る。

OPERAITION・SEQUENTIAL(シ ー ケ ン シ ャル ・オペ レー ション)

次 々に,順 番 に 動作 が遂 行 さ れ る。 直 列 オペ レー シ ョン(serlalOperation)と い

う語が 微視 的 なオペ レー シ ョン に関す る との 対 照に,逐 次オ ペ レー ショ ンは 巨視 的 な オペ レー

シ ョン に関す る用 語 で ある。 た とえ ばA×(B×C)は 逐 次 オペ レーシ ョン と考 え られ る
。2

つ の乗 算 は互 い に連 続 して行 な われ る こ とを示 して い るが
,そ れぞ れの乗 算 に おけ る個 々 の数

字の 処 理 は 並列 で あった りま た は直 列 で あ っ た りす る。

OPERATION,SERIAL(直 列 オペtZ・一シ ョン)

1時 点 に1つ の数 字,語,回 線 また は チ ャ ネル だけ を使 用 して順 々に計 算機 を通 る情報 の流

れ。 反 意語(OPERATION,PARALLEL(並 列 オペ レー シ ョン)

OPERAT工ON,S工NGLESTEP(シ ン グル ・ス テ ップ ・オペ レー シ ョン)

1つ の 命 令 ま たは 命 令 の部分 が手 動制 御 の単 一 オ ペ レー シ ョンに応 じて実 行 され る よ うな 自

動 計算 機 を手 動 で操作 す る方 法。 この方法 は 一般 に間違 いを検 出す るため に使 用 さ れ る。
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OPERATION・VARIA亘LEOYO
.LE(可 変 ナ イク ル ・オ ペ レー シ ョ ン)

一 周 期 の 動 作 時 間 の 長 さ が 場 合 に よ っ て 異 な る よ うな オ ペ レ
}シ ョ ン。 こ の よ う な 動 作 は 非

同 期 式 計 算 機 の 特 長 で あ る 。 、、

OPERATION,R ,ESEARc且(オ ペ レ ー シ ョン ・一リサ ー チ)

戦 略 的 な問題 の 解決 の ために数 学 を と り入れ た分 析 方法 を使 用 す る。 その 目的は 管理 者 が よ

.り多 くの 論 理的根 拠 で もって,合 理 的 な 決定 が 行 なえ る方 策 を与 える ことに ある。 オペ レー シ

ヲン 川 サー チで 使用 さ れ る共 通の 科学 的手法 に は 次 の もの が あ る。 リニ ア プ ログ ラ ミン グ,

確 率論,情 報 理論,モ ンテ カル ロ法,お よび 待合 せ 理論。

OPERAT・R・AND(論 理 積 ・演 算 子)、 tx ..・一、.,.t,t

(1)pとQが そ れぞ4状 態 を表 わす もの とすk
,と,,・PとQ¢)両 方 が真 な らばPとQ・ の論 理積 は

真'Pと ♀の どちらか,ま たは 両方 が 偽 な らば 論 理 積 は偽 にな る論 理演 算 子の こ と。通 常,真

は1,偽 は0の 値 で表 わされ る。A丹p演 算子 は,・しば しば真 中 に点 をつ け た(P・Q),

無 記 号 の(PQ),"U"を さ、か さ に した論 理積 記 号 で(P∩Q),あ るい は乗 算 記号 の`

"X"を 使
って(P×Q) .で表 現 され る。ANDと い う文 字 を論 理演 算子 と普 通 の言 葉 との

区分 を 明確 にす るため,一 般に 大文 字 で表 わ して いる。

(2)AND演 算子,ま たは論 理 積 を使 っ た論理 演 算。 同意 語(ANPす な わちLOG-10AL

-MULT ,IPLY論 理積)。

OPERATOR・EX叫USIVEOR(排 他 的言鯉 和 ・演 算子)

PとQが そ れぞ れ状 態 を表 わす とす る と,P*Q(*は 排 他的論 理和 の 演算 子)の 状 態 は,

Pま たはQの い つれ か が真 な らば真 であ り,PとQの 両方 が真 ま、た は 偽 な らば 次表O如 ぐ偽 に

な る論 理 演算 子 。 下 地 の数 字 の1は2進 値 ま たは真 を意 味す る 。

P

O

O

1

1

Q

O

1

0

1

Q*

0

1

1

0
.

P

(偶 数)

(奇 数)

(〃)

(偶 ・数)

排他 的論 理和 は 両方 の入 力が真 で ある と き出 力 さ れな い。 す なわ ちPま た はQが 真 な らば

P*Qは 真 で ある が,両 方 と も真 な らば 偽 で あ る.とhう こ とを 除 いて 包含 的論理 和 と同 じ で

あ る。 お もに 比較 操 作 に使用 され る。
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OPERATOR,INCLUSエVEOR(包 含 的論 理和)

Pま た はQ,あ るい は そ の両方 が真 な らば,Pと の 論理 和 が真 に な る論 理 演算子 。ORゲ ー

トな どでORと い う語 がそ れ だけ で使 用 され てい る ときは通 常,包 含的 論 理 和 を示す 。

OPERATOR,OR(論 理和,演 算子)

Pま たはQが そ れ ぞ れ状 態 を表 わす とす る と,P,Qの 真 また は偽 の状 態 の組合 せ に 対 して

次 の表 の よ うに な る論 理演 算 子。(DISJUNGTION非 結合)の 項 を 参照 。

P

偽

真

真 .

偽

OPTMIZE(最 適化)

Q

真

偽

真

偽

論理和

真

真

真

偽

プ ログ ラ ムの 実行 に おい て逃越 しや 移 送 な どに よる処理 時 間が 最小 にな る ように 記憶 装置 の

な かの 命 令ま た は デー タを配 列 しな おす こ と。

OUTPUT(出 力)

(1)計 算機 の 内 部記 憶 装置 か ら外 部記 憶 装置 また は計 算 機 外 の 他の 装置 に移 送 され た情 報。

(2)前 項川 を行 な わせ るル ーチ ン

(3)前 項(1)の た め に必 要 な 装置 ま た は装置 群

(4)内 部 記 憶装置 か ら外部 媒体 に 移送す る こ と

OVERFLOW(あ ふ れ)

(η 算 術 演算 の結 果 が デジ タル計 算機 の 予定 した記 憶 場所 の大 きさ以上 に な る状 態

② 機械 的 イン デ ィ ケー タ また は プ ログ ラ ム インデ ィケー タが つ い てい るな ら,あ ふ れ の 状 態

をそれ らに 知 らせ る。 また インデ ィケー タが ない か ら,そ の あふれ た数 字 は 消失 す る。

OVERI.AY(オ ー バ レイ)

実行 中 に他 の形 の記 憶場 所か ら高 速度 記 憶場 所 にル ーチ ン を持 って くる技法 。そ れ に よ り,

い くつ か の ル ーチ ンが別 な時 点 で同 じ記 憶場所 を占 有す る。 オ ー バ レ イは全 部 の命 令の記 憶 に

必要 な場 所 が主 記 憶 装置 の許容 容 量 を越 え る と きに 使 用さ れ る。

OVERPUNOH(オ ー バ パン チ)

す で にせ ん 孔 さ れ てい る カー ドの桁 に孔 を追加 す る こと。 同意 語(ZONEPUNOHゾ ー ン

パ ンチ)
。(BITS,ZONEゾ ー ン ビッ ト)の(1)項 と関 連。
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〔P〕

PACK(パ ック)

い くつか の短 い項 目を記述 す るた め に,1つ の機 械 的 な項 目ま たは語 の 中 にそ れ ぞ れの 項 目

を話 込 む こ と 。

PADDING(パ デ ィン グ)

擬 似 レ コー ドで も って,情 報 の1ブ ロ ック を満 た す た めの技 法 。

PANEI・,GONTROL(コ ン トロー ル,パ ネ ル)

川 計算 機械 の操 作 を制御 す る た め に,配 線 され た相 互連 絡用 の装置 で,通 常,と りは ず しが

できる 。パ ンチ カー ド機 械 で使 用 され,使 用 者の制 御 の もとに機 能 を駆使 で き る 。計 算機 の

場 合 には,主 として入 出力機 能 を制 御 す るため に使 用 され る 。 ② ソケ ッ トに ピ ン,プ ラ

グ,ま た は線 を さ し込 ん で,半 固定 式 プ ロ グ ラ ム の 命 令 を表 わす,デ ー タ処 理 機械 の 装 置

ま たは 構成 要 素 。 あ るい は ま た,パ ター ン で命 令 を表 わす装 置 の 中心部 分 。そ して・デ ー タ

処 理機械 との 間 で電 気 的 に相互 連 絡 を取 る 。

PARALLELBYCHARACTER(文 字並 列)

複数 の曲線,チ ャネ ルま たは 記憶 素 子 で,同 時 に機 械語 の全 文字 を扱 か うこ と。

PARAME[1]ER(パ ラ メー タ)

川 実 行 され る処 理 ま たは 処理 の 一部 を指 定す るた め のサ ブル ーチ ンの 中の 値 。サ ブ ル ーチ ン

が別 な メ インル ーチ ン の中 で,あ るい は,同 じ メイ ンル ーチ ンの他 の部 分 で使 われ る と きは,

パ ラ メー タは 違 った値 で示 さ れ る 。 しか し,通 常,一 つの サ ブル ーチ ンの 中 では変 らな い ま

ま で ある 。(PARAMETER,PROGRAMプ ロ グ ラム ・パ ラメ ー タ)の 項 と関 連 。

② ジ ェネ レー タに対 して,機 器 構 成,ま た はそ れ に含 まれ てい るサ ブル ーチ ンを指 示 す る・た

めに,さ もなけ れば 生 成 さ れ る必要 なサ ブル ーチ ンを指 示す るため に使 用 さ れ る数 量 。

⑤ 計 算 中,一 定 な数 学 上 の定 数 ま た は変 数 。

(4)項 目,装 置,ま た は組 織 の特 色 を限定 す るも の 。

PARAMETER,PRESENT(プ レ ゼ ン ト ・パ ラ メー タ)s

入力 して い る間,サ ブル ーチ ンに 加 え られ るパ ラ メー タ 。

PARAMETER,PROGRAM(プ ロ グラ ム ・パ ラ メー タ)

計 算 の 間甲,サ ブル ー チ ンに加 え られ る パ ラ メ ー タ 。 プ ロ グ ラ ム パ ラ メ ー タは しば しば

サ ブル ーチ ンか,ま た は,そ の入 口点 に 関 し て 記 憶 さ れ,し か もそ れ ら を参 照 す る の に,サ
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ブルー チ ンで扱 われ る語 か ら成 って い る 。

それは ル ーチ ンに よ って変 え られ る し,.あ るいは ま た1つ の入 口点 か ら他 の 入 口 ごとに変 り

うる 。(PARAMETERパ ラメ ー タ)の(1)項 との関 連 。

PART-OPERATION(パ ー ト・オペ レ ーシ ョン)

実行 され る算 術 または 論 理 演 算の 種 類 を定義 する命 令 の一部 分 。

但 し,オ ペ ラ ン ドの ア ドレス では ない 。

PASS(パ ス)

読込 み,処 理,書 出 し,な どす な わ ち機 械 動作 の一 同期 。

PATCH(パ ッチ .)

(1)ル ー チ ンの誤 りの訂 正,ま た は ルー チ ンの変更 をす る ため に,ル ー チ ンの 中 に挿 入 され る

コー デ ィン グの一 部 分 。殆ん どの場 合,そ れ は修 正 され る ル ーチ ンの 実際 ¢5位置 に挿 入 さ れ

ず に,パ ッチへ の 出 口や ル ー チ ンへの 戻 りをつけ られ て ど こか他 の位 置 に置 か れ る 。

② 修 正 した コー デ ィン グを挿 入 す るこ と 。

PMO,PUNCHOARDMACH工NE(パ ンチ カー ド機 械)

(MACHINE,ELECTRICALACCOUNTING電 気計算 機)と 同 じ。

PHONE,DATA(デ ー タ フ ォン); .

デ ー タ通 信 が容 易 に行 なえ る一 連 の装 置 を表 わす総 称 名

PICOSEOOND(ピ コ セ カ ン ド)
ロ 　 む

+1セ カ ン ドの 千 分 の1,ま た は10秒 で,PSECと 略す。

PING-PONG(ピ ン ポ ン)

マル チ リー ル フ ァイルの場 合 に,2つ の 磁 気テ ー プ装 置 を使 って,フ ァイル が完全 に,処 理

され るまで,2つ の装 置 を 自動的 に切換 え るプ ログ ラム技法 ・

PIＬOTTER(プ ロ ッタ)

1つ ま たは そ れ以 上 の変数 の 関数 と しての,従 属変 数 が,自 動 的 に コ ン トロール され た ペ ン

ま たは鉛 筆 で図形 に表 示 さ れ る装 置

PO工NT,LOAD(ロ ー ド ・ポ イ ン ト)

読取 ま た は書 込 の 開始 をす る場 合,読 取 ・書 込 ヘ ッ ドの下 に,磁 気 テ ー プが最 初 に位置 づ け

られ る地 点

POSTINGTERMINAI.DIGIT(ボ ス テ ィン グ ・ター ミナ ル ・デ ィジ ッ ト)

文 書 の一 連番 号 を,最 後 の 数 字 に合せ て並 べ た り記 録 す るこ と。
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PRECISION,DOUBLE(倍 精 度)・

計算機 が 通 常,取 扱 う桁 数 の2倍 の 桁数 を保有 す る と き 。た とえ ば,10桁 の10進 数 を基

本 とす る計 算機 が20桁 の10進 数 を取扱 う場 合 に呼 ば れ る 。そ の と きは倍精 度 の算 術 演算 が

実 行 で きる 。

PRINTER,HI(}H-SPEED(高 速 度:プリン タ『)

オ ン ライ ンで使 用 が 可 能 な よ うに,計 算 お よび デ ご タ処理 の 速度 に適合 した速度 で動 作 す る

プ リン タ。現 在 では毎 分250行 各 行100文 字 の速 度 な ら高 速 度 とみ なせ る 。

同意語(HSP)

PRINTER,LINE(ラ イン ・プ リン タ)

1行 分 の文 字 を印 刷 で きる装 置,'す なわ ち,'100桁 以上 の す べて の 位置 に全 部 の文 字 が含

まれ てい る タイ プバ ー,ま た は タイプ シ リンダ で,同 時 に1行 つ つ連続 用 紙 の上 に印 刷 で きる 。

PRINTER,SERI)IL(シ リアル ・プ リン タ)

1字 つつ 用 紙 に印字 してい く装 置 で,こ れ には い ろ い ろあ る 。た とえばt:タ イ プ ライ タ,ス

タイ ラス また は マ トリ ックス ・シ リアル プ リ ンタお よび高速 度 の マル チ ラ イン ・ス タイ ラス ま

たは マ トリックス ・シ リアル プ リン タ

PRINTER,WIRE(ワ イヤ ・プ リン タ).・ 『

従来 の活字 面 の よ うな文 字 でな く,ワ イヤの 束 の 甲か ら適 当 に選択 され た ワイヤの 先端 を使 っ

って,点 を字 の形 に 構 成 して印刷 す る高 速 度 プ リン タ

PRINTER,XEROGRAPHIC(ゼ ロ グラフ ィ ック ・ブ リ・ン タ)

原 紙 の 暗 い部 分 は静 電 的 に充 電 し,明 るい部分 は 充 電 しない方 法 に よ り,用 紙 に光 像 を印 刷

す る装 置 ○そ の用 紙 に細 か い粉 にな った乾 性 イ ン クの粒 子 をふ りかけ て,そ の粒 子 を充 電 した

部 分 にだ け 附着 さ せ る 。 イツ クの 粒子 がつ い た用 紙 に熱 を加 え れ ば,イ ンク が溶 け て,永 久的

に用 紙に 固着 す る 。

PROBLEM,BENGHMARK(N'ン チ マこ ク問題)

計 算機 の速度柑能 を評価 するのに使用 されるルーチ ン 。1つ の方 法 は9つ の 加算 と1つ の乗 算 を

行・・の噸 描 間の「㌔ で表わす・1イ・の加剛 は乗算の蹴 は ・つの・ぺ・ン ・を

記憶 装置 か らひ き出す時 間,演 算時 間,結 果 を格 納 す る時 間,お よび加算 や乗算 を行 な うのに

必要 な命 令の 選択 と実 行 時 間 が含 ま れ る 。

PROOES"S,口ERATIVE(反 復 処 理)

希 望す る結 果 に 遂 次近 づ くよ うに,週 期 的 な動 作 を く りか え させ て,結 果 を算 出す る処 理 。
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た とえば,Nの 平方根 は加算,減 算 お よび除算 の く りか え しに よ って近 似 させ る こ とが で きる 。

PROCESS工NG,BA触OH(バ ッチ処 理)『

処理 の 前 に,コ ー ドづけ され,ひ とま とめ に集 め られた デ ー タを処理 す る方法 。'

PROCESSING,CENTRALIZEDDATA(中 央 デ ー タ処 理)

地理 的 に分 散'してい る い くつか の 経営 単位 か ら得 られ るデ ー タ を中央 の1ケ 所 で行なわれ る デ

ー タ処 理 。非 中央 処 理 は地 理的 に分散 してい るい くつ かの経 営単 位 で,そ れぞ れ 個別 に デLタ

処理 を行 な う。

PROOESSエNG,エNTEGRATEDD'ATA(集 中デ ー タ処 理)

す べ ての デ ー タ処 理が,全 体 と して処 理段 階 の 順 に,あ る いは番 号 順 に遂 行 されて ○デ ー ダ

また は 処 理の 重複 を避け る よ うにす るシス デ ム'。

PRooEssING,P'ARA[LLEL(並 列処 理)

1つ 以上 の ラ ンを行 な わせ る プ ログ ラムが記 憶 装置 の 中 に 同時 に記 憶 され てい て,平 行的 に

実 行 させ る こ と 。

PROCESS工NG,REALTIME(リ ア ル タイ ム処理)

処 理結 果 が,そ れ に よ って管 理 また は制 御 され る手 続 に十 分間 に合 うよ うに与 える こ と,非

常 に速 い速 度 で情報 や デー タを処 理 す る こ と。

同 意語(REALT工MESYSTEMリ アル タ イム ・シス テ ム)。

PROCESSOR(プ ロセ ッサ)

川 アセ ン ブ リ,コ ンパ イル,お よび ジ ェネ レー シ.ン を包 含 した 総称 名 。

② 自動 デ ー タ処理 装 置 ま た は演算 装置 の簡 記語 。

PROGRAM(プ ログ ラム)『

川 問題 を 解 決 する ため の筋 立 て 。す な わち,問 題 を解 くの に必要 な一連 の機 械 命 令語 お よ び

ル ー チ ン 。 ② 問 題 の解 くた め の手 続 き を確立 す る こ ど。 この なか に は問題 の 分析,概 略

な流 れ図 と詳 細 な流 れ 図,検 査,サ ブルー チ ンの開 発,記 憶 場所 の割当,入 出力様 式 の 設 計,

お よび デ ー タ処 理 シス テ ムの稼 働 を明示 す る こ と'が含 まれ る 。

PROGRAM,INT宜RNALLYSTORED(内 記記 憶 プ ロ グラム)

さん 孔紙 テ ー プや ピンボ ー ドな どの外部 記 憶 とは反 対 に;計 算機 の 内部 記 憶装置 に一 連 の 命

令が デ]タ の よ うに記憶 され る 。

PROGRAM,O'BJECT(目 的 プ ワグ ラム)

自動 コー デ ィング システ ムの 出力 で あ る プ ログ ラ ムの こと 。目的 プ ログ ラムは しば しば,実
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・一'N

行 し得 る機 械 語 の プ ログ ラム で あるが ・1つ の 中 間 言 語 で あ っ て も よい 。 同 意 語(TAR-

GETPRO(}RAMタ ー ゲ ッ ト・プ ロ グラム),(OBJECTROUTINE目 的 ル ー チン)。

反 意語(PROGRAM,SOUROE原 始 プ ログ ラ ム)。

PROGRAM,SOUROE(原 始 プ ロ グ ラム)

人 間 が問 題 や手続 きを容 易 に表 わせ る よ うに 設計 され た言 語 で書か れ た プ ロ グラムの こ と。

た とえ ば記 号や 代数 。

原 始 プ ログ ラ ムを機 械 語 の 目的 プ ロ グラム にほん 訳 す るの に,ジ ェネ レー タ,ア セ ンブ ラ ト

ラ ンス レー タま たは コ ンパ イ ラル ーチ ンが使 用 さ れ る 。

反 意語(PROGRAM,OBJECT目 的 プ ロ グラ ム) .

PRO(}RAMING,AUTOMATIC(自 動 プ ロ グ ラ ミン グ)

人 間 に と って,作 りや す い言語 また は形 式 か ら,計 算 機 が完全 に実行 す る言語 に プ ログ ラム

を変形 また は ほん訳 す る作業 を計 算 機 自身 を使 って行 な わせ る方法 。た とえ ば,コ ンパ イ リン

グ,ア セ ン ブ リン グ,お よび ほん訳 ル ーチ ン 。

PROGRAMING,INTERPRETIVE(ほ ん 訳 プ ログ ラ ミング)

擬 似機 械 語 で書か れ た プ ログ ラムで,計 算 機 で実行 され る前 に実 際の機 械 命 令語 に計 算 機 で

変 換 され る 。・

PROGRAMING,LINEAR(リ エァ ・プ ログ ラ ミン グ)

多 くの変 数 を含 ん で い る よ うな 問題 の なか か ら,1つ ま たは1組 の最 適 値 を見 つ け るた めの

数 学的 お よび オペ レ・一 シ ョンズ ・リサ ーチ の技 法 。

この技 法 は計 算機 の プ ロ グ ラ ミン グ と混 同 され るべ きでは な い が,問 題 に この技 法 を使 って

プ ロ グ ラムす る こ とが でき る 。 リニ ア プ ロ グラ ミン グは,し ば しば 目的 関数 と よば れ る数 量 の

最 適 値 を求め るの に最 もふ さわ しい方 法 で ある 。目的関 数 は シス テ ムの な かの 様 々な変動 項 の

測定 値 に単純 な比 例関係,す な わ ち線形 に ある とき,そ してま たす べ ての制 約 が線 形 で ある と

き,変 動 項 を使 って数 式 で表 わさ れ る 。

PROGRAMING,MICRO(マ イ ク ロ ・プ ロ グラ ミン グ)

自 動 計 算 機 の 命 令 と して,基 本 的 な命 令動 作 だ け か ら構 成される特別 な1組 の命 令 を使 う

技 法 。プ ログ ラマは よ り高 度 な機能 を もつ 命令 に組 合 せ る こ と が で き る 。さ ら に は 高 度 な

機 能 を もつ命 令だ け を使 って プ ログ ラム をつ くる こ とが で きる 。た とえば 加算,減 算,お よび

乗 算 の基 本 命 令 しか ない計 算機 な らば,除 算 の ため の 命令 は マ イ ク ロ ・プ ロ グ ラ ミン グに よ っ

て構 成 す る ことが で きる 。
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PROGRAMIN〔},MINIMUMACCESS(ミ ニ マ ム ・ア ク セ ス ・プ ロ グ ラ ミン グ)

記 憶 装 置 の 情 報 を ひ き 出 す の に 必 要 な 待 ち時 間 を最 少 に す る プ ロ グ ラ ミン グ 。

同 意 語(MINIMUMLATENCYPROGRAMING待 ち 時 間 最 少 の プ ロ グ ラ ミン グ)。

反 意 語(PROGRAMI』NG,RANDOMAOCESSラ ン ダ ム ・ア ク セ ス ・プ ロ グ ラ ミ ン

グ)。

PROGRAMING,MULTIPLE(マ ル チ プ ル ・プ ロ グ ラ ミ ン グ)

同 時 に2つ,』 ま た は そ れ 以 上 の 算 術,ま た は 論 理 演 算 が 実 行 さ れ る よ うな プ ロ グ ラ ミ ン グ 。

反 意 語(PROGRAMING,SERIALシ リ ア ル ・プ ロ グ ラ ミン グ)。

PROGRMエNG,OPTIMUM(最 適 ・プ ロ グ ラ ミン グ)

あ る 基 準 に つ い て,最 大 効 率 を あ げ る た め の プ ロ グ ラ ミ ン グの こ と 。 た と え ば,記 憶 装 置 の

最 少 使 用,周 辺 装 置 の 割 当 時 間 の 最 小,ま た は 処 理 時 間 の最 小 。

PROGRAMING,RANDOMACCESS(ラ ンダ ム ・ア ク セ ス ・プ ロ グ ラ ミ ン グ)

アクセス す る 時 間 に関 して プ ログ ラ ムで要 求 され る 情 報 の 位 置 が 問 題 に されな い プ ログ ラ ミン グ 。

PROGRAMING,SERIAL(シ リ ア ル ・プ ロ グ ラ ミン グ)

1時 に,た った1つ の 算 術 ま た は 論 理 演 算 した 行 な え な い プ ロ グ ラ ミ ン グ 。 た とえ ば シ ー ケ

ン シ ャル ・オ ペ レ ー シ ョ ンo

反 語(・R・GRAM・1NG・M・ ・T・P・Eマ ル チ プ ル ・プ ・ グ ラ ミン グ)・

P`ROGRAMING,SYMBO工.1'○(シ ン'ボ リ ック ・プ ロ グ ラ ミン グ)

プ ・ ㌘ ミ'ン グを,し や す くす る た 眺 ・ 伝 意 の 記 号 を使 ・ て,ア ドレ ス を表 わ す ・

PROTEOTION,F工LE(フ ァ イ ル 保 護)

磁 気 テ ー プ リー ル 上 の 有 効 な デ ー タが 消 さ れ な い よ う に予 防 す る装 置 ま た は 万 法 。

PSEUDO-OPERATION(擬 似 操 作)

八 一 ド ワ エ ア に よ って 実 現 さ れ る よ うな 動 作 を も っ て い な い 動 作 の こ と 。 した が っ て 広 義 の

機 械 動 作 。

PUNCH,ELEVEN(1「1パ ン チ)

Xパ ン チ の ② 項 と 同 じ

PUNOH,.GANG(ギ ャ ン グ ・パ ン チ) 、

同 一 の ま た は 一 定 の 情 報 を,す べ て の パ ン チ カ ー ドに集 団 で パ ン チ す る こ と 。

PUNCH,SUMMARY(サ マ リ ・パ ン チ)

他 の 機 械,通 常 は 作 表 機 と結 合 させ て カ ー ドに パ ン チ す る処 理 。
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他の機町 智 挟 間 祭 技 デ三夕をカードにパンゲ ること・

r≡H,∴ 『.VE92'rン テ).
Yパ ン チ の(2)項 と同 じ 。

PUNCH,X(Xパ ンチ)

川80桁 カ ー ドのXま た は11列 に さ れ る パ ン チ 。

(2)1桁 の11番 目 の 位 置 に さ れ る パ ン チ 。Xパ ン チ は し ば しば コ ン トロ ー ル や 選 択 に,あ る

い は 負 符 号'と して 負 数 を示 す の に使 用 さ れ る 。 ま た,11パ ン チ と も 呼 ば れ る 。

同 意 語(ELEVE"NPUNCH11・ 〈ン チ)。

PUNGH,Y(Yパ ンチ)

{1)8・ 桁 カー ドの ・af(は12列,す 勧 ち・ 一 ドの 駈 ⑰ 那 され るパ ンチ ・
、

(2)1桁 の12番 目の位 置 に され るパ ンチ 。それ は しば しば 付加 的 な コン トロールや 選択 に,

あるい は正 符号 と して 正数 を示 すの に使 用 され る 。

同意語(TWELVEPUNCH12パ ンチ)

PUNCHING,INTERSTAGE(イ ン タース テ ー ジ ・パ ンチ ン グ)

カー ドの奇数 列 だ け を使 ってパ ンチす るシス テ ム 。

PUNCHエN◎ ≡ 些STArE(ノ ーマ ル'ス ㌃ ジ'パ ンチ ング)

カー ドの 願 列 だ け ぴ フで ンtす る云 テA・ 反 繍 くPUNCHING!エNTER-

STAGEイ ン タ ース テ ー ジ パ ン チ ン グ)

Q

QUADRIPUNTAL(ク ォ ドリ ・パ ン タル)

特 に,ラ ンダ ムな せん 孔 が して ある4パ ンチ に関連 が ある 。 この言葉 は限 られ た文 書 に使用

され る 。

QUANTITY,DOUBLEPRECISION(倍 精 度 数量)

固定蔽 の調 齢 鎚 .ぽ 卯 にも?てM研 物2倍 の撒 の数量

j
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・〔R〕

RAD工X(基 数),.、

各 記 数 法 の 数 字 位 置 に使 っ て い る数 字 の数 。一 般 的 な 記 数 法 で 使 っ て い る 文 字 は 下 記 の よ1;う

に,ア ラ ビヤ 数 字 の1部 ま た は 全 部 で あ る 。 ・一'Tt∴ ・"

シ ス'テ ム 名.'文'字.基 数 ド・.-＼'ろ'ぼ

2進 法(O,1)2t./1.一 ぎ

8進 法(0.1,2,5,4,5,6,7)8"tttt.・ 』・"

10進 法,'(0,1,・2,3、4;5,6,7,:8i9う'-t↑0、.}.'1:1r.二 ㌧'.'』一!

RANGE(レ ン ジ)・/.t'jt'、 ・.t:tts・

川 関 数 ま た は 語 が と り うる す べ て の 値 。(2}最 大 値 と最 小 値 の 差 。

RA:〔1]E,BIT(ビ ッ ト速 度)'..',...'!'L二

通 信 線 ま た は,チ ャネ ル の 一 定 の 点 を通 過 す る2進 数 字 あ る い は パ ル ス の 速 度(,B・AUD・ ボ

ー)お よ び(CAPAOエTY,CHANNELチ ャネ ル 容 量)の 項 を 参 照 ∵"T-

RA .TE,RE.SET'(リ セ ッ ト速 度)・ ・ …'.・:、 ・s=二:t,'"...:T'1'『.

コ ン ト ロ ー ル シ ス テ ム に よ っ て 行 な われ る単 位 時 間 当 りの 修 正'回 数 『'-∴u∴ 恒1に ∴ ・

RATIO,OPERATIN(}(稼1動 率):

実 際 の 計 算 機 稼 働 時 間 と予 定 した 総 時 間 と の 割 合'。 た と え ば1週 間 の 稼 働 時 間 を916'8時 間

と予 定 し て い た 場 合 に,も し イ2時 間 が 予 防 保 全 に,ま た4.8時 間 が 予 期 し て い な か った 故 障

時臓 ・れた・す・・,鱗 は16㌶68す ・わち ・・%嚥 ・'

READ.,NON～DESTRUCTIVE(非 破壊 読取)・".一'一'

情 報 を変 化 さ せ るこ とな しに,レ ジス タ の内 容 を読 取 る こと 。l

READER・CHARACTER(文 字読 取装置)・ ・ .-1

人 間 が読 め る活 字体 また は 筆記 体の 文字 で表 現 され た デ ー タを,直 接,機 械語 に変 換 でき る

よ う・な特 別 の 装置 。,一 ・ 一 ・＼ ・ ∴ ㌔ピ ・ … 一'・

この よ うな装置 は光 学 的 に 読取 られ る 。またダ 磁 気 イン クで 印字 され た文 字 の場 合 に は磁 気

的 に読 取 られ る 。.,..

READER,HIGH-SPEED(高 速 度読 取装 置)tt'

計 算機 をそ れ ほ ど待 た せず に,オ ン ライ ン処理 がで きる よ うに,計 算機 に直 結 で きる 読取装

置 。毎分,250枚 以 上 読め る カ ー ド読取 装置 は 高速 度 読 取装 置 と呼 べる 。毎 秒,50字 以上
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の 速度 でさん孔 紙 テ ー プが 読め る装 置 は 同様 に高 速 度読 取装 置 と呼 べる 。同意 語(HSR)。

RECOGNI「D工ON,CHARAOTER(文 字識 別)

人 間 が読 め る よ うに書 かれ た,あ るい は 印刷 され た文 字 を感 知 し,機 械語 に変換 す る機械 に

使 っ てい る 技 術 。

REGO(}N工 丁 工ON,PA[[t[1]ERN(パ ター ン認 識)

機 械 組織 で形や その 他 の パ ター ン を認 識 す る こ と。 こ こで い うパ ター ンは 物 理的 な形 や言 語

形式 の よ うな もの 。

REGORD(レ コー ド)

1つ の単位 に取扱 われ る関 連 ある情 報 の フ ィール ドの集 ま り。そ の単 位 とは 印刷 で きる様 式

に な ってい る情報 の リス トな どで あ る 。 ② 記憶 装 置 に デ ー タを入れ る こ と。

RECORD'FIXEDLENG'TH(固 定 長 レ コー ド)

文字 の数 が 固定 され て い る レ コー ド。 この 制 限は 単 純 な,そ して 早い 処 理 をす る た め に ある 。

あ るい はま た,使 用 す る機 械 の特 長 に よる こと もあ る 。

REOORD,REFERNCE(参 照 レ コ ー ド)

最 後 の特 定 なルー チ ンの 中 で,オ ペ レー シ ゴン と,そ の 記憶位 置 を記述 す る コ ンパ イ ラの 出

力 で,分 割 され たル ーチ ンや割 当 られ た記 憶場 所 の情 報 が 記入 され てい る 。

REGORD,TRAILOR(ト レー ラ ・レ コー ド)

レコー ドの集 ま りに続 く1つ の レコ ー ドで,レ コー ドの集 ま りに関 す る適 切 な デ ー タを記 録

してい る 。

RECORD・GROUPエNGOF(レ コー ドの集 合 体)

テ ー プ を加速 お よび減 速 す るた めの 無効 時 間 を減 ら し,さ らにテ ープの 空 白部 分 を減 らす た

めに,2つ 以 上 の レ コー ドを1つ の ブ ロ ック にテ ー プ上 にま とめ る こと 。

これ は,ま た,レ コ ー ドの ブ ロ ッキ ン グ とも呼 ば れ る 。

RE(}工STER(レ ジス タ)

い くつ かの ピッ トまた は文 字 を記憶 す るの に使 用 され る八 一 ドワエ ア装 置 。 レ ジス タは通 常
,

トラ ン ジス タや真空 管 の よ うな要 素 で構成 され,1語 分 程度 の情 報 を記録 す る 。一般 に プ ログ

ラ ミン グの 方 では レジス タに情 報 を単 に記憶 させ る こ とと,処 理 させ る こ とが 必要 に な るが
,

ハ ー ドウ エ アの 方 では 区別 しな い 。

RETRIEVAL,工NFORMATION(情 報検 索)

文 書 や 図 で表 わ され た レコ ー ドの集 ま りか ら必要 な情 報 また は デ ー タを探 し出す こ と 。
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RETRIEVAL,FALSE(誤 検 索)

適 切 な ライ ブ ラ リを参 照せ ず に,主 題 と あい まい な関 係 が ある ライ ブ ラ リを探 索す る こ と。

これ は と き どき 自動探 索方 法 におい て起 る。

ROLL-OUT(ロ ーーール ア ウ ト)

レ ジス タや カウ ン タの 内容 が以 下 に示 す手 順 で読 まれ る よ うな ,し ば しば診断 ル ー チ ンの 中

に使 われ る処 理 。同時 に各桁 の 数 字 に1を 加算 す る。 レ・ジス タの 甲の数 の基数 をnと す る と き,

nつ つ 小 さ く して い ぐ。各桁 の 結果 がn-1か ら0に な った と き信号 を 出す 。

ROUT工NE(ル ーチ ン)

希望 の オペ レー シ ・ンま たは その 連続 を計 算機 に行 な わせ る ため に,適 当 な順 で配列 された

命 令 の組 。機 能 上,2つ 以 上 の命 令 か ら構 成 され るプ ログ ラムの 小部 分 。 したが って結 局 プ ロ

グラ ムで ある 。

ROUTエNE・AUTOMATIC(自 動 ルー チ ン)

あ る状 態 が プ ログ ラ ムまた は レ コー ドの中 に発 生 した場 合 だ け,ま たはそ の他 の 処 理中 以 外

は,手 操作 とは 無 関係 に行 な われ るル ーチ ン 。

ROUT工NE,CLOSED(ク ローズ ド ・ル ーチ ン)

メイ ンル ーチ ンの 中 に,命 令 の集 団 と して 挿入 され な い で リ ンケー ジに よ って メイ ンル ーチ

ン と結 び つ け られ る よ うな ル ーチ ン 。

ROUT工NE,D工AGNOSTIO(診 断 ル ーチ ン)、

計算 機 の 障 害,ま たは プ ログ ラムの誤 りを探 す た め に使 用 され るルー チ ン 。デ バ ッギ ン グや

障 害追 求 を助 け る ため に特 別 に 設計 され た ル ーチ ン 。同意語(MALFUNCTIONROU-

TINE障 害 ル ー チ ン)。(DEBUGG工NGデ バ ッギ ン グ)の ② 項 と関連 。

ROUT工NE,EXECUTIVE(監 視 ルー チ ン)

む

あ る場 合 には,普 通 の プ ロ グラマ が知 らない 命令 を使 って,ル ーチ ンの読 込み や 再 配置 を制

御 す る ル ーチ ン 。実 際 上,監 視 ルーチ ンは 機械 そ の もの の一 部 分 である 。同 意語(MONI-

TORROUT工NEモ ニ タル ー チン),(SUPERVISORYROUTINE監 視 ル ー チ

ン)お よ¢(SUPERVISORYPRO(}RAM監 視 プ ロ グ ラム)

RouTINE',FLoATIN〔}PolNT(浮 動 小数 点 ルー チ ン)

浮動 小数 点 演算 を行 な わ しめ る1組 の サ ブ ルー チ ン。 浮動 小数 点演算 の ハ ー ドワエ ア な しで,

浮 動小 数 点処 理 を行 な う ときに使 用 され る 。
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ROU'TINE,GENERATING(生 成ル ーチ ン)

状 況 を完 全 に記 述 しない で も取 扱 うこ とが で きる 。ほん訳 ル ーチ ンの1種 。'

ROUTINE,且EURISTIG(ヒ ュ ー リス テ ィ ック・・ル ーチ ン)

直接 の論 理 手続 に よ らな い で学 習行 動 を伴 左 う試行 錯 誤 に よ らて問題 を解 ぐルLチ ン 。

ROU.T・INE,HOUSEKEEPING(準 備 ル ーチ ン)'・ 『ttニ へ

・'プ ロ グ ラムで
,た だ1度 だ け 実行 され る最 初 の命 令 。た どえ ば記憶 装 置 の ク リ'ヤ'

ROUT工NE,INTERPRETIVE(翻 訳 ルー チ ン)

擬似 コー ドで書 かれ た命 令 を 解釈 して,す ぐにその 命 令 を実行 す る ル ーチ ン 。 これ は擬似 コ

ー ドを機 械 語 ル ーチ ンに翻 訳 じ
,そ れ を あ とそ実行 す る コンパ イ ラニ と対 照的 で ある 。翻 訳 ル

ーチ ンの本質 的な特長 は あ る命 令 を実 行 す る とき
,そ ¢波 に一 々擬似 コ ー ド命 令 を翻 訳 しな け

れば な らな い とい う点 で あ る 。

ROUTエNE,LOADエNG(読 込 み ルー チ ン)

そ れ 自体 が記1意され てい て,他 の情 報 を カー ドや テー プA)ら 記憶 装 置 に よび 込 む ことが で き

るル ー チ ン 。

RO .u里INE・MINIMQMACOES.s(最 小 ア ク セ ス ・ル ー チ ン)

デ ー タ や 命 令 を 記 憶 装 置 の 甲 に 適 切 に 配 列 す る こ と に よ っ て,実 際 の 待 ち時 間 が ラ ン ダ ム ア

ク セ ス の 平 均 時 間 よ り小 さ ぐ な る よ う に 組 まれ た ル ー チ ン 。・こ の よ うな ル ー チ ンは 直列 の 記 憶

装 置 で 使 用 さ れ る 。 同 意 語(MINI'MUMLATENCYROUTINE最 小 待 ち ル ー チ ン)

ROUTINE,OPEN(オ ー プ ン ・ル ー チ ン)'

大 き な ル ー チ ンの 中 に リ ン ケ ー ジ や コ ー リン グ ・シ ー ケ ン ス を と ら な い で,直 接 挿 入 で き る

ル ー チ ン。

e

ROUTINE,POST『MORTEM(ポ ス ト ・モ ー タ ム ・ル ー チ ン)

オ ペ レ ー シ ・ンの 誤 動 作 時 に 記 憶 内 容 を 外 部 に は き 出す ル ー チ ンの よ う な,誤 動 作 の 原 因

を 分 析 す る の に 有 効 な サ ーE・ス ・ル ー チ 石(POSTIMORTEMポ ス ト・・毛 ー タ ム)の 項

と関 連 。

ROUT工NE,SEQUENCEOH>ECklNG(ジ ー ケ ン ス ・チ ェ ッキ ン グ ・ル ー チ ン)

実 行 さ れ る そ れ ぞ れ の 検 査 し,特 定 の デ ー タ を 印 刷 ず る ル ー チ ン 。

た とえ ば,ア ドレス と一 緒 に コ ー ド化 し た 命 令,お よび い くつ か の レ ジス タの そ れ ぞ れ の 内

容 の 印 刷 。そ して ま た,移 送 命 令 や,実 際 に 移 送 さ れ た 数 量 の よ う な 選 択 した デ ー タだ け を 印
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刑 す る よ う設計 され て い る 。

ROUTINE,TRACING(追 跡 ル ー チ ン)

目的 ル ーチ ンの 実御 一 つ以 上 の レ ジス 帰 よび制 御 の経 過 を醐 す るた め噸 用 され る

診断 ル ーチ ン 。完全 な追 跡 ル ーチ ンは 各命 令 に よ って影響 を受 けたす べ ての レ ジス タお よび記

憶場 所 の状 態 を知 らせ て くれ る 。 この よ うな追 跡 は マシ ン タ イムに影 響 を及ぼ す の で,特 殊 な

、形の 命令 の実 行 に限 っ ての追 跡 が しば しば使 用 ざれ る 。さ らに追 跡 ル ーチ ンは プ ロセ ッサ の制

御 の も とに あ って 割込 操作 で呼 び込 ま れ る 。(TRAP割 込 み)の 川項 と関 連 。

ROUT工NE,UTIL工TY(ユ ーテ ィ リテ ィ ・ルー チ ン)

計算 機 の操 作 を助 け る ため に使 用 され る標 準 ル ーチ ン 。た とえ ば変 換 ル ーチ ン,分 類 ル ーチ

ン,印 刷 ル ー チ ン,ま た は追 跡 ルー チ ン 。同意語(UTILITYPROGRAMユ ー テ ィ リ

テ ィ ・プ ロ グ ラム)。

Row,BINARY(2進 せん 孔 列)

カー ド上 に2進 数 を表 現 す る方法 。す な わ ち,一 連 の 横列 の 中の各位 置 に パ ンチ され て い る

か され て い ない か に よって,連 続 な ビ ットを表 現 す る 。'2進 せ ん孔列 は特 に40ビ ッ ト語 ま た

はそ れ よ り小 さ い計 算機 に便 利 で ある 。 しば しば,カ ご ドの 各 半分 に12:ゲ の2造 語 を記 憶 す

るの に使 用 され る 。

RUNN工NG, ,PARAI.1.EL(並 列運 転)

(1)続 行 さ れ てい る現用 の シ ス テ ム と,新 た に設 置 した シス テ ム との並 列運 転 。

② デ バ ッギ ン グ シス テ ムに おけ る最終 段階 で,こ れ が終 る とシス テ ム ・テス トが 始 ま る 。

〔S〕

SGANNER(走 査 装 置)

、 ・各種 の処 理,フ ァ イル,条 件 の状 態,ま たは物 理的 状 態 を 自動 的 に抽 出 した り調 査 す る機 器

で,得 られ た情 報 に もとつ いて行 動 を開 始 す る。

SEARCH,BINARY(バ イナ リ ・サ ー チ) ,

連続 して い る項 目の集 りを2つ の部 分 に分 割 して,そ の うちの1つ を除去 し,残 りの部 分 に

つ いて ・必 要 な 項 目が見 つ か るま で,上 記 の方 法 を く りか え す よ うな探 索 方法 。 この処 理は 通

常,項 目の 配 列 順 が,す でに わか ってい る場 合 に適用 され る 。同 意語(DIGHOTOMエZING
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SEARCH2分 法 サ ーチ)

'
SEMエOONDUCTOR(半 導 体)

、 高導 電 性の 金属 と非導 電 性 の絶 縁 体 との 間 に位 置 づ け され る導 電性 の 固体 。結 晶体 の ダ イオ

ー・一ドお よび トラーンジス タは半 導 体 回路 の要 素 に な る
。

SENSING,MARK(マ ー ク ・セ ンシ ン グ)

パ ンチ カー ドの特定 な場 所 に特 殊 な鉛 筆 で書 い た しる しを検 出 して
,そ の しる しをパ ンチの

孔 に 自動 的 に変 換 す る 。

SEQUENCE(シ ーケ ンス)

(1}1つ の集 合 を なす い くつ もの 記号 に,1定 の順 序 をPけ る こと。

す な わ ち,AがBに 等 しい か また はそ れ よ り大 きhと きはAを ,ま たはAがBよ り小 さい

Bを 選 択す る こと。 ②1つ の集 合 をな す い くつ もの記号 につい てい る一定 の順 序
。 す な

わ ち,あ る規 則に したが った い くつ もの 情報 の 項 目や操作 の 配列 順 序
。

SEQUENCE,GALLING(コ ー リン グ ・シ ーケ ンス)

メ イン ・ル ーチ ン とク ロー ズ ド ・サ ブル ー チ ン との 間 を結合 させ る ため に使用 さ れ る命令 。

す な わ ち,標 準 リン ケー ジお・よび パ ラ メー タの リス ト

SEQUENCE,CONTROI.(コ ン トロール ・シ ー ケ ンス)

実 行 に あた っ ての 正 規 の 命 令 選 択 順 序 。 計 算機 に よっては,各 命令 の ア ドレス 部 の1つ

に コ ン トロール ・シ ー ケ ンス を明記 す る もの が あるが,殆 ん ど多
.ぐの計 算 機 では,飛 躍 が起 こ

る場 合 を除 い て,シ ー ケ ンス は 連続 で あ る 。

sEQuENcE・RoNDoMNuMBER(乱 数 ・シ ーケ ンス)

変 化 に よって生 じた,全 くでた らめ な数 字の 配列 で,無 作 為 の検 定 に有 効 で ある 。

SERエAL(直 列)

(1)時 間 的 に1数 字 つ つ移 送 ま たは 記憶 す る よ う単 一 の 装置 で 次 々 と扱 っ てい く こと
。 あ るい

は また,順 番 に1命 令 つつ処 理 す る こ と。

SERIAL-PARALLEL(直 列 一並列)

川 直 列 と並 列 の組合 せ。 た とえば 文字 は直列 に扱 うが,文 字 を 構成す る ビッ トは 並列 に扱 う。

② 直列 な入刀 を並列 な出力 に変 換 す る装 置 の表 現 。

SERVIOE,HALFDUPLEX(半2重 サ ーゼ ス)

送信 と受 信 が でき る通 信 回線 の形 式 を い うが,但 し,送 信 と受 信 を同時 に,か つ 独立 に行 な

うこ とは で きない 。
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SERVOMEOHANISM(サ ー ボ メカニ ズ ム)

な にか の運 転 状態 を監視 す る ため の 装置 で,必 要 な調整 を一与え て,そ の運 転状 態 を制 御す る

もの で あ る。 暖 房 用サ ーモ ス タ ッ トは,サ ー ボ メカニ ズ ムの例 であ る。

SHIFT,PHASE(位 相 偏 移)

入 力信号 と出刀 信号 間 の,ま た は制 御 装置,シ ス テ ム,あ るい は回路 の2つ の 同期 信号 間の

時 間差 。

SHOP,C工 ・OSED(ク ローズ ド ・シ ョ ップ)

計算 機 設 備の 運営 に おい て,ユ ーザ に対 す る プ ログ ラ ミン グサ ー ビス が特 定 の グル ープ によ

って専 門 に行 な われ る形態 。そ れ に よっ て計 算機 の運用 作業 と他 の作 業 を分 割 して能 率 化 を図

って い る。 プ ログラ マはそ の プ ログ ラムの実 行や 監視 の ため に計 算機 室 に入 る こ とは許 さ れな

い。 反意語(SHOP,OPEN71'・ 一・プン ・シ ョップ)

SHOP,OPEN(オ ー プ ン ・シ ョ ップ)

計算 機 設備 の 運営 で,計 算 セ ン ター に従事 して い る入 でな くて も社 内 で 資格 の ある人 は護 れ

で も,プ ロ グ ラ ミン グ,コ ー デ ィング お よび機 械操 作 を行 な える形 態 。プ ログ ラ マは計 算 機 室

に入 って,実 行 中 の 自分 の プ ログ ラム を実 行 した り監視 した りす る こ とが で きる。

反意 語(SHOP,CLOSEDク ローズ ド ・シ ・ップ)

SIMULAT工ON(シ ミュ レ ー シ ョン)

(1}計 算機,モ デル また は他 の 装置 に よ る,物 理 的システムや現 象の 表現 。 た とえば デーーータ処 理

のモ デル では,自 動計 算機 が 或 る実 体(た とえば化学反応過程)の モデルとして使 わ れ る。 実 際

の処 理 に入 って い る色 々な要 素 を表 現 す るた め に情報 が 計算機 に投 入 され る。計 算機 は処 理

結果 を表 わす情 報 を作 り出 す。 そ して,計 算機 に よって行 な われ る処 理は,実 際の処 理 そ の ・

もの を表 わす 。

② 計算 機 に よる プ ログ ラ ミン グに おい て,1つ の計算 機 が,他 の 計算 機 とほ とん ど同 じ よ う

に動 作す る よ うな ルー チ ンを作 り出す 技法 。

SKエp,TAPE(テ ー プ ・ス キ ップ)

テ ープ を前方 へ1定 間隔 進 め た り,テ ー プ表 面の 欠陥 の ため いつ ま で も書込 み エ ラーが 続 く

とき,テ ー プの1部 分 を消去 す る ため の機 械 命 令 。

SOFTWARE(ソ フ トワエァ)

コ ンパ イ ラ,ア セ ン ブラ,ナ レ ー タ,ル ーチ ン,お よびサ ブルーチンなどのような,計 算機 の

能力 を拡大 す るた め に用 い られ る プ ロ グ ラムや ル ーチ ンの全 体 。
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反 意 語(HARDWAREハ ー ドウエ ア)。

SOLIDSTATE(ソ リヅ ド ・ステ ー ト)

固体 物 質 内で 電子 を運 ん だ り制 御す る電 子的 要素,た とえば,ト ラン ジス タ,ゲ ルマ ニ ウ ム
,

ダ イオー ド拾 よび 磁気 コ アな ど。真 空管 や ガス封 入管 は 含 まれ な い。

SORT(ソ ー ト)

情 報 を,そ の項 目ま たは レコー ドに含 ま れ てい る キー,あ るい は フ ィール ドできめ られ る規

則に従 って配置 す る こ と。 た とえば数 字 分類 で は最 小位 桁 の数 字 を最初 の キご として分 類 し
,

逐次キー数字の桁を上げていって,そ のアイテムが最高位桁の数字で分類されるまで分類作業

を くりか えす。

SORT,BLOCK(ブ ロ ック ・ソー ト)

分 類す べ き大量 の レ コー ドの中 か ら,作 業 し易い大 きさの グル ー プを作 るた め,最 高位 桁 の

文字1個 また は数 個 を キー と して分 類 す る。

SORT,FOUR-TAPE(4本 の テー プ に よる分 類)'

4本 の テ ー プを 使 用す る分 類併合 。 入 力 デ ー タは2本 の テー プか ら与 え られ,ま だ 不完 全 な

系列 に分 類 さ れて,2・ 本 の出 力 テー プ に書 き込 まれ る。 そ の 出 力 テ ー プは あ とに 続 く処理 過程

で入 力 と して 使 わ れ る。'その結 果,各 処 理 の終 りで よ り長 い系列 に分 類 さ れ,最 後 にす べて の

デー タが1本 の 出力 テー プ上 に順 番 にな らべ られ る。 、

SORT,MERG亘(マ ー ジ ・ソー ト)

まだ順 序 づけ てい な い,2つ あるい は それ 以上 の ア イ テ ム系列 か ら,ア イ テ ムの大 きさ,構

成お よび全 アイ テ ム数 を 変 えず に,あ る規 則に従 って順 序 づけ され た1つ の ア イテ ムを作 り出

す こと。 完 全 に分 類 さ れる ま でに は1つ 以 上 の処 理 過程 が必 要 で あ るが,ア イテ ム選択 にあた

っては 各 過程 と も,キ ー の全 桁 を用 い る。

SORTER(分 類 機)

特 定 の 順番 の情報 の項 目を とり出 す機 械。 た と えば,AがBよ り大 きい か,等 しいか,あ る

い は小 さいか を決め,そ れに応 じて分 類 また は順 序づ け をす る。

STATION,INQUIRY(問 い合 わせ 用 端末)

計 算 装置 あ るい は デー タ 処理 装置 に 問 い合 わ せ をす る ことが で きる遠 隔端 末 装 置。

STORAGE,AUX工L工ARY(補 助 記 憶 装置)

計 算 機の 主記 憶 に 付 加 して使 わ れ る記 憶 装置。 た と えば磁 気 テ ー カ 磁 気 デ ィス ク,あ るい

は磁気.ド ラム。.
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STORAGE,BUFFER(バ ッ フ ァ記憶 装 置)

(1)形 式 の異 な る2つ の記 憶 装置 相互 間,通 常は 内部 記 憶 と外部 記 憶 との 間に お いて情 報 転 送

を行 な うとき,両 装置 間 の 同期 を と る要 素。(2入 力 装置 では,外 部記 憶 または2次 記 憶

か ら情 報 が集め られ,内 部 記 憶 へ転 送 す る た めに バ ッフ ァ記 憶に格 納 さ れる。

(5)出 力 装置 では,内 部 記 憶 か ら情報 が移さ れ2次 記 憶 また は外部 記憶 へ 転 送 す るた め に バ ッ

フ ァ記 憶 に格 納さ れる。 バ ッフ ァ記 憶 と2次 記 憶 ま たは内部 記 憶 との 相互 間 で 情報 転 送 が行

な わ れ て いる 間 も演 算は 継 続 し て実 行 され る。

(4)デ ー タ を転送 す るま での 間一 時的 に情 報 を記 憶 す る よ うな装 置。(BUFFERバ ッフ ァ)

の項 参 照。`

STORAGE,D工 －CAP(ダ イ ・キャ ップ記 憶装 置)

充 電 され た蓄 電器 の 配列 の形 でデ こ タを記 憶 し,情 報 の 流れ を制 御す るた め に ダ イオ ー ドを

使 用 す る装置 。 ・ 、.

STORAGE,DISK(デ ィス ク記 憶 装置)

磁気 円 板 の表面 に デー タを記 憶す る装 置。

STORAGE,DYNAMIG(ダ イナ ミック 記 憶)

デー タが時 間的 に移 動 ま た は変 化す る こ とが可 能 な記憶 装置 上の デ ー タ記 憶。 あ るい はそ

の よ うな記 憶 方 式 に よるデー タ 記憶。 したが って,そ の デー タは 戻 って くる まで の間 必ず し も

直 ちに利 用 で きる とは 限 らな い。 た とえば,音 響 的遅 延 線,磁 気 ドラム,あ るい は 媒体 内 で情

報 が循 環 してい る よ うな もの。

STORA(}E,ELECTROSTATIG(静 電 記 憶)

川 陰 極線 管 のス ク リー ンの よ うな誘 電体 物 質 の表 面に 静電 荷 を保 って い るス ポ ッ トの 有 り無

し の形 に よる デー タ記 憶。 このス ポ ッ トは静 電 荷 の入 力が な くなって も しば ら ぐは保 持 さ せ

る ことが でき る。(2.静 電 荷 を利 用 した記 憶 装置 。

STORAGE,EXTERNAL(外 部 記憶)

ω 計 算機 か ら切 り離 された 装 置上 の デ ー タ記 憶。 た だ し計算 機 が利 用 で きる形 に な って い る。
　

② 計 算機 に統 合 され て いな い装置 また は設 備 で,計 算 機 で利 用 さ れるデ ー タが 記 憶 さ れる。

これ には オ フ ラインの磁 気 テ ー プや カ ー ドせ ん孔 機 な どが あ る。

STORA(}E,工NTERNAL(内 部記 憶)

ω 計 算機 シス テ ムの1部 を構成 す る 装置 上 の デー タ 記憶。

② 計算 機 の重 要 な構 成部 分 であ り,計 算機 に よって直 接制 御 さ れ る記 憶装 置。 この ような記

憶 装置,た とえば磁 気 コァ,オ ン ライン の磁 気 テー プ装置 な どでは,デ ー タ は 計 算 機 で 自
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動 的 に 扱 わ れ る 。同意 語(INTERNALMEMORY内 部 記憶),反 意語(STORAGE-

EXTERNAL外 部 記 憶) 。

STORAGE,MAGNETエCCORE(磁 気 コァ記 憶装 置)

配列 さ れ た磁性 体の 各素子 の磁 化の 方 向 に よって2進 デ ー タを表 示 す る記憶 装 置 。一 般 に磁

性体 は トロイダ ル環 の形 。ま た円筒 を包 んだ よ うな形 の もの も ある 。

STORAGE・MAGNETICDエSK(磁 気 デ ィス ク記 憶装 置)

磁 性 材 料 を塗 布 した農 牧 かの 円板 で構成 され る記 憶 装置 。情報 は円板 の表 面 に2進 デ ー タを

表 わす よ うに 配列 さ れた 磁 気 ス ポ ッ トの 形 で記 憶 され る 。これ らの デ ー タは 円板 の 円 周 トラ ッ

ク に配列 され てい て,ア ー ムにつけ られ た ヘ ッ ドに よ り読取 り,書 込 み が行 な われ る 。

ア ー ムは必 要 な 円板 を 選択 し,さ らに円板 上 の 必要 な トラ ック を選択 争 るた め機 械 的 に動 く。

円 板 の 回 転 に した が って 順序 にデ ー タの読取 り,書 込 みが行 な われ る 。

STORA(}E,MAGNETI『DRUM(磁 気 ドラ ム記憶 装 置)

磁 気 円筒 の表 面 にデ ー タを記憶 す る装 置 。

STORAGE,MAGNET工CTAPE(磁 気 テ ー プ記憶 装 置)

金属 また は磁 性 材料 を塗 布 した プ ラス チ ック ・テ ー プ上 に磁化 され た小 片 の形 でデ ー タを記

憶す る装 置

2進 デ ー タは テー プの横 方 向 に な らべ た磁 気ス ポ ッ トと して記憶 され る 。テ ー プが ヘ ッ ドの

下 を通 る と き1桁 の文 字 を1ぺ ん に読取 り,書 込み で きる よ うに,通 常,読 み 書 き,ヘ ッ ドは

磁 化ス ポ ッ トの 列 に対 応 して いる 。

STORAGE,MAエN(主 記憶 装 置)

通 常,計 算機 の 中 で最 も基本 的 な装 置 で あ り,命 令 は この 記憶装 置 か ら読 み 出 され 実行 され

る 。

STORAGE,MERCURY(水 銀 記憶 装 置)

水銀 遅 延線 に デ ー タを記憶 す る装 置 。
◆

STORAGE,NONERASABLE(非 消去 記 憶 装 置)

記憶 され てい る情 報 が 計 算 処 理 中 に 消去 され る こ との ない よ うな記憶装 置 。た とえ ば
,さ

ん孔 紙 テ ー プや せん 孔 カ ー ド,磁 気■ ラ グ,"MissiongOo「e",お よび銀 また は アル

ミ箔 テ ー プ 。

STORAGE,NONVOLATエLE(非 揮 発 性記 憶 装 置)

電 源 が 切れ た と きで も情 報 を記 憶 してい て,電 源 が入 った とき,そ の 情報 が利用 で きる よ う
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な 記憶 媒体 。

た とえば,磁 気テ ー プ,磁 気 コアー,磁 気 ドラ ム お よび磁 気 デ ィス ク。

S〔1]ORAGE,PARALLEL(並 列 記 憶)

1つ の 要 素 で あ る時 間 に関係 な く,デ ー タの 全 ピ ッ ト,全 文 字 が 特に空 間 を利用 で き る よ う

に な って い る デ ー タ 。

語 が並列 に記 憶 され てい る とき,こ れ を語 並列 記 憶 とい う。語 の中の 文字,ま たは語 ある い

は文 字 を構 成す る ビ ッ トが1つ1つ 順 々に扱 われ る ので はな く,同 時 に扱 われ る場 合,前 者 を

文 字並 列 記憶,後 者 を ピ ッ.ト並 列記 憶 とい う。

STORAGE,pERMANENT(永 久記 憶)

機 械 か ら切 り離 して,中 間結 果 や最 終結 果 を記憶 す る ため に使 われ る 方法 また は装置 。通 常

はせ ん 孔 カー ドや 磁 気テ ープの 形 で記憶 され る 。

STORAGE,RANDOMACOESS(ラ ンダ ム ・アク セス記 憶装置)

情 報 を と り出 すた め に要 す る時 間が,そ の 直前 に取 出 した情 報 の 記憶場 所 に無 関 係 な 記憶 方

式 。 この厳密 な定 義 は,通 常,わ れ われ が相 対 的 に ランダ ムで あ る と見 倣 してい る こ とで与 え

な け れば な ら ない 。

す な わ ち,磁 気 ドラムは,磁 気 テ ープや フ ァイル記憶 装 置 と比 較 した と き相対 的 に ラ ンダ ム ・

アク セス で ある.

STORAGE・SECONDARY(2次 記憶 装置)

計算機 の構 成 部 分 ではな いが,直 接計 算 機 と接続 されて,計 算 機 で制 御 され る記憶 設備,た

とえば 磁 気 ドラムや磁 気 テ ー プ 。

STORAGE,SEQUENTIALACOESS(逐 次呼 出 し記 憶)

貯 え られ た情 報 の項 目 に関 し て,す べ ての情 報 が必要 な とき,ま たはそ の 甲 の ある部 分 だけ

が 必要 な と き,い ず れの場 合 に して も1つ1つ の 順番 に しか取 り出せ ない ような記 憶 方 式 。た

とえば 磁 気 テ ー プ記 憶 。

STORAGE,SER工AL(直 列 記 憶)

時 間が1つ の要 素 とな り,時 間的 に順 番 に現 われ る ビッ ト,文 字 ある いは語 の集 りを配置 す

る記憶 方式 。

この 方式 では アクセ ス タイ ムは不 定 の待 時 間,ま た は,ゼ ロか ら多 くの ワー ドタイム まで の

待 時 間 を含 む 。

1語 を構 成す る各 ビ ッ トが時 間的 に 直列 に現 われ る とき,語 直列 とい う 。
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また符 号 化10進 数,ま たは その 他 の 非2進 数 を表 わす文 字 が時 間的 に直列 に現 われ る とき

文 字 直 列 と よ ふ 。 た とえ ば,磁 気 ドラムは通 常語 直列 で あるが,ピ ッ トは 直列 に も並列 に

もな る 。

STORAGE,STATIG(静 的 記 憶)'

情 報 が空 間 的 に固定 され て いて い つ で も利 用 で きる よ うな装 置,ま た は この よ うな記 憶 方式 。

た とえば フ リ ップ フ ロ ップ,静 電 記 憶装 置 また は磁 気 コア記憶 装置 。

STORAGE・VOLATILE(揮 発 性 記憶 装 置)

電 力 が常 に供 給 され て いな い と情 報 を 記憶 す る こ とが で きな い ような記憶 媒 体 。

STORA(}E,ZEROACCESS(ゼ ロア クセ ス記 憶)

待 時 間の 少 ない記 憶,し か し,以 前 は この言葉 が広 く用 い られ た か段 々そ うでな くな っ てき

た 。 とい うのは ゼ ロアク セス とい うの は誤 ま った呼 び 方 で あるか ら。 、,

SUBPROGRAM(サ ブ プ ログ ラム)

単 独 で機 械語 に変 換 す る こ とが で きる大 きな プ ロ グ ラムの一 部 。

SUBROUTINE(サ ブ ルーチ ン)

川 完全 に定 義 され た算 術また は 論 理演 算 の 実行 を計 算機 に行 なわせ るた めに 必要 な一 組 の命

令 。 ② ルー チ ンの補 助 ユ ニ ッ ト。サ ブル ーチ ンは ル ーチ ンに属 さな い もの に対 して記 号

で コーデ ィン グされ る 。(3)十 分定 義 され た算 術ま たは論 理 演算 の実 行 を計算 機 に行 な わ

せ る ため の ル ーチ ンの一 部 分 。 ④ 主 ル ーチ ン か らサ ブル ーチ ンへ 制 御 を移 し,サ ブル ー

チ ンの 終 りで主 ル ーチ ンへ 制御 を戻 す ようにつ くられ てい るル ーチ ンの こ と 。この'ような サ

ブル ーチ ンはク ロー ズ ドサ ブル ー チ ン と よば れ る 。(5)1つ の ル ー チ ンは;他 の1つ の ル

ーチ ン に対 して はサ ブル ーチ ン とな り
,同 時 に3番 目の ル ーチ ン に対 しては 主 ル ーチ ン とな

る こ とも ある 。通 常,主 ル ーチ ンの1個 所 以 上 か ら1つ のサ ブル ーチ シペ制 御 が移 され る 。

ザ ブル ーチ ン を使 う 目的は,主 ルー チ ンの 甲 の異 な る個所 に同 じ一 連 の命 令 を繰 り返 し書 く

こ とをさけ るた め である 。(ROUTINEル ーチ ン)の 項 参照 。

SUBROUT工NE,OLOSED(ク ロー ズ ド ・サ ブル ーチ ン)

ル ーチ ンの 主 た る流 れ の 甲 に含 ま れ な い サ ブル ーチ ン。 この よ うなサ ブル ーチ ンへ は 分岐 命

令 に よ って入 り,動 作 が終 った とき主 ル ー チ ンへ 制 御 を戻 す ため の準 備 が な され る 。入 口お よ

び戻 り口の役 目をす る命 令 は リ ンケ ー ジを 構成 す る 。

SUBROUTINE,DYNAMIC(ダ イナ ミック ・サ ブル ーチ ン)

小数 点 の位置 や 項 目の大 きさ の よ うなパ ラ メー タを含ん でい るサ ブル ーチ ン。 これ らのパ ラ
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メー タを も とに して相 対 的 に符 号化 され た サ ブ ルーチ ンが で きる 。

選ば れ たサ ブル ーチ ンの値 に よ って計 算機 は 自分 自身 でサ ブルー チ ンを 整え た り作 り出す よ

うにす る 。

SU.BROUT工NE,IN-LI』NE(イ ン ラ イン'サ ブルーチ ン)

直線 的 に順番 に行 なわれ る 処 理の 甲 に飛 越 しに よ らない で直接 組込 まれ たサ ブル ーチ ン 。 こ

の よ うなサ ブル ー チン はル ー チ ンの 甲 の必要 な ところ には,そ の都度 書 か なけ れ ば な らな い 。

SUBROUTINE,OPEN(オ ー プ ン ・サ ブ ルー チ ン)

直線 的 に順番 に行 な われ る処 理 の 中 に分 岐 に よって入 る の では な く,直 接 組 込 ま れ た サ ブ

ル ーチ ン 。 この よ うな サ ブ ルー チ ン は,ル ーチ ンの 甲 で必要 とな ったそ れぞ れ の個所 に書 か な

け れ ば な らない ・

SUBRONTINE,STAT工C(ス タテ ィ ック ・サ ブル ーチ ン)

オペ ラン ドに ア ドレス以 外 の パ ラ メー タを含ん でな いサ ブル ーチン

SUBSET(サ ブ ・セ ッ ト)

(1)]つ の集 合 に 中 に含 まれ る集 合 。 ② 通信 網 におけ る加 入 者機 器 。

SWITOH(ス イ ッチ)

川 プ ログ ラムの 中 で2つ の動 作 方 向 が可能 な 個所 。正 しい1つ の方 向は,ル ー チ ンの ど こか

で 目的 を果 たす よ うに準備 され た 条件,ま たは その シ ス テム の物 理 的 配置 に よ って決 め られ

る 。 ② 信号 の流 れ を禁示 す る オ ン ー オフ装置 。

SW工TOH,BREAKPO工NT(中 断 点ス イ ッチ)

中断点 にお け る条件 つ き操 作 を制御 す る手操作 の ス イ ッチ 。主 として デ バ ッグに用 い られ る 。

SYNTAX(文 章 構成 法)

言語 の文 章 構成 を規 定 す る規 則 。ま たは,コ ンパ イラの よ うな言語の ス テ ー トメン トの 構 成

を規 定す る規 則 。

SYSTEM,EXOEPTIONPRINOIPLE(例 外原 理 システ ム)

情 報 シス テ ムまたは デー タ処 理 シス テ ム で,現 実 の結果 が 予 測さ れた 結果 と違 った と きだけ

状況 を報告 す るシ ス テ ム 。結果 が規定 の範 囲 内 で あ った と きは 状況 の報 告 は され な い 。

SYSTEM,'F工LMOREX(フ ィル モ レ ックス ・シス テ ム)

JaOquesSamainに よ って 開 発 され た マ イク ロフ ィル ムカー ドの 電子 的 選択 システ ム 。

各 カー ドには原 本 か抄 録 の 超小 形 写真,foよ び取 り扱 う図 書の題 目や主題 を表 わす25桁 の コ

ー ド番号 の フ ィー ル ドが あ る 。
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SYSTEM'INFORMATエONRETRエEVAL(情 報検 索 シス テ ム)

与 え られ た精 華腰 求 に 顧 るた め文 章 扶 は図 表 を繍 フ 。イルか ら探 し出 し
,選 択 す るシ

ス テ ム 。情 報検 索 シス テ ムの 例 と して は分 類
,索 引 お よび機 械 捜 索 シ ス テ ムが ある 。

SYSTEM・MANAGENTエNF・RMAT・ ・N(経 営 情 報 シス テ ム)

デ ー タを記録 し処 理 す る こ とに よ って経 営 目的 に役立 て てい くよ うな意 思そ通 過 程
。問 題 を

煮 つ めて 高度 の 意思 決 定 に役 立 て た り,情 報 を経 営 者に フ ィー ドバ ック して
,目 的 達 成の た め

成果 が あが って いる か ど うか を反映 させ た りす る 。

SYSTEM・OPERATING(オ ペ レー テ ィン グ ・シス テ ム)

計算 機 に よ ってプ ログ ラムの 連続 動 作 の管 理 を行 な うサ ー ビス ル ー チ ン を統 合 した もの
。オ

ペ レー テ ィン グシス テ ムは
,デ バ ック,入 出力,計 算,コ ンパ イル お よび記 憶領 域 の 割 り当 て

な どを行 な う。

SYSTEM,PEEK-A-BOO(ピ ー カー ブー ・シス テ ム)
。

ヒー カ ー ブー'カ ー ドを使 用 した情 報検 索 シス テ ム。す な わ ち,カ ー ドには 文 書番号 を表 わ

す た め,(縦 と横 を示 す)座 標 の交 点 に小 さな穴 が あけ られた カ_ド 。

SYSTEM,UN工TERM(ユ ニ ター ム ・シス テ ム)

ユニ ター ム カー ドを使 った情 報検 索 シス テ ム
。検 索 に関係 ある語 を表 わす カー ドは 目 で見 て

え らば れ 比較 され る 。 も し比較 的 の ユニ ター ム カー ド上 に同 じ番号 がみ つ か る と
,そ の検 索 に

関連 し て どん な文 書 を調 査 す れ ば よいか がその 番 号 か らわ か る 。(CARD,ASPECTア ス

ペ ハ'カ ー ド)紅 び(・NDEX・NG
・UN・ ・ERMユ 三 夕ー ム ・インデ キー:yグ)の 項

と関連 。
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〔T〕

TABLE,LOOKUP(索 表)

計 算機 内 に 格納 さ れた関 数表 か ら指 定さ れ た 引数 ま たは関連 す る引数 に 対応す る関数 値 を う

る こ と。 ま た,表 か ら値 を うる操 作 の こ と。 同 意語(TLU)
。

TABLE,TRUTH(真 理値表)

ス イッチン グ関 数 また は真 理値 関数 の表 現 この表 現では 変数 値の あ らぬ る可 能 な 状 態は
,

1,0ま た は真 と偽 で表 わ され る。各 状 態 は
,関 数値1,0ま たは真 と偽 の組 み合 わせ で与 え

られ る・ も し関数 の 磁 が不 完全 す なわ ち"ど うで も よい状 態 ・であれ ば変 数 の数 を 。 とす る

と,考 え られ る状 態の数 は2のN乗 で ある。

AND関XRtsよ び(包 含的)OR関 数の 真 理値 表 の 例 を次 に示 す
。 これは"ど う で もよい"

状 態 で ある。

変 数ANDOR

A13ABA十B

qoOO

－ 般 の場合 のAND関 数 お よび(包 含 的)OR関 数 の 真理 値表
の 例 を次 に示す 。

変

A

0

0

1

1

数

B

0

1

0

1

AND

AB

0

0

0

1

OR

A十B

0

1

1

1

TABULATOR(作 表 機)

ある 媒体,た とえ ば カー ド,紙 テ ー プ,磁 気 テー プな どか ら情報 を読み
,分 割 用紙 または 連

続用 紙 」二に一 覧表 お よび各 種合 計 を出力す る 機械 。

TAG(タ グ)

情報 の1部 分,そ の構造 は マー ク また は ラ ペル と して使 え る ように
,そ の組 内 の他 の もの の

構 造 とは 異 なってい る。 タ グ ・ビッ トは セ ンチ ネ ル と よば れる1つ の命 令語 で ある
。

TAPE-LIMエTTED(テ ー プ リ ミテ ッ ド)

バ ッ ファ付 き計 算機 でテ ー プの 読取 り
,書 込 み に要 す る 時間 が演算 時間 より大 きい よ うなプ

ログ ラムの1部 分の こ と
。
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TAPE,OHADDEDPAPER(チ ャ ド ・紙テ ー プ)

部分 的 にせ ん 孔さ れ た穴 の あ る紙 テー プ。普 通 テ レタ イプに使 われる。

TAPE,CHANGE(交 換 テー プ)

フ ァイル さ れた情 報 を更新 す るため に使 わ れ る情報 が入 っ てい る紙テ ー プ または磁気 テ ー プ。

フ ァイル され た情 報 は,普 通 マス タ ー ・テー プ上 に ある。

TAPE,LIMITTED(リ ミテ ッ ド ・テー プ)

テ ー プ の読 取 り,書 込 み に要 す る時 間が,演 算 に要 す る 時 間 を こえて い る よ うな バ ッフ ァ付

き計 算 機 の ル ーチ ン の一 部 分。

TApEl,MASTERINSTRUCTION(主 命 令 テ ー プ)

シス テ ム用 のすべ て の プ ログラ ムが記 録 され てい るテ ー プ。 同意 語(MIT)。

TAPE,PUNGH(さ ん 孔 テー プ)一

通常 は 紙 テ ー プ で あ り,デ ー タは さん 孔 され た穴 の 形 で記 憶 さ れ る。 穴 の位置 は テ ー プの 横

方 向 に な らん でい る。2進 化10進 法 で表 わさ れた デー タを示 す のに,テ ー プの横方 向の1例

に5～8個 の穴 の位 置 が ある。1列 の 全部 の穴 は パンチ カー'ドと全 く同 じよ うに同時 に よみ と

られ る。

TETRAD(テ トラ ッ ド)

4単 位 か ら なるグ ル ー プ。 た とえ ば10進 法 を表 わ すため に使 われ る4つ の パル ス。

THEORY,GAME(ゲ ー ム理論)

戦 略 を もってい る敵 と対 面 して,最 適 な戦 略 を え らぶ ため の数 学 的理 論 。

THEORY,エNFORMATエON(情 報 理論)

情報 速 度,チ ャン ネル,チ ャン ネル の 巾,雑 音 お よび情 報 伝送 に 影響 を与 え るそ の他 の要 素

に 関 す る数 学 的理 論 。 最初 は電 気 通 信の た め に発 展 し,現 在 は事 業組 織 お よび情 報 の単 位 とネ

ッ トワーク に おけ る情 報 の流 れ を取 り扱 う現象 に 適 用 され て い る。

THEORY,QUEUING(待 合 せ理 論)

サー ビス個 所 に お ける 遅 れや 順番 を研 究す るの に 有効な 確 率論 の 一種 。

THEORY,PROBABILITY(確 率論)

事 象 が 発生 する 可 能 性 の確 率 を求 め る方法,集 団 の 中の 単一 項 目では な く,集 団ρ 性 質 を予

測す る た め に使 われ る。

TIME,AOCEI.ERATエON(カ[漣 時間)

テー プ に対 す る読 取 り,書 込 み命 令 が解 読さ れ て か ら情 報 をテー プか ら記憶 装置 へ,ま た は
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記 憶 装置 か らテ ー プへ 移 送 をは じめ る までの時 間。

丁工ME,ACCESS(ア クセス ・タ イム)

〔1)計 算 機 が記 憶 装置 に記1意され てい るデー タ や命 令語 の記憶場 所 を指定 し,必 要 な演算 を実

行 す る演算 回 路 へそ のデ ー タや命 令語 を転 送す る ため に要 す る時 間。

② 演 算 回路 で処 理 され た情 報 を,演 算 回 路 か ら記 憶 装置 の指 定場 所 へ転 送 す るた め に要 す る

時 間 。

TIME,DEOELERATION(減 速 時 間)

テー プの 読 取 り,書 込 み動 作 が完 了 して か らテー プの動 きが停 止す る ま での経過 時 間。

TIME,DOWN(ダ ウン ・タ イム)

機 械 的 ま たは 電 気 的故 障の た め計 算 機 が機 能的 に正 常 でない か,あ る いは 異 常 な動作 を して

い る時 間。 計 算機 の機 能 が正 常 で ある とき の使 用 時 間,空 き時 間 あるい は待 機 時間 と区 別 さ れ

る。

TIME,EXEOUTION(実 行 時 間)

実 際 の仕 事 の 遂 行,ま たは 演 算の 実 行が 行 なわ れ る 命 令サ イクルの 部分 。 す なわ ち命令 の 解

読 とそ の実 行 に 必 要 な時 間。

TIME,1・ATENCY(待 ち時 間)

(1)命 令 の解読 後,デ ータ がそ の 記憶 場 所 か ら転 送 を 開始 す る まで の間 の お くれ 時 間 。

② デ ィス ク ・フ ァ イル あ るい は ドラム フ ァ イル か らデー タの 転送 が開始 さ れ る と きの 回路 に

よる お くれ 時 間。

TIME,REPRESENTATIVEOALCULATING(代 表 的 な計 算 時 間)

計 算機 の 実 行 速度 を評価 す る方法 。1つ の方法 と して,9回 の完 全 加算 と1回 の 完全乗 算 を

完 了 す るため に要 す る時 間 の1/10を 用い る。 完 全 加算 また は完 全乗算 時間 は,高 速記 憶 装置

か ら2つ のオ ペ ラ ン ドを読 み出 し演 算 を実 行 して,そ の結果を記 憶す るため に 要す る 時 間,お よ

び これ らの 演 算 を行 な うの に必要 な数 の命 令を選 択 し実行 す る時 間 を含 む。

田 工ME,SETUP(準 備時 間)

テー プ リー ル の交 換,カ ー ドや テー プ の移i動,お よび物 品 を装置 か ら,ま た は装置 へ 供 給す

る ような 機 械 操作 中 の経 過時 間、

TIME,STANDBY(待 機 時間)

川 装置 が問 い合 わせ 業 務 で動作 してい る と き,問 い合 わせ の 間の経 過時 間

②2つ あ るいは そ れ 以上 の計算 機 が 一緒 に結 合 さ れ て記 憶 され た デー タに 関 す る問い合 わせ
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に回 答 した り,ま たは 継 続的 な動 作 を処 理 でき る状 態 にな ってい る時 間

TIME,TURNAROUND(タ ー ン ・ア ラウン ド ・タ イム)

通信 路 にお い て伝 送 方 向 を反 転 す る ため に要 す る時 間。

TIME,WORD(ワ ー ド ・タ イム)

川1語 を与 え られ た 点 を通 って 移動 す るため に要 す る時 間 。 この言 葉 は特 に直 列 に記 憶 され

た 語 に 関 し て用い られ る。

②1語 を1つ の記 憶装置 か ら他 の記 憶 装置 へ移 動 す る時 間。(TエME,AOOESSア ク セ ス

・タ イム)の 項 と関連
。

TIME,WRITE(書 込 み時 間)

情報 を記録 す る た めに要 す る時間 。

TOGGLE(ト グル)

(1)フ リ ップ ・フ ロ ッフ三

② 手 操作 の オン ー オ フ ・ス イッチ に 属す る もの,す なわ ち,2つ の 切換 え 。

(5)フ リ ップ ・フ ロップ,シ ー ソー,双 安 定動 作 に属す る もの。

TOTAL,BATCH(バ ッチ ・』トー タ ル)

ユ ニ ッ ト ・レコー ドの バ ッチ に含 まれ る特 定 の1組 の レ コー ドに 関す る 動作 の正 確 さ を検 査

す る ため に 用い られ る ある数量 の合 計 。た とえば,給 与 計算 では バッチは1事 業部門であb ,・ ミン

チ 稔 ト}タ ル とはそ の 事 業部 門 の 従業 員 数,全 作業 時 間,給 一与総額 であ る。 しか しなが ら,バ

ッチは 或 る 日の 午前9時 か ら11時 ま で に うけ た注 文 とい うよ うに任 意 な こと もあ る。

TOTAL,TOTAL(コ ン トn－ ル ・トー タル,制 御 合計)

1組 の レコー ドの うち 指定 され た フ ィール ド内 の数量 の合 計 であって,コ ン トロールか ら少 し

で も相 異 した らエ ラーを表示 す る よ う処 理 の 実行 中,く り返 し行 なわれ る。 コ ン トロー ル トー タ

ル と して レ コー ドの 標 識番号 の 和 が用 い られ る と き
,コ ン トロール トー タル はそ れ 自身 ある意

味 を もつ 。

TOTAL,HASH(ハ ッシ ュ ・ トー タル)

1つ の レ コー ドま たは1組 の レコ ー ドの 指定 され た フ ィー ル ド内 の数 の合 計 で,検 査 の 目的

の た めに使 われ る。

合 計 の意 味 に対 し ては 注 目され ない 。 この よ うな数 の 例 として顧 客番号 あ るい は部 品番 号 な

ξが ある。 もし英 字が計 算 機 に対 して数 字 と解 釈 さ れる よ うな場 合 には,こ れ らも加 え合 わ せ

る こ とが できる。
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TRACE(追 跡)

解 釈診 断方 法 で,.そ れぞ れ実 行 さ れた 命 令ゐ 分 析 が用意 され てい て,各 命 令 が 実行 され るに

したが って 出 力装置 に=書き 出 され る。

TRANSOEIVER(ト ラン シー バ)

せん 孔 カー ドか らせん 孔 カー ドヘ デ ータ を送 受す る装置 。 本質 的 には 変換 装 置 で あ り,送 信

端 では カー ドを読 ん で導線 を通 して デー ・タを送 り,受 信端 ではそ のデ ータ を カー ドにせ ん 孔す

る。

TRANSGRIBER(ト ラ ンス ク ライバ)

デー タを与 え られた 言 語の情 報 レコ ー ドか ら媒体 および デジ タル計 算 機 で使 われ る言語 へ,

または計 算 機 か ら情報 記録 ヘ デ一 夕を 移送 す る 目的 で計 算機 と連 結 してい る 装置 。

TRANSDUOER(ト ラン ス ジ ュー サ)

エ ネル ギー を1つ の形 か ら他 の 形 に変換 す る 装置 。 た とえば,水 銀 中 に埋 め られ た石英 の結

晶は 計算 機 の 記 憶 組識 の中 の 音 波 遅延 線 で行 な わ れてい る よ うに 電 気 エネ ル ギー に変 える こ と

が で き る。

TRANSFER,CONDITエONAL(条 件 付 き転 送)

指定 さ れ た条 件,ま た は条 件 の組合 せ が満 足 され た と きに無 条件 転 送 と解 釈 さ れ る命 令。 も

し条件 が 満足 さ れ ない ときは,そ の 命 令は 計算 機 を正常 の制御 の順 序 に続 け させ る。 条件 つ き

転 送 は条 件 を判 定 す る こ とも含む 。

TRANSFER,PARA工.工.EL(並 列 転送)

デー タ転送 の1方 法 で あb,情 報 の1要 素 で ある文 字 を1組 の経 路 を通 して 同時 に転 送 す る。

TRANSFER,SERエAL(直 列転 送)

デー タ転 送 の]方 法 であり,文 字 が順 に単 一 の経 路 を通 して連 続 な場 所 に 転送 さ れ る。

TRA.NSFER,UNCONDITIONAL(無 条件 転送)

ある指定 さ れ た場 所 へ制 御 の 順 序 を 切 り替 え る命令。

TRANSFLUXOR(ト ランス フ ラクサ)

2っ まfc(dそ れ以 上の開路を もった磁気コア。 磁気 回路 の夫 々の閉 路 の 中の 磁 束の制 御 とそ の物.

質の2値 的 磁気 特 性が 記 憶 を可 能 にす る。

田RANSLITERATE(字 訳)

1つ の言 葉 の 文 字や語 を他 の言 語の 文字 や 語 と対 応させ て表 わ す こと。
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TRANSM工SSION,SERIAL(直 列 伝送)

並 列伝 送 と対 照的 で,同 時 に1字 つ つ順 々にデー タを伝送す る こ と。

TRApplNG(ト ラ ッピ ン グ)

ある 計算 機 の予 定 さ れ ていな舛 撒 ーあ る。 すなわち,プ ログラムに よってではな く,機 械の状態,

た とえば タグ をつ け ら れた 命 令ま た は異 常な演算 状 態 に応 じて あ らか じめ 決 め られ た場 所 へ 飛

越 しが 行 な われ る。 この よ うな 特 徴は 一 般 に 自動検 査機 能 を も って い るモ ニ タ ・ル ー チ ン,あ

るい は 入 出力 ル ーチ ン とそ れ らを使 用 して いる プ ログ ラ ム との 間 の連 絡 に 使 われ る。

TRIAD(ト ラ イア ッ ド)

3ビ ッ トまたは3つ の パル ス の集 ま りで,通 常1本 の 導 線上 に連 続 して い るか,ま たは3本

の導 線上 に 同時 に存 在 す る。

TRUNOATE(切 捨 て)

一 連 の多 くの項 か らな る数 を切 り捨 て る こと
。 この ため正 確 さ が 少 な ぐな る。 た とえ ば

3.14159265は5桁 に切 り捨 て られ5.1415と なる。 これ に反 して5.1416と 丸 め ること も

で き る。

〔u〕

UNDERPUNGH(ア ンダ ーパ ンチ)

80桁12列 パ ンチ カー ドの下 の 列,す な わち1か ら9ま での 列 の中 の ・1つのせ ん 孔。

UNDERFI.OW(ア ン ダー フm-)

ω 機 械 計算 で結果 が得 られ た と き,機 械 が記 憶 でき る最 も小 さい数 より,さ らに小 さい結 果

一が現 わ れた ときに 生 ず る 状 態 。

② 浮 動小 数点 演算 で指 数 と剰 余 の 和 が負 にな る状態

UNIT,AR工THMET工C(演 算部)

計 算 機の ハ ー ドウエ アの 一 部分 であ り,そ こ で算 術 または論 理 演 算 が実 行さ れ る。 一般に 演

算 部 は アキ ュム レー タ,お よび オペ ラン ドと演算 結 果 を記 憶す るい くつ か の特 別 な レジス タ で

構成 さ れ る。 演算 結果 は乗 算,除 算 お よび その 他希望 の操作 を遂 行 す るため の 回 路 を順 序 よ く

動作 お よび ジ フ トす る こ とに よって得 られる 。
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UNIT,CONTROI.(制 御}部)

計算 機 の一 部 分 で あ り,動 作 順 序 を指示 し符 号 化 され『た命令 を解読 し,そ して実 行 に 先立 っ

て,計 算機 回 路へ適 切 な指 令を出 す 。

UNITERM(ユ ニ ター ム)

文 献 か ら情 報 を検 索す る ため の記 述 要 素 と して 使 わ れる語,記 号ま たは番号 。 特 に この よ う

な記 述 要 素は 座標 索引 シス テ ム で用 い られ る。

〔V〕

VECTOR(ベ ク トル)

大 きさだ け を有す る量 に対 して,大 き さ と方 向を もつ量 の こ と。

VERIFIER(検 査機)

レコー ドが作 られ てい ると き と同 じよ うに書 き写 しま た は複 写 と1文 字 つ つ一 致 してい る か

を比 較 あるいは 検 査 で き る装置 。

VERIFY(検 査)

比 較操作 に よって 転 写操作 を検 査す る こと。 一般 に機 械 的 ま たは電気 的 に読 む ことが で きる

転 写 に適 用 され る。

〔NV〕

WAVE ,,qARRIER(搬 送 波)

信号 の基 本 周波 数 または パル ス の 繰 り返 し速 度 。これはそ れ 自身 で情報 を運 べ ない 他 の信 号

で変調 さ れ るま では 何 の固 有の 情報 も もって い な い。

搬 送波 は振 巾,位 相 また は周 波 数 で変 調 され る。 た とえば デ ジタル計算機 の代表的 な水銀遅延

線記 憶装 置 では8メ ガサ イク ル/秒 の搬 送波 は1メ ガサ イク ルの パ ルス符 号 で振 巾ま た は パル

ス変 調 され る。 パル ス 符号 は パ ル ス の有 無 が2進 数 に出 て ぐる1か0か を表 わせ る。

WORD(語)

文字 の秩序 だ った集 ま り,語 は1つ の記 憶場 所 を 占有 し,計 算機 回 路 で1つ の単 位 と して 扱
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われ転 送される。 普通,語 は制 御部 では命 令 と して 扱 わ れ,演 算 部 では 数量 と して扱 わ れ る。語

の長 さは計 算 機 に よっ て固定 の もの と可変 の もの とが ある。

WORD,GONTROI.(コ ン トロー ル ・ワ ー ド)

通 常,レ コー ドあ る いは ブ ロ ックの最 初 また は最 後 の語 で,次 に続 く語,レ 『一 ドまた はブ

ロックに対 して 指 示す る情 報 をもつ。

WORD,DATA(デ ー タ ・ワー ド)

主 と して プ ログ ラ ム で扱 われ た 情報 の一 部 とみ な され る語 。 デー タ ・ワ ー ドは命 令 を修 飾 し

た り,他 の デー タ ・ワー ドと数学 的 に結 合 させ るの に使 わ れ る。

WORD,DUOPRエMED(デ ュオプ ライム ド ・ワー ド)

80桁 カー ドか らの情 報 につ い て第6,7,8お よび9列 の内 容 が 含ま れ てい る計 算機 語。

WORD-LENG-TH,VARIABLE(可 変語 長)

可 変 の字 数 を もつ ことが で き る よ うな 固 有 の 性 質 を も っ て い る 機 械 語 。 それ は 情報 の

内容 が 時 々変 え られ る ような 単一 の記入 事項,あ るい は対 応 す る要素 が違 った長 さ に なる よ う

な機 能 的 に類 似 の一 群 の記入 事項 に適 用さ れ る。

WORD,MAOH工NE(機 械 語)

標 準の 字 数 か らな る情 報の1一単位。 機械 は この 単位 で各 転 送 を規 則正 し く行 な う。 た とえば

機械 は56ビ ッ トの単 位 の中 の 数字 あ るいは 命 令 を規 則 正 し く行 な うこ とが で きる。

WORD,MARK(ワ ー ド・マーク)

語 の は じま り,ま たは おわ りを 知 らせ る表 示。

WORD,SHORT(短 語)

2つ の 異 な った 長 さ の語 を扱 える計 算 機 にお いて 短 い方 の 固定 長の 語。 多 くの 計 算機 で,こ

れは ハー フ ・ワー ドとい わ れ る。 何 故 な ら,そ の 長 さ は 完 全 な 語 の 半 分 の 長 さ で あ る か

ら。 、

〔X〕

XEROGRAPHY(ゼ ログ ラ フ ィ)

静 霊的 に充 電 さ れた 盤 の 光電 的 放電 を 含ん だ 乾式 複 写処 理。 複 写は 盤上 に樹 脂 状 の粉 末 を ま

き ち らす こ とに よ り残 って い る静電 気 を放 電 させ て樹 脂状 粉末 が紙 または オ フセ ッ ト印刷 の原
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版 に 移さ れ る こと に よ って作 られ る。

〔Z〕

ZONE(ゾ ー ン)

ω 特 定 の機 能 または 目的 の ため に配置 され た 内部 記 憶装 置 の一 部分

(2)せ ん 孔 カー ド上 の12,11お よび0の3つ の高位 の位 置。 これ らの位 置 に 残 りの1か ら9

の 位置 にせ ん 乱 して,英 字 が表 わせ る ように第2せ ん孔 を挿入 す る ことが でき る。

ZONE,MINUS(マ イナ ス ・ゾー ン)

代 数 の 負符号 を表 わす 計 算 機 コー ドの 中の ビッ ト位置。

ZONE,PLUS(プ ラス ・ゾー ン)

代 数 の 正符号 を表 わす計 算機 コー ドの 中 の ビッ ト位 置
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